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この報告書 は,日 本 自転 車振興 会 か ら競輪収益 の一 部 で あ る機 械

工業振興 資金 の補 助 を受 け て昭和58年 度 に実施 した 「情報 処理教 育

に関す る調査研 究」 の成果 を と りま とめた ものであ ります 。



第5章 パ ソ コ ン ス ク ー ル 等

一般 サ ラ リー マ ン
、主 婦、 中小 企業 の経 営 者、 管 理者 等 各 層 を対 象 に、 パ ソコ ンス クー ル、 教 室 等 の

名称 で民 間 を主 体 とした情 報 処理 の啓 蒙教 育 が 現在 盛 ん に行 われ て い る。 受講者 の数 は 大変 に多 く、 パ

ソコ ン普 及の原 動 力 の1つ に もな って い る。 これ らは パ ソコ ン シ ョップや ソフ トウ ェアハ ウスが主 催 す

る もの が 多い が、 そ の正 確 な数 は つ か めて い ない。 今 回 の調査 では、 そ の現状 を部 分 的 に も把握 す るた

めに、 パ ー ソナ ル コ ン ピュー タの主要 な メー カの 直販 ルー ト等 の名簿 を もとに、電 話 等 に よる問合 わせ

調 査 を した。 この範 囲で は、58年 度 中に150～200ぐ らい のパ ソコンス ク ール等 が 開 かれ て い る。

教 育 の実 施 主体 と して は

(1)パ ソコ ンシ ョップに併 設 す る教 室

(2)ソ フ トウ ェアハ ウスが 実施 す る もの

(3)パ ソコ ンス クー ル と して独 立 してい る もの

が あ る。 参 加者 層 としては、一 般 サ ラ リーマ ン、 中 小企 業 の経営 者、 管理 者 、小 、 中、 高校 生 、 家 庭 の

主 婦 等 で ある。 年 令 は10才 の小 学 生 か ら60才 の婦 人 まで に広 が ってい る。 受 講期 間、 定 員 ともま ち

ま ち で あ り、 料 金 も無 料 の ところや 有料 の と ころが あ りさま ざま で ある。 目的、 内 容 もさ ま ざま で ある

カミ パ ソ コン雑 誌 や新 聞 の広 告 な どに 比較的 内容 の明示 され てい る ものには 図表1の よ うな ものが ある。

図 表1パ ソコ ン ス ク ー ル の コ ー ス

コ ー ス 名 定 員 機械台数

'

期 間 料 金

パ ソ コンBASIC

初 級
20～40 20～30 3時 間・】9時 間 5千 円～30千 円

中 級 20～30 20 6〃 ～20〃 10〃 ～50〃

上 級 10～20 10～20 3〃 ～20〃 10〃 ～50〃

応 用 コース 10～20 10～20 6〃 ～20〃 10〃 ～100〃

簡 易 言語 利 用 コース 10～20 10～20 6〃 ～15〃 10〃 ～30〃

ワ ー ド プ ロ セ ッ サ

オ ペ レー タ養 成 コース
5～10 5～10 3〃 ～15〃 5〃 ～50〃

こ う した パ ソコ ンス クール は、 パ ソコ ン普 及 に大 きな効 果 を もつ と考 え られ るが、BACICを もの

に で きる受講 生 は必 ず しも多 くないの が 現状 で ある。 パ ソコ ンを購入 しよ うとす る あ るい は購 入 した ユ

ーザ が まず相談 をす るのは
、 パ ソ コ ンシ ョップや こ う した教 室 で ある場合 が 多い。 そ して、 最 近 の ユ ー

ザ の ニー ズ と して は、 プ ログ ラム作 成 の た めの言 語 教 育(BASIC講 座)よ り もパ ソコ ンの利 用法(
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簡 易言 語 コー ス や使 用 目的 別 パ ッケー ジ ソフ ト講 座 等)を 習 い た い とい う傾 向 が強 くな ってい る。 パ ソ

コン もます ます 大 衆化 され市 場 は拡 大 され つつ あ る。 そ してユ ーザ は 自分 の ニー ズに合 う教 育 を求 め て

い る。 こ う した環 境 の中 で は、 パ ソコ ン教 育 も言 語教 育 だけ で は ユー ザの ニー ズ に応 え る ことは で きな

い で あろ う。 一 般 的 な啓蒙 教 育 の必要 性 は 当然 の こ とで あ るが、 そ の他 に、 ニ ーズ に合 った パ ソコ ン利

用 の た めの体 系 的教 育 プログ ラムが必 要 に な りつつ ある と考 え る。

最 後 に、 パ ソ『コ ンの普及 に組織 的 に取 り くん で い るあ る団体 の活動 に少 しふれ る ことにす る。 これ は

中小企 業 等 の組織 化 の ため の中小 企業 等協 同組 合 法 に よ ってつ く られ、 協 同組 合 と して通 産 省 の認可 を

得 て い る組 合(日 本 コ ン ピ ュータ スク ール 事業 協 同組 合)で あ る。 この組 合 には パ ソコ ンシ 。 ップ、 ソ

フ トウェア ハ ウス、 事務 機器 販 売店 、 パ ソコ
.ンス ク ール経 営者 等 、.北海 道 か ら九州 まで の約45社 が 加

盟 して い る。 この組 合 の活 動 のい くつ かを あげ る とつ ぎの よ うな もの が ある。 まず ス ク ール活 動 と して

は、 経 営者 、 管 理者 の た め のパ ソコ ンBASIC講 座 、 主 婦 の た めの在 宅 プ ログ ラマ入 門 講 座 、 ワ ー

ドプ ロセ ッサ オペ レー タ教 育 な どが あ る。 この場 合、 テ キ ス トや カ リキ ュ ラムの組合 員 間 での共 同利 用、

組合 員 や生 徒 が 開発 した プログ ラ ムの共 同利 用 とそ のた め の ソフ トウ ェアバ ンクの設立 な どが行 われ、

効 率 化 と体 系 化 がは か られて い る。 また、 地域 に ょ 三ては、 地 元 の商工 会議 所、 県 教育 委 員 会、新 聞

社 、 テ レビ局 との共 催 で の研 究 発表会 、 パ ソコ ン大会 な ど も行 わ れ てい る。 研 究 発表 会 では、 「私の開 発

したプログラム」 「私 の会社のOA化1と い った もの を一 般 人 か ら募 集 して発 表 す るな どの こ とが行 わ れ て

い る。 パ ソコ ン大 会 では、30～40名 位 を対 象 に3時 間程 度 のパ ソコ ン講 習 と共 に、 そ の講 習 内 で の

プ ログ ラム競 技 大 会 な どが行 わ れ てい る。

'
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序 文

我 が 国 に おけ る コン ピ ュー タ の普 及 は 目 ざ ま し く、 そ の保 有台 数 も10

万 台 を 超 え 、米 国 に次 ぐコ ン ピ ュー タ保 有 国 に まで成 長 して き ま した。

我 が 国 で コ ン ピ ュー タ導 入 の先 鞭 を つ けた 企 業 におい て は 、 コ ン ピ ュー

タは今 や 企 業経 営 の 中枢 か ら末 端 に至 るま で深 く浸透 して き てお ります 。

政 府 お よび政 府 関係 機 関 、 地 方 公 共 団体 等 の業務 は高 度 に コン ピ ュータ化

され、 大 学 、 研 究機 関等 にお け る研 究 では コ ン ピ ュータ は 不 可 欠 な もの と

な ってお ります 。 ーまた 、情 報 化 に伴 う各種 の広 範 な ネ ッ トワー ク の発 達 や 、

廉 価 な マイ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ の 出現 等 に よ って 、 コ ン ピ ュー タは 家庭 の

中 に まで入 り込 ん で き ま した 。

周 知 の よ うに コン ピ ュー タ は極 め て幅 広 い活 用 範 囲 を持 って お ります が 、

そ れ は利 用 者 の知 識 や 技 術 レベ ル に応 じた働 ら きを す る わ け で 、従 って こ

れ を効 率 的 に活 用 す るた め には 常 に高 度 な利 用 者 教 育 が不 可 欠 で あ ります 。

そ の意 味 で コ ン ピ ュー タ の利 用 と教 育 訓練 とは車 の両 輪 の よ うな 関係 に

あ る と言 うこ とがで きーます 。

コ ン ピ ュー タ の活 用 の 広 が り と共 に、教 育 対 象 もい わ ゆ る コン ピ ュー タ

要 員 の み な らず そ の周 辺 か ら更 に広 い層 に ま で及 び 、 教 育 内 容 もこれ に応

じて コ ン ピ ュー タそ の もの の 知 識 をは るか に超 え、 適用 業 務 に よっては 更

に幅広 い 内」容 にな って来 ま した 。 また 日常生 活 、社 会 生 活 そ の もの が コ ン

ピュー タ化 を 背景 と して営 まれ てい る現 在 で は 、一 般 社 会 人 も コ ン ピュー

タ につ い ての 知 識 が 必要 と さ れ る時 代 とな りつつ あ ります 。

こ うした 経済 的 ・社 会 的 背 景 を受 け て、 今 日、情 報 処 理 教 育 は さま ざ ま



の組織で多様 な形 で行 われてお ります。

しか しな が ら、我が 国の情報化の基盤をなす これ らの組織におけ る教 育

内容、教 育方法 、問題 点等 につい ては 、 これ まで体 系的 に把握 されてい る

とはいえ ません。

今回の調査 は、我 が国の情報処理教 育の現状 と個 々の教 育が抱 えてい る

課題 を可能 な限 り明 らかにす ることを目的 としま した。本調査 が我が国 の

情報処理教育の今後 の充実発展 のための一助 と して役立 つ ことを心か ら願

ってやみませ ん。

なお、本調査は我が 国の情報処理教育 の現状把 握の第一歩 に過 ぎません。

今後、再調査 と分析 を重ね 、 よ り問題 を掘 り下 げ て個 々の教育の問題点 に

とどまることな く、我 が国 の情 報処理教 育全体 の持つ課題 を認 識す るに足

る充実 した内容 の もの をつ くり上げ ることが必要 と考 えてお ります 。

最後 に、本報 告書 の とりまとめにあた り、絶 大 な ご協 力 をい た だ い た

西村敏男委員長 を始 め委 員な らび に専門委員の各位 に、 また通商産業省情

報処理振興課 の関係 各位 と りわけ、鈴木堅三 氏 に対 し心か ら感謝 の意 を表

します。

昭和59年3月

財団法人 日本情報処理開発協会 常務理事

情報処理研修セ ンター 所長

河 村 篤 信
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総 論

わが国における情報処理教育の現状 と課題

1.本 調 査 に つ い て

1.1調 査 の 目 的

次 第 で概 説 す る よ うに 、わ が 国 の情 報化 は、産 業 分 野 にお け る民 間 企業 と社 会 分 野(主 と し て

行 政 、医 療 、交 通 そ の他 の システム分 野)に おけ る行政 機 関(国 の行 政機 関 、地 方 公共 団 体)等 を主

体 に して急 激 に進 展 して きて い る 。そ して 、例 えば 金融 機 関の端 末機 を通 じて 、情報 化 の波 は個人

の生 活分 野 に まで浸透 して きた 。

最 近 のICを 中 心 と した半 導 体 技術 の驚 異的 な進 歩 は、 コン ピュー タの小 型 化 、高 性能 化 、低 価

格化 を可 能 に し、 コン ピュー タの 利用 分 野 は ソ フ トウ ェアの開 発 と相侯 っ て、 更 に拡 大 し多 様 化 し

て きてい る。

この よ うな コ ン ピ ュー タの 八 一 ドウ ユア、 ソフ トウェア の技 術 的進 歩 も、 これ を活用 す る要 員 が

確保 され なけ れば 、本来 の 威 力 を発 揮 す る ことは 出来 な い 。そ のた め には 、 情 報処 理教 育 が 今 後 こ

れ ま で よ り、一 層 重要 性 を増 す もの と考 え られ る。

今 日、情報 処 理教 育 は、 情報 化 の進 展 と相 呼応 して、各 種 の機 関 で 、各様 に実 施 され てい るが 、

これ らの全容 を 明 らか にす る調 査 は まだ行 われ て いな い。

本 調 査 の 目的 は 、 これ か らの情 報化 の進 展 に重大 な 影響 を与 え ると思 わ れ る情 報処 理 教 育 の 現状

と問題 点 を総 合 的 に 明 らか に し、 今後の麟 政 理 技 術者の育成における効 果的な運 用に資す ることにあ る。

1.2調 査 の 範 囲

情 報化 の波 が わが 国 の あ らゆ る分 野 に浸透 し、 そ の教 育 も各種 の機 関 で さ ま ざま な様 式 で実 施 さ

れ てい る現 状 に かん が み て、調 査 の範 囲 も、各 分野 をな るべ く網 羅す べ く設定 した
。

これ らは 、L学 校教 育 にお け る情 報処 理 教 育 、2.国 及 び公 的団 体 にお け る情 報 処 理 教育 、3.企 業

の行 う情 報処 理 教 育 、4社 会 人 を対 象 と した情報 処 理教 育 及 び啓 蒙活 動 に大別 され る
。学 校 と して

は、 大学 、短 期 大学 、高 等専 門 学 校 、 高等 学 校 、小 ・中学 校 、そ の他 に情 報 処 理 関 連 の コース を持

つ 専修 学校 お よび各 種学 校 があ る 。国及 び公 的団 体 と して は 、政府 、 日本 国有 鉄 道 、 地方 公共 団体 、

公益 法 人等 各 種 団体 があ る。企 業 にお け る教 育 と して は、 コン ピュー タ ・メー カ に よるユ ーザ教 育 、

コ ン ピュー タ ・ユ ーザ に よる企業 内教 育 、情 報処 理産 業(ソ フ トウ ェア)産 業,情 報 処 理 サ ー ビス

業,そ の 他 にお け る社 内教 育 が あ る。社 会 人 を対 象 とす る もの と して は 、職 業 訓練 校 にお け る教 育,

大 学 の公 開講 座 、通 信 教 育事 業 、 ビデ オ教材 に よる教 育、 情 報 化 月間、 パ ソ コ ン ス ク ー ル な ど の

啓 蒙 活動 な どが あ る。
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1.3調 査 方 法

調査 範 囲が きわ め て広 い点 を考 え て 、各 調査 分 野 ご と に、そ れぞ れ の 分野 に おけ る専 門 家 に よる

専 門 委員 会 を 設定 した。 調 査 分野 に よ っては 、そ の教 育分 野 の独 自の組織 を もち・そ の組 織 に よる

調 査 研 究の 行 わ れ て い る分 野 もあ る。今 回の 調査 では 、そ れ らの 資料 を 持 ち寄 り、それ らの資料

を通 して 、必要 に 応 じて ヒア リン グ を 行 い 、 また 小 規 模 な ア ンケ ー ト調 査 を も行 った。

しか し、調 査 分 野 は き わ めて広 汎 で あ り 、資料収 集 に もか な りの労 力 を費や したが 、十 分 に集 め

つ く した とは い え ない。 したが って 、今 回 の調 査が 全 分 野 を網 羅 し てい るとは 考え てい ない。 また

分 野に よって は重 要 な 資料 を欠 いた ものが あ るか も しれ な い。 集 めた 資 料 の分析 も十分 な もの とは

い え ない で あろ う。 した が って今 回の 調査 は 、情 報処 理 教 育全 体 の実 態調 査 の第一 歩 で あ る と認識

して いる。
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2.わ が 国 に お け る コ ン ピ ュ ータの 実 動 状 況

2.1コ ン ピ ュー タ の設置 状 況

通商 産 業 省 の 「汎用 コン ピ ュー タ納 入 下取 り調 査」 に よって 、1983年3月 末現 在 の わが 国 の

コ ン ピュー タの実 動状 況 を概観 す れば つ ぎの よ うに な る。

実 動 してい る 汎用 コン ピュー タ ・シス テ ムの セ ッ ト数 は128,410セ ッ ト(前 年 比2&1増)、

買価 換算 金額5兆2,909億1600万 円(同9.9%増)、 年 間18,022セ ッ ト、4535億

5,200万 円 の増 で あ る。 うち大型 機 は3847セ ッ ト、2兆9,289億1,500万 円 、 中型 機 は

1Z608セ ッ ト、1兆Z366億6,200万 円 、 小 型機 は38,949セ ッ ト7,036億9,700

万 円 、超 小 型 機 は73,006セ ット、4,216億4,100万 円で ある。

設 置分 野 もきわ めて 広汎 で 、全 産業 、行政 等の あ ら ゆる分野 に またが ってい る。 代 表 的 な もの を

い くつ か あげ れ ば 、 つ ぎの ような状 況 で あ る。 卸 ・小 売 ・代 理 商 、仲 立 は57,119セ ット(8,204

億 円)、 サ ー ビス 業 の10,594セ ッ ト(4,505億 円)、 金融 業は6,795セ ット(7,519億

円)、 電 気機 械5,294セ ッ ト(6,049億 円)、 シス テ ム規 模 につ い ては 、1セ ッ ト当 りの 平均

は 、大 きい所 を あげ る と、政 府 関係機 関が3.1億 円、 証 券2.4億 円 、保 険2.1億 円 、政府1.9億 円 、

電 気 ・ガス ・水 道 業1.4億 円 、鉄 鋼 業1.2億 円 、大学1.2億 円 な どであ る。 地 域的 には 、 東京 都 に

4万 セ ット近 くが、大 阪府 に2万 近 くが あ り、他 に神 奈 川県 ・埼 玉 県・千 葉 県 ・ 兵庫 県 ・京 都 府 な

どが 、設 置数 、規 模 と も上位 に あ り、東 京 、 大 阪 隣接 県 へ の集 中度が 高い。

2.2コ ンピ ュー タの 利 用状 況

(財)日 本 情報 処 理 開発協 会 は1982年 末 現在 で 、わ が 国に おけ る コ ン ピ ュ ータ利用 状 況調 査 を

実施 し、1983年 度 版 「コ ン ピュ ー タ白書 」 に ま とめ た。 そ の結 果 に よ ると つ ぎの よ うで あ る。

ま ず 、5年 後 に 自社 の コン ピ ュー タシス テムを 拡 大す る と予 想 する企 業 は 、回 答 事業 体1,214

企 業 の うち62.2%で 、規 模拡 大 率 は1.9倍 を予 想 してい る。 平均 予 想拡 大率 の高 い業 種は 、大学

の27倍 、広 告 ・調 査 ・情 報提 供 サ ー ビス 業 が2.4倍 ・不 動産 業が23倍 、地 方公 共 団 体2.2倍 、

非 鉄金 属 ・金 属製 品 製造業 が2.2倍 で あ り、予 想 拡 大 率の 低 い石 油製 品製 造 業 です ら1.4倍 を予想

してい る。

ま た 、月間EDPS運 用経 費 は 、業 種 別 月商 比 の集 計 対 象企 業(823事 業 体)の 平 均 で3,851

万 円(前 回調 査3,369万 円)で 、経 費細 目は記 入 回 答 事業 体(1,066事 業 体)の 平 均 で は

4,032万 円)(同a766万 円)で あ る。1社 当た り月間 経 費対 月商 比 の全 国平 均 はO.0036

(同O.0039)で 、公 務 を除 く全 産 業 の1社 当たb1従 業 員 当た り月間 約 費 は20,800円(81

年度17,600円)で ある。
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2.3コ ン ピュー タ要 員 に関す る問題 点

この よ うに 洛 業 勧 媒 体 と も・ ・ ン ピー ・の 矛U用に 関 しては 湘 当
の艘 をか け 、さ らに

今 後 もそ の規模 の拡 大 を予想 して い るが ・ ・ ン ピ
、一一 頬 員 につい ては 、種 。の問 題 を か かえ てい

るo

ま頬 員 不 足 の問題 があ ・… ン ピー 一 ・es・ に ・れ ば 、SEの 絶対 数 の 不足 を 、9
.、%、

プ ログ・マ のrw数 の 不足 を ・…%・ して い る
.そ して、 ・常 的 ・労働 蹴 、 して は 、 、Eに つ

い ては20・8%の 繰 が・ プロ グ ・マに つ い て は ・2・%の 企業 が
、撲 時間 帳 い と答え てい 。

。
'ン ピー"タ 化が 進 む につ れ て

・SE、 プ ・グ ・・の 負担 が 大 き くな 。てい る.と を うかカ、わせ て

hるo

要 員確 保 に つい ては ・つ ぎの ・点 醐 題 点 と して あげ られ てい ・
.第 ・に、社 順 良 と して、他

部 門か らの配 置鹸 の困難 さ で あ ・
・ プ ・グ ・ ・に つ い ては ・ ・.・%が 、SEに つ い ては,。 、%

が 配 置轍 の 困難 で あ ・・ とを あげて い る
.第 ・に ・依然 と して輔 に 鋼 が か か る 。と であ り、

SEに つ い て は57・2%て ・ プ ・グ ・マ につ いて は ・4 ・7%が この問 題 を訴 え てい る
。 さ らに 、第

3に ・ス ペ シ ・ リス トと して の地 位が 確立 して い なheと で ある
。 この問 題 につ い て は 、SEに つ

い ては46・8%が ・ プ ログ・ ・に つい ては ・4
・・%擁 立 して いな い と回 答 してい る

。

この よ う嬬 果か らす る と・S胎 よび プ ・グ ・マの教 育
・要員 の 確保 、地 位 の確 立 が な醐 実

な課題 で あ る ことが わか る。

2.4教 育 に つ い て

コン ビ 　 タ の利 用 につ いて は ・本 稿 度酬 用鮪 を必 要 とする もの で あ る
.1コ ン ビ 。.。 化

仏 各 企業 の広 範 撲 撤 浸透 しつ つ あ るの力槻 状 で あ り、 この 輔 は
、繍 処 理 部 門 の 要員 の み

な らず ・全 額 閲 す る輔 も重歎 剖 つつ ある
.各 線 と も・の点 を醜 して、 そ の教 育の 努

力 を して いるの で あろ うが ・つ ぎの数 字 が 示 す ・ うに
・まだ+分 な もの とは 云 え ・い 、 うであ 。

。

す な わ ち・ 「⇔ ピ ー一珀 書」 に よれば ・ ・ン ピ ー一 轍 敵 対 す る企 業 の費 用 負越 つ い ては

1企 業 当た 坪 均年 間 教醸 は ・ ・ン ピ ー一 ・部 門 の要 員 に対 して
、 … 万3,、 。 。円(前 年

107fi6,900円)・ 一般 韻 閲 して23・ 万6
,… 円(同 ・8・ 万9,2。 。円)で あるカく

これ を1人 当 剖 噛 す と・uン ピa-一 ・部 門 要 員 閲 しては ・万 … 円(同 ・万Z、 。 。円)
、

噺 韻 は800円(同 … 円)に す ぎな い
.繍 処理 教 育は 、 もちろ ん いわ ゆる,ン ピ。.。

教育 だけ では な く・適 用 業務 の糖 ・ ある いは計 画 縦 ・ どの 教 育 も含 ・れ ・の
で 、前記 の 鯖 費

の み で情 報処 醸 育 の すべ てが まか なわ れ てい る わ けで は ない が
、決 して 多 ⑭ 額 とは云 えない で

あろ う。
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3.学 校 教育 に お け る情 報 処 理 教 育

3.1概 要

わが国で情報処理教育が学校教育の中va計酌 に勒 入れられだしたのは、97。 年に入
。てカ、

らで・それ程長い歴史をも・ているわけではlt….・95・ 年代の紗 か ら・96。 年代は、大学

の理工系の学部'学 科を中ぷ ・・ンピー ・教育が徐・に・リキユ・・の中曜 み込まれて臨

しかし・輔 に利用できる・ンピー一・設備はきわめて乏しく、+分 族 習を伴う教育は困難であ

った・1969年 に・麟 齢 額 会情報麟 部会が・ 「繍 処酔 よび'繍 産業発展のための施

策に関する答申」で・大量の繍 鯉 技縮 の繊 的戴 の必要性を指摘 した
。

文部省は ・969年 に・ 「繍 処理教育噛 す絵 詞 を設置、 ・972年 までに 「繍 処理輔

振興の基本構想」をまとめると共に・大要つぎのような提言を行 。た
.ω 学校での_般 的教育と

しての情報処磁 育の促進・(2}朝 家の育成 ・(3)先生の育成・{・経 営の ト。プの理解を深める、(5)

企業の従業員の再教育体系を確立する。

こうした提言に基づいて・昭和45罐 から・わカ・国の国立大靴 は、情報処理の専門学科の設'

置醐 雄 められる・うtZ・lt・た・同時に情報処縣 の大学院の設置も進めら繊 扶47鞭

から・工業高校には情報技術科が・商業高校には情報処理科が新設されるようにな り
、それぞれ現

在32校 ・89校 畷 齢 れ・・うにな・た.さ らに、高等専門学校、短鰍 靴 も少。つつ専門

学科が設置されるようになって今日に到っている。

国のこうした施策 と共に・私立の大学・短大・高校齢 いても、・うした専門学科の設置醐 次進

められてきている。設置数の詳細を図表1に 示す
。

わが国の産業界で加 ンピー ・利用はきわめて広汎であり
、それぞれの繰 の情報処理部門に

止まらず・全部門鰻 乱 てい… の・うな状況のなかでは
、専門学科か ら供給される順 だけ

で需要をまかなうことは到底不可能であ・
・前言己提言にもあ・・うに市 報処理を専門としない学

科の牲 を対象 とした・士 的輔 ・しての情報処理教育もきわめて重要・もの・な
。てきてい。。

この茄 は・現在まだ+分 嗜 備されているとは云短 いが
、 ・・の国立大報 酬 処理教育セ。

ターカ髄 され・全学生の教育の中での・ンピー一例 用の用に供されている
.,た 。れとは別に、

簸 大学では・昭'Ff]49年 の発足時から・全牲 に繍 処理(演 習、麹 を含む)を 必修課目と課

して教育が行われてい・・私立大学でも・大学の讃 セン・一轍 育にも開放して繍 処畷 育に

力を入れている所 もあ・・醐 大学にもい くつかの繍 処理(技 術)科 が設置され
てきた.ま た、

高専・工縞 旅 勒 ては・電子・電気科・どの学科を駄 学科として
、繍 処理関連の鮪 に力

を入れている学校 も多い・商業高校では・昭和58年 度から商 業科の錐 徒囎 報処理を難 科
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目(必 修 科 目)と して課す るこ とに な った。 また各部 道 府 県 に も情 報 処理 教 育 セ ンター の設置 が進 め

られ てい る。

普通 高 校 あ るい は義 務 教 育過 程 では 、情 報 処理 教 育 とい った もの は現 在 ま った く取 り入 れ られ て

い ないが ・ これ を どの年 代 か ら どの よ うな 形で 行 うべ きかは 、わが 国 のみ な らず 、世 界的 に も大 き

な研究 課 題 で あ る。

情 報 処理 技術 者 の 社 会的 需要 の増 大 と と もに、上 記 の学 校 教 育 とは 別 に 、情報 処 理 関連 学 科 を設

置 してい る専修学 校および各種学校 似 後 コンピュータ学 校と呼ぶ)が 出現 し、ここでの専門教育が盛 ん にな っ て

いる。 これ らはそ の数 、内容 とも実 態は 把 握 され て いな か った。 今 回 の調査 で は これ らの コン ピ ュ

ー タ学 校 を も積 極的 に調 査 した。 そ の全 容 を つか ん だ とは云 え ない が 、 か な りの 範囲 を カバ ー して

いる と思 わ れる。 そ の結 果 と して、 コン ビ=一 夕学校 の母 体 が 、電 子工 業 学 校 系 は2割 に満 たず 、

ビジネ ス スク ール 、 簿記 ・会 計 ・経 理 、 タイ ピス ト、速記 学 校系 が4割 近 くを 占め、純 コ ン ピ ュー

タ学校 が3割 以上 とな るな ど 、社会 需要 を反 映 した重 要k事 実 も判 明 した。

昭和57年5月1日 現 在 の専 修 学 校、 各 種 学校 に おけ る設置 数 の状 況 は 図表1の 通 りで あ る。
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学 校 区 分
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(68D
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{2β041
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1ag53

(4β67}

5 6
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3.2調 査の方法

今回の調査では、大学の理工系の情報処理専門学科及び大学院については、理工系情報学科協議

会の調査資料を活用させて戴いた。理工系以外の専門学科、例えば経営系の諸学科にはこうした学
o

科がい くつかあるが、学科の目的も多岐にわたり、カリキュラムも学科によって異なり、それ らの

統一的 資料も無いので、3つ の事例(慶 応義塾大学理工学部管理工学科、筑波大学第3学 群社会工

学類、九州大学経済学部経済工学科)を 示 した。大学での一般的教育としての情報処理教育につい

ては、その全てを撮むことはきわめて困難なので、国立大学の情報処理教育センターの利用を通 し

て調べると共に、私立大学の状況も含めて、私立大学情報処理教育連絡協議会の資料によった。

短期大学に関しては、情報処理関連学科をもつ短期大学の要覧を集めてまとめた。

高等専 門学校に関 しては、協議会 の資料をもと.に・小規模なアンケート調査によりまとめた。

工業高等学校については、金甲情報技術教育研究会の資料と研究成果をもとに、商業高等学校について

は、全国情報処理教育研究会ρ資料 と研究成果をもと'にまとめた。普通高校及び義務教育課程につ

いては、最近設立されたこの方面の教育研究会の調査によりま'とめた。都道府県の情報処理教育セ

ンターについては、これらセンターの指導者協議会の資料によりまとめた。

各種コンピュータ学校については、事務局、委員等が入手し得る募集要綱、学校要覧を可能な限

り集 め た 。 可 能 な 限 り と は 、 各 種 新 聞広 告な ども含 めて 目に入 るもの はす べ て とい う意味で あ

る;そ れ で も、例 えば 四国 地 方 な どの もの は入 手す るこ とが で きな か った。 した が って これが全 て

では 乞いだ ろ うが 、か な り広 汎 な もの が 含 ま れてい る と考 え てい る。 こ う して入 手 した ものす べ て

を注 意深 く読 み 分析 し集 計 を した。

3.3今 後 の課題

理 工 系専 門学 科に つい ては 、 すで に卒 業 生 を社 会 に 出 して10年 を経 過 した。 卒業 生 に対 す る社

会 的評価 もで きつ つ あ る。 情報 科 学 あ るいは情 報工 学 とい うもの はinterdiciplinaryな もの で

ある と云 われ て い る。 しか し、柔軟 な思 考 力 ・問題 解決 能 力 、適 応性 を もつ人 材 を 育 て るには 、堅

固 な基 礎的 能 力が 不可 欠 で あ る。 そ のた め には 、 この 分野 固有の 方 法論 、基 礎知 識 とい った新 ら し

いdiciplineを 確 立 す る こ とが必要 で あ ろ う。 これは 、 これ ら専 門 学科 設 立 当初 か らの課題 で あ

るが 、今 日で もやは り重要な課題 と考 えられ る。設備面ではこれ らの専 門学 科 に は学科 専 用 の教 育用 の大

型 コン ピ ュー タが設 置 され て い るが 、 当初 は 買取 りで 設置 されたた め 老朽化 して きてい る。 最 近漸

次 レン タル形式 予算 に 移 行 しつ つ更 新 が 行わ れ てい るが 、全 学 科 と も1日 も早 くこの 方 式 に変わ り

技 術革新 に適合 した 更新 が行 わ れ る ことが望 ま れ る。

理 工 系以 外 の専 門学 科 では 、それ ぞ れ の学 科 の特 性 に よ って利 用 の仕 方 に も多様 性 が あ る。 そ し

て 、担 当 者の 教 育に対 す る考 え 方 も多 様 で あ る。 こ う した多 様性 は 一面 で は 必 然的 な もの と云 え る。

しか し、学 問 領域 の違 い か ら、学 科 間 、担 当者 間 の 情報 交流 も十分 とは云 え ない 点が あ るの では な
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い か と思 われ る。 よ り一層 の意 見 の交換 、経 験 の交 流は重 要 な もの と考え られ る。 また、 担 当教 員

の確 保 、設 備 の充 実が 望 まれ る。

一 般的 教 育に 関 しては 、 国立10大 学 の学 科 か らみて も、 ハ ー ドウ ェアの 充足 率 が 不 足 してい る

こ と と、 ソ フ トウ ェアの 開発 要 員 の 不足 が あげ られ る。 私立 大学 での 設備 、要 員 の 不 足 は さ らに甚

だ しい ようであ る。 大学 の全 学 生 に対 す る情報 処 理 教育 の必要 性 は ひ と りわが 国 に止 ま らず 世界 的

な 課題 で あ る。IFIP(InternationalFederationforInformationProcessing

情 報処 理 国際 連合)の 第三 技術 委 員 会(教 育)で も この 重要 性 に 着 目 し、昨 年 夏 に ハ ーグ で第1回

の 研 究 会 を開 くと共 に 、作業 グ ル ー プを発足 させ た。 法 律 、政 治 学 、社会 学 、心理 学 等 々の専 門 の

学生 に 、そ れぞ れ の専 門 との 関 連で いか なる情 報 処理 教 育を 行 うか は、世 界 におけ る課 題 で あ り、

経 験 の 交流 が望 まれ る。 設備 と要 員 の 不足 は これ も世 界共 通 の悩 み で ある。

短 期 大学 では 、2年 間 の 教 育年 限 の 中 で、社 会 的需要 に適 合 した 即戦 力 の卒 業生 を いか に 育成 す

るか が課 題 で あ る。

高等 専 門 学校 は5年 一 貫 教 育 で あり、すべ てが 技術 系 であ る。 しか し情 報 技 術 の 専門 学 科 は少 な

く、そ れ以 外 の学科 の教科 の 中 での 位置 づ け を ど うする かが 重要 で あろ う。

工 業 高校 で も、情報 技 術 科以 外 の学 科で の 情報 技術 教 育 には高 専 と同 じ問 題 を も ってい る。 また

情 報 技術科 におい て も、設 備 の 老朽 化 は重 大 な問 題 で ある。 廉価 なマ イ ク ロコ ン ピ ュー タに よ って

補完 は され て きて い るが 、それ だけ で十分 な 教 育は 望め ない だ ろ う。 商 業 高 校 で は 、教員 養成 が 依

然 と して重 要 課題 で ある。 ま た 、全 商業 科 の生 徒 に 必 修の 基礎 科 目と して情 報 処理 を課 した が 、 こ

の裏 付 け とな るべ き コン ピ ュー タ設備 と、教 科担 当の教 員は 非常 に不足 して い る(コ ン ピュー タを

設置 して い る商 業 高校 は半 数 に満 た な い)。 また 、経営数 学 等の 教 科 の 中 に情報 処 理 を どの よ うに

と り入 れ るか な ど、研 究 課 題 は 多 いbま た現 在 の商 業 高校 での コ ン ピュ ー タの 設 置状 況 をみる と、

未設置 の学 校 で生徒 の情 報処 理 教 育 を都 道府 県 の情 報処 理 教 育 セ ン タ ーに託 す る こ と も必 要 に なる

だ ろ う。

これ らの セ ンタ ーは 、す で に かな りの都 道 府 県に設 置 さ れ てい るが 、 こ こ数 年 そ の 設立 が 遅れ て い

る府 県 もあ り、早 期 の設 置が 望 まれ る。

普 通高 校 、 義務 教 育課程 で の教 育は 、 どの よ うな形 、 内容 で行 うべ き か は 、 世 界 中での研 究 課

題 であb、 殊に小 学校 に つ い て は殆 ん ど解 答 ら しい ものは 出 てい ない。IFIPで も この問題 を取

り上 げ 、第3技 術委 員会 で は 昨年 夏 に キール近 郊 で 第1回 目の研 究 会 を開 くと共 に ・作業 班 を発 足

させ た。 わ が 国 で も研究 会が 発 足 し、ま た、 慶応 義塾 大学 な どで こ うした実 験 的試 み が 行 わ れ て

きて い る。 さ らに多 くの 実験 が 行 わ れ 、 意 見 、経 験 の 交 流 が 盛 ん に行 わ れ る こ と が 望 ま し い 。

1981年 に ス イス の ローザ ン ヌで 、 「教 育vatsけ る コン ピュー タ に関 する 第3回 世 界大会 」が

開 か れ た 。 こ こで 、 高 校 生 の プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ン テ ス トが は じめ て 提 唱 さ れ た。
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各 国で 開かれ た コンテ ス トの優 勝者 を表彰 す るので あ る。14ケ 国 が参 加 した。 わ が 国 で も これ に

対 し、1980年 に第1回 目を催 し、代表 をロー ザ ン ヌに送 った。 わが 国 で は これ は以 後 情報 化 月

間 の行事 と して毎 年行 われ、毎 回100件 前後 の 応募 が あb第4回 を終 了 した。 次の 第4回 の世 界大

会は1985年 夏 に ア メ リカの ノ ーフ ォークで 開 かれ るが 、わ が国 で は1984年 の第5回 目の コ

ン テス トの 結果 に従 って代表 が送 られ る こ とに な る。 この 催 し も学 校 教育 を側面 か ら刺 激 す る もの

と して の効 果 を もつ もの で あろ う。 今後 は さらに若 年 の 中学生 等の コ ンテ ス トも行 われ る ことに な

ろ う。

各 種 コン ピュー タ学 校 に つ い ては 、従 来ほ とん ど調 査は 行 わ れて い なか った。 社 会 的需 要が 多様

化 する と共 に 、多様 な もの が 生 まれ て くるで あろ う。 十分 な実 習 設備 と教 員 の 質 の確保 は きわ めて

重 要 な問 題 と なるで あ ろ う。
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4.国 お よ び 公 的 団 体 に お け る1情 報 処 理 教 育 ・

国 と しては 政府 各 省庁 、 日本 国 有鉄 道 を・公 的 団 体 と しては 地方 自治 体に おけ る研 修 の い.くつ か の

事 例 と、(財)日 本 情 報処 理 開発 協 会 ・情報 処理 研 修 セン ター、 日本生 産 性本 部 、 日本 商工 会 議所 、

日本 能 率協会 、農 協 電 算 機 セ ン ター、 産業 能 率 大学 な どの公益 法 人等 各種 団体 が 開催 す る情 報 処 理教

育 を調 査 した。

4.1政 府各 省 庁

国 家公 務 員 の研 修概況(情 報 処理 のみ な らず全 研修)に つい ては 、 人事院 事務 総 局 管理 局 に よる

国 家公 務 員 研修 概況(昭 和57年 度 版)

同 上 「資料 編 」

が あb、 本 調査 は 、 そ の 中 か ら情 報 処 理 関 連 研 修(20時 間 以 上 の 研 修)を 抽 出 し、そ れ を

基礎 資料 と して 、そ れ ら を集計 し分析 した もので ある。

国家 公 務員 研修に つ い ては 、人事院や 行政管理庁が全 省庁 の職員に向けて行 う研修 と、各 省庁 が自省庁の

職 員 に向 けて 行 う研 修 とが あ る。 いずれ の 場 合 に も、省 庁 自身が 行 うもの と、 日本 情 報処 理 開発協

会 な ど他 機 関 に依託 して 行 う研 修 とが あ る。 こ こ で は56年 度 実施 概況 につ い て述 べる。 全 省庁

を対 象 とす る もの は 、 コース数155、 研修 人 員 は6,169名 で 、そ の中 で情 報 関係 の コース数 は

13、 研 修 人員 は291名 で あ る。 行 政 管 理庁 の 行 うも の と し て は 、行 政事務 管理 分 析 ・ プロ グ

ラ マ 、 デ ー タ ベ ー ス 、 システ ム エ ン ジニ ア 、運 用管 理 者 、シス テ ム 評価 、 プ ラ ンナ 、 マ ネ ジメ ン

トサ イ エンス 、電 子 計 算機 入門 、研修 指 導 者 養成 の10コ ース 、環 境 庁 の 行 う情 報 処 理 研 修 、科

学 技術 庁 が 日本情 報 処 理 開発協 会 に 依託 して行 う電 子計 算機 が プ ログ ラミン グ研修(初 級 、上 級)

の合 計13コ ー スで あ る。

自省庁 研修 としては、研 修 コース の総 数4,332、 研 修人数 は127,428名 で 、そ の 中で情 報処

理 関 係 は225と4,487名 で あ り、必 ず し も多 い とは云 え ない。 この 中に は 、情 報 処 理 をそ の ご

く一 部 と して 含 む一 般職 員研 修 や 新採 用 職 員 研修 も含 まれ 、そ れ らを除 くと3,000名 を下 まわ る

こ とに なる。 各 コース の内容 は必 ず しも明 確 で は な いが 、 こ こでは 、管理 者 研 修(13コ ース251

名)、 初 中 級基礎 技術 研修(104;1495)、 上 級 基礎 技術 研修(20;307)、 応用 技 術研

修(60;809)、 一般 職 員 研 修(22;1465)、 新採 用 職員 研修(6;160)に 分けた 。

内容 は 、技術 計 算 を 志 向す る もの は少 な く、行 政 事 務 の電 算 化 の促進 の ため と思 われ る もの が多 し㌔

行 政 官庁 と して 当然 の ことで あろ う。 管理 者研 修 も どち らか と云え ば 監督 者研 修 とい うべ き か も知

れ ない。 基礎 技術 研修 は、初 中 級 は事 務 現 場 の 事務 職員 を、上 級は 電算 機業 務担 当者 を対 象 とす る

もの が多 い。 応用 技術 研 修 は ・行政 事 務 が 広 範 に わた るだ け にそ れぞれ に 応 じて 多岐 に わた り、一

般 的 な もの もあれ ば 、業 務 を特 定 領 域 に 限 った もの もある。全 体 と して 、 計 画 の策 定 とい った もの

は 、情報 処 理 関 連 の研 修の 中 には 少 な い。
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管理 者 研修 、 初 中級 基 礎 技術 研修 は30時 間以 内 の もの が な く、上 級は さ ま ざまの時 間数 であ り・

特定機 関へ の長 期 派 遣 もある。 応用 技術 研 修 も時間 数 は ま ちま ちで あ るが 、100時 間 を越 え る も

のは 少 ない。

問題 点 と レて は 、研 修担 当職 員 の 不足 か ら研修 計 画 の企 画 、立案 、実 施 の困難 さ 、講 師確保 の困

難 さ ・研修 施 設 の 不備 な どが 、研 修 全般 に つい て訴 え られ てい る。 情 報部 門 の進 歩 に対応 した カ リ

キ ュ ラム編成 、 コン ピュー タに関す る 実務研 修 の強 化 、事 務処 理 オ ンライ ン化 に伴 う実 務 研 修の強

化 な どが課 題 と して あげ られ てい る。

4.2日 本 国有鉄 道

本調 査 は、 日本 国有鉄 道 の職 員研修 の 主 要 な担 い 手で ある 中央 鉄道 学園 の 、情 報 処理 教 育担 当の

教 育第五 部 か ら出 され た

教 育 第5部 の概 要(昭 和58年6月)

に基 づ い てま とめ た。

国鉄 での この方 面 で の教 育は 昭和41年 に始 ま り、時 代 の要 請 に と もな って 教 育 内容 の変 遷 を経

て今 日に 到 って い る。 現 在 は部 長以 下15名 の部 員 で 教 育 に 当た り、58年 度 には約700名 の研

修 を担 当して い る。

研修 生 は全 国29の 鉄道 管 理局 、21の 工 事 、車 輌 部 、15の 工 事局 と 中央情 報 システ ム管 理 セ

ンタ ーか ら集 まる。選抜 試験 を行 っ て選 抜 さ れ る3ケ 月の 研 修期 間の2コ ース を除 けば 、研 修 期

間 は1ケ 月 ある い は0.5ケ 月 であ る。57年 度 に比 べ る と、1.5ケ 月だ った ものは 内容 の 分 割 に よ

っ て1ケ 月 に、1ケ 月 だ っ ものはO.5ケ 月 に 分割 され るな ど、 内容 の単 品化 の努 力 が な され て い る。

長 期 間職 場 を 離れ る こ との困 難 さ のた め で あ ろ うか。 研 修 の1ク ラスの 定員 はすべ て20～30

名 であ る。1ケ 月に148時 間 、他 は その 倍数 にな っ てい る。 設 置 コース と期 間は つ ぎの 通 り

で ある。 情 報 シス テ ム科(3ケ 月)、 情 報 管理科(1)、 コボル応用 科(1)、 コ ボル科

(1)、 フ ォー ト ラン科(1)、 デ ータ 交換 シス テ ム科 地 方装 置 分科(1.5)、 同斜 月 装 置 分 科

(1)・ 情 報 シ ス テ ム科情 報案 内分科(0.5)・ シス テ ム計 画科 設計 分科(O.5)、 同 科 計 画分

科(0.5)、 同 科 オ フ コン ジス テ ム分科(O.5)、 同科 オ ン ライ ン シス テ ム分科(0.5)、 同 科

デ ータ ベ ース 分 科(0.5)・ ア プ リケ ーシ ョン科工 程 管理 分 科(0.5)、 自動 制御科 ヤ ックス技

術 分科(1.5)コ ン ピ ュー タ科(3)、 情 報科(1)

国鉄 は厳 しい再 建計 画 の 中 にあ り、合 理 化 を進 めてお り、情報 処 理分 野 は ま す ま

す重 要 に な るで あろ う。 こう した激 しい 変化 に 対応 す る体 制の 整備 、 カ リキ ュ ラムの編 成 は 、 ま す

ま す 重要 に な るで あろ う。
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4.3地 方 公共 団体

都 道府 県 ・ 市町 村 、特 別 区等 地 方 自治 体の 電算 化は 、早 い とこ ろでは 昭和30年 の 後 半 か ら始 ま

り・ 昭和40年 代 に入 ってか らは積 極 的 に 進 め られ 、事務 処 理 の迅 速 化、 効 率化 が促 進 さ れた。

昭和50年 代 に入bオ ン ラ イン シ シテ ム、 デ ー タベ ース シス テ ム、漢字 処 理 シス テ ム等 の高 度 な 利

用 を指 向 す る地 方公 共 団体 が 増 加 して きて い る。 さ らに近年 では 、パ ー ソ ナル コ ン ピュー タの 導 入

も積 極 的 に考 え られ て きてい る。 こ う した地 方 自治 体 の コン ピ ュ ータ利 用 の概 況 につ い て は 、

地方 自治 コ ン ピュ ータ総 覧 昭 和58年 度版

自治 大 臣 官房 情報管 理 宮 室編

に基 づ い た。

こ うした電 算 化 の経 過 には 共通 点 も多い で あ ろ うが ・地方 自治体 には それ ぞ れ の歴 史 と地 域性 が

あ り・電 算 化 進 展の 歴 史 とそ の要 員 教 育 に もそれな りの差があ ると考えられる。 そ こで ・地方 自治体 の

要 員 教 育の重 要 な担 い 手 で ある 「地 方 自治情 報 セ ン ター」に おけ る研 修 概要 を、同 セ ン ターに依 頼

して執 筆 して戴 い た。 さ らに 、東京 都 、兵庫 県 、神戸 市 、藤枝 市(静 岡県)を 事 例 と して 、それぞ

れ の 自治体 の担 当者 に 依頼 して執 筆 して 戴 き紹 介 す る ことに した。

地 方 自治 情報 セン タ ーは 、地 方 自治 体 か らの 出資 に よ り運 営 さ れ てい て 、昭和45年 の設立 以 来

各 種 の研修 を 行 っ て き て い る。58年 度 の研 修は 大別 して つ ぎの種 類 の ものか らな って い る。

管理者研修一=齢 二
.

撒 術研修「=㌫:

応用技術研修一一[灘1::

委託処理研修 委託処理専門コース

特 別 研 修

海 外 研 修

都 道 府県 単位 に おい て 行 う研 修(共 催 に よる 地方 研修)

海外 研 修 を除 け ば、各 研修 と も1回 数 日程度 で あ り、特 別 研修 を 除 けば1回40名 の ものが 多 い。

しか し・テ ー マ と してOA等 を ト ピ ック ス的 に取 り上 げ た特別 研修 は150名 とい った もの もあ る。

年 間研 修 回数 と人員 は 、 セ ンタ主 催 の もの 、共催 の もの を合 わ せ て55年 度71回 、as54名 、

56年 度85回 、4,677名 、57年 度96回 、5,701名 と増 加 して きてい る。 しか し、地 方 自

一13一



治体 の情 程処 理 部 門の 要員 数 は、 パ ンチ の外 注 増 と、情報 処 理業 務 の各部 局 へ の 分散 等の ため に減

少 の 傾 向に あ るとの ことで あ る。

4.4公 益 法 人等 各種 団体

本 調査 は、各 種 団 体 の コ ース一 覧 を集 め て 、 それ らを集計 分 析 した もの で あ る。

受講 対 象 に よ り区 分 す る と、

(1)初 心者 お よび情報 処 理 管 理 部 門 管理 者 を対 象 とす る もの

② プ ログ ラマ ・SE等 情報 処理 技術 者 を対 象 とする もの

に 大別 され る。

(1)は25コ ース あ り、期 間 で4日 以 内 の もの が20コ ース 、金 額 が7万 円以 下 の もの が18コ ー

ス で あ る。(2)は76コ ース あ り、期 内 で4日 以 内 が57コ ース ・金 額 で7万 円以 下 が63コ ースで

あ る。

(1)は 、一 般基 礎 コー ス 、コ ン ピュ ータ入 門 とい った もの も例 外的 にあ るが 、殆 ん どが 、例 えば 、

経 営管 理 者 の た めの パ ソ コ ン経 営 利用 、効 率的 な外注 管理 の 進め 方 、DP部 門の 戦 略的 計 画 な ど、

新 た に情 報 処 理部 門 に配 転 に な った管 理 者 向 け に設定 され た もの で ある。

(2は シス テ ム関 係 、 アプ リケー シ ョン関係 、 ソフ トウ ェアェ学 関係 、デ ー タベ ース関係 、言語 関

係 のコ ース で大半 が 占め られ て い る。
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5.企 業 の 行 う 情 報 処 理 教 育

コ ン ピュー タ ・メ ー カに おけ る ユ ーザ向 け教 育 、コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザに おけ る企業 内教 育、情 報

処理 産業 にお け る企 業内 教 育か らな る。

5.1コ ン ピ ュー タ ・メ ー カに お け るユー ザ 向 け教 育

今回 の調 査 で は 、 日本電 気 、富 士通 、 日立製 作 所 、東 京 芝浦電 気 、三 菱電 機 、 沖電気 工 業 、 日本

ア イ ・ピー ●エム、日本 ユ ニ パ ック、NCR、DEC、 横 河 の計11社 の講 習会御 案内 を調査 資 料

と した。

各 メ ー カ とも情 報 処 理 教育 の 内容 を受 講対 象者 に合 わ せ て設 定 してい る。 職 能 、職 種 区分 の分 け

方は 各社 に よって 差異 が ある。 た とえ ば 、1社 は情報 シス テ ム部 門 と利 用 部門 に 分け てい るのに対

し、H社 は 、 シス テ ム開 発 を推 進す る職務 と 、完 成 した シ ステ ム を運 用 管理 する職 務に 分け て教 育

体 系 を組ん でい る とい った違 い で あ る。 管 理者 向 けの コ ース とい った ものに は 、各 社 と も考え 方 に

大 きな違 いは な く、2～3日 の もの が 多 い。 システ ムエ ン ジ ニ ア向 けの コー ス も 、内容 的 には 大 き

な差 は 無 い。 しか し各 社 の販 売 機種 に合 わせ た形 をと り、 一連 の コー スの受 講 には20日 程度 か か

』る もの が 多い
。 プ ロ グ ラ マ向け の コースは 、各 社 と も自社製 の機 種 に合 った技 術に な って い る。

入 門 コース は 機 種 に関 係 な く、 自宅学 習 やVTRを 使 用 して共 通的 に 実施 す る例 もあるが 、 中級 以

上 は 、機 種 別 、言 語 別 に 教 育体 系が組 まれ 、入 門 コース 、専 門 コ ース、実 践 コ ース 全 体 で約1ケ 月

を要す る。

受講 計画 の 立案 につ い て も、 か な り親 切 な 案 内が記 せ られ る よ うに な って きて い る。 前 記 メ ー カ

ー11社 の1
,319種 類 の コ ース の中 で 、752コ ース(57%)は 一般 の講 習 会 、260コ ース

(19.7%)は 自習 教 材 、124コ ース(9.4%)は セ ミナ と な ってい て、 この3つ で全 体 の86

%を 占め て い る。 教 育 手段 に は 、VTR使 用 、通 信 教育 、 市販 本 の活 用 な ど、各 メー カに よb特 徴

が あ る。 コ ース の実 施 回数 は 多い と ころ で100回/月 、予定 表 の明 示 され てい ない1社 を除 い て

10社 全 体 で567.8回/月 平 均 で ある。

今 回 の調 査 の結 果 と して 、各 メ ーカの主 催 す る教 育につ い ては つ ぎの 諸点 が 整備 され て きた こ と

を あげ る こ とが で き る。 講 習会 が体 系化 さ れ た こと、利用 部 門 を対 象 とす る コ ースが 増 えた こと 、

自習 教 材 、VTRが 整備 され た こと、 教育が 実 施 され る地 方都 市 の増 加 と実 施 回数 が増 え た こと。

また 各 社 と も、情 報 シス テ ムに対 す る 考え 方 を明 示す る よ うにな り、ま た講 習会 案 内がわ か りや す

くな った。 また有 料 コ ース の比率 も増 加 した。

ま た 、問 題 点 、 これか らの 課題 と しては つ ぎの点 が あげ られ るだ ろ う。

(1)シ ス テ ムエ ン ジ ニア 、 システ ムア ナ リス ト、 システ ムデ ザ イ ナ等の 用 語 の定 義が 各社 ま ちま ち

で あ る。

(2)有 料 コース の料 金 体系 が メー カに よってか な り違 う。
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㈲ 利用企 業が 自社 内 の研 修 に ど の ように メ ーカの コ ース を取 り入れ た らよい か の説 明が 不足で あ

るo

(4)高 度 な技術 教 育 をす る上 で はそ れぞ れの 機種 に応 じた もの に なるの は止 む を得 ないが 、一般 性

を失 な うこ とに もなる き らい が あ る。

また 利用企 業 の 側 と して も、要 員 の キ ャ リア パス と企業 内 研 修 を整備 し、研 修 目的 を 明確 に し、ま

た メ ニ カの コー ス受講 の成 果 の評 価 を ど うす るか な ど考 え て お くこ とが 必要 で あろ う。

5.2コ ン ピ ュー タ ユーザ に おけ る企業 内教 育

本 調査は 、 日本 ア イ ・ピー ・エ ム㈱ に よる教 育 シ ン ポジ ウム と研究 会 の報 告 書 と・

「コ ン ピュー タ部 門 と実 務担 当 者 の実 態 と意識 に関 す る調 査 研 究報 告 書 」

日本 デ ー タプ ロセ ッシ ン グ協 会 昭和58年3月

「上 級情 報 処理 技 術者 の職 種内容 等 調査 報 告書 」

情報処 理 研 修 セ ン ター 昭 和57年3月

及 び各 種 企業 の事 例

に基 づい て分 析 した もので あ る。 な お、 通商 産 業 省 の 「情報 処 理実 態 調査 」 に よ る情報 処 理技 術 者

数 を図表2に 、職 種 別 要 員数 、補 充 所 要数 、 補 充 達成 者 数 を図表3に 、補 充 方法 を図 表4に 示 す 。

コ ン ピ ュータ ・ユ ーザで の企 業 内 教 育は情 報処理 部門 の要 員に対 す る教 育 、 い わ ば コ ン ピ ュータ

要 員 教育 と、利 用部 門 教育 に大 別 で きる。

5.2.1コ ン ピ ュー タ要 員 の 教育

コン ピュ ータ要 員 と情報 処 理 教 育の 実態 か ら概況 を述 べ る。 企 業は 低 成 長下 で の 企業 戦 略 と し

て 、経 営 効 率 化 、諸経 費 の節減 に 努め て きた。 そ の結 果 と して 、 日本 アイ ・ビ ・エ ムが その ユ ー

ザで 中 型以 上 の汎 用 コ ン ピ ュータ を使 う185社 につい て調べ た と ころ 、現 在 の要 員 総 数平 均 が

95.6人 であ るの に 、2年 後 の昭和60年 に は89.6人 に減少 予 定 とい う結 果 が 出てい ム と同

時 に 、新規 開発 業 務量 は年 々20%内 外の 増加 、業 務処理 量は16%程 度 の増 加 が見 込 まれ てい

る。 業 務 量 の増 加 と人員 減の 中で 、と りわ け 不足 が強 く指摘 され てい るの は シス テ ムエ ンジ ニア

であ る。 ま た 、業務還対人員不足 と共 に指 摘 され てい るの に 、 「要 員 の技能 不足 」 で あ る。

不足 補充 策 と して考 え られ てい る の は 、新 入社 員 の採 用 ・業 務 の 他 部門へ の分 散 、 社内 で の ロー

テ ーシ ョン 、外注 化 推進 な どで あ るが 、 外 注化 推 進 を除 け ば 、すべ て要 員 教 育 に頼 らざ るを得 な

い ものば か りであ る。

現在前 記 企業 では 、各 職 種 に わ た って、12～18日 を教 育に振 り向 け てい る と同 時 に 、オ ペ

レ ータ以 外 の職 種で は7 .6～13.7万 円の経 費 を教 育 に かけてい る(皿 編2章 図 表10,11)

これ は情 報 処理 以 外 の 一般 部 門か らみ ると大 きな 金額 で あ るが 、情報 処 理 部 門の 立 場 か らは 、 よ

り多 くの教 育 投 資が望 まれ て い る。
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図表2情 報処理技術者数

(単 位:人)

年月
職種

5L3末 52.3末 53.3末 54.3末 55.3末 56.3末

企 業 数 4596 4,79.2 5,133 5,096 5,272 5,285

対 前 年 比 傍) 104.3 107.1 99.3 103.5 100.2

シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア 15,541 17,490 20,495 21,119 21,569 22,715

対 前 年 比 ㈲ 112.5 117.2 103.0 102.1 105.3

上 級 プ ロ グ ラ マ 15,887 17,607 19,142 20,537 19,814 20,576

対 前 年 比 ㈲ 110.8 108.7 107.3 96.5 103.8

露 参㌔フ～ア声 31,428 35,097 39,637 41,656 41,838 43,291

対 前 年 比 ㈲ 111.7 112.9 105.1 99.3 104.6

初 中 級 プ ロ グ ラ マ 17,313 17,505 18,949 】9,277 19,326 19,616

対 前 年 比 ㈲ 101.1 1082 101.7 100.3 101.5

オ ペ レ ー タ 18,821 19,336 20,855 21,073 19,367 18,183

対 前 年 比 ㈲ 102.7 107.9 101.0 91.9 93.9

キ ー パ ン'チ ャ 等 29,681 28,359 29,531 28,683 26,143 23,543

対 前 年 比 ㈲ 95.5 104.1 97.1 91.1 90.1

初 中 級 プ ログ ラ マ ・ 計
オペ レータ ・キーパンチャ等 65,815 65,200 69,335 69,033 64,836 61,342

対 前 年 比%) 99.1 116.3 99.6 93.9 94.6

技 術 者 合 計 97,243 100,297 108,972 110,689 106,219 104,633

対 前 年 比 膨) 103.1 108.6 101.6 96.0 98.5

庶務及び管理部門等の職員 15,100 16,356 18,234 17,850 17,825 17,819

管 理 職 8,844 9,203 10,417 10,614 10,965 11,277

管 理 部 門 合 計 23,944 25,559 28,651 28,464 28,790 29,096

対 前 年 比 ㈲ 106.7 112」 99.3 101.1 10L1

計 121,187 】25,856 137・623 139」53 135,009 133,729

対 前 年 比 ㈲ 103.9 109.3 101」 97.0 99.1

(出 所)通 産 省 「情 報処理実態調査 」

本調 査は、 サ ンプル調査 した大型 コ ンビ'一 夕を設 置してい る企 業等5.285社(56.3末)の 結 果を集

計 した もので あ る。 又、図表5に 集計 され た技 術者を約29%、 企業数で 約8多 カバ ー(56.3末)し てい

る。

一17-'



図表3情 報処理要員別、補充所要数、補充達成者数

(単位:人比率:%)

区
分

職種
年度

シ ス テ ム
・

エ ン シ ニ ア
上 級

・

プ ロ グ ラ マ

初 中 級
プ ログ ラ マ オ ペ レ ー タ

キ ー パ ンチ ャ

等
合 計

実

員

数

ω

50 16,560 16,680 17コ71 21,364 29,801 10L576

51 1.5,541 15,887 17,313 18,821 29,681 97,243

52 17,490 17,607 17,505 19,336 28,359 100,297

53 20,495 19,142 18,949 20,855 29,531 108,972

54 21,119 20,537 19,277 21,073 28,683 110,689

55 21,569 19,814
'
19,326 19,367 26,143 106,219

56 22,715 20,576 19,616 18,183 23,543 104,633

補

充

所

要

数

(B)

50 1,632 1,236 4,050 2,836 3,801 13,555

51 642 693 3,167 2,070 3,915 10,487

52 818 735 3,651 2,118 3,061 10,383

53 659 810 4,484 2,027 2,981 10,961

54 685 723 3,730 1,832 3,089 10,059

55 836 988 4,489 2,084 2,841 11,238

56 1,034 L1・15 5,791 1.9・00 3,008 12,848

補

充

達

成

数

c)

50 401 420 3,193 2,195 3コ71 g,380

51 292 242 2,298 1,436 3,203 7,471

52 328 199 2,489 1,460 3,246 7,722

53 217 368 2,532 1,379 2,401 6,897

54 215 222 2,665 1,240 2,342 6,684

55 288 334 3,165 1,196 2,133 7,116

56 343 314 4,3ユ0 1,312 2,155 8,434

B

/

A

50 9.9 7.4 23.6 13.3 12.8 13.3

51 4.1 4.4 18.3 10.7 13.2 10.8

52 4.7 4.2 20.9 11.0 10.8 10.4

53 3.2 4」 23.7 9.7 10.1 10.1

54 3.2 3.5 19.3 8.7 10.8 9.1

55 3.9 5.0 23.2 10.8 10.9 10.6

56 4.6 5.4 29.5 10.4 12.8 12.3

C

/

B

50 24.0 34.0 78.8 77.4 83.4 69.2

51 45.5 34.9 72.6 71.1 8】.8 71.2

52 39.5 27.0 68.2
1

68.9 76.6 74.4

53 32.9 45.4 56.5 68.5 80.5 62.9

54 31.4 30.7 7L4 67.7 75.8 66.4

55 34.4 33.8 70.5 57.4 71.6 63.3

56 33.2 28.2 74.4 69.0 71.6 65.6

(出 所)通 産省 「情報 処理実 態調査 」
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情報処理技術者の補充方法

 

4図表

)人
%

(業

種餐

補 充 達 成 方 法 比 率

社内の能
力保有者
の 起 用

新規自社
養 成

新 卒 者
採 用

経 験 者
採 用

計
社内の能
力保有者
の 起 用

新規自社
養 成

新 卒 者
採 用

経 験 者
採 用

計

シ

う
ア

ム

エ

z
シ

ニ

ア

51 153 71 25 43 292 52.4 24.3 8.6 14.7 100

52 111 91 85 36 323 34.4 28.2 26.3 11」 100

53 61 28 74 54 217 28.1 12.9 341 24.9 100

54 68 38 47 59 212 32.1 17.9 22.2 27.8 100

55 79 40 95 100 314 25.2 12.7 30.3 31.8 100

56 79 39 130 102 350 22.6 1U 37.ユ 292 100

上

級
プ

ロ

グ

ラ
マ

51 70 70 43 59 242 28.9 28.9 178 24.4 100

52 59 45 38 57 199 29.7 22.6 19」 28.6 100

53 61 42 95 170 368 16.6 11.4 25.8 46.2 100

54 53 49 67 62 231 229 21.2 29.0 268 100

55 70 50 124 107 351 19.9 142 35.3 30.5 100

56 70 38 83 101 292 24.0 13.0 28.4 34.6 100

初
中

級
プ
ロ

グ
ラ
マ

51 342 451 1,455 50 2,298 14.9 19.6 63.3 2.2 100

52 240 450 1,925 74 2,489 9.6 18.1 69.3 3.0 100

53 172 314 1,918 128 2532 6.8 124 75.8 5.0 100

54 194 316 2,096 87 2,693 7.2 H.7 77.8 3.2 100

55 194 343 2,612 127 3,276 5.9 10.5 79.7 3.9 100

56 227 324 3,556 220 4,327 5.2 7.5 82.2 5.1 100

オ

ベ

レ

1

タ

51 170 326 906 34 1,436 1L8 22.7 63.1 2.4 100

52 165 275 989 31 1,460 1L3 18.8 678 2.7 100

53 110 187 996 86 1,379 8.0 13.6 72.2 62 100

54 125 189 874 71 L259 9.9 15.0 69.4 5.6 100

55 114 162 928 85 1,289 9.7 12.6 720 5.6 100

56 91 161 1,622 56 1,930 1.8 33 84.0 L1 100

キ

1

ノく

ン

チ

や

等

51 LO63 177 1,852 111 3,203 33.2 5.5 57.8 3.5 1σ0

52 51 271 1,899 125 2,346 22 11.6 80.9 5.3 100

53 39 215 2,037 110 .2,401
1.6 9.0 84.8 4.6 100

54 80 242 L921 109 2,352 3.4 103 81.7 4.6 100

55 43 175 1,936 112 2,266 1.9 7.7 85.4 49 100

56 66 145 1,831 121 2,163 3.1 6.7 84.7 5.5 100

合

計

51 1,798 1,095 4,281 297 7,471 24.1 14.6 57.3 4.0 100

52 626 1,132 4,936 323 6,817 9.2 16.6 72.4 4.7 100

53 443 786 5,120 548 6,897 6.4 11.4 742 7.9 100

54 520 834 5,005 388 6,747 7.7 12.4 742 5.8 100

55 500 770 5,690 531 7,496 6.6 1工3 75.9 7.1 100

56 533 707 7,222 600 9,062 5.9 7.8 79.7 6.6 100

通産省「情報処理実態調査 」出所)
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まず プロ グ ラマ 教育 か ら概 説 する。 ここで プ ログ ラマ とい うの は 、 ア プ リケ ーシ ョン開 発に従

事 す る者の み な らず 、 シス テム プ ログ ラ ミン グ、基本 ソ フ トウ ェアの 技術 指 導等 に あた る シス テ

ム プロ グ ラマ も含 む もの とす る。 求 め られ る知 識 ・技術 は 、 ソフ トウ ェアの 基礎 知識 、 関連 ソフ

トウェア シス テ ム及 び プ ログ ラ ミン グに関 す る各 種 技法 で ある。 求 め られ る資質 ・能 力 と して は

正確 性 、緻 密性 、責 任 感 、論 理 性 、分 析 力な どが あげ られ る。 教 育 と して は、 プ ログ ラ ミング技

法 とテ ス ト技 法 、適 用 業 務 の 知識 、デ ー タベ ース シ ステ ム 、オペ レ ーテ ィン グシステ ム、デ 一 夕

コミ ュニ ケーシ ・ン な どが 主 体で ある。 現 状 をみ る と、 プ ログ ラマに対 す る教 育は比 較 的歴 史も

あ りかな り整備 さ れ てい る。 殊 に初級 プ ログ ラマ教 育 はほ ぼ体 系化 され てい る。 しか し 中級以 上

の プ ロ グ ラマ教 育 は ま だ十 分 に体 系化さ れ てい る とは云 い難 い。 高 品質 のプログラムを作成 す るた

め には 、 この レベ ルの 教 育の整備 と体 系化 が 望 まれ る。 プロ グ ラ ミング 教 育 と標 準化 とは 密接 な

関 係が あ る。 標準 化 が な され てい れば効 率 の良 い 教育が で きる。 効 率 の 良い 教 育をす る ため には

各 社が 自社 の プ ロ グ ラ ミン グに関 す る標準 規 約 を確 立 す る こ とが 大切 であ る。 ま た 、 プ ログ ラ マ

もコン ピュ ータ技術 偏 重 にな らない ように 、 も っ と幅広 い教 育 を する 必 要が ある ように も考 え ら

れるo

つ ぎに シス テ ムエ ンジ ニ ア(SEと 略 称)の 教 育 を概 説 す る。SEの 職務 範 囲 は広 く、また こ

の 呼称 に対 す る正 確 な定 義は ない。 しか し、大 ざ っぱ に分け れ ば 、 ア ナ リス ト系 とデ ザ イナ系 に

分 け る こ と もで き るで あ ろ う。 そ の 職務 は 、予備 調 査 と要 件 定 義 、要 件分析 と基本 設計 、 システ
　

ム詳 細 設 計が 主 体 で 、他 に プ ロ ジ ェク ト計画 ・管 理 、 プ ログ ラム設 計 、 統合 ・シ ステ ムテ ス ト、

シス テ ム検 査 ・評 価 な どが ある。 そ れに と もない要 請さ れ る知 識 ・技術 はシス テ ム分析 ・設計 技

法 、 シス テ ム開発 管理 技法 、適 用業 務 ・実 務 知 識 、 コ ン ピュ ータ利 用 形態 、 問題発 掘 ・解 決技 法 ・

コ ミュニ ケ ー シ ョン 技法 、経 営 管理 ・事 務 管 理 技法 な ど、 き わめ て多 くの もの が 求め られ てい る。

資 質 ・能 力 につ い て も、企 画 力 ・計画 力 、分 析 力 、説得 力 ・表 現 力・洞 察 力 ・総 合 力 ・独 創 力 ・

柔軟性 、指 導 力 ・統 率 力 と多 い。

SEに 対 し現 在 行 わ れ てい る教 育は 、 シス テ ム分 析 ・設計 ・評 価 の 技法 、適 用業 務の知 識 、デ

ー タベ ース シス テ ム 、問 題 発掘 ・解 決 技法 の知 識 、デ ー タコ ミュ ニケ ー シ ョン、経 営 管理 と事 務

管 理 の知 識 な どで あ る。 将 来 必 要度 の 一層 高 まる もの と して は 、上記 の 中で も 、経営 管理 、 事務

管 理 の知 識 、問 題発 掘 ・解 決 技法 の 知識 、分散 デ ー タ処 理 シ ステ ムが あげ られて い る。 教 育の実

施 方法 をみ る と、社 内 での 教 育 コ ース ・講 習会 は 上級 にな る程少 な く、 メー カや外 部 諸 団体 ・機

関 に よる講 習会 に 出 席 する度合 が 大 きい。 そ して 、い わ ゆるOJTや 自己啓発 に頼 ってい るのが

現状 で あ る。

こ う した 現状 をふ まえ てみ る と、SE教 育には さま ざま な 困難 さ と問 題 点 が あ るよ うに考 え ら

れ る。 まず 、教 育 内容 が 広範 囲 ・高度で 、 カ リキ ュ ラム 、テ キ ス ト、資 料 の 作成 、実 施 が困 難 で
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あ る ことが あ げ られ る。 さ らに 、SEの 必 要 能 力が 、 コ ン ピ ュー タの利 用 の 幅の 広がbと 共 に 変

化 し不確定 で あ る こ とが あげ られ る。 ま た 、社内 で の 、 プ ログ ラマ→SEと い うキ ャ リヤ パス 等

も 、両 者に 求め られ る資 質 ・能力 の違 いか ら育成 の困 難 さ を生 じてい る。

5.2.2利 用 部門 の教 育

コン ピ ュー タ利 用 を め ぐ る新 し い 動 き と し て 、利 用 部 門 自身 が シス テ ムを開発 し活用 す る利

用 部 門志 向が 前 面 に表 われ てきて い る。 これ は 、安 定成 長型 の 経済 社会 、経 営 をめ ぐる リスク の

多様 化 、企 業 の国 際化 と地 方の 時代 、人 口構 造 の変化 と日本的 経営 の変 容 な どの 背景 に よる もの

で あろ うが 、 同 時 に、利 用部 門 で の シス テ ム開発 を可 能 に した 技術 の進 歩 に もよる ので あ ろ う。

そ して利 用部 門 志向の 内容は 、広 域分 散 化 と現地 主 義 に もとつ いた シス テ ム開 発 とシス テ ムの活

用 、 主体 的 ・個 別的 コ ン ピ ュー タ利 用 に よる問 題解 決 ない し意 見決 定 、開 放的 な コン ピ ュー タ利

用 とシス テ ム開 発へ の 利用 部 門の積 極 的 参 画 、オ フ ィス業 務 の 自動 化 に よる トー タル な オ フ ィス

シ ス テ ムの推 進 、 な どで あ る。

企 業 内 に おい て も、 ト ヅプ 、利 用 部 門か らの情 報 システ ムへ の関心 と期 待 は 高い が ・利用 技 術

の進 歩 に とも ない それ は利 用 部 門 の 「自 らの手 に よる シス テ ム化 と問 題 解決 を」 とい った 利 用部

門 志向 を強 め る傾 向 に もな った。 ま た 、情 報 システ ム部 門 に と って も'新 規 開発 事 業へ の要 員投

入の 困 難 さ、業務 の専門家で ない と手 に おえ ない利 用 部 門主 導 型 の プロ ジ ェク トの増 加 な どに よ り

情 報 シス テ ム部 か らも利 用 部分 志向 の 要請 が 出て きて い る。

利用 部 門 教 育 につ い て概 説 す る。 ま ず第 一 に利 用 部 門 教 育の実 態 を本 格的 に調査 した 資料 は ほ

とん どない。 幸 い、 昭和58年 度 の 「IBM研 究会 ア ンケー ト」と昭和58年9月 の 「第8回 教 育

シ ン ポ ジウム(日 本IBM主 催)の ア ン ケ ー ト」 に貴 重 な 資料 が収録 され てい るの で 、本 調 査 は

これ らの資 料 に基 づ い てい る。 これ らの調査対 象はIBMの コン ビ=・一タの ユ ー ザで あ る。

教 育 の対 象 者は 、 ト ップマ ネ ジ メ ン ト、部課 長 レベ ル、 係 長 ・リーダ ーレベ ル ・実 務担 当 者 、

新 入 社 員 に わた るが 、調 査 対 象46社 の うち約半数 以 上 が全 レベル にわ た って 教育 を実 施 してい

る。 しか し トップ マネ ジメ ン トに対す る教 育は43.5%と 最 も低 い。 また関連 会 社 に対 す る教 育

は17.4%と きわめ て低 い。 教 育 の実 施形 態 は、 情 報 シス テ ム部門 主催 が最 も多 く、 つい で情 報

シス テ ム部 門 と研 修部 門 の共催 と外部 の研 修 会 へ の派 遣 で あ る。特 に、 トップマ ネ ジメ ン トと部

課 長 レベル は外 部 研修 会 へ の派 遣 が多 い。

トップ マ ネジ メン トの教 育 は 、啓 蒙 を主 体 と した 教 育 、部 課 長に対 しては 、 故家 か ら シス テ ム

開発 に 参画 さ せ るた めの内 容 に な ってい る。 係 長 ・リーダ及 び実 務担当者 に対 して は 、 「パ ソ コ

ン、 簡 易言 語 、 パ ッケ ー ジ ソフ ト」 、 「コ ン ピ ュー タ利 用法 、適 用業 務 の知 識 」 、 「シス テ ムの

分 析 と設 計 に関 す る知 識 ・技術 」 、 「ハ ー ドウ ェア 、 ソ フ トウ ェア 、OA等 の基 礎 知識 」 、 「プ

ログ ラ ミン グ」な ど、正 しく コン ピュー タを使 うた めの 教 育 、 シス テ ム開 発 に参 画 させ る ため の
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教 育 、当事 者 に よる問 題 解 決の た めの 教 育 な ど、多 くの 目的 を もつ教 育が実 施 され てい る。 新 入

社 員 に対 しては 、 啓 蒙的 な 教 育 とコン ピ ュー タ を正 し く使 うた め の教 育 内容 に な って い る。

利 用部 門 教育 の 問題 点は 、IBM研 究 会 の アン ケ ー ト調査 に よれ ばつ ぎの通bで あ る。 大 中型

機利 用の 企業(回 答249社)で は 、 「教 育 実施 の方 針 ・規定 が確 立 して お らず ・ 場 当 り的 にな

りがちである」、 「教剤 象都 忙 しく、教育のための時間が とれない」・ 「教骸 施後の・・

ロ ーが むず か しい」 が 、い つれ も46～47%の 企 業 で問 題 と感 じてお り、 これ らが利 用部 門教

育の三 大阻 害要 因 とな って いる。 小 型機 利用企 画(回 答94社)で は 、 「教 育対 象者 が 忙 し く、

教 育の た め の時 間 が と れな い」 が80%近 くの企 業 で問 題 と感 じて お り、利 用 部 門の 阻害要 因 で

あ る.つ い で 、 「利用 部 門 の関 心結 くな い」 ・ 「輔 実施 へ 方針 ・規 定 が 確立 され て 抽 ず ・

場 当 り的 に な りが ちで あ る」等 が50%以 上の 企 業 で問 題 と感 じてい る。 そ して 、各 層 に対 す る

教 育 の必要 度 とそ の充 足 度 は 、情 報処 理 部 門の 立 場 と利 用部 門 の立場 に よ り若干 の違 い は あ るが

い つれ の立 場か ら も充 足度 の低 さが 指摘 さ れて い る。

この よ うに 、利 用部 門に対 す る情 報 処理 教 育は 、各 企 業 の 努力 に よってか な り実 施 され る よ う

に な っては きた が 、実 施 上に も内容 上 に もま だ まだ 問題 点が 多 く残 って い るのが 現 状 で あろ う。

さ て、利 用 部 門が 主導 して シス テ ムの 開発 や運 用 をす る ように して も、利 用 部 門 が 完全 に 独力

で 自律 的 に 行わ れ るわ け では ない.利 用 部門 の人 達は 担 当業 務 の 専門 家で あ ・て もシス テ ムの 固

有 技術 の専 門家 で は ない.そ こで 、利 用 部門 の人 達が システ ・技術 を あま 臆 識 しない で業 務が

遂 行 で き る よ うな競 の 整備が 必 要 で あ る.こ の ため には ・ ・ ン ピ ・一・の専 門 技術 集 団 の情 報

シ ス テ ム部 門は 、利 用 部 門の コ ン ピ ュータ活 用推 進の ため の仲立 ち と、指 導 ・援 助 をす る こ とが

必要 で あ る.こ の機 能 を果 たす 組織 と して 、 「情 報 セ ン ・」・ 「0雌 進 セ ン タ」 ・ 「シス テ ム

支 援 セ〃 」 な どと呼ば れ る組 織 が形 成 され だ した.IBMの ア ・ ケ ー ト(回 答46社)調 査 で

は 、45.7%が 設 置 してい て 、19.6%が 設 置 を検 討 中で あり、 両者の 合計 は65.3%に 上 る。

利 用 部門 志向 を育 て る新 しい 方 向 とし て注 目され る。

5.3情 報処 理 産業 にお ける企 業 内教 育

通商産業省 「特定サービス業実態調査報告書」による特定サービス業の職種別、男女別従業者数

を図表5に 示 す。

情 報 処理 産業 にた つ さわ る企業 が 、情 報 処 理 技術 者 育成 とそ の 技術 の向 上 のた め に 、企 業 内教 育

を 行 う こ と の 重 要 性 は 云 うま で もな い。 また 各 企業 と もそ のた めに 多 大の 努 力 を払 ってい る こと

も当然 で ある。 しか し、実状 が ど うで あ るか は 、事 例 発表 な どが 殆ん ど 行 わ れ て お らず 、必ず し

も よ くは 知 られて い なか った。 通 商産 業 省 の 情報 処 理 技術 者問 題調 査部会 で は 、 この実 態 を把握 し

て 、情 報 処理 振 興 施策 に反 映 させ る目的 か ら、昭和57年11月 ～12月 に、情 報 処理 産業 を対 象

に、技術者の教醐 題を含め情報処理技縮 の調 題幽 する総合的調査桁 ・た・その調査結果



図表5情 報 サー ビス 業の 職 種別、 男 女 別従 業者 数

48年 49年 50年 51年 52年 53年 留 年 55年 56年 57年

事 業 所 数 1」05 1,322 1276 1276' 1β40 1,672 L761 1フ31 18(11 1864

情 ス

報業
サ務

1部
ビ門

計

璽金離 看護鰭
常時雇用 従事者

47,675

2,794

44β81

58,723

3521

55202

57,164

2β93

54271

59,025

2β16

56,209

71β4工

4ρ13

67β28

77ρ87

4,711

72376

90フ32

4フ15

86ρ17

93271

4539

88フ32

105898

4ぺ486

101412

113A14

4ρ39

109,375

職

業

別

研 究 員 1,588 2ρ05 1β44 L864 lO76 2,176 2558 2⑮32 2フOl 3ρ26

対 前 年 比㈲ 1263 920 101.1 1060 110.1 1176 1029 102.6 1120

システ ムエ ンジニ ア 5β53 6A33 6572 7,031 9β97 10,359 12A51 13β73 16β99 19β61

対 前年 比 ㈲ 120.1 1022 107.0 1337 1102 120.2 1098 122.1 117.7

寧額 ジ∴合計 6941 8438 8416 8β95 11373 12535 15ρ09 16305 19400 22β87

対 前年 比㈲ 1216 99!7 105.7 1279 110.2 工197 1086 1190 116.9

プ ,ロ グ ラ マ 8β50 10533 10,849 11493 13940 15003 18,389 19⑨68 23β79 27371

対 前年 比 ㈲ 121.8 103.0 】05.9 1213 107.6 1226 1086 1196 114.6

オ ペ レ ー タ 5,720 7,275 7β94 7β26 9281 9β20 10β62 11298 12379 13433

対 前年 比 ㈲ 127.2 10L6 105.8 118.6 105.8 工106 104.0 109.6 108.5

キ ー パ ン チ ャ 14」08 17,553 15,772 16,313 18β55 20341 21587 22300 23,666 23252

対 前 年 比㈲ 1244 89.9 1034 114.4 109.0 106」 1033 ,106 .1 983

そ の 他 6β31 η34 7β00 6978 8948 9β65 13207 11445 14,197 13β42

対 前 年 比%) 116.6 98.3 91.8 1282 1080 1366 867 124.0 96.工

㍗ グZ　 他計 35」09 43ρ95 41β16 42β10 50β24 54β29 64ρ45 65ρ11 74ユ21 77β98

対 前 年 比㈲ 122.7 94.8 1{124 1193 1079 1168 1015 1140 1048

技術者合計 42ρ50 5L533 50,032 5L505 62ユ97 67β64 79ρ54 81β16 93,521 100,385

対 前 年 比 ㈲ 1226 97.1 1029 120.8 1083 1174 1029 115.0 1073

管 理 部 門 5β25 7,190 7,133 7520 9444 9723 11β78 11955 12377 13ρ29

対 前年 比 ㈲ 127.8 99.2 1054 1256 1030 120.1 102.4 103.5 105.3

計 17β75 58フ23 57,164 59025 71,641 77ρ87 90732 93271 105β98 113414

対 前年 比 ㈲ 123.2 973 103.3 121.4 1076 117フ 1028 113.5 107.1

男

女

別

男 27β45 33959 34,750 35,929 44516 47β74 58264 59546 68,455 74,488

村前 年 比胸 1228 1023 103.4 123.9 1064 1230 102.2 115.0 1088

女 20ρ30 24,764 22414 23ρ96 27ユ25 29フ13 32468 33725 371443 38926

対 前年 比㈲ 123.6 90.5 1030 Il7.4 lO95 1093 103.9 110.0 1040

計 47,675 58,723 57,164 59ρ25 71β41 77ρ87 90732 93271 105,898 113414

対 前 年 比㈲ 123.2 97.3 103.3 12L4 1076 1177 1028 113.5 107.1

(出 所)通 産 省 「特定サー ビス業実態 調査報告書 」
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は内 部資 料 と して 各 種施 策 に生 か され つつ ある が 、本調 査 委 員会 が そ の調 査結 果 の うち、 技術 者

の 教育問 題 に 関 する 部 分 の提 供 を申 し出た ところ本 報告 書 に紹 介 す る こ とにつ い て上 記調 査会 の

了解 が 得 られた 。 本調 査 で は 、そ の調 査結 果 を も とに 集計 分 析 をする と共 に4社 を対 象 に ヒヤ リ

ング 調査 を行 っ た 。 ヒ ア リ ン グ調査 の対 象は ・ メ ー カ系 の ソ フ トウ ェア開 発
、受 託 計算 を主 と

す る ものそ れ ぞ れ1社 、 独 立系 の ソ フbウ ェア開 発 、 ソ フ トウ ェアの 輸入 販 売 を主 とす る もの か

らそ れぞ れ1社 の計4社 であ った。4社 の売 上高 平 均 は約100億 円 、従業 員数 平均 は1 ,000

人 で あ り、そ れ ぞれ の大 手企 業 とい え る。 調 査 内容 は 主 に 、 ソフ トウ ェア技 術要 員の 情 報 処理 技

術教 育 であ る。

要 員 教 育 は 、 日常 の 業 務遂行 中 にもた えず 行わ れ て い るで あろ うが 、そ れ ら を実 際に 把 握す る

こと は困難 で あ る。 今 回 の調査 では 、 あ る意味 で 制 度 化 され て い る教 育 を対 象 と した。 これ らは

新 入 社 員研修 、 中堅 層 研修 、管理 者 研修 に大 別 され る。新 入 社 員研修 は、通 商 産業 省調 査 で は1ケ

月以 上 をか け てい る所 が 多 く、 自社 での 集合 研修 を主 体 と し、 他 に メー カ集 合研 修 やOJTを 取

り入 れ る とい った形 で あ った。 内 容は 、 ハ ー ドお よび ソ フ トの基 礎 教 育 、言語 教 育が 圧倒 的に 多

か った。 ヒア リング では 、期 間 は1～3ケ 月 で 、一般 研 修 は その 中 の10日 位 で大 部分 が 技術 研

修 、自社での集合研修を主 として い た。 ヒア リン グ対 象が 大 手 企業 で あ った こ とに もよる ので あろ う。

中 堅 層 研修 は ・技術 者 に対 す る再 教 育 で もあ るが ・通 商 産 業省 調査 では ・大 多数 の 企業 で実施

さ れ てい る。 年 令は30～35才 位 を中心 に行 わ れ てい る。 関連 分 野 、新 技術 研修 な どが 主 体 で

あ るが 、管理 能 力 をつ ける こ とを 目的 と した 教育 の比 率 も高 い。 試 験 形式 を と・る と ころ もか な り

あ る。 ま た実 施方法 も、.社内 研 修 、社 外研修 を併 用 す る と ころ も多 く、期 間は10日 以 内が 多 い。

ヒア リン グで は 、 中堅 層研 修 は 、6年 位 ま でを 目途 と し、入 社後2年 お きに論 文 を提 出 させ たb、

会社 が 指 定 す るテ ー マで受 講 を義務 づ け るな ど して い る。

管理職 へ の 登 用 では 、 何 らか の特別 の 審査 を行 って い る よ うで あ るが 、技術 能 力の 他 に管理 能

力が 審査 され てい る。 通商 産業 省調 査 で も 、マ ネ ジメ ン ト能 力や 見積 り技 術 な どの教 育 が行 わ れ

て い る よ うで ある。

教 育方 法 は 、 ヒア リングで も通 商産 業 省 調査 で も・ 社内 での 受講 、社外 の講 習会 への 出席等 が

多い が 、そ の他 にVTRも か な り使 われ て い る ようで あ る。VTRと して は 、 メ ー カ作 成の もの、

放映 され た 技術 解 説の 録画 、社 内 講 習 会や 発表 会 の 録 画 な どで ある。

教 育研 修費 用 の算 定 は 、算定 方法が いろ い ろで 単 純 には 比較 で きない が 、 ヒア リング を した各

社 と もO.7%～1%程 度 で大 きな差 は なか った。 教 育研修 時 間 と作 業 時間 の比 は0.5%～1.5%

で 、年 間1人 当 たblO～30時 間 位 に相 当 す る。 どの社 に も共 通 してい る ことは 、現 状 の教 育

で十 分 とは 考 えて お らず 、教 育時 間 お よび 費用 をふ やそ う と考 え て いる ことで あ った。

今 回 の ヒア リングで は 、教 育専 任 の職 員 を持 ってい る所 が なか ったが 、そ れ ではす べ て を まか
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なえ ない の で 、 ど こで も ライ ン部 門 の応 援 を得て い る よ うで ある。

情報 処 理 技術 者試 験 には 、表 現 は ま ちま ち なが ら 、た と えば 、合 格年 次の 基準 をつ くって いた

り・か な り強力 な 受験 対 策指 導 や援 助 を行 った り、合 格 者に 一 時金 を 出 した り社 長表 彰 を す るな

ど、 会社 と して 、実 質的 には 受験 を奨 励 して い るよ うで あ った。 合格 後の処 遇 に つ い て も、公 式

に は直 接反 映 す る とは云 ってい ないが 参考 に した り してい る よ うで あ る。

ヒア リン グ を通 して 感 じた ことは 、各社 とも、従業 員個 人個 人 の 向上 心 に期 待 してお り、各 社

と も自己啓 発 、 自主向 上 の意 欲 を重 視 して いる ことで あ った。

一25一



6.社 会 人 を 対 象 と し た 情 報 処 理 教 育 及 び 啓 蒙 活 動

こ こでは 、職 業 訓 練校 で の 訓 練教 育 とい う明確 な 目標 を もった もの 、大 学 の公 開 講 座、 通 信教 育、

ビデ オ教 材 の よ うに、 値入 として あ るい は 企業 として利用 で き る もの とか情 報 化 月 間行 事 、 パ ソ コ ン

ス ク ール の よ うな啓蒙 活動 を と り上 げ た。

6.1職 業 訓 練 校

わが 国で 職業 訓 練法 が 制定 され た のは 昭和33年 で あ る。 現在 、公共 職業 訓練 施 設 は 、都道 府 県

が 設置 す る職 業 訓 練校(274校)と 、 雇用促 進 事 業団 が設置 す る高 等職 業 訓 練 校(62)を 中心

に387の 施 設 が あ り、 こ こで訓 練 を 受げ る数 は 、58年 度 で は 昼夜 合わ せて329,909名 に達

してい る。 職 業 訓練校 に電 子計 算 機 科(情 報 処理)が できたの は 昭和46年4月 の東 京 都 、神 奈川

県 、大阪府 が最 初で 、現 在は8都 道 府 県11校 で 、昼 間部 だ け での定 員 は400名 で あ る。 夜 間 部

の 定 員 は わか らな いが 、 東京 都 で は 昼 間120名 、 夜間120名 で あ る。

職 業訓 練 学校 の訓 練 に は 、法 令 に よ って科 目の 内容 や時 間に は基 準(国 基準 とい う)が あ り、そ

れ に よ る指 導要 領 が あ る。 しか し、各 地 域 には 地 域 の ニーズ が あ るの で 、そ れ に対 応 した 有効 な訓

練 をす る た めに、 各部 道 府県 ごと に訓練 目標 、内容 、 時間 等 の整備 が 行 わ れて い る。 そ のた め 、職

業 訓 練校 の情報 処 理 技術 者 教 育 は必 ず しも全 国 一律 の 内容 で実 施 され て い る わけ では ない。

目標 は 、訓 練校 に よ り表 現 の差 は あ るが 、上 級 プ ログ ラマ及 び初 級 シ ステ ムエ ン ジニ アの 養成 で

あ る。 国基準 で は 情報処 理 科は期 間2年 で3,200時 間 、電 子 計算 機科 は 期 間1年 で1,600時 間

の訓 鯖 間 であ る.訓 講 料は 学 科(普 通 学 科 ・専 門 学科)と 実技 濾 本 実 技 ・ 応用 実 技)口 か

れ てい る。 普通 学 科 は 、社 会、 体 育 、数 学 、物理 、 化学 、実用 外 国語 、国語 な どで あ る。専 門学 科

は1年 間 で700時 間 で 、電 子 計 算 機 概論 、経 営 管 理概 論 、 システ ム設 計概 論 、 プ ログ ラ ミン グ論 、

プ ログ ラム言 語 、 オ ペv－ テ ィン グ シ ス テム 、経 営数学 、安全 衛 生 な どで あ る。i基本実 技 は1年 間

400時 間 で、 プ ログ ラム作成 基 本 練習 、 入 力媒体 作成 基本 練 習 、デ ー タ処 理 シ ステ ム設計基 本 練

習 、機械 操作 基 本 作業 、安 全 衛 生 作業 法 な どで ある。 応 用実 技 は基 本 実 技教 科 の基本 練 習 を実 習に 、

基本 作業 を作 業 に読 み 変 え た ものか ら な って いて 、1年 間260時 間 で あ る。

訓練 の終 了は各 教科 ご との試 験 や 出席 率 の総 合判 断 に よって決 め られ る。 この 終 了 とは 別 に、 技

能 照査 とい う制 度 が ある。 これ は 、訓 練終 了 者 に対 す る社会 評価 の確立 と訓 練生 の技 能修 得 意欲 の

向上 を図 る こと を 目的 と し、修 了 時 に おけ る 訓練 生 の修 得 技能 が職 業訓 練 基準 に適 合 してい るか 判

定 し、公証 す る制度 で ある。 合格 者 には 技 能 士補 の 称号 が与 え られ る。 修 了 者の 就職 先は 、 ソフ ト

ウェア ハ ウス あるいは 計 算 セン タが 多 い。

訓 練内容 が 事 務計 算 か ら技 術 計 算 に わた るため 、各 校 と も中小 規 模 の 汎用 コ ン ピ ュー タを備 え 、

多 種類 の周 辺 装置 を備 え てい る。 また 他 にオ フ ィス コ ン ピ ュー タ、パ ーソナ ル コン ピ ュー タを配 置

してい る訓 練校 もあ る。 訓 練生 は1校 当 り30～60名 の 定 員で あ るか ら、一 応十 分 な訓 練が で き

一26一



る と考 え られ る。 指 導体 制 と しては 、定員10名 に つい て1名 の 講師 の 割合 いで あ るが 、 非常勤 講

師数 も多 い。

職業訓練枇 測 る繍 鯉 技縮 麺 は、対象とする生微 妙 ないので・きめ細力・な指導が

行え る半面、問題点もある.ま ず、教科内容としては実務的納 容が求められるが・それに適し

た教材が不足していて、教材作成にか剖 の負担がかかる。また・訓練鱒 と実務の能力鎌 ね備

えた人材は一般に多忙で、優れた講師の確保が容易ではない。 さらに、職業訓練は実技中心である。

そのために、例えば通商産業省の実施 している情報処理技術者試験などに合格するためには、どう

しても学科時間が不足である。

職業訓練の充$・・は、国の階 鋤 のみ・らず・'e?an:自 体が繊r－ ズを把握して・訓練鹸

の充実鰯 めるべきである.そ のた疏 は、繊 の業界晒 と・訓練吐 づさわる自治体職員との

連絡 ・協力が今後ますます重要な ものとなるであろう。

6.2大 学 の公 開 講座

棚 査が時 でき蹟 料は洛 韓 ごとに支縫 礁 告される国公私立大学での公開講座の・昭

和56年 度 の 一 覧 であ る。

大学で も近年公開講座は多 く・・てきてい・.そ の内容は多螂 わた・てい訴 願 醒 もそ

の 、つで ある.56鞭 に開 か れ たの は 合計 ・4で 、そ の うち・ イク ・コン ビS－ 夕噛 す る もの

は13で あ った。 時 間数 は さ まざ まで あるが 、20時 間 前 後 の ものが 多い。 内容 は 、情 報 化 社会 や

そ こで の コン ピ ュLタ の役割 りを社会 問題 と して取 り上げ た もの もあ るが 、そ の数 は きわめ て少 な

い.大 紛 は 、 ・ ン ピ.一 八 門 とい 。嫌 報処 理技術 を扱 ・た もの 培 い・ 大 部分 は 成人 搬 を

対 象 と してい る。 高 校 生 あるい は小 中学 生 と限 定 した もの もあ るが・ そ の数 は 少な い。

6.3通 信教 育 お よび ビデ オ教 材

6.3.1通 信 教 育

通 信教 育 は つ ぎの2種 類 に 分 類で きる。

(D大 学 また は短 期 大 学 の 卒業 資格が 賦与 さ れ て い る もの

② 能 力 開発 等 を 目的 とす る もの

(1)は産業 能率 短 期 大 学通 信 教 育部 情 報処理 コー ス(修 業年 限2年)の みで 、4年 制 の大 学 は な

い。 入学 資 格 は 原則 と して高 校卒 が 前提 とな る。 年 令 幅 はか な り広 い が 、30～34オ が約24

%で 最 も多い。 男 女 比 は 男76.4%、 女23.6%で あ る。 ま た 有 職 者76.9%、 無職9.8%、 そ

の 他13.3%で あ る。 一 般 の短 大 と同 資格 で あ り、 一 般 教養 科 目 もあ るが ・主な 専 門科 目 と して

は 、電 子計 算 機 概 論 、 ソフ トウ ェア概論 ・FORTRAN,COBOL,シ ス テ ム設計 ・マネ ジ

メン トEDPSな どが あ るo

② に類 す る ものは 、 コ ン ピ ュー タ基 礎 コース(6ケ 月)、 前 と同 じくコ ン ピ ュー タ(3ケ 月),
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コン ピュ ータ入 門講座(4ケ 月)、 経営 シ ステ ム基礎 講 座(6ケ 月)、 情 報処 理 技術者 通 信 講座 、

コボル基 礎 コース(2ケ 月)、 フ ォー トラ ンi基礎 コース(2ケ 月)、PL/1基 礎 コース(2ケ

月)、 コ ン ピュー タ ・プ ログ ラ ミン グ コース(6～10ケ 月)、FORTRANコ ース(4ケ 月)

COBOLコ ース(4ケ 月)、BACICコ ース(4ケ 月)、 シス テ ム プ ランナ コ ース(6ケ 月)

な どが あ る。

6.3.2ビ デ オ教材

ビデ オ教 材 を利 用 す る利 点は つ ぎの3点 にあ る とい われ てい る。

(1}専 任 め教 育担 当 者や 教 育推進 部 門 が な くて も要員 教育 を行 え る

(2}小 間 切れ の空 き 時間 を活 用 して教 育が行 える

⑧ 中途採 用 や 不定 期 の 異 動 が頻 発 す る場 合 で も、小 人 数 を対 象 に体 系 的 な教 育 が行 え る。

これ を活 用 して教 育 をす る場 合には 、受講 者 の 技術 レベ ル や・学 習 を必要 とす る範 囲 、学 習の 進

度 を把握 し、 適切 な ア ドバ イス を与 え る コ ーデ ィネ イタの 役 割 りが 不可欠 な もの と され てい る。

教 材開発 は ユー ザ 自身 が 開発 した もの は殆 ん どな く、 市販 の ものが 利 用 され て い る。 米 国 で開

発 した もの を 日本語 に編集 した もの と、 わが国 で 開発 した ものが ある。 内容 的 には

(1)情 報 処 理 技術 者 試験 の 受験 準 備

(2)最 終利 用 者 、 一般 管理 者 等 に情 報 処理 につ い ての 入門 的知 識 を与 え る もの

〔3)プ ログ ラマやSEに 新 しい知識 や 技術 を学 習 させ る

ものな どが ある。

6.4情 報 化 月間行 事

わ が国 で は、昭 和47年 以 来毎 年10月 第1週 を 情報 化 週 間 と定 め 、そ の 期間 を 中心 と して一 般

市民 を対 象 と した情報 化 に関 す る各 種 行 事 を全 国 的か つ集 中 的に 実 施 して きた。 昭和57年 度か ら

は 名 称 を 「情報 化月 間」 と改 め 、一 層 の充実 をは か り実施 され てい る。 これ は 、 情報 化社 会 の健全

な発 展 を進 めて い くた め に は 、一 般 市 民 の間 に情 報 化に 対す る正 しい 認 識 と理解 を醸 成 してい くこ

とが 是非 とも必 要で ある 、 との観 点 に よる もの で ある。

昭 和58年 度 は 、 「生 活 と情 報 化 」 をテ ーマ に して 、生 活 と情 報化 展 、講 演会 、 セ ミナ ー等 のべ

232の 行 事 が 、北海 道 か ら沖縄 ま で全 国 の都道 府 県 、市町 で 開催 され た。 高 校生 ・高専 生 を対 象

と した プ ・グ ラミン グ コ ンテ ス トもこの 月間 行 事 の一 つ と して 、昭和55年 度 か ら行 われ てい る。

6.5パ ソ コンス クー ル等

搬 サラリーマン、主婦沖 ・随 業の経営者溜 理者等各層を対象としたパパ ンスクール等が

現 在盛 ん に行 われ てい る。 この実態 は よ く把握 され てい ない が、 パ ソコ ン普 及 の原動 力 の1つ にな

ってい る。 今 回 の調 査 で は そ の一 端 を把握 す るた め、主要 メ ー カの直 販 ル ー ト等 の名簿 を もとに電

話 等 に よ る問合 わせ調 査 を した。 受 講 者 は幅 広 く各層 か ら集 ま り、年 齢 も10才 ～60才 と広 が っ
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て い る。 現 状 はBASICの 言語 教 育 が主 体 だ が、

て きて い る。

ニーズ は パ ソコン の利 用法 とい った方 向 に も広 が っ
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7.お わ り に

今 回 の調査 を通 して 、各種 技 術 の 急速 な進 歩 と共 に、情 報 化 が 社 会の全 機 構 に広が り、浸透 してい

っ てい る こ とを 、改 め て強 く認識 した。 そ れ と共 に 教育 も、社 会 の広 汎 な範 囲 か ら求 め られて い る実

状 も改 め て強 く識 した.・ うした教 育対 象 の広 が り と共 に、 品 質 の 良い ソ フ トウ ・ア に対 す る要望

も強 く、 そ れ に応 え るた め の質 の高 ・・教 育 が同 時 に求 め られ て い る ・ と もわか ・た・ また・教 育内容

も、 技 術 の進歩 の共 に変 わ って き てい る。

教 育の こう した 変 化 に対 して は 、各 機 構 ともそ れ に適 切 に 対応 す べ く、少 な い資源 を活用 しなが ら

懸命 に努 力 を して い る状況 がみ られ る。 しか し、層 の広 が りへ の対 処 、技 術 進歩 に と もな う内容 の充

実 、質 の 高 い教 育 、現 在 の低 成 長 の厳 しい環 境の 中で いか に して実 現 す るか につ い て は 、暗 中 を模 索

し て い る の が 現 状 で あろ う。 ま た どの 機 構 で も 、教 育の実 施 上 に種 々の障 害 を もっ てい るの が実 状

で ある。

学 校教 育では 、 専 門学 科 の 教育 は 漸 次整備 さ れて き てい るが 、機器 の老朽 化 な ど、そ の更新 には経

費 もか か り困難 な問 題 も多 い。専 門以 外の 一般 学 生 に対 す る教 育 は 、設備 、教 員 の 不足 に悩 ん でい る

が 、その学生 のそれぞれの専門 に応 じ、 どの よ うな 方針 で どの よ うな方 法 で行 うべ きか な どの根 本問 題 に

対 す る解 答 も得 られて いない のが 現状 で あ る。 しか し、各 学校 とも種 々の試 み に挑 んで い る。 義 務教

育課 程 や 普通 高校 での 情 報処 理教 育 を どう考 えて ど う対処 して い くべ き かは真 剣 に取 り上 げ なげれ ば

なら ない問 題 で あろ う。

国 や 公的 団 体 、殊 に行 政 官庁で の情 報処 理 研修 に は課 題 も多 い よ うで ある。 研 修 担 当職員 の 不足 も

大 き な問題 で あ る と の訴 え も ある。

コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザ の企 業 内教 育 で は 、SE教 育 と利 用 部 門 教育 に苦労 してい る。 両 者 とも範 囲

が 広 く、また 技術 進 歩 の 足取 りが 速 く・定 形 化 しに くい とい う問題 をか かえ てい る。 殊 に最 近 の利 用

部 門志 向 に ど う対 処 してい くべ きか な ど 、各 企業 と も模索 しな が ら進ん で い る。 多 くの事 例 が公 開 さ

れ 、経 験 の交 流が望 まれ る。

情 報産 業 で の企業 内 教 育は 、各 社 と も力 を注 いで お り・殊 に新 入 社 員教 育に は多 くの 日数 をかけ て

い る。 しか し、い った ん 戦列 に加わ る と、 日常 業務 の忙 しさ の 中で 、な か なか 教育 研修 の時間が さ け

ない な ど、各 社共 通 の悩 み で あ る。

情 報 化 の 進展が 目ざ ま し く、 パ ー ソナ ル コン ピュー タが 廉 価 に な る と共 に 、情報 化の 波 は家庭 に も

入 りつ つ あ る。 パ ー ソナル コン ピ ュータ の普 及前 と普 及後 を境 に して 、25才 以 上 の年代 をBC

(BeforeComputer)世 代 と云 う人 もい る。 若年 層 の知 識 欲 に 応 え 、ま たBC世 代 とAC世 代 の

世 代 隔差 をつ くらない た め に も、社 会人 の啓 蒙 教育 はま す ま す重 要 にな ろ う。 現 在 情報 化 月間 の 行 事 、

大 学 の公 開講座 などが あ るが 、今後 もこ う した活動 を広 め てい く ことが 望 まれ る。 今 回の調 査 で は 、
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大学の公議 座縫 外⑭ なかったが、社会蜘 開かれた織 として・大学も・り一層 こうし筋 向

にも力を注ぐことが望まれる。

調査方法の項でも述べたことであるが、今回の調査は必ず しも+分 なものとは云えないであろ う・

これを出発点として、より完全な調査が行われることを期待する ものである。
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第1編 学校教育における情報処理教育

第1章 大 学

1.沿 革

我 が 国 の大 学 におけ る情 報処 理 教 育 の発展 は、 お よそ4つ の時期 に分 け る こ とがで きる。

第1期 は1950年 代 の後 半 で、我 が国 のコ ン ピ ュー タ技 術 の黎 明期 であ る。 この時 期 に コ ン ピュ

=タ 研 究 の先 駆 者 の周 辺 で、 は じめ てコ ン ピ ュー タ教 育が 小規 模 に開始 され た。

第2期 は1960年 代 で、 い わ ば 自発 的 成 長期 にあ た る。 さ まざ まな学 問 ・技 術 の分 野 で、 あ るい

は実 社 会 にお い てコ ン ピュー タの重 要 性 が増大 す る に伴 ない 、理 工 系 の学部 ・学 科 を中心 に コン ピュ

ー タ教 育を 本格 的 に カ リキ ュラ ムに取 り入 れ る学 科 が徐 々
.に増 加 し た。 しか し この時期 に大 学 に おい

て 教 育 に使用 で きる コン ピ ュー タ設 備は きわめ て乏 し く、実 習 を伴 な う教 育 は少 な か った。

第3期 は1970年 代 で 、計 画的 発 展期 とい え る。 本 格的 な情報 化時 代 の到 来 を予 測 して、 産 業 構

造 審議 会 情 報産 業 部会 が1969年 にま とめ た 「情 報 処理 お よび情 報 産業発 展 の た め の施策 に関す る

答 申」(〔1〕)に おい て大量 の情 報 処理 技 術者 の組 織 的 養成 計 画の 必要 性 が指摘 され、 文 部 省 も1969

年 「情 報 処 理教 育 に関す る会議 」 を 設置 、1972年 まで に 「情 報 処理 教 育振 興 の基 本構 想 」 な らび に

付 属 す る4つ の 答 申を ま とめ、(〔2〕)こ れ に沿 ってい くつ か の具体 的 措置 が と られ た。 その 内容 に つ

い ては 後 で触 れ る が、 学校 教 育 の枠 組 み の中 で の情報 処 理 教 育 の基 本 が定 ま った のは この時 期 で あ っ

た と い え る。

1980年 代 は第4期 とみ な す こ とが で き る。 これ は拡散 の時 代 、またはcomputerliteracyの 時

代 と呼 ぶ こ とも で きよ う。 さま ざま な分野 にお け る コ ンピ ュ ータ応用 の浸 透 と、 パ ー ソナル コ ン ピ ュ

ータを含 む コ ン ピ ュー タ設備 の普及 に伴 なっ て、 情 報処 理 教 育 は大 学 の多 くの学 部 ・学科 に おい て種

々の形 態 で カ リキ ュ ラムに取 り入 れ られ るに至 っ た の であ る。

さて前 記 の 「情報 処 理 教育 振興 の 基本構 想 」 は、 情 報処 理 教 育 が 「専門的 情 報処 理 教 育 」 と 「一 般

的情 報 処理 教 育」 の2つ の 軸 に沿 って展 開 され るべ き であ る こ とを提言 して い る。

前 者は 情報 処 理 に関す る研究 者 ・専 門技 術 者 お よ び指導 者 を育成 す る もの で、 いわ ば 我 が 国 の情 報

処理 技 術 の先 端 をた か め るた め の もの であ る。 後 者 は 「学生 一 般 に対 して情 報 処理 の可 能 性 と限 界を

認 識 させ 、 情報 化時 代 に人 間 が主 体性 を もっ て未来 を切 り開 い てい くことが で きる よ うにす る 」(〔2〕

(a))も の で 、 具 体 的 に は す べ て の学 部 ・学 科 の 学生 に対 して それ ぞれの 専攻 分野 で の必 要 に 応 じ

て コン ピ ュー タを適 切 有効 に活用 で き る基礎 を教授 す るこ とで あ る。

1970年 代 以降 、 情報 処理 教 育振興 の具体 的 施 策 は、 お よそ こ の方針 に沿 っ て実 施 され て きた。

その 中 で特 に大 学 と関係 の あ る事 項 の主 な もの は次 の通 りで あ る。

(1)国 立 大 学理 工 系学 部 に情 報 関連 専門 学 科 お よび 大学 院 を設置 した。 詳細 は2.に 述 べ る。

{2}国 立10大 学 に情 報処 理 教 育 セ ン タ ーを設置 した。 詳 細 は4.に 述 べ る。
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③ 私 立 大学 の コ ン ピュ ータ導入 経 費 に対 す る助 成

1974年 以 降、 私 立大 学 にお け る コン ビ=一 夕の導 入 を容 易 にす るた め、 その 経 費 の一 部 を国

費 に よ って補 助 す る制 度 が実 施 され た。

(4)情 報 処理 関係 内地 研究 員 制 度

国立 学 校(大 学 ・短 期大 学 ・高等 専門 学校)の 教員 で情 報処 理 教 育 を担 当す る者 に、教 育 研 究条

件 の整 備 され た国立 大 学 等 に10ケ 月 間派 遣 して研 究 に専 念 させ る制 度 で、1970年 に発 足 以来

約200名 が これ を利 用 して研 修 を受 け て い る。

これらの新たな措置と、既設諸学科の自発的な取組みによって、大学における情報処理教育は徐々 一

に拡大 ・強化 されてきたのである。.

しかし大学の教育は各大学の自主性にゆだねられているため、その実態の全貌を把握することは容

易でない。従って本報告では比較的 まとまらた情報を得られる理工系情報関連専門学科 ・専攻並びに

国立大学の情報処理教育センターの現状、私立大学等情報処理教育連絡協議会の調査結果、並びに社

会科学 ・経営工学系の学科の中で特に情報処理教育に重点を置いている2,3の 学科の事例を取 り上げ

て、い くつかの視点から大学における情報処理教育の実態を把握することを試みる。
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2.理 工 系 情 報 関 連 専 門 学 科

前述 の通 り昭和45年 度以 降 、 国立 大学 の理 工系学 部 に情報 工 学科 ・情 報工 学科 等 の名称 を持 つ い

わ ゆる情 報関 連専 門学 科 が 重点 的 に設置 され、 そ の数 は約30に 達 してい る。 これ らの 学科 には それ

ぞれ大 学 院 の課程 も設 け られ てい るが、特 に情 報 の分野 がinterdisciplinaryで あ るこ とを考慮 して、

い わゆ る横 型 専攻 また は独立 専 攻 もい くつか 設 け られ た。 大学 院 は あ る1つ の学 科 に対応SLて 、 そ の

教 官組織 と施 設 ・設 備 を基礎 に1つ の専攻 とい う単 位 を設 け る の が従 来 か らの標 準 の方式 であ る が、

横 型 ま たは独 立 専攻 とい うの は複 数 の学 科 の上 に、 または特 定 の学 科 に対 応 せず に設置 され 、種 々の

異 な る学 科 の卒業 生 を受 け入 れ て大学 院 レベル の教 育 を行 うこと を 目標 とす るもの で あ る。

な お私 立大 学 に も同様 の性 格 の学 科 ・専 攻 が い くっ か設 置 され て い る。

これ らの学 科 ・専 攻 の概 要 を図 表1(a)、(b)に 示 す。(〔3〕)

これ らの学科 ・専攻 は 先 に述 べ た分類 に よれ ば専 門的 情 報処 理 教 育 を主 た る 目的 とす るも ので あ る。

す なわ ち情報 工学 ・情 報 科学 の分 野 の研究 者 を育成 した我 が国 のハ ー ドウエ ア技 術 ・ソ フ トウエ ア技

術 の先 端 水準 をた かめ る と と もに、社 会 の需 要 に応 じ てハ ー ドウエア ・ソ フ トウエ ア の それぞ れ の分

野 にお いて高 度 の専 門 技 術 者 を供 給 す るこ とを使命 として い る。 以 下 に そ の特 徴 を述 べ る。

2.1カ リキ ュラ ム

情報 にか かわ る学 問 ・技 術 は先 に も触 れ た通 りinterdisciplinaryな 性 格 が強 く、 そ の内 容 ・手

法 ・対 象 は広 汎 かつ 多 岐 にわ た るた め、 そ の中 の何 れの 部分 に重 点 を置 くか に よ って情報 関連 専 門

学 科 の中 に も性 格 の 相 違 が あ ら われ てい る。 それ は図 表1(b)に 示 した講 座編 成 か ら もあ る程度 は う

か が うこ ともで きるが 、実 際 の教育 ・研 究内容 は カ リキ ュ ラム の面 か ら分析 す る こ とが必要 で あ る。

図 表2-S1～ 図表2-G3に は、 図表1に 記載 され た学 科 ・専 攻 の中 か ら11学 科 ・9専 攻 を

選 ん でそ の カ リキ ュ ラ ムを示 す 。 これ らの表 は各 大 学の 学修 要 覧 ・講 義 科 目要 覧等 に基 づ いて専 門

科 目 を中心 に作 成 した もの で あ るが、 か な り省略 した 部分 もあ る ので詳 細 を必 要 とす る場 合 は 当該

大 学 に照 会 してい た だ きた い。 授業 内 容 は科 目名 か らで は判 らない もの も少 くないが 、 そ れを す べ

て記載 す る とあ ま りに も尾 大 にな るた め、省 略 した。 カ リキ ュラ ム表 は大学 ご とに書 式 が異 な る上

に、一 般教 育科 目 と専 門教 育科 目の履修 方 法 も大 学 に よって異 な る点 が あ るた め、表 の体 裁 ・内 容

は統一 を欠 き読 み難 い が 、 お よその傾 向 を知 る こ とは可 能 で あ る。

図表2-S1～S3は 理 学 部 に設置 され てい る学科 、T1～T6は 工 学 部 に設 置 され て い る学 科 、

U1は シス テム 工学 科 の 名称 を持 つ学 科 、V1は 独特 の制度 に'よる筑 波大 学第3学 群 情報 字類 を示

す.卒 業 に必要 縛 位数*は 大 学 設 置難 に よっ て一般 教 育科 目3蝉 位、 外国 語科 目8単 位、 保

*大 学 の場 合 、毎 週1時 間15週 間 の講 義 で1単 位 とな る。 但 し演 習 の場合 は2倍 、 実験 の場 合 は

3倍 の授業 時 間 を も って1単 位 とす る。
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健体 育科 目4単 位、 専 門教 育 科 目76単 位 、合 計124単 位以 上 と定 め られ てい るが、各 大 学 に お

い ては通 常 それ を 上 まわ る単 位 の修 得 を要 求 し、 また 必修 科 目 ・選 択科 目の 区別 等 を設 けて単 位修

得 の方法 を指 定 してい るの が普 通 で あ る。 学科 内 で コース が分 け られ て い る例 もあ り、 京 都 産業 大

学 計算 機科 学 科 ・筑 波大 学情 報 学 類 が この方式 を と って い る。 また徳島 大 学 情報 工学 科 では主 専 攻
ゆ

科 目と組 み合 わ せ て副専 攻 科 目を5つ の コース の中 か ら選 ん で履修 す る こ とが 要求 され てい る。

図表2-GS1～G3は 大学 院 の 課 程 を示 す。 特 にG1～G3は 学科 を伴 わ な い専攻 で あ る。 大

学 院 に は、"広 い視野 に立 って精 深 な学識 を授 け、 専攻 分 野 にお け る研 究能 力 又 は高度 の専 門性 を

要す る職業 等 に必 要 な高 度 の能 力 を養 うこ とを 目的 とす る"(大 学 院 設 置基 準 第3条)2年 制 の修

士課 程 と、"専 攻 分野 につ い て研究 者 と して 自立 して研究 活 動 を行 うに必要 な高度 の研究 能 力及 び

そ の基礎 とな る豊 か な学識 を養 な うこ とを 目的 とす る"(同4条)5年 制 の博 士 課 程 が あ る。博 士

課 程 は2年 間 の 前期 課 程 と3年 間 の 後期 課 程 に区 分 されて い る場 合 が 多 く(こ れ を第1種 博士 課 程

と呼 ぶ こ とが あ る)、 そ の場 合 に前期 課 程 は修 士 課程 として取 り扱 われ る。 しか し5年 一 貫 制 を と

る こ と もあ り、 筑 波大 学 は この 方式 に よっ てい る。 大 学院教 育 は そ の 目的 の示 す よ うに研 究 指導 が

中 心 で あ って、講 義 の比 重 は軽 く、 修 得 す べ き単 位数 も30単 位以 上 と少 な く定 め られ て い る。

学科 ・専 攻 の性 格 を カ リキ ュ ラム の面 か らみ る と、 お よそ次 の5つ の型 に分 類 す る こ とが で き る。

(〔4〕)

M型:数 学 的 基礎 に重点 を置 くもの

E型:電 子工 学 ・通 信 工 学 に重点 を置 く もの

H型:計 算 機 のハ ー ドウエ ア に重 点 を置 くもの

S型:計 算機 の ソフ トウエ ア に重 点 を置 くもの

D型:情 報 システ ム ・シス テ ム工 学 に 重点 を置 くもの

もち ろ ん これ らの混 合型 とみ るべ き もの も少 な くな い。 この よ うな性 格 の相 違 は、 それ ぞ れの 成立

の歴史 的経 緯 や 、そ の大 学 に他 に どの よ うな学科 が設 置 され てい た か とい うよ うな環 境条 件 に よ る

ところ が大 きい。

一 方
、 これ らの型 の相違 に もか か わ らず、 多 くの学 科 に共 通 に開 設 され てい る典 型 的 な授業 科 目

(専 門実 験 ・セ ミナ ー ・卒 業 研 究 は除 く)は 図表3に 示 す通 りで あ る。 この表 は図 表2に 示 した も

のを含 む25学 科 の カ リキ ュ ラム に基 づ き、 科 目名 または授 業 内容 か ら判 断 して 分類 し作 成 した も

の であ る。 あ る名 称 の科 目(ま た は それ に 相当す る内容 の科 目)が1つ 開 設 さ れてい れ ば、 その単

位数 に かかわ らず、 また 同 じ名称 で第 一 ・第二 等複 数 の授 業科 目が 設 け られ て い るか否 か にか か わ

らず、 その科 目を 開設 して い る学 科 が1つ あ ると数 え た。 つ ま りた と えば あ る学 科 で数 値 解析1

(必 修2単 位)と 数 値 解 析ll(選 択2単 位)が 設 け られて い る とすれ ば、数 値 解析 を必修 とす る学

科 が1つ と数 え た。 従 っ て この表 の数字 は、 あ る科 目(ま たは それ に相 当 す る内 容 の科 目)は 少 な
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くと もn個 の学科 で必修 科 目(ま た は選択科 目)と して開 設 され てい る、 とい う意 味 の もので あ る。

以 上 か ら判 る よ うに我 が国 の理 工 系 情 報関 連 専門 学科 の性 格 は多 くの点 で米 国及 び 英国 の 大 学 に

おけ るDepartmentofComputerScience,欧 州 各国 の大 学 にみ られ るDepartmentofInforma-

ticsと 類 似 してお り、またACM(AssociationforComputingMachinary)ま たはIEEE(ln-

stituteofElectricandElectronieE㎎ineers)の 発表 して い る カ リキ ュ ラ ム勧 告 案 の影 響 が 見

受 け られ る。(〔5〕)

2.2コ ン ピ ュータ 設 備

情 報関連 専 門 学科 では、 当 然 な が らコ ン ピ ュー タを用 いた実 験 ・演 習 を重 視 して い る。 その た め、

国立 大学 に対 しては特 に教 育 用 と して学 科専 用 に中型 コン ピュー タシス テ ムを導入 す るた め の予 算

措 置 が講 ぜ られ て きた。 そ の金 額 は 昭和47年 度 か ら昭和54年 度 までが学 科 設立 に ともな い買 取

りで1億 円で あ った が、 昭和55年 度 以 降 は新 設 またぽ 更新 に と もな って レン タル 月額300万 円

を認 め られ て い る。 レン タル方 式 に変 っ てか ら導 入 され た シ ステ ムにお い て はTSS方 式 に よって

プ ログ ラ ミング教 育 の環 境 が著 し く改 善 され て い る。 一 方、 近 年 は マイ ク ロプ ロセ ッサ、 ス ーパ ー

・ミニ コンの類 も補助 的 に多 く用 い られ、特 にハ ー ドウエ ア教 育 の面 で有効 に活 用 され は じめ て い

る。 各学 科 ・専 攻 の主 な計算 機 設 備 は 図表1.(b)に 示 されて い る。(〔3〕)

2.3卒 業 生 の進 路

情 報 系専 門学科 ・専攻 の卒 業生 の就 職 状 況 は、 理工 系 情報 学科 協 議会 の昭和55年 の調査 に よれ

ば図 表4(aト(d)の 通 りで ある。(〔6〕)

学 部卒業 生 に つい てみ れ ば約30%が コ ン ピ ュータ シ ステ ム メー カ、 コ ン ピ ュー タ関連 メー カ、

電 気 ・電 子機 器 メ ーカ に、 また同 じ く約30%が ソ フ トウエ ア業 、 情報 処理 ・情 報 提供 サ ー ビス業

に就 職 してい る。大 学 院修 了者 に つい て は、 約35%以 上 が コ ン ピュ ータ シ ステ ム メー カ、 関連 メ

ー カに就職 して い る。 また地 域 的 には 圧倒 的 に関東地 区 に 本社 を置 く企 業 が 多 い。

2.4問 題 点

上の デ ータが示 す よ うに情 報 系専 門 学 科 は専 門技 術 者の供 給 とい う量 的 側 面 にお いて は相 当 の成

果 を示 して い る とい える。 しか しそ の卒 業 生 に対 して は、 即戦 力 と して役 に立 つ とい う評価 と、専

門教 育を 受 け て きた とい って も ソ フ トウエ ア技 術 者 と して の優 位性 は短期 的 な もの に過 ぎず、 長期

的 にみれ ば他 学科 出身者 の方 が伸 び る とか、 興味 が偏 っ てい た りな ま じ コン ピュー タ教 育 を受 け て

きた た め にかえ っ て使 い に くい、 ジ ョブ ロ ーテ ー シ ョン ・人事 管理 の面 で障 害 が あ る等 々の正 反 対

の 評価 があ る。 これは特 に ソフ トウエ ア技 術 者 の ライ フサ イクル 、 キ ャ リアパ ス と も関 連す る問 題

で もあ る。 この種 の学科 ・専 攻 が卒 業生 を社 会 に送 りは じめて か ら10年 目に あた り、 初期 の卒 業

生 は既 に中堅 としての責 任 を負 うぺ き時 期 に達 してい る。 種 々の観点 か ら教 育 の成果 を評価 ・反 省

すべ き時 期 で もあ る。
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専 門学 科 は た しか に専 門 技 術者 の養成 を 目標 とす る もの では あ るが 、大 学教 育 の理 念 か らは狭 義

の職業 訓練 を 行 うので は な く、 む しろ堅固 な基 礎的 能 力の 上 に柔軟 な思 考 力 ・問題 解決能 力 ・適応

性 を持 つ人 材 を育 て る こ とに重 点 を置 くぺ きで あろ う。 たyし その際 に情 報工学 ・情報 科 学 とい う

新 ら しいdiscipli。 。 を 確立 して 、 この分 野 に 固有 の 、 もし くは この分 野 嚇 す る方法 論 と基 蜘

識 を身 につ け た技 術 者を 育 て る こ とが肝 要 であ り、 そ の た めに は如 何 な る専 門教 育 を施 すべ きかを

研 究す る こ とが 、 これ ら専 門 学科 に与 え られ た課 題 の1つ であ ろ う。

な お以 上 では昭 和45年 度以 降 に新 設 また は改組 に よ って発 足 した情 報系 専 門学 科 につ い て述 べ

た が、 い うまで もこの他 に数学 ・理 学 系、 電子 ・通 信 工学 系、 管理 ・経 営工 学 系、経 済 ・経 営 ・商

学 系 の諸学 科 にお いて も情報 処理 ・計 算機 に係 わ る教 育 の比 重が 大 きい学科 は少 な くな い。 これ ら

の中 には 上記 の情 報関 連 専 門学 科 と カ リキ ュラ ムの面 で大 きな 相異 のな い もの も少 な くはな い。 ま

た情報 処理 専 門技 術 者 の大 きな供 給 源 とな っ てい る こと も事 実 で あ る。 しか しそ の実 態 を組 織的 に

調査 す る こ とは困 難 であ るため 、 次節以 降 にその い くつ か の断 面 につい て記 述 をす るに とどめ る。
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図表1

(a)国 立大学に設置された情報関連の専門学科

理工系情報関連専門学科 ・専攻一覧

大 学 学 部 学 科 設置年月日 〒 所 在 地 電 話 番 号

1, 東 京 工 業 大 学 理 学 部 情 報 科 学 科 45.41 152東 京都 目黒区大岡山2-12-1 03-726-U11

2. 電 気 通 信 大 学 電気通信学部 計 算 機 科 学 科 45.4.1 182・ 調 布 市調 布 ケ 丘1-5-1 0424-83-2161

3. 山 梨 大 学 工 学 部 計 算 機 科 学 科 45,4」 400甲 府 市武m4-3-11 0552-52-U11

4. 京 都 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 45.4.1 606京 都市左京区 吉田本町 075-751-2111

5. 大 阪 大 学 基 礎 工学 部 情 報 工 学 科 45.4.1 560坐q」 了}if寺ヌ良t1」町1-1 06-844-II51

6. 静 岡 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 46.4.1 432浜 松 市城北3-5-1 0534-71-】171

7. 九 州 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 46.4.1 812福 岡市東区箱 崎6-10-1 092-641-1101

8. 九 州 工 業 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 46.4.1 804北 九州戸畑区 仙水町1-1 093-871-1931

9. 茨 城 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 47.4.1 316日 立市 中成 沢町4-12-1 0294-35-6101

10. 神 戸 大 学 工 学 部 シ ス テ ム 工 学 科 47.4.1 657神 戸市灘区 六甲台町 078-881-1212

11. 群 馬 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 48.4.1 376桐 生市天神町1-5-1 0277-22-3181

12. 電 気 通 信 大 学 電気通信学部 情 報 数 理工 学 科 48.4.1 182調 布 市調布 ケ丘1-5-1 0424-83-2161

13. 名古屋工業大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 48.4.1 466名 古屋市 昭和区御 器所町 052-732-2111

14. 徳 島 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 48.4.1 770徳 島市南常三 島町2-1 0886-23-2311

15. 大 分 大 学 工 学 部 組 織 工 学 科 48.4.1 870-11大 分 市且野原700 0975-69-3311

16. 東 京 工 業 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 49.4.1 152東 京都 目黒区 大岡山2-12-1 03-726-1111

17, 横 浜 国 立 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 49.4.1 240横 浜市保 土ケ谷区常盤台156 045-335-1451

18. 信 州 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 49.4.1 380長 野市若里500 0262-26-4101

19. 岩 手 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 50.4.1 020盛 岡市上 田4-3-5 0196-23-5171

20. 東 京 大 学 理 学 部 情 報 科 学 科 50.4.1 U3東 京都文京区 本郷7-3-1 03-812-2111

21. 福 井 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 50.4.1 g10福 井 市文 京3-9-1 0776-23-0500

22, 宇 都 宮 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 51.4.1 321宇 都宮市石井町2753 0286-6|-3401

23. 東 京 農 工 大 学 工 学 部 数 理情 報工 学 科 51.4.1 184小 金井市中町2-24-16 0423-81-4221

24. 筑 波 大 学 第 三 学 群 情 報 学 類 52.41 305茨 城 県新治郡桜村 0298-53-4962

25. 新 潟 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 52.4.1 95〔}-21新 潟市五十 嵐2の 町8050 0252-62-6742

26. 豊橋技術科学大学 工 学 部 情 報 工 学 系 53.4.1 440豊 橋市天伯 町字雲雀ケ 丘1-1 0532-47-0111

27. 熊 本 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 54.4.1 860熊 本 市黒髪2-39-1 0963-44-2111

28. 琉 球 大 学 工 学 部 電 子 ・情報工学 科 55.4.1 903-01沖 縄県中頭郡西原町字 千原59 09889-5-2221

29. 山 形 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 58.4.1 992米 沢 市城 南4-3-16 0235-23-1521
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情報数学、計算言語学、情報分析、離散構造、情 報計画
確率構造

論理回路設計学、記憶装置学、 ソフ トウエア基礎学、 シ
ステムプ ログラミング学、端末装置学

数理工学第一、数理工学第二、計算機械第一 、計算機械
第二、計算機械第三

情報基礎論、論理回路、計算機 システム、計算機 ソフ ト
ウエア、情報処理、情報システ ム工学

情報工学基礎論、順序機械学、計算機言語学 、情報処理
機械学、情報解析学、計算機組織学

情報基礎理論 、情報基礎技術、計算機 システム、情報 シ
ステム

情報基礎及び回路、情報系統論 、波動情報工学、情報処
理、情報機器、情報素子、計算機 ソフ トウエア

情報基礎、 システム工学、情報機器、 ソフ トウエア工学

情報基礎理論 、計算工学、情報処理技術、 システ ム工学

システム基礎 、システム設計、 システ ム解析、 システ ム
情報

情報基礎、情報応用、情報機器、情報認識

応用解析学、数値解析学、情報基礎学、計画数学

計算機数理、演算回路、情報処理、計算機器及 び応用、
計算機 システム

情報基礎工学、計画工学、 システム工学、情報応用工学、
情報処理工学

情報基礎工学 、電子計算機工学 、基礎 システム工学、応
用 システム工学

基礎情報工学、情報 システ ム、計算機 システム、 プログ
ラム工学、情報処理、情報認識

電子物性、電子回路、基礎情報工学、電子計算機、情報
システム工学

情報処理、情報基礎、情報機器、環境情報工学L情 報教
育

VAXl1/780、VAXI1/750

MELCOMCOSMO800田

MELCOM70/250

MELCOMCOSMO800田.VAX-

11/730.LSI-11/23

HITACM-240H

VA.Xll/780・VAXI1/750

VAX11/780VAX11/750

FACOM230-45S

FACOM230-45S

HITAC8350・YHP-2100S・

YHP-2108A・VAX11/730

FACOM230-38

FACOM230-38

HITAC8350

HITAC8450

FACOM230-38

FACOM230-38S・TOSBACデ ータ
システム600

FACOMM-160

HITACM-160n

ACOS77-TOSBAC600S
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講 座 名* 主 たる計算機設備

19. 岩 手 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 40
,

8 基礎情報学 、情報組織学、情報機器学、応用情報学 HITACM-150・OKITAC5(レaO

20. 東 京 大 学 理 学 部 情 報 科 学 科 15 8 4 情報基礎理論、数理 言語学、計算機実験学、情報検索基 HITAC8700・RAMDA16・MAP

礎論 16・DS990・ グ ラフ ィカM-803

21. 福 井 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 40 8 情報工学基礎、演算工学、情報処理、情報機器 MELCOMCOSMO-700n

22. 宇 都 宮 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 40 8 情報コ二字基礎ミ情報機器、情報処理、計算機器及び応用 ACOS600S,

23, 東 京 農 工 大 学 工 学 部 情 報数理 工学 科 40 8 情報基礎学、計算工学、情報機器学、管理情報学 ACOSシ リーズ77・TOSBACシ ステム600

24. 筑 波 大 学 第 三 学 群 情 報 学 類 80 8** 情報科学 ・情報工学 の諸分野、講座制に よらない(教 官 HITACM-170他

現 員 教 授15、 助教 授13、 講 師16、 助 手4)

25. 新 潟 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 40 8 生体情報、情報処理、情報伝送、情報機器 . MELCOMCOSMO-700皿

26. 豊橋技術科学大学 工 学 部 情 報 工学課 程
*50*㌔o 計算機工学、情報処理工学、情報 システム工学(大 講座 MELCOMCOSMO-700n

制 教官現員 教授6、 助教授 ・講師10、 助手6)

27. 熊 本 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 40 8 情報処理機器、情報処理工学 、計算機 工学、情報素子工
学

FACOMM160F

28. 琉 球 大 学 工 学 部 電 子 ・情 報工 学 科 40 8

w

電子 ・情報基礎、情報処理、電子系統、電子機器 FACOMM-160F・PFU1200

29, 山 形 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 40 情報システム、情報処理(学 年進行中)

*教 官定員は標準的 には1講 座 あた り教授1助 教授1助 手1(博 士課程 を置 く場合は2)で ある。例外的 なものは表中 に示 してある。

**5年 一貫制、他に特別修士(修 士課程2年 間のみにて修了)若 干名

***1・2年 は10名(高 専卒業生 を3年 次に編入)
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(b)国 立大学に設置された情報関連の新方式の大学院

大 学 研 究 科 専 攻 設置年月日 〒 所 在 地 電 話 番 号

1. 東 京 大 学 大学院 工 学 系 研 究 科 情報工学専門課程 47.4.1 113東 京都 文 京区 本 郷7-3-1 03-812-2111

2. 東京工業大学 大学院 総合理工学研究科 物理情報工学専攻 47.4.1
・

227横 浜 市緑 区 長津 田4259 045-922-1111

3. 北 海道 大 学 大学院 工 学 研 究 科 情 報 工 学 専 攻 48.4.1 060札 幌 市北 区13条 西8丁 目 011-711-2111

4. 東 北 大 学 大学院 工 学 研 究 科 情 報 工 学 専 攻 48.4.1 980仙 台市荒巻字青葉 0222-22-1800

5. 名 古屋 大 学 大学院 工 学 研 究 科 情 報 工 学 専 攻 48.4.1 464名 古屋市千種区不老町 052-781-5111

6. 東京工業大学 大学院 総合理工学研究科 システム科学専攻 50.4.1 152東 京 都 目黒区 大 岡山2-12-1 03-726-1111

7. 九 州 大 学 大学院 総合理工学研究科 情報システム学専攻 54,4.1 816春 日市 大 字 春 日字 坂 木33 092-573-9611

(c)私 立大学に設置 された情報関連の専門学科 ・専攻

大 学 学 部 学 科 〒 所 在 地 電 話 番 号

1. 金沢工業大学 工 学 部 情 報処 理 工学科 45.4.1 921石 川県石川郡野々市町扇が丘7-1 0762-48-1100

2. 京都産業大学 理 学 部 計 算機 科学 科 45.4」 603京 都市北区上賀茂本山 075-701-2151

3. 玉 川 大 学 工 学 部 情報通信工学 科 47.4.1 194東 京都 町 田市 玉 川 学園6-1-1 0427-28-3100

4. 東 海 大 学 理 学 部 情 報数 理 学 科 49.4.1 259-12平 塚 市 北 金 目1117 0463-58-1211

5. 東 洋 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 5L4.1 350川 越市 鯨井2100 0492-31-1211

6、 東京理科大学 理 工 学 部 情 報 科 学 科 51.4.1 278野 田市 山崎東 亀 山2641 0471-24-1501

7. 豊田工業大学 工 学 部 制御情報工学 科 56.4.1 468名 古屋 市 天 白区 久 方2-12-1 052-802-1111

8. 相模工業大学 工 学 部 情 報 工 学 科 52.4.1 251藤 沢 市辻 堂 西海 岸1-1-25 0466-34-4111
・

9. 成 績 大 学 大学院 工学 研 究 科 情 報 処 理 専 攻 47.3.30 180武 蔵野 市吉 祥寺 北 町3-3-1 0422-51-5181
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(b)つ づ き
学生定 員(学年当り) 講 座 名 主たる計算機設備

大 学 研 究 科 専 攻
修士課程 博士課程

1. 東 京 大 学 大学院 工 学 系 研 究 科 情報工学専門課程 23 10 情報処理工学 ・情報機器学 ・情報 システ ム工学 ・計数工
学第二 ・電子工学 第六 ・産業機械第四 ・都市工学 第四

FACOM230-38

2. 東京工業大学 大学院 総合理工学研究科 物理情報工学専攻 34 12 応 用計数学 ・基 礎物理 情報学 ・演算工学 ・情 報像計測 ・

印写像光学 ・情 報 システ ム ・情報処理機構 ・応用画像

FACOM230-38S

3. 北 海 道大 学 大学院 工 学 研 究 科 情 報 工 学 専 攻 25 11 情報数 理工学第一 ・情報 システム工学 ・情報処理工学 ・

情 報科学 ・交通計画学 ・自動制御 工学 ・系統工学 ・演算

ECLIPSES200

工学 ・電子機器工学 ・精 密機器学 第一 ・電気回路学 ・応

用制御工学 ・電波伝送工 学 ・応用光学 ・放射線 源工 学 ・

応用電気研究所感覚情報工学部門

4, 東 北 大 学 大学院 工 学 研 究 科 情 報 工 学 専 攻 27 12 情報 伝送処理工学 ・システ ム工学 ・計 算機 工学 ・電気制

御学 ・情 報処理工学 ・情報機器工学 ・電子回路工学 ・自
動制 御学 ・機械制 御学 ・情報理論 ・プログ ラム体 系

FACOM230-38S・PANAFACOM
-U300

5. 名古 屋 大学 大学院 工 学 研 究 科 情 報 工 学 専 攻 23 10 計算機言語学 ・算法工学 ・情 報処理工学 ・機械制御 及び

制御機器 ・演算 システム工学 ・プ ロセス シス テム工学 ・

FACOM230-38

構造力学

6. 東京工業大学 大学院 総合理工学研究科 システム科学専攻 24 9 シ ス テ ム理 論 ・シ ス テ ム 制 御 ・シス テ ム マネー ジメン1・

シ ス テ ム解 析 ・生 産 シス テ ム ・化 学 プ ロ セ ス シス テ ム

MELCOMCOSMO700田
TSS回 線73回 線

7. 九 州 大 学 大学院 総合理工学研究科 情報システ群 専攻 20 9 情 報認識 ・情報伝送 ・情報組織 ・情 報言語 ・情報モデ ル
論 ・情 報検索論 ・情報機能素子

llAITAC-M24011

(c)っ づ き

学生 員(学 年 当り)

大 学 学 部/研 究科 学科/専 攻 学部
修士
課程

博士
課程

講 座 名 主たる計算機設備

L 金沢工業大学 工 学 部 情報処理工学 科 160 10 5 情報 基礎 学 ・情 報処理学 ・情報管理工学 ・情 報 システ ム
工学 ・計 算機 回路 ・計算機ハ ー ドウエア ・計算機 ソフ ト

IBM4341×2

ウエア ・情報機器応用

2. 京都産業大学 理 学 部 計 算 機 科 学 科 40 情報科学 ・情報処理 ・数理科 学 ・システ ム科学 ・システ
ム設計 ・計算機通信

DECSYSTEM20・FACOMM180

11-Al)

3. 玉 川 大 学 工 学 部 情報通信工学 科 50 情 報理論 ・情 報処 理 ・制 御工学 ・通信工学
田M4331皿

4. 東 海 大 学 理 学 部 情 報 数 理 学 科 80 基 礎論 ・離散系の数学 ・計算論 ・代 数、解析、力学系 ・
確率 ・統計

NOVAモ デンレ02/30・M220V・M243V・PC
8000・P(】B800・PC9800・N-・5200・APPLE

皿・DSC80ZA

5. 東 洋 大 学 工 学 部 情 報 工 学 科 80 情報通信 ・情報回路 ・情 報計画 ・情報組織 ・数理工学 ・
情報理論 ・計算機組織 ・論 理設計

MELCOM-COSMO-700田/MP

6. 東京理科大学 理 工 学 部 情 報 科 学 科 80 16 12 情報数学部 門 ・人工知能 部門 ・情報 システム部門 ・デー
タ解析 部門 ・数値解析部門 ・言語理論 部門 ・ソフ トウエ教授6

、助ア科学部門(講 座制 によらない、 教員現員

IBM4341・NEAC3200/70・

PI)Pll/60・ マイコン

教授 ・講師6)

7. 成 績 大 学 大学院 工 学 研 究 科 情 報 処 理 専 攻 8 4

燈 籠 畿普瀞 讃鱗 オ議:〈る議
MELCOM-COSMO-700皿 ・

FACOM-Ml40

2、 助 手11)



図表2-S1東 京工業大学理学部情報科学科

第3学 期 第4学 期

◎情報数学第一

◎計 算 機 実 験

○確率と統計第一

〇情報処理概論(理)

○プログラム言語第一

解析概論第一

0

1

0

0

0

0

一

一

一

一

一

一

1

0

1

0

1

1

一

一

一

一

一

一

4

0

2

2

2

2

○情報数学 第二

〇確率と統計第二

〇数値解析第一

〇プログラム言語第二

◎情報科学演習第一

◎情報科学実験第一

解 析概論第二

0

0

0

0

0

1

0

一

一

一

一

一

一

一

1

1

0

0

2

0

1

一

一

一

一

一

一

一

4

2

2

2

0

0

2

第5学 期 1 第6学 期

○情報数学 第三

〇組 合 せ 理 論

○情報理論第一

〇計画数学第一

〇ゲーム理論第一

数値解 析第二

〇情 報 構 造

◎情報科学演習第二

◎情報科学実験第二

0

0

0

0

0

0

0

0

2

一

一

一

一

一

一

一

一

一

1

1

0

1

0

0

0

2

0

一

一

一

一

一

一

一

一

一

2

2

2

2

2

2

2

0

0

情報数学第四

〇情報理論第二A

O情 報理論第二B

O計 画 数学第二

〇ゲーム理論第二

〇デ ー タ 解 析

○計算の理論第一

〇システムプログラム

○コンパイ ラー

○情報科学演習第三

〇情報科学実験第三

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

=

=

=

=

一
=

0

0

0

0

1

0

1

0

0

2

0

一
=

=

=

=

=

2

2

2

2

2

2

2

2

2

0

0

第7学 期 第8学 期

パターン認識

人 工 知 能

計算の理論第二

計算機システム論

情報理論の応用

関数方程式第一

0

0

0

0

0

0

一

一

一

一

一

一

〇

〇

〇

〇

〇

〇

一

一

一

一

一

一

2

2

2

2

2

2

◎情報科学 コロキ ウム第一 〇-1-0

卒 業 研 究4

情報数学特選講 義2-0-O

ORの 理 論2-0-0

確率過程論第二2-O-O

◎ 情報科学 コロキウム第二 〇・-1-0

卒 業 研 究4

卒業の要件

◎印の科目 必修

○印の科 目の修得単位数合計30単 位以上

専門教育科目の総修得単位数70単 位以上
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図表2-S2京 都産業大学理学部 計算機科学科

計 算 機 科 学 科 開講 専 門教 育科 目

区" 週 単 配 当 必 修
科 目 名 時 期 間 備 考

分 数 位 学 年 選択別

微 分 積 分 学1 4 通 年 6 1 必 修

代 数 学 お よ び 幾 何 学1 4 〃 6 1 〃

数 理 物 理 学1 2 通 年 4 1 必 修

計 算 機 言 語 概 論 2 〃 4 1 〃

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習1 4 〆 4 1 〃

共
計 算 機 数 学1 2 〃 4 1 選 択

計 算 機 科 学 通 論 2 〃 4 1 〃

ソ フ ト ウ ェ ア 論 2 通 年 4 2 必 修

ハ ー ド ウ エ ア 論 2 〃 4 2 〃 o

通 数 値 計 算 法 2 〃 4 2 〃

ア セ ン ブ ラ 演 習 2 〃 2 2 〃 57年 度以前入学者に適用

微 分 積 分 学H 2 〃 4 2 選 択

代 数 学 お よ び 幾 何 学 皿 2 〃 4 2 〃

科 数 理 統 計 学 2 〃 4 2 〃

微 分 方 程 式 論 2 〃 4 2 〃

数 理 物 理 学 皿 2 〃 4 2 〃

数 理 物 理 学 皿 2 〃 4 2～4 〃

数 理 物 理 学IV 2 〃 4 2～4 〃

目
プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 皿 4 〃 4 2 〃 59年 度 よ り開講

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 皿 2 〃 2 2 〃

計 算 機 数 学H 2 〃 4 2 〃

外 国 書 講 読n 2 〃 2 2 〃

外 国 書 講 読 皿 2 通 年 2 3 選 択

情
ア ル ゴ リ ズ ム 論1 2 通 年 4 3

選 択
必 修

コ 報 言 語 理 論1 2 〃 4 3 〃

|
科
学 計算機科学特別研究1 2 〃 4 3 〃

ス (IS) ア ル ゴ リ ズ ム 論 皿 2 〃 4 4 〃

コ

別 | 言 語 理 論 皿 2 〃 4 4 〃

科' ス
計算機科学特別研究H 2 〃 4 4 〃 一

目 情(IP

報 コ
システムプ ログラム論1 2 通 年 4 3 選 択

必 修
処1 計 算 機 構 成 論1 2 〃 4 3 〃

理 ス
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区

分
科 目 名

週
時
数

期 間
単

位

配 当

学 年

必 修

選択別
備 考

情 計算機科学特別研究1 2 通 年 4 3
選 択必 修

報
処 システムプログ ラム論H 2 〃 4 4 〃

理
(IP) 計 算 機 構 成 論H 2 〃 4 4 〃

エ 計算機科学特別研究H 2 〃 4 4 〃

シ ス テ ム 理 論1 2 通 年 4 3
選 択
必 修

ζ 数 理 計 画 論1 2 〃 4 3 〃

コ z 計算機科学特別研究1 2 〃 4 3 〃

科
学 シ ス テ ム 理 論H 2 〃 4 4 〃

(SS)
コ 数 理 計 画 論 皿 2 〃 4 4 〃

1 ム 計算機科学特別研究H 2 〃 4 4 〃

選 択
数 値 解 析 学1 2 通 年 4 3

必 修
数
理 数 理 解 析 学1 2 〃 4 3 〃

ス 科
学

o

計算機科学特別研究1 2 〃 4 3 〃

(MS)
コ

数 値 解 析 学 皿 2 〃 4 4 〃

| 数 理 解 析 学 皿 2 〃 4 4 〃

別
ス

計算機科学特別研究H 2 〃 4 4 〃

シ 情 報 管 理 学1 2 通 年 4 3
選 択
必 修

2年生で履修可

; デ ー タ ベ ー ス 論1 2 〃 4 3 〃

科
義 計算機科学特別研究1 2 〃 4 3 〃

計

(SI) 情 報 管 理 学H 2 〃 4 4 〃 3年 生で履修可

目 〒
ス

デ ー タベ ー ス 論 皿

計算機科学特別研究H

2

2

〃

〃

4

4

4

4

〃

〃

通 信 科 学1 2 通 年 4 3 選 疹
計
算

通 信 工 学1 2 〃 4 3 〃

機 計算機科学特別研究1 2 〃 4 3 〃

通
信 通 信 科 学H 2 〃 4 4 〃

(CC)
コ

通 信 工 学 皿 2 〃 4 4 〃

| 計算機科学特別研究H 2 〃 4 4 〃

ス

特 シ ス テ ム 設 計 2 通 年 4 3～4 選 択

別
講 生 物 情 報 論 2 〃 4 3～4 〃 集中講義

義 計 算 機 シ ス テ ム 論 2 〃 4 3～4 〃 集中講義
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o

区

分㍉
情 報 科 学

IS

情 報 処 理

1P

システム科学

SS

数 理 科 学

MS

システム設計

SD

計算機通信

CC

系

列
A

3年
アルゴ

リズム論1

システム
プログラム論1

システム

理 論1

数値
解析学1

情報
管理学1 通信科学1

4年 同o 同 ‖ 回 目 同1 1司1 同1

系

列
B

3年 言語理論1 計算機
構成論1

数理
計画論1

数理
解析学1

デLタ
ベー ス論1 通信工学1

4年 同1 同o 岡1 同1 同` 同1

特
別
研
究

3年 計 算機 科 学 特 別 研究1

4年 計 算機 科 学 特 別 研究8

履 修規 程

〔1)計 算 機 科 学科 に は 次に 示す6つ の コ ースが あ り、 そ れぞ れ の コース に 「コース別科 目」 が設 け ら

れ て い る。 各 コー ス に、3・4学 年 配 当 の2系 列(Aお よびB)の 専 門科 目と、計 算 機科 学 特別 研

究1(3学 年配 当)お よび計 算機 科 学特 別 研 究 皿(4学 年配 当)が 定 め られ てい る。 シス テ ム設計

(SD)コ ース は 昭和55年 度 シス テ ム分 析(SA)コ ースの 名称 を変 更 した もの であ る。 従 っ て以 下

の履 修規 定 の適 用 に あた っては 昭和55年 度 以 前の システ ム分 析(SA)コ ース は総 て シス テ ム設計

(SD)コ ース と して読 み 変 え る もの とす る。

これ らの コ ース別 の他 に各 コース に共通 な 「共通 科 目」 、 お よび 「特 別 講義 」が定 め られ て い る。

(以 下省 略)
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O

東海大学理学部情報数理学科図表2-S3

必 単

授 業 科 目 名 選 位 備 考

別 数

制 御 理 論 × 4

力 学 系 論 × 4

非 線 形 論 × 4

組 合 せ 理 論 × 4

数 値 解 析 × 4

応 用 プ ロ グ ラ ム × 4

確 率 論II × 4

数 理 科 学 特 論

情 報 ・ 計 算 持 論

確 率 ・ 統 計 特 論

×

×

×

2～4

2～4

2～4

1ナ ンバ ー は1～X
F

」34年 次

数 理 科 学 実 習B × 2

数 理 科 学 研 究

数 理 科 学 講 究

㊦

㊤

6

6

r}

・単位選択必修

教 育 数 学 ※ 4

測 量 ※ 2 3・4年 来

「
'

留 学 生 用

項 目 単位数

教 養 44

基 礎 教 育 12

専 門 必 修 40

専門選択必修 8

専 門 選 択 34

卒 業単位数 133
一

別

音

修

択

数

.
年

数

必

選

礎

案

教

善

事

専

専

卒

× 選択

※ 随意

○ 必修

⑧ 選択必修

必 単

授 業 科 目 名 選 位 備 考

別 数

代 数 学 序 論 ○ 4

幾 何 学 序 論 ○ .4

解 析 学 序 論 ○ 4

基 礎 の 数 理 × 2 前期 または後期

計 算 機 ○ 4

代 数 学1 × 4

幾 何 学1 × 4

解 析 学1 ○ 4

解 析 ・ 学'II ○ 4

関 数 論 × 4

位 相 数 学 × 、4

組 合 せ 数 学 × 4

情 報 と 計 算1 b 4

情 報 と 計 算II O 4

・ア ル ゴ リ ズ ム × 4

確 率 論1 ○ 4

統 計 学1 ○ 4

代 数 学n × 4

幾 何 学II × 4

微 分 方 程 式 論 × 4

応 用 解 析 学 × 4

関 数 解 析 × 4

数 学 基 礎 論 × 4

グ ラ フ 理 論 × 4

計 算 論 × 4

言 語 と オ ー ト マ ト ン × 2

組 合 せ ア ル ゴ リ ズ ム × 2

オペ レー ティングシス テム × 4

統 計 学II × 4
、

数 理 科 学 実 験1 ㊦ 2

数 理 科 学 実 験 『II ⑧ 2

数 理 科 学 実 験m ⑭ 2 ・2単 位選択必修

数 理 科 学 演 習1 ⑭ 2

数 理 科 学 演 習II ⑧ 2

数 理 科 学 演 習m ⑭ 2 '

数 理 科 学 実 習A X 2

'
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図表2-T1電 気通信大学電気通信学部 計算機科学科

必修

選択

の別

授 業 科 目

単

位

数

必

修

科

.

目

電 磁 気 学 4

電 子 計 算 機 通 論 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 通 論 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 4

論 理 設 計 学 4

数 値 解 析 学 4

計 算 機 数 学 2

計 算 機 数 学 演 習 1

計 算 機 実 験 第 一 3

計 算 機 実 験 第 二 3

計 算 機 実 験 第 三 3

輪 講 第 一 1

輪 講 第 二 1

卒 業 研 究 6

計 40

選

択

科

目

電 子 工 学 4

記 憶 装 置 学 2

周 辺 機 器 論 2

オペレーテ ィングシステム論第一 2

オペレーテ ィング システム論第 二 2

デ ー タ 構 造 論 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 論 2

コ ン パ イ ラ 構 成 論 2

情 報 理 論 2

オ ー ト マ ト ン 理 論 2

言 語 理 論 2

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 論 2

計 算 機 設 計 特 論 2

計 算 機 科 学 特 論 第 一 2

必修

選択

の別

授 業 科 目

単

位

数

選

択

科

目

計 算 機 科 学 特 論 第 二 2

計 算 機 科 学 特 論 第 三 2

計 算 機 科 学 特 論 第 四 2

関 数 論 2

応 用 解 析 学 2

線 形 代 数 学 第 二 2

応 用 代 数 学 2

統 計 数 学 4

量 子 物 理 学 第 一 2

量 子 物 理 学 第 二 2

電 子 デ バ イ ス 第 一 2

集 積 回 路 工 学 2

制 御 工 学 第 一 2

制 御 工 学 第 二 2

シ ス テ ム 工 学 第 一 2

シ ス テ ム 工 学 第 二 2

人 間 ・工 学 2

オ ペ レ ー シ ョン ズ ・ リサ ー チ 4

特 許 管 理 2

地 学 第 三 2

地 学 第 二 2

現 場 実 習 2

計 78

合 計 118

自

由

科

目

測 量 概 論 2

応 用 幾 何 学 2

職 業 指 導 4

計 8

総 計 126

(備 考)

1.卒 業 の ため に は必修 科 目 と選 択科 目を通 じ76単 位以 上取 得 の こ と。
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図表2-T2京 都大学工学部情報工学科

第2学 年 第3学 年 第4学 年

科 目 名

毎 週
時 数 単

位
科 目 名

毎 週
時 数 単

位
科 目 名

毎 週
時 数 単

位前1後前1後 前1後

必 修 科 目 必 修 科 目 必 修 科 目

情 報 工学 プ ログ ラ ミ
ング実 習

{2) 1 摩 工学鎌 及躍 (9) 3 特 別 研 究 通年 5

璽 工喉 験及演習
(9} 3 情報工学 セ ミナー第二 (3) 1

情報工学 セ ミナー第一 {3} 1

選 択 科 目 選 択 科 目 選 択 科 目2

情 報 工 学 序 説 2 2 工業 数 学A第 一 2 2 4 ア ル ゴ リ ズ ム 論 2 2

電 気 回 路 第 一 2 2 工 業数 学A第 二 2 2 情 報 処 理 論 第 二 2 2

工 業 力 学 第 二A 2 2 情 報 シ ス テ ム第 二 2 2

情 報 理 論 2 2 通 信 ・計 測 システ ム 2 2

論 理 回 路 第 一 2 2 数 値 解 析 第 二 2 2

論 理 回 路 第 二 2 2 グ ラ フ 理 論 2 2

計 算 機 の 構 成 2 2 応 用 現 代 数 学 2 2

計 算 機 シ ス テ ム 2 2 パ ル'ス 回 路 2 2

プ ログ ラ ミング言語 2 2 固 体 物 理 2 2

システムプ ログラム第 一 2 2 半 導 体 工 学 2 2

システ ム・プログラム第 二 2 2 通 信 方 式 2 2

情 報 処 理 論 第 一 2 2 電気計測工学第一 2 2

情 報 シ ス テ ム 第 一 2 2

数 値 解 析 第 一 2 2

確 率 と 統 計 2 2

オ ペ レ ー シ ョン ズ ・

リサ ー チ
4 4

制 御 工 学 第 一 2 2

v'マ.

電 気 回 路 第 二 2 2

電 子 回 路 第 一 2 2

電 子 回 路 第 二 2 2

教養部の自然科学系一般教育科 目のうちから30単 位以上、第二学年に配当された専門教育科目及

び 上表 中 の もの か ら57単 位(内 必 修13単 位)以 上、 あ わせ て96単 位 以 上 にな る よ う修 得 しな

ければ な らな い。
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図表2-T3徳 島大学工学部情報工学科

主 事攻 科 目

授 業 科 目

単位数

授 業 科 目

単位数

授 業 科 目

単位数

必

修

選

択

必

修

選

択

必

修

選

択

工 業 物 理 学 第1 2 情 報 基 礎 工 学 第2 2 確 率 過 程 論 第2 2

工 業 物 理 学 第2 2 確 率 過 程 論 第1 2 情 報 処理 工学 第1 2

工 業 物 理 学 実 験 (1) 電 子 回 路 2 情 報 基 礎 工学 第3 2

工 業 物 理 学 演 習 (D 情 報 工 学実 験 第1 (1) 計 画 工 学 第3 2

力 学 2 情 報工 学 実 験 第2 (1) 計 画 工 学 第4 2

工 業 数 学 第1 2 計 画 工 学 第2 2 シ ス テ ム 工 学 第3・ 2

工 業 数 学 第2 2 情 報 回 路 2 ソ フ トウ ェア工学 第2 2

工 業 数 学 第3 2 工 業 計 測 概 論 2 情 報処理 工 学 第2 2

工 業 数 学 演 習 ω 電 子 計 算 機 実 習 (1) システ ム ・シ ミュレー シ ョン 2

工業 数 学 持 論 第1 1 卒 業 研 究 (5) 情報工学特別講義第1 1

工業 数 学特 論 策2 1 応 用 力 学 2 情報工学特別講義第2 1

確 率 統'計 学 2 プログ ラミング言語 第1 2 情報工学特別講義第3 1

数 値 解 析 2 情 報 基 礎 工 学 第1 2 情報 工 学 英文 輪 講 (2)

電 子 計 算 機 概 論 2 シ ス テ ム 工 学 第2 2 労 務 管 理 1

電 気回路 理 論 第1 2 計 算 機 工 学 第1 2 生 産 管 理 1

電 気 回路 理 論 第2 2 プログ ラミング言 語第2 2 工 業 経 済 1

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 (1) 情 報 伝 送 工 学 2 職 業 指 導 4

製 図 (1) 計 算 機 工 学 第2 2

計

±

」

竿

三
)

9

よ

王

二
)

シ ス テ ム 工 学 第1 2 言 語 理 論 2

半 導 体 ・電 気 材 料 2 シ ス テ ム 設 計 実 習 (1)

計 画 工 学 第1 2 ソフ トウ ェア工学 第1 2

情 報 工学 科 の学 生 は一 般教 育 課程 の科 目の他 に専 門教 育科 目の

必 修科 目44単 位 と選 択科 目を主 専 攻科 目の中 か ら27単 位 以

上、 副専 攻科 目 のい ずれ か一 つ の コ ース の中 か ら12単 位 以 上

修 得 せ ねば な らな い。

副専 攻 科 目

土 木 系 関 係 科 目(コ ース) 22単 位 中12単 位以 上

機 械 系 関 係 科 目(コ ース) 20単 位 中12単 位以 上

化 学 系 関 係 科 目(コ ース) 17単 位 中12単 位 以 上

電 気 系 関 係 科 目(コ ース) 18単 位 中12単 位以 上

一 般応 用 関 係 科 目(コ ー ス) 16単 位 中12単 位以 上

一51一



図表2-T3徳 島大学工学部情報工学科

副 専 攻

土 木 系 関係 科 目(コ ース) 機 械 系 関 係科 目(コ ース)化 学 系(化 学 工学 科)関 係 科 目(コ訊)

授 業 科 目

単位数

授 業 科 目

単位数

授 業 科 目

単位数

選

択

選

択

選

択

構 造 力学1'同 演 習1 2(1) 工 業 材 料 第1 2 工業 物 理 化 学 第1 2

構造 力学2・ 同 演習2 2(1) 機 構 学 2 工業 物 理 化 学 第2 2

水 理 学1 2 機 械 力 学 第2 2 工 業 反 応 速 度 論 2

水 理 学2 2 機 械 工 作 2 移 動 現 象 論 2

土 木 計 画 理 論1 2 機 械 設 計 第1 2 単 位 操 作 第1 2

土 木 計 画 理 論2 2 精 密 測 定 2 材 料 力 学 1

水 文 学 2 伝 熱 工 学 第1 2 材 料 力 学 演 習 (1)

環 境 衛生 工 学 第1 2 流 体 力 学 第1 2 材 料 科 学 2

環 境衛 生 工学 第2 2 応 用 流 体 力 学 2 機 械 設 計 学 1

交 通 計 画 2 エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学 2 化 学 装 置 工 学 1

、

計

9

A

三
二
)

計

き

4
0

機 械 工 学 概 論 1

計

二

⊥

宰
二
)

電 気 系 関係科 目(コ ース)一 般応 用 関 係科 目(コ ース)

授 業 科 目

単位数

授 業 科 目

単位数

選

択

選

択

電 気 機 器 基 礎 論 2 教 育 情 報 工 学 2

電 気 機 器 第1 3 経 営 工 学 概 論 2

制 御 要 素 概 論 1 多 変 量 解 析 2

発 変 電 工 学 2 環 境 情 報 工 学 2

エネ ル ギ ー工学 基礎 論 2 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 2

電 力 系 統 工学 第1 2 生 体 情 報 工 学 2

光 伝 送 工 学 1 経 営 情 報 処 理 2

通 信 応 用 工 学 2 人 間 工 学 2

電 動 力 応 用 2

計

三

』
o

電 気 工 学 実 験 (1)

計

三

⊥

‡
つ
)
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一

切
ω

1

電気 ・情報工学課程
図表2-T4東 京工業大学工学部情報工学科

。ぷ[第1学 期第2学 期 第3学 期 第4学 期 第5学 期 第6学 期 第7学 期 第8学 期

基礎電気数学第一 基礎電気数学第二 電気数学第一2-0-0 電気数学第二2-0-0 組合せ情報数学
2-0-0 2-0-0

数値計算法2-0-0
2-0-0

1 交 電
統計学概論第一

2-0-0
量子論第一2-0-0

電気計測第二2-0-0

気 電気磁気学第二 量子論第二2-0-0

(基 礎) 流 磁 2-1-0

気 電気言f測第一2-0-0

回 学
振動 ・波動論2-0-0

2 路

第
一 電気物学第一2-0-0 電子要素第一2-0-0 光 電 工 学2-0-0 集 積 回 路2-0-0 量子電子工学2-0-0

(デバイス)
2-1-0 2-1-0

電気物性第二2-0-0 電子要素第二2-0-0

電気物性第三2-0-0

電気機器学第一 電気機器学第二 電力工学第二2-0-0 電気機械設計及び製図 電気法規及び施設管理
2-0-0 2-0-0

系 統 工 学2-0-0
1-0-1 1-0-0

電力工学第一2-0-0 火力及び水力原動機 発変電所持論
3 2-0-0 1-0-0

(電力・機器)
電 機 制 御2-0-0

高電圧 ・放電物性 、

2-0-0

原話 翠概論}=8=⑪
回路理論第一2-1-0 回路理論第二2-0-0 電子回路第一2-1-0 光伝送工学2-0-0 通信網工学2-0-0

4

(回 路・通信)

通 信理 論2-0-0 電磁波第一2-0-0
回路理論 窮三2-0-0

子回路 窮二2-0-0
音響振動2-0-0

電波工学及び電波法
2-0-0

方 式2-0-0
波蘭二2-0-0

情報処理概論第一(電) 情報処理概論第二(電) 計算機構成2-0-0 情報処理論2-0-0 シ ミ昌 レーシ.ン 工学'2 -1-0 2-0-0
データ構造2-0-0 計算機 システム

2-0-0

5

(情 報)

スイッチング回路理論
2-0-0

オートマ トンと言語
2-0-0 計算機言語2-0-0

アセンブラ言語2-0-0

2-0-0

情報解析学2-0-0

オペ レーテ ィングシステム

図 形 認 識2-0-0

データベース工学
2-0-0

2-0-0 データ通信2-0-0

コ ンパ イ ラー2-0-0

6
(工学一般) 材料力学概論2-0-0 一般機械工学2-0-0

自動制御概論2-0-0 工 業 経 営2-0-0 品 質 管 理 .1-0-1

7 ◎電気工学実験第一 ◎電気工学実験第二 ◎電気工学実験第三 ◎電気工学実験第四 卒 業研 究6
0-0-1 0-0-2 0-0-2 0-0-2

(実験 ・実
習 ・卒業研究)

◎プログラム実習第一
〇-0-1

電気現業実習0-0-1

◎プログラム実習第二
〇-0-2

◎情報工学爽験0-0-2

卒業 研究2

(注)情 報処理概論第一(電)を 修得した者に対しては他学科の情報処理概論の単位は修{9単 位と認められない.

電気 ・情報工学課程は.電 気 ・電子工学科,電 子物理工学科,情 報工学科

に属する者が履修する課程であって,エ ネルギー発生,電 子機器工業,電 力

事業.電 気通信事業,情 報産業あるいは一般産業の分野で仕事 を す る技術

者,研 究者及び広義の電気 ・情報工学に関する教育者を養成することを目的

とする。

電気 ・情報工学課程を履修する者は,卒 業までに

付表中の◎印の科目から6単 位以上

付表中の◎印以外の科目か ら62単位以上(卒 業研究8単 位を含まなければ

ならない)

を修得 し,専 門教育科目の合計が76単位以上でなければならない。



図表2-T5東 洋大学 情報工学科教育課程表

区 第1年 次 第2年 次 第3年 次 第4年 次

分
授 業 科 目

単位
前後 授 業 科 目

単位
前後 授 業科 目

単位
前後 授 業科 目

単位
前後

哲 学4歴 史 学4論 理 学4
一 人文
般 文 学 4倫 理 学4 日 本 思 想4

一 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー 一 一 一 一一 一 一 一
教

経 済 学4社 会 学4法 学(含憲法)4
育 社会
科 心 理 学4政 治 学4
目 ____L__

閻 自然 生 物 学4地 学 4 天 文 学 4 科 学 史 4

外
英 英 語IA 2 英 語HA 2

国 語 英 語IB 2 英 語nB 2

語 独 独語 初 級A 2 独 語 中級A 2

o⑳
語 独語 初 級B 2 独 語 中級B 2

保 実技 体 育実 技1 1 体 育 実 技 皿 1

馨菖
講

義
保健体育理論 2※2

微分積分学1 2

微分積分学H 2

基
必

修
代数学および幾何

学
2

礎 物理学通論1 2

教 科
物理学通論皿 2

育 目
物理 学実験 1

科 ω

目
化 学通 論1 2

個 化 学 実 験 1

選科 化 学 通 論 皿 2

択 目
12) 図 学 2

物 理 学 演 習 1 英 語H 2 独 語 中 級 2 仏 語 初 級 2

自由科目
化 学 演 習 1 英 語 皿 2 独 語 上 級 2 仏 語 中 級 2

備 考1※ 印 は 「また は」 の意 味 で組 編 成 に よ り前 後期 が決 定 す る。

H選 択 必修 科 目の基 準(34単 位)を 上回 って取 得 した単 位 は選 択 科 目 とし て計算 す る。

皿 実験 、演 習科 目の 履修 には 、 そ れ以 前 の年 次 の実 験 、 演習 科 目の単 位 を取 得 して い る こ とを

条 件 とす る。
IV「 卒 業研 究 」 の着 手 は4年 次 で あ るが 、 次 の基準 を満 して いな けれ ばな らな い。

1.一 般教 育科 目につ い ては 、16単 位以 上取得 して い るこ と。

2.外 国語 ・保 健 体 育 ・基 礎 教 育科 目につ いて は 、卒 業 に必要 な単 位(32単 位)を すべ て取

得 してい る こ と。
3.専 門教 育科 目につ い て は、学 科 の定 め る1～3年 次配 当 の 必修 ・選 択 必修 お よび選 択 科

目の取 得 単位 の合計 が60単 位以 上で ある こ と。 また、必 修 科 目は17単 位 以 上 ・選 択
必修 科 目は20単 位以 上取得 し、 さ ら に3年 次 まで の実験 科 目をす べ て取 得 しa・ ること。
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区 第1年 次 第2年 次 第3年 次 第4年 次

分
授業 科 目 単位 授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位 授 業科 目 単位

必 計算機工学1 2 応用解析学1 3 情報工学演習 2 情報工学実験皿 1

修 計算機工学H 2 プログ ラム演習 2 情報工学実験1 2 情報工学輪講 4

科
目 電気回路概論 3 情報基礎実験 2 情報工学実験II 2 卒 業 研 究 4

⑳

場 の理 論1 2 線形代数学 3 応用解析学皿 2 計算機構成論 2

専 論 理 回 路 2 情 報 理 論 2 シ ステ ム工 学 2

選
標 準 言 語 2 数値計算法 2 情報産業総論 1

択
回 路 解 析 3 論理 設計n 2 産学協同実習 1

門
必

応用解析学H 3 デ ー タ構造 論 2

修
論 理 設 計1 2 応用統計学1 2

科
アセンブリ言語 2 シ久テムプロクラム 2

教 目

能 動 回路1 2 コン殉 ラ構成論 2

離散構造論 3 フbグラム言語1 2

制 御 理 論 2

育
場 の理 論H 2 順序機械論 2 数理計 画法 2

量子力学概論 2 能 動 回路H 2 応用統計学H 2

科 選
回 路 合 成 2 シ ミュレーシ ョン 2

プログラム調 2 パ タ ーン認識 2

択
デ ー タ 通 信 2

マ イ ク ロ プ ロ
グ ラ ミ ン グ 2

目 函数解析学 2 光 情 報処 理 2

応用確率論 2 生体情報処理 2

科
グ ラ フ 理 論 2 集 積 回 路 2

符 号 理 論 2 形式言語論 2

目

数 値 解 析 2
鍵 工学特別

1

パ ル ス 回 路 2

⑳
周 辺 機 器 2

アナログ計算機 2

記 憶 装 置 2
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図表2-T6東 京理科大学理工学部情報科学科

第1学 年 第2学 年

科 目 麟 単位敵時簡散 成舶 科 目 麟 単位肢 吼胴 酋成績

〔人文 ・社会関係〕 〔人文 ・社会関係〕

(') ④ 2 () ④ 2

() ④ 2 () ④ 2

() ④ 2 〔第 一 外 国 語〕

〔自 然 関 係〕 B英 語{→ ② 2

化 学 ※④ 2 B英 語 じ) ② 2

科 学 方 法 論 ※④ 2 〔第 二 外 国 語〕

〔第 一 外 国 語〕 Bフ ランス語{一}又は

Bロ シ ア 語 ←}
② 2

∧ 英 』5{一) ② 2

A英 語 口 ② 2 〔保 健 体 育〕

〔第 二 外 国 語〕 体 育 実 技 仁) ① 2

Aフ ラ ンス 瓢 一)又 は

Aロ シ ア 晒{一)
② 2

〔専 門(必 修)〕

計 算 機 概 論 薮選 ② 1

Aフ ランス藷仁)又は

Aロ シ ア 語(二}
② 2

情郁t学 卜A及 び演習 代 ③ 2

情報数学0-B及 び演習 代 ③ 2'

〔保 健 体 育〕 情 報 科 学 演 習1 数週 ② 2

保 健 理 論 ① 0.5 情 報 科 学 実 験1 敵選 ② 3

体 育 理 論 ① 0.5 〔専 門(選 択}〕

体 育 実 技{一) ① 2 確 率 論 及 び演 習 統 6 4

〔基 礎 教育科 目〕 統 計学1及 び演習 統 3 2

数 学 及 び 演 習 ⑥ 4 プ ロ グ ラ ム 言 語1 数選 2 1

物 理 学 ④ 2 プ ロ グ ラ ム 菖 循n 鮫選 2 1

情 報 科 学 概 論 ② 1 数 値 解 析1 代 2 1

〔専 門(必 修)〕 論 理 数 学1 代 2 1

解 析 学 及 び演 習 解 ⑥ 4 論 理 数 学n 代 2 1

情報数学1及 び演習 幾 ③ 2 〔外国語 川選択)〕

物 理 学 実 験 数週 ② 3 Bフ ラ ン ス 語(二} 2 2

Bロ シ ア 語 仁} 2 2

(備 考)1.OCPは 必修科目,O印 は1年 指定必修科 目とする。
2.IMM利 目はflF・ffiにより多少変更す ることカ「あるo

i:蓑 翻 馴1賠1:詰 隅 ㍍ 。1棉 を鵬 、。t.、科目とも,、tg、・、・"舎内
・1科目は卒業 に必要な単位 として含め ないe

5.第 二外aSj再ltフ ランス19,ロ シア晒の うちどららかを選択す ること。

6・.第3学`F専 門(選 択)の 外国捌3ロ シア肪,フ ランスJ5の うち第二 外国IAと して選択した
ものの残 りと ドイツ晒の うちどららかを選択す ること.

第3学 年 第4学 年

科 目 書 単位救 時騨 成績 科 目 窪雰単位穀時間救 成績

〔専 門(必 修}〕 〔専 門(必 修}〕

情 報科 学 演 習n 救選 ② 2 情報科学コロキューム 救選 ②
奄

2

情 報科 学 演 習 田 散選 ① 1 卒 業 研 究 救選 ⑧ 16
.

情 報科 学 実 験n 救選 ② 3 〔専 門(選 択)〕

情 報科 学 実 験m 散選 ① L5 パ タ ー ン 認 識 救選 2 1

〔専 門(選 択D 行 動 科 学 敵選 2 1

Aド イ ツ 語(ヨ又 は

Aフ ラ ンス語口 又は

Aロ .シ ア 踊(ヨ ,

2 2

人 工 知 能 数遍 2 1

形 式 言 語 学 薮選 2 1

応 用 情 報 科 学 数選 2 1

統 計学 皿及 び演習 統 3 2 社 会 情 報 シス テ ム 数遍 2 1

組合せ理論及び演習 幾

幾

3 2 計 量 経 済 学 持 論 数選 2 1

計 画 数 学1 2 1 デ ー タベ ースシステム 救選 2 1

計 画 救 辛 口 数選 2 1 応 川 敷 学n 解 2 1

情 報 構 造 数週 2 1

情報理論 及び演習 数週 3 2

システ ム ・プロ グラム 駆 2 1

数 値 解 析 皿 解 2 1

オ ー ト マ ト ン 数週 2 1

コ ン パ イ ラ 救選 2 1

多 変 量 解 析 統 2 1

情報救学田及び演習 解 3 2

情 報 教 学1V 数選 2 1

デ ー タ 解 析 数選 2 1

応 用 教 学1 解 2 1

計 算 機 方 式 論 救選 2 1 {外国語{選択怜 ～4学 年1

生 体 情 ・報 論 数選 2 1 C英 語(→ 講 読 2 2

C英 晒{ゴ 作 文 2 2

C英 語(ヨ 会 話 2 2

Cフ ラ ン ス 晒 2 2

Coシ ア 膳 2 2

ロ シ ア 語
-

2 2

7.外 国IA(選 択)は 牟藁に必要な単位1二IS含めない.〔 ただ し,専 門(選 択)Aド イツ語口,Aフ ラン
ス語Cヨ,Aロ シア1駅{E)IS-"某に必要な」単位に含める。)

8.卒 業6月究着手資格o
A)一 般教育科 目,基 礎教育科 目,外国語.保 健体育はそれぞれ率裁に必要な単位 を樹 ●していること.

B}第3学 年までの専門必姥科 目はすぺて修得 してい ること。
C)第2～3学 年 にtSttる 専門選択科目について28単 位以上修得してい ること.

以上A).B),C).の 各項 目を†ぺて満足 †ること。
9.教 免区分 にっいては37頁 参照e



図表2-U1神 戸 大学 工 学 部 シス テ ム工 学科

授 業 科 目 単 位
必修 ・
選 択
の 別

備 考
'

応 用 数 学1 1・ ◎ 1共 通 科 目

応 用 数 学1
1・ ◎ 〃

微 分 方 程 式1 12 1。
〃

微 分 方 程 式1 2
1。 1 〃

数 値 解 析
1・ ・ lo 〃

数 値 解 析 演 習 1 O 〃

論 理 数 学 2 1。 〃

ペ ク .ト ル 解 析 2 o 〃

応用物理学W(原 子物理学A)
1・

O 〃

応用物理学 百(電 子工学概論) 2 o 〃

原 子 核 工 学 概 論 2
1・ 1 〃

機 械 工 学 概 論 2 1。 1 〃

化 学 工 学 概 論 2
1・ 1 〃

推 計 学 及 び 実 験 計画 法 2
1・ 1 〃

デ ー.タ 解 析 2 O 1 〃

、

シ ス テ ム 工 学 総 論 2 ◎

線 形 シ ス テ ム 理 論 2 o

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 理 論 2 O

確 率 過 程 論 2 O

人 間 機 械 系 論 2 1・
シ ス テ ム 設 計 学1 2 1◎
シ ス テ ム 設 計 学1 2 1。 1
生 産 シ ス テ ム 論 2 O 1
信 頼 性 工 学 .2 O

数 理 計 画 .学 2 ◎ 1
シ ス デ ム 制 御 理 論1 2 1・ ,

シ ス テ ム 制 御 理 論1 2
1。

シ ス テ ム 解 析 学1
1・ 1◎

シ ス テ ム 解 析 学1
1・

O 1
1

グラフ及 び ネ ッ トワ ー ク理 論 2 O

情 報 理 論 2 o

計 算 機 工 学 2 o

情 報 処 理1 2 ◎

情 報 処 理1 2 o

建 築 環 境 工 学1 2 o 環 境 計 画 学科と共通
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'

授 業 科 目},川 立
i

鑑1備 考
の 別1

電 気 回 路 論 川 ・1・

電 気 回 路 論li2io

電 子 回 路1 1・1・i肝 工学科 と共 通

隠 子 回 路1 ・1。1〃

電 子 演 算 工 学 川 ・1。1〃

材 料 力 学 川2 o 機械工学科 と共 通

一 般 力 学1・ O 〃

機 械 力 学1 2 O 〃

機 械 製 造 学Il・ O 〃

1
機 械 製 造 学ll2 。1〃

流 体 工 学1 2 O 、生産機械工学科と共通

熱 力 学 川 ・1。 機械工学 科 と共通

交 通 工 学1・1。
'一ー一 一「一 一一'

画12iO

土 木 工'学 科 と 共 通

都 市 計 〃

・一・・i

機 械 計 測 川2io 計 測 工 学 科 と 共 通1
F.}A今L」 」一 一

】

電 子 計 測li210;"

電 子 計 測ILi・ 〃

電 磁 気 学 4 O 〃

制 御 機 盟 2
↓

o 〃

確 率 と 統 計 学 2 o

.意 志 決 定 論 2 O

輸 送 ・ ・ テ ・ 論1・ O

生 体 工 学 2 o

環'境 工 学 、210
..一一

プ ・ セ ス 工 学{2101
. ・.A■ 一,一

経 済 学 総 論12}oi
:.1`

・針 屋 経 済 学 2 O 1
経 営 学 総 論1・ o i
社 、 会 組 織 論 ・1。i

財 政 学 2 o

社 会 心 理 学 2 O

シ ス テ ム 工 学 演 習1 1 ◎

シ ス テ ム 工 学 演 習1 1 ◎
.

シ ス テ ム 工 学 演 習 口 ,1 1◎i

シ ス デ ム 工 学 演 習W
=

ll◎1

シ ス テ ム 工 学 実 験1 1i◎1

シ ス テ ム 工 学 実 験1 パ1◎1「

シ ス テ ム 工 学 実 験1 1 ◎

特 別 語 義 o}

卒 業 研 究 10 ◎

介

(注)特 別講義については,講 義の内容によって単位を与えることが ある。
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図表2-Vl

共 通

筑波大学第3学 群情報字類

授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数

代 数 学 2 エ レ ク トロ ニ ク ス 通 論 2 計 算 機 構 概 論H 1

代 数 学 演 習 1 基 礎 工 学 実 験 2 計算機システム通論1 2

解 析 学 2 図 学 ・ 測 量 学 2 計算機システム通論皿 1

解 析 学 演 習 1 情報科学基礎 実 験 1 情 報 通 信 工 学1 2

幾 何 学 2 情報工学基礎 実 験 2 情 報 通 信 工 学H 2

幾 何 学 演 習 1 応 用 解 析 学 3 視聴覚情報概 論1 2

情 報 科 学 概 論IA
(計 算 機 序 論)

3 数 値 解 析1 2 視 聴 覚情 報概 論 皿 1

情 報 科 学 概 論IB
(論 理 回 路 序 論)

2 数 値 解 析H 1 情報学特別講義IA 1

情 報 科 学 概 論 皿A
(プ ログラム言語序論)

1 基 礎 情 報 数 学 2 情報学特別講義IF 1

情 報 科 学 概 論 皿B
(数 理 論 理 学)

2 数 理 計 画 概 論1 2 情報学特別講義IG 1

情 報 科 学 概 論HC
(ア ルゴ リズム序論)

2 数 理 計 画 概 論H 1 情報学特別講義ID 1

有 限 数 学 2 情 報 原 論 2 情報学特別講義IH 1

確 率 論 2 情 報 処 理 原 論 2 情報学特別講義HF 1

統 計 学 2 プ ロ グ ラ ム 原 論1 2 情報学特別講義 皿G 2

応 用 数 学1 2 プ ロ グ ラ ム 原 論H 1 情報学特別実習IA 1

`

応 用 数 学 演 習 1 情報 システム通論1 2 情報学特別実習IB 1

数 値 計 算 法 2 情報 システム通論H 1 情報学特別実習IC 1

計 算 機 原 論 2
オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・

シ ス テ ム 概 論1
2 情報学特別実習ID 1

シ ス テ ム 工 学 原 論 2
オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・

シス テ ム概 論H
1

電 磁 気 学 3 計 算 機 構 概 論1 2
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図表2-Vl

情報科学主専攻

授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数

ベ ク ト ル 解 析 1 非数値処理概 論n 1 人 工 知 能 概 論 皿 1

テ ン ソ ル 解 析 1 デ ー タ ベ ー ス 概 論 2 情 報 熱 力 学 2

応 用 確 率 統 計 3 プ ロ グ ラ ム 理 論1 2 ソ フ トウ ェア工学 実験 5

応 用 幾 何 学 2 プ ロ グ ラ ム 理 論 ■ 1 卒 業 研 究 6

抽 象 代 数 学 2 パ タ ー ン認 識 概 論1 2 情報科学特別講義IE 1

情 報 理 論 1 パ タ ー ン認 識 概 論H 1 情報科学特別講義IF 1

符 号 理 論 2・ 人 工 知 能 概 論1 1 情報科学特別講義IG
よ

1

非数 値 処理 概 論1 2 人 工 知 能 概 論 皿 1 情報科学特別講義IH 1

情報工学主専攻

授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数

電 子 工 学1 2 画 像 処 理 概 論1 2 回 路 網 学 2

電 子 工 学n 2 画 像 処 理 概 論H 1 情報 処理 工学 実 験 5

電 子 工 学 皿 2 シ ス テ ム 工 学 概 論1 2 卒 業 研 究 6

プ ログ ラム言語 概 論1 2 システム工学概論H 1 情報工学特別講義IE 1

プログラム言語概論n 1 生 体 情 報 概 論1 2 情報工学特別講義IF 1

最 適 化 工 学1 1 生 体 情 報 概 論H 1 情報工学特別講義IG 1

最 適 化 工 学n 1 回 路 工 学1 2 情報工学特別講義IH 1

最 適 化 工 学 田 1 回 路 工 学H 2 情報工学特別講義 皿B 1

情 報 検 索 概 論 2 素 子 工 学 2

主 専 攻科 目か ら42単 位 以 上、 そ の他 に関 連科 目A28単 位 、 同B12単 位、 基 礎科 目12単 位、

総 合 科 目13単 位 、外 国語12単 位 、 国語2単 位 を修 得 す る こ と。
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図表2-GS1東 京工業大学大学院理工学研究科情報科学専攻

授 業 科 目 単 位

情 報 数 学 特 論 第一 2-0-0

同 第二 2-0-0

組合 せ理論 特 論 第一 2-0-0

同 第二 2-0-0

情報理論と函数解析第一 2-0-0'

同 第二 2-0-0

計 算 過 程 特 論 第一 2-0-0

同 第二 2-0-0

形式 言語学 特 論 第一 2-0-0

同 第二 2-0-0

プ ロ グ ラ ミ ン グ の 方 法 2-0-0

ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 2-0-0

計算 言語学 特 論 第一 2-0-0

同 第二 2-0-0

一 般 情 報 理 論 2-0-0

数 学 計 画 法 特 論 2-0-0

ゲ ー ム 理 論 特 論 2『0-0

ゲ ー ム 理 論 の 応 用 2-0-0

数 理 統 計 学 特 論 2-0-0

時 系'列 解 析 2-0-0

応 用 確 率 論 2-0-0

知 識 表 現 論 2-0-0

ORに おける数学的方法 2-0-0

情 報 科 学 特 論 第一 2-0-0

同 第二 2-0-0

同 第三 2-0-0

授 業 科 目 単 位

情報科学特別演習第一 0-2-0

同 第二 0-2-0

1同 第 三
0-2-0

同 第四 0-2-0

情報科学特別実験 第一 0-0-2

同 第二 0-0-2

同 第三 0-0-2

同 第四 0-0-2

情報科学特別 第一
演習 ・実験

0-1-1

同 第二 0-1-1

同 第三 0-1-1

同 第四 0-1-1

○情 報科 学 輪 講 第一 0-1-0

○同 第二 0-1-0

○同 第三 0-1-0

○同 第四 0-1-0

○情 報科 学講 究 第一 2

○同 第二 2

○同 第三 2

○同 第四 2

○同 第五 2

○同 第六 2

情報科学特別講義第一 1～2

同 第二 1～2

同 第三 1～2

同 第四 1～2

同 第五 1～2

同 第六 1～2
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図表2-GT1電 気通信大学大学院電気通信学研究科 計算機科学専攻

授 業 科 目

単
位

数

必択

修の

選別

備 考

専

、

門

科

目

計 算 機 シ ス テ ム 特 論 2 ○ 修 了 の た め には専 門科 目及 び関 連科 目の中か

ら30単 位 以 上取 得す る こ と。

ただ し、専 門 科 目につ いて は、16単 位 以 上

取 得 しな ければ な らない。

ア ル ゴ リ ズ ム 時 論 2 ○

記 憶 装 置 学 特 論 2 ○

計 算 機 言 語 論 2 ○

情 報 理 論 特 論 2 , ○

計 算 機 構 論 2 ○

,数 値 解 析 特 論 2 ○

`情 報 処 理 シ ス テ ム 論
2. ○

図 形 処 理 2 ○

言 語 工 学 特 論 2 ○

認 知 科 学 2 ○

画 像 電 子 工 学 2 ○

輪 講 4 ◎

特 別 実 験 6 ◎

計 34

関科
違目
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図表2-GT2徳 島大学大学院工学研究科情報工学専攻

必修単位 選択単位 必修単位 選択単位

授 業 科 目 講義 実験 講義 実験
授 業 科 目 講義 実験 講義 実験

演習 実習 演習 実習 演習 実習 演習 実習

情報基礎工学特論第1 2 情報処理工学特論第1 2

情報基礎工学時論第2 2 情報処理工学特論第2 2

情報基礎工学特論策3 2 情報処理工学特論策3 2

計 画工 学 特論 第1 2 工業物理学特論第1 2

計 画 工学 特 論 第2 2 工業物理学 特論第2 2

計 画 工学 特 論 第3 2 工業数 学 特 論 策1 2

シス テ ム工学 特論 第1 2 工業 数学 特 論 第2 2

システ ム工学 特 論 第2 2 科 学 技 術 特 論 1

システ ム工 学持 論 第3 2 情報工学輪講及演 習 6

情報応用工学特論第1 2 情 報工 学 特 別 実 験

.

8'

情報応用工学特論策2 2 電子計算機特別実習 2

情報応用工学特論第3 2 計 6 10 39

修得すべき単位数は必修科目16単 位、選択科 目14単 位以上
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図表2-GT3東 京工業大学大学院理工学研究科情報工学専攻

授 業 科 目1単 位1備 考 授 業 科 目 単 位 備 考

電気地 学繍 第■ ・一・一・1 電 力 工 学 特 論 2-0-0

同 第二1・ 一 ・一 ・ マイクロ波 回 路 特 論 ・一 ・一 ・1・

同 第 三1・ 一 ・一 ・ 電波工 学 端 第一1・ 一 ・一 ・1・

結 晶 物 理 工 学 2-0-0 L 同 第二 2-0-0 E

電子 要 素 持 論 第一 2-0-0 超 音 波 工 学 2-0-0 (注)4)参 照

同 第 二 』 2-0-0 超 音 波 計 測 2-0-0 〃

電子デバイス 基 礎 論 2-0-0 (注)4)参 照
固体振動論および

変換器
2-0-0

電子 デ・・イ ・ 設 計 論1・ 一 ・一 ・ E〃 信 頼 性 持 論1・ 一 ・一 ・1

硫 電子び イ・持論1・ 一 ・一 ・ O〃 教 育 工 学 特 論 2-0-0 0

光 ・量 子 電 子 工 学 2-0-0 パ タ ー ン認 識 原 論 2-0-0

光 通 信 工 学 2-0-0 セ ンサ工 学 基 礎 論 2-0-0

レ ー ザ 工 学 2-0-0 (注)4)参 照 高 電圧 工 学 特 論 2-0-0

グ ラ フ 理 論 2-0-0 非 同 期 シ ス テ ム 論 2-0-0

近 代 回 路 論 2-0-0 弾 性 表 面 波 工 学1・ 一 ・一 ・

電 子 回 路 持 論 2-0-0 パ ター ン認 識 特 論 2-0-0 (注)4)参 照

スイ ッチング回路
理論特論

2-0-0 ○電気'電蒜 藁
験第一 0-0-2 修 士 課 程①⑮

高安定周波数工学 2-0-0 (注)4)参 照 ○同 第二 0-0-2 同 ①㊧

演 算 回 路 特 論 2-0-0 (注)4)参 照
◎電子物理工学

特別実験第一
0-0-2 同 ①⑱

計算機 システム評価論 2-0-0 E ◎同 第二 0-0-2 同 ①⑬

パ タ ー ン 認 識 論 2-0-0 ◎情報工学特別実験第一 0-0-2 同,① ⑲

オ ー トマ ト ン 理 論 2-0-0 ⑥同 第二 0-0-2 同 ①㊧

ソフ トウェ ア 構 造 論 2-0-0 ○電気 ・電子工学輪講
第一

0-1-0 修 士 課 程①

計 算 機 言 語 論 2-0-0 ○同 第二 0-1-0 同 ①

空 間 情 報 論 2-0-0 ○ 同'第 三 0-1-0 同 ②

機 械 知 能 論 2-0-0

`

○同 第四 0-1-0 同 ②

信 号 理 論 2-0-0 (注)4)参 照 ◎電子物理工学輪講第一 0-1-0 修 士 課 ・程①

伝 送 回 路 特 論 2-0-0 〃 ◎同 第二 0-1-0 同 ①

情 報 伝 送 理 論 2-0-0 ◎同 第三 0-1-0 同 ②

通 信 シ ス テ ム 時 論 2-0-0 0 ◎同 第四 0-1-0 同 ②

系 統 工 学 特 論 2-0-0 ◎情報 工 学 輪 講 第一 0-1-0 修 士 課 程①

プ ラズ マ工学 第一 2-0-0 (注)4)参 照 ◎同 第二 0-1-0 同 ①

同 第二 2-0-0 〃 ⑥同 第三 0-1-0 同 ②

パ ワーエ レク トロニ ク

ス 第一
2-0-0 ◎同 第四 0-1-0 同 ②

同 第二1・ 一 ・一 ・1. ○電気 ・電子工学講究
第一

2 博士後期課程①
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授 業 科 目 単 位 備 考 授 業 科 目 単 位 備 考

○同 第二 2 同 ① 同 第二 1～2

○同 第三 2 同 ② 同 第三 1～2

○同 第四 2 同 ② 同 第四 1～2

○同 第五 2 同 ③ 同 第五 1～2

○同 第六 2 同 ③ 同 第六 1～2

◎電子物理工学講究第一 2 博士後期課程① 電子物理工学特別講義
第一

1～2

◎同 第二 2 同 ① 同 第二 1ん2

◎同 第三 2 同 ② 同 第三 1～2

◎同 第四 2 同 ② 同 第四 1～2

◎同 第五 2 同 ③ 同 第五 1～2

◎同 第六 2 同 ③ 同 第六 1～2

⑥情報 工 学 講 究 第一 、 2 博士後期課程 ① 情報工学特別講義第一 1～2

◎同 第二 ・1同 ① 同 第二 1～2

◎同 第三
、

2 同 ② 同 第三 1～2

◎同 第四 2 同 ② 同 第四 1～2

◎ 同,第 五, 2 同 ③ 情報工学特別講義第五 1～2

◎同 第六 2 同 ③ 同 第六 1～2

電気 ・電子工学特別講
義 第一 1～2

(注)1)○ 印,◎ 印及び◎ 印 を付 した授業科 目は必 ず履修 しておか なければな らな

い授業科 目で,備 考欄の①,②,③ は履修 年次 を示す。

2)「 実験」等の授業 科 目で備考欄 に⑮ の付 してある授業科 目は,原 則 として

各 自の指導教官 が担当す るこ とを示 す。

3)昭 和54年 度 以前の電気工学専攻及 び電子工学専 攻博士後期課程 進学 ・入学

者の 「講究 」の科 目については,付 表 のとお り読み替 えるもの とす る。

4)本 授業科 目は他 の専攻におい て開設 され てい る授業科 目であ るが,本 専攻

の授業科 目 として も取扱 うもの である。従 って,本 専攻の学生 が該当授 業科

目を履修 し単位 を修 得 した場合 は自専 攻の単位 として算入す る。

5)備 考欄 中Oは 昭和 年号の奇数年度 に開講す る もの,Eは 同 じ く偶数年度 に

開講す る授 業科 目であ る。
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図表2-GU1神 戸大学大学院工学研究科 システム工学専攻

単 ○ 単 ○

授 業 科 目 等
位

必
修

授 業 科 目 等
位

必
修

応 用 数 学 特 論1 4 電 子 演 算 工 学 特 論1 2

応 用 数 学 特 論 皿 4 シ ス テ ム 制 御 特 論 2

応 用 数 学 特 論 皿 4 弾 性 学 特 論 2

応 用 数 学 特 論IV 4 固 体 力 学 時 論 2

応 用 数 学 特 論V 4 機 械 振 動 学 特 論 2

量 子 力 学 特 論 2 解 析 力 学 特 論 2

シ ス テ ム 構 造 論 2 統 計 的 工 学 解 析 2

数 理 計 画 学 特 論 2 数 値 制 御 工 作 機 械 論 2

シ ス テ ム 解 析 学 特 論 2 エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学 2

シ ス テ ム 理 論 特 論 2 機 械 運 動 学 特 論 2

シ ス テ ム 設 計 学 特 論1 2 生 産 工 学 2

シ ス テ ム 設 計 学 特 論H 2 交 通 計 画 持 論 2

情 報 処 理 特 論 2 自 動 制 御 特 論1 2

計 算 機 工 学 特 論 2 自 動 制 御 特 論 皿 2

シス テ ム 工学特 別 講 義1 2 応 用 電 子 計 測 2

シス テ ム工 学特 別 講 義H 2 流 体 制 御 工 学 2

シス テ ム工学 特 別 講 義 皿 2 流 体 回 路 論 2

システ ム工学 特 別 講 義W 2 非 線 形 振 動 論 2

システ ム工 学特 別 講 義V 2 シ ス テ ム 工 学 特 別 実 験 4 ○

シス テ ム工 学特 別 講 義VI 2 シ ス テ ム 工 学 論 文 講 読 4 ○
.

シス テ ム 工学 特 別 講 義W 2 研 究 指 導 / ○

システ ム工 学特 別 講 義 珊 2 計 108

都 市 計 画 特 論 2 囲 シス テ ム工学 特 別 講義 に つい ては 、8単

回 路 と シ ス テ ム 特 論 2
位 を 限度 と して、 選 択科 目 の単 位 として

認 定 す る。

情 報 伝 送 特 論 2

オ ー ト マ タ 理 論 2
必修単位8単 位}計30単 位

選択単位22単 位

信 号 理 論 2
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図表2-GV1筑 波大学大学院工学研究科電子 ・情報工学専攻

授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数

計 算 機 工 学 特 論 2 デ ー タ ベ ー ス 特 論 2

論 理 回 路 特 論 2 学 術 情 報 特 論 2

マ イク ロエ レク トロ ニ ク ス 特 論 2 画 像 処 理 工 学 特 論 2

情 報 処 理 特 論 2 電 子 回 路 特 論 2

情 報処 理 シ ス テ ム特 論 2 電 子 素 子 材 料 特 論 2

シス テ ム ・プ ロ グ ラ ム特 論 2 情 報 通 信 工 学 特 論 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 特 論 2 デ ジ タル 制 御 工 学 特 論 2

算 法 工 学 特 論 2 最 適 化 制 御 特 論 2

数 値 解 析 特 論 2 オペ レー シ ョンズ ・リサ ーチ持論 2

情 報 数 学 特 論 2 電子 ・情報工学特別研究1十 6

生 体 情 報 処 理 特 論 2 電子 ・情報工学特別研究皿+ 6

プ ロ グ ラ ム 理 論 特 論 2 電 子 ・情 報 工 学 特 講1 1

1)2年 次 までに特 別研 究1 、 皿12単 位 を含 め30単 位以 上を修 得 す る こと。

2)セ ミナ ーは必 修 とす る。

十 セ ミナ ー2単 位分 を含 む。
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図表2-G1東 京大学大学院工学系研究科 情報工学専門課程

修 士 課 程 第1種 博 士 課 程

授 業 科 目 単位 授 業 科 目 単位 備 考

計 算 機 構 成 論 2 情 報 機 器 学 特 論1 2 1.必 修科 目を

計 算 機 器 学 持 論 2 情 報 機 器 学 特 論H 2
定 め ず 。

2.修 士 、 第1

プ ログ ラ ム言 語 工 学 お よ び 操 作

シ ス ム ム 工 学
2 プ ロ グ ラ ム 言 語 学 特 論 2. 種博士共通

ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 2 ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 特 論 2

生 体 情 報 論 2 機 械 情 報 シ ス テ ム 特 論1 2

神 経 回 路 網 の 数 理 2 機 械 情 報 シ ス テ ム 特 論 皿 2

情 報 処 理 網 構 成 論 2 情 報 工 学 特 別 輪 講 4

機 械 情 報 論 2 情報工学特別演習および実験1 4

知 能 機 械 構 成 論 2 情報工学特別演習および実験n 6

地 域 情 報 特 論 2

情 報 シ ス テ ム 特 論 2

管 理 情 報 論 2

近 似 数 学1 4

近 似 数 学H 4

マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー 2

視 聴 覚 情 報 工 学 2

確 率 工 学 特 論 2

情 報 幾 何 学 2

情 報 抽 出 法 概 論 2

情 報 工 学 特 別 講 義 2

数 式 処 理 と 人 工 知 能 2

情 報 工 学 輪 講 4

情 報 工 学 演 習 お よび 実 験1 4

情報 工学 演 習 お よび実 験 ■ 6

情 報 科 学 特 別 講 義1 1

情 報 科 学 特 別 講 義 皿 1

情 報 科 学 特 別 講 義 皿 1

情 報 科 学 特 別 講 義IV 1
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図表2-G4名 古屋大学大学院工学研究科情報工学専攻

〔前期課 程 〕

類

別
学 科 目

単
位
数

A

類

情報処理基礎論輪講
1の1 3

情報処理基礎論輪講
1の2 3

数値解析学 輪講1の1 3

数値解析 学輪講1の2 3

情報処理工学輪講1の1 3

情報処理工学輪講1の2 3

制御理論および応用輪講1の13

制御理論および応用輪講
1の2 3

システム制御輪講1の1 3

シス テ,ム制 御輪 講1の2 3

機械システム工学輪講1 3

計 算 機 言 語 輪 講1 3

情 報 処 理 機 械 輪講1 3

プロセスシス融 手あ 3

プ ロゼス シス テム]二字`輪 講1の2 3

計 算 機 応 用 輪 講1 3

オペレー㍑ 写 繍
1 3

B

類

↑`7報 理 論 特 論 2

コンパ イラ構 成法 持 論 2

オペ レー ショ ンズ
リサ ーチ持 論2

2

電 子 計 算 機 持 論 2

数 値 解 析 学 持 論1 2

数{直 解 析 学 特 論2 2

情 報 数 学 持 論 2

情 報処 理 工 学 持 論1 2

情 報処 理工 学 持 論2 2

生 体 情 報 工 学 持 論 2

〔前期課程 〕

類

別
学 科 目

単

位
数

B

類

制 御 理 論 特 論1 2

制 御 理 論 持 論2 2

制 御 理 論 持 論3 2

シ ス テ ム制 御 持 論1 2

シ ス テ ム制 御 持 論2 2

教 育 情 報 工 学 特論 2

最 適 イヒ$1}御 持 論 2

オー トマ トン
形 式言語 理論

2

信 頼 性 工 学 持 論 2

情 報 処 理 機 械 持 論 2

プロセスシステム工学持論 2

計 算 機 応 用 持 論 2

オペ レー シ ョンズ
リサ ーチ持論1

2

情 報工 学 特 別 講 義1 1

情 報工 学 特 別 講 義2 1

情 報 工学 特 別 講 義3 1

情 報工 学 特 別 講 義4 1

情 報 工 学 特 別 講 義5 1

C

「

類

プ ロ グ ラ ミン グ 演 習1 4

プ ロ グ ラ ミン グ演 習 皿 4

情 報 処 理 工 学 演 習 4

制御理論および応用演習 ・実験 4

システム制御演習
および実験 4

機㈱ 肛 学蟹 び実験 4

電 子 計 算 機 実 験 4

プ亘セス論 註 護
験 4

辞職 応用鴫 よび難
2

オ ペ レー シ ョンズ
リサ ーチ演 習

2

D

類

この研究科内の他専攻又は

{也研究科若 しくは学部で開

1設 されてい る学科[|

研 究 指 導

ω 修 方 法

1.A類 学:科n中 か ら6単 位」攻上

2.B類 学:科1:1中か ら8単 位以」二

3、C類 ごγ:科[」叫,か ら4n1位 以」二

4.A、B、C、D類 の学 科Flll1

か ら、.前各項 で修 得す る単 位

を 含み 合計30単 位以上

5.研 究指 導の履 修 に当 って は、

専攻 の指 示に よ り履 修 す るζと。

〔後期課程 〕

類

別
学 科 目

単
位
数

A

類

情報処理基礎論輪講
皿の1 4

情報処理基礎論輪講皿の2 4

情報処理基礎論輪講皿の3 2

数値解 析学輪講 皿の1 4

数 値解 析学輪講nの2 4

数 値解 析学輪講 皿の3 2

情報処理工学輪講 皿の1 4

情報処理工学輪講 皿の2 4

情報処理工学輪講nの3 2

制御理論 よ9劉
の1 4

制卿 論お瑠 劉
の2 4

制御輪 お瑠 劉
の3 2

システム制御輪講皿の1 4

システム制御輪講皿の2 4

システム制御輪講口の3 2

機械 システム麟,の1 4

機械システ情 話
の2 4

機械シrテム議
。の3 2

計算機 言語輪講 皿の1 4

計算機言 語輪講 皿の2 4

計算機 言語輪講 皿の3 2

プロセスシス熱 腸
1

4

プロセスシス論 詰2 4

プロセスシス礁 諾3 2

オペ レー シ ョンズ
リサー チ輪講 皿の1

4

オペ レー シ ョンズ
リサ ーチ輪 講nの2

4

オペ レー シ ョンズ
リサ ーチ輪 講 皿の3

2

研 究 指 導

履 修 方 法

1㌧上表のA類 学科日中から同一

名称の輪講 皿の1、nの2、 皿

の3あ わせて10単 位

2.前 項で履修する以外の学科目

及び前期課程の各類学科目(既

修のものを除く)中 か ら10単位

以⊥

3,研 究指導の履修については、

上記の単位履修方法に従 って、

20単位以上を修得す ることを含

み、所属する専攻の定めるとζ

うにより履修すること。

一69一



図表2-G3成 績大学大学院工学研究科 情報処理専攻

博士前期課程(修 士課程に相当)

単 位 数 単 位 数
授 業 科 目 授 業 科 目

必 修 選 択 必 修 選 択

計 算 機 方 式 論1 2 応 用 数 学 特 論n 2

計 算 機 方 式 論H 2 経 営 情 報 シ ス テ ム 2

形 式 言 語 論1 2 パ タ ー ン 認 識1 2

シス テ ム ・プ ロ グ ラ ム論 2 情 報 処 理 特 別 実 験 8

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン1 2 情 報 処理 特 別 演 習1 4

情 報 組 織 と 検 索 2 デ ー タ ベ ー ス 論 2

OR特 論1 2 経 済 性 工 学 特 論 2

OR特 論 皿 2 生 産 管 理 特 論 2

OR特 論 皿 2

OR特 論IV 2

数 理 統 計 特 論1 2

数 理 統 計 特 論 皿 2

図 形 処 理 時 論1 2

論 理 数 学 特 論 2

日 程 計 画 2

応 用 数 学 特 論1 2 計 12 44

◎取得すべき単位数30単 位以上

博士後期課程

授 業 科 目
単 位 数

授 業 科 目
単 位 数

必 修 選 択 必 修 選 択

計 算 シ ス テ ム 論 2 応 用 数 学 特 論 皿 2

形 式 言 語 論H 2 数 理 統 計 特 論 皿 2

シ ミ ュ レ ー シ ョ ンH 2 OR特 論V 2

マ ン ・マ シ ン ・ シ ス テ ム 2 グ ラ フ 理 論 2
●

情 報 構 造 論 2 ス ケ ジ ュ リ ン グ 理 論 2

図 形 処 理 特 論 皿 2 経 営 情 報 特 論 2

パ タ ー ン 認 識 ■ 2 情 報処 理 特 別 演 習H 8

実 時 間 シス テ ム特 論 2 計 8 28

◎取得すぺき単位数20単 位以上
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図 表3理 工 系情 報 関連 専 門学科25に 共通 に開設 され てい る専門 科 目とそ れを 開設 してL .・る学 科 の

数

区分 科 目 名 ま た は 内 容 必修
選択
必修

選択 計

数基 情 報数 学 ・離散 数 学 ・グ ラ フ理 論 等 10 1 10 21

学
的礎 数値解析 ・数値計算法 7 1 13 21

理 情報理論 1 1 13 15

オ ー トマ トン理 論 ・言語 理 論 2 2 12 16

論 アルゴリズム, 2 2 4・ 8

概 情報工学概論 ・計算機科学通論等 5 3' 8

論 情報処理論 ・情報処理工学等 2 1 6 9

ン `

プ ログ ラ ミング通論 4 2' 6

ソ
プ ログ ラ ミン グ言語 ・計 算 機 言語 4 1. 11 f6'

フ
コンパ イ ラ構 成論 1 ,7∵ 8

卜
0.S.・ シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム.

5 2 14 2ゴ;
…

ウ
デ ー タ構造 ・情報 構 造 1 1 10 12

工

デ ー タベ ース ・情報 検 索 1 4
ヤ5『

`

ア
ソ フ トウ ェア工 学 1 .1.

ノ、
電子計算機概論 ・計算機工学

論理直路 ・論理設計
『
6

'

5・

8

11

14

1
計算機システム ・計算機構成 ぎ 1 U 15

ド
デ ー タ伝 送 ・情 報伝 送 3 1 11 15

ウ

ェ
電子工学 ・電子回路 7 8 15

制御工学 1 11 12

ア
集積回路 2 2

人工知能 4 4

応
図形 処理 ・パ ター ン確認 1 9 1.0

生体情報処理. 5 5

用
、

マ ン マ シ ン シ ス テ ム 2 2

'

シ0 シス テ ム工 学 4 8 .12

テ 計 画 数 学 ・オ ペ レ ー シ ョン ズ リサ ー チ 2・ 3 9 14

÷R シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 5 5
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図表4理 工系情報関連専門学科 ・専攻の卒業生の就職状況

(a)業 種 分類 基 準

A

Al 官公 庁 ・公 社 ・公 団 な ど

A2 教育機関
大学 ・高 専 ・工 業 高校 な ど(小 ・中 ・普 通 高 校 へ の就職 は 「そ
の他 」に含 め る。)

B

B1 計 算 機 システ ム ・メ ー カ
ミニ コン以上 の汎 用 シス テ ムー式 を製 造 販 売 す るもの、 輸 入業

を含 む

B2 計算機関連メーカ
B1以 外 で、 マ イ ク ロコン ピ ュー タ、 オ フ ィス ・コン ピ ュータ、

情 報機 器 、 周辺 機 器、 集積 回路 な どを製 造 販 売 す るもの

B3 電気 ・電子 機器 メー カ
B1、B2以 外 で、通 信機 、電子 機 器 、電 気機 器 、 計 測 ・制御

機 器 、 事務機 器 な どを製造 販 売 す る もの

C

C1 ソ フ トウ ェ ア業 ソフ トウ ェアを 中心 とす る シス テ ム の開発 販 売 を行 うもの

C2
情報 処 理 ・

情 報提 供 サ ー ビス業

受 託 計 算 ・処理 、収集 ・蓄積 した情 報 の提 供 ・流通 、 も し くは

総 合 的 な情 報処 理 を行 うもの、 シン ク タン ク を含 む

D

D1 第一次および
第二次産業一般

農 林 ・水産 業 、B以 外 の製造 業 、 建設 業 な ど

D2 第三次産業など一般
電 力 ・ガス、 金 融 ・保険 、 運輸 ・通信 ・報 道 、 サ ー ビス な ど、

た だ し、Cの 産業 を除 く

そ の 他 上記以外のもの (普 通 高 校、 自営 業 な ど)

(b)年 度ごとの業種別就職者数一覧表 (Bは 学 部 卒、MDは 大学 院(修 士 ・博士)修 了)

業種
49年3月 50年3月 51年3月 52年3月 53年3月 54年3月 55年3月

. 学部卒計
大学院
修了計

学部卒 ・
大学院修
了計B MD B MD B MD B MD B 恥 B MD B MD

Al

A2

13

3

3

5

20

6

13

5

13

7

28

5

32

9

26

8

56

15

30

16

71

11

28

31

.

65

16

88

19

270

67

156

89

426

156

Bl

B2

B3

48

13

11

1

0

4

80

14

19

13

2

5

41

16

26

33

7

10

77

34

52

59

11

16

64

39

72

59

12

38

106

53

127

65

9

42

164

59

190

92

14

64

580

228

497

322

55

177

902

283

674

Cl

C2

13

19

1

0

15

26

1

1

59

64

6

4

92

73

6

4

136

100

10

4

190

114

10

5

197

122

4

2

702

518

38

20

740

538

Dl

D2

43

47

1

2

44

73

10

5

46

88

7

6

62

105

15

7

106

169

22

9

92

175

18

10

100

159

34

10

493

816

107

49

600

865

その他 12 1 12 1 21 1 34 7 43 6 40 10 55 6 217 32 249

就職τ計 222 18 309 56 381 107 570 159 800 206 979 228 1127 271 4388 1045 5433

進 学 56 6 97 7 130 27 146 21 197 18 188 27 228 26 1042 132 1174

会員数 7 4 10 6 13 13 18 15 22 18 25 22 29 26
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(c)就 職 先業 種別 分 布(単 位:%)

7.7 29.8 27.8 29.81
4.9

1
6211 13・215・2111・ ・ 16・・111・8 11・2118・6

、 　、 、 、、

1.5＼ ＼ 、、 ～ 一 ～ ＼ 一 ・、 、 、`、
、、

、 、 、 一 一_～ 、、_

23.4 53.0 5.6 14.9

1・.・18・ ・ 3・.81・ ・116・9 ・・1、 1・ ・1・,・'0

//_…/二/191
A!!B,,,"C!1〆D`

/

10.7 34.2 23.5 27.0

46

7・8ト9 16,615・2112・ ・ 13・・1・9 llユ115・9

AIA2 Bl B2 B3 C1 C2 D1

学 部

4,388人

大 学 院

1.045人

学部+大 学 院

5,433人

D2そ の他

(d)就 職先地区別分布(単 位:%)

北 東

海 北 関

0.81.3

東道一 信 北 東 中四 九

越 陸 海 近 畿 国 国 州

1.71.51.92.8
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3.経 営 工 学 科 系 の 事 例

3.1慶 応 義 塾大 学 管 理工 学 科

所 在地 〒223横 浜市 港北 区 日吉3-14-1

慶 応 義 塾 大 学 理 工 学 部

電 話044(63)11413
.1.1学 科 の性格

この学 科 は理 工学 部 に属 して いて、 経済 ・経 営 とい った性格 が強 い学 科 で は ない。 しか し、 い

わ ゆ る理 工系 の情 報科 学(工 学)の 専 門学 科 と も違 い、広 く応 用面 を も志 向 してい る。 学生 は理

工学 部 の学 生 と して入 学 し、3年 次 か ら学 科 に 分 かれ る。

慶 応 義 塾大学 理 工学 部 履 習案 内(昭 和58年)に 基 いて概 要 を述 べ る。

まず学 科 のね らい としてつ ぎの よ うに述 べ られ てい る。

管 理 工 学 と は 、 さ ま ざま な シス テム を分析 し、設 計 し、管 理 す る た めの工学 で あ って、そ れ

らの シス テ ムを効 率 よ く運 営 す る ことを 目的 と して い る。

シス テ ムの規模 が大 き く、 か つ複雑 に な り、 諸 環境 条件 の変化 がはげ しい今 日では 管理 工学 に

対 す る期待 は ます ます 大 き くな ってい る。一 方 、 システ ムの規 模 、 性格 、 目的 、環 境条 件 に よっ

てそ の要 求 が多 種 多様 に変 わ る もの であ るか ら、 広範 囲 の さま ざま な シス テ ム に対 応 してす ぐれ

た管理 技 術者 ど して活 躍 で きる ため には 、真 の応 用 力 を身 につ け させ て お くこ とが大 切 で あ る。

当学 科 では、 上述 の 目的 を達 成 す るた め に、(1)一般 的 な工 学 的素 養 と、 数学 な らび に関連諸 科

学 の基 礎 学 力 の充 実 を土 台 と し、 そ の上 に(2)管理 工学 の専 門分 野 に関 す る考 え方 と理 論 ・技法 を

積 み上 げ 、一 方 ③ 学生 諸 君 自身 の 自己開 発能 力 と思 考 ・判断 力 を養 成 す る こ とに重 点 を置 い てい

る。

将来 の管 理技 術 者 の 活躍 の舞台 が きわ めて多 様 で ある こ と を考 えて、 必修 科 目を極 力限定 して

い る。 つ ま り、将 来 の 活躍 舞 台 が どこで あろ うと、 必 ず、 ある い はほ とん ど必 ず必 要 に なろ う と

思 わ れ る もの を 「必 修 科 目 」あ るいは 「特 別 指定選 択科 目 」とす るほ かは 多様 な 「選択 科 目 」が

設置 され てい る。

3.1.2授 業 科 目

(1)必 修科 目、 特別 指定 選 択科 目

必 修科 目 と して3年 次 に おいて、 つ ぎの6科 目(6単 位)の うち5科 目(5単 位)を 取 得 す

る こ とが課 せ られ て い ゑ(1単 位 は毎 週2時 間半 年(15週)の こ とで ある)

ノフ トウ ェア 工学 実 習 第1

オペ レー シ ョンズ リサ ーチ演 習

統 計学 演 習

システ ムエ ンヂ ニ ア リング ・人 間 工学 実験
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イ ンダス トリア ル エ ンヂニ ア リング実験

経 営 管理 演 習

特 別 指定 選択 科 目はつ ぎの6科 目(12単 位)で 、 そ のすべ て を履 習 す る こ とが望 ま しいが 、

特 に3年 次に お いて は この中 の4科 目(8単 位)を 取 得す るこ とが課 せ られ て い 奄(各 科 目2

単位 で、2単 位 とは毎週2時 間 で半年(15週)で あ る)

計 算 機 応用 第1

オペ レー シ ョンズ リサ ーチ第1

統 計 学 第1

ヒュー マ ンフ ァク ター ズ第1

経 営 管理 論 第1`、

さ らに4年 次 にお いて、 必 修科 目 と して、

管理 工学 論講(1単 位).

卒 業 研究(6単 位)'s

が課 され てい る。

(2)選 択 科 目

つ ぎに あげ る選択 科 目はす べて2単 位 つつ の科 目で ある。

主 と して3年 生 に対 す る もの:

計 算 機 応用 第2

計算 機 工学

ア ナ ログ シ ミュ レー シ ョン 、

確 率過 程概 論

管理 工学数 学 第1、 第2

応 用統計 学 第1

オ ペ レー シ ョンズ リサ ー チ第2

経営計算論第1

計量経済学第1

特に3年 次生に対 しては、

学外実習1単 位

ア ル ゴ リズ ム論

デ ー タ処理

数値解析

実験計画法

経営工学

経済原論

産業心理学

が選択 科 目の 中 に組 み入 れ られ て い る。 これ は、 第3年 次の 夏期休暇 期 間 を利 用 して、一 般 企

業 、研 究所 そ の他 に おい て、 原則 と して3週 間以 上 、実際 の業 務 や研 究 に たず さわ り、 実 際上

の問 題 の所 在、 学 問応 用上 の 問題 を把 握 させ よ うとい うもの で ある。
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主 と して4年 生 に対 す る もの と しては つ ぎの ものが あ る。

ソ フ トウ ェア工 学実 習 第2計 算機 応 用 第3、 第4

デ ー タ伝 送 統 計 学 第2

情 報 工学 第1応 用統 計 学第2、 第3

標 本調査 論 統 計調 査 論

オ ペ レー シ ョンズ リサrチ 第3、 第4

システ ムエ ン ジニア リング第2

イ ンダス トリア ルエ ンジニア リング第2、 第3

生 産 計画 管理 論 経 営計 算論 第2

経 営 管理 論 第2、 第3計 量経 済 学 第2'

数 理 経済 学 市場 開 発調 査論

計 量 心 理学 管理 工 学特 別 講義

情 報処 理 の教 育 そ の もの を志向 す る科 目 も多 く、

計 算 機応 用 第1、 第2、 第3、 第4、 ソフ トウ ェア工学 実 習 第1、 第2、 アル ゴ リズ ム論、

計 算 機 工学、 デ ー タ処 理 、 デ ー タ伝送、 情 報工 学

な どが あげ られ る。 そ の 多 くは選択 科 目で あ るが、 これ らの 内容 と して は 、デ ィ ジ タル コ ンピ

ュー タな らび にそ の プ ログ ラ ミングの基 本、 デー タ構造 、 記号 処 理 、 プ ログ ラ ミン グ言語 処 理、

デー タベ ース、 オペ レーテ ィング システ ム、 シス テ ム設計 、 デ ー タ通 信 システ ム等、 か な り広

汎 な高度 な内容 まで含 まれ てい る。

また、 計量 経 済 学、計 量 心理 学 など、量 的 評 価 をす る価 目、数 値計 算、 各 種 の シ ミュレー シ

。ンを含 む 科 目 も多 い。学 生 の なか には 、情 報 処 理そ の ものを志 向 す る者 もい る が、応 用面 に

コ ン ピ ュー タを多 用 す る者 も多 い。 この学科 では、 情 報処 理 は 多 くの科 目の中 に活 用 され て い

る。

3.1.3.設 備

学 科 固 有 の計 算 機 と してはVAXIlの モ デ ル750、PDP11/34が あ り20～30台 の

端末 機 が ある。1

そ の他 にUX300等 数 台 の マ イク ロ コ ンピ ュー タが あ る。 と同時 に、 大学 の計 算 セ ンター の

M-180Fや 工学 部 の計 算 セ ンターの機 械 が、 端 末 を介 して活 用 され てい る。

3.2筑 波 大 学 社会 工 学 類 所 在 地 〒305茨 城 県新 治 郡桜 村 天 久保

電 話0298(53)5182

筑 波 大学 第3学 群 の1つ の学類 で ある。 第3学 群 は、 社 会工 学類 、 情報学 類、 基礎 工学 類 か らな

る。 学類 とは1つ の学 部 の ような もの で あb、 社 会 工学 類 は1学 年 の入学 定員 は120名 で ある。
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第3学 群は、筑波大学における工学系の学群であるが、 ここでいう工学は、その概念としては広い

ものであり、必ず しもハー ドウェア的な工学の意味ではない。社会工学類の研究教育の内容も、従

来のハー ドウェア的な工学の概念に必ず しも一致 しない。

この学類はいわゆる情報処理の専門学科ではないカ＼ 計量学的側面を強 く持っているので、コン

ピュータを多用する。その関係で、カリキュラムの表面には情報処理という言葉はあまり現われな

いが、コンピュータの応用面での利用に対する教育は、実験演習等の各教科の中に組み込まれる形

で実施されている。

そして、情報処理の専門学科と同じように、この学類の教育のための専用機をして

MELCOMCOSMO900(CAIシ ステムと共用)

年間レンタル価格7,440万

端末台数 約40台

を有している。

3.2.1.学 類の概要

履習案内等に基いて学科の概要を述べる。

社会工学類は、公共部門(政 府及び地方自治体を含む都市)及 び民間部門(私 企業)に おいて

行政や政策の立案、計画化の必要が強 く叫ばれている今日の情勢に対応して、主 としてそれらの

組織の企画、計画部門及び計画能力を踏まえての多様な現業部門で活躍する若手人材の養成を目

標 としてカリキュラムを構成実施 している教育組織である。

計画能力の基礎となる公共及び民間部門における広汎なデータベースの活用能力、情報処理分

析能力、計画策定のための総合力、政策評価能力等を、高度の計量手法の具体的問題への応用実

習を通 じて教育 している。社会経済計画専攻、経営工学専攻、都市計画専攻の3専 攻がある。

(1)社 会経済計画専攻

本専攻は特に最新の「政策科学 」ないしは「公共政策 」の立場に立ち、広 く経済問題や政治

・社会問題を学際的に研究 し、その分析結果を現実の政策に活用する能力を与えることを目的

としている。

現代は、相互依存性の強い複雑化した社会であり、 これらの諸問題は社会科学の個別理論の

領域では解決困難である。それらの問題に対処するため、本専攻では、柔軟な社会 システム論

や行動科学的な実証的な数量分析が重要な基本的役割を担 っている。 このような共通基盤に立

って、実証的な社会 ・経済理論と政策的意志決定のための計量モデル分析 とを、「計画」の立

場か ら研究 していくのが特色である。すなわち、政府や自治体による社会開発や福祉政策、国

内 ・国際経済に関する計画理論と政策研究、民間企業の立場からみた産業 ・貿易構造と経営行

動に関する学際研究、資源 ・エネルギー ・環境問題に関する政治 ・経済分析等、学問領域は多
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岐 にわ た って い る。 しか し、 コ ン ピュー タを駆 使 した数 量 分析 の実 習 を通 して、 現 実 的 な政 策

感 覚 を修得 す る こ とが大 きなね らい で ある。

専攻 科 目 と関 連 科 目に はつ ぎの よ うな もの が ある(3年 または4年)。

専攻科 目

計量経済学

労働経済学

開発経済学

経済計画

金融論

厚生経済学

関連科目

社会学基礎論

情報システム通論

国際関係論

一般力学

情報工学概論

経営工学専攻

財政学

国際経済学

経済統計

資源計画

公共経済学

システム工学原論

社会心理学

都市社会学

商 法

振動工学

計量政治・社会学

計量心理学

数理経済学

国際政治学

国際金融

現代社会論

データベース概論

行政法

材料力学

情報処理原論

3.2.2.

経営 工 学 では 、局 所 的 な問題 に対 す る分析 手法 が求 め られ る こ とは 当然 で あるが、 同時 に高次

の管理 上 の 問題 を把 握 す る こ とが必 要 で ある。 そ の た めに、 本専攻 では、具 体 的 な問題 に対 して

具体 的 な解決 策 を 見 いだす 工学 的 な教 育 と と もに、 そ の よ うな意志 決定 の行 われ る経 営 の場 と し

ての職 能 領域 につ い ての知識 を与 え て、 上 の2つ の能 力 を総 合的 に養 うよ うに して い る。 そ のた

め カ リキ ュラムに は、数 学、 統 計学 、 情 報 処理 とい っ た、 学類 全体 の必 修 科 目の ほ か に、 専攻 科

目 と して、 数理 計 画、 シ ミュ レー シ 。ン等 の手 法 的 な科 目 とと もに、経 営組 織 論 、 産業 心理学、

マー ケ ッデ ィ ング、 会計 学 概論 、財 務 管 理論 等 が含 ま れてい る。 さ らに経 営 工学 実 習(必 修)と

して そ れ らを総 合す る実践 的 な教 育 が な され て い る。 この よ うに して、物 の 管理 のみ な らず 、人

間 の動 きや 資金 の管 理 につい て も、 具体 的 な問題 解決 型 接近 の で きる人 間像 を もった、 企業経 営

は もと よ り、 社 会 の各 分野 で活 躍 で き る卒 業生 を送 り出す こ とを志 向 して い る。

専攻 お よび関 連科 目にはつ ぎの もの が あ る。

専攻 科 目

数 理統 計学 産業 心 理 学 生 産管理

応 用確 率論 シ ミュ レー シ ョン 数理 計 画

財務 管理論 経営 経 済 学 マー ケ ッテ ィング

ー78一



経営組織論

投資計画

関連科目

情報処理原論

データベース概論

現代社会論

行政法

一般力学

都市計画専攻

国際金融論

応用確率過程

システム工学原論

情報工学概論

社会心理学

都市社会学

材料工学

会計学概論

情報システム通論

社会学基礎論

国際関係論

商 法

振動工学

3.2.3.

学習の対象は国土計画、地域計画などを含む都市問題である。地方自治体などの公共団体 とし

ての政策決定という観点か ら、問題を分析 し、解決方法を導 き出すために必要な方法論、分析方

法、情報伝達技術などを修得させ、社会科学を実際の問題に応用 して問題を解決 していく能力を

養成 してい くことを主な目的 としている。公共機関としての政策決定と述べたが、その応用性は

大きく、民間企業などでもその素養は十分に生かせるものである。

計画や政策作成に関 しては、できるだけ科学的、計量的方法を習得させるようにしている。具

体的には、各種意志決定過程の理論の学習や、コンピュータを使用した都市 ・地域データの整理、

視覚的表現、そして解析、都市、地域モデル作成による政策効果の予測 と検討などを履習する。

更に計画への市民参加の方法なども、政治学、ゲーム理論、経済学的観点か ら教育が行われる。

具体的な問題を取り上げ、実践的な教育が特徴であり、都市計画実習では、近隣の市町村を題材

とし、その自治体の抱える諸問題を総合的に理解し、その枠組みの中で特定の問題に対 して対策

を立案 し、それを表現する能力の養成を行っている。

専攻科目、関連科 目としては、つぎのものがある。

専攻科目

都市構造論

交通計画

地域計画学

都市財政

都市施設計画

関連科目

システム工学原論

情報工学概論

現代社会論

地区計画

環境計画

地域経済学

都市設計

都市防災

情報システム通論

情報処理原論

社会心理学
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投資計画

都市計画手法

都市行政

農村計画

データベース概論

社会学基礎論

国際関係論



都 市 社会 学 行 政 法 商 法

一 般 力学 材料 力学 振 動工 学

3.3九 州大 学 経 済学 部経 済 工 学 科 所在 地 〒812福 岡市 東 区箱 崎6-19-1

電 話092(641)11013
.3.1.設 置 経過 と特 色

経済 工 学科 は 昭和52年 度、 経 済学 科、 経 営 学科 に次 ぐ第三 番 目の学科 と して経済 学 部 に設 置

され た。 この学科 は 計 量的 分析 手 法 に 関す る講 座 と、 そ の基 礎 の上 に経済 ・産業 ・企業 の各 レベ

ル にお け る組 織 ・管 理 ・計 画 を取 り扱 う講 座 とか ら構 成 され て お り、 既 設 の経 済 学 科 ・経営 学科

と緊 密 な学 際的協 力関 係 に立 っ てい る。

新学 科 は い くつ かの 特徴 を持 ってい る。 第一 は 「大講 座制 」を採用 した ことで あ る。 旧来 の講

、座は 原則 と して教 授1、 助教 授1、 助手1～2か ら成b立 って い るが、 これ では研 究領 域 を拡 大

,し 、 あ るい は流 動 的 な人事 を行 う上 で制 約 となる場合 が あ る。 大 講 座制 で は 、一 つの講 座 に二 人

以 上の教 授 を置 くこ とが で きる。経済 工学 科 で は四 つの大 講座 で教授 十名、 助 教授 四名、 助手 四

名 を擁iしてい る。

第 二 の特 徴 は、 す べ ての学 科 が 「実験 講 座 」 とな ってい る こ とで ある。

経 済工 学 科 の第三 の特 徴 は、 この学 科 を志 望 す る学 生 に対 して理 科系 の入試 科 目を課 す こ とで

あ る。 経 済 工学 科 の授 業 科 目は、 経 済 学部 の講 義 を継 承 す る一 方 で、数 学 系、 工学 系 の科 目を大

巾 に組 み入 れ てい る。 した が っ て経 済 工学 科 の学 生 は入学 時 に す で に理 科 系 と同等 の 自然科学 、

と くに数 学 力 を持 って い る こ とが 要求 され る。

3.3.2.情 報 処 理 関連 講義 に つい て

図表5は 昭和58年 度 に経 済 工学 科 で開講 さ れ た計 算 機 を使 用 す る授業 の一 覧で ある。 計 算機

設備 と して は、 図表6に 示 す デ ー タステ ー シ 。ンが経 済 学 部 に設置 され て お り、九 州大 学情 報 処

理 教育 セ ン ター のFACOMM-360(主 メモ リ16MB、 磁 気 ディスク容 量5.352GB)に

接続 され て い る。 図 表 中 の受講 率 とは対 象学 年 の定 員 に対 す る受講 者 数 の比 率 を示 す もので あ る。

この表 か ら昭 和58年 度vak・け る経 済 工 学 科の 学生 一 入 あたbの 受講 率 を算 出 す る。 図表5の 授

業 科 目の中 の情報 管 理 論、 計 量経 済学 、 情 報概 論、 デー タ解析 の受 講生 の三 分 の一 が経 済工 学 科

の学生 で ある と仮 定 す る と、経 済 工学 科 の コ ン ピュー タ関 連講 義 の受 講老 延 数 は236入 とな る。

経 済 工学 科 の1年 ～4年 までの 定員 は320人 で あるの で、 受講 率 は73.8%と な る。 この値 は、

本 報告 の私 立大 学 の 部 で算 出 され た工 学部 の 中 の管理 ・経 営 系学 科 の平均 受講 率81.4%よ りや

や低 く、文 科系 学 部 の経 済 ・経 営 ・商 学科 の平 均 受講 率8.7%、12.7%、9.0%に 比 べて か な

り高 い結果 を示 して い る。 この事 実は 九州 大 学経 済 工学 科 の特 色、 「文 科 系学 部 に ある理科系 学

科 」の実体 を良 く表 わ して い る と考 え られ る。
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図表5.経 済工学科の計算機関連授業

授 業 科 目 対象学年(学 科) 受講者数 学期 受講率%

情報管理論 3,4(経 済,経 営,経 工) 147 通年 61.3

経営工学 3,4(経 工) 24 通年 30.0

経済工学演習 3,4(経 工) 13 通年 16.3

意志決定論 3,4(経 工) 11 通年 13.8

経済データ解析特研 大学院(経 工) 9 通年 81.8

計量経済学 3,4(経 済,経 営,経 工) 85 前期 35.4

計量経済学特別研究 大学院(経 工) 3 前期 27.3

情報概論 3,4(経 済,経 営,経 工) 80 前期 33.3

経済変動論特研研究 大学院(経 工) 4 後期 36.4

情報処理 2～4(経 工) 23 後期 28.8

情報概論 3,4(経 済,経 営,経 工) 39 後期 16.3

デ ー タ解析 2～4(経 済,経 営,経 工) 142 後期 59.2

図表6経 済 工学 科 に設 置 されて い るデ ー タ ・ス テー シ 。ン(講 義 室兼 用)
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4.国 立10大 学 にお け る情 報 処理 教 育 セ ン ター

4.1設 立経緯

昭和43年 に情報処理教育の基本方針と具体化のための諸問題を審議するため、文部省の大学学

術局に「情報処理教育に関する会議」が発足 し、昭和44年 か ら昭和47年 にかけて、情報処理教

育振興に関する多 くの報告が提出された。 この報告では、情報処理教育は、専門的情報処理教育(

情報処理の専門家を養成するための教育)と 一般的情報処理教育(情 報処理を専門としない学生を

対象とする情報処理教育)に 分類されており、それぞれの関連性、目的、方針、組織、設備等に関

する具体的提案がなされている。

4.2の 情報処理教育 センターは、この分類中の一般的情報処理教育に該当するもので、大学に在

学するすべての学生に、専門の別なく情報処理教育を受ける機会を与え、将来、社会で活用するた

めの素地を養 うことを目的 として、昭和47年 から昭和57年 に亘って、工業大学と七つの国立総

合大学に設置された。

4.2名 称と連絡先

名 称 所 在 地 電 話 番 号

北海道大学情報処理教育センター 〒060札 幌市北区北十条西五丁目 011(712)0314

東北大学情報処理教育センター 〒980仙 台 市 川 内 0222(22)1800

東京大学教育用計算機センター 〒113文 京 区 弥生 二 の十 一 の 十六 03(812)2111

名古屋大学情報処理教育 センター 〒464名 古屋市千種区不老町 052(781)5111

京都大学情報処理教育センター 〒606京 都市左京区吉田本町 075(751)2111

大阪大学情報処理教育センター 〒560豊 中市 待兼 山 町一 の一 06(844)1151

九州大学情報処理教育センター 〒812福 岡市東区箱崎六の十の一 092(641)1101

室蘭工業大学情報処理教育センター 〒050室 蘭市 水 元町 二 十七 の 一 143(44)4181

名古屋工業大学情報処理教育センター 〒466名 古屋市昭和区御器所町 052(732)2111

九州工業大学情報処理教育センター 〒804北 九州 市 戸畑 区 仙 水町 一 の一 093(871)1931

4.3コ ンピ ュ ータ設 備 、 職 員 数お よび 利 用 状況

この節 の報 告 は、1983年 に北 海道 大学 情 報処 理 教 育 セ ンター広 報 専門委 員会 が実 施 した ア ン

ケ ー ト調査 に もとつ い て い る。 この調査 は 国立 大学 情 報処 理 セ ン ターで行 われ て い る情 報処 理教 育

の実態 や運 営 形 態等 を把 握 す る 目的 で実 施 され た もの で、 ア ンケー トの 内容 は セ ン ター概 要、 情報

処 理教 育 の 実態 、運 用 、 負担 金 、 図書 、 セ ン ター刊行 物 等 に亘 ってteり 、1983年3月 の北 海 道

大学情 報 処理 教 育 セ ン ター広報 に公 表 され た。

図表7～ 図表9は この広 報 か ら、 セ ン ター概要 、 情報 処理 教 育 の種 類 と利 用形 態tsよ び昭和57

年 度利 用 実 態、 講義 ・実 習 で使 用 してい る ソフ トウ ェア につ いて抜 粋 した もの で あ る。
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図表7 セ ン ター概 要
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図表8情 報処理教育の種類 と利用形態および昭和57年 度利用実態
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図表9カ リキ=ラ ム上 の講 義 ・実習 等 で 実際 に使 用 して いる ソフ トウェ ア/機 器

大学名 吾 妻三口 口口
左 記 以 外 の ソフ トウ ェア 機 器

FORTRAN(77含)・,PASCAL GPSL(汎 用図形出力ルーチ ン) TSS端 末 、 ラ イ ン プ リ ン タ

北 大
BACIC,HLISP(REDUCE) MSL(科 学技術計算パ ッケージ) カ ー ド リー ダ、XYプ ロ ッ タ

UTILISP,PROLOG SPSS グ ラフ ィ ック(ハ ー ドコ ピー)

MPLLP(線 形計画法) カ ー ドパ ン チ 機

東北大 FORTRAN(77含),PASCAL

FORTRAN,PASCAL, NSP TSS端 末 、 ラ イ ン プ リ ン タ

東 大
BASIC,LISP (FORTRAN用 数値計算)

CGL XYプ ロ ッタ、 グ ラ フ ィ ッ ク

(FORTRAN用 図形 処 理)

FORTRAN,PASCAI., SPSS.SALS TSS端 末(日 本語含)

名 大
LISP,PL/1 XYプ ロ ッ タ

グ ラ フ ィ ッ ク

バ ッチ用 機器 一 式

FORTRAN77;PI/1, MSL

京 大 BASIC

FORTRAN, ア セ ンブ リ言語 シ ミュレー タ TSS端 末

阪 大 PASCAL8000

FORTRAN,PASCAL, 数 値 計 算 ラ イブ ラ リ XYプ ロ ッタ

九 大 COBOL,PL/1 グ ラ フ ィ ック

室工大 FORTRAN,BASIC

FORTRAN, MSL,SPSS

名工大 Z-80ア セ ンブリ言語 GIP教 育 シス テ ム

FORTRAN,PASCAL,

九工大 BASIC
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4.4学 部 別 受 講 率

図表10は 総合 大 学 に設 置 された情 報処 理教 育 セ ン ター を利 用 す る授業 の受 講率 を大学 別 学 部

別 、年 度 別 に算 出 した もの で ある。 受講 率 は次 の(1)式に よって い る。

受講≦ 蕎iを 受けている学生数 。、。。 ・(・)
学 生 定 員

ただし弓 は・その鞭 に当該学部内で開講されてい・繍 処緻 育センターを利肘 る講義に

つ い て の和 を意味 す る。従 って二 つ以 上 の授業 を 同 じ学 生 が聴 講 して いる場 合 は延 数 が得 られ る。

分 母 の学 生 定員 は学 部 受講 率 の場 合 は3年 と4年 の合計 定 員 を、 教 養部 受講 率 の場 合は1年 と2年

の合計 定 員 を用 いた。 大 学 に よって教養 課 程 の年限 が異 なる上、 東 京 大学 の よ うに学部 と して4年

までの 学生 教 育 を行 って い る場 合 もあり、上記 の方法 では 正確 な受講 率 を算 出 した とは言 い 難 い。

あ くまで も概 算 であ る こ とをお断 りす る。 図 表 中、 斜線 の部 分は 該 当学部 が存在 しない か、 又 は セ

ンター設 立 直後 のた め、 セ ンター広 報 に資料 が 公表 され てい ない かの理 由 に よって 受講 率 を算 出 で

きなか った 部 分 で ある。

(1)式に よれ ば、 受講 率 が100%で あ る とは、 そ の年 度 に 、す べ ての学 生 が、一 度 だ け計算 機 を

用 い る授業 を受 け た こ とを意 味 す る。 ある いは、 学 生 が在 学 中 に毎 年 一 度つ つ合計 四 種 の コン ピ ュ

ー タ関 連 教科 を聴講 して い る状態 を意 味 す る。 従 って受講 率 とは、上 記 の意 味 での コ ンピ ュー タ関

連 授業 の 実 施率 を示 す もの で あ って、 コン ピ ュー タ設 備 の充 足 率 を示 す もの では ない点 に注意 す る

必要 が あ ろ う。

図 表11は 昭和57年 度 の受 講率 を学 部 別 、大 学 別 に図 示 した もの であ る。 学 部 ご とに、 グ ラ フ

を横 断 してい る短 い横線 は、 そ の学部 の受 講 率 を6つ の大 学 に関 して平均 した値 を示 して いる。
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図表10情 報処理 教 育 セ ン ターvafoけ る大学 別 ・学 部別 受講 率 ㈲

北 大 稟賦 東 大 名 大 京 大 臥 九 大 平 均 全
平
均

年度 56 57 57 48 49 50 52 54 55 56 57 56 57 55 56 57 57 54 55 56 57 55 56 57

文学 30.6 30.4 0.0 16.4 30.4 17.6 30.0 32.8 23.2 39.0 25.0 2.4 3.8 2.4 26.0 0.0 21.4 10.8 17.8 答.0 18.8 23.1 14.0 19.5

教育 21.2 2.6 0.0 17.6 50.0 68.8 39.4 22.4 防.4 47.0 7L2 1L6 12.6 30.2 34.0 留.0 0.0 0.0 0.0 0.0 田.8 2.7 30.5 酋.1

法学 o.o 2.0 0.0 18.2 10.2 0.8 0.0 0.0 0.0 18.2 22.8 0.0 o.o 0.0 0.0 21.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.6 7.6 4.6

経済 8.4 8.8 25.8 34.4 42.2 30.4 157.4 66.2 140.8 62.4 臼.8 36.0 1.2 20.2 34.0 50.8 75.4 75.0 Ω.o 73.2 鴨.6 銘.5 36.6 52.7

理学 11.2 16.8 1田.2 116.0 94.2 95.2 97.6 99.8 127.0 113.2 76.8 14.0 32.2 130.8 1田.2 172.8 34.4 60.4 銘.4 37.2 106.0 田.6 別.0 脇.8

医学 0.0 o.o 訂.0 118.6 129.6 研.8 70.0 89.2 75.8 肪.8 81.0 3.0 5.6 54.6 52.2 図.2 0.0 0.0 0.0 0.0 o.4 銘.4 鎗.6 6.2

藁学 0.0 0.0 61.2 摺.2 17.2 14.2 15.0 80.0 76.8 42.8 20.8

一

108.2 106.2 151.2 肌o 肪.8 肌0 胡.2 77.2 ω.7 茄.2 50.7

工学 訂.8 39.3 77.2 117.2 143.6 1η.4 1別.2 118.4 117.8 147.6 銘.2 田.2 肪.8 99.4 89.8 弱.4 73.2 鵠.4 ".0 66.8 90.5 8L4 78.7 艶.7

鮮 田.4 舗.6 田.6 101.2
・

1肪.6 與.2 99.2 舵.o 104.2 102.2 93.2 0.0 0.0 15.8 19.0 鵠.0 19.8 0.0 篇.6 器.6 40.o 蕊.0 4L8 51.9

践 1.8 25.8 76.0 9.2 10.3 田.4 11.4 語.1 舗.6 46.1 飢.6 613 3.4 0.4 1.8 3.5 8.6 5.6 5.6 9.0 14.2 12.3 別.2 17.3

平均 13.9 16.2 50.2 57.3 63.3 52.9 63.4 65.9 75.8 70.5 訂6 15.7 17.1 胡.2 51.9 68.4 田.2 25.3 24.8 田.5 49.7 語.3 39.7 44.7
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図表11昭 和57年 度大学別 ・学部別受講率
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4.5現 状 と 問 題 点

情 報 処理 教 育 セ ン ターの問 題点 の主 な ものは、 設備 に 関す る問 題、定 員 に関 す る問題 、 教 育 の普

及 度 と内容 に関 す る問 題 の三 つ に分 け る こ とがで きる。

第一 点 の設 備 に関 す る問題 は 更 にハ ー ドウ ェア とソフ トウェア に分 け られ る。 ハ ー ドウ ェア の充

足 度 は質 と量 の 両面 とも不十 分 で あ ると言 わ ざる を得 ない。 す なわ ち図表11に よれ ば、 情報 処 理

教 育 セ ンター を持 つ 大学 で は 、平均 して約88%の 学 生 が在 学 中 に一度 だけ 情報 処理 関連 授業 を受

け て い る こ とに な ってい る が、実 際 は在 学中 に多 くの コ ン ピ ュー タ関連 授業 を受 け る 専門 の学 生 が

含 まれて い るた め、 在 学 中に 一度 も情 報 処理 関連 授業 を受け ない学 生が 相 当数 い る こ とを示 してい

る。 しか もこの状 態 で 既 に情 報処 理教 育 セ ンター のハ ー ドウ ェア設 備は 満杯 で、計算 需 要 が ハー ド

ウ ェア能 力 をは るか に 上 廻 るた め、授 業 や実 習 に支障 を きたす 事 態が しば しば起 る。 これ は 大型計

算機 セ ン ターが研 究 の た めの 共 同利用 設備 と して導入 され た 当初 の コ ン ピュー タ需 要 とハ ー ドウ ェ

ア 設備 の充 足 度 と非 常 に 良 く似 た現 象 で ある。 研 究用 コ ン ピ ュー タ設備 は そ の後 の補 強 に よって 量

の 問題 は ほぼ解 決 した と言 え るが、教 育 セ ンターに 関 しては この 問題 は現在 の緊急 の 問題 で あ ろ う。

また最近 の よ うに情 報化 が急 速 に進 ん でい る社会 に適 応 す る人材 を育成 す る ため には 、ハ ー ドウ ェ

ア設 備 は単 に量 の問 題 を解 決 す る だけ でな く、常 に技術 の進 歩 を展 望 し活用 で きる よ うな教 育 環境

を整 える た めの質 の向上 や多 様化 の問題 も含 めたハ ー ドウ ェア設備 の補 強 を考 え てい くことが必 要

で あろ う。

ソフ トウ ェア に関 して は、 教育 セ ンターの ス タ ッフの努 力 に よ って、 現在、 各 種 の情 報処 理 教育

の た めの ツー ルや シス テムが 開発 され てい る。 これ らの研究 が、 相互 に刺激 し合 って実 用 に堪 え る

良 い シス テ ム と して 定着 す るた め には 、 なお しば らくの期 間 が必 要 で あろ うと考 え られ る。

第 二 の問 題 は定 員 に 関す る問題 であ る。教 育 セ ン ター を活 用 して情 報処 理 教育 の実 を あげ るた め

に は、 コ ン ピュー タ シス テ ムの保 守管理 や授業 時 間 の管理 配分 な どの運 用 に関 す る こ と、学 生 の講

義 や演習 な どの直 接 教育 に関 す る こ と、 シス テ ムの設計 ・製作 ・改善 な どの研 究 開発 に関 す る こ と

の三 つ が円 滑 に機 能 す る必 要 が あ る。 しか し現在 の定 員 では 主 と して保守 管 理 を充 足 す る だけ で、

図表7の セ ン ター概 要 に 見 られ る ように、 どの セ ン ターで も1～3人 の臨 時職 員 を雇用 す るこ とに

よって研 究 開 発 の ため の余裕 を作 ってい るの が現 状 で ある。 従 っ て直接教 育 を行 う教 官 定 員 は教 育 ,

セ ンター に も学 部 に も無 い。 この問題 を解 決 す る こ とは、 第三 の問題 であ る教 育 の普 及度 と内容 を

向上 す る上 で も重 要 で あ る。

第 三 の教 育 の普 及 度 と内容 の問 題 は、 前述 の第一 、 第二 の 問題 と密接 に関連 してい る。 図表11

に見 る通 り、 一 般 的 情報 処理 教 育 の普 及度 は すべ て の学 部 で、 「情 報処理 教 育 に関 す る会議 」の提

言 した レベル に至 って い ない。 特 に文科 系学 部 と医 歯系学 部 に この傾 向 が著 る しい。 教 育 の 内容 に
、

関しては 「情報処理教育の会 」の提言によれば、情報処理基礎教育と専門科目への応用教育の二分
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野 を カバ ーす る こ とが 必要 で あるが 、 次節 に示 した講 義題 目に見 られ る通 り、 基 礎 教育 、 応用 教育

共 に、 実施 され てい る科 目に関 す るか ぎ りは、 相 当 の教育 効果 を あげ てい る と見 る ことが で きる。

授 業 内容 の詳細 な例 につ い ては参 考 文 献 を参 照 され たい。

4.6授 業 例

4.6.1東 北 大学 昭 和57年 度 前 期登 録 講 義

学部学生

受 付
番 号

教 官 名 学 部 講 義 名
予 定
学生数

実登録
学生数

10 小 畑 征二郎 教 養 情報科学 ‖ 100 116

11 中 村 維 男 〃 〃 〃 110

12 川 添 良 幸 〃 〃 〃 135

13 〃 〃 〃 〃 151

14 奈 良 久 〃 〃 〃 166

15 〃 〃 〃 〃 107

16 〃 〃 〃 〃 〃

17 川 添 良 幸 〃 〃 〃 97

18 千 田llll
・工 資源工学実験第2 35 34

19 藤 平 正 道 薬 薬学演習 80 81

21 近 藤 泰 洋 工 応用物理学実験第4 60 86

23 生 出 慶 司 教 養 天文 ・地 球物理学 ‖ 200 121

24 〃 〃 〃 〃 158

25 佐 藤 裕 久 工 塑性力学 55 56

26 鍛 治 東 海 理 情報理学1 270 255

28 斎 藤 尚 生 " ,
一般物理学実験 15 0

29 江 島 俊 朗 工 電気通信 ・電子工学実験第4 30 、〃

30 福 島 浦 〃 〃 〃 〃

31 中 村 維 男 〃 研修第 ‖ 14 15

33 重 井 芳 治 〃 計算機学 70 1

34 新 井 邦 夫 〃 化学工学演習第1 90 98

35 〃 〃 〃 〃 〃

39 日 向 康 吉 , 農 生物測定学 25 19

41 鎌 田 農 期 〃 食糧化学実験 40 41

45 菊 池 淳 工 金属工学実験 10 11

48 和 泉 正 哲 〃 建築構造力学第2 50 0

49 山 田 漿 志 〃 鋼構造演習 〃 12

一90一



受 付
番 号 教 官 名 学 部 講 義 名

予 定
学生数

実登録
学生数

、

50 柴 田 明 徳 〃 建築構造解析 〃 25

52 堀 口 剛 〃 数学演習 担 1

艮 大 貫 裕 司 教 養 物理学実験 50 3

65 脇 田 昭 平 〃 〃 30 1

67 内 田 和喜男 〃 〃 20 〃

69 御園生 善 尚 〃 確率論統計学 10 〃

70 萱 場 猛 夫 農 畜産総合実験 12 13

73 角 田 重三郎 〃 卒業論文 4 ・β

75 田 中 通 義 理 固体物理学 10 8

76 伊 藤 貴 康 工' 情報工学1 49 125

77 千 葉 二 郎 〃 電気工学研修第2 3 4

80 大 野 曜 吉 医 法医学教室. 2{} 27

大学院生

36 大 家 寛 理 プラズマ物理学1 5. 、6

ぷ) 安 積 徹 〃 有機物理化学‖ 8 7

42 平 川 直 弘 工 原子核工学研究実習 5, 6

57 千 葉 卓 男 薬 薬化学特論 2
aO

59 福 本 圭一郎 〃 薬品製造学特論 〃 、〃

60 山 中 宏 〃
'

反応薬品化学持論 〃' `3

61 島 田 和 武 〃 薬品分析化学特論 4 5

71 荻 野 義 定 工 化学工学第6特 論
1

40 38

74 猪 岡 光 〃 機械制御学持論第1第2・ 20 4
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4.6,2東 京 大 学 昭和58年 度前 期 登録 講 義

(学 部 学 生)

受 付 番 号 教 官 名 所 属 講 義 名 学 生 数

001 伏 見 正 則 工 物理 工学 ・計数 工 学 演習 110

002 梅 沢 豊 経 済 電算機と情報処理 230

003 島 内 剛 一 教 養 数 学 500

004 天 ・野 郁 夫 教 育 教育社会学調査実習 15

005 山 口 陽 子 薬 薬学実習1 .70

006; 都 丼 裕 工 算法通論D 50

007 田 中 英 彦 工 算法通論F 90

008 三 浦 宏 文 工 コン ピュー タ機 械工 学 140

009 鈴 木 ・秀 夫 理, 地理学実習 8

010・ 相 馬 胤 和 工
、

熱物質移動 80

Ol1 相 馬 胤 和 工 金属反応工学 80

Ol2 前 田 和 甫 医 電算 機序論 及び統 計 ・情 報処理 講義 ・i寅習 80

Ol3 飯 塚 悦 功 工 算法通論1 25,

014 中 田 宗 隆 理 物理化学実験一電子計算機(一 般課題) 46

015 木 村 文 彦 工 情報 システム 第一 50

Ol6 中 村 和 郎 薬 物理化学演習

¶

70

017 大 山 正 文 電算 機応 用(D
,w

190

.018 築 島.裕 文 古代語演習 8

019 綾 日出教 工 都市工学演習B第1 18

020 大 山 正 文. 卒業論文 27
'

021 本 多 健 一 工 算法通論1 7

022 古 澤 健 彦 工 算法通論 35

023 山 田 学 工 卒業研究 5

024 山 路 永 司 農 測量実習及び製図 23

025 斎 尾 乾二郎 農 生物測定学 50

026 上 村 賢 治 農 電子計算機と計算法(B) 150

027 高 野 泰 農 農業生物学実験1 35

028 －L村 賢 治 農 統計遺伝学 30

029 村 田 健 郎 理 情報科学特論V 11

030 岡 部 洋 一 教 計 TSSに よ るFortranプ ロ グ ラ ミン グ 入 門 60

031 久 保 成 隆 農 農業水理学実験 18
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受 付 番 号 教 官 名 所 属 講 義 名 学 生 数

032 篠 原 俊二郎 理 学生 実験IIプ ラズマ 60

033 宮 沢 辰 雄 理 生物 化学 実験II 21

301 吉 沢 昭 宣 工 算法通論H 120

302 風 間 喜代三 文 卒業論文 5

303 中 井 浩 二 理 物理実験学 15

304 丸 山 直 昌 理 計 算機演 習A,B 70

305 国 友 直 人 経 済 統計解析 50

306 梅 沢 豊 経 済 演 習 25

307 島 内 剛 一 教 養 数 学 500
」

308 島 内 剛 一 教 養 数 学,, 500

309 仙 波 一 郎 教 養 基礎科学実験1
『

50

310 宮 本 正 道 教 養 基礎科学実験II 30
.

311 芝.祐 順 教 育 計算機演習 40

312 芝 祐 順 教 育 卒 論 ゼ ミ ・ ・20

313 天 野 郁 夫 教 育 教育社会学調査実習 15
1

314 山 口 陽 子 薬 卒業実習 5

315 都 井 裕 工 算法通論D 50

316 尾 中 敬 理 恒星大気構造論演習 ・'15

`.

317 竹 内 啓 経 済 統計学演習 24

a18 鈴 木 秀 夫 理 地理学調査法 6

319 早 川 礼之助 工 物理工学演習第1 52

320 釜 江 常 好 理 物理学実験1 100

321 大久保 重 範 工 計 測工 学演 習 第1,2,3 70
、

322 北 森 俊 行 工 制御系の設計演習 6

323 甘 利 俊 一 工 数理工学演習第一 25

324 甘 利 俊 一 工 数理工学演習第二 26

325 笛 木 和 雄 工. 卒 論 7

326 岩 田 修 一 工 原子力数値解析序論,原子力工学実験演習第2 36

327 岩 田 修 一 工 原子力工学実験演習第3 36

328 氏 平 祐 輔 工 卒業論文 2

329 中 澤 清 理 計算機演習A 6

330 岡 野 行 秀 経 済 演 習 4

331 内 田 安 三 工 卒 論 4

332 瓜 生 敏 之 工 卒 論 2

333 長谷川 正 木 工 卒 論 6

334 合 志 陽 一 工 卒 論 3

335 吉 川 貞 雄 工 卒 論 5
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4.6.3京 都大 学 昭和57年 度後 期 登録 講義

(学部学生)
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頒

Ω

脱

7

39

40

26

43

13

90

17

29

13

173

人肌L

年学

生国4

2

4

3

㍉

-

2

2

3

3

4

3

3

L

4

2

2

3

あ

3

3

ち

3

4

3

2

4.443232L23飢

名薬授

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)択須択択

ク

"

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃選必選選(((((((((((((((((((((習頒習ン.グ実ミン法グラミ験ングーラ実ミ・第習グびラブ一演12ロ及論グ学ナ)び論策プ験造3構P概験び実及日工ミ2

…

き…

顎

糠

講"

難

欝

法

統

統

情

電

槽

化

卒

炉

応

情

卒

電

数

情

致

家

計
プ

課

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)須択須択〃〃〃〃〃〃必選必選(((((((((("皿IR

習

灘

m

演

演

と

の

習計習理趣諦め3演設演査教課概学たA学

璽

㌶
綱
理

㌶
撒

プ

食

社

衛

物

情

心

理

課

公

みク31

科学帯学

部

大

報

来

報

化

工

核

源

部

工

部

理

部

系

産

学

部

理短気池子学気学〃情電情石農原資養農学数〃電畜化学物

療

…

.

.

・

.

.

●

.

済

●

●

・

●

法

医

工

工

工

工

工

工

工

教

農

薬

工

経

工

農

工

理

理
*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

学

品

部

生

理

部

部

理

部化食学衛物物学学養〃

・

・

育
.

…

済

工

農

教

工

理

理

教

理

経

`

計合
*印 は通年

一94一



4.6.4九 州 大学 昭和58年 度前 期登 録 講 義

学部学生

学 部 ID 授業科目数 対象学年(学 科) 受講者数 形態 担当 学期

文 LA 心理学方法論 3,4(大 学院) 18 講義 鯨 通年

経 済

EA

EB

EC

ED

EE

EF

EG

EH

EI

情報概論

情報管理論

経営工学

経済工学演習

計量経済学

計量経済学特別研究

EDP会 計システム論

意志決定論

経済データ解析特研

3,4(経 済,経 営,経 工)

3,4(経 済,経 営 経工)

3,4(経 工)

3,4(経 工)

3,4(経 済 経営,経 工)

大学院(経 工)

3,4(経 済,経 営)

3,4(経 工)

大 学院(経 工)

80

147

24

13

85

3

17

11

9

講義

情義

講義

講義

情義

実習

講義

実習

情義

秦

岡部

岡部

山崎

山崎

山崎

藤田

北原

平田。

前期

通年

通年

通年

前期

前期

通年

通年

通年

医 MA

MB

生体情報科学

フォートラン講義

3(生 理)

大学院(生 理)

*

*

.情義

講義

大村

清水

通年

通年

薬 PA

PB

薬品物理化学特論

生物物理化学演習

大学院(製 薬化)

大学院(製 薬)

9

9

実習

実習

上田

井本

通年

通年

農 AA

AB

電子計算機入門

生物物理化学第2

3,4(農 政経 済)

4(農 芸化)

88
●

51

講義

購識

竹内

林

前期

前期

理 SA 情報数学第1及 演習 4(数) 34' 情義 藤野 前期

工

TA

TB

TC

TD

TE

TF

TG

TH

TI

TJ

情報処理概論

情報処理概論

情報処理概論

情報処理概論

工業物理化学特論演習

プログラミング言3吾

数理計画演習

航空機設計製図第2

蒸気動力第1

電子工学特論策1

3.4(土 木 水工)

3(建 築)

4(応 化,応 原,合 化)

4(冶 ▲ 資源 鉄冶)

大学院(化 学機械)

3(電 気系)

大学院(生 産機械)

3(航 空工)

大学院(動 力機械)

4(電 子工)

97

73

108

1'27

16

154

7

22

13

66

講義

講義

講義

摘義

実習

実習

実習

実習

実習

実習

大槻

大槻

長沢

長沢

荒井

牛島

近藤

久能

伊藤

平田

前期

前期

前期

前期

前期

前期

通年

通年

通年

前期

教 養

GA

GB

GC

情報科学A

情報科学B

情報科学B

1.2

1.2

1.2

64

120

121

碑義

講義

情義

林

林

大島

前期

前期

前期

医技短 HA 放射線設備2(D) 3(診 療放射線) 28 楕識 木村 前期

合 計 1614
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5.私 立 大 学

私立 大学 の情 報処 理教 育 の現 状 に関 して は、 相当 な設備 を整 え てい る大学 か ら、 ほ とん ど設備 の無

い 大学 まで、 大 学 に よって大 きな差 が ある で あろ う と予想 され るが、 現在 、私 立大 学 全体 に亘 る統 一

資料 が無 いた め、 本報 告 は 「電 子 計算 機利 用状況 調 査報 告 書(私 立 大 学情 報処 理教 育 連絡 協 議会 、 共

同利 用 研究 委 員会 、昭 和56年 度k・ よび昭和57年 度版)」 に よってい る。 この調 査 報告 書 に よれ ば、

資料 の提供 を受け た大 学数 は、全 国 私立 大 学324校 中 の61.1%に あた る198校(昭 和56年 度

版)toよ び60.7%に あた る196校(昭 和57年 度 版)で ある。

5.1コ ンピ ュ ータ シ ステ ムの設 置 状 兄と教 育 目的 へ の利 用 率

図表12は 下記 の基 準 に よ って区 分 した コ ン ビ=一 夕の規模 と、 大学 の系 に よって分 類 した コ ン

ピュー タの設置 台数 と、 教 育 目的 へ の利 用 状況 を示 す。 た だ し設 置台 数 につ い ては、 大 学 内の財 産

目録 に記載 され てい る コン ピ ュー タの うち、 大学 内 の メ イン フ レーム システ ムお よび大 学 におい て

教 育 ・研究 に重要 な役割 りを果 してい る ミニ コ ン ・ハ イ ブ リッ ドコン ピュー タ、 マ イ ク ロコ ン ピュ

ー タ
、 ター ミナル コ ン ピュー タ等 につ い て算 出 され た もの で あ る。

分類基 準(主 記憶 容 量 の みに よる)

大 型 機:512KB以 上

中 型 機:128KB以 上512KB未 満

小 型 機:32KB以 上128KB未 満

マイ コ ン:32KB未 満

私 立 大学 に 設置 され てい る コ ン ピュー タ275台 の 中で教 育 専用 に用 い られ て い る もの は19台

で あ り、 教 育以 外 の用 途(研 究 、 事務 処理)を 専 用 とす る もの58台 を除 く198台 の コ ンピ ュー

タが教 育 を含 め た汎 用 目的 に用 い られ て い る。

、
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図表12系 列別 ・規模別 ・電算機設置台数と教育目的利用状況(昭 和57年 度調)

台 数

規模 教 育 目的 教育のみに使

大 型 機 中 型 機 ミ ニ コ ン マ イ コ ン 合 計 用しているも

系列 利 用 率% の

34 10 30 7・' 81 6

総 合 大 学
(37.0) (14.7) (32.9) (29.1) (29.3)

42.6

(3L6)

5 3 3 1 12 0

文 ・教 ・法 系

(5.4) (4.4) (3.3) (4.2) (4.4)
50.0

(0.0)

11 5 8 4 28 2

単
経 ・ 商 系

(12.0) (7.4) (8.8) (16.7) (10.2)
46.2

(10.5)

28 22 27 9 86
、

8

理 ・ 工 系 48.2

科 (30.4) (33.7) (29.7) (37.5) (31.3) (42.1)

13 23 16 3 55 2

医 ・歯 ・薬系 17.1'

大 (14.1) (33.7) (17.6) (12.5) (20.0) (10.5)

0 1 2 0 3 0

芸 術 系 6.7

学 (0.0) (1.5) (2.2) (0.0) (1.1) (0.0)

0 0 1 0 1 0

そ の 他 0.0

(0.0) (α0) (1.1) (0.0) (0.4) (0.0)

1 4 4 0 9 1

女 子 大 学
(L1) (5.9) (4.4) (0.0) (3.3)

32.0

(5.3)

9.2 68 91 24 275 19

合 計 39.2

(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

型別保有率(%) 33.5 24.7 33.1 8.7 100.0

括弧内の数字は系列別の保有割合を示す

一97一



5.2コ ンピュータ関連教科の受講率

私立大学に属する全学生が、昭和56年 度においてどの程度に情報処理関連教科を受講する機会

を与えられているか、お よび実際にどの程度受講 しているのかのおおよその傾向を知るために図表

13を 作成 した。図表中の学生数1は 系別に分類 した該当学科に属する1年 から4年 までの学生定

員(該 当大学すべてについて和を求めたもの)を 示す。 この数値は昭和56年 度の実在学生数によ

って置き換えた方が、より実状を反映 した結果を得ることができるが、資料不足のため、定員を用

いてある。学生数2は 、在籍学生数の うち受講の対象となる学生数(学 年、学科、専攻等で決まる

)を示 し、その中で実際に受講 した学生数を受講者数の欄に選択、必修、合計に分けて示している。

受講率1は 学生数1に 対する受講老の割り合いを示しており、情報処理関連授業に対する学部学生

の受辮 を表わしか ると考えられる.牡 この受講1は ・私立大学の牲 が在学中va何回情報

処理関連授業を受けるかを示す数値とも考え られる。在学期間に平均4回 援護すれば100%、1

回受講すれば25%と 概算できる。受講率2は 受講の機会を一与えられた学生の受講率を示す。学生

,数2は 教科ごとに算出 した受講対象学生数の合計であるから、学生数2が 学生数1よ り多 くなる場

合が当然起るわけで、 この場合は、年間、学生当り平均2科 目以上の情報処理関連教科が提供され

て い る。
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図表13学 系別計算機関連講義の受講率

学 科 数

普

学 生数1
ω

うθ←

学 生 数2

(2)

受 講 者 数 受 講率1チ

③/(1)

受講率2惜

③/(2)
頁

講 義 数

選 択 必 修 合計㈲ 選 択 必 修- 合 計

文

科

系

文 ・人文 ・教育 ・社会

法 学

経 済 学

経 営 学

商 学

265

43

65

53

44

101400

67920

96860

60640

58740

〔-

21895

7825

95879

42042

82203

1819

285

7642

4077

3850

0

0

804

3642

1436

1819

285

8446

7701

5286

L8%

0.4

8.7

12.7

9.0

8.3%

3.6

8.8

18.3

6.4

30

10

79

36

52

0

0

10

10

17

30

10

89

46

69

小 計' 470 385560 249844 17673 5882 23537 6.1 9.4 207 37 244

理

学

数 学

物 理 学

16

17

4770

4120
.

7616

2412

2293

1169

1516

246

3809

1415

79.9

34.3

50.0

58.7

43

16

20

3

63

19

小 計 33 8890 10028 3462 1762 5224 58.8 52.1 59 23 82

工

学

機 械

土 』木 ・ 建 築

化 学

電 気

電子 ・通信 ・制御 ・計測

管 理 ・ 経 営

情 報 ・ 計算機

62

66

29

41

38

28

9

28480

23920

10700

17280

14920

11030

2720

9658

8660

2654

9304

12150

14432

6993

4846

3238

1457

5286

6732

5346

2453

2175

2113

632

1497

2481

3632

1881

7039

5351

2089

6783

9213

8978

4334

24.7

22.4

19.5

39.3

61.7

81.4

159.3

72.9

61.8

78.7

72.9

75.8

62.2

62.0

38

33

14

51

51

57

』41

15

12

5

13

17

35

21

53

45

19

64

68

92

62

小 計 273 109050 63851 29358 14411 43787 40.2 68.6 285 118 403

医 ・ 歯 ・ 薬 63 25480 1733 330 11092 1422 5.6 82.1 5 9 14

農 ・ 畜 産 28 9200 4082 1315 0 1315 14.3 32.2 23 0 23

そ の 他 60 16080 1721 687 207 894 5.6 51.9 10 1 11

合 計 927 554260 331259 52825 23354 76179 13.7 23.0 589
、

188 777

SCl年 ～4年 の全学年 定数 を示 す

cex講 義 ご とに算 出 した開講教科学生 数の合計



5.3コ ン ピュ ー タ言 語 教育 の ㈱ 兄

昭 和56年 度 に お い て、 私 立 大学 で開 講 された コ ンピェ一 夕言語 教 育 の種 類 とそ の実 習化率 を図

表14に 示 す。 図 表 中 の数字 は該 当す る大学 の数 を示 してい る。括 弧内 の数 字 は実 習 を伴 わ ない講

義 のみ の授業 を行 って い る大 学数 を示 し、 内数 であ る。 例 えばFORTRAN、 商 学の9(1)は 、商 学

科 を持 つ大学 の うち、9校 が商学 科 にお いてFORTRANを 教 えて お り、そ の うち'1校 は実 習 を行 っ

てい な い こ とを示 して い る。

図表15は コン ピ ュー タ言 語教 育 に用い られ てい る言 語 の種 類 を系別 に 円 グ ラフで表 示 した もの

であ る。
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図表14学 系別言語教育状況

度 数
FORTRAN COBOL

`

BASIC
ASSEM

BLER
PL/1 PASCAL SNOBOL APL 合 計 実習化率

文

科

系

文 ・人文 ・教 育 ・社会

法 学

経 済 学

経 営 学

商 学

7(1)

3(0)

16(0)

10(0)

19(1)

4(0)

2(0)

10(0)

9(0).

10(1)

2(0)

2(0)

4(1)

0(0)

1(0)

0(0)

0(0)

1(0)

0(0)

1(1)

1(0)

1(0)

1(0)

1(0)

2(0)

1(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

1(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

16(1)

8(0)

32(1)

20(0)

23(3)

93.8

100.0

96.9

100.0

187.0

小 計 45(2) 35(1) 9(1) 2(1) 6(0) 1(0) 1(0) 0(0) 99(5) 94.9

理

学

数 学

物 理 学

6(1)

6(1)

1(0)

0(0)

0(0)

0(0)

2(0)

0(0)

0(0)

1(0)

2(0)

0(0)

0(0)

0(0)

1(1)

0(0)

12(2)

7(1)

83.3

85.7

小 計 12(2) 1(0) 0(0) 2(0)
「,

1(:0) 2(0) 0(0) 1(0) 19(3) 84.2

工

学

機 械

土 木 ・ 建 築

化 学

電 気

電子 ・通信 ・制 御 ・計測

管 理 ・ 経 営

情 報 ・ 計算機

20(1)

18(4)

10(1)

18(4)

10(3)

17(6)

3(0)

0(0)

0(0)

0(0),

0(0)

2(0)'

10(3)

2(0)

0(0)

1(0)

0(0)

0(0)

6ぐo)

2(1)

1(0)

0(0')

0〈0)

1(0)

1(1)

5(1)

7(3)

4(0)

0(0)

1(0)

'

0(0)

・0(0)

1(0)

4(2)

3(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

2(0)

3(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

20(1)

20(4)

11(1)

19(5)

18(4)

42(15)

16(0)

95.0

80.0

90.9

73.3

77.8

64.3

100.0

小 計 96(19) 14(3) 4(1) 18(5) 9(2) 5(0) 0(0) 0(0) 146(30) 79.5

医 ・ 歯 ・ 薬 7(1) 0(0') 1(0) 0(0) 0(0)
"

0(0) 0(0) 0(0) 8(1) 87.5

農 ・ 畜 産 1(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 1(0) 100.0

そ の 他 3(0) 2(0) 1(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 6(0) 100.0

合 計 164(24) 52(4) 15(2) 22(6) 16(2) 8(0) 1(0) 1(1) 279(39) 86.0

比 率 ㈲ 58.8 18.6 5.4 7.9 5.7 2.9 0.4 0.4 100

()内 の数字は実習を伴わない講義で内数を示す。



図表15学 系 別計 算 機 言語 教 育 の講義 数 比
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5.4事 例

私 立大 学 で開 講 さ れ てい る コ ン ピ ュー タ関連 教科 の うち基礎 科 目の講義 名 に つい て、 大学 の 系別

に受講 対 象老 の多い 科 目を選 び出 して頻 度 を示 した ものが 図表16で あ る。 この図表 か ら文 系 ・理

系、 工 系 、医 歯薬 系 、 農 系 に おけ る情 報 処理 基礎 科 目の性 質 や傾 向 の違 い を読み取 るこ とがで きる。

図表16電 子計算機関連基礎科目と講義数

情 プ 情 電 演 計
口

報 グ 報
子 習 算

ラ 計 . 機
科 ミ 処

算 実 工
ン

学 グ 理 機 習 学

文 ・人 文 ・教育 ・社会 6 1 4 2 4

文 法 学 1 1 3

科 経 済 学 1 8 3 11 14

系 経 営 学 2 5 6 8

商 学 1 5 7 7 12

理 数 学 8 3 7

学 物 理 3 5 3

機 械 3 2 13 3 2

工 土 木 ・建 築 2 11

化 学 2 3 3

電 気 7 4 15 4 6

電 子 ・通 信 ・制御 ・計 測 9 1 15 9

学 管 理 ・経 営 2 8 4 4

情報 ・計算機 1 6 2 1 7 2

医 ・ 歯 ・ 薬 2 5

農 11

合 計 12 53 47 112 67 19
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5.5問 題 点

私立 大学 の情 報 処理 教 育 の最 大 の問 題は コ ン ピュー タ設備 の充 実 の必要 性 で あろ う。 図 表12に

よれ ば、 ア ンケー トに回 答 した 私 立大 学196校 の中 で教 育 専 用 に設置 され てい る コン ピ ュー タは

19台 、 事 務、 教 育、 研 究等 汎 用 に設 置 されて い る コ ンピ ュー タ198台 で あ り、 平 均 して ミニ コ

ン、 マ イコ ンも含 め て一 校一 台 の 割 り合 い に なっ てい る。 この表 の大型 機 の分 類 基準 が512KB

以 上 で ある点 を考 慮 す る と、一 部 の私 立 大学 を別 にす れば、 大 多数 の私 立 大学 は在 学 生 の すべ てに

わ たって コン ピ ュー タ教 育 を行 うよ うな余 裕 は、 設 備面 か ら見 て も、到 底 持 ち合 わせ て い ない と考

え ざる を得 な い。 ア ンケー トに回 答 しなか った私 立 大学128校 を も含 め て考 え る と、 事情 は もっ

と悪 くな る と考 え られ る ので、私 立 大学 に お いて一 般 的 情 報処理 教 育 を進 め る上 での障 害 は、 教 育

用 コ ンピ ュー タの数 の 不足 で あ る とい え る。 .この よ うな事態 は 、私 立 大学 に お け る情 報 処理 教育 の

普 及度 に'も反 映 されて い る。 図表17は 昭 和56年 度 に おけ る私立 大 学 の コ ン ビ=一 夕関連 授業 の

授講 率 を学科 別 に図 示 した もの で あ る。 この 図は 図表13の 受 講 率1に よって いる。 文 科 系、 医系 、

農系 で の低 い受講 率 に対 す る対 策 が今後 の 課題 で あろ う。 この点 は、 私立 大学 に限 らず、 国公 私立

す べて の大 学 に共 通 の 問題 で もあ る と考 え られ る。
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学系別計算機関連講義の受講率図表17
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第2章 短 期 大 学

1.は じ め に

わが 国 の短 期大 学 数 は、 昭和58年8月1日 現 在 で国 立34、 公 立51、 私 立436合 計521大

学 とな って い る。(教 学社 刊;84全 国短 期大 学 案 内、 昭 和58年7月20日 発 行 お よび旺文 社 発行

蛍 雪時 代 臨 時増 刊1983年8月 号 に よ る。 な お4年 制大 学 に併 設 され てい る短 期 大学 も1短 期 大 学

と して 計算 した。)そ の うち、 情報 処 理専 攻の 学科 ・コ ース等 を設 置 して い るの は 、つ ぎの図表1に

示 す通 り、国 立4、 公 立1、 私 立5短 期 大学 で あ る。 もち ろ ん、専 攻の学科 や コ ースを置 いて い な く

て も、 電 子工 業科 、 経 営実 務科 、 秘 書科 、 会計 科 とい った 工業 系 、 経営 系 の短期 大 学や 、家 政 、栄 養

とい った 学科 を持 つ短 期大 学 で 、情 報処 理 教 育 を行 っ て い る と こ ろ も少 な くな い と推 察 され るが 、

これ は調 査 対 象か ら外 して い る。 そ の理 由は 、 情報 処理 教 育 とい われ てい て も情 報 処理 概 論 、OA概

概論 とい った一般 教養 的な もの か ら、 プログ ラ ミング論 、 プ ログ ラ ミング演 習 まで大 へ ん 巾が 広 く、 設

備 状 況 、 時間 数等 のみ では 、情 報 処 理教 育 に該 当 す るか ど うか判 定 しかね る面が 少 な くな いか らで あ 、
　

る。 もし、将来さらにくわしい資料が入手できた場合に追加検討を加えることとした。.

図表1、 情報処理学科、専攻等を設置している短期大学

〈国 立〉

電気通信大学短期大学部情報処理科

静岡大学工業短期大学部情報工学科

滋賀大学経済短期大学部経営情報処理科

山口大学工業短期大学部情報処理工学科

〈公 立〉

姫路短期大学 経営情報学科

く私 立〉

産業能率短期大学能率学科情報処理専攻

東海大学東京短期大学都電気通信1部 情報工学科

金沢女子短期大学 情報処理学科

宇部短期大学 情報計数学科

福岡工業短期大学電子工学科電子計算機専攻

一109一



2.情 報 処 理 教 育 カ リ キ ュ ラ ム の 特 徴

短 期 大学 にお け る教 育 の主 眼は 、学 校教 育 法 第69条 の2に 規定 され てい る よ うに、 「深 く専門の学

芸 を教 授研 究 し、 主 と して職業 また は実 際生 活 に必 要 な 能 力 を育成 す る こと」 にあ る とい え よ う。 ま

た修業 年限 につい て は昼 間 で2年 、夜 間 で3年 とい う期 間 的制 約 が あ る ことか ら、4年 制大 学 とは異

な った カ リキ ュ ラムが要 求 され る こ とにな る。

この よ うに2～3年 で職 業 ま たは実 際生 活 に必要 な能 力 育成 を 目指 す 完 結 教 育 を 行 う た め 、た と

えば 演 習 を中 心 とす る実 際 的 テ ーマ に焦点 を置 き、 理 論 的 な分 野は あ る程 度縮 少す るな ど とい う工 夫

を行 ってい る例 が多 い。

しか し、 これ ら も昼 間 か 夜間 か とい った 区別 や、 設 置 基 準上工 業 系 か経 営 系か とい った 区分 に よっ

て 、当 然教 育上 の 目標 も変 って くる。 そ こで、 以下 では 、 そ の よ うな区分 ご とに カ リキ ュラムを分 析

し て、教 育 の特 徴 を述 べ て み るこ と とす る。

本 調査 に用 いた カ リキ ュ ラム資料 等 は 、特 に本 調 査 の た め に前記 各短 期 大 学か ら送 付 を受 けた もの

を使用 した 。一 部 送付 を受 け られ な か った短 期 大学 につ い ては 、入 学 案 内等 に記載 され て い る カ リキ

ュ ラムを分 析 した 。

図 表2.設 置 区 分 別 、 昼 夜別 分 類

設置区分 昼夜の別 国 立 公 立 私 立

姫路短期大学 産業能率短期大学

昼 金沢女子短期大学

経済経営系
滋賀大学経済短期大学部 産業能率短期大学皿部

夜

東海大学東京短期大学部

昼 宇部短期大学

福岡工業短期大学
工 業 系

電気通信大学短期大学部 東海大学東京短期大学部皿

夜 静岡大学工業短期大学部

山口大学工業短期大学部

2.1経 済.経 営 系昼 間 コ ース

こ の分類 に属す る短期 大学 として は、 公 立1、 私立2の3短 大 が あ る。

共 通 して持 ってい る科 目と しては 、 まず 、概 論 的 な ものを あ げ る こ とが で き る。 情 報処 理 論 、電

子 計算機 概 論 、 情報 処 理概 論 と名称 は 異 な るが、 いず れ も専 門科 目へ の導 入部 的 な役 割 を果 して い
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る もの と思 わ れ る。

つ ぎに共 通 してい る こ とは 、 かな りの単 位数 が プ ログ ラ ミング お よび プ ログ ラ ミング演(実)習

に と られて い る こ とであ る。

姫

路

短

大

金

沢
女

子
短
大

講 義 科 目

プ ログ ラ ミン グ1… …2単 位

プ ログ ラ ミン グH… …2単 位

プ ログ ラ ミング皿 … …2単 位

応 用 プ ログ ラ ミン グ…2単 位

演(実)習 科 目

プ ログ ラ ミン グ1実 習 ・・… ・1学位

プ ログ ラ ミン グ皿実 習 … …1単 位

プ ログ ラ ミン グ皿実 習 … …1単 位

(注)短 期 大 学 にお い ては 、講 義科 目につい て は毎 週1時 間15週 の講 義 を、 演 習科 目につ い

て は毎 週2時 間15週 の演 習 を、 実 習科 目に つい て は毎 週3時 間15週 の実 習を そ れ ぞれ

1単 位 とい う。

プ ログ ラ ミン グ理論1プ ログ ラ ミング実 習1

プ ログ ラ ミン グ理論 皿 プ ログ ラ ミ ング実 習ll

プ ログ ラ ミング理 論皿 ,応用 プ ログ ラ ミング実 習,

(単 位 数 不 明).

産

能

短

大

この よ うに、

当 の コマ数 を と って い る。

つい で共 通 的 な もの としては 、経 営科 学 あ るいは オ ペ レ ー シ ョンズ ・リサ ーチ を あげ る こ とが で

きる。

そ の ほ か2短 大 に共 通 な もの と しては 、',

経 営 情報 シス テ ム(姫 路 、 金 沢女 子)

オペ レ ーテ ィ ング ・シス テ ム(金 沢女 子 、産 能)

シス テ ム設 計(論)(姫 路、 産 能)

情 報 科学 概論(金 沢女子 、産 能)

1短 大 に のみ み られ る科 目 として は、

応用 数 学(姫 路)

デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム(産 能)

プ ログ ラ ミン グ論(1)…4単 位 プ ログ ラ ミング演 習(1)……2単 位 。

プ ログ ラ ミング論(2)…2単 位 プ ログ ラ ミン グ演 習(2)・・…・2単位 ,

プ ログ ラ ミン グ論(3}…2単 位 プ ログ ラ ミング演 習(3)……2単 位

プ ログ ラ ム言 語 論 … …2単 位

どの短 大 におい て もカ リキ ュ ラムの中心 的 な 科 目 と し て 位 置 ず け、時 間 的 に も相
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数値 解 析学(金 沢 女子)が あ る。

この分 類 に属 す る短大 では 、 すで に述 べた よ うに、 プ ログ ラマの 養成 に主眼 を お き 、実 習 のほ か

プ ログ ラ ミン グ に関係 す る理論 面 に も相 当 の時 間 を割 い て い るこ とが特 徴 といえ よ う。 これ には、

2年 とい う修 業 年限 か らみて 、 プ ログ ラマ の養成 とい うのが 、最 も現実 的 な教 育 目標 にな りや す い

ことが最 大 の理 由で あ ろ う。

2.2経 済 ・経 営 系夜 間 コ ース

この分 類 に該 当す る と ころ としては 、 滋 賀大 学 経済 短 期大 学部 情 報処 理 専攻(情 報処 理 、簿 記 、

会 計 コース)と 産業 能 率 短期 大 学fi部 の2短 大 が あ る。

夜 間 コース の短 大 の特 色 として は 、昼 間 コース に比 して学 生 の 能力 、経 歴 、学 習 目的等 が多様 化

してい るこ とが挙 げ られ る。 これ に対 応 す るため 、必 修 科 目を最 少限 に止 め、選 択 科 目をふ や して

学 習 目的 に合 った履 習 が で き るよ うな配 慮 が な され て い る。

特 に滋 賀大 学経済 短 期 大学 部 の場 合 に は、 経営 情報 処 理 専 攻 のな か が情報 処理 、簿 記 ・会 計 とい

う2つ の コース に分 け ら れ、 かな り科 目選 択 が体 系的 に 行 え る よ う に な っ て い る。産業 能 率短 期

大学 五部 の場合 に も、 コース に分 け られ ては い ない が 履修 ガイ ダ ンス に よ って

(1)プ ログ ラマ を志 向す る グル ー プ

(2)シ ステ ム ・エ ン ジニ アを 志 向す るグ ル ー プ

(3)一 般 的 情報 処 理 技 術修 得 を 志 向す るグル ープ

に分 け、 そ れ ぞれ の グル ー プ が体 系的 に履修 科 目の選 択 を で き るよ う指導 が な され て い る。

滋 賀大 学経 済 短期 大 学 部(情 報 関連 科 目の み)

(コ ー ス別 科 目)

情報処理概論

言語処理システム論

情報検索論

経営工学

経営数学

情報処理実習1、 皿

情報処理特殊講義

情報処理演習

情

報

処

理

コ

ー

ス

コ
ー

ス

簿

記
会

計
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産 業 能率 短 期大 学H部

(1年 次)

初 心者 向 情報 処 理 概論 プログラミング論
マ ネ ジ メン トサ イエ ンス(1)

シス テ ム設 計(1)

経 験者 向 情報 処 理 概論*

注*経 験 者 向 の 情報 処理 概論 は 、同 科 目名 では あ るが、 初 心者 向 と内容 が異 な

る。

(2年 次)

技 術 プ ログ ラマ 志 向者

事務プログラマ志向者

シス テ ム エ ン ジニ ア志 向者

技 術プ ログ ラ ミ

ング論(D
●

技 術 プ ログ ラ

ミング論 ②
●

マ ネ ジ メ ン ト

サ イ エ ン ス(2)

事 務 プ ログ ラ ミ

ング(1)

事 務 プ ログ ラ ミ

ミング論(2)
デ ータ ベー ス

管 理 システ ム

い ず れに して も、 夜間 授 業 とい う悪条 件下 で、必 修 を極 力 少 な くして選択 をふ や し 、個 人 別 の志

向 に合 わせ て履 修 科 目にバ ラエ テ ィを持 た せ られ る よ うにな ってい る点 で特 色 が あろ う。

しか し昼 間 コース に比 して 、 つ ぎの点 で相 違 が あ る。

(1)プ ログ ラ ミング実 習 が少 な くな ってい る こと。

② 情 報 処 理技 術そ の もの よ りも、 他 の業務 や 関 連科 目(例 えば会 計 、経 営 工学)と の連 けい

を図 り、 それ らの ため に役 立 つ技 術 として情 報処 理技 術や 知 識 を位置 ず け よ うとす る傾 向 が

あ るこ と。

2.3工 業 系 短 期 大 学

(注)

工 業 系の6短 期 大 学 の カ リキ ュ ラムにお い て、 国、私 の区 別 や昼 夜間 の コース を問 わず 見 られ る

特 徴 と して は、

(1)数 学 お よび 電気 の基 礎科 目が入 ってい る こと。

② コ ン ピ ュー タ、制 御 ・通 信 に関 す るハー ドウ ェアの科 目が開設 され てい る こ と。

を挙 げ るこ とが で き る。

図 表3は 、工 学 系6短 大 の数学 お よび電 気基 礎科 目の 開講単 位 数 を示 した もので あ る。

(注)東 海 大 学 東京 短 期 大学 部ll部 は 、工業 系で は あ るが カ リキ ュラ ム体 系は経 営 系 とみ られ

る の で、本 検 討 の対象 か ら外 して い る。
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図表3.工 業系短大における数学と電気基礎科目の開講状況

一般教育の数学 専門基礎の数学 専門基礎の電気

東 海 短 大
靴

4
単位

12

単位

20(2)

宇 部 短 大 5 20(6) 6(3)

福 岡 工 種 8 3 10(10)

静 岡 工 短 2(2) 14.5(4.5) 9

電 通 短 大 12(6) 6(4) 15(11)

山 口 工 短 8(4) 12(4) 10(2)

(注)数 字は単位数を示 し、カッコ内は必須単位数の内書を示す。

数 学 は20単 位(宇 部短 大)を 最 高 と し、 いず れ の短 大 でも一 般 教 育科 目 の数 学 を合 計す る と、

10単 位 を こえ てい る。 これは 情 報学 科 あ るいは 専 攻 の特 性 か らみ て当 然 とい え よ う。

宇 部 短大 では、 つ ぎの よ うな科 目を専 門科 目 として 開設 してい る。(数 字 は 単位 数 、○ 印は 必須

単位 を示す 。)'

麟::}・ 年次

㌶1⊆+、)}・ 年次

情 報数 学(④)1年 お よび2年 次

他 の短 大 で も ほぼ 同様 な ものが 開講 さ れて い るが、 上 記以 外 の もの として 応 用数 学 、数 値解 析 な

どを 開講 してい る と ころ もあ る。

つ ぎに電 気基 礎科 目につい てで あ るが、 東 海短 大 で開 講単 位数20、 電 通 短 大 で必 須11、 福 岡

工業 短大 で必須10と ウ ェイ トが か な り高 くな っ てい る。 ここで は;東 海短 大 の例 を あげ てお く。

電気 磁気 学 通 論(4)、同 演習 ②

電 気 回 路学1(4)

電子 物 理1(2)

電子 回路(4)

電 気基 礎 実験(②)
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電 気 諸科 目の単 位 数 のみ に よ って、 た だ ちに そ の短 大 の情 報 処 理 学科 が ハ ー ドウェア志 向度 合 い

が 強い と考 え るのは 早 計 で あ る。 そ れ には、 当該 学 科 が電 子工 学 科 等 か ら分 派 した とい うよ うな歴

史的 な 経緯 や 、学 内 の電 子 通信 系 のバ ック ボ ー ンの影 響 を考慮 す る必要 が あ る。

ハ ー ドウ ェア に 関す る諸科 目につ い ては、 科 目名称 だ けで それ が ハ ー ドウ ェアに分 類す べ き もの

か 、 あ るいは 情報 処 理 概 論 と して考 え るべ きか が定 か で ない もの が多 い。 しか し、 つ ぎの諸科 目は

ハ ー ドウ ェア に分類 して よい と考 え られ る。 各 短大 では 、 これ ら の部 分集 合 につ いて 何 らかの形 で

開講 され てい る。

論理 回路学

デ ジタル 回 路学

電子 計 算機 ハ ー ドウ ェア

コ ン ピ ュー タ設 計

マイ ク ロコ ン ピ ュー タ工学

周 辺機 器 概 論

情報 工 学 実 験

情報 科 学 な どの理論 を主 とした もので は、 つ ぎの よ うな科 目を 開 講 してい る ところ があ る。

情 報理 論

情 報科 学

自動制 御

シス テ ム工 学

生 体情 報

言 語理 論

た だ し、 ハ ー ドウェア の実 験 につい て は、 山 口工短 の4単 位 が最 高 で私立 短大 では ゼ ロで あ る。

これ は、 ソフ トウ ェア 関係 の実 習 に比 して きわ めて 貧弱 といわ ざ るを得 な い。 コン ピ ュー タ ・ハ ー

ドウ ェア実験 の機 材 、実 験 指導 員 の整 備 、充実 が望 まれ る。

ソ フ トウ ェア教 育 に つ い ては 、工 業 系短 大 で はす で に述 べた 数 学 、電 気基 礎 科 目を持 ちな が ら も、

経 済 ・経 営 系 に比 して 科 目数 お よび 単位 数 で決 して 劣 って い ない 。

まず 、 コ ン ピ ュー タや情 報 処 理 の概 論的 な教 科 目 として 、 「情報 処 理 通論 」 や 「情報 処 理概 論 」

よ りもや やハ ー ドな 「電子 計算 機 概論 」 とか 「情 報 工学 概論 」乏 い う科 目名 を用 いて い る短大 が多

い。 これは 工業 系独特 の命 名法 であ り、 内容 的 には コ ン ピュー タの基 本 構成 ・利用 形 態 な どソフ ト

ウ ェアへ の足 掛 り とな る概 論 が含 まれ てい る。

プ ログ ラ ミング の授 業科 目では 、 「プ ログ ラ ム言 語1、 皿、 皿 」 と 「プ ログ ラム演 習1、H、m」

の よ うに、 講義 と演 習 を別 科 目 に しな が ら も実質 的 にはペ ア として 扱 っ てい ると ころが ほ とん どで
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あ る。 ただ 、電 通短 大 だ け が 「情報 処 理 演 習1～IV」 として言 語 と演 習 を1科 目の 中で収 容 して い

る。 この 方法 では 、授 業 の は じめ3～4時 限 で言 語 の手 ほ どきを行 ない、 以 後 は 演習 問題 を与 え る

時 に若干 の コ メン トを行 うだ け と す る。TSS端 末 を利用 した一 斉 演 習 には 、 比較 的効 率 的な 方

法 と もい え る。 この種 の授業 科 目は 、 そ れ ぞれ の短 大 に よって か な り単 位数 に 巾が あ るが、 プ ログ

ラム言 語 の講義 が6～12単 位 、 同 演 習 が4単 位 か ら14単 位 と分 散 してい る。 講義 ・演 習 と もに

最 も多 い の が宇部 短大 で、 プ ログ ラ ミン グを講成 、演 習、実 習 と3科 目 に分 け実 施 してい る。 しか

も、 おの お のを必 修 と選 択 に単 位 を等 分 し、 配 当 して い る。

計算 機 プ ログ ラ ム1(② 十2)

同 演 習1(①+1)

同 実 習1(①+1)

これ と同 様な 組み 合 わせ で プ ログ ラムH、 皿お よび システ ム ・プ ログ ラ ムに つ いf開 講 してい る。

な お言 語 の種類 につ い ては 、 フ ォー トラン、 コ ボル、 アセ ンブ ラが 主体 で 、 パ ス カル(静 岡工短)、

PL/1(電 通短 大)な どが加 え られ てい る とこ ろ もあ る。 ベ ー シ ック言 語 は 、 パ ソコン の利 用 と

共 に適 宜使 用 され てお り、 特 に授 業科 目 として設 け てい る と ころは な い。

プ ログ ラ ミン グ以 外 の ソフ トウ ェ ア関 連 科 目と しては 、つ ぎの よ うな ものが 各短 大 で開 講 され て

い る。

デ ー タ構 造論

コンパ イ ラ構 造 論

シ ス テム ・プ ログ ラム

シス テム設 計

オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ム

オ ペ レー シ ョンズ ・リサ ー チ

デ ー タ通信

情報 処理 学

計算 機 応用

工 業 系 で は特異 と考 え られ る もの と して、 つ ぎの よ うな科 目を 開講 して い る と ころ もあ る。

秘書概論(福 岡工短)

測 量(宇 部短大)

英文タイプライティング(〃)

会計情報システム(東 海短大)
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3.情 報 処 理 教 育 の 目 標 と 特 徴

これ まで、短 期 大学 にお い て行 わ れ て い る情 報 処 理教 育 につい て 、 カ リキ ュ ラム の分 析 を通 して

検 討 して きた 。 その結 果 、一 口 に短 大 とい って も、設 置 区分 や 昼夜 の別な どに よ って教 育 内容 が か な

り異 な ってい るこ とが わか る。 そ こで 、 それ ぞ れ の区分 ご とに、短 大 に要 求 され て い る教 育 目標 は ど

の よ うな もの か、 その結 果 どの よ うな特 質 が存 在 す るのか をみ て み よ う。

3.1経 済 ・経 営 系昼 間 コ ース

短 期大 学 が設 置 され た のは、 もち ろん6・3・3制 の導 入か らであ る。 当初 、 それ が制 度 的 に ど

の よ うな ことを狙 ってい た か は別 として、 今 日の実情 では女 子 の教 育機 関 と して社 会 的 イ メー ジが

定着 してい る と思 わ れ る。 これ は 、特 に昼 間 コース につ い てい え るこ とで あ る。

情 報 処理 学科 あ るい は専 攻 コ ース につ い て も この傾 向は 同 じで 、女子 短 大 で ない と ころ で も、 事

実上 男 子学 生 の 入学 は 少 な くな って きて い る。 この こ とは 、一 方 では女 子 の短大 情報 処理 関 係学 科

等 の卒 業者 に対 して 企業 側 のニ ー ズ が あ って 、就 職 が有 利 に な ってい る事 実 を裏 書 きす る もの で も

あ る。 短大 卒 の 女性 情 報処 理 技 術者は 、

(1)年 令的 に も企 業 側 で採 用 しや すい条 件 が あ る(予 想 勤続 年 数 、人事 管 理 上 な ど)

(2)初 級 プ ロ グ ラマ として情 報 処理 部 門 にお い て補 助 者 と して適 当で あ る。

な どを挙 げ る こ とが で き る。 採 用 側 の企 業 で も、情 報処 理 の機 能 が ます ます 増 大 して い くとき、 開

発 と メンテ ナ ンス の両 面 に わ た り大 きな作業 量 が発 生 す る。特 に現存 プ ログ ラ ムの メンテ ナ ンス 要

員 な ど として短 大卒 の プ ログ ラマ が 適 し て い る と も い わ れ:4年 制 大 学(技 術等)卒 業者 の採 用

が少 な い金 融 ・保険 ・証券 な どの業 種 では、 す で に プ ログ ラマ とい った 職 種 を指 定 して新卒 の定期

採 用 を 行 うよ うに な って い る。

女 性 プ ログ ラマに対 す る需 要 は 、 今後 も続 くと考 え られ、 そ の ため か、 か な りの短 大 で情報 処 理

関係 の学 科 、専 攻 な どの新設 を計 画 中 ともい われ るが、 これ らの卒 業生 につ い て の就職 後 の勤 続 状

況 の デ ー タは まだ な い。 女性 の勤 続 年 数伸長 の一 般的 傾 向 のな か で、将 来 これ ら初 級 プ ログ ラマの

勤続 が どの程度 か不 明 で あ る。 も し長 くな った場 合、 就 職先 が更 に どの よ うな教 育 、 育成 ルー トを

考 え るか な ど短 大 ・企業 双 方 で検 討 して ゆか な ければ な らな い事 項 も多 い。

3.2経 済 ・経 営 系夜 間 コ ース

経 済 ・経 営 系 夜間 コ ース に入 学 す る学 生 の動機 ・目的 はい ろい ろ あるが、 大 き く分 けて つ ぎの い

くつ か に区分 す る ことが で き よ う。

(1)何 らかの理 由 で昼 間 の短 大 または4年 制大 学 に入 学 で きな か った人(必 らず し も昼 間 に職 業

を持 って い る とは 限 らな い 。)

② 高校 を卒 業 して す で に就職 して お り、 働 きなが ら短大 卒業 の 資格 を と りたい 人

(3)す で に他 の短 大 や4年 制大 学 の他学 科 を卒 業 してい るが、新 た に情報 処理 分野 の勉 強 を した

一117一



い人(社 内 昇進 、 転職 な どを 有利 に した い ため な ど)

入学 の 動機 ・目的が この よ うに違 う上 、 さ らに入学 後 勉強 した い 内容 が つ ぎ の よ うに分 散 して い

る こ とが 多 い。

(1)情 報処 理一 般 の知 識 を 身 につ けた い。

② プ ログ ラマ として情 報 処 理 の 分野 で活 躍 した い。

(3)プ ロ グ ラマ とし てあ る程 度 経験 を持 って い るが 、将来 シス テ ム ・アナ リス トとして 巾広い 分

野 へ 活 躍 の場 を拡 げ た い。

(4}情 報 処理 技 術者 試験 に合 格 したい 。

この よ うに多様 性 の あ る学生 を どの よ うに教 育 し、 それ ぞ れ の学 習 意欲 に応 えて い くかは 大 へ ん

困難 な こ とであ る。 そ の一 つ の対 策 として 、必 修科 目を で き るだけ 少 な くし、 学生 が 自由に受講 し

たい と思 う科 目を 選択 で き る よ うにす る こ とが あげ られ る。 い くつ もの 多様 な要 求 に合 致 す る選 択

案 をつ くっ てお き、 オ リエ ンテ ー シ ョン等 でで き るだけ 詳 し く説 明 し、 各人 に最 適 な ものを 当ては

め てい くな どの方 法 が有 効 であ る。

いず れ に して も、 夜 間 に情報 処 理 の授業 を 受け る こ とは、 必要 と され る予 習 ・復 習 を ど うす るか

な どの点 の問 題 が残 る。 それ らは 、特 に つ ぎの工業 系短 大 で も共 通 す る問題 な の で 、そ ち らの方 に.

集 約 して記 述 す るこ と とす る。

313工 業 系 短 期 大Si+'

さき に検 討 した工 業 系短 大 の カ リキ ュ ラムか ら類 推す る とこ ろに よ る と、 これ ら短 大 の 目指す と

こ ろは 「基 礎教育 に重 点 を お き、応 用 力 の あ るハ ー ド ・ソ フ ト両 面 に通 じた 中堅 技 術者 を育成 す る

こ と」 にあ る と考 え られ る。 「数学 を ソ フ トウェア の基 礎 と して、 分 析 力や アル ゴ リズ ムの構築 力

等 を養 い 、一 方 で ハ ー ドウ ェアの 基礎 を 電子 、通 信 技 術に求 め、 ネ ッ トワークや イ ン タフ ェイス と

い う今 日的 な環 境 に対 応 で きる技 術者 を育成 しよ う」 とい うの で あ る。

しか し、 昼間 コー ス では2年 、夜 間 コ ース では3年 とい う短 かい 授業 時間 内 で 、 この よ うな教 育

目標 を どれ だ け達 成 で き るか は疑 問 で あ る。 しか も、 入学 当初 の基 礎 学 力は 一般 的 にい って決 して

満 足 す べ き もの では な く、 と くに夜 間 コース では 勤労 学生 が 多 くて 、予 習復 習 の 時間 す ら とれな い

老 もい る。 と くに時 間 数不 足 は つ ぎ の2つ の 問題 を 提起 してい る。.

ω2年 あ るい は 夜 間3年 で 一般 教 育科 目 と専 門科 目(前 述 の 基 礎 を含 む)を どの よ うに配 置 す

べ きか 、

(2)プ ログ ラ ミン グ演 習 な どにお け るダ ミーの時 間 を どの よ うに して生 み 出す か 、

この うち 、(1)につ い て は 、 さ らに ソフ トウ ェア とハ ー ドウ ェア の2系 統を 考慮 しな けれ ばな らず

かな り厄介 で あ る。 各 短 大共 に苦 心 した 配置 を考 え てい るの で、 図 表4に その一 例 を示 そ う。
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図表4.専 門科 目配 置 例(静 岡工短 の例)

1年 駒数

前期4

後期5

ソ フ トウエア

プ ログラム実習第一

(FORTRAN)

プログラム

言語第一

南

」

ハ ー ドウエア

品 題回 路

第一

論理回路

第二

プログラム実習第二

(FORTRAN)

プ ログ ラ ム

言語 第 二
A・・.‡■bt■「 国 ㍗

気
略

論

電
国

運

2年 駒数

前期9

後期9

プ ログ ラム実 習第 三

(Assembler)

プ ログラム

言語第三

(PASCAL}

コンノ㍉ ラ

構 成 論

情報工学実験第一

情報数学

麟}
数 値 解 析

(FORTRAN)

図
国

国

気

電

磁
学

3年 駒数

前期8

後期'9
OR

(LP)

プログラム実習第四

(COBOL)

プログ ラム

言語第 四

《COBOL}

国
国

■

情報工学実験第二

1

ゼ ミ ナ ー ル

情報工学

特別講義

出所 第17回 工 業 系 夜間短 期大 学教 員研 究集 会

静 岡工 短 に おけ る専 門情報 処 理 教育 につい て(中 村 勲)

② の ダ ミー時 間 の問 題 とは 、 プ ログ ラム や デ ー タのパ ンチ 、翻 訳 、デ バ ッグ な どが 授業 時 間 内 で

は済 まない た め に生ず る問題 で あ る。 この問 題 は 、情 報処 理教 育 に特 有 な問 題 と考 え られ るが、 比

較 的 自由時 間 の多 い4年 制大学では、業 務 時 間 中施設 を開放 して おけ ば、 次回 の授 業 時 間 まで に遅 れ

を と り戻 し、 プ ログ ラ ミング能 力 の格 差 を是 正 す る ことが で きる。 しか し、 授業 時 間 が過 密 な工業

系短 大、 と くに昼 休み もな い夜 間短 大 で は 、 こ の ダ ミー時間 を とる ことは不 可 能 に近 い 。考 え うる

こ とは 、時 間外 の施設 の開放 、 演 習問 題 の 厳選 、 格差 の是認 とい うこ とにな る。時 間 外 使用 につ い

て は 、 休暇 中 の時 間 を利 用 して集 中 的な ダ ミー時 間 を設 け る大学 が多い 。 また 、学 生 の格差 を是 認

して 、 能力 に応 じた 演習 問 題を 与 え るとい う方 法 も行 わ れ てい る。

また 、多 す ぎる教科 目を切 り捨 て て、 も う少 し 目標 を しぼ った教 育 を 行 うべ き で あ る とい う意

見 も折 にふ れ て述 べ られ るが 、即 戦 力を 重 視す る専 修学 校 と、基 礎 に準 拠 した4年 制 大 学 との狭 間

に あ って、 い か に特 色 あ る情 報 処理 教 育 を 行 うか が 、 工業 系 短大 の模 索 しつづ け な け れば な ら な

い問 題 で あ る こ とは確 かで ある。

しか しな が ら、 他 の学 科 と違 って、 情 報 処理 教 育 とい う分野 な る がゆ えの新 た な 傾 向 がみ られ る

こと も事 実 であ る。報 告 され たい くつ かの 例 を述 べ て この項 を終 え よ う。
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(1)適 合 能 力者 の発 掘

最近 で は小 中学 生 の間 で も、 パ ソコン熱 が吹 き荒 れて い るが 、情 報 処 理 の分野 には若 者 を熱 狂

的 にす る何 物 か が あ る。短 大 で も毎 年 この様 な若 者 が入 学 し、 組 織的 な教 育 を受 けて優 秀 な成 績

で卒 業 して ゆ く。 この種 の学 生 は入 学 前 か ら この分 野 に興 味 を持 って いた者 、入学 後 の学 習 を通

じて 自己 の能 力 に 目覚 め た者 な ど さま ざ まで あ るが 、共 通 してい るこ とは理 工 系 的 な才能 を持 ち

な が ら、4年 制 大学 に入 学 す るた め の能 力(経 済 的 、社 会 的 能 力 を含 む)に 恵 まれ なか った とい

うこ とで あ る。 工業 系短 大 は、 この よ うな学 生 の能 力 を 発掘 す る場 と して の機 能 を持 つ こ とが 望

ま しい。

(2)女 子学 生 の 進 出

工 業 系 短大 に も女 子 学 生 の進 出 が 目立 って きた 。 と くに情 報 処 理 の 分野 で は、他 の学科 に比 し

て パ ーセ ンテ ー ジが高 い 。 た とえば 、 比較 的 ハ ー ドな イ メ ー ジの強 い電 通短 大 で さえ、学 年 に よ

っては30%が 女 子学 生 で 占め られて い る。

女子 学 生 の 中 には 、数 学 に強 く、4年 制 の理工 系大 学 へ の進学 も可 能 と思 わ れ る能 力を持 ち な

が ら、 きわ め て 日本 的 な理 由 のた め に短 大 を希 望 す る もの がい る。 これ らの学 生は 、 良い 意味 で

学 科 の け い引 力 とな り うる場合 す らあ る。

こ の分 野へ の女 性 の進 出は 、今 後 ます ます盛 ん にな る もの と思 わ れ る。 これ らの女 性 が短大 を

希 望 す る理 由を 見 きわ め 、優 秀 な人 材 を埋 も らす こ との な い よ うにす べ きで あ る。

(3)勤 労 学 生 と情報 処 理 教 育

国立 の夜 間短 大 で は、 昼 間定 職 を持 ち な が ら勉学 を希望 す る者 も多 い 。 この者 た ち が と くに情

報 関 連学 科 を 希望 す る理 由は 、3つ にわ け られ る。

a.現 在 の職 場 に情 報処 理 関 連技 術が導 入 され つ つ あ る。 あ るい は 「導 入す べ きだ」 と考 え てい

る。

b.現 在 の職 場 が情 報 処理 に関係 あ る。

c.情 報処 理 関係 の職 場 に移 りた い。

これ らの た め に、 情報 処 理 の技 術を 身に つけ た い 、あ るいは 基 礎か ら勉強 し直 した い とい う学

生 は 、 いず れ も動 機 が は っ き りして い るた め勉 学意 欲 は 強 い。 と くに、aの 動機 を持 つ者 は職 場

で のパ イ オ ニア と して 目的 意 識 も高 い 。夜 間短 大 は 、 こ の よ うな意 欲 あ る勤 労 者 に対 応 す る教 育

を 考 え る必要 が あ る。

〈参 考 資料 〉

〔1〕 第17回 工業 系夜 間短 期大 学 教 員研 究 集会 資料専
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情報処理学科 または専攻 ・コースを持つ短期大学(部)所 在地一覧

〈国 立〉

電気通信大学短期大学部

静岡大学工業短期大学部

滋賀大学経済短期大学部

山口大学工業短期大学部

〈公 立〉

兵庫県立姫路短期大学

く私 立〉

産業能率短期大学

東海大学東京短期大学部

金沢女子短期大学

宇部短期大学

福岡工業短期大学

〒182

〒432

〒522

〒755

〒670

〒158

〒108

〒920-13

〒755

〒811-02

東 京都 調 布 市調 布 が丘1-5-1

電 話0424(83)2161

浜 松 市城 北3-5-1

電 話0534(71)1171

彦 根 市 馬場1-1-1

電 話0749(22)5600

宇 部 市 常盤 台2557

電 話0836(31)5105

姫路 市 新 在 家本 町1-1-12

電話0792(92)1513

東 京都 世 田谷 区等 々力6-39-15

電 話03(704)1111

東 京 都 港 区高 輪2-3-23

電 話03(441)117i

金沢 市 末町3

電 話0762(29).118ユ

宇 部市 文京 町5-40

電 話0836(33)3111

福 岡市 東 区和 白町

電話 ρ929(66)3・3・
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第3章 高 等 専 門 学 校

1.は じ め に

戦 後 の我 が 国 の教 育制 度 は、6-3-3-4の 学校 体 系 に一本 化 された が、 その後 の社 会 の急速 な

発 展 と科学 技術 の高 度化 に対 処 す るた め に、 産 業 界、 教 育 界か ら若 い有為 な技 術 者 を求 め る声 が 高 ま

った。 これ を受 け て、既 存 の大 学 の拡 充 を 図 るだ けで な く、6-3-5と い う新 しい 構 想 の特 色 あ る

高等 専 門 学校(以 下 高専 と略 す)の 制 度 が 昭和36年 に設立 され た。

高 専 の開校 は 昭和37年 度 に一 期校 と して12校 、以 下年 々増 加 して、 現在 では国 立工 業高 専46

校、 一国 立電 波高 専3校 、 国立 商 船 高専5校 、 公 立 工 業高 専3校 、公 立航 空 高専1校 、 私 立工 業 高専

4校 とな って い る。即 ち 、 国立高 専54校 、公 私 立 高専8校 を数 え、 全学 生 数 は 約5万 人va .及ん でい

る。

高 専 教 育 の特 色 は第 一 に5年 間一 貫教 育 であ り、高 校 一大 学 と分断 され るこ とな く、基 礎 か ら応 用

と効 率 よい教 育が で きる こ と、第2に 理論 的 な基 礎 と共 に、 実践 的 な技術 の修得 を 目指 し、 実 験 ・実

習 を重 視 してい る こと、 第3に40人 一 ク ラス の小人 数教 育 を実 施 してい るこ とであ る。 特 に第2の

「実 践 的技 術 の修 得」 を情 報処理 教 育 に敷衡 す るた め に全 高 専 に 中規 模 の コン ピ ュー タが配 備 され て

い るo

2.コ ン ピ ュー タ の 設 置

情 報 化 時代 を反映 して昭和46年 度 に沼 津 ・群 馬 両 高専 に初 めて3,200万 円(買 取 価格)の 計算 機

予 算 が つ い た。 そ の後 、数 校 つ つ同規 模 の予算 が つ き、 昭和50年 度 には 全 国立 高 専 に コン ピュー タ

が配 備 され た。但 し国 立電 波 高専3校 は別 で、 これ ら高 専 には情 報工 学科 又 は情 報 電子 工 学 科 に対 し

て 約7,000万 円(買 取 価格)の コン ピュー タ予算 が 昭和54～56年 度 に配分 され た。国立 工 業 高専 め

コ ン ピ ュー タ予 算 は3,200万 円 で あ った が各 高 専 と も、 内 部費 用 の流用 に よ り買取 後5年 以 内 に

5,000万 円程 度 の シス テ ムに仕 上 げ てい る。

昭和51年 度 には 沼津 ・群 馬両 高 専 に情 報 処 理 教 育 セ ン ターが設 置 され 、 コン ピ ュー タ室 が150㎡

拡 大 され、 定 員2名 と毎 年 約200万 円 の経 常 費 が 配分 され るこ ととな った。セ ン ター設 置 は逐 次波 及

す る予 定 で あ った が、諸 般 の事 情 に よ り中断 され、 現 在 に至 ってい る。

電 波 高専 にお け る コ ン ピ ュー タの 新 設 は前 に述 べた 通 りであ るが、 国立 工 業高 専 にお い ては 昭和

56年 度 か ら更新 が始 ま って い る。 これ らの情況 を図 表1に 示 す。従来 の工業 高 専 の コン ピュー タ シ

ス テ ムの処 理 方 式 は、 い つれ も カー ド入 力 に よ る シ ング ル ・バ ッチ 方式 で あ った が、10年 間 の技 術

改 新 は ハ ー ド ・ソ フ ト共 に著 し く、 加 え て低 価 格 化 の結 果、 図表1に 見 られ る よ うに電 波 高専 にお け

る更 新 シス テ ムは い つれ もVDTを20台 以 上 備 え たTSS方 式 とな ってい る。TSS方 式 が情報 処

理 教 育 に最 も効果 的 で あ る ことは論 を待 た ない であ ろ う。
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3、 情 報 処 理 教 育 の 現 状

高 専 は前 に も述べ た通 り実 験 ・実 習 を重 視 した 実 践 的教 育 を 目指 してお り、情報 処 理教 育 もそ の例

外 で な く、全 高 専 に 中型 の コン ピ ュー タが配備 され て い る。 高 専5年 間 で何 年 次 か ら計算 機 実 習 を課

す るのが 最適 か とい う問 題 は議 論 の分 か れ る と ころで あ る。 低学 年 は 数学 的知 識 が 乏 しい か ら望 ま し

くな い とい う説 もあ るが、 これは コン ピュー タ利 用 と して あ ま りに も数 値 計算 が因 わ れ た意 見 であ っ

て、文 字 処 理、 数 値 の並 べ変 え、 図形 処 理 な どは全 く数 学 的知 識 を必 要 と しな い ので あ る。 図表2は

国立 工業 ・電 波 高専 の学科 別 の計 算機 実 習 を初 め て課 す 学年 別 学 科数 であ る。 初 めて コン ピ ュー タ実

習 を経 験 した 年 次以 降 、5年 次 までは何 らか の形 で コン ピ ュー タ利用 の機 会が あ る筈 で あ るの で、 図

表2よ り学 科 別 の学 生 と コン ピ ュー タの親 和度 を読 む こ とが で きる。電 気 、電子 、 情 報工 学 科 あ た り

が低 学年 よ り コン ピ ュー タ実 習を課 す割 合 が 大 きい 。私 見 として は若年 よ りの5年 間 一貫教 育 を生 か

して、 学科 を問 わず 、頭 脳 の柔軟 な一 年 次 よ りコン ピ ュー タ に馴 れ親 し ませ るのが望 ま しい。

図表1 工 業高 専 にお け るコ ン ピ ュー タ更新 と電 波高 専 にお け る
コン ピ ュー タ新 設

昭和年度
工 業 高 専 電 波 高 専

仙 台
MELCOMCOSMO700S

54 VDT×15

(買 取 り:7000万 円)

熊 本
MELCOMCOSMO70q皿

55 VDT×24

(買 取 り:7000万 円)

沼 津 釧 路 詫 間

DECVA×11/750 NECMS70 ACOS450

56
VDT×20 VDT×15 VDT×44

(買 取 り:3850万 円) (買 取 り:3850万 円) (買 取 り:7000万 円)

群 馬 函 館

DGECLLIPSMV6000 FACOMM-130F
57

VDT×20 VDT×24

(レ ンタル:850万 円レ/年) (レ ンタル:850万 円/年)

長 岡 旭 川

DGECLLIPSMV4000 IBM4331n
58

VDT×23 VDT×21

(レ ンタル:850万 円/年) (レ ンタル:850万 円/年)
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図表2国 立工業 ・電波高専の学科別計算機初実習学年別学科数

機

械

電

気

工
業
化
学

土

木

建

築

金

属

電

子

情

報

電
波
通
信

情
報
電
子

機
械
電
気

生
産
機
械

電
子
制
御

計

1 4 6 4 3 0 0 3 2 0 1 1 0 1 25

2 9 18 3 4 2 1 1 1 2 1 0 0 0 42

3 16 11 10 .8 2 2 0 0 0 0 0 0 0 49

4 9 5 9 6 6 2 0 0 1 0 1 1 0 40

5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

計 39 40 26 21 10 5 4 3 3 2 2 1 1 157

図表3に 昭和56年 度 の国 立 高専 にお け る コン ピ ュー タの利 用 実績 の概 要 を示 す。 総 件数 とはバ ッ

チ処 理 にお け るジ ・ブ件 数 の意 味 で あ る。 この図表 か ら高 専 に おけ る コン ピ ュータは 教育 ・研 究 のみ

でな く、 入学 試 験 、 図書 管理 等 の事 務 処理 に も大 い に活用 され てい る こ とが分 か る。 又、 計算 機 実 習

を 課 してい る講 義 の名称 と しては プ ログ ラ ミン グ(演 習)、 計算 機 工学 、 情報 処理 等 が 多い 。

高専 は す べ て技 術 系 の学校 で あ るた めFORTRANの 利 用度 が圧 倒的 に多 い。 図表4に 教 育 に用 い

ら れてい る言 語 の分布 を示 す。 アセ ンブ リ言 語 教 育 も相 当頻 度 が 多い が、 これは ハ ー ドウ ェア と密 接

に関連 した ソ フ ト教 育 を行 な ってい る電 気 、電 子 、情 報 系 の学科 に多 く見 られ る。第3位 にBASIC

が見 られ るが 、 これは 最近 急速 に各高 専 に波及 しつ つあ るパ ソ コンを反 映 して い る。

近 年 に お け るパ ソ コンの高 性 能 化、 低 価 格化 には 目を見張 る ものが あ り、 これ を情 報 処理 教 育 に取

り入 れ よ うとい う動 きが活 発 にな りつ つあ る。 これ ら のパ ソ コンは、 当初 設置 され た(未 更新 校 の)

シング ル ・バ ッチ方 式 の 中 コン ピ ュー タ に較べ 、 ソ フ トの使 い勝 手 や機 能 、 処理 速 度、 ハ ー ド的 な機

能 等 に おい て 勝 る ものが 多 く、 これを40台 近 く配 備 して情 報 処理 教 育 に役 立 てて い る高 専 も10校

近 くあ る(図 表5参 照)。 しか し、 これは コン ピ ュー タ更 新予 算 の配 分 が 遅れ て い るた め の苦 肉 の策

で あ る とみ るこ ともで きる。 こ の よ うな独 立分 散 型 の処 理形 態 は、TSS方 式 に よ る集 中分散 型 に較

べ て、 実 習状 況 の管 理 ・追 跡 フ ァイル の集 中管 理 等 に問 題 が あ り、 理 想 的 な教育 形 態 とは 云 え ない

か らであ る。
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図 表3昭 和56年 度 の コン ピ ュー タ利用 実績 の概 要(総 件 数 と比 率)

A.講 義 ・演習B.実 験C.卒 業 研 究D.CAI

E.CMIF.事 務処理G.教 官研究H.そ の他

利 用 別 比 率(%)
校 名 総 件 数

A B C D E F G H

旭 川 7,784 5&8 24.5 9.1 7.6

釧 路 8,795 81.3 13.0 0.4 53

鶴 岡 55.0 7.0 25.0 13.0

八 戸 61.1 12.1 7.0 19.8

_二___閤__ 50.0 8.0 15.0 20 10.0
_一 ー ー 一 一 ー ー ー 一一

15.0

宮 城
______一 一 一 一 ー ー 一

39.0 35.0 10.0
_一 一 一 『 『 一 一 一 一

10.0 0.5 55

福 島 913 2.0 1.2 3.8 1.7

仙 台 電 波
小 山 40.0 2.0 30.0 5.0 15.0 13.0

群 馬 20,033 72.0 8.0 2.0 9.0 9.0

東 京 57.0 9.0 5.0 10.0 2.0 3.5 135

長 岡 44.0 5.0 23.0 11.0 12.0 5.0

石 川
富 山 58.0 12.0 15.0 1.0 13.0 1.0

福 井 25,105 38.8 19.2 α4 31.9 9.7
ー ー ー ー ー ー 一 一

長 野
一 一 ー ー 一 『

27,000 67.0
一 ー 一 一 ー ー 一 一 ー 一

5.0
__一 一 一 一 ー ー ー 一

2.0
一 一 一 一

6.0

一一 ー ー 一

20.0

岐 阜 94.0 4.0 1.0 1.0

沼 津 71.2 8.1 11.0 3.4 6.3

豊 田 8α0 3.0 3.0 14.0

鈴 鹿 53.8 18.3 149 0.5 12.5

舞 鶴 50.0 2α0 10.0 10.0 9.0 1.0

明 石 50.0 10.0 30.0 5.0 5.0

奈 良
和 歌 山
米 子__一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一

松 江

19,100

17,757

14,994

57.0

40.2

74.0

17.0

__一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一

5.0

32.5

22.0

__一 ー ー ー 一
2.9

-一 一 一

〇.9

1.0

18.7

3.0

20.0

5.7__一 ー ー 一 一

〇.1

津 山 51.0 28.0 7.0 3.0 7.0 4.0

広 島 商 船 2,600 43.0 4.0 15.0 3.0 30.0 5.0

呉 20.0 20.0 50.0 4.0

徳 山 40.0 18.0 3.0 33.0 7.0

宇 部 10,210 40.6 18.7 5.9 23.4 11.4

大 島 商 船 18.0 50.0 17.0 2.0 13.0

阿 南 54.0 3.0 28.0 LO 13.0 1.0

高 松 18,713 22.1 34.4 1.6 15.0 26.9

詫 間 電 波 60.0 2.0 7.0 1.0 4.〇
一 一 ー 一

26.0-一 ー ー
ー ー ー ー ー ー 一 一

新 居 浜
___一 ー ー ー 一 一

76.4
一 一 ー 一

0.4
____一 一 一 __一 ー 一 一 ー 一

〇.7 10.0 12.5

弓 削 商 船 22.0 9.0 37.0 2.0 20.0 10.0

高 知 38,982 78.2 9.0 2.2 4.6 6.0

久 留 米 60.0 21.0 10.0 5.0 4.0

北 九 州 42.6 5.0 14.5 14.4 7.5 16.0

熊 本 電 波 50.0 30.0 10.0 10.0

八 代 35.0 45.0 5.0 15.0

鹿 児 島 16,031 75.0 2.0 10.0 3.0 10.0

秋 田 61.5 22.0 14.0 1.8

苫 小 牧 43.0 4.0 28.0 2.0 22.0 2.0

函 館 24.0 2.0 24.0 5.0 10.0 35.0
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図表4情 報処理教育関連科目で教えている言語

言 …五
目 口口 学 校 数

FORTRAN

BASIC

PASCAL

PL/1

COBOL

APL

LISP

ALGOL

ASSEMBLER

143

116

■35

`6

■3

110

12

コ1

12

図表5パ ー ソナル コン ピ ュー タの台 数

A
口 数 学 校 数

0

6

11

16

21

26

31

36

41

～

～

～

～

～

～

～

～

～

5

10

15

20

25

30

35

40

17

18

18

16

14

17

13

13

4.今 後 の 課 題

全 高専 に中型 コ ン ピ ュー タが配 備 され、 各高 専 と も計算 機 実習 を主 体 とした情 報 処 理教 育 に意欲 的

に取 り組 んで い るが 、図 表1に 示 した 高専 以 外は 、10数 年 を経 た 旧態 依 然 と した シ ング ルバ ッチ方

式 の シス テ ム に依 存 してい る こ とは大 きな問 題 で あろ ラ。 日本 は米 国 に較 べ て、 ソフ トウ ェア技術 は

5～10年 遅 れて い る と云わ れ る。 しか も米 国 では 中学生 レベ ルか ら 自由 に端末 を操 作 で き る環 境 にい

る と聞 く。 これ で は格 差 は縮 ま る ど ころか、 拡 大 の一 途 をた どる ζ と とな ろ う。

図表1に み られ る様 に コン ピ ュー タの更新 が 昭和56年 度 か ら開 始 さ れた 。 昭和57年 度 か ら レン

タ ル方式 に踏 み切 った のは評 価 で き る と して も、 毎年2校 しか更 新 され な い とす る と、 単 純 に計 算 し

て、全 高 専 の更新 が 完了 す るの は30年 先 とい うことにな る。 緊迫 した 国家財 政 の際 で は あ るが、 日

本 の ソフ トウ ェア技 術 の 向上 は情 報 処 理 の 学校教 育 の充 実 以外 にな い の で あ る。
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5.事 例(沼 津 工 業 高 等 専 門 学 校)

沼 津 高専 は機 械工 学科 ・電 気 工学 科 ・工 業 化学 科 の3学 科 か らな る5年 制 の教 育機 関 で あ り、 昨年

創 立20周 年 を迎 えた。1学 年 は4学 級160名 、 学 年総 数 は800名 、 教官 ・事務 職 員 を 合 わせて

900余 人 の規模 であ る。

一般 に高専 では
、 実 験 ・実 習に 重点 を置 いた教 育が 行 わ れ 、 情報 処 理 に関 して も昭 和46年

OKITAC-4500が 導 入 され て以来 、 指導 に力 が注 がれ て きた。 現 在、第1学 年 次 に30時 間 の

FORTRANに よるプ ログ ラ ミン グ演 習が課 せ られ てい る。 当初 は シ ングル ・バ ッチ方 式 で あ り、 実

習 の効果 を挙 げ るには能 力 不足 で あ った事 か ら、 昭和56年 、 会 話 処 理 を主体 とした現 在 のVAX11/

750へ 機 種 を更新 した。

一 ク ラスは40名 編 成 で あ り、 実 習 中 には少 くと も2人 に1台 の割合 で端 末 が使 える構成 と能 力を

持 つ シス テ ムで あ る事、 つ ま り20台 の端末 を備 え る ことが機種 選 定 の絶 対条 件 であ った。

現 在 は900余 名 全 員 が相 異 な るユ ーザ と して登 録 され、 正規 の実 習時 間中 を 除い て、 誰 で も自由

に端 末 を操作 す る ことが で きる。

(1)シ ステ ム の構 成

主 記 憶:2MB

磁気 デ ィス ク:28MBx4

通 信 回 線(シ リアル):64回 線

そ の 他:MT、GD、XYプ ロッ久GIGI×5

主 記憶2MBは20台 の実 習端末 をサ ポ ー トす る には充 分 とい え る。 ワ ーキ ン グセ ッ トの最 大値 は

150ペ ー ジ(75KB)に 設 定 して あ る。

現 在34本 の通信 回線 が 各 教 官 研 究室 や図 書館等 へ延 ば され てい る。 これ らはす べ て モデ ムを介 さ

ず に直 接接 続 され、最 も遠 い 場所 で300mの ケ ーブ ル長 とな って い るが 、通信 上 の トラブル は全 くな

いo

② フ ァイル 管理

900名 の登 録 者 の うち 常時 計 算 機 を使 用す る人 数 は約600名 で あ る。28MBの 磁 気 デ ィス ク

が これ ら使 用 者 の フ ァイ ル の ため に割 り当 て られ て い るが充 分 な容 量 とは云 えな い。 そ こで 次 の様

な フ ァイル 使 用量 の抑制 対 策 が採 られて い る。

4年 次以 下 は フ ァイル使 用 量 を50KB以 下 に してい る。バ ー ジ ・ン リ ミ ッ トは2と し、 さらに ロ

グ ア ウ ト時 にオ ブ ジ ェク ト ・モ ジ ュール を抹 消 し、 全 フ ァイ ル の パ ー ジ を 行 う様 に設定 され てい

る。

{3}計 算機 実 習

1年 次生 の プ ログ ラ ミ ング実 習 の内容 は フ ァイル処理 に関連 した コ マ ン ド、SOSエ デ ィタの 使
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い方 とFORTRAN文 法 の基 本 で あ る。例 題 と しては統 計 的な 処理 と簡 単 な 図形 出力 を取 り上 げ て

い る。数 値 計算 法 等は 高学 年 で学 科 毎 に指 導を 行 ってい る。

エデ ィタ と してス ク リー ン ・エ デ ィタで な くライ ナ ・エデ ィタSOSを 使 う理 由は低 価 格 端末 で

もサポ ー トされ てい る とい う経 済 的 な もの で あ る。

フ ァイル処 理 関係 の コマ ン ドが豊 富 な こ と、 ワ イル ドカー ドの使用 が 自 由 に 行 え る た め 、ク ラ

ス毎 にサ ブデ ィ レク トリを設 定 す るな ど、 フ ァイル の階層 構造 を うま く利 用 して、 サ ン プル プ ログ

ラムや ドキ ュメン トの配布 な どで実 習効 果 を挙 げて い る。

④ セ ン ター の管 理 ・運 営

セ ン ター としての業 務 は ユ ーザ の指導 、 プ ログ ラム相談 、 フ ァイ ルの バ ックア ップ、 成績 処 理 そ

の 他 の プ ログ ラム開発 とデ ー タ の入 力、 保 管、 利 用状 況 の追跡 、 ター ミナ ル のパ ラ メー タの 設定 ・

変 更 、 資源 の再 配 分 な ど多 岐 に亘 って い る。

今 後 は 図形 入 出力装 置 等 の ア プ リケー シ ョン 開発 等 利用 技術 の発展 に力 を入 れ た い。
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図表6 高 専 の コ ン ピ ュ ー タ 保 有 状 況 '左:計 算機室 にあ るパ ソコン

右:そ の讐ヅ ソ'ン

. 導入 機 種 主記憶 MD TSS歩 一ミが 数

1 函 館 S57.12 HITACM-130F 3000KB 135MB×4 B,TSS24 M不 足

2 苫 小 牧 50.1 HITAC8250 96KB
「s14MBX2

B 40十28

3 釧 路 57.3 NSCMS70 2MB 80MB×2 B,TSS15

4 旭 川 58.12 IBM4331-』 3000KB 571MB TSS21 0十21

5 八 戸 50.3 OKITAC4500C 80KB 5MB B,TSS12 2十27

6 一 関 50.3 4500C 96KB 5MB B 経年変化 2十33

7 宮 城 47.3 NE℃320(レ/50 48KB 3.6MB×2 B,TSS1 〃 0十40 「

8 仙台電波 55.3 M団燗MOO⑨D70(S 2048KB 80MBx4 B,TSS 0十70

9 秋 田 49.3 HITAC8250 64KB 15MB×2 B 0十25

10 鶴 岡 49.3 NEC3200/50 48KB 7.2MB B,TSS 老 朽 化 0十21

11 福 島 48.3 4500 64KB 5MB 〃 43十24

12 茨 城 49.7 MELCOM9100-30F 128KB 10MB B 〃 50十30

13 小 山 49.3 FA(X)N230-25 64KB 5.2MB×2 B 15十51

14 群 馬 5?.12 肌IPSMV6000 2MB 147MB TSS20 18十33

15 木 更 津 48.3 FACOM230-28S 64KB 10.4MB B 11十30

16 東 京 50.3 N玉℃3200/50 32KB 7.2MB B、 6十69

17 長 岡 58.12 MV4000 3000KB 354MB TSS23 4十25

18 富 山 50.3 TOSBAC340《 レ/38 400KB 58MB B 17十27

19 石 川 50.3 HITAC8250 160KB 15MB B 老 朽 6十25

20 福 井 49.3 HITAC8250 96KB 14.6MB×2 B 〃 3十44

21 長 野 49.3 FAOOM230-25 48KB 5.2MB×2 B 8十24

22 岐 阜 48.2 FACOM230-25 64KB 5.2MB B 5十37

23 沼 津 56.8 UAX1レ 々50 L25MB 172MB TSS20 4十16

24 豊 田 48.3 FACOM230-25 128KB 5MB×2 B 4十36

25 鈴 鹿 48.2 FACOM230-25 24KB 0.5MB×1 B 55十21

26 舞 鶴 49.3 TOSBAC3400/31 48KB 72MBx2

27 明 石 47.3 FAα)M270-30 96KB / B 1十12

28 奈 良 50.3 ㎜9100-30F 80KB 5MB B 1十32

29 和 歌 山 50.5 TOSBAC3400-31 48KB 2L9MB B 3十35

30 米 子 49.3 FACOM230-25 98KB 40MB B 3十43

31 松 江 50.3 FACOM230-28S 64KB 5.2MB B 20十45

32 津 山 47.3 NEC3200-50 48KB 7。2MB B,TSS ソフ トバ ブ 2十23

33 呉 50.3 FAOOM230-28S 64KB 34MB B 20十27

34 徳 山 51.3 ACOS400 928KB 2L6MB B,TSS 29十32

35 宇 部 46.10 TOSBAC3400-21 48KB 21.6MB B GD 41十46

36 阿 南 49.9 FA(X)M230・28S 32KB 5MB B 2十15

37 高 松 49.3 HITAC8250 128KB 30MB B 6十29

38 詫間電波 57.3 ACOS450 6000KB 1268MB B,TSS44 0十26

39 新 居 浜 48.1 TOSBAC3400-30 48KB 7.2MB B 8十12

40 高 知 50.3 HITAC8250 128KB 15MB×2 B 6十5

41 久 留 米 48.3 FA(X)M230-25 48KB 0十37

42 有 明 49.3 FACOMM-130F 2000KB 40.5MB B,TSS11 1十23 '

43 北 九 州 49.3 HITAC8250 128KB 15MB×2 B 0十30

44 佐 世 保 48.1 FAα)M270-20 64KB 0.5MB B マイコン』棚 24十35

45 熊本電波 56.2 MOCCOrCOSMO7008 3MB 300MB×4 TSS 0十18

46 八 代 51.3 FACOM230-28×2 96KB 17.7MB×2 B 2十35

47 大 分 51.6 OKITAC4500C 104KB 5.2MB 1十 〇

48 都 城

49 鹿 児 島 49.3 HITAC8250 128KB 15MBX2 B 26十32.
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第4章 高等学校および義務教育課程

1商 業 高 校

1.1商 業高 校 に おけ る 情報 処理 教育 の 実 態

1.1.1情 報 処理 科 目群 の履修状 況(図 表1、a～1.e)

商 業 高 校 に おけ る情 報 処理 科 目群 は、 「情 報 処 理1」 、 「情 報処理 皿」および 「経 営 数学 」 の3

科 目に よ って構 成 されて い る。

この科 目群 の うち 「情 報処 理1」 は 、第1学 年 にお い て共 通的 に履 修 させ る基 礎 的 科 目 と して

位 置 づけ られ 、他 の 「商 業経 済1」 、 「簿記 会計1」 および 「計 算事 務 」と同 じ扱 い と な った。 従

って 、 こ の科 目の履 修率 は 高 く、58年 度、 全情 研調 査 に よれ ば情 報 処 理 科(昭 和45年 度 よ り

設 立 、現 在90数 校)で は100%、 他 の学 科(現 在 約1,100校)を 含めて も85%に な っ て

い る。

「情 報処 理 皿」 は 、情 報処 理 科 にお い て は100%の 履修 率 で あ るが、 専門 性 が 高 いた め、 商

業 高 校全 体 と して は、30%が 履 修 してい る。

「経 営数 学 」 は、 従前 の 「統 計 実務 」 と 「経 営 数 学」 を統 合 した科 目で あ り、 必 ず し もコ ン ピ

ュ ー タを利 用 す る必 要 は ない が履 修 が 高 ま るにつ れ て コン ピュー タ利 用 が叫 ば れつ つ あ る。 この

科 目の履 修 率 は 低 く、 商業 高校全 体 と して も10%程 度 しか な ってL.・ない 。

1.1.2電 子計 算 機 導入 状 況(図 表2.a～2.b)

商 業 高校 にお け る コ ンピ ュー タの 導入 は 、昭 和38年 、 天王 寺 商業 高校 にNEAC1210が

設 置 され た の が始 ま りで あ る。 昭 和43年 度 か ら文 部省 に産振 予 算が 計上 され てか ら商 業 高校 に

導入 気 運 が 高 ま った。特 に情 報 処 理科 が発 足 した40年 代の後 半 は急 速 に設 置 され る よ うにな った。

40年 代 の前 半 までは、NEAC1210、1240型 、FACOM230-10型 、TOS

BAC1500型 の コン ピュー タが 商 業 高校 で 導入 した主 な機 器 で あ ったが 、 後半 か らは 、FA

COM230-15、NEAC2200-50、HITAC8150、OKITAC4500型 な

どが 導入 され て きた。50年 代 か らは 、 日電 のACOSシ リーズ、富 士 通 のVシ リーズ 、 沖 電 気

の50シ リー ズ、 日立 の8000シ リー ズ な どの機 械 が 導入 されて い る。

50年 代 の 後半 か ら は、既 存 の コン ピュー タ の陳腐 化 に伴 い 、設 備更 新 によ る2台 目が 導 入 さ

れ るよ うにな った。2台 目か らは 、 レン タル 導入 が 多 くな って きた。

また、OA機 器 の導入が 積 極 的 に進 め られ て お り、 産振 予算 によ リパ ソコン 、 ワー プ ロな どが

設 置 され 、 汎用 コ ン ピ ュータ 以上 に 導入 す る気運 が 高 まってい る。.

1.L3情 報 処 理 教育 担 当教 員(図 表3)

情 報 処 理 担 当教 員 は 、高校 教 育 に と り入 れ ら れて10数 年経 過 したが 、 教 員養 成 の 大学 に おい
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て十分な成果が上っていないため、現職教育によらざるを得ない現状である。

昭和46年 度からは、文部省による情報処理担当職員等養成講座が開かれ、受講者は都道府県

の推進的な役割を果 し大きな成果をあげてきた。各部道府県においても長期研修生制度を設け大

学などの研究機関の他、企業等に派遣させた り、情報処理教育センター等で計画的に担当教員の

養成を図ってきた。 「情報処理1」 が基礎的科目となってきてからは、商業教員の採用試験に情

報処理に関する内容の出題が積極的にとり入れられてきつつあり、担当教員の資質をもった者が

増加してきた。

担当教員の年令構成では、30才 代が最も多 く、次いで40才 代となっている。この年代は、

高校教員に情報処理教育がとり入れられ、積極的に研修した年代でもある。

情報処理科をもつ学校では、教員の定数法施行令によって教諭及び実習助手の増員が認められ

ているが、他の学科では認められていないため、同じ情報処理教育を行 うに当って問題が生じて

いる。

1.2情 報処理検定試験(図 表4.a～4.d)

1・2.1目 的とねらい

昭和50年 度より実施している情報処理検定試験は、 「高等学校生徒ならびに卒業生その他に

対して情報処理の能力を検定する」(検 定規則第1条)こ とを目的としている。

受験対象者は、商業高校生が中心であるが、他の高校生、卒業生、専修学校生、大学生、一般

社会人にも門戸を広げている。第9回 情報処理検定試験では、商業高校生以外の受験者数は約1

万5千 人で総受験者数の14%に あたる。

商業高校生を主な対象とする情報処理能力とは、文部省が示す 「高等学校学習指導要領」の範

囲内でなければならない。従って 「情報処理1お よび皿」、 「経営数学」等の科目の目標および

内容から逸脱しないように配慮する必要がある。

この検定試験のねらいを次のように示 している。

① 情報処理科目群の履修者に学習の目標を示 し、刺激を与えることによって基礎的資質の向上

に役立てる。

② 高校段階に備えるべき能力についての範囲を示すことによって、教育水準の確保に資する。

③ 企業、団体、官庁等で情報処理担当者の採用について客観的な評価の尺度を提供する。

これらの目的やねらいを達成するために、検定試験規則、同細則および出題の範囲を示 してある。

1.2.2各 級のレベルと内容

高等学校における情報処理教育のレベルは国民的教養のレベル、専門教養のレベル、専門技術

者のレベルの3つ が考えられている。これを学科別にみれば、商業高校の情報処理科では専門技

術者のレベル、他の学科では専門教養のレベルをねらい、普通科等においては国民的教養が求め
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られる。

「情報処理1」 は、情報処理の基礎的能力の養成を目標としているので専門教養を指向する。

しか し、履修単位数が少ない場合は、国民的教養までとする。 「情報処理皿」は、企業の経営情

報を処理する基礎的な能力を養 うことが目標であり、 「経営数学」も範囲に入れると専門技術教

育を指向す ることになる。

商業高校生を対象とする情報処理検定試験は、 「情報処理1」 を3単 位程度履修の場合は3級 、

4単 位以上の場合および 「情報処理皿」の前半までを2級 、 「情報処理 皿」の後半および 「経営

数学」を範囲として1級 とする。

1級 の合格者は、プログラム作成能力は国家試験の2種 を指向しているので、国家試験2種 合

格のためには、関連知識を学習することによって可能である。1級 合格者が、情報処理技術者と

なるとき、2割 程度の企業訓練が必要である。2級 合格者が情報処理技術者となるときは5割 程

度の企業訓練を、3級 合格者は8割 以上の企業訓練が必要であろ う。

3級 の出題範囲

電子計算機とその利用についての基礎的知識と初歩的なプログラム作成能力を検定する。

{1)デ ータ処理に関する内容

① データ処理手順のあらまし

② データ作成とデータ処理

② コンピュータの装置に関する内容

① 基本的な装置とその働き

② 周辺装置とその働き

㈲ プログラム作成に関する内容

① プログラミングのあらまし

② 流れ図とトレース

③ プログラミング

FORTRAN

COBOL

BASlC

2級 の出題範囲

電子計算機のプログラミングについて基礎的な知識および技術を検定する。

(1)デ ータ処理 に関する内容

・ データの作成とデータ処理

② コンピュータの装置等に関する内容
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・ 周 辺 装置 とそ の働 き

㈲ プ ログ ラム作 成 に関 す る 内容

① プ ログ ラ ミング の あら ま し

② 流れ 図 と トレー ス

③ プ ログ ラ ミング

FORTRAN

COBOL

BASIC

1級 の 出題 範囲

経 営者 に必 要 な情 報 を 電子 計算 機 に よ って処 理 す るプログ ラミングの知識 および技 術 を検 定す る。

(1)関 連 知識

① シス テ ム設 計 の基 礎 ・

② 経 営数 学 の基 礎

③ コ ン ピュー タの 装 置 と仕 組

④ コ ン ピュー タの 利 用

② プ ログ ラム作 成 に関 す る内容

・ プ ログ ラ ミング

FORTRAN

COBOL

上 級 の 出題 範囲 は下級 の 出 題範 囲 を す べ て 含む もの とす る。

各 級 の 出題 範囲 は、 関連 用 語 例、処 理 例 な どを表 に して示 されて い る。

1.3受 験 状 況

この検 定試 験 は、 毎年1回 、1月 末 の 月曜 日に行 っ てい る。

58年1月30日 実 施 の第8回 情報 処 理検 定試験 の状 況 は 次の 通 りで あ る。

申込 者 数 実受験者数 合格 者数 合 格 率 会場 枚 数

1級 4,805 4,108 1,605 39.1

2級 17,012 15,206 7,494 49.3
`

3級 65,069 59,810 39,699 66.4

合計 86β86 79,124 48,798 671 444

r'
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第9回 情 報処 理 検 定 試験 は、59年1月29日(日)に 行 わ れ るが 、今 回 か ら従 来のFORTR

AN、COBOLの 他 にBASICの3級 を加 え て選択 が で きる よ うに した。BASICも 年 次 を

追 っ て1級 まで実 施 す る予定 であ る。

申 込 者 数 8回 との増加率 会 場 校 数

1級 7,463 55.3%

2級 21,460 26.1%

3級 84,668 30.1%

合 計 113,591 30.7% 504

この検定試験は商業高校生以外の者も受験している。その概要は次の通 りである。

学 校 種 別 申 込 者 数 全受験者の割合 会 場 校 数

専 修 ・専 門 学 校 14,253 12.6% 41

工業 ・短 大 ・そ の 他 988 0.81% 7

合 計 15,241 13.5% 48
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図 表1.a科 目 別 履 修 状 況
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(注D
2宇 」匡にまたが7て 眉 修

している鳩合は.そ れぞれ
の争年毎に裏打 しま した.

科 目別履修状況(県 別)図 表1.e
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図表2.a.電 子 計 算機導 入 状 況 に つい て

ー

=

一
一

(1)県 別 ・メ ーカ ー別導 入 状況

県 名 富士通 日 電 日 立 沖電気
東芝 ・日電

東芝.
三 菱 IBM他

外 国 機 合 計

北海道 4 9 8 21

青 森 5 2 7

岩 手 5 3 1 9

宮 城 5 3 1 9

秋 田 2 1 3 6

山 形 2 4 2 8

福 島 3 2 2 7

茨 城 2、 3 5

栃 木 12 12

群ヒ 罵 3 1 1 2 1 8

埼 玉 3 5 2 1 11

千 葉 4 4 8

東 京 3 7 2 6 18

神奈川 7 2 1 10

新 潟 2 2 1 1 6

富 山 8 1 2 11

石 川 5 2 7

福、 井 2 3 3 1 9

山 梨 1 3 4

長 野 4 8 12

岐 阜 2 1 1 2 9 15

静 岡 4 1 2 4 11

愛 知 ll 5 6 2 24

三 重 9 1 1 11

(単 位:台)

1

県 名 富士通 日 電 日 立 沖電気
東芝・日電

東芝
三 菱

IBM他
外 国 機

合 計

滋 賀 1 2 1 1 5

京 都 2 2 4

大 阪 2 3 5

兵 庫
'

7 3 1 1 12

奈 良 7 1 8

和歌山 2 1 3

鳥 取 2 2

島 根 6 2 3 11

岡 山 5 1 4 3 1 14

広 島 6 7 1 14

山 口 1 8 1 10

徳1島 4 3 7

香 川 0

愛 媛 7 1 1 9

高 知 1 1

福 岡 3 4 2' 1 10

佐 賀 1 1 2

長 崎 3 5 1 1 10

熊 本 5 2 4 11

大 分 2 4 6

宮 崎 3 2 1 6

鹿児島 2 3 7 12

沖 縄 3 1 4

r挙

全国計 180
4a4%

U4
2τ5%

47
1L3%

49
U.8%

21
51%

2
α5%

2
α5%

415
100%

機種不明9台 を除 く
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図表2・b.電 子計算機の有無と情報処理関連科目の関係
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〔全 国 平均 〕37才(Z682人)

30才 未 満30才 ～39才

図表3.情 報処理関係科目担当者の年齢構成につい{

40才 ～49才50才 以上

ぷ 30才 未満 30才 ～39才 40才 ～49才 50才 以 上 平均 年 令

北 海 道 8(5.8) 61(44.5) 61(44.5) 7(5.1) 40

青 森 10(1&9) 31(585) ll(20.8) 1(1.9) 35

岩 手 4(8.9) 31(68.9) 10(222) 0(0) 36

宮 城 9(14.8) 32(525) 16(26.2) 4(6.6) 37

秋 田 2(8.7) 15(65.2) 5(21.7) 1(4.3) 37

山 形 5(10.6) 25(532) 15(31.9) 2(4.3) 39

福 島 14(2α9) 26(38.8) 22(328) 5(7.5) 38

茨 城 9(136) 35(530) 17(25.8) 5(7.6) 38

栃 木 9(1a6) 35(530) 18(27.3) 4(6.1) 37

群 馬 20(220) 33(36.3) 27(29,7) 11(IZI) 38

埼 玉 13(28.3) 16(34.8) 14(30.4) 3(6.5) 36

千 葉 12(27.9) 23(5a5) 3(7.0) 5(11.6) 35

東 京 22(19.6) 40(35.7) 41(36.6) 9(8.0) 38

神 奈 川 17(25.4) 27(40.3) 18(26.9) 5(7.5) 36

新L潟 2(蕊0) 41(621) 20(30.3) 3(45) 38

富 山 1(20) 18(35.3) 22(431) 10(19.6) 43

石 川 1(31) 20(625) 8(25.0) 3(9.4) 39

福 井 6(133)
、

22(489) ll(244) 6(1a3) 37

山 梨 4(17.4) 11(47.8) 6(26.1) 2(&7) 38

.長 野 13(220) 24(40.7) 17(2&8) 5(8.5) 37

岐 阜 38(30.4) 62(49.6) 20(16.0) 5(4.0) 34

〈単 位:人.口 内%〉

静 岡 22(19.1) 47(40.9) 40(34.8) 6(5.2) 37
.

愛 知 35(229) 73(47.7) 31(20.3) 14(9.2) 36

三 重 4(10.8) 17(45.9) 6(16.2) 10(27.0) 41

.滋 賀 7(135) 24(46.2) 19(36.5) 2(3.8) 38

京 都 4(16.0) 8(320) 9(36.0) 4(16.0) 41

大 坂 3(5.7) 34(64.2) 13(24.5) 3(5.7) 38

兵 庫 13(25.5) 16(3L4) 14(27.5) 8(15.7) 37

奈 良 8(38A) 6(28.6) 4(19.0) 3(14,3) 36

.和 歌 山 5(2L7) ll(47.8) 7(30.4) 0(0) 37

鳥 取 5(29.4) 3(17.6) 8(47.ユ) 1(5.9) 35

島 根 12(231) 24(46.2) U(2L2) 5(9.6) 37

岡 山 11(11.8) 50(538) 25(26.9) 7(75) 37

広 島 9(15.0) 28(46.7) 18(30.0) 5(8.3) 37

山 口 14(24.6) 19(3a3) 18(3L6) 6(10.5) 38

億 島 5(139) 20(55.6) 9(25.0) 2(5.6) 37

香 川 0(0) 12(3a3) 20(55.6) 4(11.1) 42

愛 媛 9(19.6) 28(60.9) 9(19,6) 0(0) 35

高 知 ・1(16 .7) 5(833) 0(0) 0(0) 33

福 岡 11(14.3) 35(45.5) 24(31.2) 7(9.1) 39

佐 賀 2(6.3) 16(50.0) 13(40.6) 1(31) 39

長.崎 10(1↓9) 33(49.3) 20(29.9) 4(6.0) 38

熊 本 19(25.0) 27(35・5) 28(36.8) 2(26) 37

大 分 4(9,1) 18(40.9) 18(40.9) 4(9.1) 40

宮 崎 7(15.6) 23(5L1) 15(3a3) 0(0) 36

鹿 児 島 ・ 6(9.7) 40(64.5) 14(226) 2(32) 37

沖 縄 0(0) 12(57.1) 9(429) 0(0) 38
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図表4.a.検 定試 験3級 基 準

(目 標はP18に あ りtづ 」)

〈3級 の出題範囲〉

項目 内 容 関 連 用 語 例 ・処 理 例

デ理 る (1}データ処理手順 の デー タ デ ータ処 理{情 報処理)八 一 ドゥ ェァ コー ド ブ

1κ 内 あ らま し 7イ ル レコー ド 項 目 オン ライン オフ ライン 通 信回線

タ関容 ② デ ータ作成 とデー
一括処理 〔パ ッチ処理}実 時 間処理(リ アル タイム処 理)

処す タ処理
.● ・

八 一 ソ ナ ル コ ン ヒ ▲ 一 タ オ フ ィス コ ン ヒ ▲ 一 夕

コの関

z髪 すヒ

直 る
ユ

|寺 内

タに容

(1}基本的 な装 置 とそ

の働 き

② 周辺装置 とその働

き

入力 出力2進 数 ビ7ト 入力装置 出力装置 演算装置

制御装置 中央処理装置 入出力装置 カード読取 り装置 紙

テープ読取 り装置 紙テ ープ'せん孔装置 行印字装置 靖末装

置 主記憶装置 補助記憶装置 操作卓 磁気テープ装置 磁

気ディスク装置 キーボード せん孔 タイプライタ カードせん孔機

(1}プログラ ミングの プ ログ ラム ブOグ ラミング 流れ図 流 れ図 記号 プログラ

あ ら寸 し
■

ム言 語 機械語COBOLFORTRANBASIC原 始 フログ

ラム 目的 プログ ラム 翻 訳(コ ンパ イル}プ ログ ラムシー

ト(コ ーデ ィン グ シ ー ト)デ 一 夕 シ ー ト メ ベ ー シ ン グ チ ャ

一 ト トレース テス トラン 実行 〔ラン}デ パ.ク エ ラ

「
一 メ7セ ージ 文法 エラー 論理エ ラー

〔2腕れ図 と トレース

〈流れ図記号〉 靖子 入出力 処理 判断 革偏 結合子 流れ線

〈処 理 例〉 デ ータの 読取 り ・演算 ・印字 数値の大小判 定 ほ 返 し処理(回

数判定 ・条件判定)複 数デ ータの 計算 データの集計 ・平均
■フ

件数 カウン ト コー ド区分に よる判定 最 大値 ・最小値 を求め る

口 ③ プログ ラミング
'グ <FORTRAN> 注釈行END行 継続行 文番号 整変数 整定数 文字定数

ラ 変数 算術式 算術代入文 単純GOTO文 算術IF文 算術

ム 演算子STOP文 書武 骨READ文 書武骨WRITE文 単純

作 入出力並びFORMAT文1変 換H変 換X変 換 行送り

成 制御文 字(1.0.△}

に <COBOL> ファイル名 レコー ド名 項 目名 手続 き名 基本項 目 集団

関 項目 数字項目 英数字項目 数字直定数 文字直定数 表意

す 定数(SPACE.ZERO}レ ベル番号FILLERPICTURE文

る 字 列(9JCZ.,}VALUE算 術演算子 比較演 算子(=.〉,〈,

内 NOT=,NOT>,NOT<)DATADIVISIONFILE

容 SECTIONFDLABELRECORDOMITTEDWORK'

ING←STORAGESECTIONPROCEDUREDIVISION

OPENCLOSEREADATENDGOTOWRITEAFTER

MOVEIFCOMPUTEGOTOSTOPRUN

<BASIC> 行番号 変数 数値変数 数値定数 文字列定数 数値式

比較演算子(=〈 〉 〈 〉 〈=〉=)

算術演算子(〈*/+一)

REM文END文LET文GOTO文IF-THEN文STOP

文READ文DATA文INPUT文PRINT文

旬FORTRANの 算 術IF文 に 関 しては,論 理IF文 で も解 答で きる よ う出題す る。

COBOLの 比較演算子NOT=,NOT>,NOT<は,NOTを 便 用せず と も解 答てきるよ

う出題 する。

図 表4.b.検 定 試験2級 基準

〈2級 の出題範囲〉

項 目 内 容 関 連 用 語 例 ・ 処 理 例

デ理る マ ス タファイル トランザ クシ,ン フプイル ファイル保 守

1に 内 デ ー タ 作 成 と (追 加 ・修正 ・削除)キ ー 正順(昇 順)逆 順(降 順)

タ因習 デ ー タ 処 理 分類 照合 併合 シ}ケ ノスチ ェ7ク リミフ トチ ェプク

処す パ ランステ ェプク 桁ず れチ ェフク ト一 夕ルテ ェ フク

コの 関 内部記憶装置 外部記憶装置 光学式マーク読取り装置 光

ン装す 学式文字読取力装置 印字装置 表示装置 フレキシブルデ
.'ヒ

置 る 周辺装 置 とその働 き イス ク(フ ロクピーデ ィス ク)入 出力装 置 集積 回路 大
工

1等 内
規模集 積回路2道 産… ミ リセ カン ド マ イクoセ カン ド

タに容 ナノ走 力ン ド ビコセ カン ド パイ ト

ω フ'ログ ラミングの あ アセンブラ言語 翻訳プログラムPL/1

らま し

(2)流 れ 図 と ト レース 手後作入力 表示 定義済み処理DOに よる繰 り返し 紙
〈流れ図記号〉 テ ープ'カ ー ド 書類 磁 気テー プ 磁気デ ィス ク

ブ
〈処 理 例〉 グルー プ ト一 夕ル ベ ージコ ン トO－ ル テー フ'ル(配列)へ

口
の入出力 テーブル(配 列)を 用いた集計 線形探索 端数

グ
'

処 理 テー ブル(配 列}を 用い ない フ ァイル処理
フ

(3)プ ロ グ ラ ミ ン グ
ム

<FORTRAN> DIMENSION文(配 列)配 列要素 添字 関係式 鵠理
作

IF文CONTINUE文DO文DO形 並びの入出力 相
成

区 切 り(/)組 込関 数(FLOAT,IFIX}編 集制御(F,A}
に

関 係 演 算 子(.EQ.,.NE.1.GT,.GE.,.LE.,.LT.)
関

論理演算子(.AND.,.OR.)
す

る
〈CO80L> IDENTIFICATIONDIVISIONPROGRAM-

IDAUTHOR,ENVIRONMENT,DIVISION
内

CONFIGURATIONSECTIONSOURCE-COM
容

pUTEROBJECT-COMPUTERINPUT一

OUTPUTSECTIONFILE-CONTROLSE一

LECTASSIGNOCCURS注 釈行(注8己行)PER一

FORMTHRUTIMESEXITIFELSEAC一

CEPTDISPLAYWRITEFROM文 字列(V,

S,一,・,¥}ROUNDED論 理 演算子(AND,OR)

闇テ ーブル(配 列}は 一次元 とする.

テーブル 配 列)を 用い ない ファイル処理 とは,カ ー ド又は紙テー プ上 のマス タファイル と ト

ランザ クシ ●ン ファイルが1対1に 対応す る ものであb.処 理内容 としては,リ ミrト チ

ェヲク ・トー'ル チ ェrク ・バ ランスチ ェ,ク ・シー ケンスチ ェ7ク シ よび ファ1ル の修

正 のみに とどめる。
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図表4.c.余 情 研検 定 試験1級 基準(案)

1

2

3

1級 の位 置づけ(基 本釣 花考え 方)

商業高校 に おけ る情報 処理 教育 を、 充分 に マスター した者に与 え られ る資格級 として考え る。

「情報処 理11、 「情 報処 理 ‖」は完全Kカ パーナる もの とナる。

商業高校 生 としての基 本釣 花知盈は もらうん、 「経営数 学」 も範囲の対 象とナ る。但 し,出

題 の方法に つい ては,履 習状 況か ら遇択問題 方式に なる もの と思 われる。

「出 題 範 謹」

項目

連

知

識

プ

。

グ

ラ

ム
作

成

に

関

す

る

内

内 容

{nシ ステム設曽†の基礎

{2)経 営 芦 学 の 差i礎

(3戸 ンピュー タの

装 置と仕組

{4}コ ン ビュー'の 奉り詞

{1)処 理 例

{2)プaグ ヲ ミ1グ

<FORTRAN>

<COBOL>

関 連 用 語 例 ・ 処 理 例

ンスデム設計,現 状分析,基 本 設計,疑 雲設計,詳 細設計,コ ー

ド設 計(区 分 コー ド,表 意 コート:順 番 コー ト'),出 力設 計,入 力

設計,フ ァイル設計,(プ アイル編 成,順 編成 プアイル,直 接編

成7ア イル,素 引軍扇成 ファイル,直 接 ア クセス,順 次 アクセス,

ブeプ ク,IRG,IBG),プ ロセス設計,プ ログ ラム設2十,

ドキュ ノンテー シ ■ン,チsプ ク シス テム(チ ェ7ク デ ィジッ ト

チぶ プク,ニ ェー メ リフクチェ プク}

統計レ 需要予測,注 置管理,線 形計画法

入出力テ ヤネル,通 信制 御装置,変 復掴装置,多 ■ フ'aセ ブt,
2進 化10進 法,補 数,ワ ー ド,パ プク,ア ンパ フク

中央処理 装置 ・記憶装 置 ・磁気 デ ィス ク俣 置 ・磁気 テー プ装置の

仕組

tペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム(制 御 プ ロ グ ラ ム,処 理 プaグ ラ ム,

ア ブIJケ ー ン,ン プaグ ラ ム)時 分 割,多 重 プaグ ラ ム,多 重 フ'

atシ ン グー

内部分類,順 位 づけ,副 ブOグ ラムの利用,二 分探索,二 次元 テ
ー プ'ル(配 列)の 利用,フ ァイ ルの作成,フ ァイルの併合,7ア

イルの保守(追 加,修 正,削 除)

二次元配列,添 字式,論 理 式,計 算型GOTO文,

CALL文,RETURN文,PAUSE文,

NESTのDO文,書 式 な しREAD文,

書式 冷しWRITE文.

宣言文(INTEGER文,REAL文,

DOUBLEPRECISION文,DATA文,

DEFINEFILE文,COMMON文)

SUBROUTINE文,関 数(MOD,SQRT)

REWlND文

二次元 テー ブル,REDEFINES,

PERFORMVARYtNGUNTtL,

KEY付READ,WRITE.(D・1SKのREAD

WRピrE),文 字 列(*)

ファイwの 構成(ORGANlZATION,

ACCESSMODE),ADD「 「O,

DIVIDEINTO,MULTtPLYBY

SUBTRACTFROM

図 表4.d.余 情 研 検 定 試 験2級BASIC基 準(案)

tl)プ ログラ ミング<BASIC>関 遵用 語例

文字 型変数DIM文(1次 元)RESTORE文

FOR--TO--STEP～NEXT文GOSUB文

RErrURN文ON～GOTO文ON～GOSUB『 文

OPEN文CLOSE文 論 理演算 子(NOT,AND,OR}

C21記 述上の例

(1)

(21

(3)

ω

FOR～NEX↑ 文

FOR〈 変数名〉=<始 値>TO<終 値>STEP<増 分>

NEXT<変 数名>

ON～GOTO文

ON<式>GOTO〈 行番号〉,〈 行番 号〉,一 一一一

〇PEN文

OPEN・ 〈フ ァイル名〉'FOR〈 モ ー ド>AS#〈 フ ァ1ル 番 号>

CLOSE文

CLOSE痒 く フ7イ ル番号 〉,#〈 ファイル番号〉

{3)記 述 上の眼明

"}シ ー ケンン ヤル フプイルにはPISKを 含 むo

モー ドは{NPUT,nuTPUT,APPENDo

7ア イルの終 了判定はEOF関 数 も含 む。

(210PEN文,CLOSE文 は記述せず,文 を理解 で きれば よい6



2工 業 高 校

2.t情 報技術教育の現状

工業高等学校は、工業教育の特殊性 から多 くの小学科によって構成されていて、情報技術教育

へのとりくみ方は、小学科の特性に応じて極めて多様である。

最も先導的に情報技術教育を導入してきた学科は電気通信科(現 在の電子科)で あり、昭和36

年に発行された国定教科書 「高周波応用」には電子計算機の章が あり、コンピュータにかかわる

基礎的な実験 ・実習も実施されてきた。

その後、昭和47年 には情報技術科が発足し、工業高校における情報技術教育の推進学科として

の役割を果してきた。さらに、昨年度からは、FA、OA、LAな どと呼ばれるコンピュータ・ベ

ースのオートメーションの普及にともない、それに応ずるために電子機械科 などの新学科の設立

が検討されるとともに、一般学科における情報技術教育の一層の推進が期待されている。

2.1.1学 科の構成と教育課程

高等学校学習指導要領には、工業に関する標準的な学科として、機械科、電気科、電子科、情

報技術科、建築科、設備工業科、土木科、化学工業科、金属工業科、窯業科、繊維科、インテ リ

ア科、デザイン科が示されていて、全国にはこれら以外の学科もい くつかある。

全国の工業高校における小学科の学校数および学級数は図表5の ようになっている。

図表5工 業高等学校の学校数と学級数(昭 和57年 度)

学 科 学校数 学級数 学 科 学校数 学級数

機 械 科 等 442 3940 金 属 工 業 科 31 110

電 気 科 372
'2263

窯 業 科 8 49

電 子 科 等 127 568 繊 維 科 等 49 214

情 報 技 術 科 26 93 イ ン テ リ ア 科 52 193

建 築 科 193 861 デ ザ イ ン 科 34 118

設備工業科等 22 76 そ の 他 15 74

土 木 科 等 172 626

化 学 工 業 科 220 1032

1

計 499 10219

注 昭和58年 度 全 国工 業 高 等 学校 長 協会(全 工 協)加 盟校 は、 公 立514校 、 私立

102校 で あ る。

この表 は昭 和57年 度 に 、公 立校499校 につ い ての調 査 結 果 で あ る。
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各学校において編成する各小学科の教育課程は、高等学校学習指導要領に準拠 し、図表6(普

通教科目)な らびに図表7(教 科 「工業」の科目)に 示す各科目の中から選択 した科 目によって

構成される。

教育課程の編成にあたっては、① 生徒の人間としての調和のとれた育成を目指す ② 地域

や学校の実態を考慮する ③ 課程や学科の特色を生かす ④ 生徒の能力 ・適性 ・進路あるい

は興味 ・関心 ・意欲を考慮す るなどのことについて注意深い配慮が必要である。

つぎに、小学科の例として、① 機械科 ② 電気科 ③ 電子科 ④ 工業化学科について

学科の目標、専門科目の構成と取扱い、編成例を示す。

各学科 ともA～Dの 四つの例が示されている。なお、xを つけた科目は、情報技術教育を科

目の内容に含めることが容易な科 目と考えられる。なお、工業科目全般に言えることは、 どの科

目でも、必要に応 じて情報処理技術に関連づけて展開することが必要である。

図 表6普 通教科目

教
科

科 目

標単
位

単数
1年 2年3年 計

教

科
科 目

標単
位

準数
1年 2年3年 計

国

語

国 語1
国 語 皿
国語表現
現 代 文
古 典

④
4

2

3

4

4 1

8～

芸

術

音 楽1
美 術1
工 芸1
書 道1
音 楽o
美 術H
工 芸 皿
書 道 ‖
音 楽 口
美 術 薗
工 芸1
書 道1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

}②

2～

ト

社

会

現代社会
日 本 史
世 界 史
地 理
倫 理
政治・経済

④
4

4

4

2

2

4

4～

数

学

数 学1
数 学 ‖
代数・幾何
基礎解析
確率紺
微分・積分

④
3

3

3

3

3

4

7～

外

国

語

英 語1
英 語n
英語 ‖A
英語OB
英語OC

4

5

3

3

3

2 2

4～

}・

家
庭 家庭一般 4 働2 輿2 璽聾

理

科

理 科1
理 科 皿
物 理
化 学
生 物
地 学

④
2

4

4

4

4

2.4 2.0

6～}…
普通教科 ・
科目単位数計

40～ 40～

専門教科 ・科
目単位数計

30～ 30～

保体
健育

体 育
保 健 ⑧

2

1

2

1

3
9～ 選択教科 ・

科目単位数計

○は必修科目
ホ ー ム ル ー ム 1 1 1 3

ク ラ ブ 活 動 1 1 1 3

単 位 数 合 計 32 32 32 96
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図 表7教 科 「工業」の科目

学 科 等 科 目 名 学 科 等 科 目 名 学 科 等 科 目 名

各学科共通 に

履修 させ る科

目

工 業 基 礎

実 習

製 図

工 業 数 理

.

(工業計測 に

関す る主 な科

副

工 業 計測1

工 業 計測H

.

金属工業科に

関する主な科

目

金 属 製 錬

金 属 材 料

金 属 加 工

1

窯業科に関す

る主な科 目

窯 業 技術1

窯 業 技術 皿

窯 業

■

建築科 に関す

る主な科 目

建 築 構 造

建 築 施 工

建 築 設 計

建 築 計 画

電気料,電 子

科,情 報技術

科等に共通 に

履修 させる科

目

電 気 基 礎
1

繊維科に関す

る主な科目

繊 維 ・繊維 製品

繊維 製品製造

繊維・染色デザイン

|

設備工業科 に

関する主 な科

目

設 備 施 工

空気調和設備

衛生・防災設備

設 備 計 画

イ ンテ リア科,

デザイ ン科 等

に共通 に履 修

させる科 目

デ ザ イ ン 史

1

(色染 化学 に

関 する主 な科

目)

色 染 化 学

機械科 に関 す

る主 な科 目

機 械 工 作

機 械 設 計.

原 動 機

計 測 ・制 御'

機 械 材 料

土木科 に関 す

る主 な科 目

測 量

土 木 施 工

土 木 設 計

水 理 ・土 質

a土 木 計 画

1

インテ リア科

に関 す る主 な

科 目

イ ンテ リア装備
'

インテリテ計画

家 具 生 産

木'材 工 芸

(自動車 に関 す

る主な科 目)

自 動 車工学

自動 車整備
,

1

デザ イ ン科 に

関す る主 な科

目

デザイ ン技術

デザイン材料

.

(地質工学 に

関する主 な科

目)

地 質 工 学(造船 に関す

る主 な科 目)
造 船 工 学

|

(工業管理 に

関 す る主 な科

目)

工 業 経 営電気料 に関 す

る主 な科 目

電 気 技術1

電 気 技術 口

.

化学工業科 に

関す る主 な科

目

/工業化学ト

化学工学

に関す る

＼主 な科 目ノ

工 業 化 学

化 学 工 学

設 備 ・管理

化学工業安全

化 学 工 業

電子科 に関す

る主 な科 目

電 子 技術1

電 子 技術n

自 動 制 御

1

各学科 に適宜

履修させる科

目

工 業 英 語

情報技術科 に

関す る主 な科

目

情 報 技 術1

情 報 技 術II

情 報 技 術 田 『

システム技術

(環境工学 に

関 する主 な科

目)

環 境 技 術1

環 境 技 術n

工業 に関す る

その他の科 目
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① 機 械 科

ア 目 標

この学科は,機 械工 業及 び これ に関連す る諸分 野 において,各 種 の業務 に従

事 するために必要 な能 力や態度 を育成 す るこ とをね らいと してい る。

イ 科 目 の構成 と取扱 い

この学科 に おいては,「 機械工 作 」,「 機械 設計 」及び 「原動 機 」を基 礎的

な科 目 とし,必 要 に よ り「計測 ・制御 」,「機 械材 料 」,「自動車工 学 」,「電気

基 礎 」,「 工 業経 営 」及び 「工業英 語 」な どか ら選 んで科 目を構成 す る。

ウ 編 成 例

図表8機 械科科 目の綿塵例

×

X

編 成 例『

標 準
単位

科 目

A B C D

工 業 基 礎 4 4 4 4 4

機 械 実 習 10 8 10 10 12

機 械 製 図 7 6 7 7 8

工 業 数 理 4 4 4 4 4

機 械 工 作 4 3 3 3 3

機 械 設 計 5 3 3 4 4

原 動 機 3 2 2 2 2

計 測 ・ 制 御 4

機 械 材 料 3

自 動 車 工 学 6

電 気 基 礎 6

工 業 経 営 2

工 業 英 語 2

.

(選 択) /
1

0 2 6 8

計

.

30 35 40 45
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② 電 気 科

ア 目 標

この学科は,電 気工業及び これ に関連す る諸分野 におい て,各 種の業務 に従

事 するために必 要な能力や態度 を育成 することをね らい としてい る。

イ 科 目の構成 と取扱い

この学科 におい ては,「 電気基 礎 」,「 電気技術1」 及び 「電気技術 皿 」を

基 礎的な科目 とし,必 要 によ り,「 自動制御 」,「 情報技術1」,「 工業経営 」

及び 「工業英語 」な どか ら選 んで科目 を構成 す る。

ウ 編'成 例

図表9電 気科科 目の編成例

編 成 例

標準

科 目 単位数

A B C D

工 業 基 礎 4 4 4 4 4

電 気 実 習 10 8 10 10 11

電 気 製 図 4 4 4 4 4

工 業 数 理 4 4 4 4 4

電 気 基 礎 6 4 5 6 7

電 気 技 術1 7 4 5 5 7

電 気 技 術n 3 2 3 3 4

自 動 制 御 2

情 報 技 術1 2

工 業 経 営 2

工 業 英 語 2

(選 択) / 0 0 4 4

計 30 35 40 45
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③ 電 子 科

ア 目 標

この学科は,電 子工業 及 び これに関連 する諸分野 にお いて,各 種 の 業務 に従

事 す るた めに必要な能 力 や態度 を育成 す るこ とをね らい としている。

イ 科目 の構成 と取扱 い

この学科 におい ては,「 電気基 礎 」,「 電 子技術1」 及 び 「電 子技術 皿 」を

基 礎的な科 目とし,必 要 に よ り,「 自動制 御 」,「 情報技術1」,「 工業経 営 」

及び 「工業英語 」な どか ら選 んで科 目を構成 する。

ウ 編 成 例

図表10電 子科科 目の編成例

・ ヲ←

編 成 例

ぷ 紗
A B C D

工 業 基 礎 4

1

4 4 4 4

電 子 実 習 10

.

8 10 10 11

電 子 製 図 4

■

4 4 4 4

エ 業 数 理 4

1

4 4 4 4

電 気 基 礎 6

■

6 6 6 7

電 子 技 術1 5

.

4 5 4 6

電 子 技 術r 4 2 4 5

自 動 制 御 2

情 報 技 術1 2

工 業 経 営 2

工 業 英 語 2

(選 択) / 0 0
,

4 .4

計 3:0 35 40 45
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④ 工業 化学科

ア 目 標

この学科は,化 学 工業及 び これに関連す る諸分 野 におい て,各 種 の業務 に従

事す るた めに必要 な能力 や態度 を育成 す る ことをね らい としている。

イ 科目 の構成 と取 扱い

この学 科 におい ては,「 工業化学 」,「化学工学 」及び 「設備 ・管理」を基礎的

な科 目 と し,必 要 によ り「化学工業安全 」,「化学 工業 」,「環境 技術1」,「 工業

経営 」,「工業英 語」及 び「情報 技術1」 な どか ら選 ん で科 目を構成 す る。

ウ 編 成 例

図表11工 業 化学 科科 目の編成例

編 成 例

科 目準単位数

A B C D

工 業 基 礎 4 4 4 4 4

工 業 化 学 実 習 12 8 11 12 13

工 業 化 学 製 図 2 2 2 2 2

工 業 数 理 4 4 4 4 4

工 業 化 学 8 8 8 8 8

化 学 工 学 5 2 4 4 4

設 備 ・ 管 理 4 2 2 2 4

化 学 工 業 安 全 2

化 学 工 業 2

環 境 技 術1 2

工 業 経 営 2

工 業 英 語 2

情 報 技 術1 2

(選 択) / 0 0 4 6

計 30 35 40 45
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2.1.2情 報 技 術 科 とそ の指 導内 容

工 業高等 学校 は、全 国 で約620校 あ り、情 報 技術 科 を設 置 す る学 校 は、 図表12に 示 す よ う

に、32校 あ り、昭 和59年 度 に も数校 設 置 され る予定 で あ る。

情 報 技術 科 の主 要 な専 門科 目と して は 、 「工 業基 礎 」 「工 業 数理」 「実 習」 「製 図 」 の ほか に

図表13に 示 す 「情報技 術1」 「情 報技 術 皿」 「情 報 技 術 皿」 「シス テ ム設 計 」 が あ る。

図表14は 、 情 報技 術 科 の専 門 科 目の指 導 内容 の例 で あ る。

図表12情 報技術科 設置学校名簿(昭 和58年 度)

1

2

3

4

5

6

7

学 校 名
住 所

電 話 番 号

学
級
数

生
徒
数

教

諭

助

手
備 考

〒

036青 森県弘前市馬屋町

弘 前 工 業 高 校
6-2

皿 3 125 5 2

0172(32)6241

〒

020岩 手県柴波郡都南村

盛 岡 工 業 高 校 大字羽場第18地 割凪
3 119 4 2

0196(38)3141

〒

997山 形県鶴岡市家中新

鶴 岡 工 業 高 校 町8-1
皿 3 114 5 2

0235(22)5505

〒

963福 島県郡山北富久山

郡 山北工業 高校
町八山田字大林1

皿 3 121 4 2

0249(32)1199

〒

970福 島県いわき市平下

平 工 業 高 校 荒 川 字 中剃1-2皿
3 124 5 2

0246(28)8281

〒

328栃 木県栃木市岩出町

栃 木 工 業 高 校
129

皿
3 120 6 1

0282(22)4138

〒

370群 馬県高崎市江木町

高 崎 工 業 高 校
700

皿 3 117 5 1

0764(67)2271
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8

9

10

11

12

13

14

15

16

学 校 名
住 所

電 話 番 号

学
級
数

生
徒
数

教

諭

助

手
備 考

〒

360埼 玉県熊谷市小島

熊 谷 工 業 高 校
820

皿
3 119 5 1

0485(23)3354

〒
352埼 玉県新座市新塚 新設

新座総合技術高校
5067

凡

(3)
or

一 2 1

0484(78)2111 (6)

〒
280千 葉県千葉市今井町

千 葉 工 業 高 校
1478

皿
3 118 5 1

0472(64)6251

130東 京都墨田区横網
私 立

安 田 学 園 高 校

2-2-25
皿

03(624)2666

3 171 (6) (6) Oは 他学科兼務

〒

143東 京都大田区大森西
私 立

大 森 工 業 高 校

3-2-12皿

03(762)7336

4 221 (5) 4 Oは 他学科兼務

〒

939-22富 山県上 新川郡

大沢野工 業高校
大 沢 野町坂 本2600皿 1 40 (14) (4) Oは 他学科兼務

0764(67)2271

〒
910福 井県福井市下江守

科 学 技 術 高 校
町28

皿
3 117 4 2

0776(36)1856

〒
424静 岡県清水市久坂町

清 水 工 業 高 校
155

皿
3 123 5・ 1

0543(66)5471

〒
433静 岡県浜松市初生町

浜 松 工 業 高 校
1150

皿
3 133 6

0534(36)1101
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7

8

9

0

1

2

3

4

51112

-

2

2

・

2

2

2

学 校 名
住 所

電 話 番 号

学
級
数

生
徒
数

教

諭

助

手
備 考

大 垣 工 業 高 校

〒
503岐 阜 県大 垣 市南 若 森

町301-1皿

0584(81)1280

3 118 5 2

小 牧 工 業 高 校

〒
485愛 知 県小 牧市 大字

久保 一 色3751皿

0568(77)6275

3 119 6 2

私 立
大 阪 電 気 通 信
大 学 高 校

〒
570大 阪 府守 口市 橋渡

西 之 町1-1
皿

06(992)6261

2 57 (21)
情報工業科

.Oは 他学科兼務

私 立
岡 山 理 科 大 学
付 属 高 校

〒

700岡 山県 岡 山市理 大町

1-1
皿

0862(52)3161

3 142 3 電子計算機科

宮 島 工 業 高 校

〒
739-04広 島県 佐伯 郡

大 野町3533
皿

08295(5)0143

3 102 5 2

徳島東工業 高校

〒

770徳 島 県徳 島市 大 和 町

2-2-15
皿

0886(53)3274

3 97 6 1

市 立

鳴 門 工 業 高 校

〒

772徳 島 県鳴 門 市 大津 町

.吉永 字 長 江の 越595
皿

08868(6)4565

3 110 5 1

松 山 工 業 高 校

〒

790愛 媛 県松 山市 真砂 町

1

皿

0899(31)8195

3 119 4 3

高 知 工 業 高 校

〒

780高 知 県 高知 市桟橋 通

2-11-6
皿

0888(31)9171

3 123 5 2
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26

27

28

29

30

31

32

住 所 学 生 教 助
学 校 名

電 話 番 号
級
数

徒
数 諭 手

備 考

〒
813福 岡県福岡市東区

香 椎 工 業 高 校
香 椎駅 東2-23-1

皿
3 116 5 2

092(681)2131

〒
804福 岡県北九州市戸畑

戸 畑 工 業 高 校 区 丸 町3-10-1

皿
3 119 5 2

093(881)3868
'

〒

私 立

九 州 産 業 高 校

818福 岡県筑 紫市 大字 柴

473-1

皿
1 21 1 1

092(923)3030

〒

私 立
久留米工 業大学
付 属 高 校

830福 岡県 久 留米 市上 津町
2192

皿

0942(22)1238

7 282 6

〒
852長 崎県長崎市岩屋町

長 崎 工 業 高 校 637
皿

3 119 ⑨ Oは 他科兼務

0958(56)0115

〒
866熊 本県八代市大福寺

八 代 工 業 高 校 町473
皿

3 124 5 2

0965(33)2663

〒

901-21沖 縄県 浦 添市 字

浦 添 工 業 高 校 経 塚55
皿

2 80 4 2

0988(79)5992
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図表13主 要専 門科 目

目標について

この科 目の目標は,「 電子計算機のプログラミングに関する技術の基礎 を理

解 させ,実 際に活用す る能力を養 う。」ことである。

電子計算機の プログラ ミングに関す る技術の基礎 とは,電 子計算機 を効果

的に使用するための情報処理 に関する初歩的 な知識 と基本的な考え方であ

る。 これらを理解 させ,実 際 に活用する能力を養 うためには,実 習 を通 して,

創 意工 夫 を重ねて,処 理 の方法 を見い出 し,こ れを評価 し改善 して,よ り

よい結論 を得 るような態度 を育てることが必要てある。

内容について

この科 目の内容は,r1)プ ログラミングの基礎,② 複雑なプログラム,(3)フ

ァイル処理,㈲ オペ レーテ ィングシステム」 と示 されている。

この科目は,情 報技術科の基本的 な科目であるので,低 学年で履修 させる。

また,他 学科の選択科 目として履修 させる場合は,主 として内容(1め 中から

選んで重点的 に取 り扱 う。

(1)プ ログラ ミングの基礎

ア 数や量の表 し方 デジタル量 とアナログ量の違いについて理解 さ

せ,そ れらの特徴について考えさせ,相 互の変換の方法について理解

を深める。

記数法 古典的記数法を調べ させ,位 取 り記数法 と比較 させ,両

者の違いについて考えさせ る。2進 ・8進 ・16進 による数表現が正 し

くで きるようにする。

ウ デ一 夕の外部表現 と内部表現 数値デー タについて両者の関係 を

具体的に理解させ;正 しく扱えるようにす る。

原始 プログラムと目的プログラム プログラミングに使用す る言

語は,実 習用電子計算機の言語処理ルーチ ンによって,適 切 な高水準

言語 を使用するものとし,原 始プログラムと目的 プログラムの関係 に

ついて理解 させ る。翻訳ルーチン,通 訳ルーチ ンの働 きの違いにっい

て触 れる。

オ 電子計算機の基本的な構成と各部の機能 プログラミングを学習

する上で必要 なハー ドウェア上の事項に触 れ,理 解を深め る。
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力 入 出 力 入 出 力 の 方 法 と,そ れ に適 用 さ れ る基 本的 な変 換 につ い

て理 解 させ,入 出 力 の 取 扱 い が 正 し くで き る よ うに す る。

キ 算 術 演 算 と ラ イ ブ ラ リ関 数 の 利 用 算 術 式,算 術 演 算 子 と その 優

先 順 序,基 本 的 な ラ イ ブ ラ リ関 数 とそ の使 い方 に つ い て 理 解 させ,こ

れ ら を正 し く活 用 で きる よ う に す る。

ク 判 断 と分 岐 判 断 と分 岐 の 方 法 に つ い て 理 解 させ,こ れ ら を使 っ

た プ ロ グ ラ ム を正 し く作 り,か つ トレー スで き る よ う にす る。

ケ ル ー プ と配 列 ル ー プ を含 む プロ グ ラ ムの 働 きと,配 列 の 意 味 と

使 い方 を理 解 させ,こ れ ら を有 効 に使 っ た プ ロ グ ラ ム を作 り,か つ ト

レー スで き る よ う にす る。

② 複 雑 な プ ロ グラ ム

ア 手 続 き と副 プ ロ グ ラ ム 基 本 的 な事 項 を理 解 させ,こ れ を活 用 で

き るよ う にす る。

イ 論 理 演 算 関 係 式 ・論 理 式 につ い て理 解 させ,関 係 演 算 子 ・論 理

演 算 子 を正 し く活 用 で き る よ う にす る。

ウ 文 字 デ ー タの扱 い 文 字 デ ー タの 内 部 表 現 と入 出 力の 方 法 につ い

て理 解 させ,正 し く扱 え る よ う にす る。

エ デ 一 夕の 精 度 デ ー タの 型 に よ る内 部 表 現 や有 効 桁 数 の 違 い,誤

差 な どに つ い て理 解 させ,こ れ ら を考 慮 した プ ロ グ ラ ム が 作 れ る よ う

に す る。.、

オ ス イ ッチ の 利 用 プ ロ グラ ム で使 用 す る各 種 の ス イ ッチ に つ い て,

そ の使 い 方 を理 解 させ,こ れ を活 用 で き る よ うにす る。

力 統 計 基 本 的 な統 計 量 の 意 味 を理 解 させ,こ れ ら を求 め た り,

ヒス トグ ラ ム な ど を出 力 で き る よ うにす る。

(3)フ ァイ ル処 理

ア フ ァイ ルの 概 念 具 体 的 な例 に よ り,フ ァイ ル と は な に か を理 解

させ る。

イ フ ァ イ ル の作 成 基 本 的 な フ ァ イ ル形 式 とそ の作 り方 を理 解 させ

る。 シー ケ ン シ ャ ル フ ァ イ ル に つ い て は,分 類 ・併 合 の ア ル ゴ リ ズ ム

を理 解 させ,こ れ を使 え る よ うにす る。

ウ フ ァイ ル メ ンテ ナ ン ス フ ァイ ル メ ンテ ナ ンスの 意 味 を理 解 させ,

簡 単 な フ ァイ ル メ ンテ ナ ン ス が で き る よ うにす る。

(4)オ ペ レー テ ィン グ シス テ ム
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ア オペ レー テ ィング システ ムの 構 成 と その 機 能 実 習 で 使 用 す る電 子

計算 機 の オペ レー テ ィン グシ ス テ ム の構 成 の 概 略 と各 要 素 の機 能 を理

解 させ る。

イ オペ レー テ ィン グシス テムの 使 い方 実 習 で 使 用 す る電 子 計 算 機 の

オペ レーテ ィングシ ステ ムの働 き を理 解 した 上 で,こ れ を 活 用 で きる よ

うにす る。

3指 導計画の作成

(1)情 報技術科で履修 させる場合は内容のすべてにわたって取 り扱 うこと

が望ましく,4～8単 位が必要である。

他学科及び普通科,理 数科等で履修 させる場合は,内 容の(1}の中からカ,

キ,ク,ケ などに重点 を置いて取 り扱い,2～4単 位が必要である。

② この科 目の指導 に当たっては,電 子計算機 を十分に活用する必要があ

る。生徒が工夫 し,設 計 したプログラムに,少 しでも文法的な誤 りがあれば,

正 しい結果は得 られない。そあ原因を分析 し,訂 正し,正 しいプログラムが

できれば,直 ちに正 しい結果が得られる。創意工夫 をすればするほど,ま た,

誤 りの訂正 に苦労す ればす るほ ど,正 しい結果が得 られた ときの成功感

は大 きい。 この繰 り返 しの中にこそ,技 術の学習の本質があるといえる。 こ

れは,他 の科 目では,容 易に得 られないこの科目の特色であり,こ れは実習・

を通 じてのみ得 られるものである。 したがって,指 導計画の作成に当たって

は,学 習指導の流れの中で,必 要な時点で,必 要 な実習ができるよう実習室

の使用計画 を定める必要がある。

(3)流 れ図の指導に当たっては,処 理の手順や,解 決のためのアルゴリズ

ムを;誤 りなく考えるために重要であることを,体 験 によって理解 させ,こ

れを活用す るように指導する。

(4)初 期の段階では,単 純 なプログラムを改造 して,次 第に高度 な機能 を

付け加 えていくような課題の与え方や,生 徒が作成 したプロ グラムとその結

果 を,全 員 に示 して,互 いに評価させ,よ りよいプロ グラムを考 えさせるな

どの指導上の工夫が望ましい。

(5)プ ログラム ミングの指導には,プ ログラムを幾つかのパ ター ンに分類

し,こ れを解説 し,各 パ ターンごとに類題 を与えて トレーニングするのも,

1つ の方法である。 しかし,問 題解決に必要な知識 ・技術 を理解 させた上で,

適切な課題 を与 え,正 しい手順 に従って工夫させて1解 決の方法 を見つけさ

せ,プ ログラムを作 らせ,デ バ ックさせ,正 しいプログラムを完成 させるよ

うな指導計画が望 ましい。 そのためには,学 習が進むにっれ,生 徒 に集積 さ
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れていく知識 ・技術 を活用すれば解決できるような,知 的水準 にあった課題

を段階的に配列することと,適 切 な参考資料の準備が必要で ある。 このよう

な学習環境の中で,進 んで資料を調べ,必 要な知識 ・技術 を得て,こ れを問

題解決に適用 していくよ うな積極的な態度 を育てることが大切である。

(6}後 期の段階では,数 人のグループごとに実際的な課題 を与 え,プ ログ

ラムの構造 を相談 させ,そ の要素 を各自に分担 して作 らせ,テ ス トランをし

た上で,全 体 をまとめ上げ,実 用的アプリケーションを完成 させ るような実

習などは極めて効果的である。

情 報 技 術ll

1目 標について

この科目の目標 は,「 電子計算機に関する技術の基礎,電 気通信,制 御な

どの大要を理解させ,実 際に活用す る能力を養 う。」ことである。

電子計算機 に関する技術 の基礎 としては,基 本的な論理回路 の構成の仕方,

電子計算機の しくみな どが考えられ,電 気通信,制 御 としては,デ ータ通信,

数値制御,計 算機制御などに関する基礎的事項が考えられ る。

これらを実際に活用す る能力を養 うためには,具 体的な事例を中心 に,こ

れ らの相互関係を配慮 しなが ら理解させ,応 用力を高めるよ うにす ることが

大切である。

2内 容について

この科 目の内容は,「(1滝 子計算機の技術の基礎,(2)デ ータ通信の基礎,

(3)制御技術の基礎,(4)保 守技術」と示されている。

この科 目は,電 子計算機 のハー ドウェアに関する基礎的 ・基本的な知識 ・

技術 を総合的 に取 り扱 うもので,主 として情報技術科において履修 させるも

のである。

(1)電 子計算機の技術の基礎

ア データの表現2進 数 ・8進 数 ・16進数など基本的な数の表現方

法を理解 させ,電 子計算機 における数値 の表現,電 子計算機や媒体 に

おけるコー ドな ど,デ ータ表現の方法について理解させ る。

イ 論理回路 論理素子,論 理回路などについて考えさせ簡単な論理

回路を設計できるようにするとともに,電 子計算機 の基本的な要素の

論理を理解 させる。

ウ 中央処理装置 演算装置,主 記憶装置,制 御装置な.どを相互に関
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連 させて,中 央処理装置の構成 と機能について理解させ る。

工 周辺装置 各種入出力装置 ,補 助記憶装置,チ ャネル装置などに

ついて各装置の構造,制 御のしくみ,デ ータの記録方法 について理解

させる。

オ 命令の構成 機械語のしくみと機能及びハー ドウェアとソフトウ

ェアの関連 について理解 させ,簡 単なプログラムを作成できるように

す る。

力 電子計算機の応用 電子計算機応用の具体的な事例について考え

させ,応 用技術 の概要を理解 させ る。

② データ通信の基礎

ア デ一夕通信の方法 具体的なネ ットワークの事例 について考えさ

せ,デ ータ通信 の概要を理解 させる。

イ 通信線路 通信回線によるデータ伝送 の事例 を考えさせ,通 信線

路 に関す る技術の基礎を理解 させる。

ウ データ通信用機器 中央の電子計算機 システム,通 信制御装置,

端末装置な どデータ通信 に使われる機器の構成について理解 させる。

(3)制 御技術の基礎

ア 数値制御 数値制御の しくみを理解 させ,数 値制御に関す る基礎

的な技術 を習得 させ る。

イ 計算機制御 計算機制御の具体的 な事例について考えさせ,検 出

部 ・操作部,制 御用電子計算機 などの機械と動作 について理解 させ,

計算機制御に関す る基礎的な技術を習得させ る。

(4)保 守技術

電子計算機 システムにおける電気的要素又は機械的要素の保守 に関する基

礎的 な技術 を理解 させ る。

3指 導計画の作成 ・

(1)こ の科 目は,情 報技術科 において履修 させる場合 には,4～8単 位,

その他の学科 において履修 させる場合 に,2～4単 位 が必要である。

② この科目の指導においては,「情報技術実習」との関連 を図 りながら,

適時,実 験 ・実習を取 り入れて理解 を深めるとともに,「情報技術実習」にお

いては,課 題の設定,時 間の配分を工夫 して,効 果的 な学習がで きるよ うに

する。

(3)こ の科 目は,「電気基機」において習得した知識 ・技術 を基盤として学

習するように構成 されたもので,「電気基礎」との密接な関連のもとに指導す
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る こ とが 大 切 で あ る。

(4}電 子 系 ハ ー ドウ ェ ア の 学 習 に重 点 を置 く場 合 には,(1)を 取 り扱 う と と

も に,(2}～(4)の 必 要 な 内 容 を選 択 して,重 点 的 に指 導 す る。 機 械 系 ハ ー ドウ

ェ アの 学 習 に重 点 を置 く場 合 に は,(1)を 取 り扱 うと と も に,(3}の ア を重 点 的

に指 導 す る。 ソ フ トウ ェア の学 習 に 重 点 を置 く場 合 に は,(1)を 中心 に基 本 的

な 内容 を取 り扱 う。

(5)こ の 科 目の 指 導 にお い て は,学 校 に 設 備 され て い る電 子 計 算 機 な ど の

諸 設 備,マ イ クロ コ ン ピュ ー タ及 び そ れ を利 用 した制 御 シス テ ム な ど を活 用

し,生 徒 が意 欲 的 に学 習 す るよ う工 夫 す る こ とが 大 切 で あ る。

⑥ 「情 報 技 術1」,「 情 報 技 術 皿」 との密 接 な関連 の も と に,生 徒 の 理 解 を

深 め るよ うに す る。

情 報 技 術 皿

1目 標について

この科目の目標は,「 プログラム設計上の基礎的な知識 と技術 を習得 させ,

これをソフトウェアの開発 に応用する能力を養 う。」ことである。

プログラム設計上の基礎的 な知識と技術 とは,ソ フ トウェアに関するより

広い知識とプログラム作成に必要な基本的な各種の技法であり,こ れらを習

得 させ,ソ フ トウェアの開発 に応用する能 力を養 うためには,実 際的なソフ

トウェアを分析 したり,具 体的なプロ グラム設計の課題 を与 えて,こ れを実

習する中で,論 理的かっ綿密 な思考態度 を育成することが大切で ある。

2内 容 につ い て

こ の科 目の 内容 は,「(1)プ ロ グラム設 計 の技 法(2)デ バ ッ ギ ン グの 技法,(3}

ソ フ トウ ェア の概 要」 と示 され て い る。

こ の 科 目は,主 と して情 報 技 術 科 に お い て,「情 報 技 術1」 を履 修 させ,さ

らに ソ フ トウ ェ アの 学 習 を深 め る場 合 に履 修 させ る もの で あ る 。

(1)プ ロ グ ラム設 計 の 技 法 ・

ア プ ロ グ ラム の 構 造 プ ロ グ ラム を作 成 す る作 業 を通 して,プ ロ グ

ラム の分 割,連 結 な どの 基 本 的 な技 法 を理 解 させ,プ ロ グラ ム の 構 造

につ い て考 え させ,プ ロ グラ ム 設 計 の 技術 を習 得 させ る。

イ テ ー プ ル処 理 の 技 法 テ ー ブ ル に関 して の探 索,突 合 わ せ,選 別

組 合 せ な どテ ー ブ ル処 理 の 基 本 的 な技 法 につ い て 理 解 させ,プ ロ グ ラ

ム作 成 の実 習 を通 して,技 法 を習 熟 させ る。

ウ フ ァイ ル処 理 の 技 法 フ ァ イ ル に関 し て,分 類,照 合 な ど に関 す

る各 種 技 法 につ い て理 解 させ プ ロ グ ラム作 成 の 実 習 を通 して,フ ァイ
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ル処理の基本的 な技法 について習熟させる。

工 人出力制御の技法 電子計算機の入出力に関する各種技法 を理解

させ,実 習 に 用 い る プ ロ セ ス 制 御 装 置,デ ー タ管 理,検 出 信 号 の処 理,

操作信号の作り方などに関する理解を深める。必要 に応 じて,監 視プ

ロ グ ラ ム(ス ー パ バ イ ザ),割 込 み管 理,タ ス ク管 理 な ど も取 り扱 う。

② デバ ッギングの技法

プ ロ グ ラム の 作 成,.実 行 の 作 業 の 中 で,ダ ンプ ル ー チ ン,追 跡 ル ー チ ン,

その 他 デ バ ッ ギ ング用 ソ フ トウ ェ ア の 機能 を理 解 させ,効 率 よ く プ ロ グ ラム

を作成す る技術 を習得 させ る。

(3)ソ フ トウ ェ ア の概 要

ア プログラム言語 電子計算機のプログラム言語 について,各 言語

の 機 能 と その 利 用,言 語 プ ロ セ ッサ ー の し くみ な どに つ い て 理 解 させ

る 。

イ オペレーティングシステム 学校に設備されている電子計算機の具

体 的 な事 例 を も と に,オ ペ レーテ ィング シス テム にっ い て 考 え させ,さ

らに一般的なオペレーティングシステムの構成及び各要素の構造と機能

に つ い て理 解 させ る。

ウ フ ァ イ ル 磁 気 テ ー プ フ ァイ ル,直 接 ア クセ ス ファイル な どの フ ァ

イル設計の基本的 な技法を習得 させる。

エ リア ル タイ ム処 理 オ ンライ ンシステ ム
,タ イム シ ェ ア リ ン グ シス

テ ム,計 算 機 制 御 シ ス テ ム な どに つ い て 具 体 的 に 考 え させ,リ ア ル タ

イ ム処 理 に お け る ソ フ トウ ェ ア の し くみ と機 能 に つ い て理 解 させ る。

3指 導計画の作成

(1)こ の 科 目 の履 修 に は,2～4単 位 が必 要 で あ る。

(2}こ の科目の指導に当たっては,電 子計算機 を十分に活用することが大

切である。また,「情報技術実習」 との密接 な関連のもとにソフ トウェア設

計 に関する具体的な課題にっいて取 り組ませ,生 徒 が意欲的に学習するよう

工夫す ることが大切である。

(3}こ の科 目は,「情報技術1」 の指導内容 を十分配慮 して指導計画を作成

す るこ と が必 要 で あ る。

(4)こ の科 目の指導 に当たっては,各 種の流 れ図 をいろいろな形で利用 さ

せ,各 種 の 流 れ 図 を正 し く表 現 した り,読 み取 る こ と が で きる よ う にす る こ

とが大 切 で あ る。
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(5)こ の科 目の内容 に示す事項 については,技 術の進歩が著 しく,そ れに

応ずる指導の改善 が絶 えずなされなければならない。使用する言語について

も情報処理技術の動向に応 じて適切な言語 を選定す ることが必要である。

シス テム 技 術

1目 標について

この科目の目標は,「 システムに関する技術の基礎 を理解 させ,実 際に活用

する能 力を養 う。」ことである。

システムに関する技術の基礎の理解とは,シ ステムの構造 ・分析 ・設計に

関する基本的 な考え方を理解 させ ることであ り,こ れ らを実際に活用する能

力を養 うには,具 体的 なシステム例や,適 切な実習 を通 じて,体 験的 にシス

テムの構造や,分 析 ・設計に関する考え方 を適用 させ ,実 際の問題解決の能

力を養い,創 造的思考態度 を育てることが必要である。

2内 容 に つ い て

この 科 目の 内 容 は,「(1)シ ス テムの構 造,(2}シ ス テ ム の 分 析,{3)シ ス テ ム の

設 計,{4}モ デ ル と シ ミュ レー シ ョン」と 示 され て い る。

この 科 目 は,そ の 目標 か ら考 え て,情 報 技 術 科 の み な ちず,他 の 工 業 に関

す る学 科 の 高 学 年 で,生 徒 の進 路,適 性 に よ り,選 択 させ 履 修 させ る。

(1)シ ス テ ム の 構 造

ア シス テ ム の概 要 具 体 的 な小 規 模 な シ ス テ ム を動 作 させ,観 察 さ

せ,考 え させ て,シ ス テ ム とは どん な もの か を理 解 させ る。

イ シ ス テ ム化 の 意 義 シ ステ ム化 の 具 体 的 事 例 を も と に,シ ス テ ム

化 の 目 的,シ ス テ ム 化 の 手 順 な ど を理 解 させ,シ ス テ ム化 に 当た って

注 意 す べ き事 項 に つ い て 考 え させ る。

ウ シ ス テ ム の構 造 と信 頼 性 適 切 な具 体 例 を も と に,シ ス テ ム の 基

本 的 な構 造 に つ い て 考 え させ,ブ ロ ッ ク図 な ど を使 っ て こ れ を表 現 で

き る よ うに し,シ ス テ ム の構 造 と信 頼 性 の 関 係 につ い て 考 え させ る。

(2)シ ス テ ム の 分 析

小 規 模 な具 体 例 に よ っ て シ ス テ ム分 析 の 基 本 的 な手 法 を理 解 させ,適 切 な

課 題 を与 え,実 習 を通 して こ れ らの 手 法 を応 用 す る能 力 を育 て る。

(3)シ ス テ ム の 設 計

ア シ ス テ ム 開発 の 手 順 具 体 的 な事 例 を も と に,シ ス テ ム 開 発 の 手

順 を理 解 させ,そ の 考 え方 を活 用 す る能 力 を養 う。

イ 最 適 化 の手 法 最 適 化 の意 味 を理 解 させ,PERT,線 形 計 画 法 な

どの シ ス テ ム 工 学 的 手 法 に触 れ,そ の基 本 的 な考 え方 を理 解 させ る。
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(4)モ デ ル と シ ミュ レー シ ョ ン

ア シ ミュ レー シ ョ ンの意 義 シ ミュ レー シ ョ ンの重 要性 を理 解 させ
,

モ デ ル に必 要 な 条 件 を 考 え させ ,各 種 の シ ミュ レー シ ョンの 例 を示 し,

その概 要 を理 解 させ る。

イ 数 式 モデ ル の シ ミュ レー シ ョ ンXYプ ロ ッ タな ど を使 っ て適 切 な

モ デ ル の シ ミュ レー シ ョ ン を実 習 させ ,数 式 モ デ ルの シ ミュ レー シ ョ

ン には 電 子 計算 機 の 利 用 が有 効 で あ る こ と を理 解 させ る
。 ま た,シ ミ

ュ レー シ ョ ン用 言 語 に も触 れ る 。

ウ 確 率 モ デ ルの シ ミュ レー シ ョ ン 乱 数 とは 何 か を理 解 させ
,電 子

計 算 機 に よ る各 種 乱 数 の 発 生 と検 定 が で き る よ うに し,こ れ を使 用 し

て,簡 単 な確 率 モ デ ル の シ ミュ レー シ ョン が で き るよ う に す る
。

3指 導計画の作成

ほ)履 修する生徒の学科の専 門分野 に応 じた題材 を選んで取 り扱い,2～

4単 位の履修が適当である。

② システム工学上の多 くの知識 ・技術の ら列的 な指導は避け,適 切 なシ

ステム例を題材 とし,考 え方を理解 させ るとともに,適 切な問題 を与え,履修

した各科 目で習得 した知識 ・技術 を総合的に適用す る能力を高め,合 理的に

問題解決 をする態度 を育てるよ うに指導す る。

(3)体 力測定のデータ処理などの身近 な題材を取 り上げ,事 務処理 システ

ムの作成実習 を通 して,シ ステム開発の手順,シ ステム分析の手法 について

の理解 を深めるようにする。

(4)コ ンピュー タを構成要素とす るコントロールシステムなどの実習装置

を扱わせ,シ ステムの構造,構 成要素の機能 などを調べ させ,ブ ロック図を

作成 させ,シ ステム改良の方法 を考えさせるなどの実習 を通 して分析的思考

態度や創造的思考態度が身につ くよ う指導する。

(5}必 要に応 じて,課 題 を与え,マ イクロコンピュータを利用 したシステ

ムの機能設計や試作 をさせ,総 合的 な能力 を高めるよ うに指導する。

'(6)電 子計算機 を使用 して
,内 容(3)のイ,(4)の イ,ウ に関する実習 をさせ

る場合,生 徒の数理的能 力,学 科分野 などに応 じて,あ らかじめ,プ ログラ

ムを準備する配慮も必要である。

(7}テ クノロジーアセスメン トについては,科 目内容の指導の過程で触 れ,

技術の本質について考 えさせ,正 しい認識が得 られるよ うに配慮す る。

(8)シ ステム例や,シ ステム化の実例 などの提示には,映 画 ・VTRな ど

の視聴覚教材の活用が望 ましい。

一165一



図表14情 報 技 術 科 の 専 門 科 目 の 指 導 内 容 の 例

学 校
科 目 K校 Ta校

-

C校 To校

・18時 間(1年) ・21時 間(1年) ・12時 間(1年)

・FORTRAN入 門 ・BASICに よ るデータ ・BASlCの 基 本

工 業 基 礎
入 出力、lFGOTO

文、DO文 、

処 理

・アブ リケーシ ョン プロ グ
(図 形処理)

(応 用 例)
(情 報技術関係) DIMENSION文 ラムの利用

・BASICプ ロ グ ラ ミン

グ初歩

・2単 位(2年) ・2単 位(2年) ・2単 位

・FORTRAN応 用と数理 ・工 業数理 の指導 内容の ・数 値計 算

工 業 数 理
・サ ブル ー チ ン、 フ ロ ッ うち、FORTRANで 微分積分
タ他 処 理できる内容 多元一次連立方程式

(情報技術関 係) ・速度、加速度、微分積 ・微 分方程式解法

分、単振動、部材設計

回帰予測など

・3単 位(2年) ・3単 位(2年) ・3単 位(2年) ・2単 位(1年)

6単 位(3年) 6単 位(3年) 6単 位(3年) 4単 位(2年)
◆イ ンバ ー タ、 パ ル ス 回 ・パルス回路 、論理 回路 ・論理 回路、A-D、D 6単 位(3年)

路 、 論 理 回 路 、 エ ン コ OS、TSS、 数 値計 算 －A変 換、各種検 出器 ・BASIC、FORTRAN

一 ダ
、 カ ウ ン タ、 レジ フ ァ イル 利 用 、 ユ ー テ マイ コン制御、CPU (1年)

情 報 技 術 実 習
ス タ、 コ ン ピュ ー タ操

作 と ジ ョ ブ制 御 言語 、

イ リテイ利用、 アセン

ブラ、機械語、COBOL

シ ュ ミ レ一 夕、 機 械 語

ア セ ン ブ ラ 、XYプ ロ

・BASIC 、COBOL、

NC工 作、 電子実習

リアル タイム、数値計 FORTRAN、NCマ ニ ッタ製図、数値計 算 (2年)

算 、 フ ァ イル 利 用 、 ユ アルMINIAPT、 制 御 ・BASIC、FORTRAN

一 テ ィ リテ イ利 用 、 機 シー ケンス実習 応 用 、 ア セ ン ブ ラ、

械語 BASICに よる品 質管 COBOL、 電 子実習

理 (3年)

・2単 位(1年) ・2単 位(1年) ・3単 位(1年) ・2単 位(1年)

2単 位(2年) 2単 位(2年) 3単 位(2年) 3単 位(2年)

2単 位(3年) ・FORTRAN(1年) ・コ ン ピ ュー タ の概 要 ・BASlC、FORTRAN

情 報 技 術1 ・FORTRAN基 礎 ・COBOL(2年) ・プ ロ グ ラ ミン グ 言 語 COBOL、 機械 語
・アセ ンブラ基礎 ・FORTRAN(上 位 水準) ・図 形 処 理 、 プ ログ ラム

・M310ア セ ン ブ ラ ・OS 設 計 、 テ ー ブ ル サ ー チ

・そ の 他 ・フ ァ イル 処 理 ファイル処理

・3単 位(2年) ・3単 位(2年) ・3単 位(2年) ・2単 位(2年)

3単 位(3年) 2単 位(3年) 4単 位(3年) 4単 位(3年)

・デー タ表現、論路 回路 ・電子計算機 のハー ド ・論理 回路、CPU、 ・10進
、N進 、 論理 回

基礎、記憶装置、制 御 デー タ表 現、論理 回路 周辺装置、 デー タ通信、 路 、 レジ ス タ、 カ ウ ン

情 報 技 術 皿 演算装置、周辺 装置、 基礎、 記憶 装置、制御 計算機制御 タ 、 コ ン ピ ュー タの し

その他 演算 装置、周 辺装置、 くみ、記憶 装置、演算

その他 装置 、周辺装置な ど

入力→出までの概要
イ ン タ フ ェ ース

・4単 位(3年) ・2単 位(3年)
・

・プログラム設計 ・ プ ロ グ ラム 設 計

情 報 技 術 皿 ・テ ー ブル サ ー チ ・テ ー ブル サ ー チ

・フ ァ イル の利 用 ・数 値計 算

・フ ァ イル 利 用 な ど

・3単 位(3年) ・2単 位(3年) ・2単 位(3年) ・2単 位(3年)

・シス テ ム構 造 、 分 析 、 ・シス テ ム構 造 、 分 析 ・シス テ ム化 ・電 車 、 ロ ボ ッ ト等 制 御

PERT、LP、 そ の 他 PERT、LP、 そ の 他 ・システム化実例 シス テ ム

・システ ムの構 造 ・シス テ ム構 造 、分 析 、

シ ス テ ム 技 術 ・システ ム作成 の手順 ORな ど
・OR手 法(PERT、

DP、,シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン、意志決定)
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2.1.3一 般学 科 とその 指 導 内容

情報技術科以外の小学科すなわち機械臥 竜気柱 工業化学札 土木科などの小学科をここで

は 一般 学 科 と称 す る。

一般学科における情報技術の学習は、 「工業基礎」、 「工業数理」、各小学科の 「実習」、

「電 気 技 刷 」 、 「電 子技 術1」 、 「電 子 技 術 皿」 、 「自動制 御」 並 びに ・す で に述 べた 「情 報

技術1」 「情報技術H」 晴 轍 術皿」 「システ・技術」の科目において行われる・これらの科

目の 目標 、 内 容 を図 表15に 示 す。

これ らの科 目の うち、 「工 業基 礎 」 「工 業 数理 」 は すべ て の小学 科 で履 修す る こ とに な って い.

る.「 電気技術皿」は主として電気科で履修し、 「電子技術1」 隔 子技術皿」は主として電子

科で履修する。

普通科において工業幽 する縮 を履修させ場 合には、 「工業基礎」 「情報技術1」 等の科

目の うちか ら選 ぶ 。

図表15科 目 「工 業 基礎 」,「 工 業数 理 」,「 電 気 技術H」,「 電 子技 術1」,

「電 子技 術H」,「 自動 制 御 」,情 報 技術1」 ・ 情 報 技 術n」 ジ

「情 報技 術 皿 」,「 シス テ ム技 術 」 の 目標 と内容

第1工 業 基 礎.

1.目 標

工業の各分野⇔ た確 確的な技術稜 験 ・実習によ・て体験させ洛 頒 に紺 る技術へ

の興味.関 心を高め,工 業噛 す砿 ・棚 罐 ・・,工業技術の離 的な調 題について認識

さ せ る。

2、 内 容

(1)各 種の材料の加工など形態の変化を伴 う加工と操作

② 物質の精製な ど質の変化を伴 う加工と操作

(3)動 力源 と して のエ ネル ギー及 び動 力の変 換 ・伝 達 ・計 測

(4)品 質管理など管理 と自動化

⑤ 産業と職業

◎ 配 慮 事 項

.「 工 業基 礎 」 につい ては,次 の よ うに取 り扱 うもの とす る。

(1)原 則 と して,工 業 に関 す る各学 科 の主 と して第 ・学 年 に お・'て履修 させ るもの とす る・

(2)各 内容 は,そ れ ぞ れ分 離独 立 させ て取 り扱 う・ とな く・ ・れ ら詰 るべ く多 く包含 して い

る実 習課 題 を 設定 し,総 合 的 な学 習 が で き るよ うに取 り扱 うもの とす る。
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⑧ 生徒 が無 理 な くそ れ ぞれ の専 門分 野 に 関す る各 科 目 の学 習 に進 む こ とがで き る よ うに,各

学 科 の特 色 も勘 案 して効果 的 な 指導 計画 を立 て る もの とす る。

(4)内 容 の(5)は,(1)か ら(4)まで の各 内容 の指 導 に際 して適 切 に取 り扱 うもの とす る。

・ 普 通 科 にお い て工業 に関 す る科 目を 履修 させ る場 合 には,地 域 や学 校 の実態,生 徒 の進 路 ・

適性 や興 味 ・関心 等 を考 慮 し,「 工 業基 礎 」,「 製 図」,「 情 報技 術1」 等 の科 目の うち か ら

適切 な も のを履 修 させ るこ とが望 ましい。

・ 「情 報 技術1」 等情 報 技術 に関す る科 目につ い て は,電 子計 算機 に よ る実 習 を効果 的 に組 み

入 れ て取 り扱 う もの とす る。

第4工 業 数 理

1.目 標

工業の各分野における具体的な事象を,数 理的,実 際的に処理する基礎的な能力を養 う。

2.内 容

ω 工業の事象 と数式,

② 面積,体 積,重 量などの積算

(3)量 の単位や誤差など数値の取扱い

(4}液 体などの流れと圧力

⑤ 構造物などの部材の設計に関する計算

⑥ 時間 とともに変化する事象のモデル

(7)予 測と計画に関する基礎的な手法

(8)情 報と制御に関する基礎的な計算技術

◎ 配 慮 事 項

・ 「工業 数 理 」 に つい て は,次 の よ うに取 り扱 うもの とす る。

(1)原 則 と して,工 業 に関す る各 学科 の主 と して第1学 年 か ら履 修 させ る もの とす る。

② 内容 につ い て は,数 理 的 処理 の基 礎 的 な方 法 が確 実 に 身 につ くよ うに配慮 す る とと もに,

各学 科 の必 要 に応 じ て適 切 な 内容 を選 択 して履 修 させ るよ うにす る もの とす る。

第15電 気 技 術 皿

1.目 標

電 子技 術,電 気応 用,情 報 処 理 な どの大 要 を理解 させ,実 際 に活 用 す る能 力 を養 う。

2.内 容

(1)電 子 計 測 の基礎

③ 電 気 応 用

(2)基 本的な電子機器

(4)制 御と情報処理
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第16電 子 技 術1

1.目 標

電子工学に関する技術の基礎を理解 させ,実 際に活用する能力を養う。

2、 内 容

(1)電 子 回路 の素子

(3)各 種 の電 子 回路

⑤ 各 種 の制 御

② 電子回路の基礎

(4)電 子計測

第17電 子 技 術 皿

1.目 標

音響機器,電 気通信,情 報技術などの大要を理解させ,実 際に活用する能力を養 う。

2.内 容

(1)音 響 機 器

(3)画 像 通信

(2)電 気通信の基礎

(4)情 報技術の基礎

第18自 動 制 御

1.目 標

自動制御に関する技術の基礎を理解させ,実 際に活用する能力を養う。

2.内 容

(1)シ ー ケ ン ス 制 御(2)フ ィ ー ドバ ッ ク制 御

o

(3)制 御用機器(4)計 算機制御

第19情 報 技 術1

1.目 標

電 子計 算 機 の プ ログ ラ『ミング に関 す る技術 の基 礎 を理 解 させ,実 際 に活 用 す る能 力 を養 う。

2.内 容

(1)プ ログ ラ ミン グの基 礎 ② 複 雑 な プ ログ ラム

(3)フ ァ イ ル 処 理(4)オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

第20情 報 技 術H

1.目 標

電子計算機に関する技術の基礎,電 気通信,制 御などの大要を理解させ,実 際に活用する能

力 を養 う。

2.内 容

(1)電 子計算機の技術の基礎 ② データ通信の基礎

(3)制 御技 術 の基礎(4}保 守技 術
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第21情 報 技 術 皿

1.目 標

プ。グラム設計上の基醐 な購 と櫛 を習得させ,・ れを・フトか アの醗 に応用する

能 力 を養 う。

2.内 容

(1)プ ログ ラム設 計 の技法

(3)ソ フ トウェア の概 要

② デ バ ッギ ング の技 法

第22シ ス テ ム 技 術

'1
.目 標

シス テ ムに関 す る技術 の基 礎 を理解 させ,実 際 に活用 す る能 力 を養 う。

2.内 容

(1)シ ス テ ム の構 造

(3)シ ス テ ムの設計

(2)シ ス テ ムの 分析

(4)モ デ ル と シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

2.2情 報技術教育の研究課題

情報処理技術の進歩は囎 ・・のがあり、情報技術科を始め全学科にわた・て・指導酪 擁

脚 研究は絶えず行われなけ臓 らず、施設 ・設備の改善 も怠・・とはできない・また・獺

養成はさらに深 く心を配る必要がある。

2.2.1指 導内容についての研究

各学科鮒 。情処 理技術の学習内容の醐 にあたっては・学科の特性に応じた醜 が必要

であり、それぞれの学科ぽ ・他の科目との関連のもとで齪 ・・ければならない・情報技術

にかかわる学習の範臥 醒 とい獺 点から考えてみると次のことが言える・

① 一般学科

.、一,ナ ル.。 ンピ.一 。の導入漸 進的va行 われており・BASICプ ログラミ"の 基

礎の学習。らびにその学科に即した応用プ・グ… グの学習が行われている・各学校におい

ては酒 作のテ手ス ・を用いてい・と・うが多 く凄 材研究が鰍 的に行われてし'る・湘

「工業 礎」 「実習」 「工業数理」の中での学習指導の醐 についての研究が並行して行われ

て い る。

⑤ 一般学科の中の電気料では、 「電気技術皿」の細 殿 定・ている・その内郷 ハード

,。 アの あ ら ま し、,フ ・ウ.ア の あ ら ま しか らな り・ プ ・グ ラ ミ"はFORTRANを

基 本 に して い 。.Jlsが 改訂 ・れ 、そ れ 疏 ・た燐 内容 の研 究が な され てい る・
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⑤ 一 般 学科 の 中の 電 子科 で は、 「電 子技 術 皿」 の科 目を設 定 して い る。 その 内容 は、 ハ ー ド

ウ ェアの あ ら ま し、 ソ フ トウェアの あ ら ま しか らな り、 アセ ン ブ ラプ ログ ラ ミング とア セ ン

ブ ラの し くみ、FORTRANプ ログ ラ ミン グ とコ ンパ イ ラの し くみ、OSの 概 念 な どが 含

め られ てい る。 これ らの指 導内 容 と方法 の 研究 は、一 層 推進 され な けれ ば な らない。

② 情 報技 術科

情 報 技 術科 の 主要 科 目であ る 「情報 技術1」 「情 報 技術 皿」 「情 報 技術 皿」 「システム技 術」

に つ いて は、 各 学校 にお い て、 指 導 を しなが ら、 研究 が意 欲 的 に行 われ て い る。 各学 校 の と り

くみ に はか な りの違 い が あ り、 各学 校 の実 践 的 研 究 の発表 が 一 層促進 され る こ とが 期 待 され て

い る。

2.2、2設 備 に つ いて の研 究

指 導内 容 を効 果 的 に展 開す るた め、 設備 の 研究が 行 わ れ て い る。

全 国の 多 くの学校 にお い て、 コ ン ピュ ー タを 導入 してか ら久 しい ものが あ り、 図表16(a>、(b)

に示 す通 りで あ る。 か な り以前 に導入 した もの につ い ては、 情 報処理 技 術 の進 歩 に応 ず る こ とが

できないだけでなく、故障することが多い。そのため設備更新の希望が多く、導入 したいと考え

る設備 の 研究 が 活発 に行 われ て い る。

図表17(a)は 情報 技 術科 の設 備 の例 で あ り、 図表17(b)は ア ンケー トの内容 と集計 結 果 であ る。

図表18は 、 全 国情 報 技 術教 育 研究 会 の コン ピュー タ ・シス テ ム委 員会 で調 査研 究 を行 った情 報

技 術科 の コ ン ピュー タ ・システ ムの例 を 示す 。 設備 の更 新 はそ の 後、全 国 に おい て漸 進 的 に行 わ

れ てお り、 買取 り方式 か らレ ン タル また は リース 方式 にか え られ て きた。

一般 学 科 に お いて も
、設 備 更 新 の 希望 が 強 く、 と くに電 子科 、 電気 科 にお け る ミニ コン ピ ュー

タの 更新 を促進 した い と考 え て い る学 校 が 多 い。 この よ うな時 点 で、 パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ

が 急 速 に普 及 して きた た めに、 ミニ コン ピュー タを 導入す る よ リパ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タを 多

数 導入 した 方が よい とい う考 え 方 も台 頭 し、 い ず れ を選 択す るか の研究 も盛 ん であ る。

一 方
、 「工 業 数理 」 や その 他 の 科 目 で、 パ ソコ ンを40台 準備 し、40人 一 斉 に 使用 しなが ら

授 業 をや れ る よ うに した い とい う希 望 も多 く、都 道府 県 に よって は、工 業 高校 に 限 らず、 す べ て

の職 業 高校 に、40～50台 のパ ー ソナル ・コン ビa－ 夕を レン タル 方式 で導入 しよ うとす る傾

向が 生 じて い る。

抜 き取 り方 式 で、 全 国 の工 業 高校 の 中か ら108校 を選 び、 パ ー ソナル ・コ ン ピュ ー タの設 置

状 況 を調 査 した 結果 を図表19に 示 す 。今 後パ ー ソナル ・コン ピ ュー タの 導入 は加 速度 的 に増 大

す る もの と考 え られ る。

'な お 、工 業 高等学 校 にお け る各 学校 の 設備 は、 産業 教 育 振興 塗 に基 づ く設備 が 中心 とな って お
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り、 これ は 、 国 庫補 助 費1、 県費2の 割 合 で まか な われ てい る。学 校 には この ほか、 県 費 単独 の

予算 で まか な わ れ て いる ものが あ る。 リース や レ ンタル 方式 で購入 す る場 合 には 県費 単 独 の予 算

で まか なわ れ る形 態 とな る。

図表16(a}工 業 高校 にお け る コンピュータの 年度 別設 置 台数(昭 和56年 調)

年 度 台 数 年 度 台 数

S46年 以 前

47

48

49

50

51

52

63

51

63

29

21

22

23

I

S53

4

5

6

14

27

15

2

1

不 明 10'

1計
340.

図表16(b) 工業高校における学科別コンピュータ導入状況

(昭 和56年9月 調)

学 科 名 台 数

情 報 技 術 科 36

電 気 科 156

電 子 科 109

機 械 系 学 科 21

化 学 系 学 科 5

建 設 系 学 科 3

工 芸 系 学 科 1

そ の 他 9

計 340
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ー

図 表17(a) 情 報 技 術 科 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム(全 情 研 調査 、 昭 和57年 度)

CPU 主 な 周 辺 装 置

名 称 規 格
磁 気
ディスク
パ ック

磁 気

ディスク

磁 気

ドラ'ム

磁 気

テー プ

高 速

テープ

リーダ

マー ク

カ ー ド

リ ー ダ'

OMR

ライ ン

プリンタ

XY

プロッタ

高 速
・

テー プ
パ ンチ

タ イ フ'

ラ イ タ

そ の .他
メ ー カ

CPU

設置年度

FACOM230-15 |6KB 2 1 1 1 1 富 士 通 S49

OKITAC-4500C 3'2KB 1 2 〔1) 1 1 ω
9

(TSS)

コソソ≒ルタイブライタ(11オ ートライ

ターL(1Lグ ラフィックディスプレイω
沖 電 気 48

〃 24KW 1 1 1 1 1 1
8

(TSS)

コン ソールタイプライタ(1}

キャラクタディスプレイ{1}
〃 49

FACOM230-25 16KB 2 1 1 1 1 1 富 士 通 47

NEAC3200-30 16KW 1 1 1 1 1 日 本 電 気 46

OUK90-300 262KB 3 4 1 1 1
OCR{1)、 カート沢ンチ(1[、通 信制御

装箇1Lキ ャラクタディスフ∨イ(帥他
沖 ユニパ ック 55

NEAC2200 32KCH 4 1 1 1 データス コープω 日 本 電 気 49

OKITAC4300C
HITAClO－ 皿

24KW
8KW

2 1 1
2

1(XTSS) デ ィジ タル メモ リω
沖 電 気
日 立

50

49

FACOM230-15 16KB 1 1 1 1 1 デ ィスク カー トリッジω 富 士 通 48

〃

U-200

〃

3『2KB
2 1 1 デ ィスク カー トリッジ{1} : 47

FACOM230-15 16KB 1 1 1 1 1 1 1 1 〃 47

〃 24KB 1 1 1 1 1 コンソール タ イプライタ〔1) 〃 49

〃M-140F 2MB 3 1 1 1 2 1 1 霞翻難帯 獄 〃 55

OK14500C 24KW 1 1 1 1 1 1 1
5

9σSS)
沖 電 気 48

FACOM230-15 24KB 1 1 1 1
ディスクカー トリッジ〔1)、マルチフソレく一

シックチャオル{1}、 コ〃 「九ランス フレイ〔D 富 士 通 50

" 〃 1 1 1 1 1 1 1 〃 45

OKITAC4500 16KW 1 1 1 1 1 ω
10

(ET)
沖 電 気 46

FACOM230-15 8KB 1 2 1 1 1 1 富 士 通 47

〃 1 2 1 1 1 1 〃 47

ACOS-250/40 1 1 1
ワーtlプ ロ セ ッサU}

ワー クス テ ー シ ョ ン(15) 日 本 電 気 57

FACOM230-15
U-200

16KB

16KB
2 1 1 1 1 1 1 富 士 通 47

OKITAC4500C 32KW 1 1 1 1 1 ω 沖 電 気 47

PANAFACOMU1500 1MB 1 1
フロッピィディスク(1L固 定 ディスク

{1}、ディスプレイキーボー ド(15)
富 士 通 57

OKITAC4500C 32KW 2 2 1 1 1 1 ω コン ソール タイプ ライタU) 沖 電 気 48



図表17(b)情 報 技 術科 の コ ン ピュー タ ・シス テ ムにつ い て

ア ンケー トの集計(全 情 研調 査 、 昭和57年 度)

Nα ア ン ケ ー ト の 内 容 と 集 計 結 果

1 付 録1

2 ここ数年のうちに設備の更新をする
a 必要がある 20

b 必要がない 4

3 もし、更新する必要があるとすれば

a 買取 り方式 2

b レ ンタル 方 式 21

C その他 0

4 付 録2

5 現有の設備は

a 買取り方式 23

b レンタ ル 方式 1

C その他 0

6

ここ数年の うちに

設備の更新をする

必要がある場合

a

汎用 コ ンピ ュー タ に よるバ ッチ

処 理 を 中心 とす る コン ピュー タ

システ ム

3

A

b

生徒1人 あたり1台 の端末を備
・

え たTSSを 中心 とす る コ ン ピ

ュー タ ・シス テ ム

17
一

C その他 3

7 付 録3

8 省 略

9、

昭和58年 度の北海道における

余情研大会で、この件について

a 討議したい 21

b 必要なし 3

10 省 略
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図表18情 報 技術 科 を 中心 とす る コン ピ ュー タ システ ム(全 情研 調 査研 究)

・

情 報 技 術科 を中心 とす るシ ス テ ム

ア.学 習 の形態

情報 技 術科 の基幹 科 目 にお い て プ ロ グラ ミン グの基礎 とソフ トウエ アの概 要 を学 び さ らに シ

ス テ ムに 関す る基礎 的技 術 を理 解 させ るた め には,座 学 と実 習 を融合 し授業 の流 れ の 中で実 習

で き る こ とが学 習効 果 を 上 げ るの に極 めて 良い 方法 であ る。

この形態 の学 習 を進 め るた め に は,次 の二通 りの学 習方 式 を考 え る こ とが で きる。

① 汎用 コン ピュ ータに よ るバ ッチ処 理 を中心 とす る コン ピュー タシ ステ ムに よ る学 習方 式

② 生徒1人 当 り1 ,台の端末 装 置 を備 え たTSSを 中心 とす る コン ピ ュー タ システ ムに よ る学

習方 式 一

イ.プ ログラミング言語

言語 処理機 能 は 」'1.S.(日 本 工 業 規 格)に 準拠 したFORTRA凡COBOLBASIC,

PASCAL等 が必 要 で あ り,さ らに ア セ ンブ リ言語 に も配慮 され て いな け れ ばな らな い。

'

;

,

・

:

3

,

`

タ

フ ロ ッ ピ ー

CPU ?'
コ ンソール

○)
DP

－
PTP

一千 レ・眠
一 一∈ ・Mネ

口 口
一 NLP
一

一 LP
-

一

?

◎
㊦

1

TSS端 末

lNO1
・l

ll

OFF-LINE

デ ータエ ン トリー

20台 {T
NO8

シ ス テ ム例1
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ウ.そ の 他

他 の学 科 に おけ る情 報 技術 教 育 を充 実 す る上 に も,こ れ に対 応 す る シス テ ム構 成 を考慮 す る

必 要 が あ る。

_九,ン ピ。一 夕制 御学 習用 畷 台 の マ イク ・コ シ ピ。 一夕 また はパ ー ・ナ・レコ ンピ ー一

夕が必 要 であ る。

フ ロ シ ピー

CPU ?
■

■

<鋼

◎

○>
DP

羊 レ・眠

一⑭ 優
■

Lノ ー 一

】 七_ ↑

lNO1
1
l
l

∠x斗プ㍗
一

一

レ'一 、

正 ?
NO42

ス テ ム 例2

※ ① パ ー ソナ ル コ ン ビ=一 夕 はTSS端 末 と して も働 き,独 立 の コ ン ピ ュータ とし て

も働 く必 要 が あ る。

②PTPはNCテ ー プ 出力 を可能 とす る装 置 で あ る。
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図表19パ ー ソナル ・コン ピュー タの導入 状 況

(1)台 数 と 学 校 数

パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュー タ

台 数
学 校 数

1 ～ 9 49

10 ～ 20 33

21 ～ 30 16

31 ～ 60 10

② 学 科 と 学 校 数

学 科 学 校 数

全 科 必 修 39

電 気 科 74

電 子 科 52

機 械 科 26

情 報 技 術 科 16

そ の 他 の 学 科 28

昭和58年 度 調査

2.2.3教 科書 に つ い ての 研究

「情 報 技 術1」 「情 報 技術 皿」 「情 報 技 術 皿」 「シス テ ム技 術」 の科 目 につ いて は、 現 在 、 教

科書 が 市 販 され て い ない。

学 習内 容 の標 準 化 と い う観 点 か ら、教 科書 を早 く出版 して も らいた い とい う要 望 が あ る反 面 、

教科 書 は ない 方が よい とい う意 見 もあ る。 そ の理 由 と して 、① 技術 の進 歩 が 著 しい こ と、 ②

授 業形 態 を実 習 中 心 に展 開 してい るの で、 学校 の コン ピュ ー タ ・シス テ ム に即 した テ キス トを用

い る のが よい こ と、 な どが挙 げ られてい る。
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両者の意見をふまえた上での教科書の編集について、研究を進めようとする動きも活発である。

この場合 「電子技術皿」の教科書について吟味 ・検討を加えなが ら研究を進める必要がある。

2.2.4情 報技術検定について

全国工業高等学校長協会では、工業高等学校における情報技術教育の推進に寄与するため、情

報技術検定委員会を設け、昭和47年 度から検定試験実施の可否、方法等について研究してきた、

全国の工業高等学校の意見を聴 きながら、予備試験を2か 年にわたって実施し、昭和50年 度か

ら実施 してきた。

昭和51年 度には、本試験制度についての検討を行い、従来の検定試験のレベルを1級 とし、

それより低いレベルの2級 を新設 した。そのため、一般学科の受験者が増加した。

昭和57年 度からは、高等学校学習指導要領の改訂にともない、 「工業基礎」 「工業数理」の

科目が新設され、全国の工業高等学校の全学科にわたって20～30時 間以上の情報技術教育が

実施される傾向がでてきた。そのため、その程度の学習者を対象とした3級 制度を設けることに

した。3級 制度は昭和58年 度から実施する。

図表20は 情報技術検定試験実施要項(抄)で あり、図表21は 年度別情報技術検定実績を示

している。

情報技術検定の試験問題作成にあたっては、技術の動向、全国の工業高等学校の施設設備や学

習内容等の実態を考慮する必要が あり研究すべ き点が多い。

なお、情報技術科においては、1級 合格者は通商産業省情報技術者資格2種 を目指す ような指

導が行われており、図表22に ょってその例を示す。
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図表20情 報技術検定試験実施要項(抄)

情報技術検定試験実施要項(抄)

1.主 催 社団法人 全国工業高等 学校長 協会

2.目 的 工業技術者 と して必要 な基礎的 な情 報技術に関す る知識 と技能が 習

得 されて いるかを検定す ることを目的 とす る.

3.実 施 日 毎年1月 第3土 曜 日を原 則とす る.

4.会 場 受験希望校 とす る.

5.受 験 資 格 工業高等学校在学者 ・卒 業者およびこれに準ず る者とす る.

6.受 験 料3級 ・500円2級 ・500円1級 ・700円

7.受 験 手 続 所定の願書 に記 入の上受験料をそえて.所 属学校長に提出 し.受 験

票 を受 けること.

15.試 験 方 法 筆記試験 によ り検定す る.

16. 内容 ・時間 ・配点

3 L電 子計算機の構成

級

検
2.数 の表現 と論 理

試 験 時 間
定 3.作 業の手順 と流れ図 の基本

の

内
4.プ ロ'グ ラム言 語

50分

容 BASICま たはFORTRAN

1.情 報処理用語

2
2.ハ ー ドウ ェ ア の知 識

級 数の表現と論理

検 中央処理装置と周辺装置

定 3.ソ フ トウ ェア の知 識 試 験 時 間

の プ ログ ラム技法 50分

内 ア ル ゴ リ ズ ム

容
4、 ブoグ ラム 作 成 能 力

フ †一 トラ ン文 法

(旧JIS3000レ ベ ル)

プ ログラム記述
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1.情 報処理用 語

2.ハ ー ドウ ェア の知 識

'数の表現 と論理

〔1〕

1 電子計算機の基本回路

級 電子計算機の基本動作

検 中央処理装置と周辺装置 試 験 時 間

定 1.ソ フ トウ ェ アの 知 識 〔1)〔H〕 各50分

の プ ログラム技法 計100分

内 ア ル ゴ リズム

容 計算機 操作上の シフ トゥェァ
〔皿〕

情報処理関連知識

2.プ ログ ラム作成 能力

フ ォー トラ ン文 法

(旧JIS3000レ ベ ル)

プ ログ ラム記述

{1}2級 は上表該当の内容 を2単 位程度学 習 した者を対象とt,3級 は上表 該

当の 内容を1単 位程度 学 習 した ものを対象と し,簡 易な内容 とす る.

②3級 および2級 は100点 満点,1級 は200点 満点 とす る.

17.合 格 基 準3級 および2級 は70点 以上.1級 はa)(ll〕 合計140点 以上.

18.特 別 表 彰1級 の 〔1〕〔ll〕合 計が190点 以上 とな.った者は特別 表彰を行 う.
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図表21 年 度 別 情 報 技 術 検 定 実 績

回 数

(実 施 日)
級 別 枚 数

確 定 数

A

受 験 者 数

B

合格 者 数

C

合 格 率

C/Bθa
特別表彰

第1回

(51.L17)
・㌶ ・ 94 3ρ45 2,595 666 25.7 17

第2回

(52.L29)

1級 98 2,533 2214 907 4LO 27

2級 110 3,450 2,888 2070 71.7 /
第3回

(53.1.21)

1級 142 3,356 2,928 490 16.7 12

2級 161 6,633 5,778 2,906 50.2 /
第4回

(54.L20)

1級 160 3,083 2,706 1,086 40.1 30

2級 185 8,878 7,986 5,485 68.7 /
第5『 回

(55.1,19)

1級 180 3,405 3,028 963 31.8 26

2級 222 10,853 9,672 5,307 54.9 /
第6回

(56.1.17)

1級 200 3,789 3,155 473 15.0 6

2級 231 13,168 12,049 8,171 678 /
第7回

.

(571.16)

1級 213 3,954 3,370 928 275 24

2級 253 14,923 13,399 6,697 50.0 /
第8回

(58、L22)

1級 223 3,996 3,236 716 22.1 12

2級 260 17,801 15,577 9,901 63.6 /

図表22 K工 業高等学校情報技術科の合格者

年 度 情 強1級 合 格
(2年 生)

通 産2種 合 格

昭 和53

54

55

56

33

37

24

28

3

5'

8

12
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2.2.5教 職員養成についての研究

情報技術の発達は著しく、情報技術教育に携わる教員の研修が大切である。文部省 ・都道府県

で行われている内地留学制度、3か 月研修制度によって研修 した老は、学校におけるリーダとな

っていて大 きな効果 をあげている。その他、全国工業高等学校長協会、全国情報技術教育研究

会などの団体による研修会の主催する研修会も希望者が多 く、熱心で活気があり効果をあげて

いる。このような研修における内容については、技術の進歩に応ずるように研究努力が なされ

てい る。

つ ぎに、 全 国 の工 業 高 等学校 の うち499校 に つ い ての工 業 科 教諭 の 年 令別 構成 を調 べて み る

と、 図 表23の よ うに な って い る。 図 表か らわか る よ うに、40～44才 、55～ 才 に ピークが

あ る6情 報技 術 科 教諭 につ いて もほ ぼ 同 様 な 傾 向 が あb、35～39、40～44、55才 以 上 の

老が 多 い 。 この場 合 、55才 以 上の人び とは 、情 報技 術 科 を 創設 した時 の リー ダの 人び とであ る と考

えられる。

情報技術教育は、情報技術科だけで はなく全学科で行 うわけで、その指導者となる教諭は少な

からず必要である。停年制が実施され年度を追ってゆ くに従って、教員が得がたい状況が生ずる。

昨今でも、情報技術、電子、電気の学科を卒業し、教諭の資格を有し、教員を志願する者が多 く

ないので困っているという意見がある。従って、それに応 じた対策が必要である。

図表23昭 和57年 度情 報技 術 科教 諭 の年齢 構 成

(全 工 協 資料57-10よ り)

↑
工
莫
科
教
論
の
人
数

(499枚)

14.553人

↑
情
報
技
術
科
教
諭
の
人
数

(26校)

128人

年 齢 →
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2.2.6新 しい学科についての研究

文部省、理科教育産業教育審議会、産業教育分科会の58年10月 に報告された内容について

は、学校現場において広 く関心がもたれている。

図表24に は、情報技術科 とともに新 しい学科 として、電子技術科、電子機械科、材料化学

科の概要(ね らい)、 履修科 目、単位数の例が示されている。これらの学科では、いずれも、情

報技術教育を積極的に推進しようとする姿勢が うかがえる。

これらの学科における情報技術教育の内容と指導法の確立が、今後の研究課題である。

図表24時 代の進展に即 した新しい学科の例示

(1)情 報 技 術 科

〈概 要〉

この学科 は コ ン ピュー タお よび これ に関 連 す る 諸分野 に おい て、各 種 の 業 務 に従 事 す るた め

に必 要 な能 力 や 態度 を育成す るこ とを ね らい と してい る。

このた め に コ ン ピュー タに 関す る(ハ ー ドウ ェアお よび ソフ トウェア)基 礎 的 ・基 本 的 な知

識 と技 術 を習 得 させ 、 コン ピ ュー タを 直接 に扱 う産 業 お よび関 連す る産 業 に 適 応 で き る技 術 者

を養 成 す る。

〈履 修科 目名 と単位 数 〉

土 実 製 工 電 情 情 情 シ
*電 *

工

科
業 業 気 報

技
報
技

報

技
二

手

技
業

目
基 数 基 術 術 術

ム

技 術 経

礎 習 図 理 礎 1 ∬ 皿 術 1 営

単
位 4 9 3 4 5 4 4 2 4 3 3

数

② 電 子 技 術 科

〈概 要〉

この学科は電子技術およびこれに関連する諸分野において、各種の業務に従事するために必

要な能力や態度を育成することをねらいとしている。

このため電子工学および情報技術に関する基礎的 ・基本的な知識と技術を習得させるととも

に、エレクトロニクス関連産業全般に適応できる技術者を養成する。
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〈履修科目名と単位数〉

工 実 製 工 電 電 電 情 情 自* 工*

科

目

業

基

業

数

気

基

子

技

術

子
技

術

報
技

術

報
技
術

動

制

業

経

礎 習 図 理 礎 1 皿 1 皿 御 営

巣
位 4 10 4 4 6 4 2 4 2 2 2

数

*印 選択科目

(3)電 子 機 械 科

く概 要〉

この学科は電子と機械を融合した工業およびこれに関連する諸分野において、各種の業務に

従事するために必要な能力や態度を育成することをねらいとする。

このため、電子的な内容 ・機械的な内容の基礎的 ・基本的な知識と技術を習得させ、メカト

ロニクス関連産業に適応できる技術者を養成する。

〈履修科 目名と単位数〉

科

目

工

業

基

礎

実

習

製

図

工

業

数

理

機

械

工

作

機

械

設

計

計
測
■

制

御

電

気

基

礎

電

子

技

術

1

情

報

技

術

1

情

報
技

術

皿

自*

動

制

御

耐

動

機

単
位
数

4 9 4 4 3 3 3 4 4 2 2 2 2

(4)材 料 化 学 科

く概 要〉

この学科は各種の材料に関連する諸分野における業務に従事するために必要な能力や態度を

育成することをねらいとしている。

そのために、材料の製造法 ・組織 ・性質 ・試験法などに関する基礎的 ・基本的な知識と技術

を習得させ、各種の材料に関連する産業に適応できる技術者を養成する。
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〈履修科目名と単位数〉

** ** ** * *

工 実 製 工 工 電 情 材 材 材 化 環
科

目

業

基

業

数

業

化

気

基

報
技
術

料

化

料

試

料

特

学
工
業
安

境
技

術

礎 習 図 理 学 礎 1 学 験 論 全 1

単
位 4 12 2 4 4 4 2 4 2 2 2 2

数

*印:選 択科目

**印:学 習指導要領に示されていない科目

2.2.7全 国情報技術教育研究会について

全国情報技術教育研究会は、全国工業高等学校長協会の傘下にあって、工業高校における情報

技術教育の振興と会員の資質向上を目指し、相互の連絡と親睦を図ることを目的として、次の事

業を行 う。

口)情 報技術教育に関する教育課程、教育内容、指導法の研究

② 施設 ・設備についての研究およびその充実についての相互協力

(3)講 習会、研究会、見学会の開催

(4)会 報、研究資料その他の発行

㈲ その他本会の目的達成に必要な事項

昭和47年 度に創設され、総会 ・研究大会は毎年1回 実施し、これまで東京(安 田学園)・

徳島(鳴 門工)、 福岡(戸 畑エ)、 埼玉(熊 谷工)、 愛知(小 牧工)、 福島(平 工)、 群馬(高

崎工)、 広島(宮 島工)、 東京(日 本電子工学院)、 兵庫(西 脇工)、 新潟(長 岡工)、 北海道

(札 幌琴似工)の ご協力をいただ いた。

研究大会の発表内容は、年を追 うごとに深みと広が りを増 し、充実 してきた。

会員校 も初年 度は147校 であったが、文部省、各県の教育委員会、各学校のご指導、ご協

力によb図 表25の ように年を追 うごとに増加し、現在306校 になっている。

図表25 全 国情報技術 研究会加盟校

年度 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58

枚数 147 147 166 181 194 201 217 239 256 273 292 306
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3.普 通 高 校 お よ び 義 務 教 育 課 程

3.1小 学 校

3.1.1現 状

小 学 校 に お ける マ イ ク ・コン ピ ュー タの 設置 状 況 な らび に利 用分 野 は次 の通 りで あ る。

小学 校 にお け る設 置状 況

公立24802校 中27校(平 均1・1台)

私立168校 中9校(平 均2・4台)

計24970校 中3校(平 均1.4台)

平 均 台 数 は設 置校 だ け で計 算 した もの 。

文 部 省社 会教 育局視 聴覚 教 育課 「マ イ ク ロ コン ピ ュー タの教 育利用 に関す る調 査」

1983月1月1日 現在 に よる 。以 下 、単 に(文 部省)と あれ ば この統計 をi指す 。

小 学 校 にお け る利用 分 野

CAI的CMI的 計算 機 教 育 クラ ブ活動等

2514017校(文 部 省)

この よ うに 、小 学校 に設置 され てい る マイ コンの台 数 は きわ あ て少 ない 。以 下、 利 用分 野別 に

若 干 の解 説 を加え る。

①CAI的 利用 につ いて

こ こで 「CAI的 利 用」 とは 、授 業 の補助 手 段 と して 、 コン ピ ュ'一ータ を利 用す る こ とまで も

含 む 。(以 下 、 中学 校 ・高校 に おい て もこの言 葉 を同 じ意味 に用 い る。)

開 発 され て い る コー ス ウ ェ ア と しては 、 いわ ゆる'「 ドリル と練 習」 型 に属 す る もの が多 い 。

これ を、 一斉 授業 や グルー プ学 習 の なか で あ るい は課 外 に、1人 十数 分 てい ど利 用 させ て い る

事 例 がい くつか 見 られ る。

た とえ ば、武 蔵 野 市の 教育 委員 会 で は十数 台 のパーソナル コン ピ ュー タを市 内の小 学 校 の1つ

(輪 番)に 配置 し、 意欲 的 な研究 を進 め てい る。 この研 究 は 、 コー ス ウ ェア の作 りか た や、 学

習 シ ステ ムの 構成 にお いて注 目すべ きものが ある 。(〔7〕)

また、 既成 の シ ステ ム を導入 して実 験 を行 ってい る 学 校 もい くつ か 見 られ る・ た とえば ・

湯 浅 で開発 した 「ヤル キー シ ス テ ム」 は い くつ か の 「モ ニ ター校 」 で試 み られ てい る が、 この

種 のシ ス テ ムはむ しろ学 習 塾 で多 く使 われ てい る。

一般 に
、 この種 の利 用法 は学 習塾 に おい て まず 普及 しつ つ ある ように見 え る。

なお、 幼 児教 育(幼 稚 園 な ど)の た めの コー ス ウ ェア も開発 され て お り、 これ を利 用 した事

例 もい くつか報 告 され てい る。(〔8〕)

②CMI的 利 用 につ い て
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成 績 処理 な どに利 用す る こ とが試 み られ て い るが 、 まだ見 るべ き ものは ない。

③ コン ピ ュー タ教 育 につ いて

統 計上 は皆 無 だ が 、 い くつか の大 学 で 附属 小 学校 の生 徒(希 望 者)を 対象 に、 プ ログ ラ ミン

グ 言 語 の教 育 を行 う試み が 報 告 さ れ て い る。 た とえ ば山梨 大 学 では、 小学 校2、3年 生 を対

象 に マイ コンに よりBASICを 教 え、 興 味 あ る結果 を得 てい る。(〔9〕)

④ ク ラブ活 動 に おけ る利 用 につ い て

す ぐに授 業 の なか に もち こむ こ とが 困難 なの で、 まず ク ラブ活動 で使 わせ る場合 が 多 い よ う

で あ る。

3.1.2問 題 点

① マイ コン に熱 中す る子 供 がふ えつ つ あ る とい われ てい るが、 その 多 く は 「ゲー ム」 中心 で あ

り、 これ を よ り高 次 な 目標 に対 す る関心 につ なげ て い くた めの方 策 を研 究 してい く必要 が あ る。

この こ と も含 め一般 に初等 教 育 にお い て 習得 すべ き コン ピ ュー タ リテ ラ シー とは何 か 、そ れ を

教 育課 程 の なか に、 どの よ うに とり入れ るか とい う こ とは重 要 な課題 で ある。

② 指 導 で きる教 員 が きわ め て 少 な い 。教 員養 成、 現 職教 育の研 修 な どに つい て、 早急 に対 策

をた て る必要 が あ る。

③ 以上 の こ とを促進 す るた めに はパ ソ コンを で きる だけ 多 くの学 校 に配 置 し、教 員は それ にふ

れ る機 会 を与 え る こ とが望 ま しい。

④CAIの た め の コー ス ウ エアisよ び学 習 システ 云 につい て は、 さ らに 永続 的 な研 究 を進 め る

こ とが必 要 で あ る。

3.2中 学 校

3.2.1現 状

マイ ク ロ コ ン ピ ュー タの設 置 状況 な らびに利 用分 野 の 現状 は 次 の通 りで あ る。

中学 校 に おけ る設 置状 況

公立10252校 中94校(平 均1.3台)

私 立550校 中100校(平 均3.1台)

計10802校 中194校(平 均2.2台)

平均 台 数 は設 置 校 だけ で計 算 した もの 。

中学 校 にお け る利用 分 野

CAI的CMI的 計 算 機教 育 ク ラブ活 動等

49136463校(文 部省)

私 立 中学 校 の設 置 率 が 高い の は高校 と共用 して い る場 合 が 多い た め と思 われ る。

①CAI的 利用 につ い て
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中学 校 にお い て も、ほ とん どす べ て の教 科 にわ た って マイ コンの ため の コー ス ウェア が作 ら

れ 、市販 され てい るが、 学 校 教 育 へ の 導入 は これ か ら であ る。 小学 校 と同 様 に学 習 塾 のほ う

が先 行 しつつ あ る ように見 え る。

②CMI的 利 用 につ いて

既 成 の プ ログ ラム を利 用 して 成績 処 理 を行 い、 進 路 指 導 に 利 用 してい る場合 が 多い よ うで

あ る。S-P表 な どを作 成 す る プ ログ ラム も早 くが ら開発 され て い るが、 使 い こなす まで には

至 ってい ない 。

③ コン ピ ュー タ教 育 につ いて

!」・学 校 と同様 に、 カ リキ ュラム上 は 扱 う場 面は ないが 、大学 に付設 してピ る 中学校 な どでは

試 み られ てい る。た とえ ば、 慶 応義 塾 普通 部 では 、 は や くか ら大 学 の コン ピ ュー タを利 用 して

コン ピ ュー タ教 育 が行 われ てい る。

④ ク ラブ活 動 につ いて'

小 学 校 と同様 に 、 まず ク ラブ活 動 の なか で パ ソコン を使 わせ る例 が 多 い 。た とえ ば 、千 代 田

区立_橋 中学 校 では 、パ ソ コンを数 台備 え た が、 まず ク ラブ活動tsよ びCMI的 な利 用 ふ ら始

めて い る0

3.2.2問 題 点

① 日本 数 学教 育学 会 におけ る発表 件 数 をみ て も、 マ イ コンの利用 に関 す る もの は小 学校 部会 が

4件 で ある の に対 し、 中学 校 は1件 もない 。(1983年8月 埼 玉大 会)生 徒 指 導 や 受

験 指導 に追 われ て余 裕 が ない のか もしれ ない 。

② コン ピ ュー タ リテ ラシー に関 す る課 題、 教 員の指 導能 力、CAI的 利 用 に 関す る 問題 点 につ

いて は小 学 校 と全 く同様 であ る。

3.3高 等 学 校

3.3.1現 状

高 等学 校 に おけ るマ イ クロ コン ピ ュー タの設置 状 況 なら び に利 用 分 野は 次 の通 りで あ る。

高校 におけ る設置 状況

公立3954校 中1970校(49.8%)

私 立1247校 中400校(322%)

計5201校 中2370校(45.6%)

高 校 におけ る利用 分野

CAI的CMI的 計 算 機教 育 ク ラブ活動等

8191503377877校(文 部 省)

高等 学 校 に$'Laて は、 昭和55年 度 か ら理 科教 育振興 法(理 振法)に よ る第2次 十 年 計 画 が 発
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足 し、 全 国 の高 校 に数学 科 の設 備 と して 「電 子計 算機」 を配置 す る こ とに な ってい る。 また、上

記 の なか には 、 「情 報 処理1、 皿」、 「情 報 技術1、 皿、 皿1」な どの教 科 ・科 目を もつ高等 学 校

も含 まれ て い る。

次 に 、設 置台数 の記 載 の あ った学校 につ いて 、台数 の 分布 、平 均 を まとめ た 結果は次 の通 りで

あ る。

高校における台数の分布

公 立

1台744

2台300

3台217

4～5台193

6～7台138

8～10台110

11～20台98

21台 以 上41

計1841

平 均 台 数3.9

私 立

186

53

25

34

17

21

33

21

390

4.8

計

930校(41.7%)

353

242

、227

155

131

131

62

2231

(15.8%)

(10.8%)

(10.2%)

(6.9%)

(5.9%)

(5.9%)

(2.8%)

4.1台(文 部 省)

21台 以上保有する高校について、学科別に分類し客 ものを次に挙げる。産業教育振興法(産

振法)に よって設置 を進めている工業科、高等科を置く学校が多 く保有している。

第1次 十年計画(昭 和35年 ～44年 度)お よび第2次 十年計画(昭 和45年 度～)に おける

設備基準は次の通りである。

第1次 十年計画における設備基準

次 のIA、IB、IIの うち1つ をえ らぶ 。[半 額 国庫 補 助]

*電 子 式卓 上 計算 機IA320,000円8台 まで

(プ ログ ラム方 式 、 メモ リー9以 下)

*電 子 式 卓上計 算機IB235,000円8台 まで

(メ モ リー 付)

*電 子式 卓上 計 算機II1,300,000円1台

(プ ロ グ ラム方 式 、 メモ リー10以 上)

第2次 十年 計 画 に お け る設 備 基準

前 記の計 画 で配置 した機種 の更新 を 目指す 。次 の[1]、[2]の い ずれ か をえ らぶ 。

[1]汎 用 プ ログ ラ ミング言語 を もち 、周 辺装 置(プ リンタ、 プ ロ ッタな ど)の 制御 可能 な計 数 型
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電子計算機1台

[2]プ ログラム内蔵方式で、データ、プログラムの外部記憶可能な電子式卓上計算機10台 いず

れも総額2,600,000円[半 額国庫補助]

(濁 「半額国庫補助」の場合あとの半額は、公立校では地方自治体が負担、私立校では地方 自

治体が1/4、 学校が1/4負 担。

ー
単

独

校

併

設

校

普通科

工業科

商業科

普 ・工

普 ・商

工・商

普 ・商 ・工

普・理数

計

立

1

5

1

1

1

2

0

0

1

公

3

・

4

私 立

4

2

1

4

'7

0

2

1

21

計

5校

37

2

5

8

2

2

1

62'(文 部 省)

以 下、 普通 科 を 中心 に 、利 用状 況 の 実 態 につ いて 述べ る。

① コン ピ ュー タ教 育 に おけ る利用

普通 科 の全教 科 の なかで 、 コン ピュー タに 関す る内容 を含 ん でい る科 目は 、数学 科 に おけ る

「数学 皿」 だけ で あ る。そ こで は、6領 域 の なか の1つ の領 域と して次 の よ うな内容 が挙 げ ら

れ て い る。

、(6)電 子 計 算機 と流れ 図

ア 電子計 算 機 の機 能

イ.ア ル ゴ リ ズム と流 れ 図

そ して、 「内容の取 り扱い」 の なか に次 の よ うな こ とが 述べ られ てい る。

『内容 の(6)については、使用 す る計算 機 の 機能 に 応 じて プ ロ グ ラムを作成 し・ 実際 に計 算 機 にか

けて 結果 が求 め られ る よ うにす る。』

しか し、高 等学 校 におい て 徴 学 皿」 を履修 させ てい る学校 は、 い わゆ る ・・進学 校 ・・では きわ

めて少 ない。 また、た とえ 、 「数 学ll」 を履修 させた と して も、 そ の 内容 は6領 域 の中 か らtt生

徒の実態や単 位数 に応 じて ・適宜 選択 して扱 うこ とに な ってい るの で実 際 に これ を教 え てい る学

校はそれほ ど多 くないカ＼ そ の 指導 事 例 をみ る と、数 学的 な例 題 を中心 に展 開 して い る ものが 多

い。(〔11〕)

また、普通 科において、選 択科 目に 「計 算 機」 に 関す る科 目を設 け て実 施 してい る例 もあ る。
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たとえば、早稲田大学高等学院では、昭和50年 度よb3年 の選択科 目として 「計算機数学」を

設置し、大学のコンピュータを利用 してFORTRANな どによる実習を行 っている。(各 クラ

ス55名 で2ク ラス(〔12〕)

②CAI的 利用について

この種の取り扱いについては、 「高等学校学習指導要領」の 「数学」の最後に、 「各科目に

わたる指導計画の作成と内容の取り扱い」という項目があり

『数の計算に当たっては、必要に応 じて各種の計算機を使用させて、学習の効果を高めるよ

うにすること。』

と書いてある。これは、計算機の 鵯道具的利用 袖を指示しているもの と思われる。

日数教(日 本数学教育学会)の 全国大会における研究発表をみても、この種の利用法に関す

るものが数多くみられる。(〔13〕)

しかし、熱[♪にこれを研究している教員層はまだ少数派であり、それ以外の教員との間に大

きな較差がみられる。

特に進んだ研究グループでは既に、十数台のパソコンを結んだネ ットワークシステムを開発

し、いくつかのコースウェアを作って実際に授業で使用している。たとえば、大阪府立八百東

高校では 「Eシステム」とよばれるシステムを開発し、数学の授業でこれを利用している。

(〔14〕)

また早 稲 田大 学 で は 、 マイ コン と ビデオ デ ィス ク装置 を結 び つけ た シ ステ ムを開発 してい る。

(〔15〕)

しか し、一般 には、 コン ピ ュー タの台数 が少 ない ため に、集 団学 習 の なか で演示(デ モ ンス

トレー シ ョン)の 形 で利 用 され る例 が多 く、個別 学 習の形 態 を とってい る例 は きわ めて少 な い。

た とえ ば、東京 都 立江 北 高 校 で は比 較的 安 価 なパソコンを50台 設 置 して、 個別 学 習 を実 施 して

い るが 、全 国 的 には きわめ て まれ な例で あ る。(主 として、理 科 、 数学 におい て利 用)

理科 な どでは また 、 パ ソ コ ンの グ ラフィ ック機能 を活 用 した シ ミ ュレー シ ョンの プロ グラ ム

が開発 され、授 業 で試 み られ て い る。(〔16〕)

③CMI的 利用 につ い て

前掲 の表 を見 て もわか る よ うに、 この種 の使 い方 を してい る学 校 が圧 倒 的 に 多い。 理振 法 に

よる第1次 十年 計 画 に よっ て プ ログ ラム電 卓が 配置 され た折 に もCMI的 利 用 が さかん に行 わ

れ たが 、 マ イク ロ コン ピ ュー タの時代 に なって もそ の傾 向は 同 じで あ る。

期末 に おけ る成 績処 理 、入 試 にお け る集計 や 進学 指導 の ため の資 料作 りの た めに コン ピ ュー

タ を利用 す る例 は 数 多 くみ られ る。

④ クラ ブ活 動 に おけ る利 用
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これも③に次いで多い。毎年、情報化月間に寄せられる作品の多くはクラブ活動の所属であ

る。

①～④を通 じて、都道府県が特にモデルスクールとして指定 した学校はそれなりの実績を挙

げている。(た とえば、上述の都立江北高校(〔17〕)

3.3.2問 題点

① 第2次10年 計画によるコンピュータの配置が、予算を実際に執行する段階で著 しく弾力性

を欠いていること。たとえば、比較的安価で性能のよいパソコンを多数備えることを希望する
シ'

高校 に対 して 、 〔2〕の基 準 に よる、パ ソ コンを1台 買 うこ としか認 め ない 自治 体(た とえ ば東

京都)が あ る。そ の た めに 、 多 くの周 辺機 器 をそ なえ た ビジ ネス 向 きのパ ソ コンを心 な らず も

買 わ されて い る事 例 が あ る。'

この ような障 害 を排 除 して、 各 高校 に配置 す るパ ソ、コンの 台数 をふ や し、 で きるだけ 多 くの

教 員 や生 徒 に コ ン ピ ュー タにふ れ る機 会 を与 え るこ と こそ 緊急 の課題 で ある。

また 、す で に配 置 され てVA'6高 校 にお いて も、第1次10年 計 画 の と きに入 った プ ログ ラム

電卓 な どはす でに ・・廃 物 化 心して お り早 急 に最近 のパ ソ コンに よって充 足す る必 要 が ある 。

② 台数 が少 ない 現状 ではCMI的 な利用 法 が多 くな るこ とは止 む得 ない こ とで あ るか もしれな

い が 、 集 団 学 習 の なか で、 少 ない台数 をいか に効果 的 に 「道 具 」 と して活用 す るか とい うこ

とが当 面の 課題 で あ ろ う。

具 体 的 には 、コンピュータを生 徒み ず か ら法則 の発 見 や、 「問 題解 決 」 のための道 具 として 利 用 さ

せ ることを 目指 した研 究 を推 進 する必要 がある。そのために、 この極 め指 導事例 の累 積や 、 新 しい

言語(LOGOltど)の 開 発 や利用 につ いて の研 究 が望 まれ る。

③ 個別 学 習的 なCAIの た めの コー ス ウ ェアの 開発 は、 「ド リル と練 習」 型が比 較的 容 易だ が 、

これ を通 常 の授業 と どの よ うに 関連 づ け るかは1つ の 課題 であ る。

そ の他 の型 の コー ス ウ ェアに つ いて は困難 な点が 多 く、 なお長 期 に わた る研 究が必 要 で あ ろ

う。 また 、 た とえ それ がで きた と して もこれ を実際 に運 用 す る 際 には人 間 の教 師 に よる綿密 な

配 慮 が要 求 され るで あ ろ う。

④ 高度 情報 化 社会 の なか で保 持 す べ き リテ ラシー とは何 か 、 そ れ を普通 教 育 の なか で どの よう

に扱 うべ きか とい うこ とは 重要 な問題 で ある に もか か わ らず 、 この種 の研 究 壮著 し く遅れ て い
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る。この種の研究をできるだけ促進し、'教育課程の改訂の際にその成果を反映させることが必

要であろう。

⑤ コンピュータに・・強い か、少なくともコンピュータに対 して親近感をもつ教員をふやすた

めにいろいろな改善策を考えていく必要がある。たとえば、教職課程のための必修科 目のな

かに 「電子計算機」をとり入れることを検討したい。(中 学 ・高校の数学科教員のための専

門科 目に これ を入れることについては、 日本数学教育学会で提案され、 「教育職員免許法施

行規則第3条 及び第4条 の一部改正について」という形で文部省などに要望書が提出される

予定である。)

⑥ 以上述べたいくつかのテーマについては国際的な交流をさらに促進することが必要である。
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4.情 報 処 理 教 育 セ ン タ ー

4.1概 況 と設 置 目的

4.1.1概 況

情 報処 理教 育 セ ン ター(以 下 、 「セ ン ター 」とい う)は 、 昭和58年 度 末 現在 、34都 道府 県

で37ヵ 所 に設 置 さ れて い る。 そ の概況 は 図表26に 示 す とお りで あ る。

これ ら37セ ン ター のほ か、 現 在埼玉 県 と沖縄 県 に おい て設 立 の準 備 がす す め られ て お り、埼

玉県 は 昭和59年 度 か ら、 また 沖縄 県 は60年 度 か ら、そ れぞ れ 事業 を開始 す るは こび とな って

い る。

これ らの セ ン ターの ほ とん どは 、 「情報 処理 教 育 セ ン ター設置 要項 」(昭 和45年11月4日

文 部省 初 中局 第480号)に よって設 立 され てい る。 したが って、 図表26の 「設置 年 月 」の欄

に示 す よ うに、46年 度以 降 に設 立 され た と ころが 多 くな って い る。

しか し、同 要項 の制 定以 前 に、 商業 教 育 または 工業 教 育 のた め の共 同利 用施設 と して数都 県 に

存 在 して い た商業 教 育 共 同実 習所 または工 業教 育 共 同実 習所 が 、 その 後発 展的 に セ ン ターに改 組

した ところ もあ る。図 表26で は、 これ らについ て は、 設 立年 月 の右 にX印 をつ けて示 した。

ま た、 す で に存 在 して い た総合 教 育 セ ンター の一 部 門.として 誕 生 した と ころ もあ る。

と ころで、 セ ン ターの 組織 に は、 次の二 つ の形 態 が あ る。

ひ とつ は 、総 合教 育 セ ンタ ーの一 部門 と して情 報処 理教 育 部 な どの形 で設置 されて い るもの、

他 の ひ とつ は単 独 独立 のセ ン ター として存 在 して い る もの で あ る。

図表26で は、 これ を 「組 織 」の欄 に、前 者 を 「総 」、 後者 を 「単 」 と して示 したが 、そ の数

は18対19で あい なか ば して い る。

近年 設 立 さ れた と ころ、 あるい は今後 設 立さ れ てい くと ころ は、 総合 教 育 セ ンター の形態 を と

る傾 向 に あ る。

4.1.2セ ン タ ーの設 置 目的

前 記 の 「情報 処 理 教 育 セ ンタ ー設置 要項 」に よれば 、 セ ンター の設 置 目的は 、高 等学 校 に おけ

る情 報処 理 に係 る生 徒 の共 同実 習 、教 員研 修等 を行 い、都 道 府 県 に おけ る情報 処理 教 育 の推進 を

図 る ところ に あ る。 そ して 、 そ の 目的 を遂 行す るた め の事 業 と して 、次 の 四つ をあげ て い る。

① 情報 処 理 教 育 に係 る生 徒 の実 習 。

② 情 報処 理 教 育 を担 当 す る教 員等 に対 す る研修 。

③ 情 報処 理 教 育 に 関す る資料 の収 集 ・整理 ・保 存 ・提供 。

④ そ の他 、情 報処 理 教 育 を推 進す るため に必 要 な事 業 。

上 に 列挙 した順 序 は 、前 記 の要 項が 定 め られ た 当 時の セ ンタ ーの行 う事 業 の重 点順位 と合致 す

るが 、 近年 各 学校 へ の コ ン ピュー タ設 備が 充 足 され てい くに つ れ、 次第 に様相 は変 化 しつつ あ る。
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図表26 全 国 の セ ン タ ー 概 要

指導 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ

設立年月 〒 住 所番号 名 称 組織 担当
者数 .名 称 月間総 レンタル科

1

2

北海道立教育研究所附属情報
処理教育センター

青森県情報処理教育センター

総

単

10

10

ACOS77/550

FACOMM-130F

a475千 円

1,260

56.4

50.4

069-01

030-02

江別市文京台東町42

青森市大字新城字天田内
135-1

3 岩手県立教育センター分館 総 4 FACOM230-28 (75.000) 50.4 020 紫波郡都南村下飯岡11

4 宮城県教育研修センター 総 6 FACOMM-150F a100 47.4 980
仙台市荒巻町字青葉

393-12

5 山形県教 育セ ンター 総 4 FACOM230-28 (130000) 50.4 994 天罰 大字山元字大蟹5

6 福島県教 育セ ンター 総 4 FACOMM-160F 4,500 46.4 960-01 福島市瀬上町字五月田16

7 茨城県立情報処理教育センター 単 5 HITAC-8250 () 524 310 水 戸市見和1-356-2

8 群馬県教 育 センター 総 3 FACOM230-25 (60000) 46.3 371 前橋市荒牧町1-1

9 東京都立情報処理教育センター 単 13 IBM4331(L11) a750 54.4祈 130 墨 田区横川4-8-8

10 東京都立工業技術教育センター 単 10 FACOMM-160F a200 54.4祷 166 杉並区堀之 内2-1-45

11 横浜市立情報処理教育センター 単 6 HITACM-240D a600 49.11 232 横浜市南区南太田町2-122

12 新潟県立教育センター 総 2 PFU-1400 () 49.4 950 新潟市上 所1-6-11

13 富山県総合教育センター 総 12 FACOM230-25 (8aoOO) 49,4祷 930 富山市舟橋北町7-1

14 石川県教育 セ ンター 総 5 FACOM230-28 (100000) 48.4 921 金沢市高尾町ウ31

5

611

福井県教育研究所
(情報処理教育センター)

長野県情報処理教育センター

総

革

4

10

FACOM230-25

FACOMM}160F

()

a228

48.10

48.11

1

910

381-22

福井市福新町2505

長野市稲里町牧字大北
206-1

17 岐阜県情報処理教育センター 単 9 FACOMM-150F, 2000 48.4
〔

502 岐阜市則武新屋敷1816→i

18 静岡県立情報処理教育センター 単 13 FACOMM-160F 4350 49.4 422 静岡市谷田140-1'

19 名古屋市情報処理教育センター 単 8 HITACM-180 6,500 48,4祈 460 名古屋市中区栄3-18-1

20 愛知県尾張情報処理教育センター 単 7 HITACM-160H 2950 46.4 477 東海市大田町曽根1
,

21 愛知県三河情報処理教育センター 単 6 HITAC-8250 (58800) 50.10 440 豊橋市橋良町字秀麗1-4

22 滋賀県総合 教育 センター 総 5 FACOM・M-160F a367 46.4 520-23 野洲郡野洲町北桜978

23 京都市 コンピュータ教 育センター 単 3 FACOMM-180n 7,720 46.9 604
京都市中京区西ノ京

菜中合町1

24 大阪市立情報処理教育センター 単 7 FACOM230-25 () 47,8祷 530 大阪市北区中之島4-3-15

25 兵庫県立情報処理教育センター 単 5 FACOMM-140F 2200 53,4苓 670 姫路市井ノロ468

26 奈良県立情報処理教育センター 単 9 NEAC2200/250B (75604) 47.6 636-03 磯城郡田原本町官森258

27 鳥取県教育研修センター 総 3 FACOM230-28 (60000) 50.4 680 鳥取市湖山町北5-201

28 島根県立情報処理教育センター 単 4 FACOMh←160F 3,500 48.4 690 松江市内中原町255-1

29 岡山県情報処理教育センター 単 7 FACOMM-160F 4,560 49,4畏 703 岡山市赤坂本町3-15

30 広島県立教育センター 総 8 NEACACOS350 3,700 53.4祷 739ト01 広島市八本松本町飯田1-1

31 徳島県情報処理教育センター 単 9 FACOM230-25 (11α000) 47.4 770 徳島市万代町5

32 香川県情報処理教育センター 単 5 FACOM230-25 (8α000) 46.4祈 760 高松市番町4-1-10

33 高知県教 育セ ンター 総 4 FACOM230-25 () 48.3
、

.

780 高知市鴨部668

34 福 岡県教 育セ ンター 総 8 HITACM-180 5640 47.11 811-24 粕屋郡篠栗町高田268

35 熊本県立教育センター 総 4 FACOHM-160F 4,268 46.7 861--05 山鹿市小原

36 大 分県教育 センター
・総 5 NEACACOS450 4,700 47.4 870-11 大分市大字旦野原847-2

37 佐 賀県教育 セン ター 総 5 MELCOM700皿 3,760 54.4 840-02
佐賀郡大和町大字川上

字西山

注L誉 印をつけ た ものは、セ ンターに改組 した時点 の日付であ る。

2月 間 総 レンタル料の うち、()で 示 した ものは 、買取 りで ある ことを示 す。なk、(

れて いない もので ある。

)内が空欄のものは、価額が公表さ
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4.1.3セ ン ターの施 設 ・設備 に対 す る国庫補 助

セ ンタ ーの施 設 ・設備 につ い ては 、施 設 に対 しては1,000㎡ を標準 として 、 ま た設 備 につい

て は ・5・,・ ・(ff円 を囎 と して、 そ 吐 が国 庫補 助 の対 象 とされ る・(た だ し・ 沖縄vaつ い て

は 吉)

この補 助は第1年 次 には施設 に対 して 、第2年 次に は設備 に対 して行 われ 、設 備 へ の補 助 は当

該設 備 の 購入 に要 す る経 費 に限定 さ れ る。

4.2現 状

次 にセ ンタ ーの行 う事 業 の現状 を、①生 徒 実 習 ② 教 員 研修 ③ 研究 開 発に 区分 して 述 べ る。

4.2.1生 徒実 習

ア.実 習 の形 態

生 徒 実 習 には、 次 の3つ の形 態が あ る。

① 生 徒が セ ンタ ーに通所 して実 習 す る(通 所 実 習 と呼 ぶ)。

② セ ン ターに ホス トコ ン ピュー タ を置 き、各 学 校 には端 末装 置 を置 いて 、 オ ン ラ イ ンの方 式

で 実習 す る(オ ン ライン実 習 と呼 ぶ)。

③ マー ク カー ドあ るいは マ ー ク シー トを用 い て、 これ をセ ンタ ーに郵送 また は搬 入 して処 理

す るこ とに よって実 習す る(郵 送実 習 と呼 ぶ)。

これ らの うち、 もっと も主 流 を な してい る実 習 形態 は 、通所 実 習 であ る。

しか し、地 域 的 な事情 で、 通 所実 習 に は各 種 の問 題点 を生 じて お り、そ れ を解 決 す るため に、

宿泊 施設 をそ なえ た り、少年 自然 の家 な どの宿 泊施 設 を借 り上げ た り、 あるい は セ ン ター専 用

バ スで 生徒 を送 迎 す るな どの 方法 が と られ て い る。

ま た、 通所 に要 す る交通 費 もか な りの負 担 とな るが 、13セ ン ターでそ の全 額 を公 費で 支弁

して い る反面 、生 徒 負担 とな って い る と ころ も同数 ある。 な お、 これ らの実 態 を図 表27に 示

す 。

オ ン ライ ン実 習 は、現 在 の ところ3セ ン ターに おい て行 われ てい るに過 ぎない(北 海道 ・京

都 ・岡山)。

ま た、 郵送 実 習は か な りの セ ンタ ーに おい て行 われて い るが、 学校 の設 備 の充 実 に 伴い 、徐

々にそ の 実数 は 減 少す る傾 向 に あ る。

イ.実 習 の対 象

昭和50年 前半 までは、 セ ン ターの生 徒 実 習対 象校 は 、そ のほ とん どは 商業 高校 と工業 高校

だけ に限 定 され て いた 。

しか し、 その 後 徐 々にそ の対 象 は拡 が りつつ あ り、 農業 科 ・家庭 科 な どの生 徒 に つ いて も実

習 を行 うと ころが で て きてい る。
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図 表27生 徒 実 習 の 状 況

囲 指導 形態 欄 の 「A」 は、 セ ンター職 員が 指導 に あた る こ と、 「B」 は学 校 引

率 職 員が 指導 に あた る こ と、 「C」 は それ らを併 用 して い る ことを示 す。

名 称
宿 泊設備

(あ り○印)
通所費の支弁 指導の形態

北 海 道 ○ 全額公費 C

青 森 ○ 〃 A

岩 手 ○ 一 部公 費 B

宮 城 ○ 生徒負担 B

山 形 ○ 〃 A

福 島 〃 B

茨 城 全 額 公費 C

群 馬 片道 公費 B

東 京(情) 〃 A

東 京(工) 〃 A

横 浜 生徒負担 C

新 潟 生徒実習は60年 度開始 B

富 山 一 部 公費 A

石 川 全額公費 A

福 井 一 部 公 費 B

長 野 全 額 公 費 B

岐 阜 生徒負担 A

静 岡 一 部 公 費 B

名 古 屋 生徒負担 B

愛 知 尾 張 〃 A

愛 知 三 河 〃 A

滋 賀 一 部 公費 A
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名 称
宿 泊 設備

(あ り○印)
通所費の支弁 指導の形態

京 都 全 額 公費 B

大 阪 生徒負担 B

兵 庫
〃 C

奈 良
一 部 公費 A

鳥 取 全額 公 費 B

島 根
〃 C

岡 山
〃 C

広 島 ○ 〃 A

徳 島 生徒負担 B

香 川
〃 B

高 知
〃 C

福 岡 全額公費 B

熊 本
一 部 公 費 B

大 分 3割 公 費 B

佐 賀 全 額 公 費 B

また、ほとんどは公立学校だけを対象としているが、私立学校にも門戸を開いているところ

もあ る(茨 城)。

ウ.実 習の 内容

通 常 の場合 、'センター は実 習 内容 をあ らか じめ い くつ か の コ ース と して設 定 し、 そ の中か ら

学校 の 選択 に よって実 習 す る方 式 を とってい る。

それ らら コー ス と して は 、 いず れ の セ ンタ ー もプ ログ ラ ミング に関す る コース は置 か れて お

り、プ 。 グ ラ ム 言 語 と して は 、COBOL・FORTRANが 蜘 扱 われ て い る・最 近va至 り・

BASICを 扱 うと ころ も増 加 しつ つ あ る。

プ ログ ラム言語 以 外 の実 習 コース と して は、商 業 系 では ビジネ ス ゲー ム とデ ー タ処 理 を扱 う

と ころが 多 く、 工業 系で はNCシ ミ ュレー シ ョン ・図 形処 理 を行 うと ころが 多 い。

な お、 これ らの プ ログ ラ ム言 語以 外 の コース の設置 状況 を・図 表28に 示 す。
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北 海 道

青 森

城

)

山

川

野

阜

情(京

表

東

富

石

長

岐

静 岡

名 古 屋 市

愛 知 尾 張

愛 知 三 河

滋

兵

奈

岡

広

福

熊

賀

庫

良

山

島

岡

本

図表28プ ログ ラム言 語以 外の実 習 コース設 置 状 況

経 理情報 処 理(オ ン ライ ン)・ デ ータベ ース操 作(TSS)

NCシ ミュレ ー シ ョン(TSS)と 加工 実 習、電 子 回路 自動 製 図 ・日本語 処理(ワ ー ド

プ ロセ ッサ操 作 を含 む)

簿記 会 計 ・経 営 情報 ・トラバ ース測量 ・縦横 断 測量 ・日影 図 作成 ・被服 型紙 ・エ ネル

ギー所要 量 な どに 関す るデ ー タ処 理

デー タ処 理 ・ビジネ ス ゲー ム

販 売 デー タ処 理 ・ビジ ネス ゲ ーム ・マ ネー ジ メン トゲー ム ・簿記 実 践

図 形処理 ・線 形 計画 ・日程 管 理 ・デ ー タ処 理 ・マ ネ ー ジネ ン トゲー ム

簿記 デー タ処 理 ・EDP会 計 と財 務諸 表 分析演 習

図形 処理 実 習 ・シ ミ ュレー シ ョン(ビ ジネス ゲー ム の中 で取 り扱 う)

デー タ処 理A(簿 記 会 計 の処 理、 銀行 オ ンライ ン処 理 、 ア ン ケー ト処理 、 売上 日報 の

作成)

デ ー タ処 理B(経 営 情 報 の処 理)

マー ケテ ィン グゲ ー ム ・自動製 図

デー タ処 理

ビジネス ゲ ー ム

ビジネス ゲー ム ・デ ー タ処 理 ・統 計 入門 ・数値 計 算

ビジネス ゲ ー ム ・X-Yプ ロ ッタ ・数 値計 算 ・デ 一一タ処理 ・家政 コース

農業 簿記 ・ビジネ ス シ ミュレ ーシ ョン

簿記 会計 関係 の デ ー タ処 理 ・銀行 業 務関係 の デ ー タ処 理(オ ン ラ イン)

関連 科 目のデ ー タ処 理

図形 処 理 ・オ ン ラ イ ンデ ータ処理 ・ビジネス ゲー ム ・売上 デ ー タ処 理 ・経営 情報 処 理

商業 系… … … ビジネ ス ゲ ーム、販 売 ・購 買 ・在 庫 管理 な ど

工業 系… … … 自動製 図、電 子 回路 図 、NC旋 盤 シ ミュレー シ ョンな ど

農業 系… … …農 場経 営 ゲ ーム、 トラバ ース測量 、 日程 計 画 な ど

家 庭 系… … …栄 養 価 分析 、家 計 分析 、被 服製 図 な ど

商業 系 … …… デ ー タ処 理 、 日本語 情 報処 理

工業 系… …… 図 形処 理

ビジネス ゲー ム
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エ.通 所実 習 の指 導 の形 態

通 所実 習 の指 導 は、 学 校 の 引率教 諭 に よって 行 われ る形 態 ・セ ン ター職 員にょって行われる形

態 ・そ の両 者 を併 用す る形 態 の3つ が ある。

これ につ い ては 図表27に 示 して い る。

4.2.2教 員 研修

教 員研 修 は 、大別 して 次 の二 つ が あ る。

① 課題 別 に1日 か ら1週 間 程 度の 期間 を設 け て行 う研 修(テ ー マ別 研修 と呼 ぶ)。

② 数か 月また は1か 年 に亘 って 、教 員が学 校 を離 れて 行 う研 修(長 期 研修 と呼 ぶ)。

テー マ別 研 修 では 、 プ ログ ラ ム言語 につ いては 各 セ ンタ ー と もに取 り扱 って い るが 、そ れ以 外

に、 それぞ れ工夫 を こ ら した コース が設 け られ てい る。 この、 プ ログ ラム言語 関係 以 外 の テー マ

別研 修 コースの 設置 状 況 を、 図表29に 示 す。

また 、長 期研 修 は、 約半 数 の セ ンターで これ を実 施 して い る。

4.2.3研 究 開発

こ こで い う研 究 開発 には 、実 習 コース の シス テ ム開発 や教材 の作 成 のほ か、 資料 の収 集 ・整 理 ・

保 存 ・提供 な どが あ る。

これ らの うち、実 習 コース の システ ム開 発や教 材 の作成 は、 セ ン ターに と って 不可 欠 な もので

あ り、毎年 独創 的 な開 発が 行 わ れて い る。

しか し、 後述 す る よ うに 、各 セ ンター ともに要 員数 ・研 究時 間 ・予算 な どの 不足 か ら、充 分 な

研究 開 発が 行 え ない こ とを問題 点 と して あげ て お り、現状 で はそ の た め に資料 の収 集 ・整 理 ・保

存 ・提 供 な どに 関す る業 務 に は まだ まだ手 をつ くせ ない状 況 に あ る。
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図表29プ ログ ラム言 語 以外 のテ ーマ別 研修 コース

名 称 コ ー ス()内 は 日数

北 海 道 自動製 図入 門(1)自 動製 図(3)オ ペ レーテ ィン グシス テ ム(5)

数値 計算(3)経 営 情 報(2)ワ ー ドプ ロセ ッサに よる文 書事 務(2)

青 森 NC自 動 プ ログ ラ ミング(4)数 値 計 算法(4)図 形処 理(4)事 務 計 算(4)

統計処理(4)

宮 城 COBOL教 材 開発 研修 会(4)FORTRAN・BASIC・

NC教 材開発研修会(4)

山 形 NC初 級

福 島 図形処理(5)情 報処理技術1(4)情 報処理技術H(4)

茨 城 入門電子計算教養(2)デ ータ処理(3)教 育統計(3)時 間割編成(3)

数値計算(3)

東京(情) コン ピ ュー タ入 門(2)統 計 分析(3)成 績処 理 システ ム(1)

時間割 シス テ ム(1)図 書 館 システ ム(1)簿 記会 計 システ ム(1)

東京(工) NC工 作機 械 入 門(2)NC旋 盤(3)NCフ ライス盤(3)

マ イ コンの ハー ドと制 御(4)図 形処 理(4)成 績 ・保健 デ ー タ処 理(2)

成績処理応用(1)科 学技術計算 ライブラリ利用(1)日 程計画法(2)

連 続 系 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン(2)

横 浜 市 コ ン ピ ュー タ入 門(3)

富 山 情報処理応用(5)

石 川 NCプ ログ ラ ミング(3)MC操 作 技術(3)情 報 処理 応用(5)

シス テム設 計(3)情 報 制御(3)マ イコ ン制御(3)

福 井 数値 制御 工 作機 械(2)X-Yプ ロ ッタ(2)

長 野 ハー ドウエ ア(6)計 算 機 制御(6)数 値 計算(6)教 育 情報(9)

シス テ ム活 用(6)CAI基 礎(6)VTR基 礎(3)VTR－ 般(6)

OHP基 礎(3)情 報処 理 教 育教 科 指導(2)NCプ ログ ラ ミング(6)

NC工 作機 械(6)自 動 製 図 プ ログ ラ ミング(6)図 形処 理(6)

岐 阜 図形処理(3)日 本語情報処理のしくみと利用(2)初 任者研修(3)

経営数学入門(3)教 養講座(1)電 子計算機紹介(1)

生 徒実 習 コース紹 介(1)
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名 称

静 岡

名 古 屋

賀

市部

滋

京

大 阪 市

兵 庫

奈

鳥

島

岡

広

徳

香

高

福

R自

大

佐

良

取

根

山

島

島

川

知

岡

本

分

賀

コ ス ()内 は 日数

日本 語 処 理(2)特 別研 修(2)

マ イ コン入 門(2)図 形処 理(2)COBOL構 造 化 プ ログ ラ ミン グ(2)

工 業科 生 徒実 習 紹介(2)教 育情 報処 理紹 介(2)

数 値制 御(5)教 育統計 分析(4)時 間割 編成(3)

オペ レーテ ィン グシス テ ム(1)図 形 ・文 章処 理(2)RES(2)

マ イ コン(1)

新 任 指導 主事(1)

「総合 実 践 」(3)教 育統 計処 理(3)オ ペ レ ーテ ィング システ ム(3)

時間 割処 理(3)マ イ コン実用 プ ログ ラ ミング(2)学 校 事務 処理(2)

電 子 計 算機 活用 「数学 」(3)電 子計 算 機 活用 「教 育調査 ・統計 」(3)

マ イ コ ン1(3)マ イ コ ンll(3)

数 値 制 御工 作機 械(3)工 業教 育(3)

NC研 究(3)

「総合 実践 」(3)

製 図教 育(4)工 業科 講 座(2)商 業 科講 座(2)

NC基 礎(4)NC中 級(5)オ ン ライ ンプ ログ ラ ミン グ(4)

マ イコ ン概 説(4)モ デル シス テ ムの 検討 と事 例 研 究(3)

応 用講 座 ・商 業(11)応 用講座 ・主 業(11)

マ イ コン応 用(3)FORTRAN応 用(4)応 用 プ ログ ラ ミン グ(2)

NC旋 盤 実技(3)情 報 処 理応 用(5)教 育情報 処 理(2)マ イコ ン(2)

シス テ ム運 用講 座 ・工 業(3)シ ス テ ム運 用講 座 ・商 業(3)

生 徒 実 習実 技講 座(2)情 報処 理 基 礎(4)マ イ コン(4)

数 値 制御(4)電 子 計 算機 応 用(4)図 形 処理(4)FORTRAN応 用(4)

COBOL応 用(4)

TSSに よるNC(3)

数値 制 御工 作 機械(3)
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4.3問 題 点

セ ンター は これ まで、 高等 学校 に おけ る情報 処 理教 育 に、大 き な役割 を果 して きたが 、情 報 処理

技 術 の進 展 、 あ るい は セ ンタ ーが置 か れて い る環 境 の変 化等 の 要因 に よって 、現 在抱 え て い る問題

点 が さ ま ざま あ る。

4.3.1生 徒実 習 の問 題 点

もっ と も大 きな問題 点 と して 、 セ ン ターに設 備 され た コ ン ピ ュータの陳 腐 化が あげ られ る。

図表26に 示 した とk・り、14セ ン ターに おい て は設立 時 に 買い取 った コ ン ピュー タ を、一 度

も更新 す る ことな く使 用 して お り、陳 腐化 が は なは だ しい。 そ のた め、実 習 あるい は研 修 内容 が

多 様化 され よ うと して い る指 向の 中で 、現 有 シス テ ムで対 応 しきれ な くな って い る。 また 、 と く

に最 近 では セ ン ター マシ ンを上 回 る高 機能 を もつ コ ン ピュー タが 高等 学 校 に設備 され る こ とが ま

れ で な く、 セ ン ター実 習の意 義 が 問 われ る状 況 も生 じつ つ あ る。

第2の 問題 点 と して は、学 校 間 の実 習希 望 日程 の調 整が 困 難 な ことが あげ られ る。

生 徒実 習 は 、生徒 の学 習 の進 度 に応 じて 、 も っ とも適 切 な時 期 に行 われ るこ とが望 ま しいが 、

この希望 が 一 時期 に集 中 して 、そ の調 整が むず か しい 。 これ を解決 す るには、 同 時に 多学 級 の生

徒 が 実 習で きる ように施設 設備 を充実 す る こ とが 必要 で あ る。

4.3.2教 員研 修 の問題 点

これ には 、 まず対 立 す る二 つ の問題 点が 提起 されて い る。

そ の一 つ は 、受 講者 が 固定 化 して年 々減 少 して い る とい う問 題 で あ る。 この傾 向は8セ ン タ ー

か ら指 摘 され てい るが 、そ の ほ とん どは教 員研 修 の対 象 を高等 学 校の 教員 に限 定 して い る こ とか

ら生 じて い る よ うに推 測 され る。

また そ の一 方 では、 受講 希 望者 が 増 加 してい るの に、指 導担 当者や 設備 の不 足 か ら応 じ きれ な

い とい うと ころ もあ る。

最 近 の傾 向 と して 、 と くに顕 著 な こ と と して、 パ ー ソナ ル コ ン ピュー タに対 す る教 員 の 関心 の

高 い ことが あげ られ、 この講 座 へ の応 募状 況 は全 国的 に きわめ て高 い。 しか し、 パ ー ソ ナル コン

ピュー タの設 置台 数が 少 な いた め に、 そ う した需 要 に応 じきれ ない とい うところが10セ ン ター

に 及ん で い る。

そ のほ か、 教 員研 修全 体 の体 系 の 中で 、情 報処 理 に 関す る体 系の 整備 が充 分 で ない こ とも指摘

され てい る。

4.3.3研 究 開発 の 問題 点

研究 開発 に関 して は 、前述 した よ うに要 員 と時間 の不 足 、 お よび研 究の た めの予 算 が乏 しい こ

とが 多 くの セ ン ターの悩 み とな っ・て お り、半 数 の セ ン ターで これが 問題 となって い る。

図表26に み る よ うに、 指導 担 当者 数 は4名 か ら7名 程度 の と ころがか な りあ り、3名 ・2名
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とい うところ もあ る。

さ らに大 きな問 題点 として 総合 セ ンターか ら、 そ の性 格 上個 有 の問 題が あげ られ て い る。

すなわち、情報処理以外の部門との共同研究も課題とされて拾り、情報処理だけに専念するこ

とが で きない とい う声が あ る。

4.3.4そ の 他 の問題 点

以上 に あけ たほ か に、最 近 と ぐに問 題 となって きた ことの一 つ に、教 育 委員会 等 の上 部 行政 機

関が らの情報 処 理業 務 の委託 が あ る。

た とえば 、 入学 選抜 学 力検 査 分析 や小学 校 診断 テス ト、 あるい は保 健統 計 な どめ業 務 の委 託 に

'対 処
せ ざる を得 ず 、 セ ン ター本来 の業 務 に支 障 を きたす例 も生 じて お り、 ど こで 歯 どめ をす るか

が 深刻 な問 題 とな って い る ところ もあ る。'`'』 ・'

4.4各 セ ン ターの 連携 組織

各 セ ンタ ーの指 導担 当者 が 、互 い に情報 を交 換 し、共 同 研究 や研 究協 議 を行 うた め に・ 「全 国

'情報処 理 教 育
セ ン ター指導 者協 議 会 」が 組織 さ れて い る(事 務 局 は下 掲)。

この 組織 は 、毎 年7月 の第1木 曜 日 と金 曜 日に定 例 総会 と研究協 議 会 を開催 して、 各 セン タ ー

相互 の 連携 をは か って い る。

研究 協議 会 で は、各 セ ン ターで毎 年新 た に 開発 さ れた各 種 の ア プ リケ ーシ ョンプ ログ ラムが 紹

介 され 、 数年 ご とに 「登 録 プ ログ ラム一 覧 」と して 小冊 子 に ま とめ られて い るポ

事 務 局

〒'130墨 田 区 横 川4-8-8

都立 情 報処 理 教 育 セ ンタ ー内

会長 鈴 木 昇
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第5章 情報処理関連学科を設置 している専修学校および各種学校

1.は じ め に

過 去 、情 報処 理 関連 学科 を設 置 して い る専 修学 校 お よび各 種 学 校(以 下、 コン ピュー タ学 校)と 呼

ぶ)に っ い て詳 細 な調 査 を行 った資料 は ない。 各種 専修 学校 一 覧 表 な どに も、 一 部 の コ ン ピュー タ学

校 しか掲 載 され てい な い。 今回 の調 査 に あた っては、 既刊 の各種 専 修学 校 一 覧表 や コ ンピュ ー タ学 校

一 覧表 を参考 にす る以 外 に、 新 聞や雑 誌 の学校 案 内欄 か ら漏れ て い る学校 を摘 出す る方 法 を とった。

昨年 度 か ら本年 度 に かけ て情報 処 理 関連 の新 設 校 は続 出 して い る こと もあ って、 新 聞や雑 誌 に頼 る方

法 は有 効 で あった。 ただ し、地 方 の新 聞 まで 目が 届か な か った こ と、 お よび雑 誌 等 には 地方 校 の 広告

がほ とん ど掲 載 され ない こと もあ って、 地方校 に 関 して は地域 に よって 多 くの漏 れ が予 想 され る。 い

ずれ に しろ、 今回 の調 査 では135校 の所 在 をっ か む こ とが で きた。 これ らの学 校 の名前 と所 在地 と

1を一 覧 表 に した の が、 資料1「 情 報処 理 関係 専修 学 校一 覧 」で あ る。 今回 の調 査 で は、 ア ンケ

ー ト調 査 を行 うこ とが 不 可 能 で あ った ので
、上 述 のほ とん どの学 校 に 「学校 案 内」を送 付していただ くよ

う依 頼 し、 それ を分 析 す る方 法 を用 い た。 昭和58年8月 か ら依 頼 を開始 した こと もあ っ て、 「学 校

案 内 」は59年 度 入 学 希望 者 を対象 に した もの で あ る。 この結果 、 約50校 か'らの 「学 校 案 内 」を入

手 す る こ とがで き、 この うち47校 に関 す る概 要 を ま とめた。 これ が、 資 料2「 各種 コ ン ピュ.一夕学

校 の概 要 」であ る。

以 下 では、 主 と して 「学校 案 内 」を分 析 した 結果 に も とつ い て報 告 を行 う。
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2.各 種 学 校 の 全 体 的 傾 向

2.1分 布 状 況

今 回判 明 した135校 の都 道 府県 別 の分 布状況 を図 示 したの が 図表1で ある。 東 京 、大 阪 、福 岡

札 幌 、名 古 屋 な ど大都 市 に集 中 す る傾 向 が あるが 、 当然 とい え よう。 今回 の調 査 では こ 四国地 方 の

コ ンピ ュータ学校 は っか め な か った。 地 区 別 に ま とめ てみ る と、 っ ぎの よ うに なる。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

東京都

大阪府

九州 ・沖縄

北海道 ・東北

関東 ・甲信越(東 京を除 く)

近 畿(大 阪を除く)

中 部(愛 知を除く)

愛知県

中 国

枝

枝

校

校

校

校

校

校

校

4

0

9

4

4

0

9

8

7

3

ワ
一

1

1

1

1

計135校

なte、 上 記数字 に おい て姉 妹 校 は お のお の1校 と して数 えて い る(以 下 同様)。

2.2学 校 の母 体 と設 立 年 月.

135校 の学校 をそ の前 身 と もい うぺ き母 体別 に分類 してみ る と、 非 常 に多 様 化 して い る ことが

わか る(図 表2)。 コ ン ピュー タ学 校 が 出 現 しだ した昭 和40年 代 の前 半 ごろ は、 そ のほ とん どは

電子 工 業系 学校 が併 設 した もの で あ った。 ところ が、 今回 の調 査 で は、 電 子工 業 系学 校 よ りも、 ビ

ジ ネス ・ス クー ル(商 業実 務)系 が上 廻 ってお り、 全体 の4分1を 占め てい る。 ほ とん どの ビ ジネ

ス ・ス クー ルが情 報処 理教 育 に手 を っけ て きた とい える。 ま た、 ビジネ ス簿記 ・会 計 や経 理学 校 の

15校 とタ イ ピス ト・速 記 学校 の3校 もコ ン ピュー タ教 育 に参 入 して きて いる。 そ の他 に、 服装 ・

モ ー ド学 院、 予備 校 、観 光 学 園、 放 送学 園 な どさま ざま な分 野 か らの 参入 もみ られ る。 なお、他 の

学校 との併 設 がみ られ ない純 コ ン ピ ュー タ学校 も増 え てお り、 約3分 の1を 占め てい る。

設立年 月 でみ る と、 明治42年 が2校 あ る。 工 業 学校 と簿 記学 校 で あ り、情 報 処理 教 育 を手 が け

は じめ たの は っい 最近 で あ る。 昭 和10年 設 立の 速 記学 校 もある が、 これ もコ ン ピュー タ教 育 をは

じめた のは最 近 で ある。

電 子 専 門学校 や ビ ジネ ス ・ス クー ルは 昭和20年 代 か ら30年 代 に かけ て 設 立 され た もの が少 な

くないが、 情 報処 理教 育 の科 目を新 設 した の は昭 和40年 以 降の よ うだ 。

昭 和40年 代 に設 立 され た学 校 が13校 で あ る。 また、 昭 和55年 以 降陥 設 立 され た とす る もの

が7校 あ り、 最近 の コ ン ピュー タ学 校の 急 増 ぶ りの 傾向 を物 語 っ て い る。
`
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図表2コ ン ピ ュー タ学 校 の母 体 の分 類

不 明

7校その他

52%8絞

縄 コ ン ピ ュ ー タ 学 校

43校(31 .9%)

ビ ジ ネ ス ・ス ク ー ル 系

341交(25.2%)

2.3学 校 の タイ プ と入学 資 格

「学 校 案 内 」の入 手 で きた47校 の うちの39校 は 専修 学校 とみ な され る。 専修 学 校 は、 昭和51

年 に 制定 された 「専 修学 校制 度 」に も とつ くもの で あ る。 専 修学 校 は 、修 業 年 限 が1年 以 上 で、 年

間 の 授業 時間 が800時 間以上、かつ 専 門科 目が全 授 業の8割 以上 を占 めて い る ことを条 件 に認可 さ

れ る。

専修学校の うちで、高等学校卒業を入学資格とする学校群のことを専門学校と呼んでいる。47

校 の 入学 資 格 は っ.ぎの よ うに なっ て い る。

① 高 卒14校 ④ 高 卒程 度4校

② 高卒以上13校 ⑤ 高校在学程度1校

③ 高卒 同 等4校 ⑥ 明示 せ ず11校

① か ら④ は 高等 学 校卒 業 を入 学 資格 とみ な して い る と思 われ る の で、39校 の専 修 学校 の うち35

校 が専 門 学校 と想定 され る。

2.4入 学 金 と授 業料

入学 金 は最 低6万 円か ら26万 円ま でに パ ラっ いて いる。 これ を図 示 す る と、 図 表3の よ うに な

る。10万 円未 満 は2件 と少 ない。20万 か ら22.4万 円ま で が最 も多 く、これ にっ つ くの が10万

か ら14.9万 円で ある。17.5万 か ら19.9万 円 は1件 と少 ない。

一 方、 年間 の授 業料 の分 布 が図 表4で あるが、 最 低 は16万 円で あ る。 一 方、 最 高 は67万 円 で

あ り、70万 円 を越 え る と ころは1校 もない。30万 円未 満 は少 な く、9割 近 くが40万 円以上 で あ

る。 しか も、7割 近 くは50万 円 を越 え る。

入 学金 と授 業料 を合計 した 額、 っ ま り初 年度 に払込 む金 額 が どの よ うに な る海 をま とめ てみ る と

一210一



図表5の 通 りで ある。

図表3入 学金の分布

件数

金額(万 円)
5
|

1
10 ㍉5

20
|

2
15

7.5未 満 コ

=]7.5～9,9

10.0～14.9 20 1

15、0～17.4 13 1

コ17.5～19.9

20,0～224 25 1

1225～24.9 4

250以 上 6 1

図表4授 業料の分布

図表5入 学金と授業料を合算 した場合の分布

金 額
鴎

30.0未 満
30.0～

39.9

40.0～

49.9

50.0～

599

60.0～

699

70.0～

79.9

80.0～

899

情報処理系 1(件) 0 0 8 3 6 19

情報技術系 1 1 0 0' 0 6 11

そ の 他 0 0 2 7 7 1 7
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最 低29万 円 か ら最 高87万 円 の間 に分 布 してい る。 情 報処 理 系 の 科 目だ と50万 円以上 に集 中

す る。 情 報技 術 系(・ ・一 ドウェ ア系)は 、1、2の 例 外 を除 い て70万 円以 上 に集 中 して お り・情報

処理 系 よ りも若 干高 い 傾向 が あ る。OA関 連 や ア プ リケー シ ョ ン関連 の科 目 では、50万円以 上で70万

円未満 が 目立 っ。 なお、 これ らの金 額 は、 設 備 費や コ ンピ ュー タ使 用料 等 が明 示 され てい る もの に

っ いて は合 算 して ある。

2.5選 考 方 法

47校 中 「学校 案 内 」に学 生の 選考 方 法 を 明示 してい ない と ころ が11校 もあ った。.多分 、特別

な選 考 方法は 採 用 してお らず、 志望 者 は無 条 件 に入学 さ せる とい うこ とだ ろ う。 図 表6に 示 した よ

うに、 「面接 」に よる方 法 が最 も多 く、eas'3校 に1校 で実 施 してい る。 これ に続 くのが 「適性検

査 」と 「書 類 審 査 」で11校 が採 用 して い る。 また、 「推せ ん 入学 」を認 め て い る と ころ は7校 で

ある。 「筆記試 験 」を行 って い るの は6校 と意外 に少 な い。 「出願 順 」とい うの も2校 あ る。2っ

以上 の 方法 を組 み合 わ せ て選考 して い る のは 、15校 で ある。

図表6選 考 方 法

件数

選考方法
5

|

10
1

面 接 15

適 性 検 査 11 1

書 類 審 査 】1 1

推せん入学 7 1

1蚤 記 試 験

一 般 常 職

6

一
出 願 順 21

コ作 文

明 示 な し 】1 1

2.6所 有 コン ピュ ー タ

教 育 用 コ ンピ ュー タの 所有 状況 をま とめた のが 図表7で ある。汎 用 コ ンピ ュー タ と ミニ コ ン、 オ

フ コ ンの 区別 が っけ に くい ものが 混 在 してい る ため、 これ らを一 緒 に して所有 台数 で分 類 した。1 .

台 しか所 有 して い ない と ころが 断然 多 く、16校 に のぼ る。 コ ン ピュー タの有 無 を明記 して い ない

学 校 が13校 もあ った。 な お、 最 も多 く保持 して い るの は、 富 士通 電 算機 専 門学校 で、50台 にお

よん で いる。

パ ソコ ンを所 有 して い る こ と を明記 して いる ところは22校 あ っ た。 そ の うちの8校 は台 数不 明
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で ある が、 残 りの .14校 は次 の よ うな台数 を保 有 して い る。

・10台 未 満 … ……1校 ・60～69台 … …1校

・20～29台 ……2校 ・70～79台'・ … ・1校

・30～40台 … …4校 ・80～89台 … …1校

・50～59台 … …3校 ・90台 以上 … 一…1校

所 有 台数 が 最 も多 い の は電 子 開発 学 園 「名古屋 電 子計 算機 専 門学 校 」で、110台 で ある。

最近 は 、TSS端 末 を導入 して、 プ ログラ ミング実 習 は 端末 を使 って行 う学 校 が 少 くない。 今 回

の 調 査 で は、47校 中13校 がTSS端 末 を所 有 して い た。 所 有 台数 の分 布 はっ ぎの通 りで ある。

・20台 未満 … ……3校 ・80～99台 … …0校

・20～39台 … …3校 ・100～119台 … …2校

.40～59台 … …3校 ・200台 以上1校

・60～79台 … …1校

量 も多 く保持 して い るの は、 日本 工 学 院専 門 学 校 で、226台 で ある。

図表7コ ン ビ=一 夕所 有 状況

台 数

件 数
5

1

10

1

15

1

汎
用
コ

ζ
ユ

|
タ

ミ オ
ニ フ

コ コ

ン ン

1台 16 1

1

2台 7 1

3台 4 1

4台 以上 4 1

パ ソ コ ン だ け 21

明 示 な し 13

2.7年 間授 業 時 間数

年 間 の 授業時 間 数 が明示 され てい る とこ ろは19校 で あ った。19校 の いず れ も 「専修 学校 制 度 」

が要 求 して いる800時 間は 越 え てい る。 授業 時 間 の 分 布は 以 下の 通 りで 、900時 間 ～999時

間 が半 数 近 くを しめて い る。

・800～899時 間 … …2校 ・1,000～1,099時 間 ……3校

・900～999時 間・… ・・9校 ・1,100～1、199時 間 ……2校
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・1 ,200～1.299時 間 ……2校 ・1.300時 間 以 上 … …1校

これ ら時間 数 の うち実習時 間 に割 り当て ＼い る時 間 を明示 してい る ところは9校 に過 ぎな い。 実

習 時 間 の 分布 を以 下 に示 す。

・100～199時 間… …2校 ・300～399時 間 ……2校

・200～299時 間… …3校 ・600～630時 間 … …2校

実 習 時間 が最 も多 いの は、 駿台 電 算専 門 学校 で あ り、年 間630時 間 で ある。 これ に対 して専 門

科 目の 授 業 時間 は570時 間 で、 実 習 時間 の 方が 上 廻 る。 二番 目に多 いの が、 日本 コ ン ピュ ータ学

院 の600時 間 で ある。 こXで は専 門 科 目に753時 間 を費や してお り、 講義 時 間の 方 が多 い。

2.8教 育に 使 用 して い るプ ログラ ム言 語

「学 校 案 内 」に科 目内容 が 明 示 され てい る38校 にっ い て、専 門 科 目に登録 され て い る プ ログ ラ

ム言 語 の種 類 を分 類 ・要 約 した のが 図 表8で あ る。

COBOL言 語 は、 経理 やOA中 心 の 学校 あ るい は・・一 ドウェア主体 の 学校 を除 い て、 ほ とん ど

す べ て の学校 で科 目と して登 録 され て い る。FORTRANは 、COBOLほ どでは ないが 、 ・ビジ ネ

ス系 の 一部 の学 校 を除 い て、 か な りの学校 で採 用 され てい る。 この2っ の言 語 に続 くの が、 ア セ ン

ブ ラ とBASICで 、 半数 以 上 の 学校 で科 目 に採 り入 れ てい る。

PL/1は 約4分 の1の 学校 で しか採用 さ れ てい ない。 しか も、 この言 語 は上 述 の言 語 とは異 な

り、 二年 次k入 って か ら教 え る傾 向が 強 い。 教 育 用 言語 として注 目され て い るPASCALは 、ま だ

まだ浸 透 は して い ない。 なお、C言 語 は1校 が教 え て い るに過 ぎな い。

図 表8教 育 に使 用 してい る プ ログ ラ ム言 語

べ 10

1

20

1

30

|

COBOL 32 1

FORTRAN 26

アセ ンブ ラ 21

BAS工C 21

PL/1 10 1

PASCAL 3 1

一214一



3.学 科 の 分 類 と 期 間 お よ び 定 員 数

3.1学 科 の 分類 と期 間

「学校 案 内 」に学 科 と科 目内 容 が明 記 され てい る専 修 学校36校 に っい て、 カ リキ ュラ ムに もと

つ い て 学科 区 分 を判 別 し、教 育年 限別 に 要約 した の が図 表9で ある。 プ ログ ラマ と シス テ ムズ ・エ

ン ジニ ア(SE)の 養成 を主 目的 に した 「情 報処 理 系 」とハー ドウェ アの開 発 ・保 守 の 要員 養成 を

主 目的 に した 「情報 処 理 技術 系 」が従 来 の主 流 で あっ た。 と ころが、 ビジネ ス ・ス クー ルや 経理 学

校 、 タ イ ピス ト・速 記学 校 な どが この分野 に 参 入 して きた こ と、 お よびOAが 注 目され て きた こ と

な どに よって、 新 しい学 科分 野 が 目立 って き てい る。OA関 連 の学科 、 ア プ リケ ー シ ョン志 向 の科

学 、 秘 書 向 け の学 科 な どがそ れ で ある。

図表9学 科の種類と期間(た だし専修学校のみ)

鼠 学科 期間 1年 2年 3年

情
報
処
理
系

情 報 処理 科(プ ログ ラマ 科) 15
x

25(3) }

情報処理専門科(SE科) 1 8 8

.

情報処理研究科 2 0 一

情 報

技 術系

(苦→←)

情 報技 術 科 ㊤ 一 ドウェア科) 2 7 1

マ イコ ン技術 科 2 一 －

O

A

関

連

OA科 4 2 一

ワ ー プ ロ科 2 1 一

OAオ ペ レー タ 科 1 一 一

OA秘 書科
Q

一 1 一

ア シ

プ ヨ

リ ン

ケ 関

r連

情報処理経理科 1 5 一

情報処理経営科 1 2 一

コ ン ピュータ ・グ ラフ ィ ック 科 一 3 一

情報 流通 シス テ ム科 一 1 一

秘書 情報処理秘書科 1 4 一

苦 女 子 の み が 対 象。

)e"eマ イ ク ロ エ レ ク トロニ ク ス 、 ロ ボ ッ ト制 御 な どは 除 く。
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学 科 が 多様 化 した こと もあっ て、 カ リキ ュ ラムを 分析 しない と どの分野 の 学科 か判断 しきれ な く

なっ て きて い る。 と りわけ、 「情 報 処理 系 」 と 「情 報技 術 系 」で は、 全 く同 じ科 目名 で あ りなが ら

内容 は ハ ー ド中心 で あ った り、 ソ フ ト中 心 で あ った りしてい る。 そ れぞ れの 主 要 な学科 名 を列挙 す

る と以 下 の よ うにな る。

。情 報 処理 科 … … 情報 処理 科(最 も多 く使 われ てい る)、 情報 処理 専 門科 、 電子 計 算 機 科 、情報 工

学 科、 コ ン ピュー タ実務 科、 情 報 処理 技 術 科 な ど

。情報 処理 専 門科 …… 情報処 理 専 門科(代 表 的名 前) 、情 報 学科 、 情報 処理 科SEコ ース 、 情報 シ

ステ ム工 学 科 、情 報 処理 本 科 な ど

。情報技 術科 … …電子 計 算機 科、 情 報技 術科 、電 子 工 学科 、 情報 工学 科 、制 御 工学 科、 コ ン ビュー

タ工 学 科、 デ ー タ通 信 システ ム科 な ど

。OA科 … …OA科 、 オ フ ィス ・オー トメー シ ョン科Uオ フ コ ンOA科 、OA実 務 科 な ど

。ワー プ ロ科 … … 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ科 、 ワー プ ロイ ンス トラク タ科 な ど

。情報 処理経 理 科 … …経理 情 報 処理 科 、 コ ン ピュ ー タ経理 科 、経 理 本 科情 報処 理 コー ス、 情 報経 理

本 科、 情 報 経理 科、 情 報 ビジネ ス科 な ど

。情 報 処理経 営科 … …情 報経 営学 科 、 コ ン ピュ ー タ経 営 科、 企業情 報処 理 科 な ど

。情 報 処理 秘書 科 … … 情報 秘書 科 、情 報 処理 秘 書科 、秘 書 情報 科 な ど'

期 間 に っ い てみ る と、 「情報 処理 科 」は2年 制 が多 い。 しか し、1年 制 もか な りあ る。 「情 報 処

理 専 門 科 」は2年 お よび3年 で ある。 「情 報処 理 研 究 科 」は、 情 報 処理 科 ない しは情 報 処理 専 門科

(2年 制)を 前 提 に してい るので 、都 合3年 にな る。 「情 報技 術 科 」は2年 制 が 中心 に な る。OA

関連 の 科 目は、1年 制 が多 い が、 ア プ リケ ー ショ ン関 連 と秘 書向 け の科 目で は2年 制 が 目立 っ。

3.2定 員 に つ い て

定員 を 「学 校 案 内 」に 明記 してい る と ころは 少 ない。 明記 され てい る学校 の定 数 とそ れ ぞ れの 件

数 をま とめる と、 図表10の よ うにな る。
り

最低20人 か ら最高1,120名 の 間 にば らっ い て い る。40の 倍数 が 多 いの は、 「専 修 学 校制 度 」

で ク ラス定 員 の基 準 を40名 と定 め て い る こ とに 起 因 してい る と思 われ る。 定 員 人数 が 多 いの が 、

「情報 処理 系 」に比較 的 目立 っ こ とか らす る と1こ の分 野 で の需 要 が多 い こ とを物語 って い る とい

え よ う。
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図 表10定 員 の 分 布

期間
区 分

1年 2年 3年

20×140×2
,

20Xl,40×3,50×3 50×1

60×2,80×2 80x5,100×1,120xl 80×1

120×3160×1
, 160×1,200×2,280x1 120x3

情 報 処 理 系
300×1,340×1,360×1

380×1,440×1,480×1

1120×1

50×1,160×1,

4

情 報 技 術 系 一 一

200×1

40×1.50×1
,

20x1,40×1,

OA関 連

60×1,80×1 80×1

60×1,80×2,

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 関 連 一
100×1,105×1,

一

300×1

秘 書 関 連 40×1,180×1
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4.科 目 内 容 と 授 業 時 間

4.1情 報 処理 系科 目

4.L1情 報 処理 系 科 目の 全般 的傾 向

情報 処理 系 ま たは そ れ に準 ずる ものX－ 般科 目(教 養科 目)を15校 にっ いて分 析 要 約 す る と

図表11の よ うにな る。

3分 の2以 上 の学 校 で教 え てい るの が、 「英 語 」、 「数 学 ・基礎 数 学 」お よび 「簿 記 ・会 計 」

で あ る。 とりわけ 、英語 は 「技 術英 語 」と して採 りあげ て い る2校 を加 え ると、 全 校 で教 え て い

る こ とに なる。 「経 営学 ・経営概 論 」、 「統計 学 」、 「経 済学 ・経 済概 論 」お よび 「文 章 技法 ・

ビ ジ ネス文 書 」も 目立 っ。

1校 だけ となる と、 図表11の 下 側 に示 して い る よ うに極 めて 多分 野 にわ た る。OA関 連 や ア プ

リケ ー シ ョ ン関連 ある い は秘 書向 け の学科 の一 般科 目には 、っ ぎの ような ものが 加 わっ てい る。

職 場 改 善 技 法、TQC、 ビジネ ス ・マナ ー、 話 し方 マ ナ ー、 礼 儀作 法、 財 務諸 表 論、 国語 表 記、

人間 理 解、AV機 器 活 用、 マ ーケ ッテ ィング、 聴 き方 話 し方、 茶 道 など。

っ ま り、 しっ けの 面 や実 務寄 りの 内容 の傾 向 が 強 くな る。

以上 が、 一 般科 目の 状況 で あるが、 教 育 の主 体 をなす 専 門科 目に関 して、19校 に っ い て ま と

め る と、 図 表12の ように なる。

図表11情 報 処理 系 また はそ れ に準 ず る ものs－ 般 科 目(15校 中)

科 目 枚 数 科 目 枚 数

英 語 13 心理学、産業心理学 4

数学、基礎数学 12 英 会 話 3

簿 記 、 会 計 10 ペ ン 習 字 3

経営学、経営概論 7 社会学、社会科学 3

統 計 学 7 法 学 3

経済学、経済概論 6 技 術 英 語 2

文章 技 法、 ビジ ネス文書 6
、

1校 だけ … … カ ウ ンセ リ ング、美 術史 、 民 法 概 論、 ビジ ネス実務 、 生活 美学 、

合宿 研 修(27H)、 日本語 、 体 育、 数 値 計 算、社 会発 達史 、OR、

集 合論 、 需要 予 測、 原 価 計算 、 国 際政 治 学、 文 学 、秘 書学 、 英 文

タ イ プ、 和文 タ イ プ、 書道 、 社 会 倫理 、 販 売管 理 、事 務 管 理 な ど
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図表12情 報処 理 系 また はそ れ に準 ず る ものS専 門 科 目(19校 中)

区
分 科 目 名 元

二
年

区
分 科 目 名 ≡

二
年

専

門

基

礎

な

い

し

は

概

論

コ ン ピ ュ ー タ概 論 16 0

㌶彪

麿

多
き

プ ログ ラ ミ ング 言語 5 2

ソ フ ト ウ ェ ア 概 論 7 3 プ ロ グラ ミング 言語 実 習 6 1

ハ ー ド ウ エ ア 概 論 7 0 ユ ー テ ィ リ テ ィ 2 1

OS概 論 9 2 オ ペ レ ー シ ョ ン実 習 6 1

OA概 論 7 3 ワ ー プ ロ 実 習 2 2

コ ン ピュ ー タ ・オ ペ レ ー シ ョ ン 5 0

情

報

工

学

な

い

し

は
1

シ

ス

テ

ム

　
工

　
学

デ ー タ通 信入 門 4 0

マ イ コ ン 構 成 3 3 デ ー タ ベ ー ス 入 門 3 1

シ ス テ ム 概 論 2 0 シ ス テ ム 設 計 7 13

ソ フ トウ ェ ア 詳 論 2 2 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 1 2

コ ン ピ ュ ー タ 詳 論 1 1 デ ー タ 通 信 0 6

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

お

よ

び

実

習

フ ロ ー チ ャ ー ト 8 0 デ ー タ ベ ー ス 11

COBOL講 義 17 6 OR関 連 2 9

COBOL演 習 ・実 習 8 6
・

シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム 1 2

FORTRAN講 義 13 6 オペ レ ーテ ィ ング ・システ ム 5 6

FORTRAN演 習 ・実 習 6 7 ア ル ゴ リ ズ ム 2 2

ア セ ン ブラ講義 11 5 デ ー タ 構 造 1 1

ア セ ンブ ラ演 習 ・実 習 3 4 プ ログ ラム 設計 2 5

PL/1講 義 2 7 構造 化 プ ログ ラ ミン グ 0 2

PL/1演 習 ・実 習 1 3 プ ログ ラ ム開発 技法 2 2

BASIC講 義 6 4 プ ログ ラム テ ス ト、 検 証 法 0 3

BASIC実 習 2 2 オ ー トマ トン理 論 0 2

PASCAL講 義 0 3 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク 0 2

PASCAL実 習 0 2 OA事 例 研究 2 0

簡 易 言語 講義 1 1 情 報 理 論 0 4

簡 易 言語 実 習 1 1 ア プ リケ ー シ ョ ン 3 7

マ イ ク ロプ ロ グ ラ ミ ン グ 1 1 コ ン ピ ュ ー タ ・グ ラ フ ィ ッ
,ク

1 4
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「専 門基 礎 ない しは概 論 」の 分 野 では 、 「コ ン ピ ュー タ概 論 」をほ とん どの 学 校 で採 りあげ て

い る。 この 分野 は、 その性 格 か ら して一年 次 に教 える ところ が多 い。

「プ ログ ラ ミングk－よび実 習 」の 分野 で は、 「COBOL」 が 目立 っ。19校 中17校 ま でが1

年 次 に教 え て い る。 これ に続 い て、rFORTRAN」 、「アセ ンブ ラ 」が多 い。 「BASIC」 も3

分 の1の 学校 が 科 目に入 れ て い る。 これ らの 言語 は一 年 次 か ら教 え てい る学校 がほ とん どであ る

が、 「PL/1」 や 「PASCAL」 は2年 次 に な って教 え る傾向 が み られ る。

「 プロ グラ ミングお よび実 習 」の 分野 の教 育 は、 一年 次 が 主体 に なるの に対 して、 「情 報工 学

ない しは シス テ ム工 学 」の 分 野は2年 次 に入 って教 える と ころが多 い。 「シス テ ム設 計 」、 「デ

ー タ ベー ス 」、 「OR関 連 」を扱 う学校 がか な りあ る。 一方 、 「プ ログ ラム設計 」や 「プ ログ ラ

ム開発 技法 」な ど ソフ トウェア工 学 の科 目を採 用 してい る学 校 が意 外 に少 ない。 理 由 は さだか で

は ない が、 この方面 での 講師 が 不足 して い るた めか も知れ ない。

なお、 図表12で は 、2校 以 上 が 正 規科 目 と して い る もの だ け を示 してい るが、1校 だ けが 採

用 してい る科 目に は次 の ような もの が ある。

・専 門基礎 な い しは概 論 … … デ ー タ エ ン ト リ ・シス テム、 入 力器 機 論、 パ ソコ ン概 論、 情報 処

理 、電子 工学 概 論 な ど

・プ ログ ラ ミン グお よび実 習 ……応 用 プ ログ ラ ム、数 値 演 習、C言 語 、OA実 習、OA機 器各 論

な ど

・情 報工 学 な い しは シス テム工 学 … … シ ステ ム分 析 入 門、 未来 オ フ ィス論、 要 求工 学 、 ソ フ トウ

ェア生産 管理 、 言語 トランス レー タ、 グ ラ フ理 論、 分散 化 シス テ ム、 日本 語 処理 な ど

なお、 「国 家試 験 対策 講 座 」ない しは 「2種 特 殊 講義 」を実 施 して い る学校 は 多い 。

4.1.2プ ログ ラマ 向 け学科 の 科 目 と授 業時 間 の 例

プ ログ ラマ養成 の 学 科 と もい うべ き 「情 報 処理 科 」の科 目構 成 と授業 時間 の具 体 例 が 図表13

と14で ある。

図 表13は 昼間 部(一 部)と 夜 間 部(二 部)と を併 設 してい る 「情 報処理 科 」の 例 で ある。1

年 次 は、 昼間 部 が1,260時 間 、 夜間 部 が990時 間 の授 業 に なる。1年 次 は情 報 処理 の基礎 と

プ ログ ラ ミング教 育 が中 心 で あ る。2年 次 にな る と、必 須 、必 須 選択 、 選択 が 明確 にさ れ てい る。

この た め、 年間 の 授業 時間 が ど の程 度 に設 定 され てい る のか定 か で ない。2年 次 に な る と、 専 門

科 目 よ り も一 般 科 目の 方 が 科 目内 容 が豊 富 にな ってい る。 「コ ボ ル演 習 」や 「FORTRAN演 習 」

もある が、 か な りSE養 成 を意識 してい る面 が うかが え る。 ただ し、SE向 け に しては 、 シス テ

ム 開発技 法面 や デー タベー ス、 デ ー タ通 信面 な ど欠 け てい る内容 がけ っ こう ある。

図表14は 、年 次 を 前期 と後 期 に分 け て、 授 業 時間 を単 位数 で示 して いる プ ログ ラマ養 成 科 目

の 例で あ る。 選択 とか 必須 の 区 分 は み られ ない。 年 間 の 授業 は36週(な い しは38週)程 度 な
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図表13日 本工学院専門学校の 「情報処理科 」の科目と時間数

1年 次 2年 次

区
分 科 目 名

授業時数(時間) 区
分

必
選

科 目 名
授業時間(時 間)

一 部 二 部 一 部 二 部

一

般

科

目

数 学1 60 60

一

般

科

目

必

須

経 営1 60 一

統 計1 60 60 経 営1 60 一

簿 記1 60 60 オペレーシ ョンズリサーチ1 60 60

簿 記2 60 一 英 語3 60 一

英 語1 60 一

必

須

選

択

数 学2 60 一

英 語2 60 一 統 計2 60 一

社 会 発 展 史 60 一 集 合 論 60 一

専

門

科

目

電子計算機概論 60 60 ア ル ゴ リズ ム序 論 60 一

シ ス テ ム 概 論 30 30 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 60 一

ア セ ンブ ラ概 論 30 30 経 済2 60 一

フ ロ ー チ ャ ー ト 60 60 経 営2 60 一

ハ ー ド ウ ェ ア 60 60 会 計 学 60 一

オ ペ レ ー シ ョ ン1 60 60 原 価 計 算 60 一

オ ペ レ ー シ ョ ン2 60 60 社 会 学 60 一

情 報 と 通 信 60 60 需 要 予 測 60 60

オペ レー ティング ・システ ム1 6b 60 英 語4 60 一

コ ボ ル1 120 60 情 報 科 学 60 一

コ ボ ル2 120 120

専

門

科

目

必

須

システ ム設計1 60 60

フ ォ ー ト ラ ン 120 120 オペ レーティング ・システム2 60' 60

ア プ リケ ー シ ョ ン概 論 一 30

必

須

選

択

コ ボ ル 演 習 60 60

合 計 授 業 時 数 1,260 990 フ ォ ー トラ ン演 習 60 一

ア プ リ ケ ー シ ョ ン1 60 60

ア プ リケ ー シ ョ ン2 60 60

ア プ リ ケ ー シ ョ ン3 60 60

選

択

PL/1
'

60 一

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 60 一

シス テ ム設計2 60 一
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図表14日 本情報処理専門学校の 「情報処理科 」の科目と単位数

授 業 内 容
1年 2年

前 期 後 期 前 期 後 期

シ ス テ ム 設 計 3 3

ソ フ ト ウ ェ ア 3 3 2

ハ ー ド ウ エ ア 3 3 2

数 理 統 計 学 3 3 3

経営分 析 入 門 2

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム概 論 3 3

COBOL 3 3 3

FORTRAN 3 3 3

BASIC 3 2

ア セ ン ブ ラ 3 3

簿 記 3 3

コ ン ピ ュ ー タ 簿 記 3

キー パ ンチ実 習 5

COBOL総 合 演 習 7

FORTRAN総 合演 習 7

コ ン ピュー タ簿 記演 習 4

経営数 学 演 習 3

経営分 析 演 習 3

経 営 管 理 1 1 1 1

英 語 1 1 1 1

文 章 法 1 1 1 1

ペ ン 習 字 1 1

合 計 単 位 数 30 30 30 30

の で、半 期の 授業 時 間は18×30-540時 間 に なる。 従 って、1年 間 の授 業 時間 数 はLO80

時間 ～1,140時 間程 度 にな る。1年 次 と2年 次 の 前 期は基 礎 や プ ログ ラ ムの講義 が主 体 で、2

年 次 の後 期 に演 習 を集 中 させ てい る と ころ に特 徴 がみ られ る。
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4,1.3女 性 プ ログ ラ マ向 け 学 科 の 科 目 と授 業 時間 の例

「学 校 案 内 」で 科 目構 成 が 明記 され て い た38校 中3校 にお い ては 、女 性 だ け を対 象 に し た

「情報 処理 科 」が 設 置 され てい る。 そ の うちの1例 が図 表15で ある。 年 間 授 業時 間数 は1年 次

が1,323時 間、2年 次 が1,071時 間 で ある。 そ れぞれ に、27時 間 の合 宿 研修 が含 まれ て い

る。一 般 科 目に 「産業 心理 学 」、 「カ ウ ンセ リング 」、 「美術 史 」お よび 「合 宿研 修 」が入 って

い るの は特 異 で ある。 また、 「ペ ン習字 ・文章 作 法 」、 「生活 美学 」、 「華 道 」、 「茶道 」な ど

の科 目が あ るの が、 い か に も女 性 向 け とい った感 じで ある。 「仏 会話 」の科 目も珍 ら しい。 一 方 、

専 門科 目で は 「オ フ ィスオ ー トメー シ ョン実 習 」、 「ワー ドプ ロセ ッサ実 習 」お よび 「文献 講 座 」

な どが女性 向け の配 慮 の よ うに思 われ る。

4.L4シ ステ ム ・エ ン ジニア 向 け学 科 の科 目 と授 業時 間の 例

SE向 け の学 科 で ある 「情 報 処 理 本科 」の科 目構 成 と授 業時 間 数 の 例 を示 したの が、 図 表16

で ある。 授 業 時 間は1年 次 が1,080時 間、2年 次 がLl80時 間(た だ し、 選択 科 目を全 て履

修 した と き)に なる。

教養 科 目は一年 次 が主 体 で 、2年 次 ま で継続 す るの は、 情 報 処理 やSE活 動 に 関連性 の高 い も

のだけ に絞 って あ る。 ま た、 「専 門基礎 科 目 」は1年 次 だけ で ある。SEを 強 く意 識 した科 目が

「情報 工 学科 目 」で あ り、 か な り広 範 囲 に わた って い る。 「プ ログラ ミング科 目 」に関 しては、

ユ ーテ ィ リテ ィと選 択科 目 を除 くと、1年 次、2年 次 と もほS'同 等 の ウェイ トが 置 かれ て いる。

なお、卒 業 演 習 に200時 間 とい うか な りの時 間が さかれ て いる の が特徴 の1っ で もある。

4.1.5情 報 処理 研 究科 の科 目 と授 業 時間 の例

「情 報処 理研 究 科 」は、 「情 報処 理 科 」ない しは 「情 報処 理 専 門 科 」(い ず れ も2年 制)を 前

提にしているのが一般的である。より上級 のSEを 養成 す る とか、 上 級 の プ ログ ラマ(な い しは シ ス

テ ム ・プ ログ ラ マ)を 養 成 す る とか を主 目的 に設 置 され てい る学 科 で ある。

図表17は 、 図 表16の 「情 報 処理 本 科 」の上位 レベ ル に位 置 づけ られ た 研究 科 で ある。 当然

の こ となが ら、 よ り上 級 のSEを 育 成 す るの がね らい で ある。 そ の ため、 「オ ン ライ ンシ ステ ム

設 計 」、 「ネ ッ トワー ク設 計 」お よび 「デ ータ ベー ス シ ステ ム設計 」な どの 科 目が入 って くる。

「UNIX/C」 、 「CP/M,MS・DOS」 ある いは 「イ ンタ ー フェイ ス技 術 」や 「セ ンサ ー技

術 」な どの 科 目 を入 れ て いる の は、 多分 に テ クニ カルSEを 意識 した せ い で あろ うか。 なk・、 通

商 産 業省 主 催 の情 報処 理 技 術 者 試験 の た めの 教 育 に もか な り力 を入れ て い る。

図 表18は 、 「情 報処 理 科 」を前提 学科 に した研 究科 の 例 で あ る。 よ り上 級 の プ ログ ラ マを 目

指 した 科 目で ある。 従 って、 図表17に くらべ て科 目構 成 が大 幅 に異 なる。 デ ー タベ ー スや デ ー

タ通 信の科 目は あ る が、 それ らの シス テ ム設計 は 意識 して い ない。 自動 制御 や 電子 回路 の科 目 が

入 った理 由 は定 か で ない。 プ ログ ラ ミング言語 演 習、 と りわけ総 合 研究 に力 を 入れ て い る こ とか
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中央工学校の「女子情報処理科 」の科目と時間数図表15

必修選択
の 区 分

教科
区分 教 科 目 名

1年 2年 授業時間
数 合 計1期 2期 3期 4期

必

修

科

目

一

般

科

目

数 学 2 2 2 108

差 業 心 理 学 2 2 2 108

カ ウ ン セ リ ン グ 2 36

英 会 話 2 2 2 2 144

美 術 史 2 2 72

民 法 概 論 2 36

経 済 概 論 2 36

経 営 概 論 2 2 72

簿 記 会 計 2 2 72

ビ ジ ネ ス 実 務 2 2 2 2 144

ペ ン 習 字 ・文 章 作 法 2 2 72

生 活 美 学 2 36

合 宿 研 修 27h 27h 54h

専

門

科

目

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 4 72

デ ー タ ベ ー ス 入 門 2

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 入 門 2 36

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 2 108

BASIC言 語 2 2 72

オ フ ィ ス オ ー ト メ ー シ ョ ン1 2 36

オ フ ィ ス オ ー ト メ ー シ ョ ン 皿 2 36

統 計 入 門 2 36

文 献 講 座 2 36

プ ロ グ ラ ミ ン グ実 習 2 4 4 180

ベ ー シ ック 言 語 実 習 4 4 144

オ フ ィ ス オ ー ト メ ー シ ョ ン 実 習 2 36

ワ ー ド プ ロ セ ッ サ 実 習 4 4 4 216

卒 業 研 究 6 108

選

択

必

修

辰
科
目

仏 会 話
、

・2科 目

選 択

2 2
72

華 道 2 2

茶'道 2 2

72

英 文 タ イ プ 2 2

専
門
科
目

PASCAL言 語
、

2」1科 目 選 択 36FORTRAN言 語

PL/1言 語

同 実 習 4 72

週 単 位 時 間 数 36 36 30 28 2,340

合 宿 研 修 27h 27h 54h

年 間(36週)時 数 合 計 1,323 1,071 2,394
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図 表16早 稲 田 電子 専 門学 校の 「情 報 処理 本 科(2年 制)」 の カ リキ ュ ラム

科
目
区
分

科 目 名

授業時間数 科
目
区
分

科 目 名
授業時間数

1年 2年 1年 2年

教

養

科

目

数 学 40 30 情

報

工

学

科

目

マ イ ク ロ プ ロセ ッ サ 20 一

統 計 学 40 30 数値計算技法 20 20

英 語 30 一 OR 10 10

技 術 英 語 30 30 国家試 験 対策 20 30

会 計 学 30 30

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

科

目

プ ログ ラ ミング 言語 論 30 50

経 済 学 20 一 ア セ ン ブ ラ 50 50

経 営 学 20 一 アセ ン ブ ラ実習 30 30

法 学 20 一 COBOL 100 100

心 理 学 20 一 COBOL実 習 50 50

専

門

基

礎

科

目

ハ ー ド ウ エア 概 論 40 一 FORTRAN 50 50

ソ フ トウ ェ ア概 論 40 一 FORTRAN実 習 30 30

電子 工学 概 論 30 一 ユ ー テ ィ リテ ィ 30 一

OA概 論 20 一 ユ ー テ ィ リテ ィ 実 習 20 一

情

報

工

学

科

目

オペ レー テ ィング システ ム 40 40 簡 易 言 語 50 50

オ ン ライ ン シ ス テ ム 20 20 簡 易言語実 習 30 30

データ通信技術 20 20 PL/1⑧ 一 50

デ ー タ ベ ー ス 論 20 20 PL/1実 習 ⑧ 一 50

ネ ッ トワ ー ク 理 論 一 20 PASCAL(⑧ 一 50

情 報 理 論 一 20 PASCAL実 習 ⑧ 一 50

プ ログ ラム開 発 技法 20 40 c言 語 ⑧ 一 50

シ ス テ ム 設 計 20 40 c言 語 実 習(i勤 一 50

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 20 40 卒 業 演 習 一 今200

合 計 授 業 時 間 1,080
1,180
(880)
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図 表17早 稲 田電子 専 門学 校 の 「情 報処理 研 究 科 」の カ リキュ ラ ム

科目区分 科 目 名 授 業時 間 数

専

門

科

目

オ ン ラ イ ン シ ス テ ム 設 計

情 報 理 論

ネ ッ ト ワ ー ク 設 計

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 設 計

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク

80

80

80

80

80

UNIX/C

CP/M,MS・DOSな ど

イ ン タ ー フ ェ イ ス 技 術

100

50

120

セ ン サ ー 技 術

マ イ ク ロ プ ロセ ッ サ

コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ック ス

国 家 試 験 対 策1

国 家 試 験 対 策H

100

120

120

100

120

合 計 授 業 時 間 数 1,230

図表18日 本情報処理専門学校の「情報処理研究科 」の科目と単位数

科目区分 授 業 内 容 前 期 後 期

情
報
処
理
科
目

デ ー タ ベ ー ス 入 門 3 一

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 3 一

デ ー タ 通 信 3 一

解 析 学 入 門 3 一

白制
動 御

自 動 制 御 3 3

電 子 回 路 3 3

●ニ
フ 言

ロ

グ 語
う

ミ演
ン

グ 習

PL/1
、

3 一

ア セ ン ブ ラ 3 一

プ ログ ラ ム 実 習 3 一

総 合 研 究
一 21

一 科

般
教
養 目

英 語 1 1

法 学 1 1

経 済 学 1 1

合 計 単 位 数 30 30
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らすれ ば、 当 然 プログ ラ ミン グの 能 力向 上 が この科 目の主 眼で ある と判 定 で き る。 後 期の 実に3

分の2の 時 間 が これ に当 て られ てい るの で あ る。

4.2情 報 技術 系科 目

4.2.1情 報 技術 科 の科 目 と授業 時間 の例

情 報 処理 の ハ ー ドウ ェア技 術 の 教 育 を主体 に した 「情報 技術 科 」の科 目の種 類 と時間 数 を示 し

たの が、 図 表19で あ る。 昼 間 部 と夜 間 部 が あ り、夜間 部 の授業 時間数 は昼間部 よりか な り少 な い。

一 年 次 には 「専 門科 目 」 より も 「基礎 専 門科 目 」に力 を入れ、2年 次 には 「専 門科 目 」と「実 験 」

に 焦点 を絞 って い る。

「情報 技 術科 」の も う1っ の例 が図 表20で ある。 図表19の 科 目 との 類似 性 は 高 い。 た だ し、

前者 では2年 次 に 「実験 」が あ ったが 、 この例 で は 「実 験 実習 」を1年 次 か ら組 み 入れ て い る。

前 者 では、 基礎 専 門科 目を充 実 さ せ て い る。 二 方、 後 者 では、 計 算機英 語 とか計 算機 数学 とい っ

た 面 で工 夫 が み られ る。

4.2.2マ イ コ ン技術 科 の 科 目 と授 業 時間

マ イコ ンの ハー ド/ソ フ トを中 心 に した1年 間 の 学科 もある。 図表21は 、 どち らか とい うと

ソフ トウェア を主体 に した学 科 の 科 目の種 類 と授 業単 位数 で ある。BASIC、 プ ログ ラ ミング技

法、 お よび マイコ ン実 習 な どに多 くの時 間 を さい てい る。 マ イコ ン実 習 は 、恐 ら く プログ ラ ミン

グ実 習 で あろ う。

マ イク ロコ ン ピュー タのハ ー ドウェア技 術 を 中心 に した学 科 を設 け てい る学 校 もある(例:日

本 電 子専 門学校)。 そ こでは、 各種 回路や イン ター フェ ース技 術、 セ ンサ ー技 術 や計 測 技術 な ど

も教 えて い る。 実 習や 実験 が 多 く、 半 導体 回路 、 オ ペア ン プ回路、 論理 回 路 等 の実験 、機 械 制御

実 習や 制作 実 習、 制 御 プ ログ ラ ミング や インターフェイス ・プ ログ ラ ミン グの 実 習等 の科 目が あ る。

43そ の 他 の 学 科

4.3.1情 報 経理 科 の 科 目の種 類 と時 間数

今回 の 調査 に は 、情 報経 理 ない しは経 理 情報 を標榜 した学 科 が6っ あ った。 そ の1っ の科 目 と

単位 数 が 図表22で あ る。 単位 数 が72単 位 な い しは74単 位 と若干 多 い よ うで あ るが、 い くっ

か の 選択 科 目が あ るのか も知 れ な い。 図 表22で は、 「経 理 専 門科 目 」と 「情 報処 理 専 門科 目 」

が、 科 目数 、単 位数 と もにほYバ ラ ンス してい る。 学校 に よっ ては、 コ ン ビ=一 夕関連 は比 較 的

少 な く、 経理 や 簿記 に主 力 を注 い で いる と ころが ある(例:大 原 簿記学 校 本 科 情 報 処理 コ ース)。

ま た、一 般 科 目 を憲 法 、 金融学 、 中小 企 業 論、 民 法総 則 あるい は有価証 券 法 ま で大 学並 み にひ ろ

げ た学 校 もあ る(例:名 古 屋法 経 専 門学校 コ ンピ ュー タ経 理 科)。 一 方 で は、 日商 簿 記 の検 定 と

第2種 情報 処理 技術 者試 験 とを二大 支柱 に して い る学校 もある(例:東 京 ビ ジネ ス ・ス ク ール経

理 情 報 処理 科)。
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図表19日 本工学院専門学校の「情報技術科 」の科 目と時間数

1年 次 2年 次

科 授業時数(時間) 科 授業時数(時間)
目 目

区 科 目 名 区 科 目 名

分 一 部 二 部 分
一 部 二 部

文 学 30 一 論 理 設 計 60 60
一

般
科

経 済 学 30 一 中
央

記 憶 装 置 30 30

目
英 語 90 一 処

理 演算制 御 装 置 90 60

数 学
150

(9060)
60

専

装
置 方 式 設 計 30 30

電 気 磁 気 学 90 一 入 出 力 装 置 90 90
■

基
電 気 回 路 学 120 90 デ ー タ 通 信 60 60

門
礎

半導体 物 理 学 90 60 通 信 理 論 40 一

事
トラン ジス タ工学

100
(6040)

90
(6030) 科

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 120 80

門
パ ル ス 工 学 120

(6060)
120

(6060)
計 算 機 実 習 40 40

科
電子磁 気 測 定 60 60

目
自 動 制 御 60 一

目

電 子 部 品 30 一 数 値 制 御 60 一

論 理 回 路 90 90 フ ォ ー ト ラ ン 60 60

専

門
マ イク ロコ ン ピュー タ 概 論 90 90 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム 60 一

科

目
ア セ ン ブ ラ 120 120 機 械 製 図 60 一

オ ペ レ ー シ ョ ン 30 30 基 礎 実 験 60 30

実

合 計 授 業 時 間、 1,240 810 応 用 実 験 60 45

験
卒 業 制 作 60 45

合 計 授 業 時 間 860 630
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図表20東 京工学院情報専門学校の「電子計算機科 」の授業内容

1年 次

科 目 名

計 算 機 英 語1

電 気 回 路1

前 電子 計算機実習講義1

電子計算機概論1

デ ィ ジ タ ル 回 路1

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ1

期 フ ォ ー ト ラ ン

実 験 実 習

フ ォ ー ト ラ ン実 習

計 算 機 英 語n

電 気 回 路n

後 電子計算機実習講義H

電子計算機概論II

デ ィ ジ タ ル 回 路 旺

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ1

期 ア セ ン ブ ラ 入 門

実 験 実 習

マ イ コ ン 実 習

2年 次

科 目 名

計 算 機 数 学1

自 動 制 御

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タn'

前
ハ ー ド ウ エ ア1

ア セ ン ブ ラ1

シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム

デ ー タ 通 信1

期
応 用 実 験 実 習

マ イ コ ン 実 習

ア セ ン ブ ラ実 習

計 算機 数 学n

自 動 制 御

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 旺

後
ハ ー ド ウ ェ アn

ア セ ン ブ ラH

シ ス テ ム プ ロ グ ラ ムn

デ ー タ 通 信n

期
応 用 実 験 実 習

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 実 習

ア セ ン ブ ラ実 習
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図 表21名 古屋電 気通 信工 学 院 の 「マ イコ ン技術 科 」の科 目 と単位 数

科
目
区
分

教 科 名

授 業 単 位

第1学 部

前 期 後 期

一 育

般 科
教 団

経 済 学 2 一

数 学 4 一

基 教
礎 育
専 科
門 目

電 気 理 論 2 一

デ ィ ジ タ ル 理 論 2 一

電子計 算機概論 2 一

専

門

教

育

科

目

BASIC(1) 4 一

BASIC(II)
一 4

ア セ ン ブ ラ
一 2

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム
一 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 法 2 6

図 形 処 理 技 法 一 2

線 型 計 画 法 2 2

在 庫 管 理
一 4

マ イ コ ン 実 習(1) 10

マ イ コ ン 実 習(2) 4

事 例 研 究 6

保 体
催 青

保 健 体 育
》

1 1

職
業

職 業 指 導 1 1

合 計 単 位 数 66

一230一



図表22名 古屋電気通信工学院の「情報経理科 」の科目と単位数

科目区分 科 目 名
1学 年 2学 年

前 期 後 期 前 期 後 期

一

般

教

育

科

目

経 済 学 2

経 営 学 2

心 理 学 2

政 治 学 2

英 語 2 2 2

統 計 学 2 2

経

理

専

門

科

目

計 算 実 務 2

商 業 簿 記 4 4

商 業 学 2 2

文 書 実 務 2

商 法 2

原 価 計 算 論 4 2

会 計 学 2

財 務 諸 表 論 2 2

簿 記 論 4 6

税 務 会 計 2 2 4 4

簿 記 演 習 2 2 2 2

情

報

処

理

専

門

科

目

電
子
計
算
機

概 論 4 2

ソ フ ト ウ ェ ア 2 2

シ ス テ ム 設 計 2 2

演 習 2 2

オ フ ィ ス オ ー ト メ ー シ ョ ン 2

適 用 業 務 実 例 2

プ ログ

ラ ミン
グ技 法

コ ボ ル 4 4

ベ ー シ ッ ク 4 4

実

習

タ イ プ、 キ ー パ ンチ 実 習 2

ワ ー ドプ ロ セ ッサ 実 習 2

電子計算機実 習 4 4 4 8

保健体育 保 健 体 育 1 1

職 業 職 業 指 導 1 1 1 1

合 計 単 位 数 72 74
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4.3.2情 報 処理 秘 書 科 の科 目 と単 位 数

情 報処 理 またはOAに 関係 した秘 書 の養 成 を目標 に した学 科 を設置 して い る と ころが6校 あっ

た。 そ の1っ の科 白 と単 位数 が 図表23で ある。 「情報 処 理秘 書 科 」とはい う ものx、 そ の 内容

は か な りOA寄 りで ある。 パ ソコ ン、 ワー プ ロはい うま で もな く「AV機 器 活 用 」や 「図表 化法 」

な どの 科 目が 入 っ てい るの は、 い か に もOA志 向 とい う感 じがす る。

図表23の 例 に近 い が、 さ らにCOBOLの プ ログ ラ ミング科 目を 加 え てい るの が、東 放 学園

専 門学校OA秘 書 科 で あ る。 ま た、情 報 処 理科 の内容 にほx'匹 敵 す る ほ ど情 報 処理 寄 りの科 目で

構成 され てい るの が、 朝 日コ ン ピュ ータ ・ス クー ルの 情 報秘 書 科 で ある。

図表23早 稲田速記学校の 「情報処理秘書科」の科目と単位数

1年 次

教 科 名 前 期 後 期

秘 書 概 説 2 2

経 営 概 説 2 2

OA概 説 2 一

国 語 表 記 2 2

ビ ジ ネ ス 文 章 法 2 2

文 書 実 務 2 2

ワ ー プ ロ 4 4

英 文 タ イ プ 2 2

パ ソ コ ン 基 礎 4 一

パ ソ コ ン 演 習 一 4

実 用 英 語 2 2

簿 記`会 計 4 4

人 間 理 解 一

、

2

合 計 単 位 数 28 28

年 次 合 計 単 位 数 56

2年 次

教 科 名 前 期 後 期

秘 書 実 務 2 2

経 営 法 規 2 2

AV機 器 活 用 2 一

マ ー ケ ッ テ ィ ン グ 2 2

デ ー タ ベ ー ス 活 用 2 2

要 約 法 一 2

ワ ー プ ロ 4 4

図 表 化 法 2 一

パ ソ コ ン 図 表 イヒ 法 一 2

パ ソ コ ン 演 習 6 6

実 用 英 語 2 2

管 理 会 計 2 2

問 題 解 決 法 2 一

聴 き 方 話 し 方 2 一

就 職 講 座 2 一

合 計 単 位 数 32 26

年 次 合 計 単 位 数 58
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5.企 業 か ら み た コ ン ピ ュ ー タ 専 修 学 校

これ ま で 「学 校案 内 」か らみ た コ ン ピュー タ専修 学校 の実 態 を 報告 して きたが、 こ こでは 雇 用者 の

立場 に ある企 業 が どの よ うに み て い るか を報 告す る。 っ ま り、 コ ン ピェ一 夕学校卒 業 生の 採 用状 況 、

採用 ・不採用 の 理 由、 採 用 後 の評 価 にっ いて み る。 こXで 報告 す るア ンケー ト ・デー タは、(社)日 本

デ ー タ ・プ ロセ シ ング協会 が昭 和57年10月13日 ～11月15日 にわた って、 コ ンピ ュー タ部 門

管理 者対 象 に調 査 し、 昭和58年3月 に報告 した もの に も とつい てい る。

5.1卒 業生 の採 用 状 況

将 来 情報 処理 技 術 者 に なる こ とを 目標 に コ ン ピ ュータの 教 育 を受 けた 卒 業生 を企 業 は どの 程度 採

用 してい る ので あろ うか(図 表24)。 「ほS'ts年 採 用 」は6.2%と 意 外 に少 な い。 業 種 区 分 が示

され てい ない の で憶 測 に な っ て しま うが、 これ は ソフ トウ ェア会 社 や計算 セ ンターの 会社 に多 いの

で は なか ろ うか、 逆 に、 「採 用 した こ とが ない 」が、 半数 近 くの46.3%あ る。 日本 の企 業 の場 合 、

終 身雇用 がた て前 に な って いる。 従 っ て、不 要 に な った人で も解 雇 で き ない。 そ の代 り、職 種 転 換

を して他 の職 場 や職 種 で貢献 して も ら う。 そ のた め には、 特 殊 なス ペ シャ リス トや 技術 者 は で き る

だけ かか えた くない とい う理 由が ある。 職種 転換 が や りや す い ジ ェネ ラ リス トの 方 を好 む。 ホ ワ イ

トカ ラーの職 種 で は、 とりわ け この傾 向が 強い。 そ のた めに 、一 般 企業 では特 定技 術 色 が きわ立 つ

専修 学 校卒 を敬 遠 す るの で あろ う。

図 表24コ ンピュ ー タ専門学 校 生 の採 用 状況

わ か ら な い8社(1.6%

r

.∠ぐ露

∠ ＼聯
'、

今 まで何 回 か採 用

94社(193%)

、 採 用 した こ とは な い、
225社(463%)

無職
採 用 した こ とがあ る

129社(265%)

(回 答会社数=

(出 所:「 コ ン ピュー タ部 門 と実 務 担 当者 の実 態 と意 識 に関 す る調 査研 究 報告 書.」昭 和58年

3月 一 ㊨ 日本 デ ー タ ・プ ロセ シ ング協会 一)
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5.2卒 業生 の採 用 ・不採 用 の理 由

コ ンピュ ータ専 修学 校 の 卒業 生 を過 去 採 用 した こ との あ る企 業 に対 して、 採用 理 由を た ずね た結

果 が、 図表25で あ る。

「基礎 知 識 と技術 が あ り、 使 い 易い 」を4分 の3以 上 の企 業 が 支持 してい る。 また、 「即戦 力 に

な る 」が これ に続 く.日 本 　クル ー ト ・セ ンタ で専 修学 校 全般 に わた って調 査 した結果 で も良 く似

た結 果が 出て い る。 「学 ん で きた 知識 ・技 術 が役 立 って い る 」が80%、 「仕 事 に関 す る理 解 力は

他 の 学卒 者 に 比べ て劣 らない 」が73.7%、 「仕 事 に対 す る態度 が よ く しっ け られ てい る 」が39.

8%で ある。

図 表25コ ン ピュ ータ専 門学 校卒 業 生 を採 用 す る理 由

パ ーセ ン ト

採 用理 由 20406080
1111

基 礎知 識 と技 術 が あ り,使 い易 い 224社(75.9%)

即戦 力に な る 103(34.9)

48(163)

31(ユ α5)

-

23(7.8)

一

]・ ・…

1・・…

2(07)

-

20(6.8)

一

戦業 人 として の 自覚 が 高 い

他から適当な人材 が集 まらない

管理 の面 で あ ま り苦 労 しな い ですむ

定着力が高い

採来性 がある

比較的安い賃金でや とえる

そ の 他

(回 答 会社 数=295:2つ まで 回答,延468)

(出 所:「 コンビ三一タ部 門 と実 務 担 当 者 の実態 と意識 に関 す る調 査研 究 報告 書 」)

、

一方
、 コ ンピ ュー タ専修 学校 の 卒 業 生 を採 用 しない理 由 を ま とめ たの が、 図 表26で ある。

「会社 の性格 上、 特 殊 な技術 者 は不 要 」、 「特 別 な知 識 や技 術 を必 要 と しない 」お よび 「会社 の

方 針 で専 門学校 は採 らな い 」が ペ ス ト3で ある.こ れ らの理 由 は・ 前述 した終 擁 用 を前提 と して

い るた め スペ シャ リス トを歓 迎 しない こ とにいず れ も起 因 して い る と思 われ る。

「レベ ルが わか らない 」、 「専pr学 校 の こ とは わか らない 」とい う理 由 もあ る・ 専修 学 校 は〈 わ

か りに くい学校 〉 とい う定 評 が あ る。 これ は、 次 の よ うな理 由 に よる もの とみ られ てい る。

一234一



① 専修 学校 制 度 が制 定 され た のが 昭 和51年 と新 し く、 ま だ+分 浸 透 しきれ てい ない。

② 家政 、 醸 実 務南 生 ・医療 、工 業技 術、 モ ー ・渇 光 ・茶 道 樺 道 煙 るま で非 常 砿 範 で

多様 な学 校 を含 ん で いる。

③ 各学 校 ごとの レベ ル差 が 大 きす ぎ る。 しか もラ ンクづけ が むず か しい。

④ 専 修 学校 自体が 、 入学 募 集 のPRに は 熱 心 で あ るが、 雇用 者 で あ る企 業 に対 しては さ ほ どの 教

宣 活 動 を してい ない。

図 表26コ ン ピュー タ専 門 学校 卒業 生 を採 用 しない理 由

パ ー セ ン ト

不 採 用 の理 由
10203040

1111

会社の性格上,特 殊な技術者は不要 96社(3τ5%)

特別な知識や技術を必要 としない 71(27.7)

会社 の方針 で専門学校は採らない 48(i&8)

専門学校 まで手が回らない 45(1τ6)

35(1a7)

22(86)

20(τ8)

〉-

10(39)
-

32(125)

レベル が わ か らな い

専 門学校 の こ とは わ か らな い

優秀な人材が少ない

専 門学校 とのル ー トが な い

そ の 他

(回 答会 社 数=256:2つ ま で回答,延379)

(出 所:「 コンピュー タ部 門 と実 務 担 当 者の実 態 と意識 に関 す る調 査研究 報 告 書 」)

5.3卒 業 生 採用 後の 評 価

コ ンピュ ータ専 修 学校 の卒 業 生 を受 け 入れ た 企 業側 の評 価 を 要約 した の が、図 表27で ある。

「ま あま あ よくや って い る 」と 「 よ くや って い る 」を合 わせ る と6割 以上 に なる。 「少 ししか使

え ない 」、 「使 い もの にな らない 」と評 価 す る ところは 丁度1割 で ある。

一 般 に専 修学 校卒 業生 の長 所 と して次 の よう な もの が示 され てい る。

① 仕 事 を覚 えた り、仕 事 に な じむの が はや い。

② 大卒 よ り も長 期勤続 の期待 が もてる(特 に女性 の場 合)。

③ 学 歴 意識 や 甘 え が弱 い の で、使 いや す い。

一235一



④ 訓 練 され た高 卒 で ある(高 卒 の ニー ズ を充 足 で きる)。

⑤ 地 元 の労働 力 と して期待 で きる。

一 方
、欠 点 と しては 次の よ うなこ とが指 摘 され て いる。

① 専 修学 校 卒は 、 一般 にっ ぶ しが きか ない。

② 教 養や 物 の考 え方、 人間 的幅 な どの面 で大 卒 よ り見劣 りが す る。

③ 学校 格 差 が大 きい。 ひ とこ ろ よ りも小 さ くは なっ て きてい る が、 当 りは ずれ が大 きい。

図 表27コ ン ビ=一 夕専門学 校卒 業生 採 用 後 の評 価

普 通

82社(29.

(回 答会社数=281)

(出 所:「 コ ン ピュー タ部 門 と実 務 担当 者 の実 態 と意 識 に関す る調 査研 究 報告書 」)
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6.今 後 の 課 題

コ ン ピュ ータ専 修学 校 の 実態 と企 業の管理 者 が みた コ ン ピ ュー タ学 校卒 業 生 の評 価 に っい て報 告 し

て きたが 、 最後 に コ ン ピュー タ専 門学 校 に対 す る今 後 の課 題 に っ い て要 約 して お く。 ここで述 べ る課

題 は、 あ くま で雇 用 者の 立場 か らの 期待 で あ り、 要望 で も ある。

6.1カ リキ ュラ ム 、 内容面 で の課 題

6.1.1専 門科 目 に関 して

(1)た とえ、 専 門科 目で あ って も、 も っと基本 を重 視 すべ きで ある。 余 りに も広範 囲 に な りす ぎ、

焦 点 が しぼ りきれ てい ない 学校 が 目立 っ。 あれ も これ もと欲 ば った り、 二 兎を追 うや り方 は 禁

物 で あ る。 た とえば、 同 時 に2種 類 以上 の プログ ラム 言語 を並行 的 に 教 え る な どが平 気 で行 わ

れ てい る。 大切 な こ とは、1っ の 言語 が ま ず使 い こ なせ る よ うにす る こ とで ある。3っ も4っ

も言語 を教 え る必 要 は毛頭 ない。1っ の 言語 だ けが 駆 使 で きれ ば、 企業 は大 助 か りな ので あ る。

② 中途 半 端 な教 え方 は駄 目で あ る。 あれ も これ も教 わ った が、 いずれ も手 が 動 か ない、 自信 が

持 て ない とい った卒 業 生がけ っ こ ういる。1っ の操 作 で もよい、1っ の プ ログ ラ ムで も よい 、

自 らの 努 力 で ちゃん と動か せ た とい う成功 体 験 を味 わせ、 そ れ を踏台 に どん どん 自信 を持 た せ

る よ うに し てほ しい。 生半 可 な十の 知 識 よ りも、 自身の あ る1っ の 行動 の 方が は るか に貴 重 で

ある

(3)情 報 処 理 技 術 や手 法 は 目ま ぐる し く変化 す る。 そ のた め、 十年一 日の 教 育 内容 で あ っ ては な

らない。 で きる だけ 、 最新 の技術 や手 法 を取 込 ん だ カ リキ ュ ラムに して欲 しい。 毎 年1回 は カ

リキ ュ ラムの レ ビュ ー を行 い、 最新 の技術 や手 法 に 更新 す る とい った努 力 が望 まれ る。 十 年 以

上 前 の ガ リキ ュ ラム では な いか と思 わ れ る もの がけ っ こ うあ る。 会話型 計算 シス テ ム、 仮想 計

算機 、 デー タベ ー ス、 デ ー タ通 信や ネ ッ トワー クな どは当 然科 目に と りあげ られ て しか るぺ き

なの に、 大抵 の学 校 で無 視 され てい る。 ま してや、 構 造 化 プ ログ ラ ミン グや 構造 化 設計 が欠 落

して い るの には、 驚 くばか りで あ る。

(4)コ ン ピュ ー タの ハー ドに しろ、 ソフ トに しろ、 ア ー キテ クチ ャ的観 点 か らア プ ローチ す る こ

とが必 要 で ある。 あ らゆる 種 類 の機 種 や制 御 プログ ラ ム を列挙 して も意味 は ない。 それ らの 中

に流れ てい る共 通 的 な設計 思 想 や特異 な設計 思 想 を把 握 させ る こと こそ が肝 要 で あ る。

(5}SE向 け の学 科 と銘 うった もの は、 け っ こ うある が、 そ の科 目内容 がSEに ふ さ わ しい もの

にな っ てい る学 科 は 皆無 に等 しい。 とい うよ り も、 学 校 側 が考 えてい るSE像 と企 業 が求 め て

い るSE像 とに大 きな かい 離 が ある よ うだ。 学 校側 は 、SEを プ・グ ラマの 延 長上 に 置 き、 技

術 的 に強 い上 級 プ ログ ラマ とい った感 じで と らえて い る。 しか し、 企業 では プ ログ ラ マの守 備

範 囲 とは大 き く異 なっ た仕事 の分 野 が こ なせ るSEを 求 め て いる。 今企 業 が どの よ うなSEを

追 求 して い る のか を十 分研 究 し、 それ にふ さ わ しいSE教 育 に シ フ トして欲 しい。
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6.1,2一 般 科 目に関 して

Cl)一 般 科 目はつ け た しで あって は な らな い。 実 際は 、他 の学 科 の一 般科 目をそ の まS流 用 した

とい った ところが 多い 。 しか し、 この一 般科 目こそ重 視 してほしい。情報 技 術 者 と して、 ビジ ネ

ス マ ン と して、 一般 社 会 人 と して必 要 な教 養 や物 の見 方 を しっか ら定着 させ る こ とだ。

(2)こ の 一般科 目に こそ、大 学教 育に み られ ない、 ある いは他 の専 修 学 校 にみ られ ない 特徴 を 出

す べ きだ。 しか も、 情 報 処 理技 術 者 と して も、 ビ ジネス マ ンと して も必 須 とな る よ うな一 般 的

能 力、 定年 ま で役立 っ 長 持 ちの す る能 力 、 いか なる仕事 の 中で も生 きる能 力 を開発 す る よ うな

科 目 を設 差 すべ きで あ る。 具 体 的 には 、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンや プ レゼ ンテ ー シ ョン能 力、 技 術

実 習の作 成 能 力、 問題 発 見 や 問題解 決能 力 な どを開発 す る科 目で あ る。

6.2教 育手 法面 、技 術面 て の課 題

(1)科 目名 と授 業 時間数 ない しは単 位数 を見 較 べ てみ る と、 プ ログ ラミ ング実 習や オペ レー ショ ン

実 習の科 目を除 いて大 半 が知 識注 入 式 の教 育 に な って い る よ うに 思われ る。 科 目の数 を制限 して

も、 や らせ る教 育(Doing主 体 の教育)に 重 点 を置 くべ きで ある。

② 個 人課題 で や らせ る こ とも重 要で あ る が、 グルー プで討議 した り、チ ー ム で研 究 解決 させ る技

法 をふ ん だん に組み 込 むべ きで あ る。 と りわ け 、 この訓 練 はSEに と っては不 可 欠 で あ る。 シス

テ ム分 析 や 設計 に 関 しては、 テ ー マ研 究 や事 例 研究 、 問題 発 見や解 決 の課題 をで きるだけ 多 く与

え、 グ ル ー プで 学 習 させ る こ とで ある。 個 人 の能 力 を集 団の 能 力 にイ ンテ グ レー トし、 チ ー ムカ

が発 揮 で きる人材 、 チ ー ムを ま とめ引 っぱ って行 くこ との で きる人材 に すべ きで ある。

(3}各 種 コ ンテ ス トな どを催 し、 発 表場 面 の機 会 を多 くしてや る こ とも重 要 で あ る。 個 人の ノ ウハ

ウを組 織 の ノ ウハ ウに す る能 力 、 プ レ ゼ ンテー シ ョンを通 じてエ ン ド・ユー ザ や関 係 者 を説 得 す

る能 力 が 情 報処理 技 術 者 に強 く求 め られ てい る。 と りわ けSEが そ うで ある。 ま た、 自分 のや っ

た こ とを ま とめ させ た り、文 書 化 さ せた りの機 会 も多 く して や る こ とだ。

6.3教 材 、教 具 に関す る課 題

(1)情 報 処理 の 分 野 が拡大 すれ ば す るだ け 、必 要 な教 育 科 目 が増 え て くる。 そ うな る とます ま す 消

化不 良 を起す 可 能性 も増 す し、2年 制 とい う年 限 で は対 応 で き な くなるか も知 れ な い。 今 後の1

っの や り方 と しては 、 専 門必 須 科 目で は本 当 に基 本 に なる共 通 的 な ものだ け をや り、 他 は専 門 選

択科 目に して、 ニ ーズ に応 じた 選択 科 目をふ ん だん に用 意 す べ きで ある。 た だ し、 選択 科 目を 多

くす る と講 師 の 問題 や 定数 確 保 の 問題 が生 じる。 そ こで、 選択 科 目の大 半 は 自習用 教材 を用 い て

学 習 で きる よ うな体 制 を工夫 す る こ とだ。

〈2)教 育 効果 ・効率 を左 右 す る大 き な決 め手 の1っ が、 実 習 用 の各種 機 器 で あ る。本 当 に教 育効 果

を期待 す るの で あれ ば、 費 用 はか 、って も実 習用 機 器 に十 分 な投 資 をす るべ きで ある。 しか も、

最新 の ソフ トや機 能 を用 い た実 習 が で きる新 しい機 器 を導 入す る こ とで あ る。 今 回 の調 査 では 、
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47校 中13校 しかTSS端 末 を設 置 して いなか った。 と ころが、 企 業で はTSS機 能 を用 い て

会 話 方 式 で プ ログ ラム を開発 す るの が全 く普 通 に な っ て きて いる。 パ ッチ 方式 で プ ログ ラム を開

発 した り、 テ ス トした りす るの は最 早 ご く一 部 に限 られ て い る。 に もか ＼わ らず、 専 修学 校 で は

相 変 らず 旧来 と同 じ方 式で の実 習で ある と した ら、 相 当問題 で ある。

〔3)新 しい情 報 や知 識 を正 し くかっ 効率 よく伝 達 し、 しか もそれ らの記憶 保 持率 を高 め るの に は、

視聴 覚 教材 を有 効 に活 かす こ とで ある。 この面 で専 修 学 校 は ま だま だ とい えそ うだ。 最 新 の 技 術

を教 え る にふ さわ しい視 聴 覚 教材 を活用 し、 効 果 を高 め る よ うに工 夫 す る こ とが大 切 で ある。

6.4そ の 他 の課 題

(1)講 師 には 、 実 務経験 者 をで きるだ け 登用 す る こ とで ある。即 戦 力 に なる職 業 教育 を施す の に は、

企 業 ニ ー ズ に精通 した 実務 経 験 者 を活 か した方 が よい。 現実 の仕 事 の内 容 か らか け離 れ た内 容 で

教 育 さ れ る と、 企業 に入 っ てか ら初 歩 か らや り直 さ ざ る を得 な くな る。

② それ ぞれ の 学 校 が、 特 色 あ る教 育 を工夫 す る こ'とだ。 我 が校 は、 この面 では 他 の どの コ ン ピュ

ー タ学 校 よ り も秀 れ て い る とい った個性 あ る特 色 を持 った学 校 に しない と、 恐 ら く生 き残 る こ と

はで き ない で あろ う。 今 後 もます ます 専修 学 校 が 増 え、相 互 の競 争は激 し くな る。 一 方 、高 卒 の

人数 は 年 々確 実 に減 っ てい く。 こう した中 で着 実 に応 募 者 を確 保 し、 それ な りの評 価 を得 て行 く

た め には、 他 の学 校 の物 ま ね や追随 で あ っては 駄 目だ。 特 色 の ある科 目内 容 を工夫 す る ことで あ

る。

(3)前 に も指摘 した よ うに、応 募 す る学生へ のPRも 必要 で ある が、 もっ とも っ と企 業 に知 っ て も

ら う努 力 をす る必 要 が ある。 〈 わか りに くい学 校 〉 か ら脱 却す る ことが、 評 価 を得 るた め の第1

歩 で もある。

〈 参考 資料 〉

〔1〕 「コ ン ピ ュー タ部門 と実 務 担 当者 の実態 と意 識 に関 す る調 査研 究 報告 書 」、(社)日 本 デー タ ・

プ ロセ シ ング協 会、 昭和58年3月 、Pl30～P132

〔2〕 月 刊 「 リク ル ー ト」、 日本 リクル ー トセ ン タ ー、1980年8月 、P23～P37

〔3〕 専 修 学校 各 種 学 校 ガ イ ド、 自由国 民 社、1983
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資料1情 報処理関係専修学校一覧

北 海 道 ・東 北

札幌経理専門学校
麓

011-711-6070

・@065

札幌市東区北11東6

札幌ソフ トウェア専門学校
琶

Oll-231-7085

@060

札幌市中央区北5条 西13丁 目

学校法人
日本工学院北海道専門学校

貧

01438-8-0888

彰059-03

登別 市 札 内町184-3

北海道経営専門学校
貧

011-821-2155

⇔062
札幌市豊平区平岸3条2-5

北海道産業専門学校
貧

01137-2-3113

●061-11

札 幌 郡広 島町 手 中の 沢

北海道スクールオブビジネス専門学校
倉

011-821-2155

⑥062
札幌市豊平区平岸3条2丁 目

専修学校
北海道電子計算機専門学校

貧

011-831-5511

藪003
札幌市白石区菊水6条3-4-28

北海道電子工学専門学院 011-711-6015
愚065
札幌市東区北26条 東12

北海道簿記専門学校
童

Ol1-561-7105

⑥064
札幌市中央区南8西16

学校法人 菅原学園
仙台電子専門学校

霞

0222-65-3333

⇔980

仙台 市 本 町2-10-1

学校法人
東北商科専門学校

窟

0222-63-5701

⑮980

仙 台 市 二 日町2-2

東北電子計算機専門学校
貧

0222-62-5218

壱980

仙 台 市 大 町1-2-23

学校法人 谷村学院
電子技術専門学校

㊤

Ol98-23-4381

壱025

花巻市仲町12-34

斎藤学園
東北電子 ビジネス専門学校

麓

0235-22-0242

壷997
鶴岡市大字大宝寺切添53-1
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関 東(東 京 除 く)甲 信 越

学校法人 岩崎学園
情報科学専門学校

貧

045-311-556ユ

ゼ220

横 浜 市 西 区北 幸1-2-7

日 本 ビ ジ ネ ス ・ス ク ー ル

貧

045-319-5329

壱220

横 浜市 西 区 北幸1-4-1天 理 ビル18F

学校法人
横浜アカデミー専門学校

貧

045-311-5361

⑮221
横浜市神奈川区鶴屋町3-32

横 浜 コ ン ピ ュ ー タ ・ア カ デ ミー

㊤

045-314-6531

●220

横 浜 市 西 区北 幸2-9-40

横浜電算学院
貧

045-314-6531

⑥220横 浜 市 西 区北 幸2-1-22

ナが 才 力 ビル4F

関東理工専門学校
麓

0471-88-2143

壱302
取手市井野2161

学校法人 専修学校
水戸経理専門学校

麓

0292-21-8771

⑮310

水 戸 市浜 田2-11-18

水戸 コ ン ピュー タ専 門学 校

竃

0292-26-3745

壱310

水戸 市 城 南2-11

学校 法 入 専 修 学校

東 日本 ビ ジネ ス ・ア カデ ミー

貧

0272-21-7000

⑥371

前 橋市 南 町3-13-22

上 越経 理 コ ン ピュー タ学 院

ぽ

0255-22-4511

壱943

上 越 市本 町5-2-2

専修学校
長岡ビジネス専門学校

麓

0258-35-1055

尋940

長 岡 市 大手 通2-4-9

専修学校
新潟商科電算専門学校

ぽ

0252-47-0011

⑥950

新潟 市 花 園1-3-22

専修学校
新潟電子計算機専門学校

麓

0252-41-ll81

⇔950

新潟 市 弁 天2-3-13

専修学校
新潟ビジネス専門学校

麓

0252-41-2131

壱950

新 潟 市万 代1-2-22
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東 京 (■)

朝 日エ ム ケー シー㈱ 東 京校

朝 日 コ ン ピュー タ ース クー ル

㊤

496-6611

⑮150渋 谷 区神 南1-19-4

日本生 命 渋 谷 アネ ックス

学校法人 専門学校
大原簿記学校

貧

291-7981

壱101

千代 田 区西 神 田1-2

コ ン ピ ュ ー タ ・ビ ジ ネ ス ・ア カ デ ミ ー

奮

344-1821

彰160-91

新 宿 区西 新宿2-6-1

工学院大学専門学校
貧

342-1217

壷160

新 宿 区西 新宿1-24-2

学校法人
東京工学院 情報専門学校

竃

370-8079

⑥151

渋 谷 区代 々木2-21-5

新宿ビジネス学院
貧

344-5757

壱160

新 宿 区西 新宿1-4-11揚

学校法人 駿河台学園
駿台電算専門学校

麓

293-1571

彰101
千代田区神田駿河台2-1

学校法人 専門学校
中央工学校

麓

905-1511

⇔114

北 区王子 本 町1-26-1

学校法人 千代田学園
千代田工科芸術専門学校

貧

842-3111

⑥110

台東 区 下谷1-5

学校法人
東京会計専門学校

窟

624-5441

壱130

墨 田区錦 糸2-13-7

学校法人
東京工科専門学校

ぽ

360-0451

⑥164

中野 区 中野6-21-16

東京工学院専門学校
窟

309-2626

■151

渋 谷 区代 々木1-35-4

学校法人
東京商科学院専門学校

⑳

294-4091

壱101
千代田区神田神保町1-50

学校法人
東京情報経理専門学校

貧

984-6211

尋171

豊 島 区南池 袋2-8-9

学校法人 専門学枝
葉京スクールオブビジネス

貧

370-2222

●151

渋谷 区代 々木1-56

学校法人
東京電機大学 電機学校

㊤

813-6914

壱112

文京 区後楽1-7-26

学校法人
東京電子専門学校

箆

982-3131

⑥170

豊島 区東 池 袋3-6-1

東京 ビ ジネ ス カ レ ッ ジ
㊤

213-4722

壱100

千代 田 区一 ツ橋1-1-1も
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東 京 (2)

東 京 ビジ ネ ス ス クー ル

貧

343-0733

●160

新宿 区西 新宿1-9-12A第 一 大 正 ビル2F

学校法人
東京理工専門学校

奮

455-0221

●108

港 区芝5-26-16

東放学園専門学校
奮

343-2611

壱168

杉 並 区和 泉2-4-1

専門学校
中野スクールオプビジネス

面

464-4007

●150

渋谷 区道 玄坂2-3-1

学校法人
日本工学院専門学校

面

732-ll11

●144

大 田 区西 蒲 田5-23-22
1

学校法人 渋谷教育学園
田本コンピュータ学園

.

⑳

407-4248

●150

渋 谷 区渋 谷1-21-18
1

日本情報技術専門学院
⑳

498-3938

●150

渋谷 区 渋谷3-28-8

1

学校法人
日本電子専門学校

塗

363-7761

彰160

新 宿 区百 人町1-25-4

学校法人
日本 ビジネス専門学校

衝

400-2141

●107

港 区 南青 山6-7-13

富士タイピス ト専門学校
塗

295-1141

壱101
千代田区神田駿河台4-2

富士通電算機専門学院
寅

735-1111

壱144

大 田 区新蒲 田1-17-25

1

学校法人 村田学園
村田簿記学校

1

貧

264-3161

1

㊨101

千代田区神田神保町2-14

学校法人
安田工業専門学校

琶

642-2666

●130

墨 田 区横網2-2-25

学校法人 川口学園
早稲田速記学校

貧

208-8461

●171

豊 島区 高 田3-10-12

早稲田電子専門学校
貧

358-6312

⑰160

新 宿 区四谷2-3-6パ レム四 谷2F

バ ク ピ

コ ンピ ュ一 夕専 門学 院

貧

940-6770

壱170

豊 島 区北 大塚1-15-6

一244一



中 音B (名 古 屋 除 く)

国際観光専門学校 熱海校
貧

0557-82-3185

壱413
熱海市田原本町9-1

学校法人
静岡産業技術専門学校

貧

0542-61-8222

⑥420

静岡市宮前町73

日本情報技術専門学院 浜松校
ぽ

0534-54-7761

衝430

浜松市鍛冶町20日 本生命ピル5F

沼津情報専門学校
貧

0559-24-1551

愚410

沼津市寿町2-7

四B市 情報ビジネス専門学校
麿

0593-53-4311

蘂510

四 日市 市 浜 田 町13-29

日本情報技術専門学院 金沢校
童

0762-21-0955

壱920
金沢市高田町1-33明 治生命ビル7F

日本 ビジ ネス ・ス クー ル 金 沢

日本 ビジ ネス ・ス クー ル 福 井

⑳

0762-22-0380

0776-26-6272

⑥920

金 沢 市尾 張 町1-2-8

壱911福 井 市 中央1-9-1三 喜本 館3F

北陸工業専門学校
麓

0766-67-6200

●932
小矢部市蓮沼75

近 畿 (大 阪 除 く)

専修学校
京都コンピュータ技術専門学校

㊤

075-255-0005

壷604
京都市中京区3条 新町角

京都情報工学院
ぽ

075-255-0051

衝604京 都市中京区3条 河原町東入ル
クカセビル5F

専修学校 京都コンピュータ学院
情報工学専門学校
情報処理専門学校

075-711-Ol61
075-751-0555
075-751-1121

⑮606京 都市左京区下鴨本町17
壱606京 都市左京区川端通り加茂大橋下ル
壷606京 都市左京区浄土寺馬場町1

学校法人
神戸経理コンピュータ専門学校

㊤

078-241-9811

■651
神戸市中央区琴ノ緒町5-7-1

神戸国際ビジネス学院
蜜

078-242-5178

壱651

神 戸 市 中央 区琴 ノ緒 町5-3-5

学校法人 専修学校
神戸電子専門学校

⑯

078-242-0014

壱650

神戸 市 中 央 区 山本通1-6-35

姫路経理専門学校
麓

0792-22-1185

⇔670

姫 路市 阿 保 甲499-4

休 校 中

滋賀 コ ン ピュ ーク学 院

麓

07496-2-6662

⑮526

長 浜市 平 方 町1135-16

一245一



名 古 屋

国際観光専門学校 名古屋校

|

塗

052-583-8781

⑥450

名古屋市中村区名駅南2-2-26

中部工業大学工業専門学校
㊤

052-251-8551

壱460

名 古屋 市 中区 千代 田5-14-22

東京 ビジネス ・スク ール名 古屋 本校

倉

052-563-2097

壱450
名古屋市中村区名駅3-22-8

専門学校
名古屋情報経理専門学校

貧

052-263-9500

⑥460

名 古屋 市 中 区栄4-15-14

学校法人 中西学園
名古屋総合ビジネス専門学校

寅

052-241-7241

壱460

名 古屋 市 中 区新栄1-9-6

専修学校
名古屋電気通信工学院

麿

052-681-1311

壱456
名古屋市熱田区神宮4-7-21

専修学校
名古屋電子計算機専門学校

麓

052-681-9500

尋456

名 古 屋市 熱 田 区大宝4-19-14

名古屋法経専門学校
奮

052-823-3561

壷467
名古屋市瑞穂区熱田東町

中 国

コ ンピュー タ教 育学 院 広 島校

貧

082-241-3345

⑥730

広島市中央区大手町1-1-14

学校法人 専門学校 上野学園
広島コンピュータ学院
広島会計学院専門学校

ぽ

082-243-3900

082-243-3900

㊨730

広 島 市 中区 国 泰寺 町2-5-23

広 島 市 中区 千 田 町1-2-26

財団法人
広島コンピュータ専門学校

塗

082-291-5050

⑥733
広島市西区横川新町7-12

広島電子専門学校
⑳

082-243-3933

⑥730
広島市中区国泰寺町2-5-23

広島YMCAビ ジネス専門学校

貧

082-223-1292

⑥730
広島市中区八丁堀7-11

日本 ビジネ ス ・ス クー ル 岡 山校

貧

0862-25-4428

壱700

岡山市下石井1-1

一246一



大 阪

朝 日 エ ム ケ ー シ ー ㈱ 大 阪 校

朝 日 コ ン ピ ュ ー タ ー ・ス ク ー ル

⑳

06-244-1438

壱542大 阪市 南 区 南船 場4-2-4

日本生 命 御 堂 筋 ビル

ア ル フ ァ コ ン ピ ュ ー タ 学 院

貧

06-453-5481

壱553

大阪 市福 島 区鷺 州3-7-27

エー ル ビ ジネ ス専 門 学校

'

貧

06-647-0011

壱556

大阪市浪速区難波波中3-13-1

大 阪経 営 コ ンピ ュー タ学 院

倉

06-772-2233

●543
大阪市天王寺区上本町

大阪工業技術専門学校
貧

06-352-0091

壱530
大阪市北区天満1-9-27

西沢学園
大阪コンピュータ専門学校

麓

06-314-0261

⑥530・

大 阪市 北 区 南扇 町3-16

大阪情報経理専門学校
麓

06-305-6591

壱532
大阪市淀川区十三本町3-4-21

大 阪 テ レック ス ・テ レタ イプ高 等 学 院

貧 一

〇6-458-2124

壱553

大阪市福島区福島5-17-22

学校法人 専修学校
大阪電子専門学校 ・

寅

06-779-8484

壱543
大阪市天王寺区寺田町1-7-11

専修学校
大阪電子計算機専門学校

⑳

06-974-2164

画537
大阪市東成区中本1-5-21

大阪 ビジネ ス カ レッジ専 門 学校

貧

06-341-4403

壱530

大阪市北区堂島浜1-1-7

職業訓練法人
関西中央学院,

貧

06-351-8565

⑥530大 阪 市北 区天 神橋3-3-3

高 橋 ビル東3号 館10F

近畿 コ ン ピュ ー タ電 子 学院

奮

0722-73-7500

壷593
大阪府堺市上563-1

コ ン ピュ ータ総 合 学園HAL

塗

06-347-0001

壱530

大阪 市北 区梅 田1-11-4-1400

学校 法人

コ ン ピュー タ ・日本学 院

麓

06-341-0510

壱530大 阪 市 北 区梅 田1-3-1-1100

大 阪駅 前 第1ビ ル 内

東京 ビジネ ス ス クール大 阪本 校'

蜜

06・・345-0733

逼530

大 阪市 北 区梅 田1-3-1

日本 ビジネ ス ・ス ク ール専 門学 校

貧

06-391-0061

壱532

大 阪市 淀川 区 宮原4-4-65

専修学校
日本理工情報専門学校
大阪日本コンピュータ専門学校

蜜

06-329-6553

06-329-6553

画533

大 阪 市東 淀川 区大 隅1-1-25

大 阪 市東 淀川 区大 隅1-1-25

読 売 コ ン ピ ュ ー ク ・ス ク ー ル

麓

06-354-0841

-

彰530

大 阪 市北 区東 天 満2-10-41
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九 ナ1¶ シ中 糸亀

学校法人 専修学校
九州工業技術専門学校

㊤

0949-3-3191

㊨822

直方市大字山部751

九 州 ス ク ー ル ・オ ブ ・ビ ジ ネ ス

貧

092-474-9231

≡812

福岡市博多区博多駅前3-8-24

九州電気専門学校
貧

092-471-1901

桓812

福岡市博多区住吉4-4-5

専修学校
九州電子計算機専門学校(福 岡校)
九州電子計算機専門学校(小 倉校)

貧

092-711-0401

093-531-9131

⑥810福 岡市 中央 区 春吉1-11-18

⑥802北 九州 市 小 倉 区浅 野2-4-1

国 際 コ ンピュー タ学院

⑳

092-731-0725

㊨810

福岡市中央区笹岡1-32-19

専修学校
コンピュータ教育学院

蜜

092-761-6036

⑥810
福岡市中央区天神4-5-5

西 日本 ア カデ ミー

貧

092-843-5907

⑥814
福岡市早良区荒江2-9-24

西 日本 コ ンピュー タ学 院

貧

093-551-4684

⑥802
北九州市小倉区京町4-1-2

福岡ビジネス専門学校

窟

092-781-6565

壱810'

福岡 市 中央 区天 神1-10-24 .

福岡ビジネス専門学校

麓

092-841-0505

壱814

福 岡市 早 良 区城 西3-21-8

学校法人 湖東学園
日本情報処理専門学校

麓

0963-83-1808

藪862

熊本市上水前寺1-6-59

日本情報技術専門学院 熊本校
蜜

0963-62-7335

壱862

熊本 市 白 山2-1-1白 山堂 ビル2F

宮崎工業専門学校 宮崎
貧

0985-39-2249

壱880-Ol

宮崎 市 大字 広 原7439

長崎 コ ンピュー タ学 院

麓

0958-28-1647

⑥850

長 崎 市魚 の町7-3

長崎情報処理専門学校
貧

0958-79-1179

壱850

長崎市上戸

九 州 コ ン ピュ ー タ専 門 学 院

竃

0975-32-9771

㊦870

人分市舞鶴

甲南経理専門学校
貧

0992-54-4256

⑥890'

鹿 児 島市 鴨 池1-55-1

CSCコ ンピュー タ学 院

倉

0988-59-0746

愚900

那 覇市 山下 町103-1山 下 ビル2F

－248一



資料2:各 種 コンピュータ学校の概要

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一年以上)

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有コンピュータ

朝 日 コン ピ ュ ータス ク ール

昭 和57年

専 修学 校

① 情報 処 理 科(2年)

②OA科(1年 女)

③ 情報 秘 書 科(2年)

①360名 ②60名 ③180名

①14、50②12、48

③12、48

高卒程 度

一 般常 識
、 作文 、適 性 検査 、

面 接

MELCOM-COSMO700S

(端 末15台)

IF800/3015台

キ ャノ ワ ー ド4515台

名

月

ブ

間

　

校
遮

=

学

設

タ

学

(

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有コンピュ一夕

コンピュ一夕ビジネスア カデ ミー

昭 和53年

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一 年以上)

員

料

格

法

驚

貸
方

舗

学
考

定

入

入

選

↓ム㍗有所

大原簿記学校

専修学校

経理本科

情報処理コース(2年)

パ ソ コ ン

オ フ コ ン

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一年以上)

格

法

員

料驚

貸
方

舗

学
考

定

人

入

選

↓后諏有所

東京工学院情報専門学校

専修学校

情報処理専門科(2年)

情報処理科(1年)

電子計算機科(1年)

高 卒

FACOM230-25

V

80

マ イ コ ン

一249一



学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一年以上)

員

料

)

格

法

燈

貴
方

㌘

学
老

入

選

定

入

夕立パ輌所

新宿ビジネス学院

タ イ ピス ト教 師養 成科

ゼネ ラ リス ト養 成 科

高校在学程度

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科,期 間

(一 年以上)

格

。法

員

智慧

貴

方

㌘

学

考

.

定

入

入

選

↓已叩有所

駿台電算専門学校

専修学校

①情報学科(2年)

昼夜間コース(1年)

40名(各 ク ラス)

高卒

HITACM-160皿

VAX11/780

TSS端 末(50台)

グ ラ フ ィ ック タ ー ミナ ル

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一年以上)

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有 コンピュータ

中央工学校

明治42年(昭 和59年 情報)

専修学校

①女子情報処理科(2年)

①80名(女)

①20、60

高卒 同等

筆 記 試験 、 面 接、

(推 せん 入学有)

IBM4331

1BM555040台

PC-830040台

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一 年以上)

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有コンピュータ

東京会計専門学校

9,9

FM-11

オ ア シ ス100J

－250一



学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科,期 間

(一年以上)

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有コンピュータ

東京商科学院専門学校

昭和37年

専修学校

①情報経理本科(2年)

80名

15、53L

高 卒

書 類 審査

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一年以上)

定 員

入学金,授 業料

て万円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有コンピュータ

東京スクールオブビジネス

専修学校

① ビジネス情報処理科(2年)

①80名

9、46

高卒

出願 順

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一年以上)

格

法

員

料驚

ξ

諸

学
考

定

入

入

選

↓‥諏有所

東京電気大学電気学校

昭和46年(電 子計算機科)

専修学校

①電子工学科(2年)夜

電気工学科

建築設備工学科

①10、23

高卒

書類 選 考、 面 接

FACOM230-15

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一年以上)

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有コンピュータ

東京電子専門学校

昭和21年

専修学校

①電子計算機科(2年)

②電子技術科(2年)

①300名 ②200名

①26、60②26、57

高卒

書 類選考

OKITAC5090D

HITAC8250

〃8150

〃L340

〃M-220H

－251一



学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一年以上)

格

法

員

料驚

貴
方

灘

学
考

定

人

入

選

専修学校

①情報処理科(2年)

②OAオ ベv－ 夕科(1年)

①40名 ②40名

①7、41②6、36

高卒同等

出願順

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一年以上)

格

法

員

料蔑

貸
方

舗

学
者

入

選

定

入

東放学園専門学校

昭和45年

専修学校

①情報処理科(2年)

②情報工学科(

③OA秘 書科(

①20、63②20、57

③14、55

高卒

面接 、 教 養 試験

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一 年以上)

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

東京 ビジネススクール

昭和42年

専修学校

①ワープロOA科(1年)女

②医療情報処理科(〃

③企業

④経理

高卒以上

書類審査、面接(推せん入学)

名

月

プ

間

)

∴

・
凝

学

設

タ

学

(

格

法

員

料驚

貸
方

舗

学
考

入

選

定

入

中野 ス ク ール オ ブ ビジネ ス

昭和25年

専 修学 校

① オ フ コ ンOA科(2年)

② ワープロインス トラクタ科

(2年)

③ 日本 語 ワープ ロ科(1年)

④ 英 語 ワ ープ ロ科(2年)

高卒

書類選考(推 せん入学有)

IBM5550

5120

一252一



学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一 年以上)

員

料

)

格

法

歴

貴
方

舗

学
者

定

八

入

選

日本 電子 工学 院

日本 工 学院 専 門学 校(東 京 校)

昭 和41年(情 報処 理 科)

専修 学校

① 電子 工学 科(2年)

② 情報 通 信科(〃

③ 情報 処理 科(

④ 情報 技 術科(

⑤ 情報 処理 科(1年)

①600⑳0③1120④160⑤120

①21、57②21、57③26、63

④21、58⑤14、63

高卒

書類 選 考

ACOS800/咀

550

MS50

TSS端 末 計226台

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一年以上)

格

法

員

料驚

貴
方

舗

学
者

入

選

定

入

FACOM230-38S

MICRO8(30台)

名

月

プ

間

)

年

期

堤

校

立

イ
㌢

学

設

タ

学

(

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

日本電子専門学校

昭和26年

専修学校

①情報処理科(2年)

②電子工学科

③コンピュータグラフィクス科

(2年)

④電子情報処理科(2年)

YHP-300(端 末38台)

HITACM-160H(端 末20台

NECN520049台

そ の他 オフコン、パソコン多

名

月

プ

間

ー

年

期

肚

校

立

イ
㌢

学

設

タ

学

(

格

法

員

料鷲

資
方

舗

学
者

入

選

定

入

日本 ビジネ ス専 門学 校

昭和44年

専修学 校

① 情 報 処理(2年)

②情報 タ イ プ

③ コンピュータ経 理(

④ コンピュータ経 営(1年)

(他1年 制右)

①② ③ 各60名 ④105名

①10、60② ③10、57

④10、50

高卒

書類 選考(推 せん入学 有)

NEC150/25

マ イ コ ン

一253一



学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一年以上)

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有コンピュータ

富士 タイ ピス ト学 校

日本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ 科

① 基礎 コ ース

② 上級 コ ース

NECNWP-13N

NWP-24N

学 校 名 村由簿記学校

設 立 年 月 明治42年

タ イ フ

学 科 期 間

(一年以上)

員

料

)

格

法

燈

資
方

篤

学
考

入

選

定

入

↓‥㌢有所

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一 年以上)

格

法

員

料蔑

貸
方

㌘

学
者

入

選

定

入

↓烏口有所

富士通電算機専門学校

昭和42年

①システムエン ジニア課程

(1年)

①12、44

高卒程 度

入試 英語 、数 学、 適性検 査

FACOMM-200190な ど

50セ ッ ト

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一 年以上)

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有コンピュータ

川口学園 早稲田速記学校
(早稲田情報ビジネス専門学校)
昭和10年

専修学校

①情報処理秘書科(2年)

①100名

①14、51

高卒 同等

国語 、一 般 常 識

(推 せん入 学有)

一254一



学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一 年以上)

員

料

驚議
定

人

格

法

貴

方

学

者

入

選

所 有 コン ピュー タ

早稲田電子専門学校

昭和59年

専修学校

①情報処理本科(2年)

②情報処理本科(1年)

③情報処理研究科(1年)

①120②120③20

25、60

高卒

書類選考

M-160F端 末20台

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一 年以上)

員

智

慧議
定

人

格

法

貴

方

学

考

入

選

所 有 コン ピュータ

大阪電子専門学校

昭和21年(昭 和41ti#情報)

専修学校

①情報工学科(1年)

②電子工学科(〃)

その他

①380名 ②520名

①21、55②20、54

高卒

数学、一般常識

HITACM160H(TSS30台)

マ イ コ ン 指 導 シ ス テ ム

(PC-800030台)

U1100

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一年以上)

員

斜

格

法

驚

貸
方

舗

学
考

定

入

入

選

所 有 コン ピュータ

関西中央学院

情報処理科 夜間

①初級課程

②受験課程

①7.5、11②7.5、15

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一 年以上)

員

料

驚議
定

人

格

法

貸

方

学

者

入

選

所 有 コン ピュータ

名古 屋 電気通 信工学 院

昭和27年

専修 学校

① 情 報処理 学 科(2年)

② 〃 経 理科(〃)

③ 制御 工学 科(")

④ ロボ ッ ト工 学科(")

⑤ マ イ コ ン技 術科(1年)

⑥ コンピュータ実 務 科(〃)

①200名 ②100③150

麗o鵠 膿1③ ④,3.
52⑤17、47⑥20、51

高卒以 上

書類 選考

FACOMM-170F

〃230-28

〃230-15

パ ソ コ ン

一255一



学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一年以上)

員

智

慧議
定

人

格

法

貴

方

学

者

入

選

所 有 コン ピュー タ

名 古屋 法経 専 門学 校

(名古屋電気通信工学院 と姉妹校)

専 修 学校

① コンビ」.一一タ経理 科(2年)

② オフィスオートメーシ・ン科

(2年)女

③OA実 務 科(1年)

①80名 ②80③80

高卒

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一 年以上)

格

法

員

智慧

貸
方

㌘

学
考

定

入

入

選

所 有 コン ピュー タ

日本工学院北海道専門学校

昭和57年 第一回入学式

専修学校

①情報処理科(2年)

② 〃 ビジネス科(〃)女

③ 〃 工学科(〃)

④電子工学科(〃)

⑤電気工学科(〃)

8描 ㌶ 瓢 、⊇
④80名 ⑤40名 ⑥40名

高卒程度

ACOSシ ス テ ム500

(TSS40台)

NECMS50

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一 年以上)

賃

料

格

法

驚

資
力

舗

学
考

定

入

入

選

所 有 コン ピュー タ

仙 台電 子 専門学校

昭 和45年(コ ンピュータ科)

専 修学 校

① 情報 システム工学 科(2年)

② 情報 科 学科(2年)

③ 医療 電 子科(")

④ 電子 工 学 科(〃)

⑤ コンピュータグラフィック(〃)

他一 年 コ ース あ り

高卒以上

TOSBAC3400-31

FACOM230-15m

OKITAC4300-B

IBM4331

1F80025台

N520060台

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一年以上)

格

法

員

料鷲

貸
方

語

学
考

入

選

定

入

所 有 コン ピュー タ

谷村学院電子技術専門学校

昭和45年(コ ンピュータ科)

専修学校

①コンピュータ科(1年)

②電気通信科(1年)

①40名 ②60名

①13、16②13、16

高卒同等

国語、社会、数学、英語

ACOS77-350

1BMシ ス テ ム38

PC-8000

N5200-05

一256一



学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一 年以上)

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有 コンピュータ

岩 崎学 園 情報 科 学 専 門学校

専 修学 校

① データ通 信 システム科(2年)

② ロボ ッ ト制 御 科(〃)

③ 情報 処理科(〃)

④ コンピュ一夕グラフィックヌ(〃)

⑤ 情報 秘書 科(〃)

⑥ 情報 流 通 システム(〃)

⑦ 情報科学 研究科(各 コース後2年

HITACM-140H

TSS25台

パ ソ コン50台

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一年以上)

定 員

入 学金,授 業 料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 、方 法

所有 コン ピュータ

日本 ビジネススクール横浜 校

専修 学校

① 情 報 処理 科(2年)

② 情 報 タ イプ科(〃)

1年 コース も有

①80名 ②80名

①10、49②10、46

高卒

書 類選考(推 せん入 学)

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一年以上)

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有コンピュータ

関東理工専門学校

専修学校

①コンビュータ工学科(2年)

②情報処理技術科(〃)

学 校 名

設 立 年 月

タ イ プ

学 科,期 間

(一 年以上)

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有コンピュータ

新潟 商 科電算 専 門学校

専修 学校

① 情報処 理専 門科(2年)

② 秘 書 情報科(〃)

③ 電 算情 報 処 理科(1年)

①40名 ②40名 ③40名

①25、30②19、24

③21.30

高卒 以 上

書類 審査 、 面接

ACOSシ ス テ ム300

ワー プ ロ、 マ イ コ ン

一257一



学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一年以上)

格

法

員

料鷲

ξ

諸

学
考

定

入

入

選

所 有 コン ピュータ

新潟ビジネス専門学校

専修学校

情報システム工学科(3年)
ロボット工学科

情報処理科(2年)

情報処理科(1年)

OAタ イプ科

その他

FACOM-EDS-V

パ ソ コ ン

ワ ー ドプ ロセ ッサ

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一年以上)

格

法

員

料驚

貴
方

舗

学
者

定

人

入

選

神戸電子専門学校

昭和33年4月

専修学校

①情報処理専門課程(2年)

②情報工学専門課程(〃

③情報総合専門課程(3年)

夜間部あり(1年)

①20、53② 同 ③ 同

高卒以上

適性、面接

名

月

プ

間

　

∴

・
饗

学

設

タ

学

(

員

斜

格

法

驚

貸
方

㌘

学
考

定

入

入

選

所 有 コン ピュータ

大橋学園
四日市情報ビジネス専門学校

専修学校

①情報ビジネス科(2年)女

②情報経営学科

夜間及び

パソコン科(別 科)有

①20名 ②20名

①10、46'② 同左

高卒以 上

適 性 検 査、 面接

(推 せん 入 学有)

FUJITSUEDS-V

(CRT端 末11台)

パ ソ コン23台

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一年以上)

格

法

員

料蟻

貴
方

㌘

学
考

定

.
入

入

選

日本 情 報処理 専 門学校

昭 和54年

専 修学 校

① 情報 処 理 科

コンピュータコース(2年)

コンピュータ秘書コース(1年)

FACOMV830

BUBCOM/SYSTEM-1

一258一



学 校 名
電子開発学園
(名古屋電子計算機専門学校) 学 校 名

電子開発学園
(大阪電子計算機専門学校)

設 立 年 月 昭和45年 設 立 年 月 昭和56年

タ イ プ 専修学校 タ イ プ 専修学校

学 科,期 間 ①情報システム専門科(3年) 学 科,期 間 ①情報システム専門科(3年)

(一 年 以 上) ② 〃 工学科(2年) (一 年以 上) ②"工 学科(2年)

③情報処理科(1年) ③情報処理科(1年)

ビジネスコンピュータ科(夜1年)

定 員 ①120名 ②480名 ③80名 定 員 ①120名 ②200名 ③80名

入学金,授 業料 ①20、67②20、67 入学金,授 業料 ①20、67②20、67

(万 円/年)
③15、67 (万 円/年) ③15、67

入 学 資 格 高卒以上 入 学 資 格 高卒以上

選 考 方 法 適性検査、面接 選 考 方 法 適性検査、面接

所 有 コン ピュータ ACOSシ ステ ム250 所 有 コン ピュー タ YHP3000-44(端 末8)

MELCOM80-38 パ ソコン40台

パ ソコン110台

学 校 名
電子開発学園
(新潟電子計算機専門学校) 学 校 名

電子開発学園 、
九州電子計算機専門学校

設 立 年 月 昭和45年 設 立 年 月 昭和44年

タ イ プ 専修学校 タ イ ジ 専修学校

学 科,期 間 ①情報システム専門科(3年) 学 科,期 間 ①情報システム専門科(3年)

(一 年 以上) ②情報システム工学科(2年) (一 年以 上) ②"工 学科(2年)

③情報処理科(1年) ③情報処理科(1年)

定 員 ①50名 ②340名 ③60名 定 員 ①120名 ②440名 ③160名

入学金,授 業料 ①20、67②20、67 入学金,授 業料 ①20、67②20、67

(万 円/年) ③15、67 (万 円/年) ③15、67

入 学 資 格 高卒以上 入 学 資 格 高卒以上

選 考 方 法 適性検査、面接 選 考 方 法 適性検査、面接

所 有 コン ピュー タ ACOS250 所 有 コン ピュー タ ACOS250

パ ソコン80台 ACOS200

MELCOM80/38

パ ソ コン79台

一259一



学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一年以上)

格

法

員

料蔑

貴
方

篠

学
考

定

人

入

選

↓已本有所

電子開発学園
九州電子計算機専門学校
昭和57年

専修学校

①情報システム専門科(3年)

② 工学科(2年)

③情報処理科(1年)

①80名 ②280名 ③120名

①20、67②20、67

③15、67

高 卒以 上

適 性 検査 、面 接

ACOS250

パ ソ コン62台

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一年以上)

格

法

員

料驚

ξ

舗

学
考

定

人

入

選

↓‥罪有所

電子開発学園
名古屋情報経理専門学校
昭和55年

専修学校

①情報経理科(2年)

② 〃 ビジネス科(2年)

①300名 ②100名

①13、56② 同左

高 卒以 上

適性 検 査 、 面接

YHP3000一 皿

パ ソ コン59台

学 校 名

設 立 年 月

タ イ フ

学 科 期 間

(一 年以上)

定 員

入学金,授 業料

(万 円/年)

入 学 資 格

選 考 方 法

所有コンピュータ

電子開発学園
北海道電子計算機専門学校
昭和43年

専修学校

①情報システム専門科(3年)

② 工学科(2年)

③情報処理科(1年)

①100名 ②200名 ③100名

①20、67②20、67

③15、67

高卒以 上

適 性検 査 、面接

ACOS350

NIACS100/80

パ ソ コン58台

一260一



資 料3各 種 コンピュー タ学校 の科 目概要

朝 日 コ ン ピ ュ ー タ ス ク ー ル

1年

2年

情 報 処 理 科

コ ン ピ ュ ー タ 科 学 文 化 史 、 情 報 化 社 会 、 コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る英 語1、 数 学 入 門 、 統 計 入 門 、

OR入 門 、 簿 記 ・会 計 入 門 、 簿 記 ・会 計1、 資 料 作 成 法1、OA概 論 、 コ ン ピ ュ ー タ概 論1・

ll、 ソ フ トウ ェ ア概 論1・ll、 デ ー タ 通 信 デ ー タ エ ン ト リー シ ス テ ム概 論 、 入 力 機 器 論 、 シ ス

テ ム 分 析 入 門 、 フ ロ ー チ ャ ー ト入 門 、 フ ロ ー チ ャ ー ト1・ll、 デ ー タ ベ ー ス入 門 、OS概 論1、

COBOL講 義 、COBOL・ 演 習1～VI、COBOL・ 特 殊 講 義1～W、 ア セ ン ブ ラ ・演 習

1～ 田(CAP-X)、 企 業 見 学1、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン、OJT(プ ロ グ ラ ミ ン グ)、COBOL

実 習 、 オ ペ レ ー シ ョ ン実 習 、2種 特 殊 講 義 、 経 済 学 入 門 、 経 営 学 入 門(計840時 間)

コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 英 語H～IV、 数 学 、 統 計 、OR、 資 料 作 成zall、 簿 記 、 会 計n、 未 来 オ

フ ィ ス 論 、 情 報 倫 理 、 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム事 例 研 究 、 入 力 機 器 論 、 シ ス テ ム 設 計1・H、 デ ー

タ ベ ー ス1・ll、OS概 論n～IV、 言語 研 究 選 択(COBOLま た はFORTRAN)、FORT

RAN講 義 、FORTRAN・ 演 習1～W、PL/1講 義 、PL/1 .・ 演 習1～ 皿 、 ア セ ン ブ ラ講 義 、

企 業 見 学ll、 業 務 知 識 、 ア プ リケ ー シ ョ ン、OJT(プ ロ グ ラ ミ ング)、2種 特 殊 講 義 、 人 間

工 学 行 動 科 学 、 論 理 学 、 生 理 学(計840時 間)

OA科

コ ン ピ ュ ー タ科 学 文 化 史 、 情 報 化 社 会 、 コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る英 語 、 簿 記 ・会 計1、 日 本 語 用

語 ・作 文 、 資 料 作 成 法 、 オ フ ィ ス 学 、 作 業 管 理 、OA概 論 、 コ ン ピ ュ ー タ概 論1、 ソ フ トウ ェ

ア 概 論1、 パ ソ コ ン ハ ー ド ウ ェ ア 概 論 、 パ ソ コ ン ソ フ トウ ェ ア 概 論 、 入 力 機 器 論1～W、 デ ー

タ エ ン ト リー シ ス テ ム概 論 、 デ ー タ通 信 、 シ ス テ ム 分 析 入 門 、BASIC演 習 、 日本 語WP実

習 、 タ ッ チ 訓 練 、 企 業 見 学 、 業 務 実 習 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン(計840時 間)

年

年

1

2

情 報 秘 書 科

OA科 に 同 じ

コ ン ピュー タ に関す る英語 、 数 学、 統計 、OR、 簿 記 ・会 計E、 コ ン ピュー タ概 論ll、 ソ フ ト

ウェア概 論ll、OA機 器 論、BASIC・ 演 習、 会話 型 言語 、COBOL講 義 、COBOL・

演 習、BASIC・ 特 殊講 義 、 パ ソコ ン応 用 、企 業 見学 、 企 業 論、業 務 知識 、 業 務実 習 、 ア プ

リケー シ ョ ン、FORTRAN・ 講義 ・演 習、PL/1講 義 、PL/1・ 演 習、 経 済学 入 門、経

営 学入 門、 人間工 学 、 行 動 科学 、 論理 学 、生 理学(計840時 間)
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大 原 簿 記 学 校

経理本科情報処理コース

コ ン ピ ュ 一 夕 ビ ジ ネ ス ア カ デ ミ ー

プ ロ グ ラ マ 育 成 コ ー ス(6ケ 月)

月 科 目 カ リ キ ュ ラ ム

1年 目

4

～

8

簿 記 原 理

4

月

～

6

月

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 入 門

簿 記 概 論

ソ フ ト ウ ェ ア ・ ハ ー ド ウ ェ ア簿 記 通 論

会 社 会 計 原 論
プ ログ ラ ミ ン グ 言 語

帳 簿 組 織 論

ス ト ラ ク チ ャ ー ド プ ロ グ ラ ミ ン グ工 業 簿 記 原 論

個 別 原 価計 算 概 論
マ イ コ ン 実 習

総 合 原 価計 算概 論

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム工業 簿 記 ・原 価 計 算通 論

漢 字 練 成(3月 まで継続授業) デ ー タ ・ ペ ー ス 演 習

電 卓 練 成

7

月

～

9

月

ジ ョ ブ ・ コ ン ト ロ ー ル ・ ラ ン ゲ ー ジ

9

～

3

企業 会 計原 則総 論

損 益 計 算 書各 論 モ ジ ュ ー ル 設 計

貸 借 対 照 表各 論
ア セ ン ブ ラ 言 語

個 別原 価 計算 各 論

シ ス テ ム 設 計総 合原 価 計算 各 論

標 準 原価 計算 各 論
高 度 な プ ロ グ ラ ミン グ 技 法

直接 原 価 計算 各 論

事 例 研 究所 得税 法 基礎 論

法 人税 法 基礎 論

コ ン ピ ュ ー タ 概 論

2年 目

4

～

3

コ ン ピ ュ ー タ 操 作 概 論

コ ン ピ ュ ー タ 実 技1・n・ 田

コ ン ピ ュ ー タ 会 計

会 計 学 通 論

財務 諸 表 規 則精 論

就職対策講座(3月 まで継続授業)

経 営 分 析 概 論

漢 字 練 成(3月 まで継続授業)

電 卓 練 成
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情報処理専 門科

・授業内容(1年 次)

科 目

経 営 学1

経 営 数 学
前

簿 記1

計算機英語1

電子計算機概論1

シス テム設 計A

ORI
期

フ ォ ー ト ラ ン

フ ォ ー トラ ン実 習

経 営 学n

統 計 学
後

簿 記n

計算機英語n

電子計算機概論 ∬

システ ム設計B

ORn
期

コ ボ ル

コ ボ ル 実 習

・授 業 内容(2年 次)

東 京 工 学 院 情 報 専 門 学 校

電 子 計算 機 科 情 報 処 理 科

・授業内容(1年 次)・ 授業内容

計 算 機 英 語1

電 気 回 路1

電子 計 算機 実 習講 義1

電子 計 算機 概 論1

デ ィジ タル回 路1

マ イク ロコ ン ピュ ー タ1

フ ォ ー ワ ン

実 験 実 習

フォー トラン実習

計算機 英 語II

電 気 回 路H

電子計算機実習講義ll

電子計算機概論II

デ ィ ジタ ル回 路fi

マ イク ロコ ン ピュー タt

ア セ ン ブラ入 門

実 験 実 習

マ イ コ ン

・授 業 内容(2年 次)

科 目

電子計算機概論

フ ロ ー チ ャ ー ト1

前
コ ン ピ ュ ー タ数 学1

簿 記1
コ ボ ル1

ラ ン ゲ ー ジ1
期

コ ボ ル 実 習1

ラ ンゲー ジ実習1

シ ス テ ム 設 計

フ ロ ー チ ャ ー トH

後
コ ン ピュ ー タ数 学n

簿 記n
コ ボ ルn

期
ラ ン ゲ ー ジU

コ ボ ル 実 習n

ラ ンゲー ジ実 習H

科 目 科 目

前

期

デ ー タ 通 信1

0A概 論1

計 量 経 済 学1

ア セ ン ブ ラ1

システ ムプ ロ グ ラム1

応 用 プ ログ ラム1

ア セ ンブ ラ実 習

応用 プ ログ ラム実 習

前

期

計 算 機 数 学1

自 動 制 御

マ イク ロコ ンピ ュー タn

ハ ー ドウエア1

ア セ ン ブ ラ1

シ ステ ム プ ログ ラム1

デ ー タ 通 信1

応 用 実 験 実 習

マ イ コ ン 実 習

ア セ ン ブラ実 習

後

期

デ ー タ 通 信n

OA概 論n

計 量 経 済 学n

ア セ ン ブ ラn

システ ムプ ロ グラ ムn

応 用 プ ログ ラ ムn

ア セ ンブ ラ実 習

応 用 プ ログ ラム実 習

● 選 択 科 目

△ 管 理 工 学

後

期

計 算 機 数 学n

自 動 制 御

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タn

ハ ー ド ウ エ アH

ア セ ン ブ ラn

シ ス テ ム プ ロ グ ラ ムn

デ ー タ 通 信n

応 用 実 験 実 習

パー ソナル コ ン ピュー タ実 習

ア セ ン ブ ラ実 習
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駿 台 電 算 専 門 学 校

情 報 学 科

・第1学 年 ・科 目及時 数 〔全60単 位 〕

科目群 科 目

口 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム概 論

回

プ ログ ラミン グ言語

プ ログ ラミ ング実 習

コ ボ ル 言語 ・フ ァイ ルシス テ ム ・実 習

フ ォ ー トラ ン言 語 ・実 習

ア セ ン ブ リ言 語

ア セ ン ブ リ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 習

回
コ ン ピ ュ ー タ 構 成 法 ・実 習

マ イ コ ン構 成 ・実 習

匝]

数 値 解 析

離 散 数 学

技術英語(英 文和訳 ・英作文)

回

デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム

.

シ ス テ ム プ ログ ラ ミ ン グ

コ ン ピ ュ ー タ ・ グ ラ フ ィ ッ ク ス

コ ン ピ ュ ー タ ・ グ ラ フ ィ ック ス ・プ

ロ グ ラ ミ ン グ 実 習

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シス テ ム 設 計

匝]

ア ル ゴ リズ ム ・デ ー タ 構 造

ア ル ゴ リズ ム ・デ ー タ 構 造 実 習
.

言 語 ト ラ ン ス レ ー タ

言 語 トラ ン ス レ ー タ 実 習

・第2学 年 ・科 目及 時間 数 〔全60単 位 〕

科目群 科 目

回

モ ジ ュ ラ ー プ ロ グ ラ ミ ン グ ・実 習

構 造 化 プ ロ グ ラ ミ ン グ

プ ・ グ ラ ミ ン グ 言 語 設 計

回 モ ジ ュ ラ ー 設 計 技 術

回

コ ン ピ ュ ー タ 周 辺 機 器

マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ミ ン グ ・実 習

高 水 準 機 械 語

要 求 工 学

ソ フ ト ウ ェ ア 生 産 管 理 ・実 習

ソ フ ト ウ ェ ア テ ス ト技 法

プ ロ グ ラ ム検 証 法

回
オー トマ ン理 論 ・形 式 言語

グ ラ フ 理 論

回 技 術 英 語

画 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム設 計 ・実 習

画 デ ー タベー スモデ リングデ ザ イ ン ・実 習

国 コ ン ピュー タ ネッ トワ ー ク ・分 散 化 システ ム

国 コ ン ビ 』ユ ー タ ・グ ラ フ ィ ッ ク ス ・実 習

回
卒 業研 究(ゼ ミナ ー ル)・ 実 習

特 論
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校学工央中

女 子 情 報 処 理 科

必修選択
の 別 教科区分 教 科 目

1年 2年 授業時間数
合 計1期 2期 3期 4期

必

修

科

目

一

般

科

目

数 学 2 2 2 108

産 業 心 理 学 2 2 2 108

カ ウ ン セ リ ン グ 2 36

英 会 話 2 2 2 2 144

美 術 史 2 2 72

民 法 概 論 2 36

経 済 概 論 2 36

経 営 概 論 2 2 72

簿 記 会 計 2 2 72

ビ ジ ネ ス 実 務 2 2 2 2 144

ペ ン習字 ・文 章 作 法 2 2 72

生 活 美 学 2 36

合 宿 研 修 27h 27h 54h

専

門

科

目

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 4 72

デ ー タ ベ ー ス 入 門 2 36

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム入 門 2 36

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 2 108

BASIC言 語 2 2 72

オ フ ィ ス オ ー トメ ー シ ョ ン1 2 36

オ フ ィ ス オ ー トメ ー シ ョ ンn 2 36

統 計 入 門 2 36

文 献 講 座 2 36

プ ログ ラ ミン グ実 習 2 4 4 180

ベ ー シ ック言語 実 習 4 4 144

オ フ ィ ス オ ー トメ ー シ ョ ン実 習 2 36

ワ ー ドプ ロセ ッ サ 実 習 4 4 4 216

卒 業 研 究 6 108

選

択

科

目

辰
科
目

仏 会 話 、

、2科 目
選 択

2 2 72

華 道

茶 道
2 2 72

英 文 タ イ プ

専
門
科
目

PASCAL言 語
「

・1科 目選択

'

2 36FORTRAN言 語

PL/1言 語

同 実 習 4 72

週 単 位 時 数 36 36 3028 2,340

合 宿 研 修 27h 27h 54h

年 間(36週)時 数 合 計 1,323 1,071 2,394
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東 京 電 気 大 学 電 気 学 校

電 子 工 学 科

東 京 商 科 学 院 専 門 学 校

情 報 経 理 本 科

コ ン ピ ュ ー タ 演 習

数 学
ビ ジ ネ ス マ ナ ー 基

経 営 分 析 電 気 磁 気
礎

文 書 実 務
回 路 理 論

経 営 通 論 教
電 子 素 子ケ

仕 入 技 術
育 電 子 部 品

在 庫 管 理

人 事 管 理 科 電 子 回 路

財 務 管 理
目

工 業 計 測

マ ネ ジ メ ン ト ・ ゲ ー ム 論 理 回 路

OA概 論

フ ロ ー チ ャ ー ト
回 路 解 析

ハ ー ド ウ エ ア 基 礎

電 子 計 算 機令

コ ン ピ ュ ー タ 基 礎 実 習

専
ワ ー ド プ ロ セ ッ サ 基 礎 実 習 プ ロ グ ラ ミ ン グ

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ ベ イ シ ッ ク1
シ ー ケ ン ス 制 制

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ ベ イ シ ッ クn 門

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ ベ イ シ ッ ク 皿 フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御

プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ コ ボ ル1 教 制 御 機 器

プ ロ グ ラ ミ ン グ'コ ボ ルn
電 機 制 御

ワ ー ド プ ロ セ ッ サ1

育
ワ ー ド プ ロ セ ッ サn

'計 算 機 制 御

.

ワ ー ド プ ロ セ ッ サ 皿 自 動 化 設 計

シ ス テ ム 分 析
科

伝 送 回 路
シ ス テ ム 設 計

法 律 概 論 目 電 子 機 器

企 業 法1

企 業 法n 実 験

計 算 実 務

ペ ン 習 字

卒 業 研 究
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東 京 ス ク ー ル オ ブ ビ ジ ネ ス

ビ ジ ネ ス 情 報 処 理 科

履 習 科 目

OA概 論

OA機 器 各 論1

コ ン ピ ュ ー タ 概 論

コ ン ピ ュ ー タ 操 作 の 基 礎

パ ソ コ ン 概 論 ・実 習(言 語 含 む)

職 場 改 善 技 法

TQC講 座1

ビ ジ ネ ス ・ マ ナ ー

英 文 タ イ プ実 習

ペ ン 習 字

国 語

経 営 ・ 経 済 論

簿 記 会 計

計 算 実 務

数 学

心 理 学

英 語 ・ 英 会 話

オ フ ィ ス ワ ー ク 演 習(デ ー タ 通 信 含 む)

OA事 例 研 究

OA機 器 各 論H(シ ス テ ム 演 習)

ワ ー プ ロ 実 習

プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 習

シ ス テ ム 設 計

TQC講 座n

小 集団 活 動(実 習 含 む)

ビ ジ ネ ス 文 章

経 営 管 理 各 論

会 社 会 計

英 語 ・ 英 会 話

情 報 処 理 研 究 .
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東 京 電 子 専 門 学 校

電 子 計 算 機 科 電 子 技 術 科

区 分 授 業 科 目

一

般
教
育
科
目

歴 史

英 語

日 本 語

基 礎 数 学1

体 育 学 習1・U

専

門

教

育

科

目

一 般 数 学

基 礎 数 学n

基 礎 数 学 田

統 計 学1

統 計 学n

事 務 管 理 論

会 計 ・ 簿 記

ソ フ ト ウ ェ ア 概 論

ソ フ ト ウ ェ ア 詳 論

電子 計算機概 論

電子 計算機 詳論

フ ロ ー チ ャ ー ト

論 理 代 数

ASSEMBLER事 例

COBOLI・n

COBOLm

FORTRANI・H

FORTRANm

数 値 演 習

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

計 算 法1

計 算 法n

応 用 統 計 学

解 析 特 論

ORI

ORn

シ ス テ ム 設 計1・n

情 報 処 理

企 業 実 習1

企 業 実 習n

区 分 授 業 科 目
一

般
教
育
科
目

人 文 科 学

社 会 科 学

電 気 数 学

電 気 英 語

基
礎

専
門

教
育
科

目

基礎電気磁気学

半 導 体 工 学

電 子 管

交 流 理 論

電 子 回 路

受 信 機 工 学

電 気 計 測

電 子 回 路 実 習

電 子 工 学 基礎 実 験

専

門

教

育

科

目

電 波 伝 搬 ・空 中線

テ レ ビ ジ ョ ン 送 受 信 概 論

カ ラ ー テ レ ビ ジ ョ ン 放 送 方 式

カ ラ ー テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機

受 信 シ ス テ ム

受 像 機 調 整 ・保 守

音 響 工 学

オ ー デ ィ オ 工 学

ビ デ オ 機 器

FM工 学

電 子 計 測 器

パ'ル ス 工 学

デ ィ ジ タ ル 工 学

情 報工 学 概 論(D

マ イ コ ン 技 術

テ レ ビ受 像機 実習

電 子工 学 応用 実 験

卒 業 研 究

専門
(

誓選シ瞥

情 報 工 学 概 論(2}

無 線 機 器

家 庭 電 気 機 器

電 気 工 事
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東 京 ビ ジ ネ ス カ レ ッ ジ

情 報 処 理 科

カ リキュ ラム(1部)

OA概 論 OA、 シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ の基 礎 概 念 を学 ぶ 。

情 報 処 理 概 論 コ ン ピ ュ ー タ
.の仕 組 み か ら、 ソフ トウ ェ ア ま で 幅 広 く学 ぶ 。

シ ス テ ム 設 計 調査 ・分 析 ・配 分 ・設計 ・イ ンプ ッ トな ど情 報検 索機 能 を学ぶ。

ベー シ ックプ ログ ラ ム プ ログラ ム設計 の基 礎技 術 を体 系 的 に習得 す る。

TQC(1) 職 場 の管理 技 術 を マク ロに とらえ 、広 い 視野 を養 う。

TQC(ll) 職場の管理技術を具体例を中心に学ぶ。

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 コ ン ピュ ータの基 礎理 論 か ら応 用 ま で、具 体 例 に即 して 学ぶ。
■

コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ コ ン ピュ ータの基礎 的操 作 に っ い て、具 体 的 に学ぶ 。

WPオ ペ 編 集 ・印 字 ・校 正 な どの文 書作 成 法 を習得 す る。

パ ソ コ ン 実 習 パ ソコ ンの仕 組 み
、 言語 、 操作 法 を学 び 、実 習す る。

英 文 タ イ プ 英 文 タ イ プの初 歩 と、OAオ ペ レー ショ ンへ の応 用 にっ い て学 ぶ 。

経 営 学 総 論 企業経営全般にっいて幅広い知識を習得する。

経 営 学 各 論 財務 ・生産 ・販 売 ・労 務 に つ い ての 知識 とコ ン ピュータ の役割 を学 ぶ。

簿 記 会 計 商 業 簿記 の基本 か ら、 財務 諸表 作 成 まで、一 貫 して学ぶ 。

英 語 会 話、 英 文講 読 な ど、 実 用 的 な英語 能 力 を習得 す る。

情報処理技術演習 コ ボ ル 、 フ ォ ー ト ラ ン、 フ ロ ー チ ャ ー トを 中 心 に 情 報 処 理 技 術 を 習 得 す る 。

一 般 常 識
社 会人 と して 身 につけ るべ き知 識 と教 養 を養 う。

ビ ジ ネ ス 文 書 現 代用 語 と、 公 文 書 ・ビ ジネ ス文 書 の作成 法 を 身につけ る。

OAオ ペ レ ー タ 科

カ リキ ュ ラ ム(1部)

OA概 論 コ ン ピ ュ ー タ の 仕 組 み か ら ソ フ ト ウ ェ ア ま で 幅 広 く学 ぶ 。

シ ス テ ム 設 計 調査、 分 析、 仕 組み 設計 、 イ ンプ ッ トな どの 知識 を 身に つけ る。

WPオ ペ 編 集、 印字、 校 正 な どの文 書作 成 法 を 習得 す る。

経 営 概 論 経 営 に おけ る コ ンピ ュー タの役 割 を学 ぶ 。

会 計 常 識 簿記会計実務の一般的知識を身につける。

ベ ー シック プログ ラム 処 理作 業 か らコ ーデ ィ ン グま で の知識 を学 ぶ。
●

文 章 法 公 文 書、 ビ ジネ ス文書 な どの作 成 を 学び、 文 章 力 を養 う。

現 代 用 語 社 会 人 と して 身 につけ て お くべ き現代 用 語 の基 礎 知識 を学 ぶ。

英 会 話 基礎 か ら応 用 ま で 、実 用的 な英語 力 を習 得 す る。

経 済 概 論 経 済全 般 にっ い ての幅 広 い理 解 力 を培 う。
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ワ ー フ'ロOA科

東京 ビ ジ ネス ス ク ー ル(授 業内容抜拳)

医療情報処理科 企業情報処理科 経 理.情報処 理 科

科 目 科 目 科 目 科 目

日 本 語 ワ ー ド

プ ロ セ ッ サ と は
法 学 概 論 コ ン ピ ュ ー タ と は 日 商 簿 記3級

ワー プロの 入 力方 式 経 営 学 概 論
ハ ー ド ウ ェ ア の

基 礎 知 識
日 商 簿 記2級

カナタイプの重 要性 コ ン ピ ュ ー タ と は
ソ フ ト ウ ェ ア の

基 礎 知 識
計 算 実 務

秘 書 学 概 論
ハ ー ド ウ ェ ア の

基 礎 知 識

プ ロ グ ラ ム の

作 成 能 力
商 業 実 務

職 務 知 識
ソ フ ト ウ ェ ア の

基 礎 知 識
関 連 知 識

日 商1級
(商 業簿記)

一 般 技 能 プ ロ グ ラ ム の

作 成 能 力

第2種 情報処理技術者
過去・予想問題演習

日 商1級
(会 計 学)

文 章 構 成 関 連 知 識 経 営 学 概 論
日 商1級

(工 業簿記)

英 文 タ ィ ブ
第2
過去・予想問題演習

OAの 財務管理業務
日 商1級

(原 価計算)

実 用 英 語 実 用 英 語 OAの 仕 入管 理

1

税 法

英 会 話
社 会 保 険 関 係法
概 論

OAの 販売管理業務 経 営 学 概 論

日 商 簿 記3級 医 学 概 論 OAの 労務管理業務 コ ン ピ ュ ー タ と は

日 商 簿 記2級 医 療 保 険 概 論 OA(保 険 ・証券業務
ハ ー ド ウ ェ ア の

基 礎 知 識

経 営 学 概 論 医 科 保 険 事 務 日 商 簿 記3級
ソ フ ト ウ ェ ア の

基 礎 知 識

OAの オ フコン講 座 歯 科 保 険 事 務 日 商 簿 記2級
プ ロ グ ラ ム の

作 成 能 力

OAの 財務管理業務 日 商 簿 記3級 実 用 英 語

.

関 連 知 識

社 会 保 険 関 係 法
概 論

日 商 簿 記2級 文 章 構 成

1

第2種 情報処理技術者
過去 ・予想問題演習

ペ ン 習 字 文 章 構 成
社 会 保 険 関 係 法
概 論

手形・小切手法概論

話 し 方 マ ナ ー

礼 儀 作 法
英 文 タ イ プ 英 文 タ イ プ 英 文 タ イ プ

生 け 花 ・茶 の 湯
・

日 本 語 ワ ー ド プ ロ

セ ッ サ と ヵナ タイ プ

OAの 日本 語 ワー ドプ
ロセ ッサ とカナ タ イ プ

OAの 日本 語 ワー ドプ

ロセ ッサ とカナ タ イプ

着物 の きっ け・美 容
話 し 方 マ ナ ー

礼 儀 作 法

話 し 方 マ ナ ー

礼 儀 作 法

話 し 方 マ ナ ー

礼 儀 作 法
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東 放 学 園 専 門 学 校

情 報 処 理 科 情 報 工 学 科 OA秘 書 科

・コ ン ピ ュ ー タ 概 論

・ ハ ー ド ウ エ ア

・ シス テ ム概 論

教

養

.

・数 学

・マ ニ ュア ル 英 語'

・ ビ ジ ネ ス 文 書 善

・時 事 問 題

・社 会 学

・英 語

専 ・プ ログ ラ ム言語 概 説 ・ ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン ・秘 書 概 論

・ア セ ン ブ ラ 科 ・統 計 学 1 ・簿 記

門
●コ ボ ル

1 目
・数 値 計 算

専
・話 し 方

1
・ フ ォ ー ト ラ ン ・物 理 ●ビ ジネ ス文 書作 成1

科
・ア ル ゴ リ ズ ム概 論 ・コ ン ピ ュ ー タ 概 論 年

門
・英 文 タ イ プ1

・ フ ロ ー チ ャ ー ト

年
・ハ ー ド ウ エ ア 概 論 ・OA概 論

年 目

・プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 習

・ア プ リ ケー ション概 論

専

門

・シス テ 己 理 論

・電 算 回 路 次 科
・シ ス テ ム 概 論

・ベ ー シ ッ ク

・マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

次
・電 気 回 路

目
・ワー ド・プロセッサー 演 習1

・技 術英 語 科 ・パ ル ス 工 学 ・パーソナル ・コンピュータ演 習
・

次
タ

・ ベ ー シ ッ ク

目
・半 導 体 物 理 ・秘書検定演習1

・数 学1・H ・ トラ ン ジ ス タ工 学 ・ペ ン字検 定演 習

一
・簿 記 ・会 計 ・ア セ ン ブ ラ ・コ ン ピ ュ ー タ 演 習

般
・情報工学概論 ・論 理 設 計 ・ワー ドプ ロセ ッサー 演 習n

科
・統計 学

・英 語1・n

・数 値 解 析

・電 子 製 図

・会 計 シ ス テ ム

・コ ボ ル

目 ・数 値計 算 ・デ ー タ 通 信
2

専 ・デ ー タ ベ ー ス 活 用 演 習

・ビジネ ス文 書 ・IC回 路 設 計 ・グラ フ図表 演 習

・ プ ログ ラ ム 設 計
2

・周 辺 機 器
門

・秘 書 実 務

・シ ステ ム 設 計 ・自 動 制 御
年

・簿 記H

専
・ マイ ク ロ ・プ ログ ラ ミング ・ イ ン タ ー フ、エ イ ス技 術 ・ビジ ネス文 書作 成n

・ア プ リケー シ ョ ン実 習
年 ・ ロ ジ ック シ ー ク エ ンス 科 ・秘書検定演習H

門
・ア ル ゴ リ ズ ム 実 習 ・ロ ボ ッ ト 理 論

次
・英 文 タ イ プn

・コ ボ ル 演 習 ・ フ ォ ー ト ラ ン

目
・和 文 タ イ プn

2 科 ・フ ォ ー トラ ン 演 習
次 ・ア セ ン ブ ラ ・ マ ー ケ テ ィ ン グ

・ア セ ン ブ ラ演 習 ・ シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム ・計 算 実 務

目 ・PL/1 ・事 例 研 究 ・商 法 ・会 社 法

年
・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・オペレーティング ・システ ム

・デ ー タ ベ ー ス ● コ ンピュ ータ ・グ ラフィ ック ス

・情報科学

・情報処理経営工学

次 ・ プ ログ ラ ム検 証

選 ・経 営工 学

択 'オ ペ レー ショ ン ・リサ ーチ

科
・集合 論

・モ ジ ュ ラ ー 設 計

目 ・ コ ン ピュ ータrグ ラフィックス

・オ ー トマ ン理 論

・日本 語処 理

・国家試験対策講座
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中 野 ス ク ー ル オ ブ ビ ジ ネ ス

オ フ コ ンOA科(1年 次) ワー プ ロ イ ン ス トラ ク タ 科(1年 次)

・ オ フ コ ン ・ オ ペ レ ー シ ョ ン ・ タ ス ク ・テ キ ス ト

・オ フ コ ン理 論 ・ タ ス ク ・ フ ァ イ ル

オ フ コ ン 科 目 ・BASIC理 論 英 語 ワ ー ド
プ ロセ ッサ 科 目

・ マ ー ジ フ ァ イ ル テ キ ス ト

・BASIC演 習 ・ス ペ リ ン グ チ ェ ッ ク

・OA理 論 ・OA理 論

・ ス ピ ー ド ・ス ピ ー ド

英 文 タイ プ科 目 ・文 書作 成 ・作 表 英 文 タイ プ科 目
・文書 作 成 ・作 表

・英 文 タ ィブ ・英 文タ イ プ理 論

簿 記 科 目 ・商業簿記
教 養 科 目

・一般 教 養1

・一 般 教養1 ・英 語 ・英 会 話1

教 養 目
・英 語 ・英 会 話1

ワ ー プ ロ イ ン ス トラ ク タ 科(2年 次)

オ フ コ ンOA科(2年 次) ・速度

・オ フ コ ン ・ オ ペ レ ー シ ョ ン ・文 書 作成

・オ フ コ ン理 論 日 本 語 ワ ー ド

プ ロ セ ッサ 科 目
・編 集 ・校 正 ・印 刷

・COBOL概 論 ・国語

オ フ コ ン 科 目
・プ ロ グ ラ ミ ン グ演 習 ・OA理 論

・ ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ ・速度 ・技巧

和 文タ イ プ科 目
・OA理 論 ・技術 常 識

英 語 ワ ー ド

プ ロ セ ッ サ 科 目

・タ ス ク ・ テ キ ス ト

・タ ス ク ・ フ ァ イ ル
インス トラクタ 科 目

・教 育原 理

・教 育心 理

日 本 語 ワ ー ド

プ ロセ ッ サ 科 目

・速度

・文 書作 成
教 育 科 目

・一般 教 養n

・英語 ・英 会 話n

・編 集 ・校 正 ・印 刷

・商 業 簿記

簿 記 科 目
・工 業簿 記

・一 般教 養n

教 養 科 目
・英 語 ・英 会 話n

日 本 語 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ 科

・速 記

・文書 作 成

日 本 語 ワ ー ド
プ ロセ ッ サ 科 目

・編 集 ・校 正 ・印 刷

・国語

・OA理 論

和文 タ イ プ科 目

・速 度 ・技 巧

・技 術 常識

・一 般教 養

教 養 科 目 ・英 語 ・英 会 話
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ロー般科目

日 本 工 学 院 専 門 学 枝 川

電 子 工 学 科

口専門科目

科 目
授業時数(時間)

科 目
授業時数(時間)

一 部 二部 一 部 二 部

・文 学

・歴 史

・経 済 学

・社 会 学

90

90

90

90

66

66

66

66

回 路 網 理 論 30 33

通 信 方 式 90 99

通 信 機 器 90 66

マイ ク ロ波 工 学 60 33

英 語 60 一 ・電波伝搬及び空中線

・電子通 信測 定

・電 波 法 規

・無 線 工 学

90

60

90

90

66

66

66

一

口基礎専門科目

数 学 90/60 165

物 理 学 90 66

電 気 回 路 学

電 気 磁 気 学

120

120

99

99

IC工 学 60 一

パ ル ス 工 学 30 一

電 子 工 学 60 66 'デ ジ タ ル 回 路 60 一

電 子 回 路 150 132 ・電子計算機概論 60 一

電気磁 気測 定 120 132 ・ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 60 一

電 子 部 品 30 一 ・制 御 工 学 60 一

口専門科目 ・オ ー デ ィ オ 工 学 60 一

受 信 機 工 学 30/60 166 ・ビ デ オ 工 学 60 一

テ レビ ジ ョン工 学 30/30 一 ・電 力 工 学 30 一

口実 験 []実 験

基 礎 実 験 90 66 応 用 実 験 240 132
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日 本 工 学 院 専 門 学 校{2}

情 報 通 信 科

ロ ー 般科 目 口専門科目

科 目
授業時数
(時 間)

科 目
授業時数
(時 間)

文 学

歴 史 学

経 済 学

社 会 学

英 語

15

15

15

15

45

ト ラ ピ ッ ク 理 論 50

電

話

交

換

工

学

電 話 交 換 機

公衆電気通信網

電 話 局 設 備

構 内 交 換 機

構内交換機の特殊装置

電 力 設 備

保 安 方 式

線 路 設 備

宅 内 設 備

300

50

105

255

20

30

20

15

65

・口 基 礎科 目

数 学 90'

電 気 磁 気 学

電 気 回 路 学

75

120

物 理 学

半 導 体 工 学

電 子 回 路

30

70

90

電 子 計 算 機 150

デ

1

タ

通

信

工

学

データ通信方式概論

変 復 調 装 置

通信制 御 装 置

網 制 御 装 置

各種端 末 装 置

30

10

20

30

10

電 気 材 料 30

回 路 網 50

継 電 器 回 路

電話工 学 概 論

100

50

電気磁 気 測 定

基 礎 実 験

50

60

有 に
線 関
電 す
気 る
通 法
信 規

有線電気通信法

公衆電気通信法

技 術 基 準

利 用 規 定

25

25

80

30

多重通信

マ イク ロ波工 学

搬 送 端 局 装 置

30

60

通 信.測 定 60
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ロ ー 般 科 目

日 本 工 学 院 専 門 学 校(3)

情 報 処 理 科

〔}般 科目

科 目
授業時数(時間)

科 目
授 業時 間数

一 部 二 部 一 部 二 部

数 学1

統 計1

60

60

60

60

必

修

経 済1

経 営2

オペレーションズ リサーチ1

60

60

60

一

一

60簿 記1

簿 記2

60

60

60

一 英 語3 60 一

英 語1

英 語2

60

60

一

一

'必

修

選

択

数 学2 60 一

統 計2 60 一

社 会 発 展 史 60 一 集 合 論 60 一

口専門科目 ア ル ゴ リズ ム序 論 60 一

電 子 計 算 機 概 論

シ ス テ ム 概 論

ア セ ン ブ ラ概 論

フ ロ ー チ ャ ー ト

ハ ー ド ウ エ ア

オ ペ レー シ ョ ン1

オ ペ レー シ ョ ン2

情 報 と 通 信

オ ペ レーテ ィ ング システ ム1

60

30

30

60

60

60

60

60

60

60

30

30

60

60

60

60

60

60

需 要 予 測 60 60

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 60 一

経 済2 60 一

経 営2 60 一

会 計 学 60 一

原 価 計 算 60 一

社 会 学 60 一

英 語4 60 一

情 報 科 学 60 一

コ ボ ル1

コ ボ ル2

フ ォ ー ト ラ ン

ア プ リケ ー シ ョ ン概 論

120

120

120

一

60

120

120

30

口専門科目

必

修

シ ス テ ム 設計1

オペ レーティングシステム2

60

60

60

60

必

修

選

択

コ ボ ル 演 習

フ ォ ー トラ ン演 習

60

60

60

一

ア プ リケ ー シ ョ ン1

ア プ リケ ー シ ョ ン2

ア プ リケ ー シ ョ ン3

60

60

60

60

60

60

選

択

PL/1 60 一

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 60 }

シス テ ム設 計2 60 一
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ロー般科目

日 本 工 学 院 専 門 学 校(4)

情 報 技 術 科

口専門科目

科 目

持業時数(時間)
科 目

授業時数(時間)

一 部 二 部 一 部 二 部

・文 学 30 一 論 理 設 計 60

30

90

30

60

30

60

30

・経 済 学 30 一

中装
央
処
理 置

記 憶 装 置

演算制 御装 置

方 式 設 計

・英 語 90 一

口基礎専門科目

数 学
150

(90/60)
60

入 出 力 装 置 90 90

デ ー タ 通 信

通 信 理 論

60

40

60

一電 気 磁 気 学 90 一

電 気 回 路 学 120 90 マ イ ク ロコ ン ピ ュ ー タ 120 80

半 導 体 物 理 90 60 計 算 機 実 習 40 40

トラ ン ジス タ工 学

100

(60/40)

90

(60/30)

自 動 制 御

・数 値 制 御

60

60

一

一

パ ル ス 工 学
120

(60/60)

120

(60/60)

・ フ ォ ー ト ラ ン 60 60

・ シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム 60 一

・電気磁 気 測定 60 60 機 械 製 図 60 一

・電 子 部 品 .30 一 口実 験

口専門科目 基 礎 実 験

応 用 実 験

卒 業 制 作

60

60

60

30

45

45

論 理 回 路 90 90

マ イ クロコ ンピ ュー タ 概 論 90 90

ア ッ セ ン ブ ラ 120 120

・ オ ペ レ ー シ ョ ン 30 30
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日 本 コ ン ピ ュ ー タ 学 院

時 間 数

H

内実習時間
H

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 150 60

FORTRNプ ロ グ ラ ミ ン グ 90 60

'

COBOLプ ロ グ ラ ミ ン グ(1) 90 60

PL/1プ ロ グ ラ・ミ ン グ(D 90 60

シ ス テ ム 設 計(1) 60

COBOLプ ロ グ ラ ミン グ(団 90 60

プ ロ グ ラ ム開 発 技 法 90

PL/1プ ロ グ ラ ミ ン グ([D 90 60

COBOLプ ログ ラ ミング(皿) 120 90

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 90 30

シ ス テ ム 設 計(n). 60

卒 業 実 習 120 120

特 別 講 義 9

コ ン ピ ュ ー タ 数 学' 81

コ ン ピ ュ ー タ 英 語 、 48

簿 記 ・ 会 計 75

1,353 600
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日 本 電 子 専 門 学 校 く1)

情 報 処 理 科SEコ ー ス

科 目 時間数 科 目 時間数 科 目 時間数

教

養

科

目

心 理 学 . 34

基

礎

微 分 、 積 分 34

ニ
テ.

ム

分

析

設
計
技
法

シ ステ ム設計1 34

経 営 学 34 統 計n 34
シ テ テ ム

設 計 演 習1
68

文 章 技 法 34 電 算 英 語1 34
シ ス テ ム

設 計 演 習n
68

簿 記 34 電 算 英 語n 34 システムプログラム 68

線 形 数 学 34 電子 工学 概 論 17 情 報 理 論 34

統 計1 34

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

ベ ー シ ッ ク 34 ORI 34

英 会 話 34 コ ボ ルn 102 ORH 34

専

門

基

礎

科

目

EDPS 34 フ ォ ー トラ ン1 102 デ ータベース1、n 34

OA概.論 17 フ ォ ー ト ラ ンU 102

関

連

マ イ コ ン 17

OSI 34 数 値 計 算 34 シ ュ ミレー シ ョ ン 34

OSn 34 PASCAL 17 コ ン ピュータ 図 学 34

コ ボ ル1 102 PL/1 34 事 務 グラ フィック 34

ア セ ン ブ ラ ・ 68 プログラム設計1 34 技 技 グラフ ィック 34

ハ ー ド1 34 プログラム設計n 34 事 務 管 理 34

ハ ー ドn 34 プ ログ ラム演 習 34 電 算 管 理 34

オ ン ラ イ ン 34
プ ロ グ ラ ム

デ ー タ 構 造
68 セ ン タ 運 営 34

技 術 計 算
、

実

習
>300

時

間

プ ロ グ ラ ム

テ ス ト 技 法
34

事 務 処 理 ユ ー テ ィ リ テ ィ 34'

動 作原理 ・プ ログラム

デ ー タ 構 造

ユ ー テ ィ リ テ ィ

開 発 ・ 保 守
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日 本 電 子 専 門 学 校 ②

電 子 情 報 処 理 科

(マ イクロコ ンピュータ)
電 子 工 学 科

科 目 時間数 科 目 時間数 科 目 時間数

一

般

教

養

科

目

数 学 68

専

門

科

目

各 種 マ イ ク ロ

プ ロ セ ッ サ
68

教

養

科

目

倫 理 学 34

統 計 68 セ ン サ ー 技 術 34 史 学 34

英 語 68 A/DD/A回 路 34 法 学 34

技 術 英 語 68 イメ ーフェース技 術 68 経 済 学 34

文 章 技 法 34
機械制御
実 習

実含
習
をむ

68 物 理 一 学 68

法 学 34
.

● 実 験 ・実 習

.英 語
68

専

門

科

目

コ ン ピ ュ ー タ

シ ス テ ム 入 門
17

'

専

門

共

通

科

目

数 学1、n 136

デ ー タ 処理 実習

を
含
む

119 半 導 体 回 路 電気磁気学1、n 136

!

論 理 回 路 238 オ ペア ンプ回路 電気回路1、n 170

基礎電 気回 路 102

●
論 理 回 路 電気磁 気 計 測 68

計 測 技 術 34 機械制 御 実 習 電 子 工 学 68

電 子 製 図 実

習

を

含

む

68 製 作 実 習 論 理 回 路 68

制 御 プ ロ

グ ラ ミ ング
136 デ ー タ 処 理 フ ォ ー ト ラ ン 34

インター フェー

スプログラミング
204 制 御 フbグラミング ア セ ン ブ ラ 68

フ ァ イ ル 設 計 68
イ ンターフェース ・

プ ロ グ ラ ミ ン グ セ ン サ 34

半導体回路 審

警
む

51 数.値 解 析 34

オ ペ ア ン プ

回 路
51 製 図 51

ハ ー ド ウ エ ア 68 品 質 管 理
(選 択科目) 34

LSI技 術 68 管 理 技 法
(選 択科目) 34
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日 本 ビ ジ ネ ス 専 門 学 校

情 報 処 理

・コ ンピュ ータ時 代 の ニー ズ に応 え"ソ フ トウェ

ア技術 者"(オ ペ レー タ ・プ ログ ラ マ ・システ

ムエ ンジニ ア)の 養 成。

・コ ンピュ ータ基 礎 か ら、 各 種 言語 、 プ ログ ラ ミ

ング技術 まで を修 得。

・少人数 制 に よる実 習中心 の授 業 で、 初 心者 で も

2年 間で 情 報処理 技 術 者 の実 力養 成 を 目標 に。

口主 な履習科 目

情 報 タ イ プ

・オ フ ィ スのOA時 代 に 即応 、 ワー プ ロ、OA機

器 の オペ レ ー タ を育成。

・英 文 ・和文 タ イ プ、秘 書実 務等 、 新 しい キ ャ リ

ア レデ ィに 必 要な 知識 ・技 能 の 修得 も併 せ て 目

標 に。

・実 習中 心 の 教 育 で、基 礎 か ら応 用 ま で体 系的 に

学 習。

口 主 な履修科 目

・情 報 処理 英語

・情報 処理 数学

・企 業 情報 論

・マーケティング

・簿記 会計

・経 営 実 務

・英 文 タ イプ

・コ ン ピュー タ概 論

・OA概 論

・ ソフ トウ ェ ア 論

・シ ステ ム 設 計

・ア プ リケー シ ョ ン ・システ ム

・BASIC演 習

・COBOL演 習

・FORTRAN演 習

・ASSEMBLER演 習

'オ ン ラ イ ン シ ス テ ム

・受 験 対 策 講 座

・卒 業 制 作 ゼ ミ

・特 別 教 養 講 座

・時 事 講 座

(前 期28単 位 ・後 期28単 位 一年 間56単 位)

・英 文 タ イ プ

・和 文 タイ プ

・ワー プ ロ実 習

・情 報処 理 概 論

・情 報 処理 実 務

・秘 書概 論

・秘 書 実 務

・国 語 表 現法

・現代接 遇 礼法

・情 報 処理 英 語

・情 報 処 理数 学

・統 計学

・ソ7ト ウェ ア論

・BASIC演 習

・COBOL演 習

・FORTRAN演 習

・受 験講 座

・卒 業制 作 ゼ ミ

・教 養講 座

・時事 講座

(前 期28単 位 ・後 期勿 単位=年 間56単 位)

※英 文 タ イ プ ・和 文 タイ プはい ずれ か を選 択)

コ ン ピ ュ ー タ 経 営

・多様 な経 営情 報 をコ ン ピュ ータ処理 で きる能 力

と人材 の養 成。

・経 営実 務
、 簿記 、 マー ケテ ィン グな どの専 門知

識 の修 得。

・コ ンピ ュー タの操 作 法、 経 営 ソフ トの取 扱 い か

ら、 プ ログ ラ ミン グの 技法 まで を体 系的 に。

口 主 な履修 科 目

コ ン ピ ュ ー タ 経 理

・経理 、 会 計等 の実 務 をコ ンピ ュー タ処理 で き る

能 力 と人材 の養 成。

・商 業 簿記 を中 心 に、 経理 マ ン として必 要 な知 識

・技 能 の修 得。

・コ ン ピュ ー タの操 作 法、 経理 、 会計 ソ フ トの 取

扱 い か ら プ ログ ラ ミング の技法 ま で を体 系的 に。

口 主 な履修 科 目

・経営実 務

・企 業情報 論

・現 代経 営論1

・現 代経 営 論U

・商 業簿 記1

・商業 簿 記u

・商 業法 規

・マ ーケ テ ィ ング

・財 務 諸 表 論

・文書 実 務

・現代 接遇 礼法

・情報処 理 概 論

・情 報 処理 実 習

・特 別教 養講 座

・時事 講 座

(前 期28単 位 ・後 期28単 位=年 間56単 位)

・経 営 実 務1

・経営 実 務H

・企 業情 報論

・会 計 学

・商 業簿 記1

・商 業 簿記fi

・工業 簿記1

・工 業 簿記u

・原 価 計算

・財 務諸 表 論

・マ ーケテ ィ ング論

・情 報処 理 概論

・情 報 処理 実 習

・統 計 学

'ソ フ トウ ェア論

・特別 教養 講 座

・時 事 講座

(前 期28単 位 ・後 期28単 位=年 間56単 位)
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富 士 通 電 算 機 専 門 学 校

シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア 課 程(一 年)

ハ ー ド ウ エ ア

ソ フ ト ウ ェ ァ

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 実 習

COBOLと

コ ン ピ ュ ー タ 実 習

FORTRANと

コ ン ピ ュ ー タ 実 習

ア セ ン ブ ラ と

コ ン ピ ュ ー タ 実 習

事 務 デ ー タ 処 理 手 法 と

コ ン ピ ュ ー タ 実 習

技 術 計 算 処 理 手 法 と

コ ン ピ ュ ー タ 実 習

シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム と

コ ン ピ ュ ー タ 実 習

シ ス テ ム 設 計

基 礎 と 実 践

オ ン ラ イ ン シ ス テ ム

設 計 と 実 践

数 値 計 算 入 門

基 礎 と 実 践

経 営科 学手 法

理 論 と 実 践

言語 理 論

基 礎 と 実 践

デ ー タ ベ ー ス

理 論 と 実 践

事 例研 究

設 計 と 実 践

一281一



早 稲 田 速 記 学 校

情 報 処 理 秘 書 科

・カ リキ ュ ラム(教 科 目 と週 当た り時 間数)

1年 次 2年 次

教 科 名 前期 後 期 教 科 名 前期 後 期

必

修

秘 書 概 説 2 2

.

秘 書 実 務 2 2

経 営 概 説 2 2

.

経 営 法 規 2 2

OA概 説 2

I

AV機 器 活 用 2

国 語 概 説 2 2

1

マ ー ケ テ ィ ン グ 2 2

ビ ジ ネ ス 文 章 法 2 2

1

デ ー タ ベ ー ス 活 用 2 2

文 書 実 ,務
2 2 要 約 法 2

ワ ー プ ロ 4 4

1

ワ ー プ ロ 4 4

英 文 タ イ プ 2 2

1

図 表 化 法 2

パ ソ コ ン 基 礎 4 パ ソ コ ン 図 表 化 法 2

パ ソ コ ン.演 習 4

.

パ ソ コ ン 演 ・習 6 6

実 用 英 語 2 2 実 用 英 語 2 2

簿 記 会 計 4 4

.

管 理 会 こ計 2 2

人 間 理 解 2

・

問 題 解 決 法 2

.

聴'き 方 話 し 方 2

.

就 職 講 座 2
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口教養科 目

早 稲 田 電 子 専 門 学 校(1)

情 報 処 理 本 科 〔2年 制 〕ヵ リ キ ュ ラ ム

ロ プ ログ ラ ミ ング科 目

科 目
授業時間数

科 目
授業時間数

1年 2年 1年 2年

数 学

統 計 学

英 語

技 術 英 語

会 計 学

経 済 学

経 営 学

法 学

心 理 学

40

40

30

30

30

20

20

20

20

30

30

}

30

30

二

二

プ ログ ラ ミ ング言語 論

ア セ ン ブ ラ

同 実 習

COBOL

同 実 習

FORTRAN

同 実 習

ユ ー テ ィリテ ィ

同 実 習

簡 易 言 語

同 実 習

PL/1⑧

同 実 習 ⑧

PASCAL⑧

同 実 習 ⑧

c⑧

同 実 習 ⑧

30

50

30

100

50

50

30

30

20

50

30

一

二

二

一

50

50

30

100

50

50

30

-

50

30

50

50

50

50

50

50

口専門基礎科目

科 目
授業時間数

1年 2年

ハー ドウ ェア概 論

ソフ トウェ ア概 論

電 子 工 学 概 論

OA概 論

40

40

30

20

=

二

口情報工学科目

科 目
授業時間数

1年 2年
科 目

授業時間数

オペ レーテ ィ ング シス テ ム

オ ンラ イ ン システ ム

デ ー タ通 信技 術

デ ータ ベー ス論

ネ ッ トワー ク理 論

情 報 理 論

プログ ラム開発 技 法'

シ ス テ ム 設 計

シ ミュレー ショ ン

マ イク ロプ ロセ ッサ

数 値 計 算 技 法

OR

国 家 試 験 対 策

40

20

20

20

二

20

20

20

20

20

10

20

40

20

20

20

20

20

40

40

20

-

20

10

30

1年 2年

卒 業 演 習 一 200
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口教養科目

早 稲 田 電 子 専 門 学 校(2}

情 報 処 理 本 科 〔1年 制 〕 カ リ キ ュ ラ ム

ロ 情 報工 学 科 目
◇

科 目 授業 時 間 数

数 学 40(40)

統 計 学 40(40)

英 語 30(一)

技 術 英 語 30(一)

会 計 学 30(一)

経 済 学 20(一)

経 営 学 20(一)

法 学 20(一)

心 理 学 20(一)

口専門基礎科目

科 目

科 目 授 業 時 間数

ハ ー ドウ エア概 論

ソフ トウ ェア概論

電 子 工 学 概 論

OA概 論

40(40)

40(40)

30(30)

20(20)

オ ペ レー テ ィ ング シ ステ ム

オ ン ライ ンシ ステ ム

デ ータ通 信技 術

デー タ ベ ー ス論

プ ログ ラム 開発技 法

シ ス テ ム 設 計

シ ミュ レー シ ョン

マ イ ク ロプ ロセ ッサ

数 値 計 算 技 法

OR

国 家試 験 対 策

授業時間数

40(40)

20(20)

20(20)

20(20)

20(20)

20(20)

20(20)

20(20)

20(20)

10(10)

20(20)

ロ プ ログ ラ ミング科 目

科 目

プ ログ ラミ ング 言語 論

ア セ ン フ フ

同 実 習

COBOL

同 実 習

FORTRAN

同 実 習

ユ ー テ ィ リテ ィ

同 実 習

簡 易 言 語

同 実 習

授 業時 間 数

50(50)

50(50)

30(30)

100(100)

50(50)

50(50)'

30(30)

30(30)

20(20)

50(50)

30(30)

口 専 門 科 目

科 目

オ ン ラ イ ン シ ステ ム 設 計

情 報 理 論

ネ ッ トワ ー ク 設 計

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 設 計

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク

UNIX/C

CP/M、MS・DOSな ど

囲()内 は 、 夜 間部 の授業時 間 数

情 報 処 理 研 究 科 カ リ キ ュ ラ ム

授 業 時 間 数

80

80

80

80

80

100

50

科 目 授 業時 間数

イ ン タ ー フ ェ イ ス技 術 120

セ ン サ ー 技 術 100

マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 120

コ ン ピ ュー タ グ ラ フ ィ ック ス 120

国家試 験対 策 100

同 上 120
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大 阪 電 子 専 門 学 校

電 子 工 学 科

科 目 名 科 目 名

工 業 英 語 交 流 理 論

電 気 数 学 半 導 体 回 路

電 気 回 路1 電 子 応 用

電 子 回 路1 AV機 器

電 磁 気 学 カ ラ ー テ レ ビ ジ ョ ン 工 学

電 子 無 線 工 学 の 基 礎 リ ニ アIC回 路

半 導 体 理 論 マ イ コ ン ハ ー ド

デ ジ タ ル 回 路 ア セ ン ブ ラ

BASIC ア セ ン ブ ラ 演 習

図 学 マ イ コ ンBASIC

電 気 計 測 電 子 計 測

実 習 実 習

情 報 工 学 科

科 目 名 科 目 名

COBOL COBOL

ア セ ン ブ ラ FORTRN演 習

統 計 OR

簿 記 ア セ ン ブ ラ

数 学 経 営

ハ ー ド ハ ー ド

FORTRAN 統 計

OS OS

シ ス テ ム シ ス テ ム

実 習 実 習

就 職 指 導
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名 古 屋 電 気 通 信 工 学 院(1)

情 報 経 理 科情 報 処 理 学 科

年学2

後
期

2

2

6

4

2

2

2

2

2

4

8

1

前
期

2

2

2

2

2

4

4

2

2

2

2

4

2

4

1

年蝉

後
期

2

2

4

2

2

2

4

2

2

2

2

4

4

1

1

前
期

2

2

2

2

2

2

4

2

2

4

4

2

4

1

1

名科教

学済経

学堂経

学理心

学治政

語英

学計統

務実算計

記薄葉商

学業商

務実害文

法商

論算計価原

学計会

論表諸務財

論記簿

計会務税

習演記簿

論概

アエウトフソ

計設ムテスシ

習演

ジ⇒)↑杯れ

例実務業用適

ルボコ

クツシ
ーべ

習綾杉↑プ列

習実け吐け‥

習実機算計子電

育体健保

導指業職

電
子
計
算
機

ン
グ技

法プログ7、・

実

習

一

般

教

育

科

目

経

理

専

門

科

目

情

報

処

理

専

門

科

目

讐握
業職

年学2

後
期

2

4

4

2

2

2

2

2

2

6

8

1

前
期

2

2

4

2

2

4

2

4

2

2

2 .

8

1

年蝉

後
期

2

4

2

4

2

2

2

6

4

2

4

1

1

前
期

2

4

4

4

2

4

2

6

2

4

1

1

名科教

学科会社

学数

学化用応

語英

礎基のRO

計会記簿

論概気電

験実礎基

論概

アエウトフソ

アエウド一八

習演

ンラ十
一

オフ

ルボコ

1/LP

クツシ
ーぺ

ブブンセア

門人計設ムテスシ

習演計設ムテスシ

ンヨシ
ー

ケリブア

ス
ー

ペター
デ

信通タ
ー

デ

ジ↓口↑欲ガ

例実務業用適

究研例事

習実ジ↓〉オ

習実機算計子電

育体健保

導指業職

電
子
計
算
機

プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ

技
法

実

習

科

目一般教育

語外国

専

門

教

育

科

目

管餐
業職
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、

名 古 屋 電 気 通 信 工 学 院 ②

ロ ボ ッ ト 工 学 科制 御 工 学 科

教 科 目

授 業 単 位

科 目 名

1学 年 2学 年

第1学 部 第2学 部 前
期

後
期

前
期

後
期1学 年 2学 年 1学 年 2学 年

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期 辰

教
育
科
目

心 理 学 2

経 営 学 2

一

般
教
育
科
目

心 理 学 2

政 治 学 2
経 営 学 2

数 学 4 2経 済 学 2

政 治 学 2 §語 英 語 2 2

数 学 4 2 4
基
礎
専
門
教
育科

目

電 気 理 論 4

嶋 英 語 2 2
電 子 工 学 4

基教

礎育

専科

門目

電 気 理 論 4 4
機 械 工 学 4

電 子 工 学 4 4

制 御 概 論 2
機 械 工 学 4 4

基 礎 実 験 4制 御 概 論 2 2

基 礎 実 験 4 4

専

門

教

育

科

目

電 子 回 路 4

専

門

教

育

科

目

電 子 回 路 4 4 デ ィジ タル回 路 6

デ ィ ジタル回 路 6 6 4
マ イク ロコ ンビ三でタ 4 4 4 4

電子計算機概論 4
シ ー ケ ン ス制 御 2 4 4

フ ォ ー ト ラ ン 4 4

ロ ボ ッ ト 概 論 3
マ

多
昌

ξ
♪

ベ ー シ ッ ク 2

4 4 4 4
ア セ ン ブ ラ 6 機 械 要 素 4

ハ ー ドウ ェ ア 6 機 構 学 4

1/0 6 ロ ボ ッ ト 設 計 4

実 習 2 2 2 2 4
セ ンサ 応 用計 測 4 4

セ ンサ応 用計 測 4 4 4 4
サ ー ボ 機 構 4 4

プ ロ セ ス 制 御 4 4

油 里 庄 工 学 4
シー ケ ン ス制 御 2 2 2 2 2 2

NC工 作機 械 4電 気 機 械 4 4

情 報 理 論 4 4 電 気 機 械 4

シス テ ム 設 計 2 生産管理 概 論 2

ロ ボ ッ ト概 論 2 2
人 工 知 能 2

CADの 基 礎 2 2

製 図 2 2

製 図 2 2 2 2

応 用 実 験 8 8
応 用 実 験 8 8 4 4

職 業 指 導 1 1 1 1職業 職 業 指 導 1 1 1 1

麟 保 健 体 育 1 1 保 健 体 育 1 1
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名 古 屋 電 気 通 信 工 学 院(3)

マ イ コ ン 技 術 科 コ ン ピ ュ ー タ 実 務 科

教 科 目

授業単位

教 科 目

授 業 単 位

第1学 年
第1学 部 第2学 期

前
期

後
期

前
期

後
期前期 後期

一科

般
教
育目

経 済 学 2

褒
教
育
科
目

国 際 政 治 学 2

数 学 4 数 学 4

外国語 英 語 2 応 用 数 学 2 2

基数
礎育
専科
門目

電 気 理 論 2 簿 記 会 計 4 4

デ ィ ジ タ ル 理 論 2 盆国
ロロ

英 語 2

電 子 計 算 機 概 論 2

専

門

教

育

科

目

電
子
計
算
機

概 論 4 2

専

門

教

育

科

目

BASIC〔1) 4 ソ フ ト ウ ェ ア 4 2

BASIC{2) 4 演 習 2

ア セ ン ブ ラ 2
ζ

多

↓
グ
技
法

コ ボ ル 6 6 4 6

オ ペ レー テ ィング シ ス テ ム 2 フ ォ ー ト ラ ン 4 4

プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 法 2 6 ベ ー シ ッ ク 4 4

図 形 処 理 技 法 2 ア セ ン ブ ラ 4

線 形 計 画 法 2 2 シ ス テ ム 設 計 2 2

在 庫 管 理 4 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 2 2

マ イ コ ン 実 習(D 10 デ ー タ 通 信 2 2

マ イ コ ン 実 習(2) 4 実

習

タ イ プ キ ー
パ ン チ 実 習

2 1

事 例 研 究 6
ワ ー ド プ ロ

セ ッ サ 実 習
1 1

麟 保 健 体 育 1 1 電子計算機実習 4 6 4 4

職業 職 業 指 導 1 1 保体
健育

保 健 体 育 1

職業 職 業 指 導 1 1
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●

は
大

学

ス
ク

ー

リ

ン
グ

名 古 屋 法 経 専 門 学 校(1)

コ ン ピ ュ ー タ 経 理 科

1年 次 2年 次

前期 後期 前期 後期

短

大

併

修

教

育

一般教育

科 目

人文 科学 系 歴 史 ○

社 会 科学 系 法 学 ○

自然 科学 系 地理 学 ○

保健体育
科 目

体 育 理 論 ○

体 育 実 技 ●

外国語科目 英 語1 ●

専

門

教

育

科

目

経 済 原 論 ● ○

商 業 学 ● ○

金 融 論 ○

経 営 学 ○

会 計 学 ●

簿 記 論 ●

商 事 関 係 法 ○

憲 法 ○

原 価 計 算 ●

中 小 企 業 論 ○

民 法 総 則 ● ○

有 価 証 券 法 ○

専

門

教

育

専

門

教

育

科

目

電 算 機 概 論 ○ ○ ○

フ ォ ー ト ラ ン ○

コ ボ ル ○ ○ ○

ベ ー シ ッ ク ○

シ ス テ ム 設 計 ○

応 用 数 学 ○ ○ ○ ○

コ ン ピ ュ ー タ 英 語 ○ ○ ○ ○

商 業 簿 記 ○ ○

工 業 簿 記 ○ 、

簿 記 演 習 ○

計 算 実 務 ○

税 務 総 説 ○

経 営 分 析 ○

文 書 実 務 ○ ○

卒 業 研 究 ○

職 業 職 業 指 導 ○ ○ ○ 〇
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名 古 屋 法 経 専 門 学 校(2)

オ フ ィ ス オ ー ト メ ン シ ョ ン 科OA実 務 科

1年 次 2年 次 年 間

前期 後期 前期 後期 前期 後期

短

大

併

修

教

育

一般教育

科 目

人文科学系 歴 史 ○
一般教育

科 目
一 般 教 養 ○ ○

社会科学系 法 学 ○

専

門

教

育

科

目

OA概 論 ○ ○
自然科学系 地理学 ○

OA実 習 ○ ○保健体育
科 目

体 育 理 論 ○

体 育 実 技 ●
コ ン ピ ュ ー タ ○ ○

外匡語科目 英 語1 ●

秘 書 実 務 ○ ○

専

門

教

育

科

目

経 済 原 論 ● ○

商 業 学 ● ○ ビ ジ ネ ス 英 語 ○ ○

金 融 論 ○
事 務 管 理 ○ ○

経 営 学 ○

会 計 学 ● 文 書 実 務 ○ ○

簿 記 論 ●
商 業 簿 記 ○ ○

商 事 関 係 法 ○
ペ ン 習 字 ○ ○

憲 法 ○ ○

原 価 計 算 ● 珠 算 ○ ○

中 小 企 業 論 ○
職 業 指 導 ○ ○

民 法 総 則 ● ○

有 価 証 券 法 ○

専

門

教

育

専

門

教

育

科

目

OA概 論 ○ ○ ○

OA実 習 ○ ○ ○

コン ピュ ータ 概 論 ○ ○

コ ン ピュー タ 実 習 ○ ○

秘 書 実 務 ○ ○ ○ ○

ビ ジ ネ ス 英 語 ○

事 務 管 理 ○

文 書 実 務 ○

商 業 簿 記 ○ ○

計 算 実 務 ○ ○ ○

タ イ プ ○ ○ ○

ペ ン 習 字 ○ ○ ○

珠 算 ○ ○ ○ ○

職 業 職 業 指 導 ○ ○ ○ ○

● は大 学 ス ク ー リング
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日 本 工 学 院 北 海 道 専 門 学 校U)

情 報 工 学 科

必

必

必

必

選

選

選

選

選

選

必

選

必

必

必

必

選

必

選

必

選

必

選

必

選

必

選

選

選

必

選

選

選

選

選

選

選

選

選

選

選

選

選

語英
1学数

n学数

学理物

掌文

学史歴

学会社
学済経

学数用応

学理物用応

1学気磁気電

n学気磁気電

1路回気電

n路回気電

1路回子電

n略画子電

血路回子電

1定測気磁気電

n定温気磁気電

学工子電

斜材気電
路回ルタジデ

御制動自

路回理論

学工信通

論概機算計子電

論理報情
ーンヨシ

ー
レペオ

nンヨシ
ー

レペオ

1語言ラブンセア

n語言ラブンセア

ISO

HSO

ーンーフト
ー

オフ

nンラト
ー

オフ

置装憶記力出入

置装御制算演

1理処報情

n理処報情

1計設ムテスシ

H計設ムテスシ

験実礎基

験実用応

一

般

科

目

専

門
.

科

目

実
験

総時間数
60

情 報 処 理 科

120

120

60

一

般

科

目

英 語1 必

英 語n 必

英 語 田 選

英 語w 選

社 会 学 選

経 営 学 選

経 済 学 選

簿 記1 必

簿 記n 必

数 学 必

統 計 学 必

専

門

科

目

電 子 計 算 機 概 論 必

フ ロ ー チ ャ ー ト 必
ハ ー ド ウ エ ア 必

オ ペ レ ー シ ョ ン1 必

オ ペ レ ー シ ョ ンn 選

オ ペ レ ー シ ョ ン 演 習1 必

オ ペ レ ー シ ョ ン 演 習 肛 選
コ ボ ル1 必
コ ボ ルn 選
コ ボ ル 演 習1 必
コ ボ ル 演 習n 選

ア セ ン ブ ラ 言 語 必

オペ レー テ ィ ング シス テ ム1 必

オペ レーテ ィ ング システ ムn 選

フ ォ ー ト ラ ン 必
7ォ ー ト ラ ン 演 習 必

シ ス テ ム 設 計1 必

シ ス テ ム 設 計n 選

オペ レー シ ョンズ リサ ー チ1 必

オペ レー ショ ンズ リサ ーチn 選

ア プ リ ケ ー シ ョ ン1 (選)

ア プ リ ケ ー シ ョ ン1 (選)

ア プ リ ケ ー シ ョ ン1皿 (選)

シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 選

情 報 と 通 信 選

PL/1 選

言'語 演 習1 (選)

言 語 演 習H (選)

マ イ コ ン 入 門 選
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日 本 工 学 院 北 海 道 専 門 学 校 ②

電 子 工 学 科

回 路 網 理 論 選 応 用 実 験n 必

無 線 測 定 選 英 語 必

無 線 機 器 選 数 学1 必

電 波 伝 搬 及 び 空 中 線 選 数 学n 必

通 信 工 学 選 物 理 学 必

デ ジ タ ・ ル 回 路 選 文 学 選

航 法.無 線 選 歴 史 学 選

電 波 法 規 選 社 会 学 選

電 子 計 算 機 概 論 必 経 済 学 遅

発 変 電 工 学 選 応 用 数 学 選

電 気 機 器1 選 応 用 物 理 学 必

電 気 機 器 皿 選 電 気 磁 気 学1 必

送 配 電 工 学 選 電 気 磁 気 学n 選

自 動 制 御 選 電 気 回 路1 必

高 電 圧 工 学 選 電 気 回 路n 必

電 気 回 路 皿 選 電 子 回 路1 必

過 渡 現 象 論 選 電 子 回 路n 必

照 明 電 熱 工 学 選 電 子 回 路 皿 選

電 動 機 応 用 選 電 気 磁 気 測 定1 必

電 気 機 器 設 計 選 電 気 磁 気 測 定n 必

電 気 法 規 選 電 子 工 学 必

電 気 施 設 管 理 選 電 気 材 料 選

図 学 選 受 信 機 工 学 選

電 気 製 図 選 テ レ ビ ジ ョ ン 工 学 選

基 礎 実 験1 必 カ ラ ー テ レ ビ ジ ョ ン ェ 学 選

基 礎 実 験n 必 音 響 工 学 選

応 用 実 験1 必 送 信 機 工 学 選
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日 本 工 学 院 北 海 道 専 門 学 校(3)

ソ フ ト ビ ジ ネ ス 科

一

般

科

目

英 語1 必

ビ

ジ

ネ

ス

系
専
門

科
目

簿 記1 必

英 語n 選 簿 記n 選

英 会 話'1 必 商 法 選

英 会 話n 選 工 業 簿 記 必

文 学 選 財 務 諸 表 論 選

経 済 学 選 原 価 計 算 選

統 計 学 選 事 務 管 理 必

心 理 学 選 会 計 学 選

経 営 学 選

コ

ン

ピ

ユ

|

タ

系

専

門

科

目

電子計算機概論 必

一

般

教

養

科

目

教 養 実 務1 選 フ ロ ー チ ャ ー ト 必

教 養 実 務n 選 コ ボ ル1 必

文 章 作 法 必 コ ボ ルH 選

文 章 実 務 選 コ ボ ル 演 習1 必

ペ ン 習 字 選 コ ボ ル 演 習H 選

秘 書 学 必 オ ペ レ ー シ ョ ン 選

英 文 タ イ プ 選 オペレーティングシステム 選

和 文 タ イ プ 選 ベ ー シ ッ ク 選

書 道 選 ベ ー シ ッ ク 演 習 選

秘 書 実 務 必 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 必

秘 書 実 務 実 習 選 言 語 演 習 選
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仙 台 電 子 専 門 学 校(1)

情 報 シ ス テ ム 工 学 科

1 情 報 英 語(D 4 29 会 計 学 ②

2 情 報 数 学(1) 4 30 数 値 解 析 ②

3 商 業 簿 記 4 31 電 子 回 路 ②

4 電子計算機概論 4 32 ハ ー ドウ エ ア実 験(D ②

5 情報処理技術演習(D 8 33 シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ム ②

6 フ ロ ー チ ャ ー ト 4 34 経 営 管 理 論 ②

7 マ イ コ ン 実 習 2 35 応 用 数 学 ②

8 ASSEMBLER言 語(1) 8 36 PL/1言 語⑪ 4

9 COBOL言 語(1) 6 37 シ ステ ム設 計論 2

10 統 計 学 2 38 シ ス テ ム 工 学 2

ll 論 理 数 学 ② 39 デ ー タ ・ ペ ー ス 2

12 事 務 管 理 ② 40 プ ログラ ミング 演 習 8

13 経 済 学 ② 41 プ ログ ラ ム設 計 2

14 情 報 英 語(D 2 42 生 産 管 理 論 ②

15 情 報 数 学(m 2 43 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ②

16 情報処理技術演習([D 8 44 情報処理技術演習鋼 ⑥

17 ASSEMBLER言 語 ⑪ 2 45 ハ ー ド ウ エア 実 験(m ⑧

18 COBOL言 語 ⑪ 8 46 デ ジ タ ル 回 路 ②

19 FORTRAN言 語 4 47 ア ル ゴ リ ズ ム ②

20 オ ペ レー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム 2 48 管 理 会 計 学 ②

21 PL/1言 語(D 4 49 打 鍵 実 技 ②

22 デ ー タ 通 信 、2 50 情 報 管 理 論 ②

23 デ ー タ 構 造 2 51 販 売 管 理 論 ②

24 計算機構成 論 2 52 特 別 講 義 3

25
'

EDP会 計 論 2 53 卒 業 論 文 10

26 論 理 回 路 ② 開 講 単 位 数 181

27 電 気 回 路 ② 要取得 単位 数 145

28 情 報 理 論 ②
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仙 台 電 子 専 門 学 校(2)

情 報 科 学 科

1 情 報 英 語(D 4 20 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ステ ム 2

2 情 報 数 学(D 4 21 論 理 回 路 ②

3 商 業 簿 記 4 22 情 報 理 論 ②

4 電子計算機概論 4 23 会 計 学 ②

5 情報処理技術演習(D 8 24 経 営 学 ②

6 フ ロ ー チ ャ ー ト 4 25 PL/1言 語 4

7 マ イ コ ン 実 習 2 26 シ ステ ム設計 論 2

8 ASSEMBLER言 語 8 27 デ ー タ ・ ベ ー ス 2

9 COBOL言 語1 6 28 デ ー タ 通 信 2

10 統 計 学 2 29 数 値 解 析 ②

11 経 済 学 ② 30 応 用 数 学 ②

12 論 理 数 学 ② 31 オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ ②

13 事 務 管 理 ② 32 シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ム ②

14 情 報 英 語(m 2 33 打 鍵 実 技 ②

15
タ

情 報 数 学 ⑪ 2 34 特 別 講 座 2

16 情報処理技術演習⑪ 4 35 卒 業 論 文 6

17 COBOL言 語(m 8 開 講 単 位 数 112

18 FORTRAN言 語 4 要取得 単位 数 98

19 EDP会 計 論 2
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谷 村 学 院 電 子 技 術 専 門 学 校

コ ン ピ ュ ー タ 科

各学科の1週 間に

おける授業時間数

間時2

3

1

2

1

1

　

挙

挙

語

論

計

養

育

・

概

設

エ

ニ

教

子

‥

ぴ

般

数

電

英

⇔

醐

一

体

茶 道2時 間

簿 記

プ ログ ラ ミン グ17

(;㌘ 諮 一トラン)

英 文 タ イ

計 34時 間

マ シ ン実 習の単 位数 は プ ロ グ ラ ミングの基 礎 及 び

演 習 並 び に電 子 計 算機 の概 論 、 応用 の 単位 よ り分

割 して 当 てま す。 職 員は 本校 職 員の外、 ㈱ 新 興 製

作所 並 び にみ ちの くコ ヵコ ー ラボ トリング㈱ の 専

門 家 が指 導 に 当 って お りま す。

電 気 通 信 料

各学科の1週 間 に

おける授業時間数

実 技

テ レ プ リンタ

邦 文 タ イプライタ

ワー ドプ ロセ ッサ

機

英

簿

体

系

作

械 保

17時 間

16

}1

記

育(音 楽)

道
}2

法

(テ レプリンタの理 論及びコンピュータ概論)

国

社A

珠 算

調 理

(男 子はテレプリンタの原理及びその構造)

書
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情 報 科 学 専 門 学 校(1)

情 報 秘 書 科 情 報 処 理 科 ロ ボ ッ ト 制 御 科

科 目 科 目 科 目

一

般

科

目

情 報 基 礎 数 学 一

般

科

目

情 報 基 礎 数 学
一

般

科

目

情 報 基 礎 数 学

国 語 お よび 文 章 作 法 国 語 お よ び 文 章 作 法
国 語 お よ び 文 章 作 法

英 語(英 文 ・会 話) 英 語(英 文 ・会 話)

英 語(英 文 ・会 話)
社 会 倫 理 技 術 英 語

時 事/商 用 英 語

専

門

科

目

OA概 論 ・ワー ドプロセ ッサ実 習 社 会 倫 理

社 会 倫 理 電子計算機 システム概 論

専

門

科

目

OA概 論

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 電子計算機 システム概 論

専

門

科

目

OA概 論 ・ワー ドプ ロセッサ実 習

ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

電子計算機 システム概 論
プ ロ グ ラ ミ ング言 語 概 論 プ ログラ ミ ング 言 語 概 論

オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム

プ ロ グ ラ ミ

ミ ン グ 語

BASIC

プログ ラ ミ

ン グ 言 語

BASIC

プログラミング言語

BASIC ASSEMBLER ASSEMBLER

COBOL COBOL
COBOL

FORTRAN FORTRAN

電子 計算機 システム応用
電 子 計 算 機 シ ステ ム 応 用 電子計算機 システム応 用

シス テ ム 設 計 お よび 演 習 シス テ ム設 計 お よ び 演 習 シ ステ ム 設 計 お よび 演 習

電 子 工 学 電 気 工 学 電 気 工 学

電 子 工 学 電 子 工 学
簿 記

電 気 通 信 概 論 電 気 通 信 概 論

秘 書 学 ・ 秘 書 実 務
機 械 工 学 機 械 工 学

文書管理/経 営情 報概 論 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 技 術 ロ ボ ッ ト 工 学

芸 術/生 活 造 形 グ ラ フ ィ ッ ク 技 術 セ ン サ 技 術

デ ー タ ベ ー ス 技 術 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 技 術

いけ ば な/ヘ ル シー ク ッキ ン グ

簿 記 グ ラ フ ィ ッ ク 技 術
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情 報 科 学 専 門 学 校{2)

デ ー タ 通 信 シ ス テ ム 科 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム 科

科 目 科 目

一

般

科

目

情 報 基 礎 数 学
一

般

科

目

情 報 基 礎 数 学

国 語 お よ び 文 章 作 法 国 語 お よび 文 章 作 法

英 語(英 文 ・会話) 英 語(英 文 ・会 話)

技 術 英 語 技 術 英 語

社 会 倫 理 社 会 倫 理

専

門.

科

目

OA概 論

専

門

科

目

OA概 論

電子計算機 システム概 論 電子計算機 システム概 論

オ ペ レー テ ィ ング シ ス テ ム オ ペ レ ーテ ィ ン グ シス テ ム

ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 ソ フ ト ウ ェ ア 工 学

プ ・グ ラ ミ ン グ 言 語 概 論 プ ・グ ラ ミ ン グ 言 語 概 論

プ ログ ラ ミ

ング 言 語

BASIC

プログラミ

ン グ 言 語

BACIC

ASSEMBLER ASSEMBLER

COBOL COBOL

FORTRAN FORTRAN

電子 計算機 システム応 用 電子 計算機 システム応 用

シス テ ム 設 計 お よ び 演 習 シ ステ ム 設 計 お よび 演 習

電 気 工 学 電 気 工 学

電 子 工 学 電 子 工 学

電 気 通 信 概 論 電 気 通 信 概 論

デ ー タ 通 信 工 学 デ ー タ 通 信 工 学

光 フ ア イ パ 通 信 技 術 光 フ ァ イ バ 通 信 技 術

機 械 工 学 機 械 工 学

セ ン サ 技 術 セ ン サ 技 術'

マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 技 術 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 技 術

デ ー タ ベ ー ス 技 術 デ ー タ ベ ー ス 技 術
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情 報 科 学 専 門 学 校(3)

コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス 科

科 目 内 容

一

般

科

目

情 報 基 礎 数 学 専門科 目を学ぶための基礎力を習得する

国 語 お よ び 文 章 作 法
国語基 礎 力強 化、 文 章 の解 釈、 文章 ・会 話 に よ

る表現 力 を習得 す る

英 語(英 文 ・会 話) 会話に重点をおいた英語基礎力を強化する

技 術 英 語 文献を理解する能力を養 う

社 会 倫 理 社 会 人 と しての人間性 、常 識 を 身につ け る

専

門

科'

目

OA概 論 OA時 代に対応できる基本概念を学ぶ

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ステ ム

電子 計 算機 の概 要 、動 作 原理 、 専 門用 語 を学 ぶ

制 御、 言語 処理 、 ユ ー テ ィリテ ィの 各 プログ ラ

ムにつ いて学 ぶ

ソ フ ト ウ エ ア 工 学 システ ム開 発 技法 、 プ ログ ラ ミ ング技法 を学 ぶ

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 概 論
プログ ラ ミング言語 の基 本 的 な思 想 と各 言語 の

概 要 を学ぶ

プ ログ ラ ミ

ン グ 言 語

BASIC BASICの 全仕 様 にっ い て学ぶ

ASSEMBLER
A

HITACMシ リー ズ のASSEMBLERの 理 解

と実 習

COBOL COBOL言 語 の理 解 と実 習

FORTRAN FORTRAN言 語 の理 解 と実 習

電 子 計 算 シ ス テ ム 応 用

一 般 的 な電子 計 算機 の応 用 の他 、経 理管 理・OR

な どへ の応 用 を学ぶ

シ ス テ ム 設 計 お よ び 演 習

電 気 工 学

システム開発技法を習得する

電気工学の基礎を習得する

電 子 工 学
電子 工 学 の基礎 を 習得 す る

(半 導 体 ・集積回路 、 デ バ イス、 自動制 御)

電 気 通 信 概 論
電気通信の概要を学ぶ

(通 信伝送路技術、電気通信回路網)

機 械 工 学
ハ ー ドウ ェア の機 構 部 の動作 を理 解 す るた めの

力学 、 材料 学 の基 礎 を学 ぶ

マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 技 術

マ イク ロコ ン ピュー タ ボー ドを使 用 し、 ロボ ッ

ト制 御、通 信制 御技 術 を習 得す る

グ ラ フ ィ ッ ク 技 術

図形処理技術の概要と基本的な開発技術を習得

する

デ ー タ ベ ー ス 技 術

デー タベ ー スの基本 概論 を学ぶ

(概 論、 動 向、 デ ー タベ ース 論理 設計)
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日 本 ビ ジ ネ ス ス ク ー ル(横 浜)

情 報 処 理 科 情 報 タ イ プ 科

1年 2年 1年2年

標 準 履 修 表 前
期

後
期

前
期

後期 標 準 履 修 表 前
期

後期 前期
篇

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 ○ ○ OA概 論(ワ ー プ ロ) ○

英 文 タ ィ ブ ○ ○ ○ ○ BASIC、 演 習 ○ ○

W/P実 習1 ○ ○ COBOL演 習 ○ ○ ○ ○

コ ン ピ ュ ー タ 実 習 ○ ○ 英 文 タ イ プ ○ ○ ○ ○

W/P実 習H ○ ○ ○ W/P実 習n ○ ○

W/P実 習ln ○ ○ シ ス テ ム 設 計 ○ ○ ○ ○

アプ リケー シ ョ ン システ ム ○ ○ ア プ リケ ー シ ョ ン システム ○ ○

情 報 処 理 概 論 ○ ○ FORTRAN演 習 ※ ※

文 書 実 務n ○ ○ ASSEMBLER演 習 ○ ※ ※

フ ァイル 作 成(ワ ー プロ) ○ 情 報処 理 技 術 者 ゼ ミ ○ ○ ○

情 報 処 理 英 語 ○ 情 報 処 理 英 語 ○ ※

ソ フ ト ウ ェ ア 論 ○ ○ 情 報 処 理 数 学 ○ ○ ※

簿 記 会 計 ○ ○ 統 計 学 ○ ○

経 営 実 務 ○ ○ コ ン ピ ュ ー タ 概 論 ○ ○

文 書 実 務1 ○ ○ ソ フ ト ウ ェ ア 論 ○ ○

秘 書 実 務 ○ ○ 簿 記 会 計 ○ ○

一 般 常 識1 経 営 実 務 ○ ○

一 般 常 識n ○ ○ 文 書 実 務1 ※ ※

特 別 教 養 講 座 秘 書 実 務 ※ ※

} ○ ○
時 事 講 座 一 般 常 識1 ※

国 語 表 現 法 ○ ○ ○ ○ 一 般 常 識1 ※

現 代 接 遇 礼 法 ○ 特別教養講座 ・時事講座 ○ ○

.商 業 英 語 ○ ○ 国 語 表 現 法ll (⊃

単 位 数 28 28 28 28 現 代 接 遇 礼 法 ○

単 位 数 28 28 28 28

※は選択科目
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関 東 理 工 専 門 学 校

情 報 処 理 技 術 科

課 目 時 間

1.電 子 計 算 機 概 論 70

2.ソ フ ト ウ ェ ア の 知 識 70

3.ア セ ン ブ ラ 言 語(実 習) 175

4.COBOL言 語(実 習) 490

5.FORTRAN言 語(実 習) 210

6,BASIC言 語(実 習) 350

7.シ ス テ ム 設 計 140

8,オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 140

9.国 家 試 験 対 策 70

10.電 子 回 路 35

11.統 計 学 35

12.経 営 学 70

(
13.財 務 会 計 105

14、 税 法 ・ 商 法 35

15.英 文 タ イ プ 175

16.英 会 話 140

合 計2,310

コ ン ビ ュ ー タ 工 学 科

主 な カ リ キ ュ ラ ム

・電 気 磁 気 学

・電 気 計 測

・電 気 回 路

・電 気 材 料

・電 子 工 学

・電 子 回 路U)

・電 子 回 路(2)

・機 械 工 学 概 論

・ ソ フ ト ウ ェ ア 概 論

・機 械 語

・ ア セ ン ブ リ 言 語

・電 気 製 図

・電 気 基 本 作 業

・機 械 基 本 作 業

・電 子 計 測

・電 子 測 定

・ マ イ ク ロ ・ コ ン ピ ュ ー タ 製 作

・ ソ フ ト ウ ェ ア 演 習

・他

1
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新 潟 商 科 電 算 専 門 学 校

情 報 処 理 専 門 科

● カ リ キ ュ ラ ム

コ ン ピ ュ ー タ 基 礎 理 論

プ ロ グ ラ ミ ン グ<COBOL、FORTRAN>

機 械 実 習 く パ ン チ ン グ 、 オ ペ レ ー シ ョ ン 〉

会 計 処 理

一 般 教 養 〈 数 学 、 英 語 〉

秘 書 情 報 料

● カ リ キ ュ ラ ム

み

プ

プ

語

語

話

字

グ

養

育

R

ロ

イ

イ

プ

教

二

葉

会

習

↓

ス

文

文

業

.

ン

ニン

和

英

英

商

英

ペ

コ

ビ

体

H

務

記

学

学

法

法

法

論

記

務

実算

簿

計

営

概

簿

実

計

業

学

業

書

算珠

商

会

経

商

民

税

法

工

秘
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新 潟 ビ ジ ネ ス 専 門 学 校(1)

ロ ボ ッ ト 工 学 科情 報 シ ス テ ム 工 学 科

一

年

次

専

門

科

目

情 報 処 理 概 論

v

:

一

年

次

専

門

科

目

情 報

COBOLI フ ロ ー チ ャ ー ト

COBOL実 習1 FORTRANI

FORTRANI オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

FORTRAN実 習1 情 報 処 理2種

フ ロ ー チ ャ ー ト FORTRAN実 習1

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

教

養

数.学

情 報 処 理2種 英 語

教

養

情 報 数 学 商 業 簿 記

英 語

二

年

次

専

門

科

目

シ ス テ ム 設 計

二

年

次

専

門

科

目

シ ス テ ム 設 計 FORTRANn

オ ペ レー シ ョ ン ズ リサ ー チ(OR) FORTRAN実 習H

デ ー タ ベ ー ス BASIC

デ ー タ 通 信 BASIC実 習

COBOL[1 電 磁 気 学

COBOL実 習n 電 気 回 路

FORTRAN .n 電 子 回 路

FPRTRAN実 習H 論 理 回 路

BASIC 制 御 工 学

BASIC実 習 ロ ボ ッ ト 概 論

教

養

商 業 簿 記 セ ン サ ー 原 理

販 売 管 理 教養 応 用 数 学

経 営 管 理

三

年

次

専

門

科

目

ア セ ン ブ ラ

三

年

次

専

門

科

目

シ ス テ ム 工 学 ロ ボ ッ ト 言 語

管 理 工 学 シ ス テ ム 工 学

論 理 数 学 管 理 工 学

数 値 解 析 人 間 工 学

電 磁 気 学 ハ ー ド ウ エ ア 実 習

回 路 理 論 マ イ コ ン 実 習

八 一 ド ウ エ ,ア 実 習 卒 業 研 究

卒 業 研 究 教養 就 職 実 務

就 職 実 務 ※年 度 に よ って若干 変 更 す る こ とが あ りま す。

※年 度 に よっ て若干変 更す る こ とが あ ります。
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新 潟 ビ ジ ネ ス 専 門 学 校(2}

情 報 処 理 科 情 報 処 理 科

専

門

科

目

数 学

一

年

次

専

門

科

目

情 報 処 理

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム フ ロ ー チ ャ ー ト

オ ペ レ ー シ ョ ン 実 習 COBOLI

プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 習 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

BASIC
'

情 報 処 理2種

COBOL実 習1BASIC実 習

教

養

数 学管 理 工 学 概 論

教

養

商 業 簿 記 英 語

ペ ン 字 商 業 簿 記

就 職 実 務

二

年

次

専

門

科

目

COBOLn

※年度 に よって若干 変 更す る こ とが あ りま す。

、

.

COBOL実 習n

BASIC

BASIC実 習

オ ペ レ ー シ ョ ン ズ リ サ ー チ

デ ー タ ベ ー ス

シ ス テ ム 設 計

卒 業 研 究

教

養

経 営 管 理

事 務 管 理

販 売 管 理

ペ ン 字

就 職 実 務

※年度 に よらて 若干変 更 す る こ とが あ ります。
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四 日 市 情 報 ビ ジ ネ ス 専 門 学 校 ・

情 報 ビ ジ ネ ス 科 情 報 経 営 学 科

、

語

学

務

論

論

記

務

論

論

論

語

語

習

論

論

険

論

論

理

析

計

理

論

論

断

理

引

養

習

英

実

概

観

実

運

∴

言

言

概

保

概

観

管

分

分

管

各

業

診

管

取

敷

演

計

処

O

学

学

P

企

業

書

学

学

算

法

法

会

務

務

テ

法

業

務

行

事

定

報

済

営

D

A

O
.

商

統

文

法

商

簿

計

コ

ソ

情

B

C

コ

商

税

社

経

経

事

事

シ

E

税

中

企

財

銀

時

検

語

能

書

論

論

記

務

論

語

語

習

論

論

険

論

論

理

理

理

引

育

習

目

文

緬

=・ロ

ニ・ロ

一

書

概

管

実

C

L

概

観

保

秘

習

習

取

敷

演

科

観

楓

英

技

0

学

P

業

書

〔

学

学

算

ピ

晶

ピ

法

法

会

∵

務

・

務

行

事

定

訳

商

秘

ビ

法

高

簿

計

コ

B

C

コ

商

税

社

ビ

軽

車

E

財

銀

時

検

選

(58年 度予 定)

多 少変 更 す る ことが あ ります。

(58年 度予 定)

多 少 変更 す る ことが あ りま す。
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日 本 情 報 処 理 専 門 学 校

情 報 処 理 科 情 報 処 理 研 究 科

授 業 内 容
1年 2年 授 業 内 容 前 後

前 後 前 後

情

報

処

理

学

デ ー タ ベ ー ス 入 門 3

シ ス テ ム 設 計 3 3

オ ペ レーテ ィ ング シ ス テム 3

ソ フ ト ウ ェ ア 3 3 2

デ ー タ 通 信 3ハ ー ド ウ ェ ア 3 3 2

数 理L統 計 学 3 3 3 解 析 学 入 門 3

経 営 分 析 入 門 2
自
動
制
御

自 動 制 御 3 3

オペ レーテ ィング システ ム概 論 3 3

電 子 回 路 3 3

COBOL(コ ボ ル) 3 3 3

.=
フ 言

ロ

グ 語
う
ミ演
ン
グ 習

PL/1 3
FORTRAN(フ ォー トラ ン) 3 3 3

BASIC(ベ ー シ ッ ク) 3 2 ア セ ン ブ ラ 3

ア セ ン ブ ラ 3 3
プ ロ グ ラ ム 実 習 3

簿 記 3 3

総 合 研 究 21
コ ン ピ ュ ー タ 簿 記 3

一

般科

教

養 目

英.語 1 1
キ ー パ ン チ 実 習 5

法 学 1 1COBOL総 合 演 習 7

FORTRAN総 合 演 習 7

経 ・ 済 学 1 1

コ ン ピ ュ ー タ 簿 記 演 習 4

計 30 30

経 営 数 学 演 習 3

'

経 営 分 析 演 習 3

経 営 管 理 1 1 1 1

英 語 1 1 1 1

文 章 法 1 1 1 1

ペ ン 習 字 1 1
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電 子 開 発 学 園

情 報 処 理 専 門 科

1年 2年

コンピュータの学 習 をす るにあた って

ハ ー ド ウ エ ア 概 論

ハ ー ド ウ エ ア 概 論

機 器 操 法

COBOL言 語(1)

BASIC言 語

プ ロ グ ラ ム 設 計(1)

経 営 数 学

簿 記 会 計(1)

文 書 事 務

コ ン ピ ュ ー タ 英 語

認 定 試 験 対 策

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

デ ー タ 通 信 シ ス テ ム

デ ー タ ベ ー ス

構 造 化 プ ロ グ ラ ム

プ ロ グ ラ ム 設 計(2)

COBOL言 語(2)

簡 易 言 語

シ ス テ ム 設 計

経 営 科 学

簿 記 会 計 ②

文 書 事 務

コ ン ピ ュ ー タ 英 語

認 定 試 験 対 策

卒 業 研 究
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国および公的団体 におけ る情報処理教育
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第 五編

第1章 政 府 お よび 日本 国有 鉄 道

1.

2.政 府

2.1は じめ に

国家公 務 員研 修 の概 要2.2

23 問題点 と課 題

3.日 本国 有鉄 道

31教 育組織 と沿革

3.2教 育実 施計 画

3.3実 施計画 状況 と内 容

第2章 地 方公 共 団体

1.コ ンピ ュー タ利用 の概況

2.

2.1は じめに

研 修 コ ース の種 類2.2

2.3

教 育研 修 の特 色2.4

教 育研 修 の概 要2.5

今 後の 方針2.6

国および公的団体における情報処理教育

国の行政機関および政府関係機関におけるコンピュータ利用の概況

(財)地方 自治情報センターの研修
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3.東 京 都

3.1

3.2

3.3

4.兵 庫 県

4.1

4.2

4.3

4.4

5.神 戸 市

5.1
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は じめに

システム開発促進のための研修
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第llWt国 およ び公的団体における情報処理教育

第1章 政府および日本国有鉄道

本章では、政府省庁における国家公務員研修としての情報処理教育と、政府関係機関(特 殊法人)と

しては、その代表的なものの一つとして日本国有鉄道における情報処理教育について述べる。

1.国 の 行 政 機 関 お よ び 政 府 関 係 機 関 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 概 況

国 の行 政機 関 にお いて コン ピ ュ ータが 最初 に導入 された の は、1958年 度(気 象庁 がIBM704を

1セ ッ ト導入 し、 気 象分 析 に利 用)で 、 そ の後 、行 政運 営 の合理 化 、行 政水 準 の 向上 を図 る観 点 か ら、

設置 台数 は年 々増 加 し、1982年 末 に は345台(要 員数5,738名)に 達 して い る。 そ の増 加 の状 態

は 図表1の よ うで あ る。 コン ピュ ー タの適 用業 務 は、 給与 、共 済、 年 金、保 険 等 か ら、 デ ー タベ ース

の利 用 に よる行政 施 策 の企 画 、立 案 、決 定の た め の分 野 に ま で拡大 して いて 、行 政運 営 の合 理化 、 行

政 サ ー ビス の向上 な どを図 るた め に欠 くことの で きない もの にな って いる。 主要 適用 業 務 は図表2の

よ うであ る。 これ らを担 当 す る要 員 の職 能別 の数 の推移 は 図表3の よ うで あ り、 省 庁別 、 職能 別 の要

員数 は図表4の よ うで あ る。 この よ うな処 理 需要 の増 大 、 高度化 に伴 い、 コ ン ピュ ータ システ ム は大

型 化 、 オ ンラ イン化 の傾 向 を強 めて い る。 これは、 為替 、貯 金、 簡 易保険 、 社会 保 険、 車 検登 録 等 の

全国 的規 模 のオ ン ライ ン シス テ ムが多 数 運用 されて い る ことに も よる。

公 社、 公団 、公 庫、 事業 団等 の特 殊 法人 に おけ る コ ンピ ュー タ利 用 も年 々増 大 して お り、1982年

度 末現 在 、 全法人(99法 人)の うち59法 人 に786台(要 員 数7,180名)が 導 入 されて いる。 こ の'

ほか、 超 小型 コン ピ ュー タの み を設置 して い る もの、 端末機 のみ 設置 、外 部委 託 に よる コン ピ ュー タ

利 用 が31法 人 あ る。 そ の設置 状況 の変 遷 は図表5の よ うで あ る。 また法 人別 設 置台数 と主 要適 用 業

務 は図表6の よ うであ る。 日本 中央 競 馬会(159台)、 日本 国 有鉄道(147台)、 国 際電 信 電話 公

社(106台)、 日本電 信 電話 公 社(97台)、 日本 放送 協会(50台)と 大法 人 への集 中傾 向が あ り、

この5法 人 だ けで 全体 の71.4%を 占 めて い る。 国 の行政 機 関 に 比 して 中 ・小型 の比 率 が高 い(中 型

340台 、43.390、 小 型243台 、30.996)。 適 用業 務 は、 給与 、会計 、統 計等 の管理 業 務、 各 法 人

の固有業 務等 か ら、情 報 検 索、予 測分 析業 務 に拡 大 す る傾 向に あ る。 これ らを担 当す る要 員の職 能 別

の数 の推移 は図表7の よ うで ある。
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図表1コ ン ピ ュータ利 用 の推移

2,383億 円

響 _/

_/
1,65、億 円 ・,竺 膓7記 入

メ歳 鋼巖・3
,853人/1,141億 円

、,、65人[蓮 工/1'053億 円1・ ・…S円

乙 測 ぷ 億円/　
⑮/諦8億 円

諾意轟 欝ぎ一≠
19686970

ω
㎜

帆

綱

卿

卿

⑳

卿

セット数

運用経費
設置金額 年

度

く 注>1.運 用 経 費 は、 レン タル 費、通 信回 線 費、 消耗 品 費、外 注 費等 の経 費 であ り、人件 費、 設備 費

等 は含 まな い。 亀

2.設 置 金額 は、 コ ン ピュ ータ買取 金 額(レ ン タル ・リース契 約 に よ る ものは、 買取換 算 額)で

あ る。
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図表2省 庁別電子計算機設置台数および主要適用業務(1982年3月 末現在)

省 庁 名 台 数 主 要 適 用 業 務

総 理 府 本 府

警 察 庁

行 政 管 理 庁

2

5

1

統計

統計 指名手配等照会 車両照会 運転者管理

法令検索 給与共済

北 海 道 開 発庁

防 衛 庁

経 済 企 画 庁

科 学 技 術 庁

環 境 庁

沖 縄 開 発 庁

庁

省

省

省

省

省

省

省

産

業

土

務

務

蔵

部

生

水

産

林

商

国

法

外

大

文

厚

農

通

運

郵

労

建

自

輸

政

働

設

治

省

省

省

省

省

3

1

1

2

3

2

1

8

6

1

9

2

6

8

5

1

2

1

1

1

67

80

6

20

1

技術計算 工事費積算 給与共済

補給管理 技術計算 通信交換 気象

統計 経済分析計算

技術計算

情報検索 技術計算 統計 給与共済

給与

給与

犯歴票管理 出入国記録管理 供託金計算 入国審査

情報検索 旅券発給 電信メッセージ交換 写植

統計 情報検索 予算・会計 資金管理 徴税

統計 情報検索 分析計算 技術計算

統計 情報検索 社会保険 年金

統計 在庫管理 技術計算 情報検索

統計 分析予測計算 情報検索 技術計算 特許事務

輸出保険JIS管 理 機械類信用保険 鉱業権出願事務

統計 分析予測計算 情報検索 技術計算 車検登録

気象 航空管制 海技従事者管理

貯金 簡易保険 数理統計 電波監理

統計 雇用保険 労災保険 労働保険徴収 職業紹介

統計 技術計算 工事費積算 河川・道路管理 国土数値情報

会計予算管理

統計

計 345

〈資料〉 行政管理庁 「電子計算機利用基本調査報告書」
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昭和

47年

48年

管理者

図 表3.運 用 要 員 の 推 移

各年度4月1日 現 在

↓

度(㌫ SE.プ ログ ラマ

1,191人(27.8%)

オ ペ レ ー タ

896人(20.9%)

o

ハ ンチ ャ

1,274人(29.7%)

↓

701人

(16.4%)

'
1/

度㌫ 1,360人

(28.7)

964人

(20.4)

1,383人

(29.2)

784人

(16.6)

49年

52年

53年

'

' 電算機関係事務
` '

度謝 SE

439人

(8.8)

プ ログ ラマ

829人(16.6)

1,046人

(21.0)

1,503人

(30.2)

339人

(6.8)

608人

(12.2)

、 、

、 、
、

度㌫ 480人

(94)

813人

(15.9)・

1,094人

(21.4)

1,471人

(28.8)

286人

(5.6)

725人

(14.2)

`

、 、

、

、

、

,

度劉 558人

(11.6)

908人

(19.0)

1,113人

(23.2)

942人

(19.6)

230人

(4.8)

789人

(164)

1 ,1'1

度
286人

(5.8)

587人

(12.0)

865人

(17.6)

1,204人

(24.5)

861人284人

(17.5)(5.8)

823人

(16.8)

1 1

渡 治 599人

(12.2)

842人

(17.1)

1,248人

(25.4)

779人318人

(15.8)(65)

806人

(16.4)

、

一度 346人

(6.9)

634人

(12.6)

830人

(16.5)

1,324人

(26.4)

770人362人

(15.4)(7.2)

751人

(15.0)

1 、 、'1

渡 謝 692人

(13.5)

852人

(16.6)

1,376人

(26.8)

668人

(13.0)

458人

(8.9)

717人

(14.0)

＼、
＼

、

三度 394人

(7.2)

734人

(13.4)

978人1,539人

(17.8)(28.1)

562人

(10、2)

465人

(8.5)

813人

(14.8)

," !

唯 治742人
(129)

1,005人1,676人

(17.5)(29.2)

532人

(9.3)

529人

(9.2)

850人

(14,8)

庶 務 そ の他

計4,285人

4,731人

4,985人

5,109人

4,800人

4,910人

4,916人

5,017人

5,132人

5,485人

5,738人

囲1.複 数 の 職能 を兼 ね てい る場 合 は 、従 事時 間 の割合 の最 も多い 職能 に分類 した 。

2.電 子計 算機 関 係事 務 とは 、企 画 ・調 整 、 デ ータ管理 等 電算 処理 に関 連 した事 務 に主 と して従事

事 す る者 を い う。

一312一



省 庁 別 運 用 要 員 の 状 況

 

4図表

(人)(昭 和57年4月1日 現在)

区 分 昭 和57年 度 要 員 数 昭和56年 伸 び 率

省庁名 部門数 管理者 SE プ ログラマ オ ペレ ータ パ ンチ ャ
電子計 庶 務 度要員数 (%)
算機関 合 計
係事務 その他 構成比(%) (合 計) 57/56

総 理 府 本 府 2 2 2 66 19 124 16 25 261 4.5 263 △0.8

公正取引委員会 1 1 一 一 一 一 2 一 3 0.1 一 一

警 察 庁 1 2 34 37 57 1 10 11 152 2.6 151 0.7

宮 内 庁 1 1 一 一 一 一 2 一 3 0.1 一 一

行 政 管 理 庁 1 1 12 6 一 一 1 3 23 0.4 23 0.0

北海 道開発庁 3 4 8 11 一 一 2 3 28 0.5 28 0.0
防 衛 庁 42 51 172 281 259 150 98 126 1,137 19.8 1,125 1.1

経 済 企 画 庁 1 1 3 3 一 1 1 1 10 0.2 9 11.1

科 学 技 術 庁 8 7 6 13 2 1 1 4 34 0.6 30 133
環 境 庁 3 1 1 3 一 一 2 1 8 0.1 6 33.3
沖 縄 開 発 庁 2 2 1 2 4 一 一 一 9 0.2 10 △10.0

国 土 庁 1 1 一 一 一 一 2 一 3 0.1 3 0.0

法 務 省 8 8 21 22 14 11 3 2 81 1.4 78 3.8

外 務 省 4 3 7 9 8 10 12 1 50 0.9 47 6.4

大 蔵 省 13 56 200 62 43 34 41 24 460 8.0 459 0.2
文 部 省 8 9 5 14 2 6 3 2 41 0.7 39 5.1

厚 生 省 8 29 20 56 44 23 26 13 211 3.7 209 1.0

農 林 水 産 省 14 13 43 38 33 13 27 19 186 3.2 190 △2.1

通 商 産 業 省 13 7 41 46 14 2 16 31 157 2.7 169 △71

運 輸 省 27 28 55 112 293 1 86 132 707 12.3 638 1α8

郵 政 省 43 149 97 107 867 132 123 382 1,857 32.4 1,665 11.5

労 働 省 6 12 4 86 16 23 9 62 212 3.7 218 △2.8

建 設 省 20 15 3 31 1 一 36 7 93 L6 113 △177

自 治 省 1 1 一 一 一 一 10 1 ・12 0.2 12 0.0

計 231 404 742 1,005 1,676 532 529 850 5738 100 5,485 4.6

(注)臨 時職員及び外部要員は含まない。

〉

ー

ω
冨

ー



図 表5特 殊 法 人 にお け る コ ン ピュー タ利 用 の推移

設置・遍 灘

(台)

1,000

goo

oo

oo

8

7

600

5∞

400

300

200

100

(億 円)

2,500

設置法 人数 要員数

2,275億 円

魎

㊥
55法 人

7,180人

(法 人)(人)

1809,000

160

1408 ,000

120

1007,000

80

606,000

40

205 ,000

1973747576777879808182(年 度)

〈注>1・ 昭和51年 度 ・52年 度の 設置金S頁、要 員数お よびb召和50年 度 、51年度の醐 経費`、ついては 調 査 を行 。て、、な、、ため

不明である

2.運 用経 費は、決算額であ る

く 資 料 〉 行 政 管 理 庁 「特 殊 法 人 に お け る電 子 計 算 機 利 用 基 本 調 査 報 告 書 」
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図表6特 殊法人の電子計算機設置台数および主要適用業務

.(昭 和57年 度末見込)

法 人 名 台 数 主 要 適 用 業 務

公

社

日本専売公社

日本国有鉄道

日本電信電話公社

37

147

97

統計 経理 在庫管理 給与計算 受注管理

座席予約 運行管理 経理 在庫管理 給与計算 統
計 貨車操配 技術計算 ヤード制候 工事積算 契
約管理

電信電話料金計算 施設管理 統計 試験研究 教育

公

団

地域振興整備公団

石油公団

船舶整備公団

日本鉄道建設公団

新京 国際空港公団

日本道路公団

首都高速道路公団

阪神高速道路公団

住宅 ・都市整備公団

1

2

1

1

7

5

18

7

1

経理 会計

技術計算 情報検索 統計 貸付 給与計算

経理 給与計算

経理 資金管理 給与計算 統計

情報提供 統計 収入管理 給与計算

技術計算 収入管理

交通管制 給与計算 統計

交通管制 経理

給与計算 入事 統計 住宅管理

宅地分譲収納計算 技術計算

事

業

団

動力炉・核燃料開発事業団

宇宙開発事業団

国際協力事業団

畜産振興事業団

石炭鉱害事業団

中小企業事業団

簡易保険郵便年金福祉事業団

労働福祉事業団

中小企業退職金共済事業団

雇用促進事業団

7

15

1

1

4

2

3

3

1

1

技術計算 プラントデータ処理

技術計算 、

給与計算 事務計算

在庫管理

設計計算 統計

共済業務 経理 融資 貸付

給与 会計 フロン ト業務 健康診断

経理

共済業務

経理

北海道東北開発公庫

沖縄振興開発金融公庫

国民金融公庫

1

1

3

金融業務 給与計算 財務分析

金融業務 統計 給与計算

金融業務 統計 給与計算 経理
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法 人 名 台 数 主 要 適 用 業 務

医療金融公庫 1 金融業務 統計 給与計算

公

・

農林漁業金融公庫 1 金融業務 統計 給与計算

中小企業金融公庫 3 金融業務 統計 給与計算

中小企業信用保険公庫 1 保険料計算 管理回収 融資 給与計算

庫 住宅金融公庫 1 金融業務 統計 給与計算

公営企業金融公庫 1 金融業務 統計 給与計算

金 日本開発銀行 1 金融業務 財務分析 統計 給与計算
庫
● 日本輸出入銀行 1 金融業務 財務分析 統計 給与計算
特

'

殊 農林中央金庫 6 金融業務
銀
行 商工組合中央金庫 4 金融業務 経理

営
団 帝都高速度交通運営団 1 給与計算 収入管理

東北開発株式会社 1 経理 給与計算 統計

特 沖縄電力株式会社 1 料金計算 在庫管理 燃料管理 給与計算 技術計算

配電工事管理

殊 日本航空株式会社 16 座席予約 搭乗管理 運行管理 貨物管理 部品管理

給与計算 財務管理 収入管理 統計
会

日本 自動 車 タ ー ミナ ル 1 料金計算
株式会社

社 国際電信電話株式会社 106 料金計算 統計 経理 給与計算 技術計算 試験研

究 国際通信

海外経済協力基金 1 金融業務 統計 給与計算 経理

国 民 生活 セ ンタ ー 1 情報検索 アンケート集計

そ 日本原子力研究所 4 研究開発 給与計算

日本科学技術情報センター 3 文献検索 抄録工程管理 資料管理 在庫管理 給与

の

理化学研究所 1

計算

技術計算 経理

国際交流基金 2 醗

他 日本育英会 1 奨学金交付 返還金請求 ・収納

私立学校教職員共済組合 1 共済業務 経理
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法 人 名 台 数 主 要 適 用 業 務

国立劇場 1 給与計算 料金計算

社会保険診療報酬支払基金 38 診療報酬請求 診療報酬支払 統計

そ 日本中央競馬会 159 勝馬投票券発売集計 給与計算 競走馬管理

農林漁業団体職員共済組合 1 共済業務 統計 給与計算

農業機械化研究所 1 研究 技術計算

日本貿易振興会 1 海外情報検索 ・提供 統計 会計 資料管理 経済分
の

析

アジア経済研究所 1 統計 経済分析

日本電気計器検定所 6 電力量計試験 統計 技術計算

他 日本放送協会 50 放送番組の製作 送出自動制御 技術計算 給与計算
.

放送受信料収納 契約者管理 統計 経理

日本勤労者住宅協会 1 給与計算 償還金管理

計 786

〈資料〉 行政管理庁 「特殊法人における電子計算機利用基本調査報告書」
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昭和
49年 度

50年 度

53年 度

54年 度

55年 度

56年 度

管理者SE

57年 度

囲1.

2.

プ ログ ラマ

図 表7特 殊 法 人 運 用要 員 の 推移

オペ レー タ パ ンチ ャ
電子計算機 庶務 ・
関係事務 その他

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

433人

(8.1%)

669人

(12.4%)

1,249人

(23.2%)

1,289人

(24.0%)

917人

(17.0%)

581

(10.8%) 翻
11////
1/.'///

365
(6.3)

630
(10.9)

1,215

(20.9)

1,370
(23.6)

983

(17.0)

640
(11.0)

596
(103)

・
、 ・、1、 、 ＼1、
1、 、 、 、 、

1、

542
(8.4)

722
(11.3)

1,222

(19.1)

1,860

(29.0)

975
(15.2)

580

(9.1)

504
(7.9)

、l

l

/
'
`

1(;駕

791
(11.5)

1,199

(17.5)

1β60

(27.2)

1,142

(16.7)

599

(8.7)

580

(8.5)

1|ll
ll1!

728
(10.2)

798
(11.1)

1,314

(18.3)

1,983

(27.7)

1ρ90

(15.2)

690

(9.6)

566
(7.9)

1.1'∫1'
1!1'll

706

(98)

719
(10.0)

1,446

(20.1)

1,923
(26.8)

1,068
(14.9)

702

(9.8)

614

(8.6)

」

!!
!

lll
Il'、

696
(9.7)

562

(7.8)

1,668

(23.2)

1,962
(27.3)

1,008

(14.0)

711573

(9.9)(8.0)

(各年 度4月1日 現 在)

1部 門 当 た り合 計 〈 〉

の要員 数

5,381人 〈33.4人 〉

5,799人 〈28.3人 〉

6,405人 〈23.5人 〉

6,847人 〈22.7人 〉

7,169人 〈21.3人 〉

7,178人 〈20.4人 〉

7,180人 〈19.4人 〉

複数 の職 能 を兼 ね てい る場 合 は 、従 事 時 間 の割 合 の最 も多い職 能 に分類 した。

電 子計 算 機 関係 事 務 とは、1/Oコ ン トロー ラ、 スケジューラ、 ライブ ラリアン、データ整 理等 電算 処 理 に関連 した事 務 をい う。



2.政 府

2。1は じめ に

国 家公 務 員の研 修 概況(情 報 処 理 のみ な らず 全研 修)に っ いて は、 人 事院 事務総 局管 理 局 に よ る

国家公 務 員研 修 既況(昭 和57年 度版)〔1〕

主 上 「資料 編 」 〔2〕

が あ る。 これは 、そ の序文 に ょれ ば、各 省 庁 が入 事院規 則10-3(職 員 の研 修)に 基 づ いて 、入 事

院 に対 して行 った 昭和56年 度 にお け る研 修実 施状 況報告 を基 礎資料 と して 、 それ らを集計 、分 析

し、 そ の結果 を と りま と めた もの であ る。 本調 査 時点 で は、58年 度版 が まだ発 行 され てい な い の

で、57年 度版 に基 づ くことに した。そ の結 果 、56年 度 にお け る実施 状況 とい うことに な る。 本

報告 は、 そ の中か ら、 情報 処理 関連 の、 研修 時 間が20時 間以 上 の研 修 を抽 出 し、 そ れ を基 礎 資料

と して 、 それ らを集計 、分析 し、そ の結 果 をま とめ た もので あ る。

2.2国 家 公務 員研 修 の概 要

公務 員 研修 には、 人 事院 や行 政 管理 庁 が 全省 庁 の職員 に向 けて行 う全省 庁 研 修 と、 それ ぞ れ の省

庁 が 自省 庁職 員 に 向け て行 う自省 庁 研修 とが ある。 全省 庁研 修 、 自省庁 研修 と も、 自 ら行 う研修 と、

委 託 して行 う研 修 とが あ る。

2.2.1全 省庁 研 修

全 省庁 研修 の コ ース数 の合計 は192、 研 修人 員 は6,677名 であ る。 そ の うち情報 関係 の コー

ス数 は13、 研修 人 員 は291名 で ある。 コース 名、各 省庁か らの参加 状況 を図 表8に 示 す。以 下

で各 コース の概 要 を述 べ る。 は じめの10コ ース は行 政 管理 庁 が行 う行政 管 理 セ ミナ ーに含 ま れ

る もの であ る。

行 政 事務 管理 分析 コ ース

対 象:情 報 シス テ ム の利 用 、 開発 部 門 の原則 と して行←う3～5等 級 の職 員

目的:行 政 事務 の管理 改善 や 施 策策定 のた め の問題発 掘 お よび解決 案 作 成 のた め の各 種技 法 と

そ の 関連 知 識 の習得

内容:マ ネ ジ メ ン ト論、 事務 管理 論、 シス テ ム論、予 測 と計 画、 デ ー タベ ース概 論、 事務 管理

分 析技 法

プ ログ ラ マ コー ス

対 象:プ ログ ラ ミン グ作業 に従 事 す る、原 則 と して行←う5等 級 以下 の職 員

目的:電 子計 算 機 に よる情報 処 理 に関 す るマ ネ ジ メン ト思考 、 シス テ ム分 析 お よび設計 等 にっ

い て、 基 礎 的 な知 識 技 術 を習得 させ る。

内容:電 子計 算 機基 礎 、 シス テ ム論 、 シス テ ム評価 、 プログ ラム の構造 設計 、COBOL等

デ ー タベ ース コ ース
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図表8全 省庁研修(期 間は日)

実施機関

コ ー ス

参
加 名
機
関
名

行 政 管 理 庁
環境
庁

科学技術庁

行 政 管 理 セ ミ ナ 情

報

処

理

研

修

電 ミ
子ン
計グ
算研
機修
プ(
ロ初

グ級
ラ)

電 ミ
子ン
計グ
算研
機修
プ(
ロ上

グ級
ラ)

上分

政祈

事コ

務
管1
理ス

プコ

ロ

グ1

ラ

マ

ス

デ コ

1

タ1

べ

1

ス ス

シニ

ス

テア

三
ン|

ジ ス

運 コ

用

管1

理

者ス

シ コ

三
ア1

ム

評

価 ス

プ コ

ラ

ン1

ナ

ス

マ イ

ネ エ

ジ ン

メ ス

ン コ

ト1

サ ス

電入

子門

計コ

算1

機ス

研養

修成

指コ

導1

者ス

会 計 検 査 院 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

人 事 院 1 1 1 3

総 理 府 2 3 1 2 2 1 11

公正取引委員会 2 1 2 5

警 察 庁 1 2 1 1 1 3 1 1 1 1 13

宮 内 庁 1 1

行 政 管 理 庁 2 4 2 2 1 2 2 3 2 3 23

北海道開発庁 1 1 1 1 1 5

経 済 企 画 庁 1 1

科 学 技 術 庁 1 1 5 1 8

環 境 庁 1 2 1 4

沖 縄 開 発 庁 0

国 土 庁 1 1

法 務 省 6 1 1 2 3 2 7 1 1 24

外 務 省 1 1 2 1 5

大 蔵 省 2 3 1 1 1 1 2 3 1 2 17

文 部 省 1 2 1 3 2 2 4 15

厚 生 省 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 2 15

農 林 水 産 省 4 2 2 2 1 2 4 8 2 5 5 37

通 商 産 業 省 1 1 1 4 7 14

運 輸 省 4 1 2 1 1 1 2 9 1 3 4 29

郵 政 省 5 1 2 1 1 1 10 1 22

労 働'省 1 1 1 3

建 設 省 2 2 2 1 1 2 2 7 1 1 21

自 治 省 1 1 1 1 1 5

計 32 16 23 15 16 19 17 23 61 19 4 25 21 291

期 間 10 30 10 25 10 5 30 12 5 5 10 16 16

環 境 庁 の情 報処 理 研 修 に は地 方公 共 団体 か ら56名 参加 し、計60名 であ る。

また各 コース には特別 職 も参 加 しそ の数 は総 計22名 で あ る。
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対 象:デ ー タベ ース システ ム の計 画 開発 に従 事す る者で 、 プ ログ ラ ミング とシス テ ム設計 に関

す る2年 以 上 の経 験 を有 す る者

目的:デ ー タベ ース シス テ ム の開発 お よび利用 等 に関す る専 門的 な知 識 と技術 の修得

内容:デ ー タベ ース総 論、 デ ー タベ ース 設計技 法 、行政 機 関に お け るデ ー タベ ース の開発 と管

理 、DBMS運 用 上 の 問題、 デ ータベ ース の ロー ド、デ ータベ ース の利 用等

シス テ ムエ ン ジニ ア コ ース

対 象:シ ス テ ムの分析 、 設計 に従 事 す る者 で、 ソフ トウエア 全般 に関 す る知 識 と2年 以 上 の プ

ログ ラ ミン グ経 験 を有 す る、 原則 と して行(一う4～6等 級 の者

目的:情 報 処理 に関 す るマ ネ ジメ ン ト思 考、 シス テム分析 お よび設計 の技術 等 の修 得

内容:マ ネ ジ メ ン ト論 、 シス テ ム論 、 シス テ ム分析 設計、 システ ム 開発 管理 、ADPシ ス テ ム

設計等

運 用管理 者 コース

対象:情 報処理 システ ム の運 営 管理 業務 等 に従事 し、 ソフ トウエア に関 する基 礎 知 識 と1年 以

上 のプ ログ ラ ミン グ経 験 を有す る 者で 、原 則 と して行 ←)3～5等 級 の者

目的:効 果 的 なオ ペ レ ーシ ョン管理 やデ ータベ ース等 のシステ ム 資源 の総 合 的 な管理 に よる、

コン ピ ュー タ室 運用 の効 率 化 につ い て の知 識 の習得

内容:EDPシ ス テ ム の発 展過 程 と現 状 、 デ ータベ ース の運用 管理 、 ソフ トウエ アエ ン ジニア

リン グ、 コ ン ピ ュー タ室 の運 用 と管理 等

システ ム評価 コ ース

対 象:コ ン ビ ュー一夕 シス テ ムの評 価作 業 に従 事 し、 シス テ ムの設計 に関 す る2年 以 上 の経験 を

有 す る者

目的:コ ン ピュー タ システ ム の評 価 の必要性 と科学 的 な評価技 法 の修得

内容:シ ステ ム評価概 論 、 シス テ ムの 費用対 効果 分 析、 ソフ トウエ ア の開発 効 率 と評 価等

プ ラン ナ コース

対 象:情 報 シス テ ム の計 画 、 開発 、 プ ロジ ェク ト管理、 情報 処理 部 門 の要 員 育成 管理 又 は業 務

上 にお け る最 適 な 施策 や計 画 の推 進作業 に従 事す る、 原 則 と して行 ←う3～5等 級 の者

目的:効 果 的 な情報 シス テ ム計 画 の た めの各 種技 法 とシステ ム開発 プ ロジ ェク トの効 果 的 な管

理 につ いて の知 識 の習 得

内容:業 務 シス テ ム の改 善、 情報 シス テ ム の開発 手 順 情報 シス テ ム の計 画 と管 理 、 シス テ ム

運 用 、 シス テ ム監 査

マネ ジ メン トサ イエ ン ス コ ース

対 象:業 務 上 にお け る最 適 な施 策 や計画 の推 進作 業 に従 事す るか 又 は予 測計 画 作業 に従 事 し、
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プ ログ ラ ミン グ シス テ ム設計 に関 す る経 験 お よび予 測計 画 の関連知 識 を有 す る者

目的:オ ペ レー シ ョンズ リサ ーチ の主要 手法 、意 志 決定 のた め の予 測 の意 義 と各種 予 測手 法 に

つ い て、 そ の 目的、 適 用方 法、 実 施効果 につ いて の知 識 の修 得

内容:意 志決 定 とOR、 線型計 画 法、 数理 計 画法 、PERT・CPM、 待 ち行 列、予 測 、 シ ミュ

L!一 シ 。ン等

電子計 算 機入 門 コ ース

対 象:情 報 シス テ ム利 用 部 門 の コン ピュ ータ利 用 者 で、 原 則 と して行←う5等級 以 下 の者

目的:日 常発 生 す る 非定 型 的な業 務処 理 の ため の コ ン ピュ ータ利用 方法 につ いて の知 識 の修 得

内 容:電 子計 算機 基礎 、 コン ピ ェ一 夕 とプ ログ ラム、 コン ピ ュータ シス テ ム設計 、 コン ピュ ー

タの利 用 方法 等

研修 指導 者養 成 コ ース

対 象:情 報 シス テ ム の利 用 部門又 は処 理 部 門 におい て、 情報 処理 要 員 の育成 管理 業務 に従 事す

る者、 情報 処 理 要 員 の研修 お よびOJT担 当 者又 は情報 処理 要 員 育成 に関 して問 題又 は

関 心 を有 す る者 で、 原 則 と して 行←う3～5等 級 の者

目的:情 報 処理 要 員 の実践 的 知 識体得 のた め のOJT技 術 お よ び効 果 的 な 自省庁 内 情報処 理 研

修 推進 の た め の指 導 者 と して 必要 な知 識 の修 得

内 容:行 政 機 関 に お け る情報処 理 要 員養 成 の現 状 、 情報 処理 要 員研 修 のあ り方、 情報 処理 要 員

研 修 の企画 か ら実施 まで

つ ぎの情報 処理 研 修 は環 境 庁 に よ る もので あ る。 国 お よび地 方 公共 団 体等 の 環境 行政 を担 当 す

る職 員 を対 象 と して 、 環 境行 政 に関 す る識 見 の向 上、業 務 遂行 に 必要 な専 門的 知 識 の修得 を 目的

と した公 害関 係研 修 の 中の一 つ と して組 み込 まれ て い る もの で あ る。

電 子計 算機 プ ログ ラ ミング研 修(初 級 、 上級)は 科 学技 術 庁 が、 日本 情 報処 理 開発 協会 に実 施

を委 託 して行 う もの で、 国 立研 究機 関 等 で電 子計 算機 を使用 す る業 務 に従 事 して い る職 員 を対 象

と して 、 プ ログ ラ ミング の技 術 の修得 を 目的 と して い る。

2.2.2自 省庁 研 修

自省 庁研 修 コース で研修 時 間 が20時 間以 上 の ものの総数 は4,332で 、 そ の中 で情報 処理 関 連

は225、 研 修 の全延 人 数 は127,428名 で、 情 報 処理 関連 はそ の中 の4,487名 であ る。 情報 処 理

関 連研 修 は必 ず しも多 い とは云 え ない。 これ らの 中 で、各 省庁 自 らが行 う研 修 が183コ ー ス

(4,343名)で 、 他 機 関 へ の委託 研 修 が42コ ース であ る。

各 コ ース の 研修 内容 は必ず しも明確 に は把 え られな いが、 研 修 コース 名、 受 講対 象、 研 修内 容

へ の記載 事項 か ら推 定 して 、 専門 研修 、一 般 職 員研 修、 新 採用 職 員 研修 に大 別 し、 さ らに専 門 研

修 を、 管理 者研 修(IX初 中級基 礎技 術 研修(瓜 上級基 礎技 術 研 修 田、 応用 技 術研 修働 に分 け、 そ
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図表9自 省庁研修

1 皿 皿 jV 一 般 新 回 数
合 計

員 数
合 計

通 商 産 業 省
5

(55)
2

(30)
7 85

大 蔵 省
4

(9)
7

(23)
1

(59)
12 91

国 税 庁
2

(62)
21

(308)
23 370

建 設 庁
5

(27)
16

(336)
3

(36)
5

(73)
29 472

国 土 庁
1

(10)
1 10

農 林 水 産 省
2

(57)
26

(222)
8

(115)
5

(123)
41 517

厚 生 省
1

(11)
1 11

自 治 省
1

(8)
1 8

郵 政 省
1

(22)
10

(1,000)
11 1,022

運 輸 省
2

(48)
20

(128)
2

(28)
10

(96)
34 300

文 部 省
1

(37)
29

(687)
3

(62)
9

(136)
5

(221)
4

(95)
51 1,238

経 済 企 画 庁
1

(15)
1 15

行 政 管 理 庁
1

(6)
1 6

総 理 府
6

(236)
6 236

北海道 開発庁
1

(20)
1

(31)
1

(20)
3 71

気 象 庁
1

(4)
1 4

会 計 検 査 院
2

(31)
2 31

合 計
13

(251)
104

(私495)

20
(307)

60
(809)

22
(1,465)

6
(160)

225 4,487

〈注〉 数字は回数、()内 数字は員数

1は 管理者研修、fiは初中級基礎技術研修、 皿は上級基礎技術研修、IVは 応用技術研修、

一般 は一般職員研修、新は新採用職員研修

れ らを省庁別 に区分 した もの が 図 表9で ある。 種別 時間数 分布 が 図表10で あ る。

管理 者研 修 で は、 い わゆる トップの研 修 は殆 ん どな く、現 場 の課 長、 係長 の研 修 が多 く、監 督

者 研 修 とい っ た方 が妥 当 か も しれ な い。 内容 は、 情報処 理 そ の ものの研 修 もあ るが 情報処 理 は そ

の中 の一 部 を なす もの が大 部分 で あ り、 自己啓発 、 入 間関 係、各 省庁 の行政 事務 研修 の中 に、 事

務 電 算化、 電 子計 算 機入 門等 が織 り込 まれて いる ものが多 い。

一323一



図表10自 省 庁研 修 の研 修時 間別分 布

1.皿.皿.】Vは 図表9と 同 じ

時間
種別 ～30 ～60 ～100 ～200 ～300 301～ 計

1 11 2 13

皿 44 50 9 1 104

皿 2 5 6 2 3 2 20

w 12 13 15 3 5 12 60

一 般 5 1 11 5 22

新 4 1 1 6

計 78 71 41 12 8 15 225

初 中級 基 礎技 術 研 修 の コ ース 名 は、電 算機 研 修、 初級 プ ログ ラ ミング研修 、 中級 プ ログ ラ ミン

グ研 修 な ど、 さま ざ まに 名付 け られて い る。 内容 は、 技 術計 算 を 目ざす もの は少 な く、 行政 事務

の電 算 化 の促 進 の た め と思わ れる ものが 多い 。対 象 者 は、 電算 機 部局 の職 員、 あ るい は 事務 現 場

の事務 職 員が 多 い。200時 間以 上 の ものが あ るが 、 これは土 木技 術 研修 で、 そ の中 に一 部 情報

処理 が含 まれ る もの であ る。一 般 に時 間数 の多 い ものは 中級 まで を含 む もの と考 え られ る。上 級

基 礎 技術 研 修 は電算 機 業 務担 当職 員 を 対象 とす る ものが 多 く、 コース名 は さま ざ まで あ る。 ま た、

高等 工業 専 門 学 校 の教 員 研修 も この中 に含 まれ る。 時 間数 が300時 間 を越 え る ものは 、電 算機

学 校 へ の6ケ 月派遣 とい った もの であ る。

応 用技 術研 修 は、 殆ん どが行 政 事務 へ の応 用 で あ る。 各 省 庁 の行政 事務 が 多岐 に わた る ものだ

け に、 そ の 内容 も多岐 であ る。応 用 の一 般 的 と思 われ る もの もあれ ば、会 計 事務 とい った特 定領

域 に限定 した もの もあ る。 また例 え ば、運 輸省 で は、 航 空交 通管 制技 術 官 を対象 と した ター ミナ

ル 「管制 情報 処 理 シス テ ム技 術研 修 」、 文部 省 の図書 系 職 員 を対 象 とする 「図書 館 事務 電算 化 研

修」 とい った 、適 用業 務 を しぼ った 研修 もあ る。

応 用技 術 研 修 は、 適 用業務 へ の応 用 を主 体 と し、管 理 者研 修 は、現 場 の管 理 を主体 と し、基 礎

技 術 研 修 も現 場へ の適用 のた めの基 礎技 術 を主体 と して い る。 情報処 理 関 連 の研修 のなか に は、

計 画 の策定 とい った もの があ ま り含 ま れて い ない よ うに思 わ れる。 時 間数 の長 い ものの大 部分 は

国税 庁 の専 門 官 の育 成 で ある。

一 般 職 員研 修 は
、 国 家公務 員 と して の一 般 的研 修 の中 に情報 処理 が 含 まれ てい る もの で あ り、

そ の 占め る割 合 は 少い。 新採用 職 員研 修 は、 新採 用 者 に対 す る一般 的 研修 の中に 電算 機入 門等 が

含 め られて い る もの であ る。 受講 人員 が特 に多 い(1,000名)郵 政 省 の ものは、 コース 名 が 「保
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険内務 」(450名)と 「保 険外 務 」(550名)で あ り、配 置 転換 者 を対 象 と してお り、保 険 の

実務 研修 の中 に、簡 易 保 険 とEDPSが 取 り入 れ られて い る特殊 の もの であ る。 こ う した一一般 職

員研 修 や新採 用 職 員研 修 を、 情報 処 理関 連 の研 修 と して 位置 づけ る のは適 当 でな い か も しれ ない。

これ らを除 け ば、年 間研 修 者数 は3,000名 を若干割 るで あ ろ う。

2.3問 題 点 と課 題

公務 員 研 修全体 につ い て み る と、 まず 研修担 当職 員 の不足 が あげ られて い る。他 の業 務 との兼 任

であ った り、 全 くい ない等 の所 もあ り、十 分な 研修計 画 の 企画 、立 案、 実 施 が で きない と訴 え る省

庁が 多 い ことが 指摘 され て い る。 また、 部 内講 師 の不足 、外 部 講 師 を確 保 す る困難 な どがあ げ られ

て いる。 また、 研 修組 織 の不 備 が指摘 され て い る。

研 修 施設 につ いて も問 題 が多 く、 独 自の施 設が ない、 研 修施 設 が不 十分 、研 修 施 設の環 境悪 化 、

老朽 化等 が 訴 え られて い る。 また、 専 門会 場 がな いた め会 議室 を使 用す る際、 他の会 議 との競 合 が

多 くて 確保 が 困難 で あ っ た り、合 宿研 修 のた め の会 場 の確 保 の 困難 さな ども指摘 されて い る。

研 修 の内 容 につ い て は、 情報 部門 の急速 な進 捗 に対 応 した カ リキ ュラ ム編 成 の必要 性、 電算 機 に

関 す る実務 研修 の強 化 、 事務処 理 オ ンライ ン化 に伴 う実 務研 修 の検 討、 事例 研究 の強化 な どが あげ

られ て いる。 ま た研 修 施 設 と して 、 パ ー ソナ ル コ ン ピュ ータ の導入 も指摘 さ れて い る。
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3.日 本 国 有鉄道

3。1教 育組織と沿革

日本国有鉄道では主として中央鉄道学園が職員の研修等を担っている。情報処理教育はその教育

第5部 が担当 している。本稿は、昭和58年6月 に中央鉄道学園から出された 「教育第5部 の概要」

③ に基づ いて まと めた もので ある。 発行 の時期 か らみて わか る よ うに、58年 度 につ いて は実 施結

果 で はな く、実 施計 画 であ る。

中央 鉄道学 園で の こ の方 面 の教 育 は昭 和41年8月 に開 始 されて い る。 昭和43年4月 に コン ピ

ュ'一夕研修 室 が設 置 され 、46年4月 には コ ンピ ュー タ研修 部 に、52年3月 に教 育 第五 部 と改称

されて今 日に至 って い る。第 五 部 は シス テ ム管理 科、 システ ム技術 科、 シス テ ム運 用 科 か らな り、

58年 度 は部長 と14名 の講師 の計15名 で編 成 されて い る。各 科 の分 掌 事項 はつ ぎの通 りであ る。

システ ム管理 科

1.情 報 システ ム教 育 の実 施計 画 の策 定

2機 器 の管理 、運 用 お よび保 全 に関す る こ と

3.情 報 シス テ ム の計 画 お よび運 用 に関 す る教 育訓 練

シス テ ム技術 科

1

2

3

4

プログラム言語に関する教育訓練

情報システムの分析、設計に関する教育訓練

情報システムに関連ある諸科学、技術に関する教育訓練

アプリケーションに関する教育訓練

シス テム運 用科

1.各 種 の情 報 シス テ ム に関 す る取 扱、 運用 の教 育訓 練

2通 信運 用 に関 す る教 育訓 練

3.上 記教 育 に関 す る機 器 の運 用訓 練

発 足以 来 の職 員数 、 生徒 数、 実 習機 器 の設置 状況 を図表11に 示 す。

教科 内容 につ いて は、44年 度 頃 まで は電 子計 算機 、 コン ピ ュー タプ ログ ラ ミング程 度、45年

度頃 か らそ れに ア セ ンブ ラ、 コ ボル(応 用)が 加 わ り、48年 度頃 か らシス テ ム計 画、 工程 管理 等

が、52年 度頃 か らデ ー タ交換 シス テ ム、 自動 制御 等 が加 わ り、教 科 内容 の幅 も広 くな って きて い

る0

58年 度 の研修実 施計 画 の一覧 は図表13に 示す が、 そ の中 のシス テ ム計 画、 コ ボル応 用、 コボ ル

に関 して は、 図表12に 示 ナよ うな 改善 移 行 が行 わ れた結 果 で ある。 主 な改 善 点 は57年 度 に1.0ま

た は1.5ケ 月 の研修 の中 に編b込 ま れて いた教 科 内容 を独立 させ て内容 を充 実 させ る と共 に、個 々

の研修期 間 を短 くして参 加 しやす く した点 が あ げ られ る。 さ らに、 コン ピ ュー タ概 論 は職 場 内教 育
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図表11職 員数、生徒数、機器設置状況

年 度 41 42 43 44 45 46 47

職 員 数 10 12 16 16 19 19

生 徒 数 40 212 453 381 365 256 209

実 習 機 器

設 置 状 況

44・246・8

N2200N2200にMT2台 、導入

F230記 憶装 置16KCを 増 設

年 度 48 49 50 51 52 53 54

職 員 数 17 15 15 14 15 18 18

生 徒 数 219 200 253 309 470 561 510

実 習 機 器

設 置 状 況

48・352・354・10

N2200にMELCOM70-25N3200-70

MTl台 増 設 を導 入 を 導 入

年 度
,

55 56 57 58

職 員 数 17 17 16 15

生 徒 数 496 497 524 716

.

実 習 機 器

設 置 状 況

56.8FACOMV830導 入

56.10FACOMM-150F導 入 、TSS端 末機16台 設置

で行 うことによって、入学生徒のレベル統一と研修期間の短縮をしている。その教材は、中央学園

から各職場にあらか じめ配布し、職場内で共用保存する方法で進められている。

3。2教 育実施計画

国鉄は経営改善計画の実施に全力をあげて取組んでいて、効率的な業務運営システムへの脱皮が'

急務となっている。教育第五部では情報システムの役割りの重大さを認識すると共に、最近の技術

の驚 くべ き発展を活用するため、開発運営に当たる専門要員の質、量の増大 と、利用者層の拡大の

必要性を認識している。

57年 度は、専門要員教育内容の高度化の見地から、システム開発教育の充実と言語教育の見直

しを重点に検討 してき、58年 度は、その定着化と一層の充実に努めている。さらに、新技術の開
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図表12改 善移行表(表 の中の期間の単位は月である)

(57年 度) (58年 度)

,

科 名
A

分 科 期間 主 な 教 科
科 名 期間 主 な 教 科

システ ム計 画

計 画 0.5 シ ス テ ム計 画
.

シ ス テ ム 設 計 1.0

経営分析

設 計 0.5 シス テ ム 設計シス テ ム計 画

シス テ ム 設計 デ ー タベ ー ス 0.5 デ ー タ ベ ー ス

デ ー タ ベ ース
オ ン ラ イ ン

シ ス テ ム

0.5

オ ン ラ イ ン

C㍗ ネットワーク

オ ン ライ ン シス テ ム 1.0

オ ン ラ イ ン

ス テ ム 、 ネ ッ ト

c 一 ク
、 ハ ー ド

オ フ コン シス

テ ム(新 設)

0.5

シス テ ム設計

(OA)デ ー タ ベ ース

コ ボ ～レ応 用 1.0

コボル言語(上 級)

コ ボ ル 応 用 1.5

コボル言語(上 級)

●プ ログ ラム設計 プ ロ グ ラム 設計

コ ボ ル 1.0 コボル言語(初 級)
デ ー タ ベ ース

コ ボ ル 1.5

コ ンピ ェ 一 夕概論

職場内教育で教育するコボル言語(初 級)



発 、OAの 普 及、 国 鉄再 建計 画 に伴 う業 務 シス テ ム の変 化等 の多様化 に対 応 した教 育 のあ り方 を検

討Lへ 職 種、 技能 に応 じて 必要 な教 育 を行 うた め 、次 の重 点実 施 事項 を定 めて推 進 して きて い る。

(1)管 理 者教 育 の強 化

(2)教 育 体制 の検討

(3)専 門要 員教 育 の改善 と定 着 化

(4)教 育 内容 の充実

(5)講 師 の 指導 力 の強化

(6)学 園内業 務 のOA化 の推 進

3.3実 施計 画状 況 と 内容

教 育 は実 際 に参 加 して受講 する 研修 が 主体 で あ るが、 他 に通 信教 育 も行 われて いる。3.3.1で

58年 度実 施 計画 を、3.3.2で そ の内容 を、3.3.3で 通 信教 育の57年 度実 績 を与 え る。

3.3.1実 施計 画状 況

研 修 科名 、期 間 、 ク ラス数、 人員、 対 象 部局 を図表13に 示 す。 図表 の 中 の1.0月 は148時 間、

図表13(図 表 中Aは 中央情 報 シス テ ム管 理 セシ タ 一一↓総 局 ・鉄道 管 理局 、Bは 工 事 ・車 輌 部、Cは

工 事局 を示 す)

課程 科 名 分 科 名 期間(月) ク ラス数 定 員 対象部局

高

等

情 報 シ ス テ ム 科 ao 1 30

A
情 報 管 理 科 1.0 2 56

コ ボ ル 応 用 科 1.0 3 64 A、B

コ ボ ル 科 1.0 3 72 A、B、C

フ ォ ー ト ラ ン 科 LO 1 27 C

デ ー タ交 換 システ ム 科
地 方 装 置 L5 1 19

A

局 装 置 1.0 5 125

情 報 シ ス テ ム 科 情 報 案 内 0.5 1 10

1

シ ス テ ム 計 画 科

設 計 0.5 2' 44

計 画 0.5 2 30

オ フ コ ン シ ス テ ム 0.5 1 30

オ ン ライ ンシステム 0.5 1 22

デ ー タ ベ ー ス 05 2 36

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 科 工 程 管 理 0.5 1 10

自 動 制 御 科 ヤ ッ ク ス 技 術 1.5 1 11

普通 コ ン ピ ュ ー タ 科 30 2 60

初等 情 報 科 1.0 1 12

計 658
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0.5月 は74時 間、1.5月 は222時 間、3.0月 は444時 間 で ある。 これ らの研 修 に は全国 の29

の総局 ・鉄道 管理 局 、21の 工場 ・車 輌部 、15の 工 事局、 そ れ に シス テ ム管 理 セ ン ターか ら参

加 して い る ので、1ク ラス へ の1部 局 か らの参加 は1名 の と ころが 最 も多 く・ つい で2名 で・ こ

れ らが殆 ん どで あ り、3、4、5名 は まれ で あ る。 部 局毎 の全 参加 人 員 は部 局 の規 模 等 に よって

も異 るが 、 中央 情 報 シス テ ム管理 セ ンター が24名 、 鉄道 管理 局 では数 名 か ら30名 位 工 場 ・

車 輌部 で は1～5名 、 工事 局 で は1～9名 位 で あ る。

これ ら研修 コ ース の 中で、情 報 シス テ ム科 とコ ン ピュ ータ科 は入 学 選考 に よって い る。 情報 シ

ステ ム科 の試験 科 目は、数 学、 物 理、 鉄道 概論 、 鉄 道公 用文 、電務 関 係 の規定 と技 術 で あ る。 こ

の 中 で電 務 関係 の規定 と技 術以 外 の課 目は、 対応 す る通信 教 育科 目の修了 者は免 除 され る。 コン

ピュ ー タ科 の試験 科 目は国 語、 英語 、数 学 、鉄道 一 般 、 社会 で、 社会 以 外 の科 目は上 と同様 に通

信 教育 の修了 で代 え られ る。 志願 者 は多 く、そ の状況 は 図表14と15の よ うで あ る。

図表14情 報システム科応募状況

訳
55年 56年 57年

(1回 生) (2回 生) (3回 生)

受験者数 59人 67人 74人

合格者数 30人 29人 33人

倍 率 2.0倍 &3倍 22倍

図表15コ ン ピ ュ'一夕科 応 募状 況

ぎ
51年 52年 53年 54年

(1回 生) (2回 生) (3回 生) (4回 生) (5回 生) (6回 生) (7回 生)

受験者数 331入 233入 95人 117人 58入 133人 160入

合格者数 24人 27人 10人 20人 12人 15人 12人

倍 率 層 13.8倍 8.6倍 9.5倍 59倍 48倍 8.9倍 13.3倍

年度

項目

55年 56年 57年

(8回 生) (9回 生) (10回 生) (11回 生) (12回 生)

受験者数 265入 181入 105人 127人 182人

合格者数 19人 20入 7人 17人 25人

倍 率 13.9倍 9.0倍 15.0倍 7.5倍 7.3倍
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3.3.2教 科 の 目的、 対 象、 内容

各 研修 科 の 目的、 対 象 と教科 内容 は つ ぎの通 りで ある。(括 弧 内 は時 間数 を示 す)'

情報 システ ム科(3ケ 月、444時 間)

目的:情 報 区 の助役 、運 用管理 主任 お よび運 用 管理 係 へ の昇 職教 育

対 象:情 報 運 用係 の職 にあ る者 で、2年 以 上 そ の職務 に従 事 し、 入学 試 験 に合 格 した 者

内容:職 場 指 導(50)、 通 信技 術(40)、 管 理理 論(56)、 管 理技 法(68)、 通 信法 規

(20)、 デ ータ通信(48)、 プ ログ ラム技 法(130)、 安 全管 理(14)、 保 健体

育(18)

情報 管理 科(1ケ 月、148時 間)

目的:情 報 区 の助役 と して 必要 な管理知 識 の習得

対 象:助 役

内 容:職 場管理(70)、 情報 システ ム(14)、 運 用管 理(26)、 通 信 法規(6)、 デ ータ

通 信(20)、 安 全管 理(12)

コボル応 用 科(1ケ 月、148時 間)

目的:コ ボ ル言 語 によ る上級 プ ログ ラマに 必要 左知 識 お よび技 能 の習得

対 象:コ ン ピ ュー タ関連 の仕 事 に従 事 し、 初 級 プ ログ ラマ の能 力 を有 す る者

内容:職 場 指 導(6)、 プ ログ ラ ム設計(32)、 ファ イル更 新(32)、 テ ー ブル処理(32)

利 用技 法(46)

コボル科(1ケ 月、148時 間)

目的:コ ボ ル言 語 に よる初級 プ ログ ラマに 必要 な知 識 お よび技 能 の習得

対 象:コ ン ピ ュ ータ関連 の業 務 に従 事す る 者

内容:職 場 指 導(6)、 コボル入 門(58)、 集計(28)、 ファイル 更新(24)、 テ ーブル

処 理(32)

フ ォー トラン科(1ケ 月 、148時 間)

目的:フ ォー トラン言 語 に よる コン ピ ュー タ活 用 に 必要 な知 識 お よび技 能 の習得

対象:コ ン ピ ュ ータ関 連 の業 務 に従 事 す る者 、又 は業 務 に コン ピュー タを利 用 す る者

内容:職 場 指導(6)、 フ ォー トラン入 門(40)、 配 列処理(40)、 副 プ ログ ラム(62)

デ ー タ交 換 シス テ ム科 地 方装 置分 科(1.5ケ 月 、222時 間)

目的:デ ー タ交 換 シス テ ム地 方 装置 の運転 に 必要 な知 識お よび技 能 の習得

対 象:情 報 区 の助 役、運 用 管理 主任 、 運用 管理 係 お よび情報 運用 係

内容:職 場 指 導(12)、 情 報処理 システ ム(4)、 デ ー タ交換 シス テ ム(66)、 プ ログ ラム

概 要(128)、 電子計 算機 室 の運 用(12)
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デ ー タ交換 シス テ ム科 局 装置 分 科(1ケ 月、148時 間)

◆
目的:デ ータ交 換 シス テ ム局 装 置 の運 転 に 必要 な知 識 お よび技能 の習得

対 象:情 報 区 の助 役、運 用管 理 主 任、 運 用管 理係 お よび情報 運用 係

内容:職 場指導(12)、 情報 処理 シス テ ム(4)、 デ ータ交換 システ ム(66)、 プ ログ ラム

概 要(54)、 電子計 算 機 室 の運 用(12)

情報 シス テ ム科 情報 案 内 分科(0.5ケ 月、74時 間)

目的:情 報案 内お よび フ ロン トサ ー ビス業 務 の 向上 に必要 な知 識、 技能 の習 得

対象:運 用 管理 係

内 容:職 場 指導(16)、 管理 技 法(34)、 サ ー ビス管理(20)、 情報 設備(4)

シス テ ム計 画科 設計 分科(0.5ケ 月、74時 間)

目的:情 報 シス テ ム の設計 に 必要 な知 識お よ び技 能 の 習得

対 象:情 報 シス テ ム関連 の業 務 に従 事 し、 上級 プ ログ ラマの能 力 を有 す る者

内容:職 場 指導(4)、 基本 設 計(24)、 処理 設 計(46)

基 本 設計 は シス テ ム概 要 、 基本 機 能仕 様 、 フ ァイル ・コ ー ド設計 、 基 本工 程表 、 システ

ム評価 、 事例 研 究等 で、処理 設計 は、 処 理概 要 、処 理手 順 設計 、入 出力 設計、 詳細 工程

表 、処 理 評価 、課題 演 習 な どで あ る。

シス テ ム計 画 科 計 画分 科(0.5ケ 月 、74時 間)

目的:情 報 システ ムの計画 に必要 な知 識 お よび技 能 の習 得

対 象:情 報 シス テ ム関連 の業 務 に従 事 し、 上級 プロ グ ラマ の能 力 を有 す る 者

内 容:職 場 指導(4)、 業 務 分析(24)、 基本 設計(46)

業務 分 析 は 、 ニ ーズ の把 握、 予 想 シス テ ムの検 討、業 務実 態の調 査 ・分 析 、 作 業量計 算 、

既 存 シス テ ム関連 、 事例 研 究 な どで、 基 本 設計 は、 シス テ ム化 構想 、経 済 効果 表 、実 施

計 画 、機 種 選定 、 シス テ ム開発 、 課 題 演習 な どで ある。

シス テ ム計 画 科 オ フ コンシス テ ム分 科(0.5ケ 月、74時 間)

目的:OAの 推進 に必要 な知 識 お よび技能 の習 得

対 象:情 報 シス テ ム業 務 に従 事 す る 者

内容:職 場 指導(4)、OA概 論(24)、 シス テ ム設計(46)

OA概 論 は 、OAの 目的 、 効 果 、 推進体 制 、既 存 シス テ ム関 連 、機 器 とソフ トウエア、

シス テ ム化計 画 、 事例 研 究 な どで、 シス テ ム設計 は、業 務 の選 定、 機 種 の選定 、 簡易 ソ

フ トの応 用検 討 、会 話型 処 理 、 デ ー タ管理 、課 題 演習 な どで あ る。

シス テム計 画 科 オ ン ライン シス テ ム分 科(0.5ケ 月74時 間)

目的:オ ン ライ ン シス テム の設計 に 必要 な知 識 お よび技 能 の習得
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対 象:情 報 シス テ ム関連 の業 務 に従 事 し、 上 級 プ ログ ラマ の能 力 を有 す る者

内容:職 場 指導(4)、 シス テ ム概 論(24)、 システ ム 設計(46)

システ ム概 論 は、 オ ン ライ ンシス テ ム、 系統 制、 運用 管理 、 事例 研究 な どで、 システ ム

設計 は、機 器 構成 、 端末 装置 、 オ ン ライン プ ログ ラム、 プ ロ トコル、 課 題 演習 な どであ

るo

システ ム計画 科 デ ー タベ ース分 科(O.5ケ 月 、74時 間)

目的:デ ータベ ース シス テム の 設計 に必要 な知 識 お よび技能 の習得

対 象:情 報 シス テ ム関連 の業 務 に従 事 し、 上級 プ ログ ラマ の能 力 を有 す る者

内容:職 場 指導(4)、 デ ー タベ ース概 論(16)、 デ ー タベ ース 設計(54)

デ ータベ ース概 論 は、 デ ー タベ ース の 目的 ・効果 、 デ ータベ ース の し くみ、 利 用 情 報 と

加 工、 機 器 と ソフ トウエ ア、 シス テ ム化 の推進、 事例 研 究 な どで、 デ ー タベ ース 設計 は、』

設計技 法 、 ファ イル設 計 、デ ータベ ース の構築 、 デ ータベ ース の利 用、 課 題演 習 、実 習

な どで あ る。

ア プ リケ ーシ ・ン科 工 程 管理 分 科(0.5ケ 月 、74時 間)

目的:コ ン ビ ュー一夕 に よ り日程 管理(PERT手 法)の 知 識お よび技 術 の習得

対 象:プ ロ ジ ェク .トの企画 、 計 画、 管理 に従 事す る者

内容:職 場 指導(6)、PERT基 礎(PERT/TIME)(44)、PERT演 習(24)

自動制 御科 ヤ ック ス技 術分 科(1.5ケ 月、222時 間)

目的:ヤ ー ド自動化 に関 す る一 般 技術 の習 得

対 象:通 信 関係 の課 員、 主席 、 助役 、 電気 技 術掛 、検 査長 お よび検査掛

内容:職 場 指導(4)、 ヤ ー ド近代 化(6)、 ヤ ー ドシステ ム(80)、 端末 機 器(56)、

プ ログ ラム(60)、 電 気計 測(12)、 保健 体育(4)

コ ン ピ ュータ科(3ケ 月、444時 間)

目的:コ ン ピ ュー タ関係業 務 に 必要 な基 礎的 知 識お よび技 法 の習得

対 象:高 等 学校 又は これ と同等 以 上 の学校 卒業 者 は2年 以 上、 そ の他 の 者 は3年 以 上国 鉄 内 部

に勤務 し、 入 学 試験 に 合格 した 者

内容:国 鉄職 員(30)、 コン ピュー タ概 論(18)、 ハ ー ドウエア(24)、 プ ログ ラ ミング

(172)、 オ ペ レー シ ・ン(56)、 デ ー タベ ース システ ム(34)、 シス テ ム設 計

(32)、 国 鉄 の情報 シス テ ム(28)、 コ ン ピュ ータの運用 と管理(32)、 保 健 体 育

(18)

情報 科(1ケ 月 、148時 間)

目的:国 鉄 職 員 と して 必要 な基 本 的知 識 お よ び電 話 交換 業務 に必要 な技 能 の習 得
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対象:新 規 採 用者(電 話 関係)

内容:国 鉄職 員(40)、 オ リエ ンテ ー シ ・ン(4)、 現 業一 般(4)、 情報 案 内(24)、

交換 サ ー ビス(16)、 フ ロン トサ ー ビス(12)、 通 話 制 度(40)、 見学(4)、

音 楽(2)、 保 健体 育(2)

3.3.3昭 和57年 度通 信 教 育実績

通 信教 育 の講 座 名、 入学 者、修 了 者数 、教 科 書 の概要 を 図表16に 示 す。

図表16通 信教育講座等の概要

講 座 名 入学者数 修了者数 主 な 内容()内 は ペ ー ジ数 総 べ ー ジ 発 行 状 況

1.コ ン ピ ュ ー タ は ど の よ うな 機 械

な の だろ うか(25)

2バ ッチ シス テ ム(25) 45.3初 版

国鉄の
207 57 aオ ン ライ ンシ ステ ム(32) 179 55.3再 版

コ ン ピ ュ ー タ
4.情 報 シ ステ ム(52) (改 訂)

5.情 報 シス テ ム の概 要(45)

(別 冊)国 鉄の情報システム

序.プ ログ ラ ミン グ入 門(29)
一

1.基 本 プ ログ ラ ミン グ(61)

2プ ログ ラム構 成(54)
50.3初 版

コ ン ピ ュ ー タ
160' 30

3印 刷 プ ログ ラム(40)
256 53.3再 版

(コ ボル) 4ペ ー ジ替 え プ ログ ラム(34)
55.7再 版

5.フ ァイ ル メ ン テ ナ ン ス プ ロ グ ラ

ム(38)

(別 冊)演 習資料

1.コ ン ピ ュ ー タ 入 門(22)

2プ ログ ラ ミング 入 門(23)
47.3初 版

a基 本 プ ログ ラ ミング(40)
52.3再 版

コ ン ピ ュ ー タ

88 20
4.判 断 と分 枝(31)

242 (改 訂)
(フ ォー トラン) 5繰 返し処理(51)

54.10再 版
6入 出力処理(49)

7.関 数 とサ ブル ーチ ン(26)

(別 冊)演 習資料

計 455 107

〈参 考 資 料〉

〔1〕

〔2〕

〔3〕

昭和57年 度版 国家公務員研修概況 人事院事務総局管理局

金上 資料編

教育第五部の概要 中央鉄道学園 昭和58年6月
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第2章 地方 公共 団体

地 方公 共 団体 とい うの は、 都 道 府 県、 市町 村、 特 別 区 を指 す。 地 方公 共 団体 の業 務 の電算 化 は、 早 い

と ころで は昭和30年 代 の後 半か らは じまって い る。 これ ら電算 化 の経 過 に は共 通 点 も多い で あ ろ う。

しか し、 地 方公共 団 体 に はそ れぞ れ の歴 史 と地域 性 が あ り、 それ に と もな っ た判 断 があ る。 それ に と も

ない 、電 算化 進 展 の歴 史的経 緯 と、 そ の要 員教育 に もそれ な りの差 が あ る もの と考 え られ る。

これ らの事 を考 えて、 つ ぎの構成 に よ って 調査 をま とめた。第1節 では、 地 方公 共 団体 の業 務 電算 化

の概況 を、 「地 方 自治 コ ン ピ ュー タ総 覧(昭 和58年 度 版)」 て 自治大 臣官 房 情報 管理 宮 室編)に よ っ

て 与 え る。 第2節 で は、地 方 公 共 団体 の要 員 教育 の重要 な担 い手 で あ る 「地方 自治情報 センター」rCtsけ

る研修 の概 要 を と り上げ た。 さ らに、 第3、4節 で は、都 道府 県 の 事例 と して、 そ れぞ れ 東京 都 と兵 庫

県 を、第5節 に神戸 市 を、第6節 で は藤枝 市(静 岡県)を 事例 と して 紹 介す る こ とと した。
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1.コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 概 況

地方 公共 団 体 が汎用 コ ン ピュ ー タを利 用 す る よ うにな っ た のは、 昭和35年 の大 阪市 が最初 で、 つ

い で36年 の京 都 市 で あ る。 都道 府 県 では38年 に東 京都 と神 奈川県 が最初 に導入 した。 そ の後 、昭

和40年 代 に入 る と、 住 民 サ ー ビス の向 上 を図 るた め、 コン ピ ュー タが積極 的 に活 用 され 、 事務 処理

の迅速 化 、効 率化 が促 進 され た。 さ らに昭和50年 代 に入 ると、情 報 処理 技 術 の飛躍 的 な進歩 に と も

な い、オ ン ライ ンシス テ ム、 デ ー タベ ース シス テ ム、漢 字 処理 シス テ ム等 の 高度 な利 用 を指向 す る地

方公 共 団体 が増 加 した。

コ ン ピュ ータ に よる処理 業 務 の範 囲 も、税 務 、給 与 、各 種統 計等 の大 量 定 型業 務 か ら、 財務 管理 、

公 営住 宅管 理、住 民記 録、 各種証 明書 作成 等 の管理 的 業務 へ と拡大 し、 さ らに各 業務 に係 る情 報 を統

一 的 に管理 し各 種計 画 等 に 役立 て るた め の総合 行政 情 報 シス テ ム の確 立 を 目指 した 努 力 が重 ね られて

い る。

現在 の処 理 業務 につい て み る と、都 道府 県 で は従 来か ら給 与、 自動 車 税、 指 定統 計 のほ か、起 債管

理 、 入 事管理 等 の管理 的 業務 、 さ らに予 測 ・計 画 、公 害 関係 等へ の利 用が 多 く、 最近 で は、 各種 補 助

金 業務 、 事業 税、 工 事 設計 積算 等 の業 務 へ の利 用 が増 加 して い る。 市町 村 では、住 民 税 、 固定 資産 税、

国民 健康 保険 税 が上位 を 占 め、 最 近 で は軽 自動 車税 、 国民 年金 、住 民記 録 等 につ い てそ れ ぞれ利 用 率

が大 幅 に高 くな る等 、 処理 対 象 の範 囲 が広 くな って きてい る。

また 、地 方公共 団体 で は、 従来 の汎 用 コ ン ピュ ータに な じまな い種 類 の業 務 の処 理 や、 小規 模 事務

の処理等 のた め のパ ー ソナル コ ン ピェ 一夕、文 書 作成 や文 書 管理合 理 化等 のた めの ワー ド・プ ロセ ッ

サ、 情 報 の正確 か つ迅 速 な伝 達等 のた め の フ ァク シ ミリ等 が主kOAue器 と して 導入 されて きて い る。

地方 公共 団 体 にお け る コン ピ ュー タ利 用 の推移 を図表1で 、 コ ン ビ ュー一夕利用 団体数 を図表2で 、

規模 別設 置 台数 を 図表3で 、関係 職 員数 を図表4で 、電 算処 理 業務 の状 況 を 図表5に よりそれぞれ示す。

都道 府 県 では、 昭和46年 度 か ら全団 体 が コ ン ピェ 一口タ を利 用 してk・り、 昭和53年 度 か ら全団 体

が導 入 団体 とな って い る。 市町 村 では 全団体(3,278団 体)の94.4%に あた る3,096団 体 が利用 団

体 とな ってSbり 、 この う ち30.590の943団 体 が単 独 又 は共 同 の導入 団体 で あ り、69.5%の2,153

団体 が単 独 又 は共 同 の委託 団体 とな って い る。
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図 表1コ ン ピ ュー タ利 用 の推移

醗 県
職 員数

(人)
10,000

2,000

147●!

1,000

1,76

102

纏舘

1,800

14,0441,600

経 費(
億 円)

1,100

1,000

48.449。450.451.452.453.454.455.456.457.45&4

→[蓮垂 目

く備考〉 経費は、昭和49年 度以前は決算見込額、昭和50年 度以降は当初予算額である。

〈資料〉 自治大臣官房情報管理宮室編昭和58年 度 「地方自治コンピュータ総覧」
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図表2地 方公共団体における電子計算機利用団体数

調査現在 日等

団体区分←

昭 和58年4月1日 現 在

lA}

昭 和57年4月1日 現 在

{Bl

増 減

四 一{Bl

導入
団体

委託
団 体 計

導入
団体

委託
団 体

計
導入
団体

委託
団体 計

都 道 府 県 47 一 47 47 一 47 一 一 一

市

町

村

単 特 別 区 19 4 23 19 4 23 一 一 一

市 町 村 646 1,998 2,644 568 2,018 2,586 78 △20 58

小 計 665 2,002 2,667 587 2,022 2,609 78 △20 58

共 同 利 用 団 体 278 151 429 288 153 441 △10 △2 △12

小 計 943 2,153 3,096 875 2,175 3,050 68 △22 46

合 計 990 2,153 3,143 922 2,175 31097 68 △22 46

図表3地 方公共団体における電子計算機の規模別設置台数

調査現在目零

規
模
別

団 体 区 分

昭和58年4月1日 現 在

囚

昭和57年4月1日 現在

倒

増 減

囚 一倍}

増 減 率
囚

、:1{B[・1・・ 醐

大

型

中

型

小

型

超 小 型

計

大 中

型 型

小

型

超
小
型

計

大

型

中

型

小

型

超
小
型

計

大

型

超
小
型

計
パソコン

以 外
パソ

コン 小 計

中 小

型 型

都 道 府 県 109 249 190 161 1,374 1,535 2,083 7928 166 396 段刃 30 21 24 1.1鵠 1214 38ρ 9214.5 287.6 1397

市

町

村

単

独

利

用

団
体

特 別 区 15 5 17 7 16 23 6D 116 10 4 31 4 △1 7 19 29 36.4△16,770.0 475.0 935

市 町 村 108 鰯 ⑭ 311 382 693 1,546 92 331 302 285 1,OlO 16 34 抱 4〔冶 謡 174 10,325.8 1432 531

小 計 123 370 397 318 398 716 1,606 103 認7 312 お9 1.〔}41 20 33 駈 427 565 19.4 9.8 2?2 147.8 543

共同利用団体 2 29 3
一 17 17 51 2 30 5 一 訂 一 △1 △2 17 14 一 △33 △40.0 一 37.8

小 計 !25 頸 400 318 415 733 1,657 105 367 317 289 1,(η8 ⑳ 32 83 444 579 19.0 8.7 26.2 153.6 537

合 計 234 648 590 479 1.7旬 2.宏8 3,740 184 595 483 臨 1,947 50 53 1σ7 1,583 1,793 272 8.9 22.2 231ユ 921

(注)電 子 計 算 機 の 規 模 別 分 類 は 、次 の とお りで あ る。

規 模 別 分 類 機 器 購 入 費 .年 間 レ ン タ ル 料

大 型 2億5千 万円以上 6,670万 円 以 上

中 型 4千 万円以上2億5千 万円未満 1,070万 円以 上6,670万 円未 満

小 型 1千 万円以上4千 万円未満 270万 円 以 上1,070万 円 未満

超
小
型

パ ソ コ ン以 外 1千 万円未満 270万 円未満

パ ソ コ ン 基本構成で10万 円～100万 円
シ ステムと して300万 円以下
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図表4地 方公共団体における電算関係職員数

年度区分

職 種 別 分

昭和58年4月1日 現 在{A) 昭 和57年4月1日 現 在{B) 増 減 四 一 倒

都道府県 市町村 計 都道府県 市町村 計 都道府県 市町村 計

所

属

職

員

SE・ プ ログ ラマ 1,398 3,045 4,443 1,383 2,880 4,263 15 165 180

オ ペ レ ー タ 166 765 931 268 657 925 △102 108 6

キ ー パ ン チ ャ 35 609 幽 35 696 731 一 △87 △87

電子計算機関係職員 628 532 1,160 594 466 1,060 34 66 100

庶務 ・その他 の職員 707 1,167 1,874 625 1,075 1,700 82
9

92 174

小 計 2,934 6,118 9,052 2,905 5,774 8,679 29 344 373

派 遣 要 員 脇 1,216 2,059 778 1,058 1,836 65 158 鵬

合 計 3,777 7,334 11,111 3,683 6,832 10,515 94 5α～ 596

(備 考)市 町 村 には共 同利 用組織 を含 む。

(注1)所 属職 員 とは、地 方 公共 団体 の職 員 をい う。

(注2)派 遣要 員 とは、 民間 の計 算 セ ン タ ー等 か ら地 方公 共 団体 へ派 遣 され た要 員 を い う。

(注3)職 種 区分 は次 の とお りであ る。

図表5地 方公共団体における電算処理業務の状況

利 用 率 都 道 府 県 市 町 村

段 階 電算処理業務名 実 施
団体数 利用率 電算処理業務名

実 施
団体数 利用率 実施率

% 団体 % 団体 % %

100.0 給 与
'47

100.0

自 動 車 税 47 100.0

指 定 統 計 47 100.0

自 治 省 統 計 47 100.0

森 林 計 画 47 100.0

9α0～ 人 事 管 理 46 97.9 住 民 税 2,945 95」 89.8

起 債 管 理 46 97.9 固 定 資 産 税 2,857 92.3 87.2

各 種 統 計 46 97.9

各種福祉資金事務 46 97.9

各 種 補 助 金 事 務
(農林 ・水産 関係)

45 95.7

各 種 資 金 事 務
(農林 ・水産関係)

44 93.6

工 事 設 計 積 算

(土木 ・建 築関係)
43 91.5
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利 用 率 都1道 府 県 市 町 村

段 階 電算処理業務名 実 施
団体数 利用率 電算処理業務名 実 施

団体数 利用率 実施率

80.0～ 大 気 汚 染 監視 42 89.4 国民 健康保険税 2,695 87.0 82.2

公 営 住 宅 管理 41 97.2

人 事 委 員 会
関 係 事 務 41 87.2

法 人 事 業 税 39 83.0

法 人 県 民 税 39 83.0

予 測 ・ 計 画 39 83.0

会 計 経 理 38 80.9

水 質 汚 濁 測 定 38 80.9

70.0～ 道 路 台 帳 管理 37 78.7・ 軽 自 動 車 税 2ほ67 76.5 72.2

教 育 委 員 会
関 係 事 務

37 78.7

各 種 実 態調 査
(商 工 関 係)

35 745

工 事 設 計 積 算
(農林 ・水産関係)

35 74.5

個 人 事 業 税 34 72.3 ,

公 安 委 員 会
関 係 事 務

33 70.2

60.0～ 自 動 車 取 得税 31 66.0 給 与 2,091 67.5 63.8

病 院 事 務 関係 30 63.8 国 民 年 金 1,943 62.8 59.3

50、0～ 工 事 進 行 管 理
(土木 ・建 築関係)

勿 57.4 上 下 水 道 1,628 52.6 49.7

教 育 24 51.1 住 民 記 録 1,600 51.7 48.8

40.0～
病 院医 療 関係 23 48.9 選挙管理委員会

関 係 事 務
1,311 42.3 40.0

一

各 種 資金 事 務
(商 工 関 係)

21 44.7

上 下 水 道 20 42.6

料 理 飲 食 等 19 40.4
消 費 税

30.0～ 物 品 管 理 18 38.3 自 治 省 統 計 1,198 38.7 36.5

不 動 産 取 得税 17 36.2 教 育 委 員 会 等
関 係 事 務.

1,032 33.3 31.5

生 活 保 護 16 34.0 各 種 検 診 951 30.7 29.0

選挙管理委員会
関 係 事 務

15 31.9

20.0～ 鉱 区 税 11 23.4 起 債 管 理 925 29.9 28.2

各 種 検 診 11 23.4 都 市 計 画 税 766 24.7 23.4

騒 音 振 動 測 定 工0 21.3
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利用率 都 道 府 県 市 町 村

段 階 電算処理業務名
実 施
団体数 利用率 電算処理業務名 実 施

団体数 利用率 実施率

10.0～ 人 事 管 理 558 18.0 17.0

農 業共 済事 務 347 11.2 10.6

公 営 住 宅 管理 322 10.4 9.8

10.0 農 業共 済 事 務 3 6.4 各種福祉資金事務 脇 7.3 6.9
未満

国 民 年 金 2 4.3
チ

病 院 事 務 関 係 207 6.7 6.3

道 路 台 帳 管 理 188 6.1 5.7

会 計 経 理 184 5.9 5.6

指 定 統 計 165 5.3 5.0

生 活 保 護 152 4.9 4.6

教 育 133 4.3 41

各 種 補 助金 事 務
(農林 ・水産関係)

田 3.2 3.0

病 院 医 療 関係 92 3.0 2.8

大 気 汚 染 監 視 64 2.1 2.0

物 品 管 理 60 1.9 L8

各 種 実 態 調 査
(商 工 関 係)

59 1.9 1.8

予 測 ・ 計 画 52 1.7 1.6

人 事 委 員 会
関 係 事 務

36 12 1.1

工 事 設 計 積 算

(土木 ・建 築関係)
21 0.7 0.6

水 質 汚 濁 測 定 18 0.6 0.5

各 種 資金 事 務
(商 工 関 係)

15 0.5 0.5

工 事 設 計 積 算

(農林 ・水産 関係)
14 0.5 0.4

騒 音 振 動 測 定 12 0.4 α4

森 林 計 画 7 02 0.2

各 種 資 金 事 務

(農林 ・水 産関係)
6 0.2 0.2

工 事 進 行 管 理

(土木 ・建築関係)
3 0.1 0.1

公 安 委 員 会
関 係 事 務 1 0.0 0.0

(備 考) 1 利用率r謙 灘 鵠 ㌶ ・…(θ

2

3

4

当該業 務 実 施 団体 数実 施率
= ×100(%)

全 市 町 村 数

昭和58年4月1日 現在 の全 利 用 団体 数 は都 道府県47、 市 町村3,096で ある。

昭和58年4月1日 現在 の 全市 町村 数 は3,278で ある。
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2.(財)地 方 自 治 情 報 セ ン タ ー の 研 修

2.1は じめ に

(財)地 方 自治情報 セ ンタ ーは、「社 会経 済 の進 展 に即応 し、地 方公 共 団体 に おけ るコ ン ピュ ータ に

よる情報 処理 を推進 し、 地 方行政 の近代 化 に寄与 す る こ とを 目的(寄 附行 為 第3条)」 と して、 地

方公共 団 体 の総意 に よ り昭和45年5月 に設 立 さ れた。

この設立 目的 を達 成 す るた めの重 要 事業 の一 つ に教 育研 修 事業 があ る。教 育 研 修 事業 は、 「地 方

公共 団体 に おけ るコ ン ピ ュー タ の適 切 か つ有 効 な利 用 の拡 充 に寄与 す るた め、 地 方公 共 団 体 の職員

を対 象 に、 利用 技術 の理 論 的 な面 む よび実 務 に役立 つ行政 情報 シス テ ム の開発 に関 す る知 識等 の習

得 を 目的 」 と して 昭和45年 の 設立以 来 各 種 の研 修 を行 って きた。

以 下、 当セ ン タ ーの教 育研修 の概要 を紹 介 す る。

2.2研 修 コース の種類

教 育研 修 の種類 は次 の よ うにな って お り、 昭和58年 度 の研修一 覧 は図表6の とtoり で あ る。

.管酬 修一τ 諜 ニ

ス

o撒 術研修一[:㌧

o応用技術研修τ ㌶::::

。委託処理研修一 委託処理専門コース

o特 別研修

o海 外研修

。都道府県単位において行 う研修(都 道府県地方課等との共催による地方研修)

図表6教 育研修一覧

管理者研修

管理者コース *ト ップ研 修(市 町 村長等)

*行 政 情報 管理 者研 修(部 長 ・課 長 職)

*新 任 コン ピ ュー タ主管 者研 修(課 長 ・係長 職)

●シ ステ ム開 発 リーダ養 成 セ ミナ

・コ ン ピュー タ シス テ ム運営 管 理 セ ミナ

●コ ン ピュ ータ導 入 準備 セ ミナ

.研 修 企画担 当者 セ ミナ

●講 師養 成 セ ミナ
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2基 礎技術研修

初 級 コ ース ・コ ン ピ ュ ー タ入 門 セ ミナ

●プ ロ グ ラ ミン グ セ ミ ナ

・シス テ ム設計 入 門 セ ミナ

・オ ン ライ ン シス テ ム入 門 セ ミナ

上 級 コ ース ●デ ー タベ ース 設計入 門 セ ミナ

・デ ー タベ ース 設計技 法 セ ミナ

*構 造化設計技法セミナ

●システ ム設 計技 法 セ ミナ

・オ ン ライ ンシス テ ム応用 セ ミナ

3.応 用技 術 研修

適 用業 務 コ ース *財 務管理システムセミナ(都 道府県 ・市町村)

*人 事管理 システ ム セ ミナ

*住 民情報システムセミナ

*税 務行政情報システムセミナ(都 道府県 ・市町村)

●土 木行 政 情 報 シス テ ムセ ミナ

計画 策定 コ ース ●因果 フ ロー分析 セ ミナ

・SD(シ ス テ ム ・ダ イナ ミック ス)モ デ ル 作成 技 法 セ ミナ

・OR(オ ペ レ ー シ ョンズ ・リサ ーチ)セ ミナ

●統計解析入門セミナ

・多変量解析セミナ

・都 市経 営 ゲ ー ミングセ ミナ

4.委 託処 理研 修

委託 処理 専 門 コ ース ●委 託 処理 専 門 セ ミナ ー

5.特 別 研修

*ト ピ ック ス コ ー ス (⑳ ・オ フ ィス オ ー トメ ー シ ョン の活 用

●コ ン ピ ュー タ処理 と法律 問題

*情 報機器技術コース (σの ・ パー ソナル ・コン ピュー タ、 日本 語 ワ ー ドプ ロ セ ッ サ の 導

入と活用

6.海 外研 修 ア メ リカ、 カナダ に おけ る行政 情報 シス テ ムの調 査

7.都 道府 県単 位 に おい て行 う研修

(注)*印 は、 東京 開催 のほ か 、大 阪等 で も開催 してい るセ ミナ

2。3開 催 回 数お よ び受 講者 数 の推 移

最 近 の研 修開 催 回数 お よび 受講 者 数 の推 移 は 次 の とお りであ る。
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区分

年度

セ ン タ ー 主 催 の 研 修
セ ン ター と地 方課 等 との

共 催 に よ る 地 方 研 修
計

回 数 受 講 者 数 回 数 受 講 者 数 回 数 受 講 者 数

55 43 2074 28 1,780 71 3,854

56 50 2,566 35 2,111 85 4,677

57 62 3,318 34 2383 96 5,701

2。4教 育 研 修の特 色

(1)市 町 村長 等 を対 象 と した トップ研修 か ら事務担 当者 を対 象 と した研 修 まで、 各階層 に対 応 した

研修 を行 って い る。

(2)コ ン ピュー タの適 切 か つ有 効活 用 の た め、 利 用技 術 の基 礎 か ら実 務 ・応 用 まで幅広 い研修 を行

っ てい るo

(3)理 論 や技 術 面 に偏 らず、 行 政実 務 に役 立 つ こ とを主 眼 と して お り、 デ ー タ処理 のみ で な く、 管

理面 で活 用 す るた め に 必要 な科 目や事例 を取 り入 れ た カ リキ ュラ ム を編成 して い る。

(4)各 セ ミナ ー に新 しい技 法 の紹 介 や先 進団 体 の事例 研 究 の発表 を取 り入れ 、新 しい状 況 に積極 的

に対 応 して い る。

(5)演 習 を取 り入 れ 、 研修 効果 の充実 に努 めて い る。 特 に初心 者向 け の コン ビ=一 夕入 門 関係 のセ

ミナ ーに おい て は、 プ ログ ラム作 成 につい て コ ン ピ ュー タ実 習 を採 用 して い る。

(6)海 外 研修 を実施 して い るほか 、 外国 か ら実務 家 を招 いた特 別 研修 を開催L国 際交 流 を推 進 し

て い る。

(7)財 務、 税 務、 住 民 記 録 事務等 地 方公 共 団体 の行 政実 務 に直結 した研 修 を行 ってい る。

(8)研 修 参加 の便宜 を図 るた め、 地 方 開催 を行 って い るほか 、都 道府 県 地 方課 等 との共催 に よ り市

町 村職 員 を対 象 に地 方 研修 を行 って い る。

2。5教 育 研修 の概 要

(1)管 理 者 コ ース

管理 者 を対 象 に、 コン ピ ュー タ活 用 に必 要な 知識 の向 上 のた め、 情報 機 器 の開発 、利 用 状況 お

よびコ ンピ ュー タ利 用拡大 に伴 う諸 問 題 を理 解 す る とと もに、 行政 に おけ るコ ン ピ ュー タの効 果

的 な利 用 につい て 認 識 を深 め る研修

セ ミ ナ 名 日 数 回 数 人 数 対 象 者

ト ッ プ 研 修 1 15
20
～100 市町村長 ・助役等

行 政 情 報 管 理 者 研 修 2 3 100 部長 ・課長職

新 任 コ ン ピ ュ ー タ 主 管 者 研 修 3 2 40 新任の管理監督職
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注.回 数は昭和58年 度開催予定回数、人数は1回 当た りの対象人数

トップ研修は希望する都道府県(地 方課等)、 市長会、町村会への講師派遣

(2)運 営管理者コース

コンピュータ部門の主務者を対象に、情報処理システムの開発およびコンピュータの導入計画

や推進並びに情報処理に関する研修等に携わる際に必要な基礎知識や管理技法等を習得する研修

セ ミ ナ 名 日 数 回 数 人 数 対 象

シス テ ム開発 リーダ ー養 成 セ ミナ 3 1 40 システ ム開発 に 当た って プ ロジ ェ『

ク ト リーダ と レて の知 識 を必要 と

する職員

コンピュータシステム運 営管 理 セ ミナ 3 1 40 コ ン ピュー タ シス テ ム運 営担 当 の

管理者、主務者

コン ピュ ータ 導 入 準 備 セ ミ ナ 3 1 40 中小都 市 で コン ピュー タ導 入 の計

画 推進 、準 備 に当 た って い る職員

研 修 企 画 担 当 者 セ ミ ナ 3 1 40 情報処理研修の企画又は運用を担
当 して い る職 員

講 師 養 成 セ ミ ナ 3 1 40 情報処理研修の講師、講師予定者
又は情報処理研修の担当者

(3)初 級 コ ース

初心 者 を対 象 に コ ン ピュ ータの 基礎 的知 識 の習得 を 目的 と して お り、 コン ピュー タ の仕 組 み や

働 き、 システ ム 設計 の基礎知 識 やプ ログ ラ ミン グ、 オ ン ラ イン シス テ ム の初歩 知識 等 コ ン ピュ ー

タ を活 用 す る上 に 必要 な最 小限 度 の基 本 事項 に つい て 演習 、実 習 を中心 に した研修

セ ミ ナ 名 日 数 回 数 人 数 対 象

コ ン ピ ュ ー タ 入 門 セ ミ ナ 4 6 40 コン ピュー タの基 礎知 識 を必要 と

する職員で初心者 o

プ ロ グ ラ ミ ン グ セ ミ ナ 5 6 40 プログラミング作成の基礎知識を
必要 とする職員

シ ス テ ム 設 計 入 門 セ ミ ナ 5 4 40 デ ー タ処理 システ ムの 設計 に 必要

な基礎知識を必要 とする職員

オ ン ラ イ ン シ ス テ ム入 門 セ ミナ 4 2 40 オ ンライ ン システ ムの基 礎 知 識 を

必要とする職員

(4)上 級 コース

コ ン ピ ュー タの実 務 経験 のあ る職 員 を対 象 に能 力 の拡 充 を 目的 と して お り、 効 率的 な デ ータ処

理 シス テ ム の開発 や運用 に必要 な知 識 お よび技 術 を習 得 してい た だ く研 修

一345一



セ ミ ナ 名 日 数 回 数 人 数 対 象

デ ー タベ ー ス 設 計 入 門 セ ミ ナ 5 1 40 デ ータベ ース の導入 や 設計 に関 す

る基礎知識を必要とする職員

デ ー タベ ー ス 設 計 技 法 セ ミナ 5 1 40 デ ータベ ース 設計技 術 に関 す る知

識を必要とする職員

構 造 化 設 計 技 法 セ ミ ナ 5 3 40 システムの開発および技術改善を

担当する職員

シ ス テ ム 設 計 技 法 セ ミ ナ 5 3 40 システム設計のための実務知識を
必要とする職員

オ ン ラ イ ン シ ス テ ム応 用 セ ミナ 4 1 40 オ ン ライ ンシス テ ム の導 入 や レベ

ル ア ップ等 を担 当す る職 員

(5)適 用業務

行政事務のコンピュータ処理に当たって必要なシステム開発技術や実務に密着 した技術および

専門知識を先発団体の利用事例を中心に研修

セ ミ ナ 名 日 数 回 数 人 数 対 象

財 務 管 理 シ ス テ ム セ ミナ 4 4 40

人 事 管 理 シ ス テ ム セ ミ ナ 4 2 40

当該業務 ・事務のシステム化(機

住 民 情 報 シ ス テ ム セ ミ ナ 4 3 40

械化)に 関係する職員

税 務行 政情報システムセ ミナ 3 4 40

土 木行 政 情報システムセ ミナ 4 1 40

(6)計 画策定コース

。 地域社会の諸問題を分析 し、計画を支援するシステム設計に役立つ、経営科学(応 用数学)に

関する基礎知識および実務知識を習得する研修

セ ミ ナ 名 日 数 回 数 人 数 対 象

因 果 フ ロ ー 分 析 セ ミ ナ 5 1 40 システム分析に関係する職員

SDモ デ ル 作 成 技 法 セ ミ ナ 5 1 40 〃

ORセ ミ ナ 4 1 40 ORに 関する基礎的知識を必要と
する職員

統 計 解 析 入.門 セ ミ ナ 4 1 40 統計に関する基礎的知識を必要と
する職員

多 変 量 解 析 セ ミ ナ 4 1 40 多変量解析を必要とする職員

都 市 経 営 ゲ ー ミ ン グ セ ミ ナ 4 1 20 計画立案に関係する管理監督者
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(7)委 託 処理 研 修

コン ピ ュー タ委 託 処理 の基 本的 留意 事項、 技 術 上 ・法 律 上の諸 問題 、委 託活 用 の ポ イン ト等 に

つ い て研修

セ ミ ナ 名 日 数 回 数 人 数 対 象

委 託 処 理 専 門 セ ミ ナ 3 2 40 業務委託処理を担当する職員

(8)特 別研修

情報管理 や情報処理技術等に関連する重要な課題あるいは最新の情報処理機器の利用に関する

テーマを トピックス的に取 り上げた研修

研 修 名 日 数 人 員 開催場所

OAシ ス テ ム の 導 入 ・活 用 に 関 す る特 別 研 修
2 150 東 京

一 米 国 の 事 例 も 含 め て 一

コ ン ピ ュータ セキ ュ リテ ィ問題 に関す る特 別 研修

一 〇A化 ・オ ン ラ イン化 の進 展 に伴 う 2 120 大 阪

データ保護の現状と課題 一

OAシ ス テ ム の 導 入 ・活 用 に 関 す る特 別 研 修

一 地方公共団体におけるOAの 取組み 2 150 名 古 屋

方を考える 一

(9)海 外研修

海外における行政情報システムの開発や運用等に関する先進的な考え方および事例の実地調査

により視野を拡大 し、最近の技術動向と情報処理システムの将来展望について認識を深める研修

研 修 名 日 数 回 数 人 数 内 、 容

海 外 研 修 16 1 15 ア メリカ、カナダにお・ける行 政情i報システムの調 査

一〇〇 都道府県単位で行 う研修

主として市町村の職員を対象に、コンピュータに関する基礎知識や利用に関する認識を深める

ため、希望する都道府県(地 方課等)の 協力を得て、それぞれの都道府県単位で開催

研 修 名 日 数 回 数 人 数 対 象

市 町 村 研 修 1～3 30
40
～100 市町村の管理者、一般職員

2.6今 後 の方 針

当 セ ン ター の教 育研 修 の果 た す役 割 と して、.① 個 々 の団 体 で は対 応 が困難 な もの や、 中立 的 立場

で行 わ なけ れ ば な らな い研修 、② 管理 監 督 者層 に 必要 な知 識の習 得 をね らい とす る研 修、 ③ 新 しい
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動向に対応する研修、④他団体の事例や意見交換 ・情報交換の場の提供を図る研修等を開催推進す

ることであると思われる。

今後、地方公共団体での研修、情報関係機関およびメーカでの研修 との役割分担を認識しつつ

推進 してい くことが肝要と思われるが、次のことを基本方針に一層充実 した研修を実施 したい。

(1)情 報処理の円滑な推進を図るため、 トップを初め、管理者層を対象にコンビ=一 夕利用の基礎

知識 と運用管理の研修を拡充する。

(2)地 方公共団体等の研修 と相互補完 し、情報処理教育の有機的推進を図る。

(3)地 方公共団体の情報処理教育に関する高度専門的な研修機関として、先導的役割を担 う情報処

理技術者の育成を図る。

(4)OA化 等、情報処理の新 しい課題に、的確に対応するための研修を実施する。

(5)幅 広 く研修できるよう、地方開催を初め、視聴覚教材、研修教材の整備を図るなど、地方公共

団体の研修促進のための支援活動を充実する。
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3.東 京 都

3.1は じめ に

東京 都 に おけ る情報 処 理研修 は、 中央 研修 局 研修 お よび 電子計 算 部 門 での職 場 研修 に おいて そ れ

ぞ れ行 って い る。

中央 研 修 は、 全庁 的視 点 か ら東京 都 職員 研 修所 が統 一 的 に行 うもので あ る。 主 に、 階層別 の一 般

研 修、 専 門研 修、 派 遣 研修 を行 って い る。 情報 処理研 修 は 、そ れ らの うち専門 研修(一 部 派遣 研修)

に位置 づ け られ て い る。

局研 修 は、 各 局 に おいて 、主 に 局 の実 情 に即 した実 務 研修 を行 うもので あ る。EDPSやOAの

研 修 も随 時行 わ れて い るが、 内容 は 中央研 修 の カ リキ ュ ラム等 を参考 に して 行 われ て い る。(従 っ

て 、 ここで は、 内容等 の紹 介 は省 略す る)

電子計 算 部 門 で の研修 は、そ の 職場 に おいて 行 うもので、 職務 の遂行 に 必要 な実 践 力を与 え る研

修 で あ り、 職 場研 修 と して位 置 づ け られ る。 こ こで は、総 務 局総 務 部電子 計 算課 で の事例 を紹 介 す

る0

3.2中 央 研修 に おけ る情報 処理研 修

3.2.1中 央 研 修 に おけ る専 門研 修 のね らい

中央 研修 に むけ る専 門研 修 は、 主 に、一 般 職 員 を対象 に した研 修 であ り、そ のね らい は、広 い

視 野 の もとに問 題 を理論 的 、 科学 的 に解 明 し、 的確 に対 処 で きる能 力 を もった職 員 の育成 を図 る

こ とに あ る。

専 門研 修 の コ ース には、EDPS、 経営 数 学、 経済 、 法律 、行 政 課題 別等 が あ る。

3.2.2情 報処 理研 修 の概 要

情報 処理 に関 す る研修 は、EDPS科 と派 遣 研修tsよ び行 政課 題 別 コ ース の一 部 にあ る。

EDPS科 は、 昭 和43年 度 か ら実 施 して お り、58年 度末 ま でに総実 施 回 数239回 、 受講

者数 延 べ8,330名 とな る見込 で あ る。

EDPS科 のコ ース区 分 は、 昭和58年 度 で は、① 基礎1、 ②基 礎2、 ③ 管理 監 督 者向 け、 ④

シス テ ム 設計 、⑤ プ ログ ラ ミン グ演習、 ⑥ 基礎 ・委託 、⑦ ベ ーシ ック初 級 の7コ ース か らな って

い るoo

そ の他 に行政 課 題 別 コ ース に 「施 策形 成 の手 法 」(ゼ ミナ ール 型 〉や、 地 方 自治 情報 セ ン タ ー

の各 種 セ ミナ ーへ の派遣 等 が あ る。

EDPS科 の コース や内容 は、行 政 ニ ーズ や情報 処理技 術 の動 向等 を勘 案 し、 毎年 度末 に電 算

担 当 課長 、 利用 部門課 長、庁 内講師 、研 修 所 関係 者等 に よ り、 研 修 の総括 を行 い、 次年度 のED

PS研 修 の体 系、 科 目、 カ リキ ュラム、 講 師等 のあ り方 の検討 を行 って い る。 今 日的 課 題 のOA

研 修 も、 当 面 このEDPS科 の体 系 の中 で行 って い る。
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3.2.3EDPS科 各 コ ース の内容 等

(1)EDPS(基 礎1)

目的 コン ピュ ー タの原理 とそ の活 用 のた め の基礎 的知 識 を付与 し、 コ ン ピュ ータ を活 用 した

仕 事 の問題 解決 を図 る糸 口 とす る。

対 象 コン ピュ ータに ついて 初 めて学 ぶ 職 員

期 間6日 間

年間 人員150名

内容EDPS概 論(6時 間)(以 下 時 間省 略)、EDPSの 活 用 と行 政(3)、 システ ム設

計 概 論(6)、 プ ロセス ・フ ローチ ャー ト演 習(6)、 プ ログ ラ ミン グ演 習(フ ォー ト

ラ ン)(13)、 機 械 実習(汎 用 コ ン ピ ュー タにて行 う)(4)、 計35時 間

(2)EDPS(基 礎2)

目的 パ ーソ ナル ・コン ピュ ータお よび 日本 語 ワ ー ド ・プ ロセ ッサ とい ったOA機 器 に つい て、

基 礎 的 な知 識 と使用 体験 を与 え る こ とに よ り、 今後業 務 へ のOA機 器 の活 用 を検 討 す る

た め の糸 口 とす る。(ベ ー シ ック等 の プ ログ ラ ムを研 修す る こ とを 目的 とす る もので は

な い。)

対 象 パ ーソナ ル ・コン ピ ュー タや 日本 語 ワ ー トteプ ロセ ッサ を 中心 としたOA機 器 の導 入 を

検 討 す る こ とが、将来 、 課題 とな る課 の職 員

期間4日 間

年 間人 員200名

内 容OAと 行 政(3)、OA機 器 の性 能 の現 状 と今 後 の見通 し(3)、OA機 器 導入 の事例

(3)、 パ ーソナル ・コン ピュ ータ実 習(6)、 ワー ド ・プ ロセ ッサ実 習(3)、 計18

時間

(3)EDPS(管 理 監督 者 コ ース)

目的OA機 器 の導入 に あた り、 管理 ・監 督 者 にそ の 必要 な基 礎知 識 を付 与 す る。

対 象OA機 器 に 関心 を もつ管理 ・監 督 者

⇔

期 間4日 間

年 間人 員45名

内 容OAと 行 政(3)、 管 理 ・監督 者 の役 割 とOA(3)、 今 後 の情報 処理 シス テ ム(3)、

OA機 器導 入 事例 紹 介(3)、 ワー プロ実 習(3)、 パ ソコ ン実 習(9)、 計24時 間

(4)EDPS(シ ス テ ム設計)

目的 シス テ ム設 計(基 本 設計)の 基 礎 知 識 の修 得 を はか る。

対 象EDPS(基 礎 コ ース)修 了 者 、 また は、 これ と同程 度 の知 識 を有 す る者 で、業 務 の コ
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ン ピュ一 夕化、 又 は、既 存 の システ ムの改善 を検 討 す る ことが必要 であ る事務 系 職 員

期 間9日 間

人員40名

内容 システ ム の設 計 と運用(18)、 シス テ ム 設計 の動 向(3)、 シス テ ム設計 演 習(33)、

計54時 間

(5)EDPS(プ ログ ラ ミン グ演 習)

目的 演習 を中心 に フ ォ ー トラン の応 用 力 を 身につ け、 フ ォー トラ ンを実 際 に各 種 業務 に役立

て る力 を養 成 す る(中 級程 度)

対 象EDPS(基 礎1)修 了 者、 若 し くは これ と同程 度 の知 識 を有 す る もの で、 職務 上 フ ォ

ー トラン に よる プ ログ ラ ミング の知 識 を必要 とす る職 員

期 間10日 間

年間 人 員35名

内容 フ ォー トラン 演習(39)、 プ ログ ラム作 成(12)、 機 械実 習(15)、 計66時 間

(6)EDPS(基 礎 ・委託)

目的 都 の電算 処理 の多 くが外 部 に委託 されて い る現 状 に かん が み、EDPSに 関 す る基 礎知

識 と、委 託 の実 質 的 知 識 の修 得 を図 る。

対 象 コン ピ ュー タ処理 の委 託 を行 って い る課 の職 員 お よび今 後委託 が課 題 とな りうる課 の職

員。

期 間9日 間

年 間人 員50名

内容EDPS概 論(6)、 シス テ ム設計 概 論(6)、 プ ロセス ・フ ロ ーチ ャ ー ト演習(6)、

プ ログ ラ ミング 演習(13)、 機 械実 習(4)、 委 託 処理 の留意 点(3)、 委 託経 費算 出

の実 際(3)、 演 習(仕 様 書 の作成 と経 費算 出)(3)、EDPSの 活 用 と行政(3)、

計56時 間

(7)EDPS(ベ ー シ ック 初級)

目的 パ ソコ ン を導 入 した職 場 又 は これ か ら導入 を予 定 して い る職場 で は、 簡 単 な プ ログ ラム

を作成 で き る職 員 が 必要 で あ る。 この ためベ ーシ ック言 語 の初歩 的 な知 識 を付与 し、 プ

ロ グラム 作成 の第一 歩 とす る。

対象 次 の二 つ の条 件 を満 たす 者

① ベ ー シ ックに つ いて の初 心 者 で 事務 系職 員 で あ る こ と。

② パ ソ コン がす で に導 入 されて い る課 又 は59年 度 にパ ソ コ ンの導入 を図 るた め予 算

要 求 を してい る課 の いずれ か の職 員 で、修 得 した技 術 を職 場 で活 用 す る こ とが で き る
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者。

期 間6日 間

年 間人 員15～20名

内容 ベ ーシ ック基 礎(6)、 パ ソ コン操 作(6)、 ベ ーシ ック実 習(18)、OAの た めの シ

ステ ム 設計(6)、 計36時 間

(8)行 政 課題別 コ ース

課 題 施策形 成 の手法(行 政 とデ ータ解析)

目的 施策 形 成 を合 目的 ・科学 的 な もの とす るた め、 関連 職 員 にデ ータ解 析 の手 法 と解 析 内容

の読 み取 り方 を学 ばせ、 さ らに、パ ソコ ン を利 用 した 演 習 を行 う ことに よって 分析 体験

を与 え る。

対 象 行政 にか か るデ ータ解析 手 法 の知 識 を必要 とす る職 員。(各 局 調査 課 ・企 画課 等 デ ー タ

解析 を主 とす る業 務 担 当課 の職 員等)

期 間13日 間(週1回 、3カ 月間)

年 間 人 員24名

・ 内容 デ ータ解析 の考 え方(6) 、予 測 ・推測 の手 法(6)、 時 系 列デ ータ の分析、 主 成 分分

析(6)、 ア ン ケ ー ト調 査デ ータ の分析(6)、 判 別分 析(6)、 パ ソ コン演習(24)、

グル ープ研 究(討 議 ・発 表)(15)、 国 ・地 方 自治 体 に おげ る行 政実 例(3)、 行政 計

画 とデ ー タ解析(3)、 計75時 間

3。3電 子計 算部 門 の情 報 処 理研 修

対 象 老 総務 局 総 務 部 電子 計 算課 職 員

実 施 内容 別 紙研 修 要 綱 に よ る。

要綱 策 定 の趣 旨 各 局 に お け る適 用業 務 の拡 大 に応 じて、 電子計 算課 へ の技 術 相談 の増 加 、 オ フ

コ ン等OA機 器 の普 及 の傾 向、 ハ ー ド ・ソ フ トウエ ア の技 術 の進展 に加 え、 人 事異 動

基 準(原 則 と して6年)や 新 係長 制 度 の導 入等 、 電子計 算 部門 の組 織 ・運 営面 に も影

響 が生 じて い る。 この動向 に適 切 に対 処 し、 ま た、組 織 と して の役 割 を果 して い くう

えで、 職 員 の育 成 と活 用 が従来 に も増 して重要 とな って きて お り、 そ の た めに は、 研

修 を体 系的 ・計 画 的 に実 施 して い く必要 が あ る。

そ こで、 これ ま で の研修 方 法 を新 た な観点 か ら見直 し、 研 修 体 系 を整備 充実 す るた め、

要綱 を設定 した。

この要 綱 設定 に あた って の基本 的考 え方 は、 次 の とお りで あ る。

①OJTを 基本 と し、外 部研 修機 関の実 施 す る研 修 との有 機 的 な運用 を図 る。

② 担 当 職 務 と研修 科 目 との関連 を明 らか に し、 研修 に対 して の職 員 の理 解 を深 め る。
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③ 履習 年 次別 に区分 し、 自己の知 識 と照 ら し、 研 修必 要点 をわ か り易 い よ うに す る。

④ 研 修 課 程 は、 情報 処 理技 術等 の動 向 に適 切 に対 応 して い くた め、 常 に必要 な 見直

しを行 う。そ して 、職 員 の職務 遂行 に 必要 な知 識の修 得 と合 わ せて、 そ の資 質、 能

力 の向 上 を期 待 す る ものであ る。

情報 処理研 修 は、EDPS科 をベ ース と して 行 って きて い た。 しか し、 コン ピュー タに よ る定 型

大量 処理 の一 巡 に よ り、EDPS研 修 のニ ーズ も、OAの 方 向 に移 って きて い る よ うで あ る。 この

た め、実 習 用パ ソ コ ンの 設置 、パ ソ コ ン ・セ ンタ ーに よる職 場 で の指導 、 パ ソ コン ・イ ンス トラク

タの育成 等 が必 要 とな って きた。

今 日は、情報 処理 研修 も変 貌 を求 め られて い る時 とい え る。"
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資料 電子計算課研修要綱

(目 的)

第1こ の要綱 は、 電 子計 算課 職 員 に つい て、 職務 を遂 行 す るた め の知 識 を修 得 す る とと もに、 そ の

資質、 能 力 の向上 を図 るた め、 電 子計 算課長 が行 う研 修に 関 して 、 必要 な 事項 を定 める こ とを 目

的 とす る。

(研 修内容)

第2研 修の内容は、次に定める知識を修得することを基本とする。

1情 報処理に関する基礎的知識

2情 報処理に関する基礎的知識の拡充および実践的技術

3新 しい情報処理知識

4そ の他業務遂行に必要な知識

(研 修課 程)

第3・ 研修 の課 程 は、 別表 「研 修課 程 表 」 で定 め る。

2こ の課程 につ いて は 、情 報処 理 技 術等 の動 向 に適 切 に対応 して い くた め、 常 に検 討 を加 え、 必

要 な見直 しを行 うもの とす る。

(研 修 方法)

第4研 修 の履 修 につ い て は、 原 則 と して 下表 の区分 に よ り行 うもの とす る。

履 修 年 次 内 容

1年 次(必修) 情報処理に関する基礎的知識の修得、その他業務遂行に必要な知識の修得

2年 次(必修) 情報処理に関する基礎的知識の拡充および実践的技術の修得

2年 次以降(選択) 新 しい情報処理知識の修得

2研 修の実施については、課内研修と外部研修機関の実施する研修との有機的な運用を図る。

3研 修の実施計画は、毎年度作成する。

附則

この要綱 は、 昭和58年4月1日 か ら施 行 す る。
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資料 研 修 課 程 表
昭和58年4月1日 現 在

内 容 課 程 達 成 水 準 所要日数 実施方法
情 報 シ ス テ ム 管 理 電 子 計 算

企 画 委託調整
情報シス
テム管理

システ ム

管 理
運用管理

ソ フ ト

開 発
事 務

情報処理 に関する

基 礎 的 知 識

新

里
転
入
研
修

情 報 処 理 入 門
コ ン ピ ュ ー タ のハ ー ドウエ ア ・ソ フ トウ エ ア の

30日 課 内 1 1 1 1 1 1 1
言 語 初 級

誓魏 謄£灘 織豊讐本的デ.拠職
法の麗麗 培 寿碧雲1鵠 耀 董

OS初 級
OSの
のUTILITY、JCLの 理解

標 準 化 「電子計算課職員の手引」の理解

シス テ ム 設 計 初 級 システム設計の各手順の基本的事項の理解 3日 課 内 1 1 1 1 1 1

オ ンライ ンシステ ム入 門
オ ンラインシステム を構成 する主要 機能 と設計

ポ イン トの理 解
4日 外 部 1 2 1 2

デ ー タ ベ ー ス 入 門 データベースの諸機能と利用方法の理解 4日 外 部 1 2 1 2

情報処理 に関す る

基礎的知識 の拡充

●よび実践的技術

言 語 上 級

コボル言語の拡充と漢字処理言語の理解 10日 課 内 2 2 2

ア センブラPL/1の 基本的 事項 の理 解 10日 課 内 2 2

OS,上 級

OS各 機能と運用方式の基本的事項の理解 2日 外 部 1

運用管理方式を設計できる程度の知識の把握 5日 外 部 2

シ ス テ ム 設 計 上 級 事務分析手法●よびシステム設計手法の理解 5日 外 部 2 2 2

要 求 仕 様 分 析 要求仕様分析技法の理解 5日 外 部 2 2

マネージメン ト・サイエンス
マネージ メン ト上 の問題解決 のた めの科学的 ア

プ ローチ方法 の理 解

1テ ーマ

2～3日
外 部 2

事 例 研 究 他団体の適用事例の把握
1テ ーマ

2～3日
外 部 *1 *2 *2 *2

新しい情報処理知識

情報処理機器利用技術 各分野別情報処理機器の動向と利用事例の把握
1テ ーマ

2～3日
外 部

*1 *2 *2

*1 *2 '

行 政 情 報 管 理 行政情報管理の当面する課題の把握

*2 *2 *2 *2 *2情 報 処 理 ト ピ ック ス ハ ー ドウ ェア ・ソフ トウェアの最新 技術 の把握

そ の他 業 務 遂 行

に 必 要 な 知 識

委 託 委託処理Kあ たっての基本的事項の理解 2日 課 内 1 2 1

コン ピェ一夕 ・セ キュリテ ィ
コンピュータ室の安全管理 と運用体制の基本的
事項の理解

2日 外 部 2 2

コミュニケ ーシ 。ン技 術 コンサルテ ーシ 。ン技法 の理 解 1日 .課 内 2 2 2

講 師 養 成 教育技法の基礎的知識の把握 2日 外 部 *2 *2 *2 *2 *2

予 算 契 約 予算 ・契約事務規則等の理解 3日 研 修所 1 1

濠外 部:地 方自治情報 セン ター、行政 情報 システ ム研究所、 メーカー講習会 、ユ ーザ ー研究会 数字:履 修年次(必 修)、*付 は該当年度以降履修(選 択)



4。 兵 庫 県

4.1は じめに

行 政 需 要 の増 大 ・多様 化 は行 政 目的 の多元化 を もた ら し、 これ に対 応 す る た めには、 行政 事務 の

省力化 を図 る と ともに合 理 的 でか つ効 率的 な 事務 処 理 が要 求 され る。特 に最 近 の よ うな厳 しい行 財

政 環 境 の もと では、 そ の 必要性 は ます ます高 まってい る。

本県 で は、 昭和41年 にコ ン ピ ュ ータ を導 入 し、以来 、 積極 的 に適 用業務 の開発 に取 り組 み、 処

理業 務 の拡 充 を 図 って きた。 そ の間、 税務 ・給 与等 コン ピュ ータ化 に よ って省 力効果 ・経 済効 果 の

著 しい大 量 反復 業務 を主 と して 開 発 す る反面、 高 度利 用 の面 で もオ ンラ イ ンをは じめ計 画策 定 や意

思決 定 支 援 のた めの シス テ ム化 を進 めて きた とこ ろであ る。

一 方
、 汎用 コン ピ ュ ー タには な じみ に くい 少量 多品 種型 業務 につ いて は、パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ

ー タに よ る処理 を推 進 し
、行 政 事務 の合理 化、 効 率化 を 目ざ して きた。

この よ うな事務 の機 械化 を推進 す るた め には、 トップ レベ ル の意 識 が大 きな影 響力 を もつ ことは

当 然で あ るが 、 それ に もま して現 場職 員 の情報 処理 に対 す る情 熱 が欠 か せな い要件 であ り、そ の た

め の意 識 改革 と要 員 の養 成 が大 きな課 題 であ る。

本 県 で実 施 してい る情報 処理 に関 す る研修 は、

・① シ ステ ム開発 促 進 の た めの研 修 と して
、 シス テ ム設計 、 プ ログ ラ ミン グな ど3コ ース

② コン ピュ ータ の高 度利 用 のた めの研 修 と して 、計 量経 済 分析 、 ア ンケ ー ト調 査 とデ ー タ解析 、

図形 ・グ ラ フ ィ ックkど5コ ース

③OA機 器利 用 のた めの研 修 と して 、パ ソ コン初 中級 、 上級 な ど3コ ース

合計11コ ース に 及ん で お り、そ の成果 も着 実 に あが って い る もの と自負 して い る。

以 下、各 コ ース に ついて 紹 介 す る こ ととす る。

4.2シ ステ ム開発 促 進 の ため の研修

(1)シ ス テ ム設計 コ ース

ア 研 修 内容 …… … システ ム設計 の概 要 、 シス テ ム分 析 の手 法 お よび具体 的 な システ ム設計 の 進

め方 な どシス テ ム 設計 の基礎 的 な 知 識 を修得 させ、 実 務 に活用 で きる職員 を養 成 す る。

イ 対 象 者 … …… シス テ ム設計 を行 お うとす る課 お よび既 に コ ン ピ ュータ処 理 を行 って い る課

の職 員 を中心 と した一 般職 員

ウ 定 員 … … …40名(20名 ×2回)

工 期 間… … …5日 間/画

才 講 師 情報管理 課 職 員

(2)プ ログ ラ ミング(入 門)コ ー ス

ア 研 修内容 … … … プ ログ ラム開発 の基本 手1鳳PL/1.言 語 によ る簡単 な プ ログ ラム の作成 、
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TSO端 末 を使 用 して の プ ログ ラム デバ ッグ お よび処 理 の実行 な どプ ログ ラ ミング の基 礎 的 な

知 識 を修 得 させ、実 務 に活 用 で きる職員 を養 成 す る。

イ 対 象 者 …… …オ ーブ ン方 式 に よ リブ ログ ラム開発 を行 拾 うとす る課 お よび既 に コン ピュー

タ処理 を行 って い る課 の職 員 を 中心 と した一 般職 員

ウ 定 員… … …20名(た だ し昭和58年 度 は受講希 望 者多 数 のた め、30名 ×2回 で実 施)

エ 期 間… ……7日 間

オ 講 師 … …… 情報 管理 課 職 員

(3)プ ログ ラ ミング(汎 用)コ ース

ア 研修 内容 …… … プ ログ ラム開発 の効率 化 を図 るた め、 本県 が独 自に開発 した 汎用 作表 プ ログ

ラム、 汎用 デ ー タチ ェック プ ログ ラムな ど の各 種汎 用 プ ログ ラムの使 い 方 を修 得 さ せ、実 務 に

活 用 で きる職 員 を養 成 す る。

イ 対 象 者… … …オ ープ ン方 式 に よ リプ ログ ラム開発 を行 お うとす る課 お よび既 に コン ピ ュー

タ処理 を行 って い る課 の職 員 を中心 と した一般 職 員

ウ 定 員… … …20名

工 期 間… ……5日 間

オ 講 師 …… … 情報 管理 課 職 員

以 上 の研修 は、 昭 和58年 度 現 在 で情報 管理 課 が処 理 して い る適用業 務150業 務 の維持 管 理

の た めに必要 な知 識を業務 主 管 課 の職 員 に 身につ けて も ら うとと もに、 シス テ ム の改 善 や新 規 開

発 に も活 用 させ る 目的 のほか 、 土 木業務 等 情報 管理 課 の手 を借 りず にオ ープ ン開発 す る業 務 のオ

ープ ンフ'ログ ラム ーの養 成 を主 な狙 い と して い る
。

4.3コ ンピ ュー タの高 度利 用 のため の 研 修

(1)シ ス テ ムダ イナ ミ ックス コ ース

ア 研修 内容 … …… システ ム ダ イナ ミ ックス手 法 を用 いて の行政 課題 の解 明 拾 よび計 画策定 の際

の予測 等 の技法 を修得 させ、 実 務 に活 用 で きる職 員 を養成 す る。

イ 対 象 者 計画 策定 、 政 策 立案 を担 当 す る課 の職員

ウ 定 員 … ……20名

工 期 間 …… …4日 間

オ 講 師… … …外 部 講師(実 習 に はア ドバ イザ と して情 報管 理課 職 員 が参 加)

② ア ンケ ー ト調 査 とデ ー タ解析 コ ース

ア 研修 内 容 計 画策 定、 政策 立案 な どに幅広 く活 用 され てい るア ンケ ー ト調 査 につい て、

そ の実 施手 順SS・よび デ ー タ解 析 の技 法 並 び にデ ー タ解析パ ッケ ー ジで あ るSPSSの 使い 方 を

修 得 させ、実 務 に活 用 で きる職 員 を養 成 す る。
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イ 対 象 者… …… ア ンケ ー ト調 査 を実 施 しよ うとす る課 の職 員

ウ 定 員… ……20名

工 期 間… ……5日 間

オ 講 師… …… 外 部講 師(実 習 に はア ドバ イザ と して情 報 管理 課 職 員が 参加)

(3)計 量 経 済分 析 コ ース

ア 研修 内容 … …… 計 量経 済分 析 の手 法 を用 いて の施策 の立 案 お よび計 画 策定 等 の技 法 並 びに計

量経 済 分析 パ ッケ ー ジで あ るSTEPSの 使 い方 を修得 させ、実 務 に活 用 で きる職 員 を養 成 す る。

イ 対 象 者… …… 計 画 策定 、政 策 立案 を担 当 す る課 の職 員

ウ 定 員… … …20名

工 期 間・… ■.…・5日 間

オ 講 師 … …… 外 部 講師(実 習 に はア ドバ イザ として情報 管理 課職 員 が参 加)

(4)産 業連 関 分析 コース

ア 研修 内容 … … …公 共 投 資等 の各 産業 部 門へ の波 及効 果等 の分 析手 法 お よび 産業 連関 分析 パ ッ

ケ ー ジであ るIO-PACKの 使い 方 を修 得 さ せ、 実務 に活 用 で きる職 員 を養 成 す る。

イ 対 象 者… … …計 画策定 、 産業 雇 用政 策立 案 を担 当す る課 の職 員

ウ 定 員… … …20名

工 期 間… … …4日 間

オ 講 師… … … 外 部講 師(実 習 には ア ドバ イザ と して情 報 管 理課 職 員 が参 加)

(5)図 形 ・グ ラフ ィ ック コース

ア 研 修 内容 …… …XYプ ロ ッタ、 グ ラフ ィックデ ィス プ レ イ等 の機 器 を使 った実 習 を中心 に、

地 図 の作 成、 統計 情報 のグ ラ フ化 な ど図形 ・グ ラフ ィ ック処 理 の基 礎 的な知 識 を修 得 さ せ、 実

務 に活用 で きる職 員 を養 成 す る。

イ 対 象 者… …… 図 面作 成、 統計 業 務等 を担 当す る職 員 を中 心 と した一 般 職 員

ウ 定 員 …… …30名(10名 ×3回)

工 期 間… ……2日 間/回

オ 講 師 … …… 情 報 管理課 職員

これ らの研 修 は、 短 期 経済 予 測 システ ム、 人 口移 動要 因 分析 シス テ ム な どの開発 や各 部課 等 に

むけ る計 画、 予 測業 務 に も日常 的 に活 用 されて お り、特 に、 ア ン ケ ー ト調 査 は集計 解析 の容易 性

か ら多用 傾 向 を示 して い る。

ま た、 図形 ・グ ラフ ィ ック の面 で は、交通 計 画 策定 支 援 シス テ ムに おけ る道 路 図、 入 口 ・産 業

との関 連 図等 の作成 、森 林計 画 支 援 シス テム に おけ る森 林施 業 図、 森 林属 性 の検 索 図等 の作 成、

都市 計 画支 援 シス テ ムに おけ る都市 計 画 関連 図 の 作成な どに使 わ れて お り、 研修 を重 ね るに つれ
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図形 ・グ ラ フ ィ ック を利用 した システ ム 開発 の要 請 が高 ま る もの と思 われ る。

4.40A機 器利 用 の た めの研 修

(1)パ ソ コン(初 中級)コ ース

ア 研修 内容 … …… 実 習 を中心 と して 、パ ソ コ ンの操 作 お よびBASIC原 語 の基本 的 な知 識 を修

得 さ せ るい わ ゆ るパ ソ コン入 門的 な研修 。

イ 対 象 者… …… パ ソ コン に よって業 務 処理 を行 お う とす る課 の関係職 員 お よび パ ソ コ ン に関

心 を もち業 務へ の活 用 を考 え てい る職 員 を中心 と した一 般 職 員

ウ 定 員 …… …160名(8名 ×20回)

工 期 間 …… …3日 間/回

オ 講 師… … …情 報管理 課 職 員

(2)パ ソ コン(上 級)コ ース

ア 研修 内容 … … …実 習 を 中心 として 、 パ ソ コ ンを実務 に 自在 に活 用 で き、 初 中級 程 度 の教 育 ・

指導 が で きる職 員 と同程 度 の知 識 を有 す る職 員 を養 成 す る。

イ 対 象 者 … ・… ・初 中級 コース修 了 者 また は これ と同程度 の知 識を有 し、 パ ソコ ンで の適 用業

務 の開発 を希望 す る職 員

ウ 定 員 …… …40名(4名 ×10回)

工 期 間 …… …3日 間/回

オ 講 師… … …情 報管 理課 職 員

(3)パ ソ コン(実 務)コ ース

ア 研 修内容 … ……実 習 を中心 と して 、パ ソ コン の操 作 お よび雑 控 除引去 金計 算、 時 間外 勤 務 時

間計 算 な ど各課 で共 通 に使 用 で きる既成 のプ ログ ラム の使い 方 を修 得 さ せ、実 務 に活 用 で きる

職 員 を養 成 す る。

イ 対 象 者…… …庶 務 を担 当す る職 員

ウ 定 員 …… …40名(8名 ×5回)

工 期 間 …… …2日 間/回

オ 講 師… … …情 報 管理課 職 員

パ ソ コ ン研 修 は、 昭和56年 度 か ら実 施 したに もかか わ らずそ の成果 は 目覚 ま しい もの が あ り、

知 事 部局vcas・け る導 入台 数 は昭和58年3月 末現 在 で43セ ッ ト、 処理 業務 数 は昭和58年3月

末現 在 で39業 務 で あっ た ものが、 わず か5ケ 月後 の昭和58年8月 末 現在 で は約3倍 の115

業 務 と急 激 な伸 び を示 して い る。

以 上 が 本県 に おけ る情報 処理 に関 す る研 修 の概 要 で あ るが、 これ らの研 修修 了 者 は延1 ,394名 に
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達 し、それぞれの職場で活用を図っているほか、情報管理課の呼びかけによって政策分析研究会に

自主的に参加 し、 自己研修に努めている職員が多数に及んでいる等情報管理専門研修に対する期待

も回を増す毎に高まり、応募者も年々増嵩傾向にあることを付け加えたい。
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5.神 戸 市

5.1情 報処理 体 系確立 の 目標

「情報 処理 に関 す る研修 」 とい う もの もい わ ゆ る手 段 で あ って 「何 を」 目的 とす るか に よって 様

々な 方法 を採 り得 るが、 神 戸市 に おい て も研修 の前 提 とな る情報 シス テ ムの 構築 を 目指 して い る。

そ れ をまず述 べ て み た い。即 ち昨 今 云 われて い る 「OA化 」 とい う問題 も究 極的 に は総 合 的 な情 報

シス テ ム の構築 につ き る とい う判 断 を して い るわ け であ るが、一 地方 自治体 と して の神戸市 に おい

て も、 総 合行 政 情 報 シス テ ム の構 築 を最 終 目標 と して い る。

これ は

ア 市 民 サ ー ビス情報 システ ム

イ 内部 管理 情 報 システ ム

ウ 地 域 情報 シス テ ム

エ 政 策 決定 支 援 システ ム

か らな る ものであ り現 在 開発 実 施 して い る諸 シス テ ム をベ ース と しなが ら総 合的 な大 規模 シス テ ム

を 目指 して い る。

しか しこの よ うな 全庁 的 な大 規模 システ ム を開発 す るた めに は、.電算 部門 の専 門的 職 員 の開発 体

制 だ け で は不 十 分 であ り、原 局 部 門 の多 数 の 職 員の英 知 と努 力 が必要 とな る。

こ の意 味 で職 員 に コン ピュー タ を開放 し、 機 器 に馴 れ て も ら うと共 に さま ざまな活 用 法 を原 局 部

門で考 えて も らって い る。

前 者 の大規 模 シ ステ ム開発 体制 をわ れ われ は"行 政 情報 システ ム構 築 型ア プ ローチ"と 呼 ん で お

り、後 者 の分 散 処理 体 制 を"OA機 器活 用 型 ア プ ローチ"と 呼ん でい る。 この 両者 が相A ,って 進 め

られ なけ れ ば真 の 情報 システ ム化 が進 展 しな い と考 えて い る。

今 後 の方 向 と して エ ン ドユ ーザ主 体 の開発 を進 め る傾 向 は はっ きり して きた が これ を効 率 的 に推

進 す るた めに今 後 の研修 も重点 を置 いて い る。

5.2研 修 の内 容

(1)研 修体 系 につ い て

研 修 に つ いて も トップダ ウン 方式 とボ トムア ップ方 式 の両面 か ら進 めて いか ねばな らな いが 、

神 戸市 では、 まず 局 部長 研修 か ら始 め た(57年8月)。 これ を基 礎 コ ース と実務 コ ース の性 格

に分 けて一 覧 表 に した もの を 「OA研 修体 系 」 として 図表7に かかげ て お く。

(2)研 修項 目

ア 局 部長 研修

前 述 した よ うに トップダ ウン方 式 と して 局 部長 研 修 を実施 したが 、 これ は宿 泊研 修 と し、 い

わ ゆ るかん づ め 方 式 と した。 これ は通 常 の業務 か らか くり した 方が 効果 が上 が る と考 え たか ら
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であ る。 な お内訳 は 図表7に か かげ て お く。

イ 課 長 研修

中 間管 理 職 を対 象 と して課長 研修 を実 施 して い るが、 これ も宿 泊研 修 方式 と した。 内訳 は図

表9に か かげ('toく 。

ウ 一 般OA研 修

い わ ゆ る係長 以 下 の一 般 職 員 を対 象 と した 研修 であ るが、 講義 方式 で1日 、実 技 を各 班 に分

け て2日 半 実施 して い る。 くわ しい 内訳 は 図表10に か か げて お く。

エ パ ソ コン研 修

一 般OA研 修 を修 了 した者tsよ び そ れ と同等 の知 識 を有 す るものを対 象 と して 、 実務 的 知 識

を習得 させ る のを主 目的 と して実 施 して い る。 即 ちフ ァイル の概 念 の理 解、 簡易 ソ フ トの活 用

方法等 であ る が、 これは実 際 の仕 事 にす ぐ役立 て さ せ るた め の もので あ り、 くわ し くは図表11

にか かげ て お く。

オ ワ ープ ロ研 修

ワ ープ ロを多 くの職 員 に利 用 して も ら うた め に、 簡 単 な1日 研 修 を実 施 してい る。 くわ し く

は 図表12に か か げて お く。

(3)一 般 教養 的 研修

情報 処 理 に関す る研修 の うち、 い わゆ る職 員 研修 所 で教 養的 知 識 の習 得 を 目的 と した 研修 も行

ってい るが、 階層 的 に行 って お り、 くわ し くは図表13に か か げてお く。

(4)シ ステ ム、 プ ラン ナ研修 ・

汎 用 コ ン ピュ ータ研 修 につい て は、 昭和45年 度以 来、 「シス テ ム、 プ ラン ナ養 成特 別 研 修」

(後 に事務能 力開 発 研 修)を 実 施 して 来 て お り、 コン ピ ュー タの基礎知 識、 システ ム 設計 の手 順

等 を、延 べ30日 程 度 をかけ て、実 務 研 修 を行 って 来た が、 年間50人 、10年 間 で約500人 、

各課 に1人 とい う初期 の 目標 を達 成 した。 た だ 汎用 コン ピ ュータ を前 提 と して い る こ と、 研 修 の

ア フ ター ケ アの難 しさ等 が問 題点 と して 残 ってtsり 、 これ を発 展的 に解 消 し、OA研 修 へ と移 行

した。

(5)今 後5ケ 年計 画 につい て

全庁 的 に 事務 近 代 化5ケ 年計 画 の一 つ と してOA研 修 の実 施5ケ 年計 画 を来 年 度 か ら予定 して

お り、 そ れ を図表14に か か げて お く。

5.3情 報 処理 研修 と情 報 シ ステム 構 築へ の 実践 との 関係 につ いて

前述 した よ うに研修 は一 面 で は一 つ の有 力 な手 段 であ るがそ れだけ で は シス テ ム構 築 は進捗 しな

い と考 えて い る。 併 せ て組織 的推 進体 制 を整備 す る必要 が あ り、我 々 と して は 全庁 的 なOA化 推進

委 員会(仮 称)を 設 け市 全体 のOA化 に関 す る総 合的 調 整 を図 る。 この組織 の下 に部局長 単位 で各
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部局 のOA化 推 進検 討 部会 を置 き、 局 内のOA化 に関 す る総括taよ び情報 の一 元化 を図 る こ とを検

討 して い る・

総 論的 に云 え ば、実 践 を通 じて の研修 が最大 の効果 あ る方法 の一 つ と考 え られ る。
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図表7 OA研 修 体 制

基 礎 コ ー ス 実 務 コ ー ス

一 一般OA研 修 ワープ ロ研 修

般 (目 的)OAお よびOA機 器の基礎的知識の普及 (目 的)日 本語 ワ ー ドプ ロセ ッサ を業 務 に 役立 て る技 能 を 身に つ

職 (内 容)・OAの 動向と神戸市の取組み方針 け る。

員 ●OA機 器の基礎知識と導入上の留意事項 (内 容)日 本語 ワ ー ドプ ロセ ッサ を使 って の文 書作 成実 習

● ・導入事例 (実 績)58年 度150入

係 ●OA機 器(パ ソ コン)実 習(BASICプ ログ ラム の基 パ ソコン研 修

長 礎) (目 的)パ ー ソナル コ ン ピ ュー タ を業務 に役立 て る技 能 を 身につ

級 (実 績)57年 度100人 、58年 度 前 期76人 け る。

職 後期80人 予定 (内 容)パ ソ コン を使 って のシステ ム設計 技 法、簡易 ソフ トの実 習

員 (実 績)58年 度96入 予定

課長研修 (注)簡 易 ソ フ ト

(目 的)各 所属 に おけ るOA化 推進 の リーダ ー と して のOA化 マ
パ ソコン を使 用す るた め には 、プ ログ ラム を作成 す る必要 が あ

イ ン ドの養 成 る。 プ ログ ラム言語 の代表 的 な もの と してBASICが あ るが、 こ

管
(内 容)・OAの 動向と神戸市の取組み方針

●OA機 器実習(OA機 器の便利さの体得)

れ を習得 す るに は、 か な りの時間 と労 力 が かか る。 この手 間 を省

くた め、 既 成 の プ ログ ラム で簡単 な 命令 を与 え る ことに よ り、 か

(実 績)58年 度40人 な りの業 務 処理 ので きる ものが、 開発 ・販 売 され てい る。 これ を

簡易 ソフ トと云 う。
理

<本 市が導入している簡易ソフト

局部長研修 ・OA-1… … デ ー タ入 力 ・計 算 ・並 び替 え ・集計 表 作成 ・グ

職
(目的)OA化 の必要性を御母解いただ く

(内容)・OAの 動向と神戸市の取組み方針

ラ フ作 成

●PARAM/K2… … 集計 作表

・OA機 器実習(OA機 器の便利さの体得) ●DATABOX… … 情報 整 理検 索

(実 績)57年 度22入



図 表8局 部長 向けOA研 修科 目teよ び 日程(57年 度)

場 所:関 西学 院千 刈 セ ミナ ーハ ウス

〔8月20日(金)〕

時 間 科 目 内 容 講 師 等 摘 要

13:00
～ 開講 の あい さつ 佐野助役

13:15

13:15 OAと は OAお よびOA機 器の現状を視覚的に理解
～ (ス ラ イ ド又 は して も ら う。

14:00 映画)

14:00 渡部 和 OAの 概 念、OA機 器 の現状 、今 後 の技 術
～ OAの 最近の技術動向 革新の動向等を説明し、OAを 支えている

15:30 (工学博士) 技 術 面 を理解 して も ら う。

15:30 片方曽治 OAを 地方行政に導入する必要性および課
～ 地方行政 とOA (OA学 会 題等 を理 解 して も ら う。

17:00 副会長)

17:00
～ 入浴および夕食

19:00

19:00 実 演 神戸市の実情に即 した実演を行い、OAの
～ パ ー ソナル ・コン ピュ ータ 全 員 活 用例 ・利便 性 を理解 して も ら う。

20:00 ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ

.

20:00 懇 談
～ 全 員 OAに 関する質疑応答等

22:00 渡部 ・片方講師を囲み

〔8月21日(土)〕

時 間 科 目 内 容 講 師 等 摘 要

9:00 実 技 OA機 器の操作性等を実際に体験 してもら
～ パ ー ソナル ・コン ピュータ 全 員 う。

10:00 ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ

10:00 神戸市における電算化
～ の現状 と課題 総 務 局

11:00

11:00
～ 閉講 のあ い さつ 市長室長

11:15
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図表9課 長 向 けOA研 修 カ リキ ュラム

場 所:関 西 学院 千 刈セ ミナ ーハ ウス

期 日 時 間 内 容 講 師 等

10:30 ・オ リ エ ン テ ー シ ョン セ ミナ ー ハ ウ ス

15分
～10:45

10:45 ・開 講 の あい さつ 市長室企画調整部長
15分

～11:00

11:00
・OAの 最 近 の動 向 と行 政 の 神戸商科大学

90分
～12:30 課題 吉田 寛 教授

7

12:30 ・昼 食

第 60分
～13:30

月
13:30 ・OAと は(ス ライ ド)

1 60分
～14:30

14
14:30 ・OA機 器 の実 習 パ ソ コン5台

目 90分
～16:00 (パ ソ コ ン及 び ワープ ロ) ワープ ロ5台

日
16:00 ・助役講話 佐野助役

目 60分
～17:00

17:00 ・入浴 お よび 夕食

木 120分
～19:00

19:00
・OA機 器 の実 演

120分
～21:00 (パ ソコ ン及 び ワ ープ ロ)

8:00 ・朝 食

7 60分
～9:00

第
9:00 ・OA機 器 の実 技

月 180分
～12:00 (パ ソコン 及び ワープ ロ)

2
12:00 ・昼 食

15 60分
～13:00

日
13:00 ・神戸市における電算化の現 総務局電子計算課長

日 90分
～14:30 状と課題

目
14:30 ・閉講 の あい さ つ

金 15分
～14:45

※ 集 合

※ 解 散

7月14日(木)午 前9時 第2庁 舎 玄関 前

7月15日(金)午 後4時 〃
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図表10昭 和58年 度 後期 「一 般OA研 修 」 カ リキ ュラム

期 日 時 間 内 容 講 師
場

所

9:00 ・開 講 のあい さつ

20分
～9:20

9:20 ・OAへ の取 組み 方 プ ロ ジ ェク ト リサ ーチ

10 100分 職
～11:00 代表 小林 史彦 氏

第
11:00 ・本市における電算化の 総務局電子計算課長

月 60分 員
～12:00 現状と課題 伊達 信昭

1

12:00 ・昼 食

18 60分 研
～13:00

日
13:00 ・OA機 器活用の基礎知 部内講師

日 120分 修
～15:00 識

目

15:00 ・本市のOA化 実践例紹

火 60分 所
～16:00 介

16:00 パ ソ コン導入 例 下水道局庶務課
60分

～17:00 ワ ープ ロ導入 例 市会事務局議事課

第 10月19日(水)9:00～17:00
本

第 1 10月20日(木)9:00～17:00 ・パ ソコ ンの操 作 方法

庁
2 班 10月21日(金)9:00～12:00 ・基 本的 なBASIC言 語

全
口

口 第 10月24日(月)9:00～17:00 の説明
8

目 2 10月25日(火)9:00～17:00 ・簡単 なBASICプ ログ 部内講師
階

班 10月26日(水)9:00～12:00 ラム の作 成

第 第 10月26日(水)13:00～17:00 ・簡易 ソ フ トの 紹介
8

0

6

3 3 10月27日(木)9:00～17:00 ・そ の他

会
● 班 10月28日(金)9:00～17:00

議
5 第 10月31日(月)9:00～17:00

窪

目 4 11月1日(火)9:00～17:00

目 班 11月2日(水)9:00～12:00 ・ア ン ケ ー ト
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図表11パ ーソナ ル コン ピュ ー タ研 修 日程 表

第1日 第2日 第3日

1.は じ め に 6.並 び か え 1αOA-1

2項 目の定義
一

A.M PARAM-K2 7集 計 フ ァイル の作成

一

&グ ラ フ作成

aデ ータ の登録 ・修 正 11.DATA-BOX

9.MULTIPLAN一

一

P.M

▲ 印刷形式の定義

一

5.印 刷 12総 括
♂

参 考

1.PARAM-K2ラ ァイル した い項 目が 自由に 設定 で き、 入 力 した項 目間 の計 算 は も と よ

り検 索 ・並 び か え ・集計 作 表 が 自由 に 出来 る、集計 作 表用 ソ フ ト

2.MULTI-PLAN… …63列 ×255行 とい う表 の一 部 を画面 上 で 見な が ら集計表 を作 り、項 目

間演算 の 自動 再計 算 が で きるソフ ト

3.OA-1フ ァイル したい項 目を設定 す る とBASICプ ログ ラム が 自動 生 成 され 、

このプ ログ ラム を使用 して 、デ ー タ入 力 ・検 索 ・並 び かえ ・集計 表 ・グ ラ フ等 が 作成 で き

るソ フ ト(BASIC自 動 生 成 ソ フ ト)

4.DATA-BOXフ ァイル した い項 目が 自由に 設定 で き、 入 力 した情報 を効率 よ く管理 す

るこ とので きる情報 整理 検 索 用 ソ フ ト
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図表12日 本 語 ワー ドプ ロセ ッサ研 修 カリキ ュ ラム

時 間 内 容 備 考

o開 講 のあ い さつ

13:00～13:1515分 ・OAセ ン タ ーの概要 お よび利 用 方 法 主 査

.代 表 者制度 につい て

O日 本 語 ワ ー ドプ ロセ ッサ の概 要

13:15～13:3015分 ・入力方法 一般 的な説明

・ フ ロ ッピ ィ デ ィス ク

oオ ア シス100の 機 器 構成

13:30～13:5020分 ●使用 フ ロ ッピ ィ(各 種)の 説 明

・キー ボー ドの入 力方 法
」

o主 な キーの操 作 方法(そ の1) $

・書式指定

13:50～14:3040分 ・かな漢字変更
'

・漢字辞書

・部 首入 力、 画 数入 力

。文章の入力実習
「

。主 なキー の操作 方法(そ の2))

14:30～14:5020分
・挿入 、 削 除

t

・複 写、移 動 ;

・復 改

14:50～15:0010分 o休 憩 r

o印 刷

・印刷 メ ニ ュ ーの説 明

15:00～15:2020分
・印刷前の事前作業

・用 紙の セ ッ ト方法

・印刷

。主 なキ ィーの操 作方 法(そ の3)

・セ ンタ リン グ、右 寄 せ、1字 削除

・拡 大、 縮小

15:20～15:4020分 ・図形複写、図形移動

・自動 罫線

o印 刷

。補助機能の説明

・文書 削 除

15:40～16:0020分
・フ ロ ッピィ間文 書複 写

・文書一覧表印刷

16:00～17:0060分

o応 用入力実習

・通知文の作成
各 自20分 程度
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図表13階 層 別 研修 に おけ るOA関 係 科 目調 べ 一 昭和57・58年 度 一

研 修 名

局 部 長 研 修

管 理 職 講 座

係 長 職 講 座

新任係長第1部 研修

5等 級事務職員研修

(市政セミナーを含む)

5等 級技術職員研修

7等 級事務 ・技術職

員研修

7等 級A研 修

新規採用職員(大 学

・短大 ・高専卒)第

2部 研修

57年 度 (時 間数)

「OAの 現状と将来」

日本経済新聞社産業第1部 長 樋 口 剛

43名

2.0

「OAの 波と産業社会」

神戸商科大学教授

92名

吉 田 寛2.0

「OAと 経済社会の変化」

日本経済新聞社大阪本社

経済部記者 神 田 忠 慶

1156名

l

l2・0

「行政 と情報処理」

神戸商科大学教授

1148名

「

秋 葉 博12・0

「技術開発の動向と課題」

㈱日経サイエンス取締役

月刊 「日経サイエンス」編集長

83名

餌 取 章 男2・0

「事務管 理 」(事 務 職 員)

市長室企画言・ ソ 三

1137名

1

辻 村 勇13.0

「事務管理」

市長

42名

辻 村 勇3.0

「事務管理」 1112名

1

辻 村 勇13.0

58年 度 (時 間数)

「ニューメディアと経済社会の変化」

勘電気通信総合研究所常務理事 小松崎 清介

29名

2.0

「ニューメディアと高度情報化時代」

毎日新聞社編集局編集委員

(電 波本部担当)前 野 和 久

95名

2、0

「ニ ュ ーメデ ィア入 門 」

関 西 ニ ュ ーメデ ィア研 究会 会長

大 阪 大 学 教 授 滑 川 敏 彦
2.0

「OAの 波と行政」

神戸商科大学教授 吉 田 寛

114名

2.0

「地方自治体とOA化 の推進」
総務局電子計算課長

「新 ・産業革命 と日本経済」
日本経済新聞社大阪本社記者

1'll名
伊 達 信 昭l

l20名

神 田 忠 慶12.0

「先端技術と社会への波紋」

㈱ 日経サイエンス取締役

月刊 「日経サイエンス」編集長 餌 取 章 男

91名

2.0

「行政 とOA」(事 務職員)

市長室企画調整部行政管理課主査 辻 村 勇

94名

2.0

「OAと 情報公開」

市長室企画調整部行政管理課主査 辻 村 勇

79名

3.0

「OAと 行 政 」

市長室企画調整部行政管理課主査 辻 村 勇

135名

2.0
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図表140A研 修実 施5カ 年計 画(案)

全庁 的 にOA化 を図 るた めに は、 各 局 が主体 的 に取 り組 む必要 が あ り、OA研 修実 施計 画 と して 下表 の 研修 を重 点項 目 と して取 り上げ 、年 度計画

に沿 って実 施 す る。

58年 度 5か 年 59年 度

研 修 名 研 修 目 的 研 修 内 容 期間×人数×回数 対象人数 ま で の 計 画 の の 備 考
研修実績 対象人数 研修予定

係 長 研 修 ・各 所属 に おげ ・OAの 動 向 と神 講義 約1,400入 約500人 100人 ・全員 必修

るOA機 器活用 戸市の取組み方針 1日 ×100人 ×1回 ・5年 で、各課1名 程
能力の養成 ●OA化 の チ ェ ッ 度の研修修了者

ク ポイ ン ト
・OA機 器(パ ソ 実習
コ ン)実 習、 簡 易 3日 ×20人 ×5回

ソ フ ト実 習

OA基 礎研修 ●OAお ・よ び0 ●OAの 動 向 と神 講義 約10,000人 261人 約1,000人 200人 ・5年 で、各課 約3名
A機 器の基礎的 戸市の取組み方針 1日 ×100人 ×2回 程度の研修修了者
知識の普及 ・OA機 器 の基 礎

知識と導入上の留
意事項
・導入事例
・OA機 器(パ ソ 実習
コ ン)実 習(BA 3日 ×20人 ×10回

SICプ ログ ラム

の基礎)
・パ ソ コ ン を使 っ

て の システ ム設 計

技 法 、簡易 ソフ ト

の実習

OA専 門研修 ●OAお よび0 ●OA機 器 の専 門 実習 毎年50人 250入 50入 ・OA基 礎研 修 のア ド

A機 器の専門的 知識およびOA機 5日 ×10人 ×5回 バ イザ ー養 成研修 と し

知識の習得 器実習 て も位 置 づ け る。

なta、 局部 長 に対 して年 間約40名 、課 長 約100名 を対 象 に 、OA化 の動 向teよ びOA機 器 の実 習 を内容 として2日 間 の研修 を行 う。

また、 新規 採用 職員 をは じめ、 各 階層別 研 修 にtoい て も、OAお よびOA機 器 の基 礎的 知 識 の習得 を 目的 と して 、意 識啓発 に取 り組ん でい く。



6。 藤 枝 市

6。1は じめ に

市 の歴史 は古 く、駿 河 風 土記 のな かで 「益津 郡藤 枝 駅 ×宝2年 夏 為 新駅 」 とい う文 字 が藤枝 の名

の記録 に残 る最 古 の もの で あ る。大 宝2年 は大 和 時代 で西 歴702年 に当 るか ら約1,300年 前 すで

に藤 枝 とい う地 名 があ った ことが知 られ て い る。

江 戸時 代 は、 東 海道 五十 三 次 の中 で も屈 指 の宿場 町 と して 栄 えた と ころ であ る。昭 和29年3月

31日 、2町4か 村 を以 って市 制 を施行 し、 次い で昭 和30年2月1か 村 を併 せ、 更 に、 同32年

3月1か 村 を編入 して 、 現 市域 を構 成 した。

合 併後 は、 工業 都 市 的要 素 と住 宅都 市 的要 素 を加 え、産 業、 文 化面 に おいて均 衡 の とれ た新 しい

都 市 へ大 き く変 り発 展 して い る。

藤 枝 市 は静 岡県 の ほぼ 中 央 に位置 し、 静 岡市 の西 約20㎞ で、 東海道 本 線 および 国道 一 号線 で結

ばれc東 海 道ベ ル ト地 帯 の交 通 の要衡 とな って い る。

市 の地形 は南 北 に細長 く、 北部 は赤 石 山系 の南縁 に接 し森村 畑地 帯 で、海 抜873mの 主 峰 高根

山か ら発 す る瀬 戸川 は市 内 を貫 流 し駿河 湾 に注 いで い る。

中部 は これ に続 いて 高 度 を減 じた 丘陵 性 の山地 とな り、 これ よ り平 坦 地 にかけ て市 街地 が形 成 さ

れ て い る。南 部 は大 井 川 下 流 の左岸 で、 平 坦 肥沃 な志 太平野 の中央 部 に位 置 して い る。

(市 の規模 、 人 口=約110,000人 、 世帯 約=29,000戸 、面 積=142k武 一 般会 計予 算=181

億9千 万円 、特 別 会計(10会 計)=99億6千 万 円)

6.2コ ン ピ ュータ の レベ ル ア ップ

当市 は、 昭和42年 に超 小型 コン ピ ュー タ(NEAC1240)を 導 入 した のを皮切 りに昭 和49

年 、NEAC2200モ デ ル150、 昭和52年 、ACOS77-NEACシ ス テ ム200に とグ レ ー ドア

ップを行 い、 更 に昭 和57年7月 末 に漢字 オ ンラ イン、 シス テ ム化 を指向 し、ACOSシ ステム250

-M60へ とレベル ア ップ を図 り現在 作 業移 行 中 で あ る。

6.3自 主研 修(EDPグ ル ープ)の 芽 ばえ

コン ビ ュー一夕導入 当初 は、 義 務 的 に対 象 原課 の係長 ク ラス(約30名)を 対 象 に、 ア ッセ ンブ ラ

ーお よび コ ボル の研 修会 を1か 月 か ら2か 月 間実 施 を した ケ ース もあ ったが、 正 直云 って 、会議 と

か 出張 とか で1人 欠 け 、2入 欠 け長続 きせ ず 中止 を したケ ース もあ っ た。 この よ うな 事で原課 職 員

に予備 知 識を 徹底 させ る まで の時 間的余 裕 がな く、 システ ム化 にあ って は、 ほ とん ど電 算担 当 まか

せ であ った。

電算 担 当 で は、各業 務 の システ ム 設計段 階 で、業 務 内容 の説 明 を聞 きなが らシステ ム分析 を行 い、

入 力デ ー タ形 態 、 コ ー ド体 系、帳 票 設計 な ど、慣 れ な い事 が多 く、 ス ム ースな進 行 をみ ない で大変

な思、い を したo
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しか し、1年 経 過 した時点 で は、 シス テ ムに つい て の知 識 もつ き、既 存 シス テム の見直 しを兼 ね

て 稼動 時 間 の短 縮、 ま た新規 業 務 の シス テ ム化 に と、1年 ～2年 経験 した 原課 と電算 担 当 の知 識 を

合 せ業 務 の拡張 に努 め た。 昭 和43年 度 に は、 多量 処 理業 務(税 金 料金 、 給与)の シス テ ム化 もほ

ぼ終 わ りに近 づ き、 コ ン ピ ュー タ処 理 の評価 も上が って依 頼業 務 も増 え、大 きなデ ータ量 と して の

一 筆 一棟処 理
、 市 立 病 院診療 報酬 請 求 処理 、 住民 記録 等 に 見 られ る よ うに、 高度 な業 務 の システ ム

化 が要望 と して 出て きた。

しか しなが ら当時、 電 算要 員 はわず か5人(男2人 、女3人)で 、 あ ま りに も大 きな シス テ ム で

あ り、 今後 どう して も取 り組 まな けれ ば な らな い業 務 ば か りであ った。

そ こで早 期実 施 を 図 るに は、 原課 の応援 体制 を確 立 した く(オ ーブ ン プ ロ グ ラ マ 的 な 発 想)`、

昭 和44年9月 か ら10月 にか けて 、実 務 担 当 者 を対 象 と して 週3回 超小 型 コン ピ ュータ に関 して

の概 要 、入 門、 フ ロ ーチ ャ,一 ト、 プ ログ ラ ムの研修 会 を実 施 した。 これ は コン ピュ ータ要 員 の底 辺

の拡大 と同時 に、 今後 の高度 利用 に 向か って の研 修 を 目的 と し、参 加 者約30名 が、 電算 担 当 の慣

れない 講師 とと もに真剣 に30時 間余 りの研 修 を終 えた の がEDPグ ル ー プの結 成 の前 ぶれ で あ っ

た。

6.4EDPグ ル ープ の発 足

超小 型 コ ン ビ ュー一夕の使 用 も7年 目を迎 え、一 筆一 棟 処理、 市立 病 院診 療報 酬 請求 処理 もシステ

ム化 し、 紙テ ープベ ース の 超小 型機 ではパ ンク状 態 で新規 業務 のシス テ ム化 は とて も考 え られ な い

状 態 だ った。

しか し、 地方 自治行 政業 務 の中枢 であ る住 民記 録 情報 を システ ム化 す る とい う課 題 は 日 ご とに増

し、 電 算要 員 の必 要性 とあ わ せて シス テ ム化 に 対 す る ア ドバ イ ザ を兼 ね たEDPSの 実 戦 力 に と

い う狙 いで、 昭和48年4月16日 か ら4月19日 の4日 間行 われ た メ ー カ側職 員 に よ る中型 コン

ピュー タの導入 を 目標 と して 開催 され た プ ログ ラマ養 成 研 修 に 参 加 した 者20数 名 で、(勤 務時

間 内 の研修)電 算 担当 職 員 と同一 のス ケ ジ ュ ール で受講 しま した。

研修後 の総括 とい う事で行 った 、 マ シン を使用 して のコ ーデ ィン グ、テ ス トランに つい て の結果

で は、 満足 す る もの、 不満 足 の もの とい ろい ろ で、講 師 を始 め として一 喜一 憂 した もの で あった。

こ う したい くつ か の反 省 材料等 を残 して 長 期 間 の研 修 も終 わ ったが、 参 加 者 が今 後引 き続 き、 コ

ン ピ ュータの 高度 利用 と行 政 の近 代 化 を 目指 して業 務 間 のつ なが り相 互 の親 睦 を兼 ね た グル ー プ と

して、 次 の よ うk約 定 を も とに 自主研 修 の 「EDPグ ル ープ」 を発足 さ せた。

(名

第1条

約

称)

本 会 は、EDPグ ル ープ と称 す る。
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(事 務 所)

第2条 本 会 の 事務 所 は、 藤枝 市 役所 内 に置 く。

(組 織)

第3条 本 会 は、EDPSの 研究 開発 に熱意 あ る職 員 の 自主 加入 に よ って 組 織 す る。

(目 的)

第4条 本会 は、EDPSの 高度 利 用 の研究 を行 い、行 政 の近 代 化へ 寄 与 す る と ともに この活動 を

通 じて 会 員相 互 の親睦 を図 る こ とを 目的 とす る。

(事 業)

第5条 本会 は、 前条 の 目的 を達 成 す るた め に研 究会 を毎 月1回 行 う。 ただ し緊急 やむ を得 ない 事

情が あ る ときは この限 りではな い。

(会 費)

第6条 本会 は、 前条 の経 費 にあて るた め毎 月の給 料 日にそ れぞ れ500円 を徴収 す る。 た だ し、.

経 費 が超過 した場 合は臨 時徴 収 をす る ことがで きる。

(会 計年 度)

第7条 本 会 の事業年 度 は、 毎年6月1日 に始 ま り、翌 年5月31日 を もって 終了 す る。

(世 話 人)

第8条 本会 に3名 の世 話人 を置 く。 世 話 人 は会 員 よ り選 出 し会 計 を兼 務 す る。

(任 期)

第9条 世話 人 の任 期 は1年 と し、欠 員 に よ り新 た に選 出 され た者 の 任期 は前任 者 の残任 期 間 とす

る。

(世 話人 の職 務)

第10条 世 話 人 は、 第5条 の事業 を遂行 す るた めに次 の業 務 を行 う。

(1)会 員相 互 の連 絡 に関す る こ と

(2)研 究 会 の開催 に関 す る こと

③ 会 費 の徴 収 に 関 す る こ と

(4)そ の他 この会 を運 営 す るた め に必要 な こ と

(決 算 お よび 事業 報 告)

第11条 本会 の 事業 お よび 会計 報告 は 、毎 年5月 の研 究会 に おいて 報告 す る。

(約 定 の変 更)

第12条 本 会 の約 定 改 正 は、 研究 会 に図 り決 定 す る。

付 則

この約定 は、 昭和48年6月1日 か ら施行 す る。
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〔EDP会 員 の所属 〕

。企画 財政 部

企画 課 一2名 、財 政課 一1名 、 電子計 算 課 一9名

o総 務 部

総 務 課 一2名 、 市民税 課 一7名 、 資産税 課 一2名 、市 民 会館 一1名

。福 祉 事務 所,

福祉 課 一1名 、 児童 課 一2名

。市民 部

市 民課 一5名 、保 健課 一1名 、 文化 セ ン タ ーーー一1名

o建 設 部

都 市 計画課 一1名 、 区画 整理 課 一3名 、 土 木課 一1名 、下水 道 課 一1名

o経 済 部

農林 課 一3名 、 商工課 一2名

o水 道 部

業 務 課 一1名 、 工務課 一1名

O市 立 志太総 合 病院

管理 課 一1名 、 医 事課 一3名

o議 会 事務 局 一1名o教 育委 員会 事務 局 一1名o図 書 館 一1名

。監 査 事務 局 一1名o顧 問 一2名 会 員総 計57名

6.5研 修 会の 効果

新規 業 務 を システ ム化 す る場合 と、既 存 のシス テム を見直 し、 又 は修正 す る場 合 に、 会 員 の支 援

を 必要 とす るこ とが多 くあ る。

当市 では、機 種 の変 更 を これま で に4同 行 っ て い るが 、そ のつ ど大 な り、 小 な りシス テ ム形 態

も変 わ って きて い る。 稼 動 シス テ ム が多 くな る と、 そ の作業 も非常 に大 変 であ る。 電 算担 当 の職 員

だけ で は、 修正 等 を兼 ねて の移 行 とな る と時期 に追 われて シス テ ムが 崩れ る危 険性 も考 え られ る。

稼 動 して い る業 務 が多 い原課 ほ ど、 職 員 の シス テ ム に対 す る関心 が深 い もの であ る。 会 員 に もコ

ン ピュ ータ に対 す る知 識 に高 低 は あ るが、 原課 の仕 事、 内容 に対 して の知 識は、 電算 担 当 とは 比べ

もの に な らな い ほ ど高い わけ で あ る。

なぜ な ら、 電算 担 当 には他 の課 を経験 して来 た職 員 が少 ない か らで あ る。 システ ム化 す る場合 に

は、原 課 の職 員 は も とよ り、会 員 の コ ン ピュ ータ に対 す る知 識 と原課 業務 の知 識、 電 算担 当 の知 識

を結 集 した 比率 に よ り、 出 来上 が った シス テ ム の良 し悪 しに響 くし、又会 員 のいな い課 の シス テ ム

化 の遅 れ とか 、稼 動 ま での期 間 が長 い とかい った問 題 に もな る。
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会 員 の知 識高 揚 に よ って 、悪 く解 した修 正 や見直 しとい った 回数 の減 をはか るこ と も出来 、会 員

相 互 の意 見な どに よ って業 務間 の横 の つ な が り(リ ンク)も 含 めて 、 よ り良い シス テ ム を電 算担 当

だ け にま かせ ず作 る とい う意 識づ けが 出来 た と感 じる。

今 後 もコ ン ピ ュー タの活 用分野 は拡 大 す る ことは云 うま で もない 。 よ り多 くの課 か ら多数 の 職員

が、会 の 目的 を理 解 し、 自主グ ル ープ に加入 して会 員 相 互 の研修 で知 識 を積 み、 積極 的 に シス テ ム

設計 か ら参 加 して 行政 事務 の円滑 な遂行 に 向け 努 め る方針 であ る。

6.6お わ りに

① 会 員 の受 講 す る意 気 込 み と、 職場 の出席 しやす い よ うな環 境作 り等 で 出席 率 が左 右 され ると思

う。 短 期 間 で概 要 か らコ ーデ ィング、 練 習問 題 へ と日程 に沿 って行 う研修 の場 合 、1日 の欠席 は

次 の 日程 に も響 き、苦 労 して行 って も、 中途 半端 にな る危 険性 が あるか らであ る。

② 適 当 なテ キス トが ない こ とと、庁 内 に専門 的 な講 師 が い な いため、長 期間 かけ て行 う研修 は開

催 す る回数 が減 って しま う。

③ 会 員 に力 がつ い た ら(仕 事の分析 、 システ ム化)積 極的 に専門 研修 に出 させ る体制 づ くりが必

要 とな る。 これ に は、 システ ム化計 画 と研修経 費等 の予 算 化 が関 係 して くる。

④ 先 進都 市 との交歓 会 な どで、 シス テ ムの 比較 、 シス テ ム化 の問題点 、今 後 の計 画 な どを 見聞 き

して優 れた 面 の吸 収 も必 要 な ことと思 う。

以 上 のよ うに、 自主 グ ル ープ に課 せ られ た幾 多 の 問題 点 が 山積 す るな か で、 当初 目標 で あ るオ ー

プ ン、 プ ロ グ ラ マ 制 度 の 育 成 を 目 ざ し、会 員 の意 識 の高 揚、 コン ピュー タの効率 的活 用 、業 務 間

の連 携 に と、 多方 面 に わた る活 躍 と ともに多 くの賛 同 者 を募 り、今 後 更 に コン ピ ュータ の高度 利 用

化 に向 けて 努 め る必要 が あ る。

資料EDPグ ル ープ の活 動

実施年月日 時 間 講 師 内 容

S44.9.1～

44.10.30

毎 週 月 水金

530～7.00
日 本 電 気

超小 型 機 の概 要

コ ーデ ィング(ア ッセ ンブ ラ言 語)

44.11.1～

44.12.20

毎 週 火 木

1.00～5.00
日 本 電 気

中型 機 の概 要

コ ーデ ィング(コ ボル言 語)

48.4.16～

4.19
9.00～5.00 日 本 電 気

中型機 の概要

コ ーデ ィング(コ ボル)

4&8.20 5.00～7.00 日 本 電 気 シス テ ム移 行 の現 状(住 民 記 録 との リンク)

4&11.16 4.00～6.00 電 算 担 当
中型機への移行 と現在の仕事

(病 院レセプトと軽自動車税の説明)
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実施年月日 時 間 講 師 内 容

48.1214 4.00～6.00 電 算 担 当
住民記録作成について

(既 存のファイル活用と項目説明)

49.1.18 4.00～500 会 員 病院の薬品管理について

49.11.13 4.00～6.00
民間EDP

関 係 者
電算 機 のハ ー ドウ エア に つい て

50.7.18 4.00～6.00 会 員 住 民記 録内 の続 柄 コー ドにつ いて

50.8.12 300～6.00 電 算 担 当 例 題説 明(コ ーデ ィング訓練 の内容 説 明)

50.9.5 3.00～6.00 電 算 担 当
例 題 を コーデ ィ ング して の問題 点 と反 省

(マ シン を使 って の実 習)

50.1223 4.00～6.00 電 算 担 当 住民記録の口座振替について

51.1.19 9.00～6.00 電 算 担 当 稼 動業 務 マス ター のテ ープ レイア ウ トにつ いて

視 察 先 市 県内先進都市視察～住民情報部内、税務部、給与財
51.5.18 9.00～5.00

電 算 担 当 務、公共料金部内

51.7.12～

51.7.20

51.7.22～

51.7.23

51.9、16～

51.9.30

51.10.27

52.8.24

53.8.17

54.8.30

54.11.28

55.8.28

9.OO～5。00日 本 電 気 デ ー タ管 理(フ ァ イ ル 上 、 テ ー プ 、 デ ィス ク等)

5.00～5.00日 本 電 気 ミニス テ ップス、 説 明会(研 究会)

4.00～6.OO電 算 担 当 中型機 の概 要 ～ コーデ ィング練 習 問題

3.00～6.00日 本 電 気ACOSの 概論 とOCRの 原理

1.00～5.OO電 算 担 当 収納 システ ム説 明会 、OCR手 書 きテ ス ト

1.00～5.00日 本 電 気

NEC静 岡4
.00～5.00 工 場 長

5.00～6。00日 本 電 気

2.00～7.00会 員

漢字 プ リン タ ー見学

(SIC静 岡情報 処理 セ ン タ ー)

端 末機 器 組立 テ ス ト見学

(日 本電 気㈱ 静 岡 工場 ～掛 川 市、於)

コン ピュー タの利 用 状況 と将 来 展望

(オ ン ライ ンシス テ ム)

EDPグ ル ープ の今 後 の活動 方 針 に っいて

(会 員 のア ンケ ー ト集約 結果 につ いて の話 し合 い)
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実施年月日 時 間 講 師 内 容

56.&24

57.1.11

5&1.20

5&9.20

200～5.00

300～6.00

2.00～5.00

200～5.00

日 本 電 気

病 院 担 当

日 本 電 気

図書館職員

OA対 策 研修会 ～

オ フ ィス コ ン ピュ ータの現 状 と活 用 法

病 院 医 事シス テ ム、 オ ン ライン シス テ ム の概 要

日本語 漢 字 処理 に よ るオ ンライ ン化 に つ いて

(開 発 の概 要)

図書 館 シス テ ム の概 要 と今 後 の計 画 につ いて
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■

資 料
藤 枝 市 に お け る 電 算 適 用 業 務

(E召5871現 ε三)

区分 業 務 名 処 理 内 容 対 象 件 数 開始年月 備 考

企

画

企 画 .統 計

.

人口統計、市民ア ンケー ト集計
件(随時) 該当者 リス トア ップ

アンケー ト3.000人

財 務 管 理 起債償還金 計算、(月 別償還表、統計) 412 44.4

総

、

務

給 与 計 算
例月給与、期末勤勉手当、年末調整、昇給辞令

共済掛金報告、支給内訳書、給与実態調査

1170 43.1
テ'璽

ζ強 ㌶

市 県 民 税

課 税 計 算
.

自治 省 統計()

更 正 処 理

特 別 徴 収 28,688 43.5
更正処理(事業所4

.150)月1回

普 通 徴 収 1a139 43.6 更正処理 月/1回

法 人 市 民 1,621 56.4 〃 月/1回

固 定 資 産 税

課 税 計 算

「概 要 調 書

土 、家、名寄

便 正 処 理

土 地 一 筆 175,545 43.5 (納 税義務者5在674人)

家 屋 一 棟 60,586 43.5
異動更正、交換テープ

年/4回

償 却 資 産 54,166 55.1 随時処理、異動更正

軽 自動 車 税 課 税 計 算
定 期 分 3LOOO 44.4

定期処理 年/1回
テ肖▲入言付 月/1同 ～3信

'随 時 分
㈱1.100 44.4 随時処理 月/1回

収 納 管 理
入金処理、消込還付処理、更正処理、収続実績

督促状、催告状発行、(期 ごと)

r

(3税)'

50,278 52.4

入 金 処 理 日/1回
消込還付処理 月/3回
更正処理 月/2回

民

生

住 民 記 録

住民記録管理(住 民マスター)人 口統計

通知藁務(成 人式、敬老会)老 人健 康

口座修正(住 民マスター更新)口 座クリーニング

110,395

4,996
・

26,754

49.1

49.1

49.1

人口≡計 月/】 回
異動処理 月/4回

成 人 式1,088人

敬 老 会ago8人

住民マスター更新 月/遍、

国 民 年 金

納付書、検認、申達、 ロ座(交 換テープ)
消込、還付、未納処理

26,000 45.1
例月異動処理(報 告)月/4回

検 認 月/1画

福祉年金資格判 定、(所 得調査)連 名簿 3.000' 45.1
異動処理 随時
保 管 証 年/1回

.一

国民 健康保険

課 税 計 算

(鑛 籐 量・

全.期.分(仮 算、本算)
12,052

13,196

43.4

43.10
異動更正 年/24回
(ただ.し箸方式)

自動e課 処理
保険証10.500件随 時 分 月(世 帯)500 53.]0

老 人 医 療 受給考証、申請書、(所 得調査)、 給付記録台帳 6.44b 53.'7 異動処理 月/1回

住 民 検 診 受診通知書、 結果記録 、精密検査 リスト 58,000 53.4 (精検1回/20～30人)

建

設

市営住宅管理 納入通知書、(割 増家賃算定)、 44・1 52.4 月1回

河 川 占 用 河川 占用料通知書、 、異動処理
4,650 52.7

年1回
督促 ・再交付 年/2～3回

選

挙
選 挙

選挙定時登録、運営入場券、名簿処理(謄 抄本)
(有儲)73 .539 44.12 (9月 定時調べ)

農業委員選挙(〃")
偲 鞘 処遣)639 (3月 、確定)

水

道
水 道 管 理

上下簡易水道使用料、検針台帳、量水器管理、

統計、口座(交 換 テープ作成)資 産減価償却

(上水)27.742

(下水)L200

(簡水)149

43.2

(振 替交換テープ)

教

育

園 児 助 成 幼稚園児助成金判定 3,528 50.1 年/1回(小 学生 ユ己595件)

学 令 簿 入学通知、学令簿、学年別統計
1・

,879
50.1 年/1回

福

祉
児 童 手 当

児童手当支給通知処理(手 帳発行)

月異動集計処理 ・公務員等所得証明用リス ト

(受給者)L982
51.5 月/1回

経

済
水田利用再編対策

異動処理 ・.転作確認票 ・転作云認 リスト

水田台帳(恒 真)'統 計関係

一壺29,430

世帯4.098
58.4 随時処理 異動更正 .
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第3章 公益法人等各種団体による情報処理教育

1.受 講 対 象 別 に み た 情 報 処 理 教 育 コ ー ス

各 教 育 コース を受 講 対 象別 に区分 す る と、

{1}初 心者 お よび情 報 処 理部 門 管理 者 を対 象 と す る もの

② プ ログ ラマ ・SE等 情 報 処 理技 術 者 を対象 とす るも の

の2つ に大 別 す るこ とが で きる。(1)は初心 者 お よび情 報処 理 部 門管 理者 とい う異 質 の層 を対 象 と して

い るよ うに も思 え るが、 新 た に他 の部 門 か ら情 報処 理 部門 へ配転 に な った 管理 者 向 け として設 定 され

て い る場 合 が 多 く、 本来 の管 理 者 向け コース の先導 的役 割 りを 果 たす もの と考 え られ る ので、 同一 区

分 とした 。

1.1初 心者 お よ び情 報 処 理部 門 管 理者 向 け コー ス

この 区分 に属 す る コース の期 間 別 お よび受 講料 金 額別 分類 は 図表1の 通 りであ る。

図表1(a)開 催 期 間別 コース

8

7
・

6

5

4

3

2

1

0

▲
ー

ー

コ

ー

ス

数

壁 塑 間 娼2～3日 ←4日4～6日
6～10日10～12日12～14日 そ の他
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(b)受 講 料 別 コ ー ス 数

0

9

8

1

7

6

5

4

3

2

▲
l
l

ー

コ

ー

ス

数

一一 ◆ 万

受講 料 円
以
下

4
万

円

～2 4～55～66～77～1212～1313～30

〃 〃 〃"""

上 に分類 した コース は、 す べ て が公 開 コー ス とい うわ けで な く、 受講 料金 額 によ る分 類 中 そ の他

に分類 されてい る コース の一 部 には傘 下 組 織 内 の内部 的研 修 のため に設 け られ て い る ものが 含 ま れ

てい る。全 コース の概 要は 図表2の 通 りで あ る。

図表2初 心者および情報処理部門管理者を対象にしたコースの概要

(昭 和58年 度分)

主 催 者 コ ー ス 名 内 容 期 間 受講料

情報処理

研修センター

情 報処 理 部 門管 理 者 の

ためのマネジメン トコース

経営機能と情報システムの

役割、情報処理部門の計画設

定 と運用など

10日 12♂ 円

〃 経営者管理者のための

パソコン経営利用

パ ソ コン概 要 と活 用事 例 な

ど

3日 70
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主 催 者 コ ー ス 名 内 容 期 間 受講料

情報処理 パ ソ コ ン に よ る マ ネ ジ パ ソ コン と戦 略計 画 へ の活 4日 7〔断 円

研 修 セ ン ター メ ン トゲ ー ム 用 、 マ ネ ジ メ ン トゲ ー ム

日本生産性本部 情 報 ネ ッ トワー ク コース {1)管 理 者 コ ー ス 50時 間 160

～ ～720

{2}専 門 コ ー ス 150時 間

〃 情報システム部門 ω 情報システム部 弓の役割 14日 300

研究会 ② 情報の商品化

③ 情報システムの再構築

日本商工会議所 オフコン担当職員研修会 商 工会 議所 コン ピ ュー タ 3日 一

導入事例

〃 オ フコン入門 セ ミナー オフコンの概要導入事例 2日 一

〃 コ ン ピュー タ関 係実 務 情報化推進 と商工会議所の 4日 一

者等研修 役割ほか

日本能率協会 システ ム・EDP部 門 シス テ ムの戦略 活用 とDP 2日 45

管理者全国会議 部 門 の役割 、新 デ ー タ網 の現

状 と将来動向

〃 シス テ ムEDP部 門 部門戦略と重点施策 12日 135

マ ネ ジ メン トフ ォー ラム 最新動向とEDP部 門

内部効率施策

通信 と コン ピ ュー タ の結 合

〃 シス テ ムEDP部 門 シス テ ム化 とEDP部 門 の 3日 60

新 任 管理 者 コース 役割

ユーザ部門と関係課題

〃 ユ ーザ 部門 の ため の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ に よ る 2日 40
'

コ ン ピ ュ ー タ コ ー ス シス テ ム開発

パ ソコ ンに よ るシス テ ム開 発

農協電 算機センター
一 般基 礎 コース コ ン ピ ュー タ の 基 礎 6日 46

〃 管 理 者基 礎 コー ス コ ン ピ ュ ー タ の 基 礎 4日 42

コンピュータ利用 と管理者の役割

統計農協における

コ ン ピ ュー タ利 用
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主 催 者 コ ー ス 名 内 容 期 間 受講料

農協電算機 センター

‥

トップ マネ ジメ ン トコ ース コン ピ ュー タの基 礎

コンピュータ不明ヨと管理者の役割

系統 農協 におけ る

コ ン ピ ュータ利 用

4日 48千 円

産業能率大学 コ ン ピ ュ ー タ 入 門 新入社員、転勤者、管理者

向けの入門的内容

3日 41

情報処理研i段 ンター 効果的な外注管理の進め方 ソフ ト外注に関する諸問題 3日 50

〃 コン ピュー タセ キ ュ リテ ィ コンピュータ の安 全 対 策 基 準 3日 50

〃 DP部 門の戦略的計画 DP部 門 のマネジメン ト戦 略

意 思 決 定支 払 シス テム な ど

4日 70

日本能率協会 要員育成管理研究

セミナー

要員育成管理のあり方ケー

ス紹介

2日 42

〃 電算室の総合管理シス

テムと効率化の研究

電算室総合管理システムの

効率化施策の要点と事例研究

2日 42

〃 外注の活用と管理研究

セミナー

外注の活用と管理事例研究

派遣要員と法律問題

2日 42

〃 シス テ ム監 査 シス テ ム の 有 効 性 分 析 シ ス

テ ム の セ キ ュ リテ ィ コ ン ト ロ

ー ノレ

3日 53

〃 シス テ ム開 発 プ ロジ ェ

ク トマネジメン ト基礎 コース

システム開発の基本的考え方

システム開発管理の技法

2日 22

〃

DP部 門の管理者のた

めの情報処理における法

律問題基本講座

コン ピ ュー タ派 遣問 題

ソフ トウ ェア の法的 保 護

2日 22
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1.2プ ログラ マ 、SE等 情報 処 理 技 術者 対 象の コー ス

プ ログ ラマ、SE等 情 報処 理 技 術者 を対 象 とす る コ ース は 、最 も多 く開 催 され て い て、 年 間76

コ ース に及 ん でい る。 内容 に よ り分類 す る と、SE養 成 を 目的 とした シス テ ム関 係 の コ ースが15

コー ス、生 産 シス テ ム、 会計 シス テ ム、 営 業情報 シス テ ムな どア プ リケー シ ョン をテ ーマ とす るコ

ース が14コ ース と多い が
、つ づ くもの として ソ フ トウ ェア工 学 コ ース も13コ ー ス と比 較 的 多 い

の が注 目 され る。 その他17コ ース の 中 にはCAD、 ワークス テ ー シ ・ン、LAN・ 音声 ・画 像 通信

な ど最近 のOAや ニ ュー メデ ィア技 術 に関係 す る ものが 含 まれ てい る。(図 表3)日 数 に よる分

類 では 、1日 以 下 の コー スが最 も多い が、 も う一 つの 山が3日 お よび4日(10+19コ ース)の

と ころ に あ る。(図 表4)受 講 者 の便 宜 等 か らこの辺 が適 当な 日数 な ので あ ろ う。

図 表3内 容 別 コース数

÷

ソ フ トウ ェ ア工 学 関 係

13コ ー ス

(17.2%)

6コ ー ス

(7・9%)ぷ 篶
(2.6%)0

・δ

(3.9%)

∂ ∋く

心

シ ス テ ム 関 係

15コ ー ス

ア プ リケ ー シ ョン

関 係

14コ ー ス

(18.5%)
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開催期間別 コース数図表4(a)

↑
コ

1、

ス

数

22

20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

そ
の
他繭 間;苛 酬r竺 ㌘0讐 ㌻2;

内 浦

0

受 講 料 別 コー ス 数(b)

16 ' o

14 一

12 一

10
一

8 一

1

6 一

4・

9一

一

励 0 該 彩
0

11-22-33-・ ・-55-・ ←77-88～99～ 票 そ一 万 の

受榊 高 議"〃 〃 〃 〃 〃 〃 悶 他
以 台 未 上
下 満

ー

コ
ー
ス
数

なお,各 コー ス の概 要 は図表5の 通 りで あ る。
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図 表5プ ログ ラマ、SE等 情 報 処理 技術 者 を対 象 に した コース の概要

主 催 者 コ ー ス 名 内 容 期 間 受講料

情報処理 シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア と し て 31回 90千 円

研 修 セ ンタ ー (夜 間) 必要、十分な知識、技術の修得

〃 シ ニ ア ・プ ロ グ ラ ム 上 級 プ ログ ラマ と して必 要 、 31回 90

(夜 間) 十分な知識、技術の修得

〃 デ ー タベ ース の 導入 と DBと は何 か 4日 60

運 用 コ ース DBの 活用方法

DB化 の費用

DBMSの 比較

実例紹介など

〃 パ ソコ ンを 活用 した マ マ ネ ジ メ ン ト ・ リサ ー チ の 32日 430

, ネ ジ メ ン ト ・ リサ ー チ 基本問題と方法

〃 SE養 成 コ ース SEの 養成のための総合的 37日 350

カ リキ ュラムに基づ く内容 による

〃 オ ン ライ ン シス テ ム オ ン ラ イ ン に 関 す るハ ー ド、 5日 70

ソ フ ト、 回 線 、 シ ス テ ム 設 計 、

設 計 コース 導入手順など

〃 経営 戦略 とサ ポ ー ト

システ ム 中 ・長期経営計画のモデル開発 4日 60

〃 生 デ ー タ に よ る多変 量 多変量解析の諸問題と技法 4日 70

解析演習

〃 シス テ ム監査 シ ステ ム監 査概論 、 信 頼性 、 3日 50

正確性、事例研究など

〃 ソフ トウ ェア エ ン ジニ ア ソフ トウェア工学の現状 と展i望、 3日 40

リング概 論 ソフ トウェア設計技術、開発環境

と ツーノレ、 言完§十(乙文 書イヒ揃 、

テ ス ト技術

〃 最 近 の ソフ トウ ェア ソフ トウ ェア技 術 の最 新 の 4日 60

開発技術 動向
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主 催 者 コ ー ス 名 内 容 期 間 受講料

情報処理 事務データ処理部門の 要求 仕 様作 成 技 術 、フ ァイル 4日 60千 円

研 修 セン ター た め の ソ フ トウ ェア 処 理 プ ログ ラム仕 様 記 述法 、

工学的接近 デ ー タの抽 象 化 ほか

〃 高信頼化技法 要求仕様作成技術 5日 70

抽象データ型の概念、検証技

術 、情 報 の安全 性 、ソフ トウェ

ア解析技術

〃 管 理 者 のた め の ソ フ ト ソ フ トウ ェア プ ロ ジ ェ ク ト 3日 50

ウェ ア開発 、 維持 技 法 の失敗例の考察

,

一"

ソ フ トウ ェ ァ コ ス トモ ァ ル

ソフ トウ ェア構 成 管理

ソフ トウェ ア開発 に おけ る

心理的側面ほか

〃 有限要素法の基礎 解析と計算機実習 5日 70

〃 数 学的 ソフ トウ ェア 各 種 パ ッケ ー ジの 展望 と 4日 60

使用法、使用例

〃 SEの た め の シス テ ム システ ム化 と分 析 ・設 計 の 31日 90

分析 と設計 進め方

ソフ トウェア産 業 プ ロジ ェク ト管理 プ ロジ ェク トの計 画 、 工程 1日 20

管理 生産管理、組織運営、
振興協会

破 た んプロジェク トの分析など

〃 作文技術 仕 様 書、 マ ニ ュアル な どの 0.5日 L2

書き方

〃 ソ フ トウ ェ ア の コス ト算定 手法 の変 遷 、 1日 20

コス ト見 積 り 現状の紹介

〃 Ada Ada言 語 の紹 介、 他の 高 1日 20

水準言語 との比較

〃 C言 語 UNIXとC言 語 の紹 介 0.5日 12

〃 Prolog pr・lo9の 概 説
1日 20

〃 テ ス ト技術 プログラムの品質保証技術 1日 20
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主 催 者 コ ー ス 名 内 容 期 間 受講料

'

}

、

ソフ トウ ェア産業

振 興 協 会

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン

技 術
恒

ソフ トウ ェア開 発 に おけ る

ドキ ュメ ン ト作成 の重 要性 と

作 成 技術

0.5日 12千 円

〃 ソフ トウェア構 成 管理 大規 模 ソフ トウ ェア開 発 の

管理 手法

1日 20

〃 UNIX入 門 UNIXの 概要 1日 20

〃 UNIXの 応 用 ソ フ トウ ェア開発 におけ る

UNIX適 用 例

1日 20

〃 デ ー タベ ース技 術 の現

状 と展 望

デ ー タベース シス テ ム技 術

の整 理、 紹介

1日 20

〃 OAに おけ るデー タベース LAN、 音声 ・画像 技術 と

デ ータベ ース

1日 20

〃 CAD/CAMに お け る

デ ー タ ベ ース

CAD/CAMと デー タベ ース

の関 連 ア プ リケー シ ョン紹 介

1日 20

〃 ロ ー カ ル エ リア

ネ ッ トワ ー ク

LAN技 術の特徴、利用方法、

応用例

1日 20

〃 暗号化手法の開発と運用 データ保護と暗号化手法 1日 20

〃 知識工学/人 工知能 言語 ・知識処理と情報処理

システム

05日 12

〃 パーソナルワークステーシ ョン WSの 研究事例紹介 0.5日 12

〃 コ ン ピュー タグ ラフ ィック

ス の 諸 分 野

CGに 共通な技術要素の解

説 と紹介

1日 20

日本科学技術連盟 実験計画法セ ミナ 計画と解析

補助変量の利用

解析の理論

特論 その他

30日 240
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主 催 者 コ ー ス 名 内 容 期 間 受講料

日本科学技術連盟 多変量解析法セミナ 相関と距離 7日 79千 円

重回帰分析
.

主成分分析

ク ラス タ分 析

判別分析など

〃 多変量解析法関西 多変量解析法概論 7日 79

セ ミナ 数学的準備

重回帰分析

主成分分析

正準相関分析など

.

〃 ソフ トウ ェア生 産 開 発計 画 、 設 計 、製 造、 検 査 、 8日 90

管 理 セ ミナ 保全支援管理

〃 流れ解析のための有限 有限要素法の考え方 3日 39

A

要 素法 入門 コース 有限要素法のプログラムの基礎 、

ポテンシャル 流 れ の解 析 ほか

日本能率協会 情報システムの有効性 情報 シス テ ム の評 価 と 1日 22

評 価 セ ミナ 投資効果

事例研究

〃 コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の効 1日 22

の効率性評価セ ミナ 率評価のあり方

事例研究

〃 ビジネス システムエンジ ビジネ ス シス テ ムエ ン ジニ ア 12日 210

ニァ養 成 コース リン グの ア プ ロー チ と技 術

対人折衝による問題発見、対策

ビジネス システ ムの分析 ・設計 演習

〃 シス テ ムエ ン ジニア リング シス テ ム の概 念 、 システムエン 4日 58

基 礎 コ ース ジニア リングの 意義

システ ムデザインの力法 そ の他

〃 ワークデザイン方 式による ワ ーク デザ イ ン方 式 に よ る 3日 53

システム設計 演 習 コース
1

問題解決アプローチ ケース ・スタディ
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主 催 者 コ ー ス 名 内 容 期 間 受講料

日本 能 率協 会 デ ー タベ ー ス デ ー タベ ース技 術 の現状 と 4日 66千 円

シ ス テ ム 設 計 コ ー ス 今後の展望

デー タベ ース実 現 に必 要 な

システム構成要素

デ ー タベ ース設計 、 演 習

〃 デ ー タエ ン トリシス テ ム デ ー タ エ ン ト リ の コ ン セ プ ト 2日 42

の選 択 と設 計研 究 コ ース デー タエ ン トリの諸 方 式

漢字入力方式ほか

〃 シス テ ム プ ログ ラマ プログ ラミング の生産 性 向 上 3日 50

基礎 コース プ ログ ラマの開 発管 理

生産性を高めるための技法

プ ログ ラム設計 の基礎

〃 チー フ プ ログ ラマ コース チ ー ム ワ ーク の 進 め方 3日 50

生産性の高め方

開発 ・運用管理の進め方

品質の高め方

文書化

育 成 など

〃 プログラミング プ ログ ラ ミン グス タ イル 2日 42

ス タ イル 入 門 コ ー ス プ ログ ラムを読 む

ソ ース リス トの文書 化

モ ジ ュラー プ ログ ラ ミン グ

モジ ュール化 の設計 技 法

〃 構 造 化 プログ ラミング 構 造 化 プ ログ ラ ミング の基 礎 3日 50

基礎 コ ース トップダ ウン設計

プ ログ ラム の制 御 構 造

プ ログ ラ ミン グ技 法 と構 造化

ウ オ ク ス ル ー

〃 構 造 化設 計 コー ス 構造化分析/設 計へのアプローチ、 3日 50

技 法プログ ラミング の階層 設計
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主 催 者 コ ー ス 名 内 容 期 間 受講料

日本 能 率 協 会 EDP会 計 シス テム EDP会 計基 本システムの設計 3日 53千 円

設計 演 習 コース 管 理 シス テ ムの要 請 と

会 計 シス テ ムの拡 張

トータ ル シス テ ムの －i環としての

会 計 システム の拡 張 ほか

〃 生産管理と総合 生産管理の形態 4日 53

生 産 情 報 システ ム カン パ ン方 式、MRP

研 究 セ ミナ 部品中心の生産管理

OAと 生産管理

〃 営 業 情報 シス テ ム と コン 販売計画情報システム 2日 42

ピ ュ一 夕活 用 セ ミナ 商品在庫管理システム

OAと 総合販売管理情報シス

テ ム ほか

〃 ユ ーザ言 語紹 介 コー ス MAPPER,SAS,FORCUS 2日 40

ACTIVE-DSS,IFPSほ か

、 〃

原価管理システム研究 原価管理の重要性 2日 42

コ ー ス 原価管理の方法

原価管理 システムの構築

〃 業務事務改善 リーダ 業務効率化の考え方 4日 66

養成 コース 改善 の ポ イ ン ト

改善策の策定と実施計画のたて方

日本生産性本部 システム分析設計研修 シス テ ム分析 1日 20人 当

シ ステ ム設計 150

～

プ ログ ラ ム設 計 200

プログラムテス トとメンテナンスほか

農協電算機 信用 事業 コース 信 用事 業 と コン ピュー タ、系 4日 48

研 究 セ ン ター 統 決済 データ通 信 シス テム、信

用 事業 オ ン ライ ンシス テ ム、

その他
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主 催 者 コ ー ス 名 内 容 期 間 受講料

農協電算機

研究センター

経済 事 業 コー ス 経済事業情報システム

組合員情報システム

畜産物システム

青果システム ほか

4日 48千 円

〃 運営 管理 コー ス 情報処理部門の運営管理

安全性確保

コンピュータシステム(酬ll定 ほか

4日 48

〃 EDP海 外研 修 コース ユー ザ訪問 15日 不定

〃 プ ログ ラム入 門 コース

(COBOL)

プ ログ ラム作成 手 順

COBOL文 法 ほ か

6日 55

〃 監査 コー ス EDP監 査 の考 え方

コンピュータ利用組 合に対 する監査

コンピュータシステムと監 査リボイン ト

4日 48

産業能率大学

教育事業部

システムアナ リス ト養 成 シス テ ム分析 に つい て 4日 55

〃 システム設計技法 シス テ ム設計 に つい て 5日 59

〃 コン ピ ュー タ会 計 シス

テ ム設計

コン ピ ュー タ会計 シス テ ム

設計 の方法

4日 54

〃 デ ー タベ ース設 計 技 法 デ ー タベ ースの設計 技 法 4日 55

〃 デ ー タ ベ ース技 術 専 門 〃 4日 75

〃 オンラインシステム設計基本 オンラインシステ ム設計 の技法 4日 58

〃 データ通信技術 データ通信技術の最新動向 2日 41

〃 COBOLプ ログラミング基本 プ ログ ラ ミングの基 本 事 項 10日 95

〃 情報処理

技術者(第 一種)受 験

関連知 識

プ ログ ラ ミン グ、 流 れ図 な ど

10日

日曜 のみ

68

〃

〃

情報処理

技術者(第 二種)受 験

〃 10日

日曜のみ

68
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第皿編 企 業 の行 う情 報処理教育

第1章 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ に お け る ユ ー ザ 向 け 教 育

1.調 査 対 象

1.1調 査 対 象 メ ー カ

今 回 の調査 の 対象 と した メ ーカは 、 つ ぎに 示す11社 で ある。

(1)国 産 メイ ンフ レ ーム ・メ ー カ

日本 電気 ㈱ 、富士 通㈱ 、㈱ 日立 製 作 所 、東京 芝 浦電 気㈱ 、三 菱電機㈱ 、沖電 気 工 業㈱ の6社 。

② 外 資 系 メ イン フ レーム ・メ ー カ

日本アイ ・ピー ・エム㈱ 、 日本 ユニ パ ック㈱ 、 日本 エヌ ・シ ー ・ア ール㈱3社 。

{3)特 定 分野 向 メ ーカ

DEC、 横河 の2社 。

1.2調 査 対 象 資 料

各 社 の 講習会 案 内 を調 査 資料 と した 。

各 社の講 習会 案 内 は 、半 年 ごとに1冊 に ま とめ た ものが多 い が 、1年 分 を1冊 に して い る メ ーカ

もある 。また3ヵ 月単 位 で 発行 して い る メ ーカもあ るな どさま ざまで ある 。 メ ー カに よって は講 習

会 日程 表が 明示 され て い ない と ころ もあ り、 また 日程 表 に掲載 さ れて い ない不定 期 コ ース を実施 し

て いる ところ もある 。 これ らの不 定期 コ ースは統 計 か ら除外 して いる 。

メーカに よっては講習 を自社で実施 せずに東京芝浦電気㈱に代 り東芝OAコ ンサルタント㈱

が 、また三 菱電 機㈱ に代 って三 菱 電機 コン ピ ュータ ソフ トウ エア㈱ が実 施 してい る 。 これ らにつ い

て は 、そ れぞ れの親 会 社が 実施 して い る もの と見 な して 統計 を とってい る。

オ フィス ・コ ンピ ュータ 、 パ ー ソナ ル コ ン ピュ ータ、 ワ ー ド ・プ ロセ ッサ な どの講 習会 は 、それ

ぞ れの 代 理店 や シ ョップ な どで実 施 してい る場 合 も多 いが 、各社 の 講習会 案 内 に掲載 され てい ない

もの はす べ て統 計 か ら除外 してい る。逆 に ワ ー ド ・プ ロセ ッサ の講 習会 で あ って も、講習 会 案 内 に

掲載 さ れて い る もの は 、す べ て統 計 の対 象 としてい る。
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2.主 要 メ ー カ の 教 育 体 系 の 概 要

2.1F社 の 事 例

2.1、1特 徴

F社 の ユ ーザ向教 育 は 、ユ ーザの 情報 シス テ ム開 発の生 産 性 向 上 を支援 す る ことを 目的 と して

いる。 す な わ ち 、

(1)タ イ ム リな製品 情報 の 提供

(2}プ ロジ ェク ト遂行 に あた って の システ ム開発 力向 上 の 支 援

㈲ 長期 的 な計画 に基 づ く企業 内 で の教 育訓 練 の 支援

を三 つの柱 と して各種 の教 育 コ ース を 提供 してい る。

2。L2概 要

F社 の 教育 は、 次に示 す よ うに講習 会 、 自己学 習教 材 、foよ び教 信教 育 の3系 列 か ら成 り立 っ

て い る(図 表1)。

(1}講 習会(セ ミナを含 む)

講師 ま たは他 の 出席 者 との デ ィス カ ッシ ョンを主 体 と した 演 習 や実 習 を通 じて 行 うコ ンピ ュ

ータ教 育 で ある 。現在 約70種 類 の コースが用 意 さ れてk・り、ほ とん どが1コ ース当b3万 円

か ら5万 円 程度 の有 料 コ ース で ある 。

② 自己学 習教 材

F社 の教 育 は 、 自習 に もか な りの重 点 が おか れてk・り、 自習書 、 カ セ ッ ト教 材 、ユ ーザの 自

社 内 コン ピ ュ ータ に よる実 習 システ ム、 コン ピ ュータに よる会 話型 学 習形 式 の学 習 ライ ブ ラ リ

(オ フ ィス ・コ ン ピ ュータ 、パ ーソナル ・コ ンピ ュータ、 イ ンテ リジ ェ ン ト端 末 が対 象)が あ

る 。

自習書56コ ース 、 カセ ッ ト教 材12コ ース 、学 習 ライ ブ ラ リ23コ ース 、指 導 手引書13

コ ース な どが準 備 され て いる 。何 れ も有 料 で ある。

{3)通 信教 育

システ ム設計 、FORTRAN、COBOLな ど7コ ースが 準備 され ていて 、何 れ も2万 円

か ら3万 円程度 の有料 コ ース で あ る。
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図表1F社 の教 育 コ ースの 概 要

講

習

会

自

習

教

材

自習書(共 通 お よび汎 用機 用)

カセ ット教 材

コ ン ビ・ユ一夕入 門 、 リアル タ イ ムシス テム設 計

オ ンラ イ ンデ 三夕ペ ース な ど

オ フィ ス ・コ ンピ ュータ な どの 学 習 ライ ブ ラ リ

コ ン ピュー タ会話 学 習(フ ロ ッピ ーデ ィスク な ど に よる

ワ ーク ステ ー シ ョンの オ ペ レー シ ョン)事 務用BASIC

な ど

指導 手 引書

システ ム設計 入問 、COBOL日 本 語処 理 な ど

通 シス テ ム設 計 、FORTRAN、COBOLな ど

信

教
育

トップ ・セ ミナ

情報処理 システ ム概 要 、計 画業 務 、.DP運 営 、業 種 別 セ ミ

ナな ど

約70コ_ス(注2)

無 料 は10コ ース

た だ しコ ン ピ ュータ

部 門以 外 は有 料

56コ ー ス(5千 円)

12コ ース(4万 円)

7コ ー ス

(2万 円 ～3万 円)

(注1)上 記 の ほ か に 、デ ー ラ向 けの講 習会が 多数 実施 され て い る 。

(注2)1コ ース当 り料金 は3万 円か ら5万 円 。た だ しOSコ ースは7万 円 、 アプ リケ ーシ ョン

コ ースのCADAMは1 ,0万 円 とい う高額 コ ース もあ る。
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2.2N社 の 事 例

2.2.1特 徴

N社 の 講習 会の 内容 は 、F社 とほ ぼ 同程 度 の体 系 と規模 を も ってお り、汎 用機 を中 心 に充実 し

た内 容 とな って い る。

2.2.2概 要

N社 の講 習会 の 内容 は図 表2に 示 す よ うに 、つ ぎの3系 列 の体 系か ら構成 され て い る。

(1)講 習会(セ ミナを含 む)

共 通 コ ース 、機 種 別 コ ース(汎 用 小 ・中 ・大型 、ミニ コン 、分散 処理 シス テ ム、 タ ー ミナ ル 、

オ フィス ・コン ピ ュータ 、 ワ ー ド ・プロセ ッサ 、パ ーソナ ル ・コ ンピ ュー タ)、 経 営 者 ・管 理

者 セ ミナ な どか ら構成 さ れて い る。

{2)自 己学 習教 材

〔自習書 〕

基礎 、言語 な どの ほか は 、大 部 分が オ フ ィス ・コン ピ ュータ 、パ ーソ ナル ・コ ン ピュ ータ、

ワー ド ・プ ロセ ッサに 関 す る ものが 中 心で ある。

フ ロ ッピ ・デ ィス クつ きの 自習書 もある。

〔ビデオ ・テ ープ 〕

汎用 機用 には2コ ース 、そ のほ か オ フィス ・コン ピ ュータ、 ミニ コ ン ピ ュ ータ、デ ータエ

ン トリ、 ワー ド ・プロ セ ッサ な どの 自習用 テ ープが 用 意 さ れて い る。

〔3)通 信教 育

COBOLteよ び ワ ーク ・ス テ ーシ ョンの2コ ース が あ る。

2.2.3受 講 料

演 習 シス テ ムや通信 教 育 等 を のぞ き 、ほ とん どの コ ースに無 料 受講範 囲 が設 け られ て いる 。

た とえば汎 用小形1セ ット契約 ユ ーザの 場合4名 まで 、 また 中大形 の場 合 は各10名 まで は無

料 で受 講 で きる
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図表2N社 の教 育 コ ースの 概 要

区分 コ ー ス コ ー ス 数 な ど

(Dコ ン ピ ュ ータ 基 礎 、 シス テ ム技 術

(2)汎 用小形 、中形 、大 形

講
(OS、COBOL、 オ ン ラ イ ン ・デ ータ ・ベ ース)

約80コ ース

{3)MSコ ン ピ ュ ー タ 、 分 散 処 理 シ ス テ ム

習 (1万 円 ～3.5万 円)

(4)タ ー ミナ ル

(注1)

(5)オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュ ー タ `

会
i

(オ ン ラ イ ン入 門 、COBOL、 シ ス テ ム 設 計 等7コ ース)

(6)パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ

(D自 習書

自
オ ン ラ イ ン入 門 、COBOL、 オ フ コ ン入 門 、 パ ソ コ ン、

約40コ ース

習
`

ワ ー プ ロ 、OAソ フ ト等

(1千 円 ～1.6万 円)

教
② ビ'デオ ・テ ープ

11コ ー ス

材 (オ フ コ ン入 門 、デ ータ ・ペ ース 入 門 、 ワ ー プ ロ等) (3万 円 ～9万 円)

通
信

(D汎 用 ・」形COBOL、PW/S
2コ ー ス

教
育 (1.5万 円)

(D経 営 者 ・管 理 者 の た め の コ ン ピ ュ ー タ ・セ ミナ
セ

ミ

コ ン ピ ュ三 夕 基 礎 、コ ン ピ ュータ技 術 動 向 、 ワ ー プ ロ ・
5コ ー ス

パ ソ コ ン基 礎 、 コ ン ピ ュ ータ ・シス テ ム 管 理 、 (3万 円 ～5.5万 円)

ナ

コ ン ピ ュ ー タ応 用

(注1)実 習 シス テ ム ・通 信教 育 等 をのぞ き 、ほ とん どの コースに無料 受 講範 囲が 設定 され て い る 。
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2.3H社 の 事 例

2.3.1特 徴

H社 の講 習会 カ リキ;ラ ムは つ ぎの各 項 を 目標 と して 設定 されて い る。

(1)効 率 的 な プ ロ ジェク ト要 員 の養 成

② システ ム技術 教 育 の体系 化

(3)長 期 人材 育成 のた め の教 育 体系 の確 立

2.3.2概 要

H社 の教 育 体系 は つ ぎの通 りで ある 。

(1)製 品Sitw育 体 系

H社 の ユ ーザ にな った 人(ま た は上位 機種 へ移 行 した ユ ーザ)がH社 の製 品 を効率 的 に学 習

す る 。

(2)職 能 別教 育体 系

長 期 的人 材育成 の ための 教育 体 系 と して 設定 され て い る。

情 報処理 に従 事 す る人 を4種 類の 職能 に区 分(マ ネ ジャ 、 システ ム ・ア ナ リス ト、 システ ム

・デザ イナ、プ ログ ラマ)し 、標準 的 キ ャ リア ・バ ス(職 能経路)を 用 意 して 、、移 行 を達成 す

るた めの技術 教育 を体系 化 して い る。

4種 類 の職能 をそ れぞ れA、B、Cの3段 階 に レベ ルわ け し、そ れぞ れ の技 術 レベ ルに対 応

した教 育が で きる よ うに配 慮 され て い る。

図表3H社 の教 育 コ ース の概 要

(汎 用 機 関 係)

区分 コ ー ス
コ ー ス 数 な ど

講
習

(1)シ ステ ム技 術 、言語 、OS、 日本 語処 理 、DB/DC
約60コ ー ス

会
② 経 営 ・技術 計 算 ・イ ンテ リジ ェン ト端 末

(2万 円 ～6.5万 円)

U)市 販の書籍
16種 類

自 情 報処 理 システ ム入 門 、COBOL、 ア センブ ラ、 (日刊工業新聞社)

習 PL/1、FORTRAN、 構造化COBOLな ど
2千 円以下

教 17コ ー ス

②VTR(言 語関係) (日刊 工 業 サービス ・センタ)
材

(3)自 習 用 テ キ ス ト(OS、 言 語 、 オ ン ラ イ ン な ど)

30コ ース

テ キ ス ト1千 円 ～3千 円
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区分 コ ー ス コ ー ス 数 な ど

(Dエ グ ゼ クテ ィブ ・セ ミナ

経 営 と コ ン ピ ュ ー タ 、 大 形 機 セ ミ ナ 、 5コ ース

セ オ フ コ ン ・セ ミナ 、 特 別 セ ミナ な ど'

ミ (2)マ ネ ジ メ ン ト ・セ ミナ・

情報 システ ム講座

ナ (シ ステ ム設 計 、経 営 計 画 、 シス テ ム監査 、DB/DC等)

コン ピ ュータ部 門運 営 管理 20コ ー ス

業翻1」講座

(官 公 庁 、製造 業 、流 通 業 、金融業)

製品紹介講座

(・)・ ネジ・… サ・エ ンス活 用 ・ ・ナ(JIPDEC、IIT活用 セ ミナ)

図表4H社 の教 育 コ ース の概要

(汎 用 小形 、オ フ コン、 ミニ コン関係)

区分 コ ー ス コ ー ス 数 な ど

ω 汎用小形

入 門 、COBOL、HELP、FORTRAN、PL/1 23コ ー ス

講 OS、 シ ス テ ム 講 座 、 デ ータ ・ベ ース 、 オ ン ラ イ ン シ う ち8コ ース でVT

ス テ ム、経 営 ・技 術計 算等 R使 用

習 (2)オ フ ィ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ
6コ ー ス

基 礎 、RPG、 ユ ーテ ィリテ ィ、 シ ス テ ム設 計 等

会
{3)ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ

入 門 、PASCAL、 ア セ ンブ ラ 、COBOL、 13コ ー ス

FORTRAN、 計 測 、オ ンライ ン等

自
(D自 習 書

23コ ー ス

習 入 門 、言語 、OS等

教
材 (2}VTR(小 形 、 ミ ニ コ ン)

11コ ー ス

(日 刊 工業 サ ー ビス ・セ ンタ)

セ
ミ
ナ

エ グ ゼ ク テ ィブ ・セ ミ ナ

マ ネ ジ メ ン ト ・セ ミナ

図 表3.に 同 じ

一401一



2.41社 の 事 例

2、4.1特 徴

1社(外 資 系)は 講 習会 の 受 講対 象 をつ ぎの よ うに区 分 して い る。

(D経 営 管 理 者層

企 業(な い しは 組織 体)の 取 締 役 ・部長 職 以 上 、情 報 システ ム部 門 の長 、情 報処 理 システ ム

利 用部 門 の長 。 〉

(2)情 報 シス テ ム管理者 層,

情報 シ システ ム部 門の長 、お よび 情報 システ ム部 門 内の一 般管 理 者 。

{3}情 報 システ ム実 務担 当者 層

情 報 システ ム部 門 内 で実 務 を担 当 して い る人 。〉

(4)利 用 部 門層

情 報処 理 システ ムを利用 す る各 部門め 管理 職 お よび管理 職 以 外の 人 。

これ らの各 利用 者層 につ い て 、大形 機 、中形機 、小形機 の各 種 コ ニスが 準備 さ れて い る。

2.4.2概 要

1端 習会は・'主・して研修セ・・の教室倒 す・翻 会・・一 醐 社で自習するこ

とを 目的 と した 自習 方式 とに大 別 され る。

自習式 鮒 、isPと 呼 ば れ る個 別 学習 ブ ・グ ラム、PIと 呼 ば れ る プ ・グ ラム学 翫 式な ど'

の 種 類 が あ る 。

講 習 会 の 各 コ ース は ,、次 に 示 すA～Gの 職 種 群 に よ っ て 選 択 で き る よ うに な って い る 。

Aシ ス テ ム ・プ ラ ン ナ 、 シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア

Bシ ス テ ム ・ア ナ リス ト、 シス テ ム ・デ ザ イ ナ 、 シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア

Cプ ロ グ ラ マ

Dシ ス テ ム ・プ ロ グ ラ マ

Eオ ペ レ ー タ 、 ラ イ ブ ラ リア ン

Fエ ン ド ・ユ ーザ

G情 報 シ ステ ム 部 門 の 管 理 職
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図表51社 の教 育 コ ースの 概要

区分 コ ー ス コ ー ス 数 な ど

(1)基 礎 講座 、OS、 言 語

(2}利 用部 門製 品講座 、 デ ータ シス テ ムズ講座(DB/DC)

講 {3)デ ー タ通 信 シ ス テ ム 、 等 約100コ ー ス

(4}汎 用 小形 (各10万 円 前後)

習 情報システム管理講座
有 料 講 習会 は全 コ ースの

ビ ジ ネ ス ・・シ ス テ ム ズ ・プ ラ ンニ ング
■ 約1/3で ある。 ただ し

会 適用業務の分析 受講料は他社に比較 して

開 発 プ ロ ジェク ト管 理
か な り高い 。

デ ー タ ・ペ ース の 分 析 ・設 計

(5)デ ー タ ・エ ン ト リ ・シ ス テ ム

(D基 礎講座

デ ータ処理 入門 、プ ログ ラ ミ ング基 礎 な ど

自
② 各種OS

(3)各 種 言 語

習 `

(4)利 用細 『製品講座 65コ ース

教 (5)デ ー タ ・シ ス テ ムズ (テキスト2千 円～1万 円)

材 ⑥ デ ー タ通 信 シス テ ム

(7)情 報 シ ス テ ム 管 理(オ ー デ オ テ ープ6巻 、136,400円)

(8)デ ー タ ・エ ン ト リ ・シ ス テ ム(カ セ ッ トテ ープ)

(9)汎 用 小形 機

(Dシ ス テ ム化 推進 のた め の研 修担 当者 セ ミナ

セ

ミ
(2)教 育 シ ン ポ ジウ ム

4コ ース
ナ {3)情 報 システ ム管 理 者 セ ミナ

(4)情 報 シス テ ム管 理 者 ・天 城 セ ミナ

一403一



2.5U社 の 事 例

2.5、1特 徴

U社(外 資 系)の 教 育 に対 す る基 本 的 な考え 方 はつ ぎの通 りで あ る。

(1)企 業内 教 育vak・ける位 置 付 け

ユーザが企 業 内教 育 を具 現 化 す る 際 の教 育 体系 、教 材 、考 え 方 につ い て最 適 モデ ル を構 築 す

る。

② エ ン ド・ユ ーザ部 門 への 情 報処 理知 識 の普 及

EDP部 門の要 員 教 育(管 理者 を含 む)の サ ービスを 行 う。

㈲ 専 門 要 員の育成

高 度 な専 門知 識 ・技 術 を身 につ けた 専門 要員 の育成 を行 う。

2.5.2概 要

U社 の教 育 サ ービス はつ ぎの よ うな体 系 に な ってい る。

(1)個 別 学習 形 式 に よる教 育 サ ー ビス

〔教 材提供 サ ー ビス 〕

自習 用教 材 に よる企業 内 自己学 習 を行 う。

〔USEFULサ ー ビス 〕

通 信 教 育に よる個 別 学 習 を 行 う。

〔GUIDEサ ービス 〕.

個別指 導 、各 種 ツ ール(ガ イダ ンス 、 レ ビュ ータイ ム 、テ ス ト ・シス テ ム、CAI、 トピ

ック ス ・タイ ム、VTR、 コ ンビ;一 夕学習 な ど)を 行 う。

② 集 合教 育 形式 に よる教 育 サ ー ビス

〔 トピック ス ・コ ース 〕

最新 の技 術動 や タイ ム リなテ ーマに よる情報 提 供。

〔U社 プ ロダ ク ト紹 介 〕

ハ ードウエア 、 ソ フ トウ エア の紹介 お よび基本 知 識 の提供 。

〔U社 セ ミナ 〕

専 門 的 な技 術 と実践 力 を 習得 す る ことを 目的 とす るセ ミナ、海 外 セ ミナ(カ ー ネギ ー ・メ

ロン大学 経 営 大学 院 セ ミナ、 米 国 企業 事例 研 修 な ど)。
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図表6U社 の 教 育 コ ースの概 要

区分 コ ー ス コ ー ス 数 な ど

(Dシ ス テム共 通教 育

コ ン ピ ュ ー タ基 礎 、 デ ータ ベ ー ス ・シ ス テ ム設 計 、 約40コ ース

オ ンライ ン ・シス テ ム設 計 、言 語 、シス テ ム設 計 基礎 紹介と入門は無料扱(3

構 造化 プ ログ ラ ミング 、情 報 システ ム開発 プ ロ ジ ェク ト・ コ ース) 、他 は2～10

マ ネ ジメ ン ト、 パ ソ コ ンの た めの業 務 システ ム設計 、 万 円 とか な り高額 。

講 数値計算、生産管理など

② 汎用大形機教育

大 形 機 シス テ ム入 門 、OS、COBOL、 ア セ ン ブ ラ 、
約30コ ース

DB/DC、 日本 語処 理 、経 営学科 、数 理計 画法 、

習 NASTRAN、APT、 生 産 管理 な ど

(3)汎 用中 ・小形 機 教 育
1

入 門 、言 語 、OS、DB/DC、 日本 語 処理 、経 営科 学 、 24コ ー ス

数値計 算 、NASTRAN、APTな ど

会

(4)オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュ ー タ

オ フィ ス ・コ ン ピ ュー タ 紹 介 、 プ ログ レス 皿 、 10コ ー ス

シス テ ム設計 な ど

(5)パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ 、 ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ

11コ ー ス
パ ソコ ン入 門 、事務 シス テ ム設計 な ど

自
習
教
材

情 報処 理 基礎(8コ ース)、 大形 汎 用(5コ ース)

中形 汎用(11コ ース)

24コ ース

(2～3千 円)

通
信

情報 処 理基礎(7コ ース)
10コ ー ス

教
育

大形 汎用 機(3コ ース)

COBOLプ ログ ラマ短 期 養成 セ ミナ

セ 実 践 プ ログ ラ ミ ング ・セ ミナ 約20コ ース

ミ

ナ

ATSSE養 成 セ ミナ

ATS海 外 セ ミナ(3週 間)

養 成 セ ミナ は15～20万

円 、 エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・セ

伊 豆 エ グ ゼ ク テ ィブ ・セ ミナ(10数 コ ース) ミナ は3～8万 円。

企業 別 セ ミナ
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2.6M社 の 事 例

2.6.1特 徴

M社 の教 育 コ ースは 、同社 の 直系の ソ フ トウエア会社 が 行 って いる 。M社 は国 産 メ イ ンフ レ ー

ム ・メ ーカの 中では オ フィス ・コ ン ピ ュータの比 率が 比 較的 高 いため に 、オ フ ィス ・コン ピュ ー

タの デ ーラの セ ールス ・マ ンや シス テ ム ・エン ジニア 向 の教 育 コースが 多 い 。.

S大 学 の通信 教 育部 とタ イア ップ して 、管 理者 向 コ ースや ア プ リケ ーシ 。ン ・コ ース な どを実

施 してい る。

2.6.2概 要

M社 の教 育 は 、次 に示 す よ うに講習 会 、自習教 材 、通信 教 育 、 セ ミナの4系 列 か ら成 り立 って

い る(図 表7)。

(1)講 習会

オ フィス ・コ ン ピ ュ ータ とそ の他 の 機種(汎 用 機 、 ミニ コ ン、端末)と に大 別 して 講 習会が

構成 され てい る。'

入 門 、紹 介 、言 語 、OS、 日本語 処理 な どの32コ ース は 、オ フィス ・コン ピ ュータをのぞ

く他 の機 種 に共通 に実 施 して い る。 その ほか は 、機 種 ご とに コ ースが 設定 されて い る。 オ フ ィ

ス ・コン ピ ュ ータ関係 約30コ ース 、そ の他50コ ース ある 。

t自 習教 材 はオ フ ィス ・コン ピ ュー タ系2コ ース、汎 用機 系2コ ース と比 較 的 少 い。

通 信教 育 は 、実 践管 理者 コース 、販 売管理 、生産 管 理 、簿記検定(2級 、3級)、 管 理会 計 、

中小企 業診 断 士 受験 な ど17コ ース ある。 ただ し、 この 通信 教 育は オ フ ィス ・コ ンピ ュータの

デ ーラの営 業 ・SE要 員 を主 対 象 と して有 償で実 施 して い る もので ある。

セ ミナは、 管 理 者 のた めの コン ピ ュー タ ・セ ミナ お よび情 報 処理 技術 者 試験(2種)や セ ミ

ナの2種 類 実 施 中 で あ る。
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図 表7M社 の 教 育 コ ースの 概要

自
習
教
材

通
信

教
育

汎 用 機 ・ミニ コ ン ・端 末 系 コ ース

機 種 共通 コ ース(32コ ース)

入 門 、 紹 介 、 言 語 、OS、 応 用 、 日本 語 処 理 な ど

ミニ コ ン ・コ ース(15コ ー ス)

入 門 、紹 介 、OS、 計 測 制 御 な ど

端 末 コ ース(3コ ース)

入 門 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 、 操 作

オ フ コ ン系 コ ース

入 門 、 シ ス テ ム設 計 、 運 営 管 理 、 オ ン ライ ン デ ー タ ・

ペ ース 言 語 な ど

自習書(オ フ コン系 、汎用 機 系)

実 践 管理 者 、販 売 管 理 、生 産 管理 、簿記 検 定(2級 、3級)、

管 理会 計 、中小企 業診 断上 受 験 、経営 コンサ ル タン ト

情 報処 理 技 術者二種 な ど

管 理 者の た めの コ ンピュ ータ ・セ ミナ

情 報処 理 技 術者二種 セ ミナ

50コ ース

(2千 円 ～2.5万 円)

30コ ース

(5千 円 ～2.5万 円)

17コ ース

S大 と タイ ア ップ して 実 施

(1.2万 円 ～3.6万 円)

(図 表20参 照)

2,,1_ス
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2.7T社 の 事 例

2.7.1特 徴

T社 は 、他 社 と異 な り、 も っぱ ら講習会 だけ を教 育 手段 と して い る。 したが って 自習 教材 や セ

ミナ 、通 信教 育 な どは使 ってい な い。

2.7.2概 要

T社 の講 習会 は 、機 種別 コースのほ か に 、オ フ ィス ・コ ンピ ュー タ、 日本 語 ワー ド ・プ ロセ ッ

サ 、パ ーソ ナル ・コ ン ピュー タな どい わゆ るOA機 器 の 講 習会 が 別体 系で 実施 され て いる 。

図表8に 示 す よ うに48コ ース設 定 され て いる 。

図 表8T社 の教 育 コ ース の概要

区分 コ ー ス コ ー ス 数 な ど

分 散処 理(DP)シ リース

ゼ ネ リ ッ ク ・コ ー ス(2コ ー ス)

講
DPシ リース(6コ ース)

ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ 48コ ー ス

習 ソ フ トウ エア コ ース(13コ ー ス) (6千 円 ㌻2・1万 円)

ハ ー ドウ エ ア コ ー ス(16コ ース)

デ ー タ ・シ ス テ ム(技 術 計 算)(8コ ース)
会

画 像 処 理 コ ース(1コ ー ス)

OCRコ ース(1コ ー ス)

デ ー タ ・エ ン ト リ ・ コ ー ス(1コ ー ス)

2.80社 の 事 例

0社 は 、T社 と同 じ く講 習会 のみ を実 施 して い る 。共 通 コ ース と機 種 別 コ ース合 計17コ ース を

実 施 して いる 。受講料 金は 明示 され てい ない 。

図 表90社 の教 育 コースの 概要

区分 コ ー ス コ ー ス 数 な ど

講
共 通 コ ース ・(7コ ー ス)

機 種 別 コ ース

機 種A(3コ ー ス)

習
機 種B(5コ ー ス)

17コ ー ス

会
機 種C(1コ ース)

機 種D(1コ ース)
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3.教 育 体 系 の 分 析

3.1教 育 対 象 と 教 育 体 系

3.1.1教 育対 象の 分類

各 メ ーカ と も情報処理教 育の 内容 を 受講 対 象者 に合 わせ て設 定 して い る。

図表10(a)は 、1社 の 情報処 理教 育の利用 対 象者 層 の分 類 を示 して いる 。横 方向 に は 、情 報 シス テ

ム部 門 と情 報処 理 シス テ ム利 用 部 門 に大別 して い る。また階 層別 に は 、経 営 管理 者層 とそれ以 下

の層 に分 け られ るが 、情報 シス テム 部門に つ いて は情 報 シス テ ム管理 者 層 、情報 システ ム 実務 担

当者層 に2分 して い る。'

図表10(b)は、 職 種 群に よb位 置 づけ を示 して い る。 情報 シス テム部 門の 実 務担 当者 の職 種 を計

画 と管理 的 仕 事(A)、 分析 と設計(B)、 適 用業 務 の プ ログ ラ ム開発(C)、 シス テ ム制 御 プ ログ ラ

ム と専 門的 な技 術 サポ ー ト(D) 、 オペ レー シ 。ン関連 の仕 事(E)に 分け てい る。 また利 用 部門 の

利 用者(F)、 情報 システ ム部 門 の 管理者(G)の 各 職 種群 に分 け てい る。

図表10(cは 、図表10(bV)A～Gの 職種群 の業 務内容 と代 表 的職 種名 を示 して い る 。 また 図表11

は利 用 対 象者 層 と講 習会 の あ らま しを示 した もの で ある。

図表12はH社 の考 え方 を示 してい る。職 務区 分 と職能 区分 に大別 す る。職 務 区 分 には プ ロジ

ェク ト職務 と シス テ ム管 理 職 務が ある 。また 職務 区 分 に は マネ ジャ ー(MG) 、 シス テ ム ・ア ナ

リス ト(SA)、 システ ム ・デ ザ イナ(SD)お よび プ ログ ラマ(PG)に わけ て い る。

H社 の 考 え 方は 、システ ム開 発 を推 進す る と きの職 務 と、完成 した システ ム を運用 管理 す る職

務 とに 大別 して い る とこに 特徴 が ある。1社 が 情報 シス テ ム部 門 と利用部 門 とに分 け たの と対 象

的 で あ る。

3.1.2経 営 者 ・管理者 の教 育体 系

図表13はU社 の考 え る 情報 システ ム部門 管理者 の教 育体 系 を示 す。 同 じく1社 の考 え 方 を 図

表14に 示 す 。ほぼ 同 じよ うな内 容で も、そ の体系 や精粗 のteき 方 に差 が あ る よ うに思 われ る 。

図表15はH社 の考 え る経営 階層 向 の教 育 体系 で あ る。1コ ース当 り2～3日 の コ ース を3コ

ース ほ どで完 結す る仕組 とな って い る
。

図 表16はN社 の経営 者 ・管 理者 向 の コ ースを示 す 。N社 は最近経 営 者 ・管 理者 向 コ ースを 図

表 に示 す よ うに新体 系 に して 強化 を計 って い る。 「パ ソコン&ワ ープ ロ基礎 」が 新 規 に設 定 さ れ

た の も時 流 にそ った もので あろ う。
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図表10(a)利 用 対 象者 層

情報システム

実務担当者層

経営管理者届 く

r

〆 、

取締役

/部 長職 ＼

犀 報㌶ 鍋A

〉

,

ス テム罷 者層 ・

_般 管 理 職 ＼ く

情報システム部門 利用部門
の監理 者 の管理者

ム く

者層

'非 管 理 職

情報処理システム
情報 システム部門の実務担当者 の実務担当者

'

繍 システ。部門 繍 処理泌 テ・の 」
鴫 利用部門}

経営管理者層

図表10(b)職 種群の位置ずけ

取締役

経営管理者層

利用部門層

情報湖 テム
部門長

利用部門長

情報システム

管理者層

G

管 理 者

実 務 担 当 者

情報システム

実務担当者層

⑧ ⑧
画 と 管理 と

管理的 設計

仕 事

◎ ◎ ⑧ ⑧
運 用 業 システム オペレ ー 情 報 処

㌶難 難 論
サ ポー ト

情報処理

利用部門層

情 報 シ ス テ ム部 門
システムの

利 用部 門

出 所:1社 の 講 習 会 案 内 よ り
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図表10(c)講 習会 利 用者 の 業務 内 容 と職 種名

識種 別
コ ー ド 職 種 群 業 務 内 容 代表的職種名

情報 シス テ ム全般 に つい ての 総合計 画や 、管 理

主 として計画と管理 業 務 を行 う。
シ ス テ ム ・プ ラ ン ナ

A 的仕事に従事するグ 長期 ・短期計画と管理、資源計画と管理、標準
シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア

・

ル ー フ 化 推進 、教 育 訓練 計画 と実施 、 プロジ ェク ト計

画 と管 理 、サ ー ビス計 画 な ど。

主 として分析 と設計 システ ムの 導入 に 当 って 、予 備 調 査 と概要 設計 、 シ ス テ ム ・ア ナ リス ト

B の仕事に従事するグ シス テ ム要 件の 分析 、外 部設 計 、内部 設計 な ど シス テ ム ・デ ザ イ ナ

.

ル ー フ を 行 う。 シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア

適 用業 務 プ ログ ラ ムの 開発 ・テス ト・保守 を行 う。
主として適用業務の

プ ログ ラム設計/仕 様書 の作 成 、

C プ ロ グラム 開発 に従 適 用業 務 プ ログ ラマ

事 す る グル ープ
プ ロ グ ラ ム ・コ ー デ ィ ン グ/テ ス ト、

プ ロ グ ラ ムの 修 正 、 な ど 。

主 と して システ ム制 シス テ ム制1卸プ ログ ラム やDB/DCシ ス テム

御 プ ログ ラム とそ れ な どの維 持 ・導入 、 シス テ ム構 成 の 効率化 に対

D に関連する専門的技 する 設計 、評 価 、管理 、お よび 情 報処 理 シス テ シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ マ

術 サ ポ ー トを行 うグ ムの管 理技 術 サ ポ ー トな どを行 う。

■

ル ー フ

プ ロ ダ ク シ ョン ・ジ ョブ の ス ケ ジ ュ ー リ ング と ス ケ ジ ュ ー ラ

主 と して オ ペ レ ーシ コ ン ト ロ ール 、 ジ ・ ブ実 行 の 準 備 と 後 始 末 、
シス テ ム ・オ ペ レータ

E 。ン関連の仕事に従 DASD/テ ープ ・ ラ イブ ラ リの運 用管 理、
ネ ットワ ヲ ・オ ペ レータ

デ ー タ ・エ ン ト リ ・

事 す る グル ープ シ ス テ ム/ネ ッ トワ ーク/デ ー タ ・エ ン ト リ オ ペ レ ータ
、

の 各 オ ペ レ ー シ ョ ンな ど を行 う。 ラ イ ブ ラ リア ン

情報 処理 に よる便 益 を受 け 、 シス テ ム出力 を最
情 報処 理 システ ムの

F 終段階で利用する。
利 用部門 の グ ル ープ

現 部 門 で 自 らシステ ムを作 り利 用す る。

情報 システム部門内要員の管理 部長職担当
情報システム部門の

G 実務面では、職種群(A)の 業務内容を兼務する 課長職担当
管 理 職 の グル ープ

場 合 もあ る。 係長職担当

出所:1社 の 講集 会案 内 よ り
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図表11利 用対 象者層 と講習会のあ らま し

利用対象者層
システ ム

の

規 模

講 習 会 の あ ら ま し

経営管理者層

大 型

一

'-

業 種 ・適 用業 務 別 の
エグゼクティブ・セ ミナ

(利 用 技 術 、利 用 例 、

手法 ・技法 の紹介 な ど)

〈部 長 職以 上〉
一

一

一

'■

経 営 管理 者 コー ス

(情 報 シス テ ムの計 画

BSP

〈部長 職 以 上〉

〈情報 システム部門長〉

<統 括 役 員 と

チー ム ・リーダ 〉
∠

一

r「

経営 管理 者 コー ス

(情 報 システ ムの 管理)

〈取締 役 以 上〉

〈部 長 職 以 上〉

経営管理者 セミ

(概説 コース)-「

〈利用部門の経営管理者〉

、 〈取 締 役 以 上〉

中型

小 型
L L

情 報 シス テ ム

管理 者層

大 型
一

F

業 種 ・適 用 業 務 別 「

テクニカル/マ メジメ ン ト

シ ンボ ジ ウム

セ ミナ

研 究

管理 者 セ ミナ 〕
ト

ト

'、

管 理者 向 け コー ス

(研 修 センター主 催)

「情 報 システム概 説」
・「情報 システムの 管 理」

な ど中型

'「

管 理 者 セ ミナ

小 型

㌣鷲 鷲 二言 。.。工
「 コン ピ ュー タ入 門 」

「シス テ ムの 開 発 手 順」 、

機種別
一

セ ミナ 、 アモ 、

見 学 会
ト

'、

管 理 者 セ ミナ
ト ■

情 報 シ ステ ム

実 務 担 当 者 層

大 型

一

'、

業 種 ・適用 業 務 別

テクニカル/マ ネジメント

シンポジウム

セミナ

研 究 会

機種 別

セ ミナ

デ モ

見 学会

.

実 務 担 当 者 向 け コース(研 修 セ ンター 主 催)

基 礎 講 座 利 用 部 門 製 品 講 座

DOS/VSE講 座 デ ー タ ・シ ス テ ム ズ 講 座

OS/VS講 座 デ ー タ通 信 シ ス テ ム講 座

VMシ ス テ ム講 座8100情 報 シス テ ム講 座
、一 プ ログ ラミング シ リーズ/1講 座

語 講 座 情 報 シ ス テ ム 管 理 講 座

デ ー タ ・エ ン ト リ ・

シ ス テ ム 講 座

実 務 担 当 者 向 け コ ー ス

(シ ステ ム ・サー ビス ・セ ンター 主 催)、

シ ス テ ム/38合 同 セ ッ シ ョン

シス テ ム/34合 同 セ ッシ ョ ン

5280分 散 デ ータ ・システ ム合 同 セ ッシ ョン

」」

中型

一

小 型

利用部門層

大型

r

業 種 ・適 用 業 務 別
テクニカル/マ ネジメント

セミナ

研究 会

機 種 別
' セ ミナ

デ モ

見学 会
∠

一

」

r「

利 用 部 門 向 け コー ス(研 究 セ ンター 主 催)

Wシ ステム講 座8100情 報 システ ム講 座

シ リーズ/1講 座 情 報 システ ム管 理 講 座

利 用 部 門 製 品 講 座

な ど

利 用 部 門 向 け コー ス

(シ ステ ム ・サー ビス ・セン ター 主 催)

「 コ ン ピュ ー タ入 門 」

一

中型

小 型

出所:1社 の講 習会 案 内 よ り
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一
図表12H社 の職務職能区分の考え方

'分

プ ロ ジ ェ ク ト 職 務 シ ス テ ム 管 理 職 務
職能区

マ ネ ジ ャ ー ・プ ロ ジ ェ ク トの 計 画
,統 制,管

・システム管理部門の部門管理全

(MG) 理全般 般

・業務システムの分析と要求の分析 ・長期 システム計画 の立案

・システム可能性 の検討 と評価 ・長 期 シ ステ ム 計 画 に 基 づ く
,シ

・業務システムの計画と仕様の決定 ス テ ム ・ラ イ フ サ イ ク ル の 管 理

シ ス テ ム ・シ ス テ ム 効 果/コ ス トの 計 画 ・シ ス テ ム 化 要 求 の 受 付 け と
,プ

ア ナ リス ト ・問題 解決 案の作成 と決定 ロ ジ ェ ク トの イ ニ シ エ ー シ ョ ン

(SA) ・システ ム開発計画の立案 ・システム資源の計画 と統制

・シ ス テ ム テ ス ト結 果 の 評 価' ・システム標準の計画 と管理

・情報処理要員の育成計画 と管理

・システ ム運用 の計画 と統制

・コ ン ピ ュー タ 処 理 の 設 計 と仕 様 ・システム資源 の設計 と管理

の決定 ・ハ ー ドウ ェ ア 構 成 の 見 直 と決 定

・1/0設 計 ・オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム 仕 様

・フ ァ イ ル の 設 計 の 見直 しと決 定

シ ス テ ム
・プ・グラム仕様の決定 ・1)B/DCシ ステム仕 様の 見 直 と決 定

デ ザ イ ナ
・信頼性設計 ・システムパフォーマ ンスの 監 視 と評 価

(SD)
・移行 方式 の設計 ・システム運用の設計 と管理

・テ ス ト方 式 の 設 計 ・支 援 ツー ル の 設 計

・シ ス テ ム テ ス トの 実 施 ・新 技術 の調査

・ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の ・ソ フ トウニ ア の プ ロ グ ラ ミ ン グ

設計 とプ ログラム構造の決定 と テ ス ト(ア セ ンブ ラ 言 語)

プ ロ グ ラ マ ・プ ロ グ ラ ム の コ ー デ ィ ン グ と テ ・オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム の 生

(PG) ス ト(コ ンパ イ ラ 言 語) 成 と調整

・DB/1'Xlジ ステ ムの生 成 と 調 整

・プ ロ グ ラ ミ ン グ 標 準 の レ ビ ュ ー
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図表13情 報 シス テ ム部 門管 理 者の教 育体 系(1)

管理者

〈 情報システム部門を担当され・管理者の方

↓

(伊 豆 セ ミナ)

〉

(AZ80)
システ ム管理 の要点

▼

'、

▼ ▼ ↓
(CKO1)

シ リー ズ90入 門
VS/9縞

{GKOI)

シ リー ズ80

シ ス テ ム 入 門

、

{CKO2)

シリー ズ90入 門

OS/4編

'

(CKO3}

シリー ズ90入 門

OS/3編

'、

、7

(AS26)

情 報 シス テム開 発 の

プロジェ クト・マ ネジメン ト

、'

〔AS24)

情 報処理要員 の

育成 シ ステム

、'

▼ ▼

システムデザイン
▽

開 発 部 門 管理 者 の ため の
,

教 育 コー ス終 了

導 入 機 種

運 営 管 理 コ7ス
の 受 講(選 択}

(AS37)

NUPS法 導 入に よる

業務改善 の進 め方

、'

関 連 各 種 コ ー ス

の 受 講(選 択)
運 用部 門管 理者 の た めの

教 育 コー ス終 了

ウ

出所:U社 の講習会案内 より
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図表14 情報 システム部門管理者の教育体系②

情報システム管理講座

13-18 13-19

13-20

システ ム化推進 のた

めの研修担 、」i者tミ

ナ

管理君のための

情報システム概規
一 ー ー 一 一 ー 一 一 ◆

情報システムの管理

CsllO6} 3日

13-21

教育 シ ンポ ジウ ム

{71914)

13-22

情 報 システ ム管理 者

七 ミナ

13-23

情報 システム管理 者・

天城 七 ミナ

計画 発
↓

開一
開発婁務

運用

13-2

ズ ・プ ラ ンニ ン グ

(EA311)

分散情報 システムの

駄面

(EA214)

開発管理

13-7

適用宴揚開発の標準

的手法

〔FA15S)

13-9

適用哀務の開発管理
－rSP

(FA170)th2tns間

13-4

システムの分析と設

計

CEAO31}

13-6

13-11

適 用婁務開 発プロ ジ

ェク トの見積 り手法

－ISP

(FA177)釣15時 間

13-10

13-8

適 用業務の 開発管理

:プ ロ ジェク ト ・レ

ピュー-ISP

(FA176)豹7時 間

プログラムの設計と

開発

`EAO33)

開 発プロジェ ク トの

管理.

`1:,U30J 4El

13-14

「三τ;;二;=〒二「
`1
`プ ログラ ミング演習1

トf摺 方式1

:(tsooo)約17更 」
し/'
＼'

、'、
、,〔'

データ・ペース開発

13-12

データ ・ア ドミニス

トレーシ ョン

lEA123)

出所:1社 の講習会案内

13-13

13-"、 ,

システムズ ・ユ ネィ

プ リング

r6192D3日

13-15

情報 システムの

運用管理

∫FAO30}

13-16

レ

■

)

ネ・,トワーク ・

テムの運用管 理

{ドAO221

13-17

適ln業 務変換 プ

ェ クトの管理

－ISP

3Fl

3日

デー タ ・ペースの分

析 とξ?針

rFA175}4'」118$間
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図表15経 営 階層 の 教 育 体系

⑧
↓

エ グゼクテ ィブコース

↓

経 営 とコ ン ピュ ータ

(2日 間 コ ース)

大型機ユーザのための

経営 と コンピ ュー タ

(3日 間 コース)

オ フ ィス コ ン ピ ュ ータ

セ ミ ナ

(.1日 間)

中 級
鎮 座

上 級
講 座

i
L__________一

、/

{3日 間)

(2～3日 間}

情 報 シ ステ ム の

開発 と管 理 セ ミナ

、'

特別 企 画セ ミナ

出所:H社 の講習会案内より

図表16経 営者 ・管理者 の教育体 系

一般の経営者

管理者の方

〈新体系〉

、一

ナ

一
だ

ブ

ー

イ

ー

テ

ー

ク

一
㌘エ

一'

礎基ターユ
ピンコ

ラ規新(

-

1

`

6

1

ー

`
'

向動

タ

術
一
校

ユ
ピンコ

陵墓ン

&

コ

ロ

ソ

プ

パ

ーワ

'

ー

ー

I

l

l

-

l

l

1

8

1

1

1

1

、

⇒

〈旧体系〉

コ ン ピュー タ基礎 ;
コ ン ピュー タ基 礎

!

8

コ ン ピュー タ

技 術 動向

1
.|

コン ピュー タ

技 術 動 向

:

主 に情報 シス
テム部門 ご担
当の経営者 ・
管理者の方

ー

-

-

-

」

:

-

`
、

⇒

情 報 シ ステ ム ・マネ ジメン ト ・セ ミナー

,一 一 ー ー ー 一 一 ー 一 一 、
、

コ ン ピュ ータ

システ ム管理

`

1
`

コン ピ ュー タ
'シ ステ ム管 理.

l

l
1

コン ピュータ応用

1

1
コ ン ピュー タ応 用●1

;
、 一_一_一____.'

出所N社 の講習会案内より
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3.1.3シ ステ ム ・エ ン ジニ アの教 育体系

システ ム ・デ ザ イナ 、 システ ム ・ア ナ リス ト、 シス テ ム ・エ ン ジニ ア な どの名 称 で呼 ばれ て い

る職 種に対 す るU社 の考 え方 を 図表17に 示 す。 この例 は シス テ ム設計 全 般 を対 象 と した ものだ

が 、U社 には このほ か にOB/DC開 発 ・運 用 を行 うシス テ ム ・デザ イナ向 の コ ース な ど もあ る
。

U社 以 外 の各 社の システ ム ・エ ン ジニ アを対象 とす る教 育体 系 も
、内 容 的 には よ く似 て お り、

それ ぞれ の販 売 機種 に特 化 した 内容 に な ってk・b 、一連 の コ ース を受 講 す るの に 少 な くとも20

日程度 かか る例 が 多 い。

3.1.4プ ログ ラマの教 育体 系

プ ログ ラ マ向 の 教 育体系 は 、 それぞ れ の メ ータの機種 にデ イ ペ ン ドした プ ログ ラム技 術教 育 や

マ シン ・オ ペ レーシ ョンな どが 主 体 で あ る
。 どの メ ーカの教 育 体 系 を見 て も プ ログ ラマ向 の 教 育

コ ース の 比率が 高 いのが 一般 的 で あ る
。

図表18はM社 の プ ログ ラマ向 け教 育 体系 の事例 で あ る。 これ はオ フ ィス ・コ ン ピュ ータ向 プ

ログ ラマ教 育の例 だが入 門 コ ー ス
、 専 門 コ ース 、実践 コ ースか ら構 成 され 、全 体 で約1ヵ 月 必要

で ある。 また コ ースの一 部 分 は 自習書 に よる 自宅学 習 が 可能 で ある
。

各 社 とも、入 門 コ ースの 部分 は 自宅 学習 やVTRな どを活用 する例 が 多 く、機 種 とは 無 関 係に

共 通 に実 施 して 』 る例 も あ るが 、 中級以 上 は機 種別 、言 語別 に教育体 系 を設定 して い る場合 が 多

レ㌔

3.1.5ミ ニ コ ンビ=一 夕、プ ロセス制 御 用 コ ンビ=一 夕の 教 育体 系

図表19はD社 にお け る教 育体 系の 例 で ある。 入門 、オ ペ レ ーテ ィング ・システ ム
、ハ ー ドウ

ェア ・メンテ ナ ンス な どの コ ースが 設定 さ れ てい る
。

3.1.6そ の他

これ までの事 例 は すべ て コン ピ ュ ータ利 用企業 向 の教 育 コ ース を とbあ げて いた が
、図表20

は コ ン ピュ ータ ・デ ーラの営業 ・シ ス テム ・エン ジニ ア 向の教 育 コ ースの例 で ある
。 これ はM社

がS大 学 と タイア ップ して 実施 して い る もの で、 通信教 育 方 式 を と り、学 習期 間は4～12か 月

とな ってい る。生 産管 理 、販売 管理 な どの利 用分野 別 コ ース 、 簿記 ・会 計 コ ース 、 創造 性 開発 、

中・」・企業 診断 士 、経 営 コンサ ル タ ン ト、情報 処理 技 術者 コ ース な どか ら構 成 され1コLス12,000

～30 ,000円 程度 の料金 で あ る。
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図表17シ ス テ ム ・デ ザ イ ナ の 教 育 体 系

システム・デザイナ(シ ステム設計全般)

シ ステム 設計全般 を担 当され る方

(プ ログラ?か ら) (利用部門から}

剛

野

勝ユ

,
A

ン

P

L

R

ミ
得

～

O
T
ラ
修

60

㏄
㎝
脇

田

C
F
プ
技

業務システム設計
技術の習得

1

(AS63)

データベ ース・アプローチ

による

情報 シ ステム設 計演 習

(DBシ リーズ1)

(AS64)
DBMSに よる

デ ータベ ース・システム

設計演 習

・

(DBシ リー ズ2)

CAS34)
栖造化プログラム
設計演習

〔AS35)
ジrク'ノン法1二よる～瓦遣↓ヒ

プvグ ラムロ3f演習

(AS41)
プ0ク ラム開発における

テスト技法

(AS40)
プログラム仕様記述演習

ムテス
習

シ
責

①

P
計

53
D
訟

A
E

{

(AS40)
プOグ ラム仕様記述演習

(AS34)
情造化プoグ ラム

設計演習

{AS35)
ジャ クソン法 による

↓X造1ヒプ07ラ ム設よf,賀升

↓
(AS41}
プログラム開知 二おける

テス ト技法

.

▼

(AH61)

デー タベー ス入門

礎基
ス
計

一
設

幻
ベ
ム

"
タ
テ

い
㌃

(AS61)
データベース・システム

設 計 基礎

(AS62)

デー タベース・システム

設計 演習

ハ ッチ ・シス ァ ム

設 計技 術 の修得

(AH51)

オ ンライン・システム

基 礎

(AS53)
ljアルタイム

設計 基礎

(AS51)

ネットワーク

設計 基礎

CAS.52)
リアルタイム・システム

設計 演 習

{AS54)
新データ網サービスの
効果的利用法

(AS36}

システム設計

総合演習

(システム設計技術研究)

各企業が要求する
"ス テム設計技術の修得

F

DBシ ス テム設 計 技術
の 修得

DCシ ス テム設 計技 術
の修得

出所:U社 の講習会案内より
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図表18プ ロ グ ラ マ の 教 育 体 系

入 門 ⊃ 一 ス

自 習

「

I

l

|

l

l

lプ ログラ ミ

1ン グの基礎

L

ブ 回クレス0

入 門

プログラミ

ノ グ 入 門

COBOし

入 門

k2

専 門 コ ー ス

{

(始 ・)
↓

↓

ブoグ レス0

応 用

2日 COBOL

応 用

2日

L140 L120

{ }

昏

†
*1

'

シス テ ム

操 作

(運 用 》

3日

∧

1

ブOグ レス ロ

〔ワークステ
ーシ9ン)

4日 COBOし

(ワ ークステ
ー シ∋ン)L230

4日

L210

1 |
、'

(朋 終了)

実 践 コ ー ス

「

(・ ・)

1

↓

ブOグ レス0

実 践

5日 COBOし

実 践

5日

L240 L220

1

講習会案内より

1
ト

(実 践終了)
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図表19 D社 の事例(一 部分)

VAX/VMシ ス テ ム コ ー ス 共 通 コ ース

無

料

コ

ー

ス

コ ン ピ ュ ー タ 入 門

③
●1 「 ■` 11

`「` .

VAX-11入 門

●` F

P28

VAX

インス トラクシ●ンセ ット

⑤ P29

有

料

コ

ー

ス

.　

r ● 「 , 　

■

「 ■ 1

Fて)RTRAN

入 門

⑤P24
■.

VんX/VMSオ ペ レ ー シgン
BASIC

入 門

PASCAL

入 門

⑤ .,1↓

■ ●

P29③ P24③

VAX/VM8

P6RTR▲N

VAXMACRO

プ ログ ラミング

⑤
,P301↓P30

VAX/VMSプ ログ ラ ミン グ

⑤ P31

特

別

有

料
コ

ー

ス

1・ `F}

「撚
VAX/VMS
シス テ ム

マネ ジメ ン ト

VAX/VMS
システ ム

マネの ソト

⑤ P3` ⑤.1 P31 ⑤
、P31

VAX/VM5

チュー=ソ グ

⑤ P32

FORTRAN

プ ログラマ

MACRO

プログラマ

システム

プログラマ

リアルタイム

プログラマ

各種 高級

言語利用者

システム

,管 理 者
オペ レータ

BASIC

プログラマ

PASCAL

プログラマ

出所D社 の講習会案内 より
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図表20デ ー ラ向 教 育 の 事 例

柘 コ ー ス 名 受講期間

1 実 践 管 理 者 コ ー ス 6か 月

2 営 業 管 理 者 基 本 コ ー ス 5か 月

3 生 産 管 理 基 礎 コ ー ス 6か 月

4 生 産 管 理 コ ー ス 10か 月

5 販 売 管 理 基 礎 コ ー ス 5か 月

6 販 売 管 理 コ ー ス 10か 月

7 コ ン サ ル テ ィ ン グ セ ー ル ス コース 5か 月

8 簿 記 検 定3級 コ ー ス 4か 月

9 簿 記 検 定2級 コ ー ス 4か 月

10 財 産 管 理 コ ー ス 10か 月

11 管 理 会 計 コ ー ス 6か 月

12 マ ネ ジ メ ン トの た め の 財 務 コ ース 4か 月

13 事 務 改 善 コ ー ス 4か 月

14 新 ・ 創 造 性 開 発 コ ー ス 4か 月

15 中 小 企 業 診 断 上 受 験 コース 8か 月

16 経 営 コ ン サ ル タ ン ト コ ー ス 12か 月

17 情 報 処 理 技 術 者 二 種 コ ース 6か 月

出所:M社 通信教育案内 より

3.2キ ャ リア ・パ ス

プ ログ ラマ、 シス テ ム ・ア ナ リス トな どの各職 種 の キ ャ リア ・パ スに つい て 明示 してい る メ ーカ

の数 はそ れほ ど多 くない が 、そ の 中か らH社 の示 す標 準キ ャリア ・パスを図 表21に 示す 。図表 の

最 下部 に 新人 と業 務経 験 者 が あ るが 、それぞ れ の立場 の人 が そ こを 出発点 と して プ ログ ラマ 、 シス

テ ム ・アナ リス ト、プ ロ ジ ェク ト ・リーダ 、プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ ャ、情 報処 理 部 門 長へ と上位 の

職位 に登 って 行 く経 路 が 矢 印 で示 され て い る。

職能別 の下 に記 入 して ある 、A、B、Cは そ の職 能 の レベ ルを 示 す もので ある。 そ の一例 と して

シス テ ム ・ア ナ リス トの 標準 職 能 別技能 レベ ル定 義表 を 図表22に 示 す 。
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図表21キ ャ リア ・パ スの 事 例

シ ステム運用

課 長

シ ステム管理

課 長

シ ステ ム開発

課 長

プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ ャ ー

プ ロジ ェ ク ト

ダ

出所=H社 の講習会案内より

一422一

'



■

図表22 職 種 レ ベ ル の 設 定

田 務
＼ 讐 一 レ

技能区分＼
A B C

■問題 発掘,ニ ー ズ発 堀セ ツシ ●ンの コ ・問題 ニーズの分析ができる `ユ ーザ要望 を理解し.文 書化がで きる

一 デ イネー トが で きる ■現状 システムのモデルを作成できる ・データの流れと櫓舵 を抽出し,か つ.

・分析方針,手 順 を設定できる .現 状システムの機能分析.デ ータ分析 文書化ができる

プ 個
システム の

●問題解決方針.制 約 を定浪できる がで きる ・システム分析手暇 技法を理解できる

別

分析
●問題解決案を作成でき,評 価項目を定

・

●コンピュータの機能が理解できる

口 綾できる

シ ■新シスラム要求を定義できる

ジ ●新システムのための方針.制 約 を定義 ■新システムのモデルを作成 し評価項目 .業 務手続 きを設定できる

ス

できる を定義できる
.1/O要 件の殴定かできる

工
テ システム案の ■開発ぽ易度 を評価できる ●コンピュータ処理への展開ができる ●システ ム ・モ デルに従 って,機 能 設定,

作成 ●新 システムの運用手順を般竃できる データ般定かできる

ム
●システム方式案の策定

.コ ンピュータによる処理方式が理解で

ク
の きる

・新 システムの可能性 を評価できる ■新システムの効果テストを見積 ること

ト 設 ●システム計画書 を評価できる ができる

計 シ ステ ムの ・システム開発の管理統制方式 を設定で ●新 システムの問題点を洗い出†ことが

計画と評価 きる できる

■新 シス予ムの開発計画を作成できる

●新システム ・テスト結果を評価できる

'事 藁戦略を分析し情報システム化方針

を設定できる

・長期/全 体システムのモデルを作成で
長期/全体

きる

全

システム計画
.長 期/全 体計画の統制方式 を設定でき

る

.長 郷開発計画 を作成 できる

・新技術を調査し,評 価できる

体 ・長期計画のためのハー ド/ソ フ ト要件
システム資源

を定義できる
シ の計画

.長 期計画のための資源所要竜の見積が
の

で きる

.長 期開発計画に基づき.プ ロジェクト

ス 計 発足姫但かできる

●ユーザからのシステム開発/変 更要求

システム を評価し,長 期計画との整合性を検証

画 ライ フサイ ク でさる

テ ル管理 .●シ ステ ムラ イフサ イ クル にお け るコ ス
,

・ト/効 果の分析かできる

⑳ ●棺動システムを分析し,ラ イフサイク

ルを判定で きる

ム .デ ータ冑源の体系化 と企竜 データモデ

統 』ル を設計できる

・デ ータ・デ ィクショナ リー を設計 で きる

管 鯛
デ ー タ

管 理

・業務データ要求の分析 とデータベー ス

設定ができる

・DB/DCシ ステム輻件 を定迫できる

・ .デ ータ利用統制の要件を設定できる

理 ・デー タ擦 筆,コ ー ド体系 を設定 で き る

・システム標預の目的を定義 し.体 系を

管 シ ステ ムや箪 澱宅できる

管 理 ・システム口笛の設定,保 守手続 きを定

礎できる
理 ..コ ンビ,一 夕システ ム運 用体 制 を計画

できる

システム運m 追 システム運用規定を設定できる

の計画 ●シス予ム利用統制壱件を設定できる

.シ フ二二運 用 状況 を監 視 し,レ メピュー

できる

出所:H社 の講 習会案 内 よ り
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4.実 施 方 法

41受 講計画の立 案

各 メーカの講習会を受講するときに、どのような考え方か ら、どんな順序でどんなコースを受講

したらよいかについては各社の講習会案内に説明されている。

図表23は 、F社 の提案する企業内教育とF社 教育の関係を示 したものである。ユーザ企業内の

教育担当者がF社 の教育案内および教育情報センタの意見 、指導手引、通信教育の内容などを参考

にして、自企業内の学習者と相談をして計画を立案する。そ して各学習老はF社 の講習会、自己学

習教材などを利用 し、必要ならばF社 の自己学習教材相談窓口と相談をしながら学習を進めるとい

う仕組になっている。

図表24は 自己学習教材の利用法を示 したものである。学習の動機付け、学習、学習内容の確認

の3段 階に応じて、実施 ・運営方法 、教育担当者、学習者の学習方法、そのための教育ツール等を

まとめたものである。

図表23企 業内教育とメーカ教育の位置づけ

教育計

教 育 御 案 内
!一 　
1

〔教 育 情 報 セ ン ター

講 習 会

教育

実施運営

自 己 学 習 教 材 ＼

指 導 手 引/

通 信 教 育

自己学習教材相談窓口1

//

:
l

l,!

1〆1'

1ノ

ユ/
/

一一 ーーーー ユ ー ザ 企 業 内 一ーーーへ

1ぷ(教 … 者)i

"叉 ∵

,1

!1、 一_____________________ノ

出所:F社 の講習会案内より
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図表24自 己学習教 材の利 用法

実施 ・運営方法

『
コ

学習の

動機付け

学習内容
の確認

教 育 ソ ー ル

学 習 スケジュー
ル 立案1

相談

学習状況の把握

相談

実習環境準備

相談

学習目的 ・内 自習書 ・テキス ・に・ 膨 募 こζ芳

容の確認 る学習|操 作に よる学習

r「r「

自 習 書 ・ カ セ ッ ト教 材 田 実 習 シ ス テ ム
、 ・ メL.

,し 学 習 ラ イ ブ ラ リ ∠

」.

1
指導 手 引 ノ'

し 通 信教 育 、

1自 己学習教材相談 窓 口 、

出所:F社 の講習会案内より

4.2教 育 手 段 の分 析

教 育 の た めの 手段 にはVTR、CAI、 教 信 教育 、 自習教 材 、講 習会 、個 別 指導 等 い くつ かの方

法 が あ る。

図表25は メ ー カ月傲 育 手段 の 実 態 をま とめ た もの で ある。 図 表の 中 の数 字 は コ ースや 教材 の種

類 の数 を表 わ してい る。 メ ーカ11社 で1,319種(平 均120コ ース/社)の コ ース が設 定 され て

い る。 この うち752コ ース(57%)は 一 般 の講 習 会で ある。 つい で 、260コ ース(19.7%)

が 自習教 材、124コ ー ス(9.4%)セ ミナの順 で ある。 この3手 段 で全体 の86%に 達 して い る。

VTRを 比較的 活用 してい る のはH社 とN社 、通 信教 育が 比較 的 多いのがM社 とU社 、 自習教 材

は1社 、F社 、H社 、N社 、 カセ ッ トはH社 、F社 、市販 本 の活 用はH社 とい う ように 、各 メー カ

に よ り教 育手段 の利 用法 に特 徴 が ある。
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図 表25メ カ 別 教 育 手 段 別 コ ー ス 設 定 状 況

(単 位.種 類の 数)

叉 VTR CAL
通信
教育

自習

教材

一 般

講習会

個 別

指導
カ セ ッ ト 実 習

学 習

ライブラリ

指導

手引
市販体 セ ミ ナ 合 計

1 N社 11

|

2 約40 約80
5 約138

2 F社 7 56 約70 12 8 23 13 10 約199

3 H社 39 47 約96 32 14 16 25 約269

4 T社 58
58 116

5 M社 17 4 80 9 2 112

6 1社 65 約100
4 169

7 u社 10 24 115 8 157

8 C社 24 約110
約20 約101

9 D社 11
11

10 Y社 3 2 32
34

11 0社 17
13

合 計 53 0 38 約260 約752 8 44 31 23 13 16 124 約1,319



4.3講 習 会 受 講 料 金 の 分 析

4.3.1無 料 ・有料 コ ースの 概 況

図表26は メ ーカ11社 の無 料 ・有料 コ ースの 状況 を示 した もので あ る。有 料 コ ースは 定 価が

決 ま ってい る コース と実 費程度 の 金額 の コ ース との2種 類が あ る。

調 査 対象 コ ースは686コ ース(O社 は有 料 ・無 料 の 表示が ないの で除外)あ るが 、そ の89.6

%に 当 る615コ ースは定 価 の決 ま った 有 料 コ ース で あ った。無 料 コ ースは8.0%の55コ ース

に す ぎない。

しか し、有料 コ ースで あ って も、 コン ピュ ータを 購入 した ぞ 一ザ に限 って 一 定人 数 まで ある範

囲1までの コ ース を無料 で受 講 で きる ことに な ってい る メ ー カが ほ とん どで あ る。

図表26メ ーカ別 無料 ・有 料 コース の 状況
(コ ー ス)

区 分

メ ー カ

無 料
有 料

合 計
定 価 実 費

1 N社
0

(導 入 時サ ービスあり)
64 0 64

2 F社 10
70

(通信教 育7コ ースを含む)
0 80

3 H社 0 60 0 60

4 T社 0 58 0 58

5 M社 2
95

(通信教 育17コースを含む)
0 97

6 1社 38 26 0 64

7 u社 0
102

(通信教育10コースを含む)
16 118

8 C社 0 80 0 80

9 D社 5 22 0 27

10 Y社 0 38 0 38

11 0社 一 『 一 〔17〕

合 計 55(8.0%) 615(89.6%) 16(2.4%) 686(100%)
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4.3.2各 社の 事 例

図 表27はN社 ・F社 の講 習会料 金 の概 要 を示 してい る。N社 の料 金体 系は7,000円/日 に

所要 日数 を乗 じた 金額 とな って お り単 純 で ある。

F社 の 講習 会料 金 は複 雑 で あ る。一番 安 い例 を と って も、た とえ ば2日 間 コ ースで はN社 が

1,4,000円 に対 してF社 は22,000円 と高料金 で あ る。F社 の 場合 、無料 コ ース に も コンピ ュ

ータ直 接部外 は有 料扱 い の コ ースや 、延 受講 人数 に た とえば10人 とい う制限 が ある コ ース な ど

で あ り、無制 限 に 無料 の コ ース は ない 。

図表28、 図表29は 、そ れぞ れH社 お よびT社 の 講 習会料 金 を表 わす 。 ど ち らも1日 当 り

6,000円 か ら10,000円 程 度 の コ ースが 多 い。T社 に は 所要 期間10日 の比較 的 長 期 間の コ ー

スが あ る。

M社 の 講習 会料 金 は 図表30に 示 す よ うに1日 コ ースが8,000円 、5日 コ ースが24,000円

で あbそ の 間 を 日数 に 応 じて ほぼ 直 線 にそ う よ うに単 価 が 設定 され てい る。 しか し、1日 コース

だけ で な く2日 、4日 コースに2,000円 とい う安 価 な コ ースが あるのが 目立 つ 。

図表31は1社 お よびU社 の講 習 会料 金 を表 わす 。全 体 と して1社 はU社 よりか な り高価 格 の

単 価 設 定 を してい る 。U社 には7日 コ ースで も3,500円 とい う低 価格 コ ースが あ るの が 目立つ 。

ま た コ ース期 間が1ヵ 月 か ら6ヵ 月 に及ぶ コ ース もあ るが 、6ヵ 月 コ ースで も45,000円 または

187,000円 と安 価 で あ る 。

C社 の 例 は、前 に説 明 した 図 表30に 示 す 。ほ ぼU社 と同 程度 の料 金 とな ってい る。9日 か ら

10日 の比較 的期 間 の長 い コースが ある 。

図表32はD社 の例 で ある。 同社 の 場合 、有料 ・特 別有 料 コ ース と、特別 設 定 コ ースで は料 金

に差 が あ る。実 習 な どに ハ ー ドウ エアを多 く使用 す るた めか 、見掛 上1日 当 りの単 価は高 く見 え

るの は 、学 習内容 の違 いに よる もの で あろ う。 なお 、 この料 金 は 受 講者10名 まで の 価格で あb、

10名 以 上は料 金 の1/20を1名 ご とに追 加 し、最 大15名 まで とい う制 限 がつ い てい る。

図表33は 、図表17に 示 す システ ム ・デザ イ ナの 教 育体 系 を例 と して学 習 コ ース の構成 と所

要 日数 、所 要 金額 を示 した もの であ る。 この例 は プロ グ ラマ か らデ ータベ ース ・シス テ ム設計 技

術 を 習得 して シス テ ム ・デ ザ イナ に な る こ とを想 定 して い る。 受 講 コ ースは11コ ース 、合 計

37日 間 、受講料 は合 計623,000円(16,838円/日)で ある。
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図表27N社,F社 の講 習会料 金

(円)

150,000

100,000

50,000

0

診

,

98

7

∠

!

2忽
91

40

59

1 2 3 4 5 6 7 8 9
)

10

日(

(注)表 の中 の数 字 は千 円単 位 で示 した料 金 を示 す(図 表28～ 図表32も 同 じ)

◎ は 同一 料 金 の講 習 会が2コ ース以 上 あ る こ とを示す(図 表28～ 図表32も 同 じ)
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図表28H社 の講習会料金

(円)
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図表29T社 の講習会料金
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図表30M社 、C社 の講 習 会料 金
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図表31 1社 、U社 の 講 習 会 料 金
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図表32 D社 の 講 習 会 料 金
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図表33所 要 日数 と受講 料金 の例(シ ス テ ム ・デ ザ イ ナの例)

受講
順序

コ ー ス 内 容 所要日数(日) 受 講 料円

1 構造化 プログラム設計演習 4 83,000

2 ジ ャク ソン法 に よる構造 化 プ ロ グラ ム設計演 習' 5 85,000

3 プ ログ ラ ム開発 に お け るテ ス ト技 法 2 34,000

4 プログラム仕様記述演習 3 51,000

5 EDPシ ステ ム設 計 演習 4 83,000

6 NUPS法 に よ る業 務 シス テ ム設 計 演 習 4 83,000

7 分析的手法(MASD)に よる業務 システム設計演習 4 83,000

8 デ ー タ ベ ース ・シス テ ム入 門(自 習書) 1.5 2,000

9 デ ー タベ ース ・シス テ ム設 計基 礎(自 習 書)
3.5 2,000

10 デ ー タベ ー ス ・シス テ ム設計 基礎 2 34,000

11 デ ー タ ベー ス ・シス テ ム設計 演 習
4 83,000

合 計
・37 623,000

(U社 の講習会案内より作表した)
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4.4自 習 教 材,VTR等 の料 金

4.4.1自 習教材

N社 の 自習教 材は 図表25に 示 した よ うに約40種 あ る。 自習 書 は1,200円 か ら3,000円 程

度 で あ り、 フ ロ ッピ ・デ ィス クつ きの場 合 は16,000円 程 度 ま でで ある。ま た1冊 の 自習書 の内

容 を習得 す るた め の所 要 時間 は3時 間 程度 か ら100時 間程 度 ま でさ ま ざま で ある。

F社 の 自習書 は56種 類 、2,000円 か ら7,000円 程 度 で あ り、N社 よ りやや 高 価で あ る。

所 要時 間 は3時 間か ら50時 間 報度 で ある 。 カセ ッ トつ きの コ ースは25,000円 か ら35,000

円程 度 で ある。

H社 は47コ ースの 自習書 を 用意 してい る。1冊 当 り800円 か ら3,000円 程 度 、所 要 時 間は

10時 間 か ら40時 間程 度で あ る 。

1社 は65コ ース の 自習書 を用 意 して い る。1冊 当 り600円 か ら130,000円 程 度(テ ープ

含)ま で さま ざ まで ある 。所 要 時 間は7時 間か ら80時 間 程 度 であ る。

4.4、2VTR

H社 を例 に とる と、39コ ースのVTRが 準備 され て い る。1巻 のVTRを 習得 す るに は1日

か ら6日 程 度 で 、1日 習 得分 のVTR代 は6,000円 で ある 。

4、4.3通 信教 育

U社 の 通信 教 育 は10コ ース あ り、1コ ース12,000円 か ら45,000円 まで ある。 所要 期 間

は1ヵ 月 、4ヵ 月 、6ヵ 月 な どで あ る。 コ ン ピ ュータ基 礎 、 プ ログ ラ ミング基礎 、COBOL基 、

礎 、FORTRAN基 礎 、 実践 に 役立 つ プ ログ ラミ ング 設立 演 習 、初 心者 のため の シス テム設 計

基礎 な どが そ の例 で あ る。

4.5講 習 会 ・ 自習 書 の 所 要 日数

4.5.1講 習会 の 所要 日数

図 表34、 図 表35お よび 図表36は 、各 社別 の各 講 習会 の所 要 日数 別 の コ ース数 をま とめ た

もの で あ る。 また 図表37は 全 メー カの講 習 会の所 要 日数別 の 累積 コ ース数 をま とめ た もの で あ

る 。

全 メ ーカの累 積 を見 る と、1コ ースの 日数 が5日 以 内 の もの が ほ とん どで あ り、中 で も2.5～

3日 コ ースが180コ ース と全 体(669コ ース)の26.9%に 達 してい る 。

メ ーカ別 に見 る と、か な りの バ ラ ツキが あ る。N社 、F社 、M社 お よび0社 は 、すべ ての コ ー

スが5日 以 内 で あ り、2日 ～3日/コ ースの 数が 最 も多 い。 ま た1社 、T社 は半 日単位 の コ ース

が あ る。 またT社 は5日/コ ース の ものが 最 も多 い 。H社 、T社 、U社 、C社 、D社 お よびY社

に は10日/コ ース以 上の長 期間 コ ースが 比 較的 多 い のが 目立 つ 。

図表38か ら図表41ま で は 、 メ ー カ別 の 所要 日数 別 主要 コースの 内容 をま とめ た もので あ る。
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1日 コ ースは入 門 、紹 介 、管 理者 向 の ガ イダ ンス な どを 主体 と した コ ースが 多 い 。2日 コ ース『

は入門 と特 定機 種向 上 級 コ ースが 多 い。 ま た 、3日 か ら4日 の コ ース は プ ログ ラ ミング'シ ス テ

ム設 計 、OSな どの 内 容が 多 く、講 習会 の 主流 を な してい る。6日 間以 上 の コ ース は プ ログ ラム

を主 流 と した集合 教 育が 主体 で あ り一 部 の メ ーカ以外 で は ほ とん ど実 施 され てい ない。

そ れ ぞれ の内 容 を見 る と、同 一 の テ ーマの コースで あ って も、 メ ーカに よ りか な り所 要 日数 に

日差 が ある
。た とえばCOBOLの 入 門 または基 礎 とい う名称 の コース を見 る と4日 程度 か ら7日

まで所 要 日数 にば らつ きが あ る。 した が って 、同一名称 の コ ースで あ って も、 メ ー カに よ り講 習

内容 の範 囲 、程度 、教 育手 段 な どに 差が あ る ように思 われ る。 名称 につ い て も何 を もって上 級 あ

るい は初 級 とい うの か に も相違 が ある に ちが い ない 。

4.5.2'自 習書 の学習 所要 日数

図表'42、 図表43は メ ーカ別の 自習書 に よる 学習 に必 要 な標 準所要 日数 別 の 分 布 を示 した も

の で ある 。各 社 に よb、 か な りのぱ らつ きが あ るが 、N社 の1カ 月 、2カ 月 コ ース を例 外.とすれ

ば 、ほ ぼ40時 間以 内程 度 の 自習時 間の ものが 大 半 で あ る。Y社 に も長 い もの が 多 い が 、Y社 の

コ ンピ ュ ータが 汎用 機 で は な く特 定用 途 の 専用機で あ る こ と を考 え る と うなず け る。

図表44お よび 図表45は 、 メー カ別の 自習書 の標準 時間 とそ の内容 を示 してい る。
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図表34 各 社 の講 習会 所要 日数 別 コース数 の 分 布(1)

所 要0
・日数

N社

5 10 15 20 25 30 35

0

05

1

2F社

3

4

5

H社

1社

5 10 15 20 25 30 35

一

11

1

17

1 1

116

1 1

128

1 1

115
15

35
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図表35 各 社 の 講 習会所 要 日数別 コース数 の分 布(2)

所 要0

日数

1

2

M社3

4

5

0
1 lIl

5
1 1, ● 1

10
1 Il ',

15
1 1, 1 1干1 11

122

1苧 1 'l

l27

1 甲, 1 1 、弓5

116

111
14

0 5 10 15 20 25 30 35

1
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5

6

7

8

9

01

社T

12

6

3

3

13

10

U社11

5 10 15 20 25 30 35

1 lI| 1 1 1

05 1

1 121
15 11
2 123
3 1
4 124
5 123
6

7・

8

9

」1

12

10
一

11
一

12 ]・
13 一

14

15 ]・
16 一

17
一

18

19 コ1
20 一

21
一

22

23 コ・

35
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図表36 各 社 の 講 習会 所 要 日数 別 コ ース数 の 分布(3)

所 要0

日数

1

2

3

4

5C社

6

7

8

9

10

5 10 15 20 25 30 35

所 要

日数
1

2

3

4

5

6

7
D社8

9

10

11

12

13

14

15

〕 5 10 15 20 25 30 35

一

2

2

| 「 1 十 丁 | 1

133

一

一

一
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:
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コ1

0所 要

日数1
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図表37全 社の講習会所要 日数別 コース数の分布

所 要0

日 数

0.5～1

1.5～2

2.5～3

3.5～4

4.5～5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15以 上

50 100 150 200
`!1 lI「

83

1 1|「|1 1lIIl

140

180

93

135

」 ・
3

合 計669コ ース

17
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図表38所 要 日数 と主 要 コー ス内容(1)

＼ ・司
所 要 日数(日＼

N社 F社 H社

{Dコ ン ピ ュ ータ入 門 (Dコ ン ピ ュ ータ入 門. {D情 報処 理 シス テム入門

{2)ADBSの 紹介 {2)パ ー ソナ ル ・コン ピュータ入門 {2)DCCM入 門

{3}C&Dに おけ る分散処 理 シス {310SW/ESP紹 介 {3}オ フ ィ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ ・セ

1 0.5～1 テ ム (4)UNIOS/F5紹 介
宇ミ ナ ー

{4}DEF/RPF {5)F2740M/N紹 介

{6)オ ペ レ ータの た め のF2740

M/NFTLオ ベ レー シgン
・

(7}F2770Fワ ー ク ステ ー シgン

ω デ ータ通信概説 ω 構造化のためのプログラム設計 {1}VOS3VSAMシ ス テム運用

② シス テム分析 ・設計概 説 {2)ソ フトウエア開発管理の進め方 (2)利 用部門のた めの業務 シス テ

{3;STEPS紹 介 {310SIVVSAMの 適用 と導入 ム分析 と設計

2 1.5～2 (4)RPS {4}JEF皿 紹 介 {3}DCCM皿 プ ログ ラ ミン グ

(5)IPG (5)OSIV/F4MSPJES機 能と運用 (4}シ ュ ミレーシgン(GPSS、SDS)

⑥NL/皿 の導入 {6)OSIV/F4セ 〃 運 用支 援機能 (5)経 営 と コ ン ピ ュ ータ 牢

{7)JIP .Sの 導 入 {7)OSWンF4MSP機 密保 護 と利

用者管理

{1)オ ン ライ ン シ ス テ ム設 計 ω 情報 システムのための要 求 分析 {1)COBOLISAMプ ログラミング

{2)オ ン ライ ン シ ス テ ム ② ビジネ ス ・グ ラフ4ッ クス 機 能 {2)COBOLVSAMプ ログラミング

{3}VISの 導入 と適用 {3}COBOLデ パ ク

3 2.5.3 (4)対 話処理に よるプ ログ ラムの {3)OSIV/F4MSP諸 機能 {4)構 造化VSAM

開発 とジ ョブの実行 (4)OSW/F4シ ステムゼネレーション ㈲VOSI/ES使 用料

(5}ADBSプ ロ グ ラ ミン グ (5)OSIV/F4MSPキ ャパ ンテ ィ {6)IPPF機 能解説 と生成

{6)ADBS導 入 と構築 プ ランニ ング {7)情 報 システム の開発 と管理‡

(1)プ ログラムの開発とジ.ブ の実行 U)COBOL基 礎 (1}VOS1機 能解説 と生成

{2}COBOL ②EDPシ ステ ム設 計 ②VOS1/ES機 能解説 と生成

{3)シ ス テムの導 入 と運用 〔3}OSIV/F4、X8AIMDC 13}VOS2/3使 用法

(4)ADBSの 導入 機能と設計 (4)VOS2生 成 とチ ュ ーニ ン グ

4 3.5～4 ㈲ パ ッチ処 理に よる プログ ラム (4)OSIV/F4、X8AIMDB

開発 とジ ・プの実行 プ ログ ラ ミン グ

{6}VIS導 入 と構 築 ㈲ 新規導入 ユ ーザ、 システム設

計演習

{6}中 小型 機ユ ーザの ためのCO

BOL基 礎

〔1)COVOLプ ログラ ミング初級 (1}OSIV/ESPプ ログラム開発 (1}FORTRAN入 門

(2)FORTRANプ ログラミング初級 (2)CADAM/CAD基 礎 (2)VOS2シ ステム ・プログラミング

(3}COBOL {31CADAM/CAD応 用 {3}VOS3シ ステム ・プログラミング
5 4.5～5

{4}シ ス テムの 導入の 運用 {4}CADAN導 入 と運用 (4)NHELPオ ンライン ・プ ログ ラ

⑤GMAP ㈲ICAD/SDS基 礎 ミン グ

(6)NCOS1ア セ ンブ ラ {6)ICAD/PCB基 礎 〔5}DCCM皿 機能 解説 と生成

〔DCOBOLプ ロ グ ラ ミン グ

6 6以 上 一 一 〔2)構造化COBOL

{3)PL/1プ ロ グ ラ ミン グ .

{4)FORTRANプ ロ グ ラ ミ ング

注.こ の 表 に 記載 した コ ース の ほ か に も多 数 の コ ースが あ る 。(図 表39、40、41も 同 じ)
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図表39所 要 日数 と主要 コ ース内容 ②

＼ ・一力 1社 M社 T社
所要日数日＼

{1)MVS概 説 (1}コ ン ピュ ータ入 門 {Dコ ン ピ ュ ータ入 門

(2)VMシ ス テ ム ・ネ ッ トワ ーキ ング {2)元璽営 管理(オ フ コン) ② グラフ処理

{31CICS/VS入 門 {3}オ ンライン ・システ ム(オ フコン} ③ 作表計算

1 0,5～1 {4}構 造化 照会言語/デ ータ・汲 テム (4)オ ペ レ ータ(オ フコ ン) (4}フ ロ ー ・チ ャ ー ト

(SQL/DS)入 門 〔5)管 理 者のための コンピュータ ・セミナ隼 ㈲ 給与計算

{5}シ リーズ/1入 門 {6)UTS/VSBASIC入 門 {6)経 理業務

{7)UTS/VS日 本語情 報処理 け)販 売管 理

(8)JW-7コ ース

(1)VM/CMS上 級使用 法 (Dプ ログラミング入 門(オ フコン) (1}シ ステ ム5モ デル3.25オ ペ レー

{2)CICS/「rs」 澱 フ㌔グラミ〃 (2)DPSIVデ ュ エット(オ フ コン) シ ョン

{3}デ ータ ・ア ドミニス トレ ーシ 日ン {3)プ ログ レス 皿応 用(オ フコ ン) ② 日本語文書処理

2 1.5～2 {4)BASICプ ログラム の た め の (4}COBOL応 用(オ フ コン) {3}シ ステ ム5モ デル3.25ユ ーテ ィ

シス テム操作法 ⑤ 情報処理技術試験(第2種) リテ ィ

(5)BASICプ ロ グ ラ ミン グ {6)RPG皿 基礎

{6)VMシ ステム入 門 {7)オ ン ラ イ ン シス テ ム設 計

〔7)図形情報処理 システムの基礎

(1)DOS/VSEVSAMの 機能 (Dシ ス テ ム設 計(オ フ コ ン) ω システ ム設計

と使用法 ② システム操作(オ フコ ン) 〔2}SYSMAKER

{2)シ ス テム ・プ ログラマの た め の {3}デ ータ ベ ース(オ フ コン) {3}SCOPE

TSD演 習 、 (4}UTS/VSCOBOL

3 2.5～3 {3}IMS/VSデ ータベ ース ・プロ (5)UTS/VSFORTRAN

グ ラ ミング {6)MELCAD-MD操 作

(4)分 散情報 システ ムの計画 mシ ステム設計入門

㈲ 適用業務の分析

{6}プ ログラム設計 と開発

(Dデ ータ ・デ ィクシ 。ナ リの 機 能 (Dプ ログ レス 皿入 門(オ フ コン)

と運用 {2)COBOL入 門(オ フコン)

(2}ACF/MSNF設 計 と導入 {3}COBOL基 礎

{3)開 発 プ ロジェク トの管理 (4)FORTRAN基 礎

4 3.5～4 (4)ACF/VTAM/NCP導 入の (5}UOS
一

基礎 {6)UOS/RTMSア セ ンブ ラ

(5)ACF/MSNF設 計 と導入 (7}ア セ ンブ ラ(オ フ コ ン)

{6)8100/DPPX適 用業 務プ ロ

グ ラ ミン グ

{1)OS/VSの 機 能 とシステ ム ・ {1)プ ロ グ レス 皿 実践(オ フコン)

.プ ログラ ミング (2}COBOL実 践(オ フコン)

(2)ビ ジネス ・システムズ ・プランニング {3}UTS/VSア セ ンブ ラ

5 4.5～5
③ システムの分析 と設計 一

(4}デ ータベ ース の 分 析 と設 計

(5}DL/1、DOS/VSシ ス テム 導入

の基礎

{6)ビ ジネス ・システム ・プ ランニ ング

6 6以 上 一 一 一
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図表40所 要 日数 と主要 コース 内容(3)

＼ ・一力 u社 C社 D社
所要日数(日＼

{DUNICS入 門 ωVAX-11

〔2}UNVAC1100シ ステム入 門

〔3}利用部門向けMAPPER1100

使用法
1 0,5～1

(4)シ リーズ80シ ステ ム入 門

一

(5}シ リーズ80コ ンベ ーシ ョン 入 門
.

(6}シ リーズ80MAPPER80使

用 法

「

`

(1}オ ン ライン ・システム 基 礎 {1}オ ンライン ・システ ムの 基 礎 ωPDP-11概 要
±

…

② デ ータベ ース入 門 {2}EDD部 門の運 営 と管理 {2)PDP-11「 ハ ードウエア
:

{3)管 理 者のためのコンピュータ入門* {3)OLPD(オ ン ライン ・プ ログラ {31LSI-11ハ 」ドウエア概 要`
と

{4)情 報処理要 員の育成 システム ム開発)
」

2 1,5～2 (5}NUMPS法 導入による業務改 (4)NCR-ASK
1

善の進め方 ⑤NCR-PICO

{6)プ ログラム開発におけるテスト技 (6)コ ンパ イル 実 習

法 (7)メ ニ ュー ・プログ ラム

⑦ 新データ網サービスの効果的 利

用

一

'

(1)シ ステム設 計基礎 ωEDP入 門 {Dコ ン ピ ュ ータ入 門

12)プ ログラム仕様記述演 習 ② 構造化 プログラミング (2)BASIC入 門
～

{3}ネ ッ トワ ーク 設計 基 礎 13}デ ー タ ベ ー ス 設 計 〔3}PASCAL入 門

3 2、5～3 (4)リ アル タイム ・システム設 計 基礎 (4)プ ロ ジ ェク ト管 理 技 法 (4}RT-11シ ステ ム

⑤ 経営科学基礎 ⑤ プログ ラミング実習 (5)VAX-11入 門

{6}実 習 中 心 の システ ム ・ダ イナミ (6)VRXオ ペ レ ータ

r

(6)PDP-11汎 用 インタ フェ ース

ッ クス ー ・ (7)プ ログラマーの ためのBIO/ (7)LSI-11イ ンタフェ ース

(7}数 値計算基礎 3の 知識

(Uコ ン ピ ュータ基 礎 (1)構 造化COBOL

(2)プ ログラミング基 礎 (2)NEATVS

{31デ ータベ ース ・システム 設 計 基 {3}COBOL74基 礎完 成

礎 (4)VRXCOBOL基 礎完成

4 3,5～4 {4)情 報 シス テ ム開 発 の プロジ ェ ⑤VRX・TPSF
一

ク トマネ ジメン ト 〔6)BASIC

{5)EDPシ ステム設計演習

⑥ 構造化 プ ログラム設計演 習

m多 変量解析法
'

(1)APT基 礎 、上級 {Dプ ログラミング入 門 {1)LSI-11診 断 プログラム

{2)OS1100EXEC制 御 文 {2)オ ンライン ・システ ム設 計 (2}PDP-11イ ラス トラクションセット

{3)NEAT/3基 礎 完成 13)MACRO-11プ ログラ ミング

5 4.5～5 〔4)NEAT/3レ ベ ル2 {4)FORTRAN入 門

⑤ オペ レータの ためのB10/S ⑤RT-11ユ ーザ

知識 {6)RSX-11Mオ ペ レーシ ョン

{6)VRXオ ペレーテ ィング・システム {7)RSX-11Mマ ネ ジメン ト

{7)VRXプ ログ ラム ・デバ ッグ

{1)COBOL基 礎(7日 間)

{2)FORTRAN基 礎(7日 間)

6 6以 上 {3}プ ログラミング基 礎(15日 間) 一 一

{4}ASCIICOBOL初 級(23日)

{5)シ リーズ80、90COBOL(19日)
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図表41所 要 日数 と主 要 コース 内容(4)

＼ ・一力 Y社 0社 総 括
所要日数㈲＼

入 門 コ ース 、紹 介 コ ース 、管 理

者向 ガイダ ンス などが主体で あ

1 0.5～1
一 一

る 。

(1)PDP-11基 礎

、

プ ログ ラ ミ ング の 概 念 、 シス テ

(2}LSI-11ハ ー ドウエア概 要
ム設 計入門 、特定機種向上級 コ

一ス な どが 多い 。

2 1.5～2
一

{1)コ ン ピ ュ ータ 入 門 (1)入 門 コ ース プ ログラ ミング ・ランゲージの入 門、

{2)RT-11シ ス テ ム (2}FORTRAN入 門 システム設計の各 論、OSな ど

㈲VAX-11入 門 {3}COBOL入 門 の コ ースが 多 い 。

3 2.5～3
(4)PDP-11汎 用 イ ン タ フ エ (4}シ ス テ ム設 計9

.一 ス ・モ シ ュ ー ル {5)DOS、FOSBASIC

'

{5}LSI-11イ ン タ フ ェ ー ス (6)ACTIVEコ ース

(D入 門 コ ース プログラ ミングの基礎完成 、デ

(2)FORTRAN基 礎 一 夕ベ ース 、オ ペ レ ーシ ョンな

{3}COBOL基 礎 どが 主体 であ る。
4 3.5～4

一

(4)BPL

(5)FORTRAN応 用

{6)COBOL応 用

(7}RDOS概 説

(1}PDP-11イ ンス トラク泊 ンセット (1}オ ペ レー シ ョン ・コ ース OSの 上 級、プ ログラミングの

〔2)MACRO-11プ ログ ラミング {2)BOS/Dオ ペ レーシ ョン ・コー 実 践 、デ ー タベ ース 、 ア セ ン

{3)RSX-11Mオ ベ レーシgン ス ラ な ど の コ ースが 多 い 。

5 4.5～5
(4)RSX-11Mプ ログ ラミング

(5}RSX-11Mマ ネ ジ メ ン ト

(6}RSX-11Mシ ス テ ム

(7)VAXイ ンス トラクションセ ット

プ ログ ラミング集合 教育など。

特定 メーカ以外では一般 的でな

いo

6 6以 上 一
一
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図表42 自習書 の所要 日数別 の 分 布(1)

1・)5

5>10

11～15

1〔ト・20

21～30

N社3]～40

41～50

51～60

1カ 月

2カ 月

0 10 20 30 40 50

1～5

5【)10

11～15

16～20F社

21～30

31～40

41～50

51tV60

0 10 20 30 40 50

1 l

I15

114

lll

110
111

140

111

占2

1～5

θ》10

11～15

H社16'・-20

21～30

31rv40

41～50

51fV60

0 20 30 40 50

1

3

5

1

ウ
一

9
一

1～5

6>10

11～15

1fr)20

U社21～30

31～40

41～50

51fV60

0 10 20 30 40 50

(U社 につ いて は8時 間 一1日 の比 率 で換 算 した)
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図表43 自習 書 の所 要 日数 別 の 分布 (2)
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図表44自 習書の標準学習時間と内容(1)

メーカ

N社 F社 H社 1社

=

〔1)デ ー タ ベ ー ス とは {Dオ ンライン入 門 (1)IPPF使 用法 (nサ ポ ー ト・セ ンタの 利 用法

(2)NWP-10N文 豪 (2)Mシ リーズVTAN入 門 (2)OS/VSの 概念 と諸機能

1 1～5 {3}Mシ リーズ 日本語処 理 〔3}仮想計算機の概念

{4)OSIVVSAM

⑤OSW/F4×8QUERY

(1)COBOL構 造化 {Dコ ン ピ ュ ー タ入 門 〔DPDM入 門 {Dデ ータ処理 システム入門

② オ フィス コン ピュータ入 門 (2)シ ステム分析 設計 (2)VOSOワ ークステ ーシ ョン {2)VSE/POWERの 基本

{3}VTRで 学 ぶ オ フィス コン 〔3}デ ー タベ ー ス入 門 {3)NHELP対 話処 理 的使用法 一'

2 6～10 ビ ュ 一夕 {4)オ ペレーティング・システム入門 (4)PDM入 門 {3}VSE/VSAMの 基本 的

(4)NWP-20N文 豪 操作 (5}Mシ リーズ仮 想 記憶 ⑤NHELP対 話処理 使用法

(5)OAソ フトパ ッケージLAN

PLAN

(1)オ ン ラ イ ン シス テ ム とは (DRPG自 習 書 (Dオ ペレーテ ィング ・システム入 門 {Dプ ログラム作成 の基礎1'

(2)ADBSの 紹介 〔2)Mシ リーズJEFCOBOL ② 仮想記憶入門 ② 仮想記憶 システ ム入 門

3 11～15 ㈲COBOL/S文 法 と機能

(4)対 話 しなが らプログ ラム

{3}OSIV/F4MSPPFD (3)オ ンライ ン ・システ ム入 門

(4}オ ンライン ・システ ム構 成

13)OS/VSジ9ブ より制御

言語の使用法 .

も作れるSMART (4}VSAMプ ログ.ラ ミン グ

{5)ビ ジネス・パーソナル コンピュータ .

(1)PWSSに よ る プログラム (1)OSWVSAMCOBOL (1}フ ァイル編成入 門 (1}DOS/VSE基 本的 使用法

②NWP-10N文 豪 ガイド {2)OSIVHYPERCOBOL {2)イ ンフ'ット・アウトプット設 計 {2)OS/VSVSAMの 機能

4 16～20 {3}BASICプ ログ ラミング 13}OSIV/F2デ ータ管 理 マクロ {3}L-320文 豪 処理オペレーシ.ン とAMS

手ほ どき {4)OSIV/X8デ ータ管 理 マクロ {4}NDOS/VOSIア センブ {3}基 本PL/1

(5)OS】V/X8AIFコ マン ド ラデ ィスク ・ファイル (4)IMS/VS基 本 的 プログラ

ミング

(1)COBOLプ ログラ ミング 〔1)ソ フトウエア ・エンジニアリング (1)VOSO使 用法 〔DIシ ステム入 門

{2)COBOL文 法
`

{2)♂AIMDBプ ログ ラミング (2)拡 張RPG入 門 (2)VM/370CMSの 使用法

{3}OSW/F4、X8AIM {3}ア セ ン ブ ラ入 門 {314300VSECOBOL言 語

5 21～30
DCプ ログラ ミング (4)EDOS/EDOS-MSO (4)システム/370FORTRAN

(4)OSIV/F2JISCOBOL アセンブ ラフ'ログラ ミング {5)IMS/VSメ ッセ ージ ・フ

(5}OSWつ(8使 用 法 オ ー マ ッ ト

ωFORTRAN (1)FORTRAN自 習書 白}フ ァイル設 計 (1}DOS/VSア セ ンブ ラ

{2)NECオ フィス コンピュ ータ {2)OSIVア セ ンブ ラ ②VOS2/3使 用法 プログラ ミング

COBOLプ ログ ラ ミング {3}OSIV/F4JISCOBOL (2}ANSCOBOL

6 31～40 {3)ACOSCOBOLプ ログ ラ (4)OSW/ESPプ ログラム開 13}ACF/VTAMの 基 本的

ミング 発 プ ログ ラミング

(4)COBOLフ'ロ グ ラミング手 {5)UNIOSCOBOL基 礎
,

ほ どき

(1)TSSの 上手 な使 い方 ωOSIVPL/1 ω アセンブラ言語

7 41～50 一

〔2}8100/DPPXCOBOL

基本的プ ログラ ミング

{3;シ リーズ/IEDX

(1)COBOL自 習書
8 51～60

← .一 一

'

{DNWP-20N文 豪操作 (1}DOS/VSPRG皿

9 61～100
ワ ークブ ック(基 礎)

(2)NWP-20N文 豪 操 作
一 一

ワークブ ック(上 級)

.

10 100以 上 一 ← 一 一

'
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図表45自 習書の標準時間と内容(2)

＼ メーカ
所要時間＼ M社 u社 C社 Y社

(時間)
(1}399/499オ ペ レータALF {1)Yシ リーズ80概 説

〔2}399/499オ ペレータCFF (2)Yシ リーズ80イ ンス トラク

1 1～5 一 一 シ ョン

{3}SLPCプ ログラミング

{4)UAPC操 作 説明

2 6～10 一 一 } 一

U)オ フィス コンピュータの 基 礎 (Dオ ンラインシステム概要 (1}7200オ ペ レ ー タ

② プログラミングの基礎 ② データベ ース入門 {2}7200プ ラ ン ナ

3 11～15 {3)デ ィスプレイファイル装置 操

作

一

(1)399/499オ ペ レ ータ

4 16～20 一 一 一 一

ω デ ータベ ース システム設 計 (1)399/499プ ログ ラミン

(2)U1100ア センブラ ・エク グ

5 21～30 「

一
ゼクテ ィプ ・リクエス ト

一

(1)コ ン ピュータ基 礎

(2}プ ログ ラミング基 礎

6 31～40 一

{3}プ ログ ラ ミング基 礎 ∬
一 一

{4)U1100ASCllCOBOL

{5}U1100ASCllFORTR

AN

7 41～50 一 一 一 一

〔1)COBOL基 礎

(2)FORTRAN基 礎

8 51～60 一 一 一

9 61～100 一 一 一 一

(D初 心 者のための システム

10 100以 上 一

設計
一 一

、
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5.実 施 状 況

5.1メ ー カ 別 実 施 状 況

5.1.1実 施 回 数

各 社 の講 習会 案 内に は コ ースの 種類 別 、 地域別 の 講習 会 実施 予定が つ いてい る
。 この 予定 表 に

記 載 さ れ てい る期 間 は各 社 ご とに異 な る。1月 か ら12月 ま で の1年 単位
、4月 か ら翌年3月 ま

で の年 度 単位 、4月 か ら9月 まで
、 あ るいは10月 か ら翌 年3月 まで の半 年度 単 位(こ れ が最 も

多 い)、3ヵ 月 ごとな どが 主 なま とめ 方が ある
。

各 社 の予 定 表 に記載 され て い る 実施 予定 日数 を全 部数 え 、1ヵ 月平 均 の 実施 状況 を ま とめた 。

そ の結 果 は 図表46の 通 りで あ る。 た だ し予 定表 に出 て い ない不定期 コ ースは調 査 対 象か ら除 外

してい る。

H社 、F社 は月 当 り平 均 実 施 回 数が100回 を こえ る。以 下50～60回/月 程 度 実施 して い

るT社 、M社 、N社 、U社 が ある 。O社 は1.9日/月 と少 ない。10社 全 体 で567 .8回/月 、平

均56.8回/社/月 の実 施 状況 で ある。 なおY社 は予定 表 が ない ので統 計 か ら除外 して い る
。 ま

た デ ーラ実 施 の コース も除外 した 。

図表46メ ー カ別 地域 別講 習会 実 施 状 況

H社

F社

T社

M社

N社

u社

1社
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C社

O社
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5.1,2各 社 の実 施状況

N社

昭 和58年4月 か ら9月 まで の6カ 月 間に延 べ396回 の講 習会 を実施 した 。東 京199回 、

大 阪69回 、名 古 屋33回 、そ の ほか棚 、仙台 、松本 、甲府 瀞 岡 ・岐 阜 ・金 沢 ・9山 ・福井 ・

広 島 、松 山 、高松 、福 岡 、北 九州 、熊 本 、沖齢 どで 実施 して い る・1力 肝 均65・9回 実施 し

て いる ことに なる 。

F社

昭 和58年 、。月か ら昭和59年 ・月aで の6力 胴 に全国 で63・ 回(平 均1・ ・回/月)

実施 す る。東京299回 、大 阪138回 、名古 屋90回 、 この ほか に札幌 、釧 路 、旭 川 、福 岡 、

北 九州 、鹿 児 島 、長 崎 、大 分 、熊本 、宮 崎 で実施 して い る。

H社

昭和58年 、。月 か ら昭和59年3月 まで の6ヵ 月間 に64・ 回(平 均 ・・6・7回/月)の'

一スを 実施 す る 。東京295回 、大 阪205回 、名 古屋140回 で あ る。地方 都市 では実 施 して

い ない 。

T社

T社 の講 習会 は 、同 社の 系列 会 社 で実 施 して い る。昭 和58年4月 か ら9月 の 間 に403回

(平 均66.8回/月)実 施 した.鯨 汰 阪 、名古 屋 瀞 臥 札幌 ・仙台 ・es山 ・金沢 ・広 島 ・

高松 、松 山 、福 岡 、鹿 児島 、長 崎 で実施 して い る。

M社

M社 も同社 の系列 会 社 で実 施 して い る.昭 和58年1・ 月か ら昭 和59年3 .月まで に397回

(平 均66.、 回/月)を 、東 京 、大阪 、名 古屋 瀞 岡 、札 幌 ・仙台 ・S潟 ・金沢 ・広 島 ・高松 ・

福 岡 で実 施 して い る。

　 　

va。58年 、月か ら ・月 の ・ 力胴 に 」ll崎 、鯨 、大阪 、名古 屋 ・札幌 ・仙台 ・ 高知 ・福 岡 ・

沖縄 の各 都 市 で416回(平 均44.5回/月)実 施 した 。

　 　

昭和58年4月 か ら昭 禾・59年3月 までの ・年 間 に.m京 、大 阪 ・名 醒 ・福 岡 の4都 市で

504回 以 上(平 均56、6回/月)実 施す る 。

C社

昭和58年7月 か ら12服 で の6胡 間 に 鯨 、大 阪の2都 市154回(平 均25・7日/

月)実 施 した 。

一450一



D社

昭和58年7月 か ら12月 まで の6ヵ 月間 に 、東 京 、大阪 の2都 市 で181回(平 均30.2日

/月)実 施 した。

0社

昭和58年 度は 東京 だけ で23回(平 均1.9日/月)実 施 した。

以 上 の各 社 の実 施状況 をま とめ る と図表47の 通 りとな る。 図表 の数 字 は 、メ ーカ名の 下 に記

入 した 期 間に各 地 で実施 した 回 数 を表 わす 。 ただ し講 習 会案 内の 期間 が各 社 に よ り必 ず しも一致

しないの で 、1ヵ 月 当bの 実 施回 数を求 めて活 弧 内 に示 した 。一 番下 の合計欄 の 比 率 を見 る と

51.9%が 東京 に集 中 して い る こ とが わか る 。
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図表47メ ーカ別地域別講習会実施状況

地 域

メーカ
関 東 関 西 東 海 北海道 東 北 甲偲越 北 陸 中 国 四 国 九 州 合 計

1
N社

59/4-9

東京 199 大阪 69 札幌 16 仙台 24 松本
甲府

1

2

金沢
富山

麟

3

2

1

広島 12 高松
鍋

6

3

11

}
396

{65.9}

名古屋
船岡
岐阜

33

1

1

本
領

199{33.1} 69(1L5) 35{58) ハ6(2.7〕 24(4.0) 310.5} 6(ハ) 12(2) 9(L5} 23(3.旬

2
F桂

東京 299 大阪 138 名古座 90 札幌

釧路

旭川

34

1

1

5↑蘇1
2宮 崎1
1

630

(105}

299(49.8} 23(23,0} 90(`5.0} 36{6.0) 67(1121

3
H社

58/10^5口

東京 295 大阪 205 名古屋 1イ0
640

(106,7)

295(492) 205{342) 140(23.①

4
T社

58〃呼

東京

{
WP:;
バソヒ723β8

TOSWU8127

大阪 18

WP66

名躍

"岡

"

WP23

WP24

札幌 5

WP12

仙台 1

WP34

富山
金沢

3

WP1

広島 5

WP18

高松
松山

1WP3

1

福岡
鹿鳴
長崎

5

WPな し1

1
403

(66.8)

147+23(31ω 84(11.ω 58(97} 17{2.8[ 35(5.8} 4(0.7) 23{3,8) 5ω.8) 7{1.2}

5
M社

5MO-59/3
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10

札幌 to 仙台 8 新潟 4 金沢 4 広島 14 高松 7 福 岡 2`
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{663)

158(263[ 125(20.8) 46(78) 10{L7) 8{1.3} 4ω.7} 4(07) 14(23) 7(1.2} 21{3.5)

6
1社
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(5550D15
3ヵ月
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静 岡
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0
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沖 縄

1
0

1
4t6

"4.5)
.

262+15(26,8) 85+16"2.41 23弼(4,6} 1(0」) 3(03} 0 0 0 1{0.川 2ω.2)
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9
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10
Y社

11
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5.2地 域 別 ・都市 別 実施状 況

5.2.1地 域 別の実 施 状 況

図表48は 、全 国 を10地 区 に分け て 、講 習会 の1ヵ 月 当 り実 施回数 と対全 国 比 を ま とめ た も

の で ある 。

図表48地 域 別 の 実 施 状 況

＼ 都 道 府 県
実施回数
(回/月)

百分比⑳ 主 要 実 施 メ ーカ

1 関 東
東京 、神 奈川 、千葉 、

埼玉 、栃 木 、茨 木 、

群馬

295.9 51.9
N.F.H.T.M.1.U.

C.D.0.

2 関 西
大阪 、京 都 、兵 庫 、

和 歌 山 、奈 良 、滋 賀
140.2 24.6

N.F.H.T.M.1.U.

C.D.

3 東 海 愛 知 、岐阜 、三 重 、

静 岡

』69
.6 12.2 N.F.H.T.M.(1).U.

4 北海道 北海道 14.6 2.6 N.F.T.M.1.U.(O.

5 東 北
青 森 、岩 手 、秋 田 、

宮 城 、山形 、福 島.
12.4 2.2

N・T・M・1・U・

6 甲信越 新 潟 、長野 、山梨 1.2 0.2 N.M.(1).

7 北 陸 富 山 、石川 、福井 2.4 0.4 N.T.M.(1).

8 中 国 岡 山 、広島 、山 口 、

鳥 取 、島根
8.1 1.4 N.T.M.

9 四 国 香川 、愛 媛 、高知 、

鶴
3.6 0.6 N.T.M.1.

10 九 州
福 岡 、佐 賀 、大 分 、

熊 本 、鹿 児島 、宮 崎 、
長 崎 、沖 縄

21.6 3.8 N.F.T.M.1.U.

合 計 569.6 100.0

関 東 、関西 、東 海 の3地 域 で全 体 の88、7%に 達 する 。 た だ し、九州 は 比較的 実 施 回数 が多 く

21.6回/月 、3.8%に 達 して い る。

主 要 実施 メ ーカを見 る と、オ フ ィス ・コン ピ ュ ータ関 係 の講 座 を もつN社 、T社 、M社 の地 方

での 開 催頻 度が 高 い。

5.2.2都 市別 実施 状況

図表49お よび 図表50は 都 市SIJCD講 習会 実 施状 況 を示 す。全 国で28都 市 に及 ん で いるが 上

位 数都 市 で大 多数の 講 習会 が 行 われて い る。
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講 習 会実 施 都市 ペス ト ・テ ンは つ ぎの通 りで ある。

雌

-

2

3

4

5

6

7

8

9

m

都市名

東 京

大 阪

名古屋

川 崎

福 岡

札 幌

仙 台

広 島

静 岡

富 山

実 施 回 数

274.1回/月

140.2

67.6

21.8

20.1

14.2

12.4

8.1

1.8

1.4

累 積 比 率

48.1%

72、7

84.6

88.4

92.0

94.5

96.6

98.1

98.4

98、6

上 位5都 市 に92%の 講 習会 が 集 中 してい る こ とにな る。 また 図 表50は 、ある 意 味で は 日本

の情 報 化 都市 の分 布 ともいえ る。
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図表49都 市別の実 施状況

調査項 目
地域 ・都市

実施回数
(回/月)

主要 実施 メ ー カ 順位
地 域 合計

([亘レ月)
備 考

1 関 東
1 東 京 274.1

N.RH.T.M.1.U.

C.D.O.
1

295.9

2 川 崎 21.8 1. 4 1は こ こが 主体

2 関 西 3 大 阪 140.2
N.F.H.T.M.LU.

C.D.
2 140.2

3 東 海

4 名古屋 676 N.F.H.T.M式1).U. 3

69.6
Tは ワー プ ロ主 体

1は 調査 期 間 中 な し5 静 岡 1.8 T.M.1.N. 9

6 岐 阜 0.2 N. 20

4 北海道

7 札 幌 14.2 N.RT.M.1.U⑩. 6

14.6

Cは 開催地にあげている
が、調査期間中なし

8 釧 路 0.2 F. 20

9 旭 川 0.2 F. 20

5 東 北 10 仙 台 12.4 N.T.M.1.U. 7 12.4

6 甲信越

11 松 本 0.2 N. 20

1.212 甲 府 0.3 N. 15

1は 開催地にあげている
が調査期間中なし13 新 潟 0.7 M.(IL 13

7 北 陸

14 金 沢 0.8 N.T.剛IL 12

2.4

Tは ワ ープ ロ主体

1は 調 香 期 間中 な し

1は 調査期間中なし15 富 山 1.4 N.T式IL 10

16 福 井 0.2 N. 19

8 中 国 17 広 島 8.1 N.T.M式IL 8 8.1 1は 調査期間中なし

9 四 国

18 高 松 1.5 N.T.M. 10

3.6 1は 調査期間中な し19 松 山 0.6 N.丁 式1). 14

20 高 知 0.1 1. 24

10 九 州

21 福 岡 20.1 N.F.T.M.LU⑩. 5 Cは 調査期間中なし

1は調査期間中なし22 北九州 0.3 N.F式IL 15

23 熊 本 0.3 N.F。 15

24 鹿児島 0.3 F.T. 15

25 長 崎 0.1 F.T. 24

26 大 分 0.3 F. 15

27 宮 崎 0.1 F. 24

28 那 覇 0.1 N.1. 24

合 計 569.6 569.6

注:実 施 メ ー カ中Oは 、講 習会 案 内に は実 施場所 と指 定 されて い るが 、調査 期 間 中 に は開 催さ れ なか

った ことを示 して い る。 -455 一



図表50 講 習 会 の 分 布

も

数字は月当り平均

講習会実施回数

長
・・ぽ

鹿 児
0.3

o

知

1

高

α～山

6

条

0
,

崎

ユ

●5
0

"
発ぽ

〆
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6.ま と め

6.1全 体 の傾 向

前回 の 昭和50年 度 の 調査 の とき と比 較 して 、 コ ン ビ=一 夕 ・メ ーカの主催 す る教 育 は 、次の諸

点 で急速 に進歩 し整備 され て来 た こ とが 明 らか であ る。

(1)各 社 の講 習 会体 系が 整備 され 、体 系化 さ れ て来 た 。

② 利 用部 門 を対 象 とす る コ ースが 増 えて来 た 。

{3)自 習 教 育 、VTRの 整備 が 進 ん で来 た 。

(4)教 育が 実 施 され る地 方都 市が ふ え 、ま た 開催 頻 度が 多 くな った。

⑤ 各 社 とも情報 シス テ ムに対 す る考 え 方 を 明示 す る傾 向が 出て来 た。

(6)有 料 コ ースの 比率が 増 加 した。

(7)講 習 会 案内 が わか りや す くな った 。

情報処 理 教育 に対 す る メ ーカ主 催 の講 習会 の役割 は 現在 で も重 要で あ る。 そ の意 味 で も前回 の調

査 の時 点 より、 整備 されて い る こと が今回 の 調査 で確 め られた 。

6.2今 後 の 期 待

今回 の 調査 で 、メ ー カの教 育 コ ースが 整備 され た ことが 確認 出来 たが 、さ らにつ ぎの 各 項に つい

て整備 され れ ば 、利 用者 に とって さ らに 理 解 しやす く利用 しや す くな るで あろ う。

(1)シ ス テム ・エ ン ジニア 、 シス テ ム ・ア ナ リス ト、 シス テ ム ・デ ザイナ な ど用 語 とそ の定 義が 、

メ ーカに よ り異 な る と ころが あ る。

② 有 料 コ ースの 料金体 系 が メ ーカに よ り、か な り異 なる。 料金 体 系を工夫 して、利 用 者 に と って 、

さ らに わか りや す く した方 が良 い。

{3)利 用 企 業が 自社 の内 部 で 行 う研 修 の中 で 、 どの ような形 で メ ーカの教 育 コ ース を利用 した らよ

いか につ いて は 、一部 の メ ー カで 解 説 してい るだけ なの で 、今後 は この点 に つ い て各 メ ーカ とも

研 究 す べ きで あろ う。

利 用者 の立 場 か ら、 メ ー カの 教 育 コ ース を利 用す る場合 に は、つ ぎの 項 目に つ いて 配 慮す る必 要

が あろ う。

(1)利 用 企 業 は、 まず 自社 の 要員 の キ ャ リア ・パ スや 企業 内 研修 を整 備 して 、要 員 の 研修 目的 を明

確 にす べ きで あろ う。

② メ ーカの教 育 コ ース を利 用 す る こ とに よ り、だれ を どの よ うな分野 で どの 程度 にま で教 育 しよ

うとす る か をは っき りすべ きで あ ろ う。

㈲ メ ーカの 教育 コ ース を受 講 さ せ る と きには 、受講 成 果 を ど う評価 す るか を あ らか じめ考 えて お

く。

(4)シ ス テ ム ・デ ザ イ ナ、 プ ログ ラ マ とい った コ ンピ ュータ特 有 の用 語 の 意味 を十分 確め て 受講 コ
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一スを誤 らない よ うにす る 。

㈲ メ ーカの 教育 コースは 情報処 理 教 育 に必要 なすべ て の分 野 を カバ ーして い る訳 で は ない ので 、

メーカの教 育 コ ース を受 講 す るだ けで 必要 な知 識 ・技 術 のすべ て を 習得 出来 る訳 で は ない こ とに

留意 す る。(こ れ は別 に メ ー カの 教 育 コースに限 った こ とで は な く、一 般 に座 学で 習得 出 来 る範

囲 は限 定 され る。)
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第2章

コンピ ュー タ ・ユ ーザ にお け る企業内情報処理教育

1.コ ン ピ ュ ー タ 要 員 教 育

1.1コ ン ピュ ータ要 員 と情報 処理 教育 に関 す る実態

Ll.1コ シ'ピュ一 夕要 員 の推移 傾 向 と諸 問題

2回 にわ た る石 油 シ ョック を経 験 す る 中 で、 各企 業 と も低成 長 の経 済環 境 の も とでの 生 き残 り

作 戦 と して、 経営 効 率 化、 諸 経 費 の節 減 あ るい は経 営 体 質化 な ど に力を注 い で きた。 当 然 の こ と

な が ら、 繍 シス テ ム部門 もこ うし た努 力 噛 力せ ざるを得 な… その結 果 ⇔ ピ・ 一 夕要 員

も削減 を 目差 ざ るを得 ず、 その た め に種 々の悩 みが 生 じてき てい る。 まず は、 この あた りか ら コ

ン ピュー タ要 員の実 態 を分 析 してみ る。

(1)コ ン ピ ュー タ要 員 の推 移傾 向 ・・

職種 ごとの現 在 の要員 数(昭 和58年7月 現在)と2年 後 の計 画人 数 に関す る調査 結 果 の 要

約 が 図表1で ある。 これは、 中型 以上 の汎 用 コ ン ピュー タ ・ユーザ185社 の 回答 の職種 別 平

均 人数 で あ る。か な り厳 しい 状況 が 示 され て い る。

図 表1 職 種 別 要 員 の 推 移 傾 向

(回 答 数:185社)

人 数
職 種 町人10 20 30

1 1 ,
ク/73人/ク 刀'巨 人1

情 報 シ ス テ ム 管 理 者 0.4
65人lt=69

シ ス テ ム ・ エ ン ジ ニ ア

(ア ナ リ ス ト/プ ラ ン ナ)

イ/Z/ンZノ/i&o/ンZZ////Z雁 栩2a1
17.8 145]223

シ ス テ ム ・プ 。 グ ラ'マ
〃 〃 〃 α4/〃///控3iiza14・ ・

11.1L選 ..]14・9

適 用 業 務 プ ロ グ ラ マ
〃〃〃 〃〃 〃 〃2・9/〃/〃 〃 〃/〃 裁21fず77万222328

「
」2&6

:E鑑/竃

[

18.4 11α2

オ ペ レ ー タ
〃 〃 〃11.7/〃 〃/〃 ∠∠∠!1L1∠ μ.∠ 一左 ヨ23・ ・

一1
18,7

己

一一「
199

」

現 在(83年 度)

2年 後 の計 画 ・1

(85年 後)

10.418・3

データ ・エン トリー ・オペ レータ

(1/Oチ ェ ッ カ を 含 む)

//////11.7/////〃2=乙ZZZ2亘 三=ZZZZ2Z22i2a8

9511L4

ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 要 員

'0
.2

掴r← 一}1・7

立]酷 ・・
醐 土 一1・7

201T6--23
デ ー タ ベ ー ス 管 理 要 員

そ の 他
〃/〃 〃125/////磁 』2153

94圃1・2

(出 所:「IBM研 究 会 ア ンケ ー ト調査 結 果 」-1983年 度)
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現在 の要 員総 数 の平 均 が95.6人 であ るの に対 し、2年 後 の 昭和60年 には89.6人 の予 定

で あ る。2年 間 に9.1%の 減 少 にな る。 一 方、 外 注要 員総 数 も47.4人 か ら2年 後 には40.2

人 熾 る.。 ち らは、 ・5.2』%の 削減 であ る.新 規 醗 業 務量 、 デ ー孤 蝶 獺 と もに大 幅

な 伸び を示 してい る 中で の要員 抑 制 で あ るか ら、 当 然 の こ とな が ら生産 性向 上 の 策 を打 た ざ る

を得 ない。有 力な 手段 の1つ が、 要 員 に対 す る教 育 の充実 に よる技 術 の 向上 で あ る。

要 員数 を 職働 」に みた場 合、 増 加 予麟 の は、 「システ ム プ ・グ ラ マ」・ 「ネ ・ トワー ク

管 理要 員 」、 「デー タベ ー ス管理 要 員」 の3職 種 だ け であ る。 これ らは 、 い ずれ も技 術的 な サ

ポー トの仕 事 を主体 にし たス ペ シ ャ リス トで あ る。特殊 な ス ペ シ ャ リス ト以 外は で き るだ け減

ら して ゆ き たい とい うの が 実情 であ ろ う。

② 要 員 に関す る諸問 題

コン ピ ュー タ要 員 に関 す る主 要 な 問題 点 は、 「新規 適 用業 務 開発 の要 員 不足 」 、 「業務 量 の

増 加 に対 す る要 員不 足 」お よび 「要 員 の技 能 不 足 」で あ る(図 表2)。 こ の三大 不 足 が大 きな

悩 み であ る。2つ の 要 員不 足は、 図表1の 要 員 の推 移傾 向 か らみ て も、 当 然 の悩 み とい え よ う。

と りわ け、 同 じ調査 報告 書 の 中の 別 のデ ー タか らみ る と、 新 規 開発 業務 量は 年 々20%内 外 の

増 加 、 業 務処 理 量は16%程 度の 増 加が見 込 まれ てい るだけ に、 これ ら2つ の 問 題 は 一層 深 刻

であ る。

図 表2 コ ン ピ ュ ー タ 要 員 に 関 す る 問 題 点

(回 答会社数:231社)

問 題

パ ー セ ン ト

点 10 20 30 40 50 60 70

新規適用業務開発 の要員不足

1 1 ` ` 1 1 `

168件

.

727%
■

業務量 の増加に対す る要 員不足 1…139

要員の技能
知識等)

(情 報 処 理 の知 識 ・技 術 や業 務 54.5126 1

要員の高齢化 95 141.1

ロー テ ー シ ョン及 び 昇進 の 機 会 の減 少 93 1・ α2

経験の不足 12・ ・61

経営方針 による人員削減 の影響 48 1…

教 育機会の減少 2311・ ・

モ ラル の低 下 161・ ・

(出 所:「IBM研 究 会 ア ンケ ー ト調 査 結 果」-1983年 度)

一460一



教 育 とい う観 点 か らみた場 合、 「要 員の技 能 不足 」は大 きな 関心 事 に な る。技 能向上 の た め

の教 育実態 が ど うで あ るの か気 にな る とこ ろで あ るが、 これ は1・1・4に 譲 る。 こSで は 要 員 不

足 の方 に的 を しぼ っ て、 そ の実 態 を も う少 し分 析 してお く。

要 員 不 足 の度 合 い が どの程 度 で あ るのか を職 種 別 に と らえ たのが 図表3で あ る。 これ は 、 情

報 シス テム部 門の 管理 者 か ら得 た 回答 であ る。 「不足 」、 「やS不 足 」 が過 半数 を 占め て い る

のは、 システ ム ・コンサル タ ン ト要 員 と システ ム設計 要 員 で あ る。 シス テ ム ・コ ンサル タ ン ト

要 員 で は73.9%、 シス テ ム設計 要 員 では76.9%に もな って い る。 い わ ゆ るシス テ ム ・エ ン

ジニア の不 足 が深 刻 なの で あ る。 一 方、 プ ログ ラ ミン グ要 員 や オペ レー タ要 員の 不 足は それ ほ

ど問題 では ない。 と りわ け、 オ ペ レー タ要 員は20.3%が 不 足 を感 じて い る に過 ぎない 。 業 務

委託 や 外 注 な どの代 替 手 段 が比 較 的容 易 に とれ る こ とが、 要 員 不足 を感 じさせ な い要素 に な っ

て い る面 もあ る。

シ ス テ ム ・ コ ン サ ル

タ ン ト要 員(S=467)

シ ス テム設 計要 員

(S=488)

プ ロ グ ラ ミ ン グ 要 員

(S=489)

図 表 ・3 自 社 要 員 の 充 足 度 の 程 度

/
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〆
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,'
,''

/
/
'

'/

!
/ '

!

O.6S

1.0

1.4

オ ペ レ ー タ 要 員

(S工484)8.7 18.8 60,5 9.3Z7

(出 所:「 コ ン ピュー タ 部門 と実務担 当者 の実 態 と意 識 に関 す る調査 研 究 報告 書 」,

(社)日本 デ ータ ・プ ロセ シ ン グ協 会)

と ころ で、 要 員不 足 に現在 どの よ うな対 応 を し、 また今 後 の対 策 を考 え てい る の であ ろ うか

(図 表4)。

「新入 社 員 の採 用 」 に よ る補 充 が、〈 現 在〉 もく 今 後〉 も トップで あ る。 た だ し、 これ は コ

ン ピ ュー タ要 員 に育 成 す る ため の教 育訓練 が 前提 にな ら ざ るを得 ない 。
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噺 入社 員の採 用 」 噸 くの が、 「業務 の外注化 縫 」 で あ る・ ただ し・ 今 後 の対 策 とな る

と、 。れ よ りも 「業 務 の 他舗 へ の 分散 」 カ・よ り穂 的 齪 進 さ泌 傾 向 にあ る・ 甑 今後

の策 と して は、 部 門 内 お よび 社 内 での 「・一 テ ーシ ・ンの 活発化 」 が 目差 され る・

図表4要 員の過不足対策

パ ー セ ン ト

対 策

102030405060

`1

1239件(5L8%)
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・・所 ・ 「コ ン ピ ュー タ部 門 と実 務担 当 者 の実 態 と意識 に関す る調 査 研 究 報告 書
(社)日 本 デ ータ ・プ ロセシ ング協会)」'

1.1.2コ ン ピュー タ要 員 の職 種区 分 と職種 内容

前 項 の 図表 、と図表 ・の ・つ の誠 デ ー ・ での離 区 分 に もみ られ る よ うにコ ン ビ ・一 夕要

員 の髄 区 分や 難 名 は きわめ て あい ま・・で あ ・・ また・ 非 常 に多様 化 ・て"る ・ 髄 区分 繊

種名 が 不 醜 で あ ・だ け では な・・.担 当す ・嚇 内容 も多 様 化 ・て お り・ 一様 で}まな い・同 噛

種 名 で あ 。て も、 企 業 に よっ て担 当職 務 内容 カミガラ リと異 な る・

当 セン。一で は 、昭和57靴 「撤 情ma理 技 縮 の職 観 客 馴 査雛 書 」を 発刊 してL'る ・

.の 調 査 結果 。 も、 上 述 の ・ とが は ・ き ・と勅 れて い … の調 査 結 果 の お まかな傾 向 に も

とつい て綱 硫 称 と主 要 職務 内容 を鯉 して み る と・ 図表5の よ うに な る・
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図 表5職 種 区 分 と 主 要 職 務 内 容

職 種区 分 代表的職種呼称 職 種 概 略 主 要 職 務 内 容

.

管 理 的 職 種 ◎ シ ス テ ム ・プ ラ ンナ

● フ'ラ ンナ

主 として管理的仕事 に

従事 してい る人

●総合計 画 ・管理 的業務

・プロジェク トの計 画 と管理

●標 準化推進、教 育訓練計 画 と

実施

シ ステ ム 設 計

職 種

◎ シス テ ム ・エ ン ジ ニ ア

●SE

●シス テ ム ・プ ラ ン ナ

●シ ス テ ム 設 計 者

●ア ナ リス ト

主 として システ ムの分

析 と設計に従事 してい

る人

●システ ムの予備 調査 と概略 設

計

●システム要件 の分析 と基本設

計

■システ ムの詳 細設計

■システムの検査 と評価 ・改善

技 術 サ ポ ー ト

職 種

◎ シ ス テ ム ・プ ログ ラ マ

●テ ク ニ カ ルSE

●シ ス テ ム ・エ ン ジニ ア

●技 術 サ ポ ー タ

主 として専門的技 術サ

ポー トの仕事 に従 事 し

てい る人

●システム ・プログラミング

●標準化 推進、 教育訓練計画 と

実 施

●システムの検 査 と評価 ・改善

プログラマ職 種 ◎ プログ ラマ 主 と してプログラム開

発に従事 してい る人

●プ ログ ラム設計 と仕様書 の作

成

●プログ ラム ・コーデ ィングと

単体テ ス ト

●統 合化 テス トとシス テム ・テ

ス ト

●プ ログ ラムの修正 ・保守

オペレー タ職 種 ◎ オ ペ レ ー タ

● チー フ ・オ ペ レ ー タ

● スケ ジ ュ ー ラ

主 としてオペ レー シ ョ

ンの仕事に従事 してい

る人

● プ ロダ ク シgン の ス ケ ジ ュ ・

リン グ と そ の コ ン トロー ル

● ジ 日一 ブ の 準 備 と 後 始 末 、 お

よ び ライ ブ ラ リ管 理 業 務

「代 表 的 職種 呼 称」 欄 で示 さ れて い るよ うに、 システ ム ・プ ランナ とい う呼 称は 管理 的職 種 に

適 用 してい る企 業 もあ れ ば、 シ ステ ム設計職 種 に用 い てい る企 業 もけ つ こ うあ る。 プラ ンナ や シ

ステ ム ・プ ラン ナ、 ア ナ リス トな ど も両職 種 で用 い られ て い る。 シス テ ム ・エン ジ ニアやSEは 、

前 出2職 種 だ け でな く、 技 術 サ ポー ト職種 に用い てい る企業 もあ る。 特 殊 な ところ では 、 プ ログ

ラマ職 種 に さえ用 い てい る。 従 って、 職種呼 称 名は 必ず し も職 務 内容 を代 表 す る名 前 とは い えな

い。 なお、 そ れ ぞ れの職 種 区分 で最 も多 く用 い られ てい る ポ ピュ ラな呼 称 は◎ をつ けた名 前 であ

る。

これ以 降 の報 告 では 、 図表5の 職 種 区分 の うち、 システ ム設 計 職種(シ ステ ム ・エ ンジ ニア)、

技術 サポ ー ト職種(シ ステ ム ・プ ログ ラ マ)、 プロ グ ラマ職種(プ ログ ラマ)の3職 種 に焦 点 を
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絞 っ て説 明 して い く。

1.L3コ ン ピュー タ要 員 の実態

(1)職 種 別年 齢構 成

各 職 種別 の 年 齢構 成 を示 したの 瓜 図表6で あ る。

シ ステ ム設 計職 種 では、26才 か ら35才 が全 体 の76.4%と 大 部 分 を 占め てい る。20代

前半 は きわめ て少 ない。 一方 、30代 後半 は13.1%の 割 合 であ る。

プ ログ ラマ職 種 にな る と、21才 か ら30才 が70.5%を 占め る。30代 前半 が14.2%で

あ る。 シス テ ム設 計 職種 よ りほS'5才 碁 ・のが プ ログ ラマ職 種 で あ る。 プロ グラ マを数 年経 験

して か ら シス テム ・エ ンジニ ア に移 行 す る人 が 多 い ことの 影響 が あ るだ ろ う。

技 術サ ポー ト職種 は、21才 か ら35才 が76.4%に な る。 しか も31才 から35才 が36、9

%と 最 も多い。 こ の職 種は、 年 齢 幅 が広 く、 かつ プ ログ ラマ職 種 よ りも経験 を積 ん だ人 が 多 い。

010

図表6
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② 職 種別 学 歴 構 成

各職 種 別 の学歴 構 成 が どの よ うに な ってい るの か を要 約 したのが、 図 表7で あ る。

シス テ ム設計 職 種 では、 理 工 系 大学卒 が 多 く34.0%、 理 工 系以 外 の大学 卒 が17.5%、 こ

れ らに大 学 院卒 も含 め ると、579%に な る。 この職 種 は、 高 学歴 者 で過半 数 を 占め るが 、 商

業 高校 卒 も12.0%と 目立 つ 。

プ ログ ラマ職種 にな る と、 理 工 系以 外 の 大学卒 の 方 が 理 工 系卒 よ りも若干 多 くな る。 大 学 院

卒 も含 め る と、 学卒 者 が41.6%に な る。 高校 は、 商業 高 校 よ りも普通 高 校卒 の 方 が多 く15.7

%に な る。 「そ の他 」 が17.3%と 多い が、 こ の うち の大 半 は コン ピュー タ学 校 卒 業 者 で あ る。
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図表7
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(出 所:「 上級情報処理 技術者 の職 種内容等調 査報告書」,

昭和57年3月,情 報 処理研修 センター)

o内 は女性
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技 術 サ ポー ト職種 は、 大 学 校卒 以 上 は33,1%と 少 ない 。 一方、 工業 高校 卒 の19.3%、 商

業 高校 卒 の17.7%が 目立 つ。 ま た、 理工 系短大 高専卒 の12.0が 他 の職 種 に くらべ て高 い。

③ 職 種別 女 性要 員比 率

職 種別 の女性 要 員 の比 率 を示 した のが、 図表8で あ る。 一 般組 織 体 と情 報産 業 関 連 の企 業、

お よび全 企 業 の3つ の場 合 を示 して い る。

全体 で みた とき、 女 性比 率が最 も高 いの は オ ペ レー タ職 種 で、 ほx4人 に1人 で あ る。 ただ

し、 情 報産 業 では 女 性 のオ ペレ ー タが きわ め て 少い。

プ ログ ラマ職 種 では 全体 で18.4%で あ り、5人 に1人 弱 に なる。 技術 サ ポー ト職 種 に も

12.5%の 女 性 の進 出が あ るが、 シス テ ム設計 職種 では1.4%と まだ まだ少い。

図表8各 職 種 に 占め る女性 コ ン ピュ〒 タ要員 の比率

%
03

%
02

%
01

69

63

4・3K¥、

全 体

[般 組 織 体一 ーー一

情 報産 業 －X-× 一

影

管理的 システム 夫 グラマ オペレ汐 技術サボ 全職種合計
職 種 設計職種 職 種 職 種 一 ト職種

(出 所:「 上 級 情 報処 理 技 術 者 の職 種 内容 等調 査 報 告書 」,

昭和57年3月,情 報 処 理研 修 セ ン ター)

(4)職 種 別経 験年 数

企業 で の在 籍年 数 とEDP経 験 年 数 とを シ ステ ム設計 職種 と プ ログ ラマ職 種に 関 して示 した

のが 図表9で あ る。

シ ス テム設計 職 種 では、 企 業 在 籍 年 数7年 から15年 で過 半数 を占 め る(56.1%)。 これ

に5～7仁 を加 え る と74.5%に な る。 一 方 、EDP業 務 の経 験年 数 は、5～15年 が76.5
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%に な る。

プ ログ ラマ職 種 にな る と、 企業在 籍年数10年 以 下 が91.0%と 大 部分 を 占め る。 また 、E

DP業 務経 験 年 数 も10年 以 下 が93.6%に もお よぶ。

技 術 サ ポ ー ト職 種 に関 しては 図示 してい ない が、1年 以 上15年 以下 が企 業 在 籍年 数 で91.0

9qEDP業 務経 験年 数 が86.4%に な る。

企業 籍年数とEDP経 験年数と櫛 比分析 してみると・どの離 においてもほとんζの要

員 が入 社 時 か ら シス テ ム部 門 在 籍 と推定 され る。他 部 門 から の転入 者は 少 ない よ うであ る。

図 表9企 業在籍年数とEDP経 験年数

A.シ ス テ ム設 計 職種 の経 験 年 数
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(出 所:「 上級情報処理技術者の職種 内容等調査報告書」,

昭和57年3月,情 報処理研修センター)

B。 プ ログ ラマ職種 の経 験 年数
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1.1.4コ ンピ ュー タ要 員 に関す る情報 処理 教 育 の 実態

(1)年 間教 育 日数

コン ピ ュー タ要 員 に対 して は、 年 間何 日 ぐらい の教 育 機 会 が与 えら れて い るの で あ ろ うか。

また、 望 ま しい教 育 日数 は どの 程度 なの で あ ろ うか6こ れ に関 す る調 査 結果 が 図表10で あ る。

これ は、 中型 以上 の汎 用 コ ン ピュー タ ・ユ ーザ の回 答 の平均 日数 で あ る。

各 職 種 にわ た って、 現 状 で もかな りの 日数 を教 育 に振 向 け てい る。12日 か ら18日 もかけ

て い る。 適 用 業務 プ ログ ラ マ(プ ログ ラ マ職種)と オ ペ レ ー タでは、 社 内教 育 の依 存度 が 高 い。

一 方
、 ア ナ リス ト/プ ラン ナ(シ ス テ ム設計 職 種)と システ ム ・プ ログラ マ(技 術 サ ポ ー ト職

種)で は 、 社 内教 育 と社外 教 育 力1ほN'バ ランス して い る。
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現 状 の 日数 と希 望 日数 の 比率 は、 ア ナ リス ト/プ ラ ンナが1.75倍 、 シ ステ ム ・プ ログ ラマ

1.41倍 、 適 用業 務 プ ログ ラマが1.33倍 、 オ ペ レー タが1.5倍 であ る。 これ か らす る と、 ア

ナ リス ト/プ ラン ナの教 育充 足度 が最 も低 い と言 え る。

図表10年 間 平 均教 育 日数 の現 状 と希 望
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教
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(出 所:「IBM研 究 会 ア ンケ ー ト調 査結 果 」-1983年 度)

② 年 間 平 均 教 育 費用

コ ン ピュー タ要 員 の育成 に対 して は、1人 当 りどの程 度 の教 育 投 資を行 っ てい る ので あ ろ う

か。 また、 望 ましい 費用 は どれ くらい を 希 望 してい るの であ ろ うか。 図表11が 、 これ に関 す

る調査 デ ー タであ る。

各職 種 と もか な りの教 育 費用 をか け てい る。 全従業 員 の1人 当 りの教 育 費 用 を別 の資料 か ら引

用 した のが図表 の右端 で あ る。 これ と対 比 して み る と、 オペ レー タで1.8倍 、 シス テ ム ・プ ログ

ラマに なる と4.7倍 もの費用 を投 入 してい る こ とに なる。 コ ンピ ュー タ要 員 の教 育 に は これ だけ

多 くの費用 が か け られ てい るの であ る。

現 状 の費 用 と希 望 費用 の 比率 は、 アナ リス ト/プ ランナ が1.66倍 、 シス テ ム ・プ ログラ マ

が1.42倍 、 適 用 業 務 プ ログ ラマ とオ ペ レー タが1.75倍 で あ る。 現状 で教 育 費用 を余 りか け

て いな い職 種 に もっ と多 くを希 望 す る とい う傾 向が み られ る。
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図表11年 間平 均教 育 費用 の現 状 と希 望
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予 算

職
種

ア ナ リス ト/

プ ラ ン ナ

シ ス テ ム ・

プ ロ グ ラ マ
適 用 業 務 オ ベ レ_タ 全 従 業 員
プ ログ ラマ

(出 所:① コ ンビ;一 夕要 員 に 関 し ては,「IBM研 究会 ア ンケー ト調査 結果 」-1983年 度,

② 全 従 業 員 に関 して は,「 産 業労働 調 査所 」)

(3)最 新 の知 識 ・技 術 の修得 方 法

情 報 処 理 技 術 の 革 新 は著 しい。 そ れ に即応 して行 くた め には、 絶 えず知 識 ・技術 を更新 し

て行 か な けれ ば な らな い。 その ため に は どの よ うな対 応 を してい るの で あ ろ うか。 こ れ らに関

す る調査 結果 が 図表12で あ る。 これ は 、汎 用 シス テ ム ・ユ ーザの 回答 の 集計 で あ る。

最 新 の知 識 ・技 術 を修得 させ る方法 としては、 「仕 事 を通 じて、 知 識 ・技術 を更新 させて い

る」 と 「メー カ の講 習会 に 出席 させ て い る」 とが 中心 にな っ てい る。 しか し、 修 得方 法 のパ タ

ー ンは、 職種 に よっ てか な り異 ってい る。

ア ナ リス ト/プ ランナ職 種 では 、上 記2つ の 方法 に さ らに 「外部 講 習会 に 出席 させ て いる」

が 加 わ り、3本 の柱 にな っ てい る。 また、 「情 報処 理 専門 誌 や関係新 聞 に 目を通 させ て い る」

と 「専 門書 を も とに学 習 させ てい る」 も50%内 外 を占 め てい る。

システ ム ・プ ログ ラマ にな る と、 メ ー カの教 育依 存度 が 一 段 と強 ま る。 回 答 会社 の実 に9割

以 上 が この方 法 を採 用 して い る。 また、 「仕事 を通 じて、 知 識 ・技 術 を 更新 させ て い る」と 「専

門書 を もと に学 習 させ てい る」 もけ っ こ う多い。

適 用 業務 プ ログ ラ マ で}浜 「仕事 を通 じ て、 知 識 ・技 術 を更新 させ て い る」が主 流 にな り、

これ に続い て、 「メー カ の 講 習 会 に 出 席 させ てい る 」が 高 い。 な お、 「専 門書 を もとに学 習

させ てい る」 企 業 も少 な くな い 。

オペ レー タの場 合 だ と、 「仕 事を 通 じて、 知 識 ・技 術 を 更 新 させ てい る」 が圧倒 的 に高 い 。
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他 に目立 っ て高 い ものは な い。

最 新 の知 識 ・技 術 を修得 させ るた め の方法 と しては 、 「情 報 シス テ ム部 門 主 催 の社 内講 習会

を行 っ てい る」はあ ま り目立 た ない。 つ ま り、知 識 ・技 術 のア ップデ ー トを主 目的 に した企業

内教育 は さほ ど盛 んで は ない の であ る。

図表12最 新の知識 ・技術を修得させる主な方法

1)ア ナ リス ト/プ ラ ン ナ,シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ マ
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2)適 用 業 務 プ ロ グ ラ マ,オ ペ レー タ
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(4)コ ン ピュー タ要 員教 育 に 関す る満 足度

コン ピュー タ要 員教 育 全 般 に関 して の満 足 度は ど うであ ろ うか(図 表13)。

オペ レー タに対 す る満 足 度 は まず まず であ る。 「十 分満 足 してい る」 と 「まあ まあ満 足 して

い る」 とで7割 近 くにな る。 一方 、 アナ リス ト/プ ランナ の教 育 の満 足度 は低い 。 「十 分 満 足

して い る」 と 「まあ ま あ満 足 して い る」 と で38.8%で あ り、4割 に も満 た ない。 こPtは 、 図

表3や 図 表10の 調 査 結 果 の傾 向 とも符号 す る。 ア ナ リス ト/プ ラ ン ナの教 育の充 実 が今 後 の

重 要 な課 題 の1つ とい え よ う。

教 育 の 実施 状 況 に関す る実 務担 当者 と管 理 者の認 識 のずれ は大 きい 。 管理 者 はそ れ な りにゃ
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図 表13 コ ン ピ ュ ー タ 要 員 教 育 に 関 す る満 足 度
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(出 所:「IBM研 究 会 ア ンケ ー ト調 査 結果 」一 1983年 度)

ってい るとい う意識 が強 い が、 実 務 担当 者 は ま だ まだ不 十分 であ る と思 ってい るの が実 情 であ

る(図 表14)。

管理 者 の立 場 では、 コン ピュー タ技 術 に関 しては11.4%が 、 業 務 関 連知 識 では17.2%が 、

さ ら に社 員教 育 に関 しては22.4%坑 「して いな い 」 または 「あ ま りしてい ない」 とみ な し

てい るに過 ぎない 。 一 方、 実務 担 当 者 は、 そnそ れ につ い て36.'1%、46.4%、44.290が

「してい な い 」 または 「あ ま りして い ない 」 と実 感 してい る。 い ず れ もそ の差 が20%以 上 で

あ る。
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図表14教 育の実施状況に対する実務担当者と管理者の意識
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(出 所 「コン ピ ュー タ部 門 と実務 担 当者 の 実 態 と

意 識 に関 す る調査 研 究報 告 書 」,

(社)日 本デ ー タ ・プ ロセ シ ング協 会)

(5)要 員 に期 待 す る能 力 と受 け たい教 育

情 報 システ ム部 門 の管 理 者 が 部下 に期待 す る能 力 を職種 別 に図示 した の が 図表15で あ る。

それ ぞPtの 職 種要 員 に期 待 す る能 力の ベ ス ト3は 、 システ ム ・コ ンサ ル タ ン ト要 員 が① 視野

の広 さ、② 指導 性 、③ 専 門知 識 シス テ ム設計 要 員 が ① 視野 の広 さ、② 専 門知 識、③ 指導 性

プログ ラ ミング要 員 が ① 正 確 さ、② 根気 強 さ、 ③ 専門知 識、 オ ペ レー タ要 員 が① 正 確 さ、 ② 強

調 性 、③ 根 気強 さで あ る。 コ ンサル テー シ 。ンや システ ム設 計 を主 体 に仕 事 をす る シス テ ム ・エ

ン ジニア には 「視 野 の広 さ 」を、 プ ログラ ミングや オペ レー シ ョンを主 に担 当す る要 員 に は 「正

確 さ 」を、 期待 して い る。
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図表15部 下 に 期 待 す る 能 力
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(出 所:「 コ ン ピ ュー タ 部 門 と実 務 担 当者 の実 態 と意 識 に 関す る調 査 研 究 報告 書 」,

(社)日 本 デ ー タ ・プ ロセ シ ング協 会)

一 方
、 実務 担 当 者が 受講 したい と思 ってい る教 育 内容 が 図表16で あ る。 業 務知 識 に関す る

教 育希 望 が最 も多 い。 つ い で、 「ソフ トウ ェアに 関す る知 識」 が 多い。 「プ ロジ ェク ト ・マネ

ジ メ ン トに関す る知 識」 を4人 に1人 が希 望 してい るのが注 目に値 す る。

1.2プ ログ ラマ教 育の 実態

これ まで、 コン ピュー タ要 員全 体 の実 態 と情 報処 理 教 育 の一 般的 頃 向 をみ て きお 本 節 では、 プ

ログ ラマ に関す る情報 処 理 教 育の 実態 を報告 す る。 こ ふで取 り上 げ る プ ログ ラマは、 ア プ リケ ー シ

ョン開 発 に従事 す る通 常 の プ ログ ラマ職 種 だけ でな く、 シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グや基 本 ソフ トウ

ェアの技 術 指導 に あた る技 術 サ ポー ト職 種(シ ステ ム ・プ ログ ラ マ)も 対 象 にす る。
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図 表16 受 け た い 教 育 内 容-

(S-2,511:2つ ま で 回 答;延4,529)

ノく一 セ ン ト
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1}|Il
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プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン

トに 関 す る 知 識 1627(2・ ・)

コ ンピ ュー タ に関 す る全 般

的 な 知識 158・(2⑪

経営科学に関す る知識 1567(226)

管 理者 と して の マ ネ ジメ ン
トに 関す る知識 141・(164)

ハ ー ドウ ェア に関 す る知 識
12・2(96)

マ イ コ ンに 関 す る知 識
1188(…

技術計算 に関す る知識 1・38㈹

そ の 他
]・・(・2)

(出 所:「 コ ン ピ ュー タ部 門 と実 務担 当者 の 実態 と意識 に関 す る調 査研 究 報告 書 」,

(社)日 本 デ ー タ ・プ ロセ シ ング協 会)

1.2、1プ ログ ラマ の職 務 内 容 と要 求能 力

(1)職 務 内 容

一 般 に プ ログ ラ マ と総 称 され てい る職 種 を、 初 中級 レベ ル の プ ログ ラマ職 種 、上 級 レベ ル の

プ ログ ラマ職 種、 お よび技 術サ ポー ト職種 の3つ に分 けて、 そPtそ れ が担 当す る職務 内容 の実

態 を示 した のが 図表17で あ る。

初 中級 プ ログ ラ マは 、 プ ログ ラム ・コ ーデ ィ ング と単体 テス ト、 統 合化 とシステ ム ・テス ト

お よび プ ログ ラム の修正 ・保 守 の仕 事 を 中心 に担 当す る。 上 級 プ ロ グ ラマ にな って も初 中級 プ

ログ ラマ と同 じ職 務 も担当 す るが、 その 内容 は 高度 で複雑 にな ると 同時 に リー ダ的 な立場 で働

く。 また、 初 中級 プ ログ ラマ よ りも担 当す る職 務分 野 が拡 大す る。 「プ ログ ラム設計 と仕 様 書

の作成 」 や 「シス テ ム の詳 細 設計 」 を担 当す る割合 い が高 ま る。

技 術 サ ポー ト職 種 で の主 要 担 当分 野 は、 「シ ステ ム ・プ ログ ラ ミン グ 」で あ る。 この他 に

「標準 化 推進、 教 育訓 練 計 画 と実 施」 や 「シス テ ムの検 査 と評価 ・改 善 」 な どを担 当 す る とこ

ろ も少 な くない。
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図 表17 プ ロ グ ラ マ の 職 務 内 容

パ ー セ ン ト
職 務 内容 255075

総合 計 画,管 理的 業務 ?1＼
標準化推進,教 育訓練計画 と実施 目 二〉
プ ロジ ェク トの計 画 と管理

●

4
シ

ス

テ
ム

設
計

シス テ ムの予 備 調査 と概要 設計
■

へ
、

シ ス テム要 件 の 分析 と基 本 設 計 A＼ ＼
シ ス テム の詳細 設 計

く ＼＼ 一、＼
開 プ

発o

とグ

保 ラ

守 ム

プ ログ ラ ム設計 と仕 様 書 の 作成
「、、 、

、"
～ 、 ～ 恒、

プ ロ グ ラ ム ・ コ ー デ ィ ン グ と

単 体 テ ス ト

～ 、 、 、

〉
'

統 合 化 テ ス トと シ ス テ ム ・テ ス ト 〉 <δ

プ ログ ラ ムの修 正 ・保 守 <
、

主
,一 一 一 一

シ ス テムの検 査 と評 価 ・改善
r一

一 一 ー 一一
シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ミ ン グ {∫

一

一

シオ

ニベ
業 レ

務}

プ ロ ダ ク シ ョ ン の ス ケ ジ ュ ー リ

ン グ と そ の コ ン ト ロ ー ル

、

＼
ジ ・プの準 備 と後 始末,お よび
ライ ブ ラ リ管 理業務 /'、 〉
コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レ ー シ ョ ン !/も

Pt_oブ 。グ ラマ職 種 ・一一→ プ ・グ ラマ職 種 一 技 術 サ ポー ト職 種

(初 中級 レベ ル)(上 級 レベル)

(出 所:「 上級情 報処 理技 術 者 の職種 内容 等調 査 報告 書 」,昭 和57年3月,情 報処 理 研修 セ ンタ ー)

(2}必 要 知 識 ・技 術

プ ログ ラマ職種 と技 術 サ ポー ト職 種 に 要求 され る知 識 ・技 術 につい ての調 査結 果 を示 し たの

が図 表18で あ る。 チ ャー トの中 の実線は 「是 非 と も必 要 」 と回 答 した割 合 を、点 線 はそ れ に

「必要 」 と答 えた も のを 加 え た割 合 を示 して い る。

プ ログ ラマ に要 求 され る知 識 ・技 術 の範 囲 は かな り限 定 され てい る。 「ソフ トウ ェアの基 礎

知 識 」 とプ ログ ラ ミング関 連 の3項 目お よび 「関連 ソ フ ト ・シス テ ム」 に しぼ られ る。 他 の項

目は かな り低 い。 プロ グ ラマ の職務 内容 がは っき り限定 され て い る こと にほX対 応 してい る。

技 術 サ ポー ト職種 の職 務内 容 は 「シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ」 や 「標 準化推 進 、 教育 訓練 計

画 と実 施 」 に集 中 してい るに もか 玉わ らず、 必 要 知識 ・技 術 に は は っ き りした傾 向 がみ とめ ら

れ ない。 職務 の 性 格 が あ い まい で あ る こ との反映 とい え よ うか 。

⑧ 要 求 資質 ・能 力

要 求 資質 ・能 力 に関 して も同 様 の調 査 が行 わ れ てい る。 その結 果 が図 表19で あ る。 実 線 が

「是非 と も必 要 」 の 回答 率、 点線 が そ れに 「必 要 」 と答 え た 件 数 を加算 した割合 で ある。
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図 表18 必 要 知 識 ・ 技 術

(1)プ ロ グ ラ マ 職 種
適用業務知識

1

関連ソフト

テスト技法
デパグ手法

プeゲ ラ1ン グ

技 法'

関 連 知識'
(OR.統 計)

プoゲ ラム
設計技法

シ.ン 技法

経営管理 ・事務管理

システム分析

設計技法

問題解決
技法

ソフトウェア

知 識

コンピュータ

利用形態

システム開発
管理技法

② 技 術 サ ポー ト職 種(シ ステム ・プログ ラマ 職種)プ

適用案易畑田
1

管理技法

関 連 ソ フ ト
シス テム

法
法

技
手

ト
ゲ

ス
パ

テ
デ

プoゲ ラ1ン グ

宮 語

関連知嵩
((取.統計)

プoゲ ラ』ム

設計 技 法

経営管理 ・事務管理

シスチ▲分析

設計技法

2塁解決

・るフ占ウヨ

コンビa－ 夕

利用 形態

システム開発

管理技法

(出 所:「 上 級情 報 処 理技 術 者 の職 種 内容 等 調査 報 告書 」,

昭 和57年3月,情 報 処理 研 修 セ ン"・・一・)
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図 表19 要 求 資 質 ・ 能 力

(1)プ ロ グ ラ マ職 種

㌣性

指導力
統率力

総合力15

貌㈲力
表現力

企画力
計画力

理解力 】8
判断力

実行力

② 技 術 サ ポー ト職 種(シ ステム ・プログラマ職 種)

論三牲

理解力18

指導力
統率力

融合力15

説得力
表現力

企画力
3十自力13

6正 随性

4積 極性

5協 目性

6正 日性

7機 敏性

実浮ヵ

(出 所:「 上 級 情 報処 理技 術 者 の職種 内容 等 調 査報 告書 」,

昭 和57年3月,情 報 処理研 修 セ ン タ ー)
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プ ログ ラマ職 種 で は、 「正 確 性 」、 「緻 密 性」、 「責 任 感 」が極 め て強 く要 求 され てい る。

これ らに、 「論 理 性 」、 「理 解 力 ・判 断 力 」、 「実 行 力」 な どが続 き、 プ ロ グ ラマ の資質 ・能

力像 を形 づ くって い る。 どち ら か とい うと、 職人 型 の 資質 ・能 力 像で あ る。

技 術サ ポー ト職 種 で は、 「正 確性 」、 「責 任 感 」、 「緻 密 性 」以外 に 「論理 性 」 と 「分析 力」

が 高い 。 全体 的 頃 向は プ ログ ラ マ職種 と似 か よって お り、 どち らか とい うと職 人 型 であ る。

(4)現 在 の教 育実 施 内容 と将来 必 要 と思わ れ る教 育内容

現 在実 施 してい る教 育内 容 と今 後 必要 と考 え る教 育 内容 に関す る回 答結 果 を対 比 して 示 した

の が図表20と 図表21で あ る。 これ らは 、 中型 以上 の汎 用 コ ンピ ュー タ ・ユ ー ザの 回答 に よる

もの であ る。

図表20は 、 プ ログ ラマ職 種(適 用 業 務 プログ ラマ)に 関す るもの で あ る。 当 然 なが ら 「プ

ロ グ ラ ミング技 法 とテ ス ト技 法 」の 実 施率 が高 く(8L8%)、 これ に 「適 用 業務 の知 識 」

(65.7%)と 「デ ー一夕ベ ース ・シス テ ム 」(59.7%)が 続 く。 逆 に 「経営 管理 ・事 務 管理

の 知識 」(3.9%)や 「問 題 発掘 ・解 決技 法 の知 識 」(9.9%)の 教 育は 余 り行 わ れ てい な い。

「プ ログ ラ ミング技 法 とテ ス ト技法 」、 「適 用業 務 の知 識 」、 「デー タベ ース ・シス ム」 の

教 育 実施 率 は高 い ものS、 今 後 もまだ ま だ必要 であ る とす ると ころが け っこ うあ る。 「デー タ

図表20教 育実施内容と将来必要と思 う教育内容一適用業務プログラマ

81.8

80 一

65.7

59.7

0

0

0642

一

一

一 〆r

!

12ツ

!

56.4

八
!×

∀8ソ
28.2

58.0

へ/

、!
、

、

ノ"

γ、
γ

24.3

54.1

、

1

ゾ焼 討

＼、

＼{三L.

ノ
12.1

36.5

令
、

11.0!
1 9.9

3.9 1il1

割 経 問 適 シ ブ (シ デ デ 分 オ そ

営
専 管

務 理

智 ・

理
の

知

識

題

解 発
決 掘
抜 ・
法
の

知
識

用

業

務

の

知

識

ス

:

誘鷺

口
1グ

と ラ

テ ミ

ス ン

ト グ

技 技

法 法

オ ス

ベ テ

レ ム

1の

シ 運

ヨ用

三

|

《
1

シ ス

ス

テ

ム

|

ζ
ケ ミ

1ユ

シ 二

二

散
デ

処1

理 タ
シ

ス

テ
ム

ベ

レ

|

テ

シ イ

ス ン

テ グ

ム

の

他

←一→:現 在 実 施 してい る教 育内容 ●一●:将 来必 要 と思 われ る教 育 内容

(出 所:「IBM研 究 会 ア ンケ ・・nt卜調 査結 果 」-1983年 度)
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図表21 教 育 実 施 内容 と将 来必 要 と思 う教 育 内容 一 シス テ ム ・プロ グ ラマ
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●一 ●:現 在 実 施 し て い る教 育 内容 ←一つ;将 来 必 要 と思 わ れ る教 育 内容

(出 所:「IBM研 究 会 ア ン ケー ト調 査結 果 」-1983年 度)

・コ ミュニケ ー シ ョン」 も同様 であ る。

図 表21で は技 術 サ ポー ト職種(シ ス テ ム ・プ ログ ラマ)の 場 合 を示 してい る。 「オ ペ レー

テ ィ ン グ ・ シス テ ム 」(74.6%)、 「デ ー タベ ース ・システ ム」(69.5%)、 「デ ー タ

.コ ミュニ ケー シ ョン」(69.5)な ど、 シス テ ム技術 に関 す る教 育 内 容 の実 施率 が高 い。

将 来 必 要 と思 う教 育内 容 と しては、 「デ ー タベ ー ス ・シス テ ム」(62.1%)と 「デ ー タ ・

コ ミ ュニ ケー シ ョ ン」(57.1%)が 高い 。 こPtら は現 行 の実施 率 も高い が、 今後 も益 々 必要

とい うこ とで あろ う。現 行 の実 施 率 の割合 を越 え てい る もの に、 「分散 デ ー タ処 理 シス テ ム」 、

「問 題 発掘、 解 決 技 法 の知 識 」、 「経 営 管理、 事務 管 理 の知 識」 の3つ が あ る・ この うち ・「分

散 デ ー タ処 理 シス テ ム」 と 「問題 発 掘、解 決 技 法 」 の知 識は、 技術 サ ポ ー ト職 種に と って は 重

要 な教 育分 野 と思 われ る。

1.2.2企 業 内教 育 の事 例

ここでは 、 プ ログ ラマを対 象に した 企業 内情 報処 理 教 育 の事 例 を3つ 紹介 す る。 まず第1は 、

製造 業 の会 社 の事 例 で あ り、 ジ 。ニア と シニア ・レベ ル の プ ・グ ラマお よび システ ム'プ ログ ラ

マの教 育 体 系 を示 す。 第2は 、 ガス会 社 の事例 で あ る。 初級 、 中級 、 上 級 レベ ル のシス テム化 担

当 者 の 一連 の教 育内容 を 紹介 す る。最 後 に、 あ る 自動 車 会 社 で の女 性 プ ログ ラマ育成 の ため の教
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育 カ リキ ュラ ムを説 明す る。

(1)プ ログ ラ マの職 務内 容 と教 育体 系 の事 例

こ こで取 りあ げ る事 例 は、 あ る製 造 業 にお け る プ ログ ラマ の職務 内容 とそれ に も とつ い た教

育体 系の例 であ る。 この企 業 では、 プ ログ ラ マ職 種 が、 ジ ュニア ・プ ログ ラマ、 シ ニ ア ・プ ロ

グ ラマ、 シス テ ム ・プ ログ ラマ の3つ に区 分 され てお り、 そPtそ れに対 す る職 務 内容 が用意 さ

れ、 それ にふ さわ しい 教 育体 系 が確 立 され て い る。
ウ

ジ=ニ ア ・プ ログ ラマの職 務 内容 と教 育体 系が 図22で あ る。 ジュ ニア ・プ ログ ラ マでは 、

す で に 出来 上 ってい るプ ログ ラム仕 様 書 にも とつ いて プ ログ ラ ムを コー デ ィング し、 テス トを

す るの が主 な 仕事 であ る。 また、 簡 単な プ ロ グラ ム ・メ ンテナ ンスも行 う。 新 入 社 員 または転

入 者 を この レベ ル の仕 事 が 遂 行 で き る プ ログ ラマ に育成 す るため の教 育 体 系が 図 表22の 右側

であ る。使 用 する プログラム言語 はCOBOLで あ り、一 部 簡易 言語 も利用 す る。 通常 の フ ァイ ル処

理 だ けで な く、 デ ー タベ ー スの処 理 も行 う。 これ らの ことを 前提 に、 教育 体 系 が組 まれ てい る。

なお 、 プ ログ ラム開 発は、 タイ ムシ ェア リング ・システ ム(TSO)で 対 話 型 開 発 を行 う。.この

た め に 「TSOの 操 作 」の コース が設 け られ てい る。

シニ ア ・プ ログ ラマの職 務 内容 と教 育 体 系 が図 表23で あ る。 シニア ・プ ログ ラ マは、 単 に

プ ログ ラ ムを作 成 して テ ス トす るだけ では ない。 プ ロ グラ ム仕 様 書を 分析 して、 プ ログ ラム の

構 造 設計 を行 う。 そ の時、 必 要 に応 じ て仕 様 書 の 作成 者 であ る プラ ンナ とや りと りを す る。 プ

ログ ラ ムの文 書化 や オペ レー シ ョン指 示 書 の作 成 も行 う。 ま た 、 プ ロ グ ラ ム の メ ンテ ナ ンス

も担 当 す る。 さら には、 開 発 プ ログ ラ ムの ステ ップ数 や処 理 時 間 の見 積 りも行 う。 な お、 プロ

グ ラ ムの作成 や保 守 に さい して は ア セ ンブ リ言 語 を用い るこ と もある。 この よ うな職 務 を ち ゃ

ん と遂行 す る ことが で き る よ うに す る ため の教 育 体系 が 図表23の 右側 で あ る。 まず 、 「プ ロ

グ ラムの文書 化」 と ∫ プログ ラ ム設 計 」の 技 術 を 身につ け させ る。 次 に、 ア セ ン ブ リ言 語が 使

い こなせ るよ うにす るた め に、 「ア セ ンブ リ言語 」 と 「オ ペ レ ーテ ィ ング ・シ ステ ムの機 能 」:

の コース を受講 させ る。 さ ら に、 将 来 シス テ ム ・エ ン ジニア の方 向 を 目差 す た め の予備 知 識 と

して 「シス テ ム設 計 入 門」 と 「デ ー タ通信 シス テ ム入 門」 も教 えて お く。

システ ム ・プ ログ ラマは、 シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グや技 術 的サ ポ ー トを行 うだ けで は ない 。

新 しい ソ フ トウ ェア の機 能 チ ェ ックや評価 に当 った り、 プ ログ ラ ミング に関 す る標 準化 も担 当

す る。 シス テ ム ・プ ログ ラマの職 務 内 容 と教 育体 系 を示 した のが、 図表24で あ る。 シス テ ム

・プ ログ ラ ミン グや技 術 サ ポー トが しっか り と行 え、 汎用 プロ グ ラムや マク ロル ー チ ンの 開 発

が で き るよ うにす るため に、 「シス テ ム ・プ ログ ラム機能 」 と 「高度 な プ ログ ラ ミング技法 」

の コース を用 意 して い る。 また、 オ ン ライ ン ・シ ステ ム に関す る技 術 サポー トに あたった り、コ

ン トロ_ル.プ ログ ラムの 作成 に参 加 す る ため には 「オ ン'ラインの知識」が要 求され る。新 し い
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図表22 ジュニ ア ・プ ログ ラマ の 職 務 内 容 と 教 育 体 系 の 例

職 務 内 容

1.職 務記 述

プ ログ ラ ム仕 様 書 を も

と にプ ロ グ ラム の作成 作

業 を行 う

正 職 務内 容

1.プ ログ ラ ム仕 様 書 に

も とづ き,プ ログ ラム

の コーデ ィ ン グを行 う

2.与 え られた テ ス ト ・

デ ー タを も とに,プ ロ

グ ラムの テ ス トとデバ

ックを 行 う

3.上 級 プ ログ ラマの 指

示 に従 い,開 発 された

プ ログ ラムの簡 単 な メ

ン テナ ンスを 行 う

教 育 体 系

コ ン ピュー タ ・シス テ ム 入 門(1W) 簡 易 言 語

●EASYTRIVE

●GIS

・ コンピュー タ・システム の概念

・コンピュータ ・システムの 基 本構 造

・ ソフトウェアの機 能

・基 本 的 な入 出力装 置 の種 類 と

特 徴
∪.

フ ァイ ル 編 成

∪ ●直 接 ア ク セス ・フ ァイ ル

●索 引 順 次 フ ァイル

●区分 編成 フ ァイル

●VSAMフ ァイル

プ ログ ラ ミング の基 礎(2日)

・問題の分析

●カウンター,ブ ランチお よびループ

・表 索引 の手 順

●サ ブル ーチ ン ∪
∪

コ ボ ル 上 級

・プ ア イ ル 処 理

●オ ン ラ イ ン ・プ ロ グ ラ ム

コ ボ ル 言 語 初 級(1ケ 月)

・言 語 規 則

・流 れ図

●順 次 フ ァイ ルの処 理
∪

∪ ● バ イ ナ リー サ ー チ

● コ ア ソ ー ト

○サ ブ ル ー チ ン,ユ ー テ ィ リティ

の種 類 と そ の使 用 方 法

オ ペ レーテ ィング ・シス テ ム

の基 本 的 使用 法(1W)

・OSの 機 能 と構 成

・JCLの 基 本 的 な機 能

・ コア ダン プの見 方

・ユ ーテ ィリテ ィ(基 本 的 な もの)

妙
デ ご タ ベ ー ス 入 門

∪
・ デ ータ ベース の概 念

・ デ ー タベ ー スの構 造

●DB/DCシ ステム の韻脚 の流れ
TSOの 操 作(2日)

・TSOコ マ ン ドの体 系

・主要 コマ ン ドの機 能

・TSO操 作 手 順

妙
デ ー タ ベー ス ・プログ ラ ミン グ

・ デ ー タ ベ ー ス の処 理

▽
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図表23 シニ ア プ ログ ラマの 職務 内容 と教育 体 系 の例

職 務 内 容

1.職 務概 要

ジ ョブ単 位 で プ ログ ラムの 設計 とそ

の 作成 に関す る業 務 を行 う

兀 職務 内 容

1.プ ログ ラム仕 様 書 を分析 し,問 題

点 確 認 事項 な ど,シ ステ ムプ ラン

ナ ー と調 整 を行 う

2プ ログ ラ ム仕 様書 に もとづ き,プ

ログ ラ ムの構 造設 計を 行 う

3.テ ス トデ ー タを作 成 し,一 連 の テ

ス トとデバ ック を行 う

4.ジ ョブ単 位 に プ ログ ラムの文 書 化

とオ ペ レー シ ・ン指示 書 の作 成 を行

う

5.開 発 した プ ログ ラ ムの メンテ ナ ン

ス を行 う

6.プ ログ ラムのステ ップ数 や処 理時

間 の見 積 りを行 う

教 育 体 系

プ ロ グ ラ ム の 文 書 化

・ プ ロ グ ラ ム 仕 様 書 の 書 き 方

● プ ロ グ ラ ム の 整 理 の 仕 方

∪
プ ロ グ ラ ム 設 計

● プ ロ グ ラ ム 開 発 の 方 法

● プ ロ グ ラ ム の 構 造

・ プ ロ グ ラ ム の モ ジ ュ ー ル 設 計

● プ ロ グ ラ ム の テ ス ト方 法

∪
ア セ ン ブ リ 言 語

・ 言 語 規 則

● 他 言 語 と の リ ン ケ ー ジ

∪
オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム の 機 能

・ ジ ョ ブ 管 理 ・ デ ー タ 管 理

・ タ ス ク 管 理 ● 連 係 編 集 プ ロ グ ラ ム

∪
シ ス テ ム 設 計 入 門

■

● シ ス テ ム ア プ ロ ー チ

・ シ ス テ ム 分 析 と 設 計 の 手 順

∪
デ ー タ 通 信 シ ス テ ム 入 門

.デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の基 本 概 念

・デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の利 用 形 態

・デ ー タ 通 信 シ ス テ ム を構 成 す る 各 装 置 の種 類

と特 徴
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図表24 シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ マ の 職 務 内 容 と 教 育 体 系 の 例

職 務 内 容

1.職 務 概 要

メ ー カ 提 供 の プ ログ ラムの 効率 的

利 用 方 法 の 指導 や 汎 用 プ ログ ラムの開

発 を行 う

II.職 務 内 容

L新 しい ソ フ トウ ェア の機 能 チ ェッ

ク と評 価 を行 う

2.新 しい ソ7ト ウ ェア やサ ー ビス ・

プログ ラムな どの効 率 的 利用 方法 を

検 討す る

3.汎 用 プ ログ ラムや マ ク ロル ーテ ィ

ン な どの 開発 や保 守 を行 う

4.プ ログ ラ ミング技 法 の 開発 や プ ロ

グ ラム に 関す る標準 化 を実 施 す る

5.メ ー カ提 供 の プ ログ ラム や 自社 開

発 プ ログ ラム につ い て オ ペ レー シ ョ

ン部 門,シ ス テ ム開発 部 門 の指導 に

あ た る。

6・ メ ー カの ソ フ ト ウ ェア 担 当者 と

の窓 口 とな る

教 育 体 系

シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム 機 能

● シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム の 概 念

・ 入 出 力 制 御 シ ス テ ム

・ オ ペ レーテ ィング ・シ ステ ム の内 部 構 造

∪
高 度 な プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 法

● 動 的 直 列 構 造 プ ロ グ ラ ム の 作 り 方

・ 動 的 並 列 構 造 プ ロ グ ラ ム の 作 り方

・ そ の 他 の プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 法

∪
オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム の 知 識

・ 障 害 管 理

● オ ン ラ イ ン ・コ ン トロ ー ル ・プ ロ グ ラ ミ ン グ

∪
デ ー タ ベ ー ス の パ フ ォ ー マ ン ス 分 析

・ デ ー タ ベ ー ス 編 成 の ア ク セ ス 方 式

●DBモ ニ タ

●DASDス ペ ー ス ・の 見 積 り

● ユ ー テ ィ リ テ ィ

ソ フ トウェア の機能 チ ェック や効 率的 利 用 方法 の検 討 を した り、 利用 指 導 に当 るため には、「デ

ー タベ ー スの パ フ ォー マ ンス分 析 」 とい った コース も必 要 に な る。

② プ ログ ラマ を主 軸 に した シス テ ム化 担 当 者の 教 育訓 練 体 系 の事 例

こ こで 紹介 す る事 例 は、 あ るガ ス会社 の シス テ ム化 担 当者 の 育成 を ね らい に した企 業 内情 報

処 理 教 育体 系の例 であ る。
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シス テ ム化担 当 者 とは、 プ ログ ラム開発 や シス テ ムの 分 析 ・設 計 を担 当 す る人 達 の こ とであ

る。 この企 業 では、 プ ログ ラ マ とシス テ ム ・エン ジ ニア とは 明確 に区 分 され て いない 。 初 級

EDPS担 当 者、 中級EDPS担 当者、 上級EDPS担 当者 の3つ の 育成 レベ ル に分 け、 よ り

上 級 レベ ル に な るに したが い システ ム ・エ ン ジニ ア寄 りの仕 事 を担当 す る(図 表25)
。 これ

ら シス テ ム化 担 当者 の教 育体 系の 全体 を図示 した のが 図表26で あ る。

図 表25シ ス テ ム化担 当 者 の 育成 レベル と職 務基 準

育成 レベ ル 職 務 基 準

初

級

● プ ログ ラム仕 様書 に も とず くプ ログ ラム作 成

● テ ス ト ・デー タ の作成 とテス トの実 施お よびそ のチ ェ ック

● 比 較 的容 易 な プ ログ ラム仕様 書 の作 成

中

級

● プ ログ ラム仕 様 書 の作 成

● 入 出力帳 票 の設 計

● レ コー ド ・レ イア ウ ト設計

● 比 較的高 度 な技 術 を要 す るプ ログ ラム作 成

● テ ス ト方 法 の立 案 、 テ ス ト ・デ ー タの仕様 決 定、 テ ス トの実 施

● ライ ブラ リの管理

● 移 管 資料 の 作成

上

級

● 現 行 シス テ ム改 善 の検 討、 立案

● 関 連 シス テ ム担 当 者、 関 係 課所 との調 整、 確認

● 関 連 シス テ ムと の イ ンター フェー ス設計

● 基 本計 画 書 の作成

● ジ ョブ ・フ ローチ ャー トの作 成

● 入 出 力帳 票 の検 討、 立 案

● コー ド設 計

● フ ァイル 設計

● 比 較的 高 度 な技 術 を要 す る プ ログ ラ ム仕様 書 作成

.
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図表26 システム化担当者教育体系図

初級EDPS担 当 者

第1次 教 育

初級EDPS担 当者

第2次 教 育

初級EDPS担 当者

第3次 教育

中 級EDPS担 当者

教 育

上級EDPS担 当者

教 育

ア セ ンフ フ

プログ ラ ミング教育

PL/1上 級

プログラ ミング教育

一 年 目

初 級EDPS担 当者 に対 して は、 第1次 か ら第3次 の3回 に分 けて教 育 を 実施 して い る。 こ

れ が、 新 入 ま たは転 入後 の最 初1年 間 の教 育 であ る。 この初 級教 育が終 了 す ると2年 目以 降 に

中級教 育、 さ らに3年 目以 降 に上 級 教 育が 実 施 され る。

教 育体 系 の設 定 にあ た っては、 それ ぞれ の育 成 レベ ル での職 務基 準 に準拠 して、 要 求 され る

知 識 ・技 術 を 具体 化 し、 そ れ に も とつ い た教 育 カ リキ ュラムが 作 成 され て い る。 育成 レベ ル ご

との 職務 基 準 を一 部 抜 粋 して示 した の が 図表25で あ る。

育成 レベル ごとの 研修 目的 と研 修 項 目お よび 具体 的 な研 修 内容 を示 し たのが 、 図表27か ら

図表29で あ る。 また、 図表26の 体 系 に示 され てい る 「ア セ ン ブ ラ ・プ ログ ラ ミン グ教 育 」

と 「PL/1上 級 プ ロ グ ラ ミン グ教 育」 の 詳細 につ いて は、 図 表30で 示 して い る。
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'

初 級EDPS担 当 者 の第1次 教育 は約1ケ 月 で あ る。 この期 間 に基礎 的 な知 識 をほx身 につ

け させ る(図 表27の(1}を 参 照)。 第1次 教 育が 終了す る と、 各配 属職 場 に戻 して 簡単 な仕 事

に 従事 させ る。 先輩 の補助 作業 的 な仕 事 を行 い なが ら業務 にな じんで い く。 この現 場実 習の期

間 を利 用 して、第2次 教 育 を実 施す る。 この教 育は、 プ ログ ラム学 習(PI)方 式 に よる個別

学 習 であ る。 従 って、 各 々の職 場 で マ イペ ース の学 習が で き る。 この期 間 に3種 類 の プロ グ ラ

ム学 習 コー ス の学 習 をす る(図 表27の(2))。 この期 間は3ケ 月 で あ る。 第1次 教 育 で 基礎 知

識 を修 得 してい る ので、PIで あ って もそれ な りの理解 が深 まる。

第2次 教 育 が終 了 す ると、 第3次 教 育 に入 る。 こ.の教 育は 、初 級EDPS担 当 者 と しての 総

仕 上 げ の教 育 で あ る。OS/VSの 概 念 、 連係 編集 プ ログ ラム の機 能 を 利用 した プ ログ ラムの作 ・

成、JCL演 習、 構 造 化 プ ログ ラ ミン グ な どの 内容 を5日 間 の 集 合教 育 で行 う(図 表27の(3D。'

特 に、JCL演 習 では 自社の標 準化 に従 ったJCLを 本番 の ジ ョブにつ い て記述 す る とい った

方法 で、 実 践的 な訓 練 にす る よ う配 慮 され てい る。

中級EDPS担 当 者の教 育 にな る と、 プ ログ ラ ム設計 と シス テ ムの 詳細設 計 が 中心 にな り、

演 習 を主 体 に した研 修内 容 にな っ てい る。 さら に、 「デー タベ ー ス入 門」 や 「デ ー タ通 信 シス

テ ム入 門」 も教 え る(図 表28)。

上級EDPS担 当 者の 教 育 では 、 シス テ ム開発 と維 持 管理 標 準化 とそ の運 用 、 デ ー タ保 護

とい った 内容 を教 え る(図 表29)。 こnら の研 修 内容 を 通 じて、 上 級 老 として 日常 業務 を円
～

滑 に運営 して行 くこ とが で き るよ うに してい る。

こ の企 業 では 、PL/1を 主要 言 語 にし て いる。 従 って、 中級 教育 を 修了 したあ と、 必要 に

応 じ て 「PL/1上 級 プ ログ ラ ミング 」を受 講 でき る よ うに してい る。 この コース では 、PL

/1マ ク ロの作 り方 や プ リプ ロセ ッサ の作 り方 な どが 中心 に な っ てい る(図 表30の(2))。 ま

た、 ア セ ンブ ラで作成 した既 存 の プ ログ ラ ムの維 持保 守 の仕 事 が あ るの で・ そ の担 当要 員 には

「アセ ン ブ ラ ・プ ログ ラ ミング 」の教 育 を 実 施 してい る。 これ は、 初 級EDPS担 当者 の第3

次教 育 を修 了 した あ と で受 講 させ る。

以 上 がT社 の シス テ ム化担 当 要員 の企 業 内教 育訓 練 の概 要 で あ る。
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図 表27初 級EDPS担 当者 教 育 カ リキ ュ ラム

(1)〔 初級EDPS担 当者 第1次 教 育 〕

目

的
新入社員、他部課からの転入社員に、EDPSに 関する基本的事項の習得をはかる。

凡 研 修 項 目 研 修 内 容 教 材 ・そ の他

1 企業 シス テ ム とデ ー 。シス テ ム セ ン ター の歴 史、 業 務 内容、 組 織 「シ ス テ ム セ ン タ ー

タ処理 の概要」

2 コン ピ ュー タの基 礎 。コ ン ピュ ー タ と創造 性 。デ ー タ収録媒 体

:;莞=嬬 塁{雰 ㌘
。デ ー タの 表現

ビ ッ ト ・ レ コ ー ド

{ バ イ ト ・ ブ ロ ッ ク

3 オ ペ レrシ ョン実 習 。オ ペ レ ー シ ョ ン の 基 礎

4 フ ロ ー チ ャ ー ト入 門 。流 れ 図の書 き方 「フローチ ャー ト入 門 」

。流 れ図 と論 理 外 部Video

5 デ シジ ョン ・テ]ブ 。判 断 表 外部Video

ル入門 。ネ ス ト ・ル ー プ

6 基本PL/1言 語 。PL/1プ ロ グラ ムとは

。PL/1プ ログ ラ ムの原 則

。デ ー タ とそ の表現

。PL/1ス タ ン ダ

ー ド ・マ ニ ュ ア ル

。 ワー ク ブ ッ ク

。プ ログ ラム の実 行 とそ の制御

。入 出力 の 方法

。例外条件の処理
・サ ブル ー チ ン と関数

。PL/1用 汎 用 マ ク ロ

。プ ログ ラ ムテ ス トに有効 な技 能

7 OSとJCLの 基 本 。OSとJCLの 関係 外 部Video

。計算機の使い方

。JCLの 書 き方

。プ ログ ラム の実 行

、 」

8 順 次 デ ー タセ ッ トの
。フ ァイル の保 守 ・更新 ・削除 外部Video

処理

9 PL/1演 習(1) 。フ ロ ー チ ャ ー ト ・ コー デ ィ ン グ 外 部Video

10 標準化について 。標準化の意義 OHP

。当 社 の標 準化(範 囲 ・内容etc)

11 汎 用 プロ グ ラムの使
・TDGEN、 ソー ト/マ ー ジ、TMATE、 標 準 マ ニ ュア ル

い方 TLIST、LIBCON 汎 用 プ ログ ラム編

汎 用 プ ログ ラ ム使 用

例集

12 シス テ ム設計 入 門 。シス テ ム作 成 の 手順、 仕 様 書 の読 み 方、 コー ド化 「シス テ ム設計 の基

の概念 礎」

13 PL/1演 習 皿) 。テ ス ト
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(2)〔 初 級EDPS担 当 者第2次 教 育 〕

目

的
初 級EDPS担 当者 第1次 教 育 で 習得 した事項 の よ り一 層 の定着 をは か る。

凡 研 修 項 目 研 修 内 容 教材θその他

1 シス テ ム/370入 。シス テ ム/370の 基本 構造 「シス テ ム/370

門(PI) 。システ ム/370に おけ るデー タ表 現 と演 算 入門」

。入 出力操 作、 入 出力 装 置

。ファ イル構 成 と処 理 方法

。OSの 機能

シ

2 仮想記憶システム入 。仮想記憶装置とは 「仮想 記憶 シス テ ム

門(PI) 。動的 ア ドレス 変 換 入門」

。実記憶装置の管理 外部Video

。プ ログラ ム の実 行 とペー ジン グ

3 OS/VSの 基本的使 。OS/VSの 機 能 と構 成 「OS/VSの 基 本 的

用法(PI) 。JCL 使用法」

。JES

(3)〔 初 級EDPS担 当 者 第3次 教 育 〕

目

的
JCLの 習熟 、構 造 化 プ ログ ラ ミング作 成 を 習得 す る。

凡 研 修 項 目 研 修 内 容 教材 ・そ の他

1

2

3

4

5

OS/VSの 概 念

連 係 編集 プ ログ ラ ム
の機 能 とプ ログ ラム

作 成

JCL演 習

構 造 化 プ ログ ラ ミ ン
グ

エ マ ース演 習

。OS/VSの 機 能

。SCP

。JES

。連 係 編 集 プ ログ ラムの機 能

。制 御 ス テー トメン ト

。本 番用JCLの 作 成

。制 御 構 造

。PL/1に よる構 造 化 プ ログ ラ ミング

「OS/VSの 基本的

使用法」

標準演習問題

外部Video
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図表28中 級EDPS担 当 者 教 育 カ リキ ュ ラ ム

目 基本計醒 にもとつ くプ・グラム仕糖 を作成できるようにし・勧 せて詳細謝 への麟
的 を可 能 にす る。

凡 研 修 項 目 研 修 内 容 教 材 ・そ の他

1 システ ム設 計 ① トップ ・ダ ウ ン設 計
標 準 マ ニ ュア ル

②入出力標準設計

③ 入 出力 媒体 とレ コー ド ・レ イア ウ ト設計

④ オ ン ライ ン ・フ ァイル 設計 と記 憶容 量 の 見積 り

⑤ コー ド設計

2 プ ロ グ ラム設計 ①構造化設計技法
外部Video

②仕様書作成
標 準 マ ニ ュアル

③ デ シジ 。ン ・テ ー ブル記 法

④NSチ ャー ト

⑤HIPO記 法

3 COSS ①COSSの 概 要

②COSSの 運 用

4 デ ー タベ ース 入 門 ①データ構造と記憶構造

②データの検索

③IMS概 念

5 デー タ通 信 システ ム ①データ通信システムの概要

入門 ②通信回線と回線制御の概要

図表29 上 級EDPS担 当 者 教 育 カ リ キ ュ ラ ム

目

的
日常作業 の円滑 な 運営 を可 能 に す る ことを 目的 に行 う。

凡 研 修 項 目 研 修 内 容 教 材 ・そ の他

1 開発 ・維持管理 ① 作 業 ス ケ ジ ュール 管理

② テ ス ト管理

③ ドキ ュメ ン ト管理

④ 図 とネ ット ワーク管 理

⑤ ネ ・ トワー ク分 析

外部Video

2 標準化とその運用 ①ジステム内標準化

3 デ ー タ保 護 ① デ ー タ保 護 とシ ステ ム設計
標準 マ ニ ュア ル

4 ウォーク ・スル ーの運 営 ① 構 造 化 ウォ ー ク ・スル ー の運 営
標 準 マ ニ ュアル
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図 表30ア セ ンブ ラ ・プ ログ ラ ミン グ とPL/1上 級 プ ログ ラ ミン グ教 育

(1)〔 ア セ ン ブ ラ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ教 育 〕

目

的

ア セ ン ブ ラ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ に関す る当 社 の標 準 化 、SP用 マク ロを重 点的 に、 ア セ ン

ブ ラの 習得 を は か る。

凡 研 修 項 目 研 修 内 容 教材 ・そ の他

1 当社における標準化 ① 標 準 コーデ ィン グ形 式

② プ ログ ラムの 開始 と終了

「ア セ ン ブ ラ 東 京

ガス プ ログ ラ ミ

ン グ ・マニュアノヒ1

。教 育 用 資料

2 順 次 デ ー タセ ッ トの

処 理

①DCBマ ク ロ

②OPEN/CLOSE

③ 入 出 力手法

〃

3 SP用 マ ク ロ
〃

4 PL/1用 サ ブル ー

チ ンの使 い 方

〃

5 デ バ ック ① ダ ン プ ・リス トの見 方
〃

(2}〔PL/1上 級 プ ログ ラ ミ ング教 育 〕

目

的
PL/1コ ン パ イ ラ が 持 つ 機 能 の有効 な利 用法 を 習得す る こ とを 目的 に行 う。

凡 研 修 項 目 研 修 内 容 教材 ●そ の他

1 PL/1プ ログ ラ ミ ン

グ ・ア ドバ ン ス

① ポ イ ン タ変数 の使 い方

②ISフ ァイル の扱 い 方

③ サ ブルー チ ン と関 数

2 PL/1プ リプ ロセ ッ

サ ー とPL/1用 マ

ク ロ

① プ リプ ロセ ッサ の機 能

②PL/1マ ク ロの作 り方

PL/1プ ロ グ ラ ミ

ン グ ・マ ニ ュ ア ル

3 ダ ン プ ・リス トの解

析

① 難解 なパ グ の解決 方法

②PL/1'ダ ンプ ・リス トの解 析

PL/1プ ロ グ ラ ミ

ン グ ・マ ニ ュ ア ル
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(3)女 性 プ ログラ マの養 成教 育の事 例

最 近は プ ログ ラ マの女子 化 の傾 向が 目立 って きてい る。 プ ログ ラ ミン グ技 法 が や さし くな っ

て きた こと、 仕 事 の 内容 が女 性 向 き であ る こと、 男性要 員 が高 年 齢化 しコス ト面 で 女性 の方 が

有 利 で ある こ と、 な どの理 由 に よ る。 女性 を プ ログ ラ マに す る場 合、 最 初 は 仕 事 の 範 囲を限 定

し、 早 期 戦力 化 をは か るこ とが重 要 な鍵 にな る。 そ の1例 と して、 たSで は キ ーパ ンチ ャか ら

プ ログ ラマに職 種転 換 され た 時 の企 業 内教 育 の事例 を紹介 す る。

この事 例 は、 あ る 自動車 工 業 の女 性 プ ログ ラ マ養 成 の教 育 で あ る。1ケ 月 余 りの教 育訓 練 で

COBOLの プ ログ ラマに養 成 す る こと を ね らい と した もので あ り、 実 務研 修1(図 表31)と

実務 研 修2(図 表32)の 教 育 コ ース で構 成 さ れ てい る。

実 務研 修1で は 、 コ ン ピュー タの基 礎 知 識 とCOBOLに よる プ ログ ラ ミング を 中心 に教 育す

る。COBOLの プ ログ ラ ミング では、 自分 でJCLを 作 成 しテ ス トが で き る まで の技術 を 修得

させ る6こ れ らの 研修 を4週 間 で行 う。

「電子 計 算機 の概 要 」 か ら 「プ ログ ラム作成 の基礎 一 そ の1」 ま でを第1週 目に行 う。 講義

は6時 間 で、 あ とは 自習で あ る。 第2週k入 ると 「ANS・COBOL① 」か ら 「ANS・COBOL

⑤ 」 まで を勉 強す る。 この期 間の講 義 は14時 間 。 あ とは 自習。 同 様 に して、 第3週 には 「プ

ログ ラム作成 一そ の2」 を実 施す る。 こNで は 、 仕様 書 の作 成 の仕 方 も学 ぶ。 第4週 に入 る と

「プ ログ ラ ミング講 習 」を行 う。講 義 は3時 間 で、 あ とは プ ログラ ム作成 とテ ス ト実 習 に使 う。

これ で一 応 プ ログ ラムが 書 け る よ うにな る。

実務 研 修1が 終 ると、 一定 期 間 を おい て実 務研修2を 実施 す る。 これは 、14時 間の 研 修 で、

プ ログ ラ ミン グの 生産 性 と業 務 知 識 の2つ を テ ー マにす る。 前者 では、 わ か りやす い プ ログ ラ

ム の作成法 お よび標 準 化 と文 書 化 の技 法 を学 ぶ。 後者 は、3つ の業務 を選 択 して教 育 を受 け る。

以 上 の教 育 で一人 前 の プロ グ ラマ に な る。 教 育 修了 者 の約 半数 は 新規 開 発 プ ロ ジ ェク トの メ

ン バ に 、 残 りは 既 存 のプ ログ ラ ムの保 守 要 員 に割 り振 られ、 それ ぞれ の仕 事 を担 当 する。
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図表31女 性 プ ログ ラマ養 成 の教 育 カリキュ ラムの 例 一 実務 研 修1

教 育 訓 練 方 法 社内研修 学習(集 合研修)

, 研 修 時 間1日2H(基 準) 12日(24・5H)

INSTRUCTOR主 任

教 育 内 容 1)電 子計算機組織の基礎

2)シ ステ ム/370入 門

3)プ ログラ ム作 成 の基 準

4)ANS・COBOL言 語

研 修 分 類 研 修 内 容 期 間 研 修 基 準 期間

1.電 子計 算機 の概 要 ● コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム の 1日 ・電子計算機全般について

機能 ・電子計算機の構成
'コ ン ピ ュー タの 作 動 原 理 (2H) ・ソ フ ト ウ ェ ア 、 ハ ー ド ウ ェ ア
・EDP用 語 ・プ ログ ラ ムの 位置 づ け

・機器の役割

2.シ ス テ ム/370入 ・シス テ ム/370の 基本 構 1日 ・オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

門 造 .10・2・16進 法 の 概 念

・シ ス テ ム/370の デ ー タ (2H) ・業 務 依頼 か ら シス テ ム作 り、

表現 プ ログ ラム作 り迄 の 流れ と機

器の関連性
3.プ ログ ラ ム作 成 の基 ・ フ ロ ー チ ャ ー ト 1日 ・各 チ ャー ト図 の見 方

準 その1 ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ の ス テ ッ プ (2H)' ・プ ログ ラム作 成迄 の作業 方法

・ ドキ ュ メ ン トの作成 と見 方 プログラム作成後の作業方法
・ ・ フ ァ イ ル ▽

概 略
● コ ン パ イ ラ に つ い て

4.ANS・COBOL① ・4つ のDIVISIONの 機能 1日 ・ コ ー デ ィ ン グ 方 法

・目的デ ィバ イス の定 義 (2H) ・外部記憶の定義の仕方
・FILEのOPEN-CLOSE

5.ANS・COBOL② ・DATA-DIVISION 1日 ・作 業域 全 般 につい て

・WORKING-STORAGE (3H) ・REDEFINES,OCCURS

・初 期 値 セ ッ ト

・パ ック10進 法

6.ANS・COBOL③ ・PROCEDURE① 1日 ・IF,GO,PERFORM

(処 理の流れ) (3H)
・PROCEDURE② 1日 'ADD,MOVE,

(演 算) (2H) COMPUTE

7ANS・COBOL④ ・PROCEDURE③ 1日 ・WRITE,プ リ ン ト編 集

(編 集) (2H)

8.ANS・COBOL⑤ ・質 問、 演 習 1日 ・予 約 語,ピ リオ ド等注 意

(2且) 説明の補足
9.プ ログ ラム作 成 の基 ・JCLの 切 り方 1日

礎 その2 ・テ ス ト、 デ ィパ ッ ク (3H) ●例題を基に処理方法の説
・仕様書の作成 明

10.プ ログ ラ ミ ン グ 演 習
●オ ペ レ ー シ ョ ン操 作

・マ ニ ュ ア ル の 使 い 方
2日

(1.5×2)

●実 際 の オ ペ レ ー シ ョン

・各 自の プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト
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図表32女 性 プ ログ ラ マ養成 の教育 カ リキ ュ ラムの 例 一 実 務 研修2

教 育 訓 練 方 法 社内研修

研修 期 間 一2H×7-14H2W

INSTRUCTOR－ 主任

各部門主任

教 育 内 容 1)"プ ログ ラ ミング の生 産性 知 識

2)ア プ リケ ーシ ョン業務知 識

研 修 分 類 研 修 内 容 研 修 基 準 期 間

1.プ ログ ラ ミン グ の 生 良 い プ ログ ラム とは
8H

産性知識 プ ログ ラ ムの 開発管 理

生産性を高める為の技法

標準化と文書化

事 例 研究,

2.ア プ リ ケ ー シ ョン 業 HONDAの 事務管理 各 ア プ リク ー シ ョンの事 務 管理 6H

務知識 ]生 産管理 および各部門物流について把握

～部品管理

～国内販売

～輸 出販売

～資材調達

～人 事 ・給 与

1.2.3プ ログ ラマ教 育 の今 後 の課 題

これ までみ て き た よ うに プ ログ ラマに対 す る情 報処 理 教育 は かな り充実 して い る。情 報処 理教

育 とい うと、 も と もとは プ ログ ラム教 育 だけ でほS'目 的 が達 成 で き た。、そ うこ うこと もあ って、

プ ログ ラマ教 育 には歴 史 が あ る。 それ だけ に、 しっか り した ものが 実 施 されて い る とい って よい。

しか し,問 題 が全 くな い,とい うわ けで はな い。 以 下 に今後 の プ ロ グ ラマ教 育 に関 す る主 要 な課 題

を要 約 してお く。
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① 教 育 の 出発 点 ともい うべ きキ ャ リア ・パ ス、育 成 レベ ル、 お よび職 務 内容 を 洗い 直 し、 よ り

具体 的 にす る必要 があ る。 キ ャ リア ・パ ス や職務 内容 が 不 明確 であ るため に、 現実 の仕 事 か ら

離 した非 実 践的 轍 勧 桁 われ た り、 あ 袖 こ紬 と欲 ぽ ・ た総 花的 な教 育 が平 気 で行 われ

る結果 に もな って い る。

② 新 入者 や転 入者 を対 象 に した初 級 プ ログ ラマ向 け の教育 体 系 は完 備 して い る もの べ 中級 以

上 の プ ログ ラ マに対 す る教 育が ほ とん ど体 系 化 され てい な い ところ が 多い 。 プロ グ ラマの能 力

を 向上 させ、 高 品 質 の プ ログ ラ ムを効 率 よ く作 成 でき るよ うにす るため には、 教 育 訓練 が不 可

欠 であ る。 現有 プ ロ グ ラマの技 能 を着 実 に向上 させ るた め の中堅 用の 教 育体 系 が強 く望 まれ る。

③ 標 靴 とプ ・グ ラ ・・グ教 育 とは 密 勘 関係 があ る.麟 化 が な され て・・る と・ そ の 鯛 内

で教 育す れば よい 。一 般 論 で教 育 した り、 標 準化 を無 視 して教 育す る と、標 準を 犯す た めの知

恵をつけ・だけで逆蜘 かない・企業内教育の良猷 自社の標靴 の範囲内で効率の上が

る教 育が で き る こと だ.こ うした効 果 的 繊 育 を実 現 す るため に は・ まずは .プ・ クラ ミ・ グに

関す る標 準規 約を 確 立 す る こ とであ る。標 準 規 約が 確立 した ら、 そ れ を反 映 した コー ス内容 に

早 急 に改訂 す る こ とで あ る。

④ 情報 処 理教 育一 般 に言 え る こ とで もあ るが、 その教 育 内容 が コ ン ピュー タ技術 偏 重 にな りす

ぎてい るきらい が あ る。 単 に コン ピュー タのハ ー ド/ソ フ トの 技 術を 修 得 させ るだけ で な く、

も っ と一般 に も通用 し、 しか も情報 シス テ ム要員 に とって も不 可 欠 とな る よ うな能 力 の強 化 に

意 を払 う必 要 が あ る。文 章表 現 力 や文 書 化能 力、 プレゼ ンテ ー シ ョン能 力 や 説得 力、 会議 を効

率的 に進 め る能 力 とか司 会 の能 力、 問題 発見 ・解決 能 力 な どは どこで も通 用 す る能 力 で、 しか

もシステ ム部門 での 仕事 の遂 行 に さい して も重要 な能 力 で あ る。 これ らを きちん とき たえ る よ

うな 教 育体 系 にすべ きで あ る。

⑤ プ ロ'グラ マ とい え ども、 先 々を考 慮 に入 れ る と、 広 い視野 や経 営的 視点 か らの物 の 見方 や考

え方 が で きる よ うに して おい た方 が よい 。 その ため には、企 業 や経 営 の仕 組 み、 経営 管理 や事

務管 理 各種 業 務 な どの知 識 を付 与 す るよ うな教 育 コース や機会 を も っ とも っ と組 み 入れ る必

要 が あ る。
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1.3SE教 育 の 実態

1.3.1SEの 職 能 と要 求 能力

SEの 場 合は、 他職 種 と異 な り、 そ の職能 と要 求能 力 に最 近変 化 が み ら れ る。 この こ とは、 情

報 シス テ ム部 門 の企業 内 におけ る機 能 や役 割 その もの に変 化 を求 め られ て い る こ とに起 因 す る。

す なわ ち、 従 来 の受動 型 の コン ピュー タ ・シス テ ム開 発部 門(機 能)か ら、OA対 応等 を含 め た

利 用部 門主 導 の コン ピ ュー タ活用 を 目指 して、 能動 型 の業務 改 善 支 援部 門(機 能)へ の 脱 皮をは

かろ うと してい るg

この新 しい機 能 を果 す た め には、 新 しい型 の機 能 を持 った要 員(SE)が 必要 とな るの は 当然

で あ るが、 と同時 に従 来 どお り コン ピュー タ ・シス テ ムを開発 す る機 能 を果 す ため に、 これ まで

のSEも 必 要 で あ る ことは い うまで もな い。

そ こ で、SE機 能 の分化 の必要 性 が云 わnて い るが、 その 職能 ・呼称 に定 説 が 固 ってお らず、

識者 の提言 は 図表33の よ うに ま とめ るこ とが で き る。

この よ うな動 きが見 られ る として も、 実態 か らみ る と、 各企業 と も明確 に区分 して運営 してい

ると ころは 極 め て少 ない。 従 って、 この 調査 では、SEと しては 一 職種 と して と りあげ るこ とを

原 則 と し、 必要 かつ 資料 の 整 う項 に ついては 「アナ リス ト系」 と 「デザ イナ 系 」 に 分 け て取 扱 う

こと にす る。

図表33職 能と職種呼称

職

能

呼

称

の

例

全社的経営改善のた

めのシステム化推進

総合的な情報システ

ムの企画と管理

システム部門の中長

期計画と部門内管理

部門業務の効率化の

ためのシステム化推

進

EDPシ ステムの設

計 とその関連業務

基本 ソフ トやDB

/DCな ど専門技

術のサポー ト

一 テ ク ニ カ ル SEマ ネ
.シ

リ ア ル SE 1
アプ リケ ー シ ョンSE

l

企 画 ・ 管 理 系SE アナ・… ・ii]iilli…ナ系・・
ンステムプログラマ系

SE

一
ア ドミニス トレ イテ ィブSE ア プ リ ケ ー ゾ ・ ンSE テク ニカルSE

・務系 ・・石 発系 ・・

[三Z中 級・E

テクニカル・サポート

システム ・プログ ラマ

ン ス テ ム ・ プ ラ ン ナ 7z システ ム ・エ ンジニア
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(1)SEの 職 能

ここで は、2件 の調 査 結 果(図 表34お よび 図表35)を と りあ げ て み たヵSそ の間 に大 き

な差 異 を認 め な か った。

SEと して の担 当 業務 の うち上 位 に ラン ク され る職 務 内容は 次 の もの で あ り、 ア ナ リス ト系

と デザ イナ 系 の差 異 も表 示 して みた。

プ ロ ジ ェク ト計 画 ・管i理

予 備調 査 と要 件 定 義

要 件分 析 と基 本設 計 ・

シス テム詳 細 設計

プ ログ ラム設計

統合、 シス テ ム ・テ ス ト

シス テ ム検 査 ・評価

アナ リス ト系

○

◎

◎

○

△

△

○

(◎ 多 ○中

デザイナ系

△

○

◎

◎

○

○

△

△少)

図表34シ ス テ ムの分 析 と設計 職 種

職 務 内 容 溺 50
(30人 以1二 の 要 員規 模)75

一 一

総合自画 ・管理的乗務(シ ステ ム化の長期 ・
短期剖画 と⑰理,資 源酬画 と管理な ど)

Il.,1
|

.

↓1,Il

|

l

l

l

l

l

l

＼ 、1

、

|
1

」1,'
[

l

l

=芦l

l

l

>
1
1
1
1
}
i

標準化推進 教育♂ll練3h面と実施

、
＼
＼1
・1
、一 、1

、 、 、 一と
、

▽ ＼ ＼ 、
1、
1

「

l

l
l

I

11

〆!
!

プロジェクトの書画と管理

シ設

:
ム計

システ ムの予備調査と要件定義

システム蟄件の分析と基本設計

(外 部設計)

システムの詳細設計(内 部設計)

プ開
口発

グと
ラ保
ム守

プログラム設計 と仕様書 の作成

フ'ログ ラム ・コーデ ィング と単体テ ス ト

一'一
,'-

1臼ぐ

1、 、、

1》
11

l

I＼
1〆1
11

1イ ン
|

イ|
、1

!1
!1

11

1

統合化テス トとシステム ・テス ト

プログラムの修正 ・保守

システムの検査 と評価 ・改善

システム・プログラミング(基 本ソフトの4戒 ・

僻,汎 用 ソフトの開発,DB朋 の管理など)

システ▲⑰理(パ フ冶一マンス管理,変 更

管鴉 問題管理,回 復管理 など)

オ業

c

↓
●

ン務

プ ロダ ク シ ・ンの スケ ジ ュ ー リ ング と

その コ ン トロ ー ル

ジ.フ の準備と後始末 および ライブ

ラリ・管理業 務;

コン ピュー タ ・オベ レー シ ・ン

上 級 レ ベルo___o 初 中 級 レベ ル ← 一 ㊨ 職 位 レ ベ ル な し ●一ー一●

('tlV'Ji、「.噺 酬 処刑4翻 のmu内sn

調w.報 告,tl」)
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図 表35 職 務 内 容 一 シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア

職 務 内 容25φ5075

総合計画 ・管理的業務(シ ステム化の長期 ・
短期剖画 と管理,資 源計画 と管理 など)

`OlIl
－ 、|

、 、
、ll、

、 へ

1、

1、 、 、

1∨ 一 、-

l

l

{

|

1

l

I

l

l-一 一

1● く 、 ～ 一 一

1● ～'一 一臼「6、

`1lIl

!
1
|

1

.一
、 一 ～

～__1 、卜 ーへ
＼

1、 、

1、 マ

}1

,・ 」1
,'

,'

1,''

一_一 一●了
一 一 一'-1

1～ ～

=二)=-1一ノl

l

一 一,,

標準化推鵡 教育訓練計画と実施

プロジェク トの計画と管理

シ設

享
ム泊

システムの予備調査と要件定義

システム要件の分析 と基本設酎

(外 郎設計)

システムの8r細 設計(内 部設計)

プ開
口発

グと

ラ保
ム守

プログラム設計 と仕様磁 の作成.

プログラム ・コーデ ィング と単体テス ト`

統合化テス トとシステ ム ・テス ト

.
プログラムの修正 ・保守`

システムの検査と評価 ・改善
1

1

,'

1!!一

」''
,'

,ノ 「1
,"1

1
|

{1

、、
,''

l
l
l
l
l
|
l
l
l
|

1

システム・プログラミング(基 本ソフトの三1戒・

保守,汎 用 ソフトの 開発.DB燗 の管理など)

シ ステム管理(パ フ.一 マンス管理 変更

管理 問題管理.回 復管理など)

オ業

;

↓
●

ン務

プ ロダ ク シ ・ンの ス ケ ジ ーー リン グと

その コン トロール

ジ・フの準備と後始末}お よび ライブ

ラリ・管理業務:
.

コ ノピ ュ一 夕 ・オベ レー シ.ン

アナ リス ト系 σ一 ー 一◇ デザ イナー系 ●一一◆(Il▲ 所:「 上級tfiva処理技術者 の職種

内容等調査報告書 」)

② 必要 知識 ・技 術

必要 知 識 ・技 術は、 本 来 持 つべ き もの と、 充 足 すべ き もの とが 考 え ら れ るが、 ここでは 前 者

を考 え、 後 者 につい て は、 教 育内 容 の項 でふ れ る ζととす る。

本 来、 必要 繊 ・技 術は 、 担 当 職能 が 実態 を反映 した もの 噛 し・ 必 要 能 力 の 加 調者 対 象

者 の考 え方 を反映 した もの であ る と思 拠 るた め、 綱 数 徹 さけ・各 職 種 との 比轍 お いて

SEと して特 に要求 さPtて い るもの をあ げ てみ た(図 表36)。 他職 種 との差 が大 きい も の、

す な わちSEに 特 に強調 され る ものは 、 次 の知 識 ・技 術 で あ る。

① シス テ ム分 析 ・設 計技 法 ⑤ 問題 発掘 ・解決 技法

② シス テ ム開発管 理技 法 ⑥ コ ミュ'ニケー シ ョン技 法

③ 適 用 業務 ・実務 知 識 ⑦ 経 営 管理 ・事務 管 理 技法

④ コン ピ ュー タ利 用 形 態

(TSS,D/B,D/C等)

なお、 ア ナ リス ト系 とデ ザ イナ 系 の 差 に つ ・・て は少 な ・・調 査 デ ー タ では あ るが・ プ ログ ラ

ミン グ関連知識 ・技 術 がデ ザ イ ナ系 におい て よ り多 く要 求 され てい る結 果 が でてい る。
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図表36職 種 別必 要 知識 技 術

適用業務知識

オペレーション

管理技法

関連 ソフ ト

システム

テス ト技法
12デパグ手法

プ ログ ラミング

百 語

関連知識

(ORtt計)

ハー ドウェア

知 識

ソフ トウェア

知 識

コンピュー タ

利用形態

システム開発

管理技法

プログラム システム設計者

設計技法 プログラマ

オペレータコミュニケー システム分析
シ・ン技法 ・ 設計技法

(3)必 要 資 質 ・能 力(出 所 「上 級情報 処 理技 術 者 の職 種 内容 等 調 査報 告 書 」)

この項 につ い て も前項 と同 じ考 え方 で、SEに 特 に強調 され てい るも のは 次 の各 項 であ る

(図 表37)。

① 企 画 力 ・計 画 力 ⑤ 総 合 力

② 分 析 力 ⑥ 独 創 力

③ 説得 力 ・表 現 力 ⑦ 柔 軟 性

④ 洞 察 力 ⑧ 指導 力 ・統率 力

な お、 これ もアナ リス ト系 、デ ザ イ ナ 系 で み る と、 ア ナ リス ト系 は 企 画力 ・計 画力 お よび

独創 力が よ り要 求 され 、 デ ザ イ ナ系 では緻 密 性 ・正確 性 が ア ナ リス ト系 よ り要 求 され プ ログ

ラマ に近 い形 にな っ てい る。
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図表37職 種別必要資質能力

論理性

総合力15

説得力

表現力

企 画力13

計画力

システム設計者 一

プログラマ ー ー

オベレ一 夕 ●一一一

実行力

1・3・2SEの 教 育実 態(出 所:「 上 級 情報 処 理技 術 者 の職 種 内容 等調 査報 告 書 」)

(1)・教 育 内容

教 育 内容 は 前述 の必 要 知 識 ・技 術 に対 して現 有知 識 ・技 術 との差 を埋 め る ものであ る。 必 要

知 識 ・技 術 は一 般 にあ るべ き姿 と して考 え られ がち で あ るが、 現 有 能力 に個 別差 が あ る場 合 に

は、 教 育 内容 に も差 が あ るのは当 然 とい え る。

こ こでは 図表38で み る よ うに、 現 在 の実 施 内容 と将 来 の必 要 内容 を と りあ げ て みた。 現在

の実 施 内容 は、 前述 の必 要知 識 ・技 術 と現 有 のそ れ との差 を埋 め るに充 分 か否 かは別 に して、

現 実 に実 施 して い るもの で あ る。 実 施度 の高い ものか ら並 べ て み る と次 の とお りにな る。

① システ ム分 析 ・設計 ・評 価 の技 法

② 適 用 業務 の知 識

③ デ ー タベ ース ・シス テ ム

④ 問題 発掘 ・解 決 技 法の 知 識

⑤ デ ー タ ・コ ミュ ニ ケー シ ・ン

⑥ 経営 管 理 と事務 管 理 の 知 識
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これ に対 して将 来必 要 と思 わ れ る教 育 内容 は、上 記 の うち 次 の項 目が 必要 度 を 高 めてい る。

① 経 営管 理 ・事 務 管 理 の 知 識+49.1%

② 問題発 掘 ・解決 技 法 の知 識+25・1%

③ 分散 デ ー タ処理 シス テ ム+14.3%

これは、 必 要 知識 ・技 術 と現 有知 識 ・技 術 と に差 が あ りなが ら も充 足 す るため の教 育実 施 が
.

難 しい とい うのが第 一 の理 由 とい え る。 そ して、必 要 知識 ・技術 その もの の変 化 を予 測 してい

る こ ととい うの が第 二 の理 由 とい え る。 更 に、 必要 な知識 ・技術 そ の もの の変化 を予 測 してい る

ことに加 え て、 これ は デザ イナ 系 か らア ナ リス ト系 へ とSE職 能 の変 化 を予 測 して い る こ との証

拠 と もい え る。1

図表38シ ステ ムエ ンジ ニア に対 す る教 育 内容

将来必要___現 在実施

oo、

そ

の

他

6

、

、
、ふ

ー

オ
ベ

レ
ー

テ

ィン

グ
・

シ
ス

テ
ム

BO

S〈

S凪

M

I
な
ど)

39

、、、ヘ一

25一

分

散
デ
ー

タ

処
理
シ
ス

テ
ム

7

へ丁
、

デ
ー

タ
・

コ

ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

.

ン

、

開

か
ノー

〃

'

デ

!

タ
・

ペ

ー
ス
・

シ
ス

テ
ム

/

∨シ

ス

テ

ム

の

運

用(オペレーシ'ン
)

＼

27

、.、、

＼

、

、

トー

プ
ロ

グ

ラ
ミ

ン

グ

技
法とテスト技法

73

卜
、

へ 、

''

、

シ
ス
テ
ム

分
析
と
設
計
、評価の技法

70

.

'

㌔

、

適
用

業

務
の

知

識

弧

、

∠

＼

、、

53

問
題

発

掘解決技

法
の

知

識

竺
、

」/

2
3

経

営

管

理
・事務管理

の

知

識

80

60

40

20

多

教

育

内

容割合

(出所:「IBM研 究会アンケート調査結果」-1983年度)

(2)教 育 の実 施方 法

まず、 「最 新 の知 識 ・技 術 を修 得 させ る方法 」 は図 表12で す で にみ た通 りで あ る。 また、

各 社 で実 施 してい るSE教 育の実 施 方法 を み る と図表39の よ うにな る。

これ らか ら次 のような こ とが、SE教 育実 施 方法 の特 徴 と して い え る。

① 他 職種 に比 べて も、 社 内 で の教 育 コー ス ・講 習会 が非 常 に少 ない 。特 に初 級 に比べ 上 級 に

な る程 その傾 向 が強 い 。

一501一



② その 結 果 教 育 機 会 と して は、 メ ー カや 外 部 諸団 体 ・機 関 の講 習会 へ の 出席が 殆 どを 占め

てい る。

③ 一 方 、 い わ@るOJTや 自己 啓 発 に頼 っ てい る部 分 が 多い の が現 状 で あ る。

図 表39SE教 育 コ ー ス 件 数

初 級 中 級 上 級 合 計

情報 システム部門主催 1:)52%18

33%

0

5

19%

1

40

38%

6社 内 各 部 門 主催

メ ー カ 提 供 8、

048%

、ノ

・へ

562%

1ノ

17

681%

2

・へ
1162%

・ノ

団 体 ・セ ミナ 機 関 提 供

そ の 他

(出 所:「 第7回 教 育 シ ン ポ ジウ ム」 報告 集 一1982年)

i.3.3企 業 内教 育 の事 例

1、3.3.1製 造 業 の例(K製 鉄)

(1)要 員 育成 の方 針 と体 系
.

① 育成 方 針

'「 輝 極 じて自ら向上す る」との基本方針峰 づき泊 己醗 およびOJT中 心の育

成方針だったが、女子化 ・外注化に伴って生ずる次の問題 に対処するため、 「集合教育に主

体をおき、 これとOJT・ 自己啓発とを結びつけて人材を育成する」という方向に転換 した。

・個人格差の拡大

・必要要員の質的 ・量的確保が困難

② 育成体系

業 務 プ ロ グ ラ ミ ン グ プ ロ グ ラム設計
コン ピュー タ

シス テム設 計

レ ペ ノレ 初 級 中 級 上 級 中 級 上 級 中 級 上 級

標準

滞
留
年
数

大
卒

.
～1年

一
～1年

→ ～1年 →i

l
一

韓
1 1

～2年 →2～3年 →;

lI

～1年 →3～5年

19
→

一

占

暫
1

-・年 下 ・一・年 了 一 叫

③ 教 育 体 系

体 系 の設 定 にあ た り、 その 前提 の シス テ ム開 発 フ ェー ズ の明 確化 をは か り、 そ れ に も とず
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長

テ

修

部

ス
研

長

テ

修

課

ス
研

シ スア ム

設 計

基 礎 講 座

システ ムス タディと|

シ ス テ ム評 価

L____」

「 『 一 一 ー ー ー 一丁

シ ス テ ム デザ イ ンl

L___1

シ ス デ ム運 用
L_

シス テ ムテ ス トlL
__」

顯 墨ヨ
1デ 三1

げ 。 グ ラ ム

溺L二 二.
1ザ テ1 「ヨス ビユー タ

ヒチ」ζ諸 司

[ニ コ システ魂 発・・一ズ

[=コ 利用部門教育

[コ システム綱 教育

[コSE関 連教育

プ ロ グ ラム

教 育

プ ロ グ ラ ム

デザ イ ン

教 育

い て利 用部 門教育 を含 め た システ ム教 育 体 系 を確 立 した。

④ 教 育 方針

(a)実 践的 な 内容 ・方法 を め ざす。

(b)標 準 化 と結 び つ け、 教 育 その もの も標 準化 をは か る。

⑤ 教 育 方法

(a)集 合教 育の効 果 をあ げ るため 、 少人 数 の受 講 者 に対 し、複 数 の 指導 者 を アサ イ ンす る。

(b)事 前 ・事後 の演 習等 で、 実 務 との結 びつ きを強 化、 あ るい は コース の効 率 化 を は か る。

(c)SE教 育 の場 合 は、 基 本 を社 内 コース で実 施 し、 応 用 的 ・高度 な ものは社 外 コー ス を活

用 す る。

②SEの 職務 と必要 能 力

職務 定義 書、 職 務記 述 書、 知 識 ・技能 基準 表 が それ ぞ れの 職務 に設定 され てい る。

① 職務定 義

(a)プ ログ ラム設計 上級

① コン ピ ュー タ ・シス テ ム設計 書 に基 づ くジ ョブ仕 様 書 の作 成

② プ ログ ラム仕 様書、 単体 テ ス ト ・デ ー タ の品質 検査

③ 結 合 テ ス ト、 総合 テ ス トの 検 証 ・評 価

(b)コ ン ピュー タ ・シス テ ム設計 中級

① 情報 シス テ ム設計 書 を理 解 し、 コ ン ピ ュー タ ・システ ム仕様 の決 定
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② 入 出力 ・フ ァイル、 処 理内 容 の 設計

③ 総 合 テス トの テス ト ・デー タ作成 、 テ ス ト検 証

(c)コ ン ピュー タ ・シス テ ム設計 上 級

① コン ピ ュー タ ・システ ム設 計 、総 合 テス トの フ ェー ズで の管 理業 務補 佐

② コン ピュー タ ・シス テ ム設 計 中級者 の指 導

② 職 務記 述 書以 下 略

(3)教 育 コース と内容

鷲 座 名 開 催 要 領 内 容

。期 間4泊5日 ω イ ン プ ッ ト ・ア ウ トプッ ト設 計

。受講者 約20人/回 {2}フ ァ イ ル設 計

プoグ ラム 。講 師 社内 {3}プログラム設計(複 合 設計)

デザイン教育 {4)デ シ ジ ョンテ ー ブ ル に よ る プ ログ ラ ム仕

様書 の書 き方(更 に本番 プ ログラムを利

用 した実 践実習1か 月)

。期 間4泊5日 AIM(DB/DC)を 中心 とした教 育に絞 っ

。受講者 約20人/回 て いる

システ ム

デ ザイ ン教育

。講 師 社内 {1}DB設 計,DC設 計

{21リ カバ リ設 計

(3}DD/D定 義

{4応 用 プ ロ グ ラム

(開 設 当初の3回 ま廿 ま更 に演習 を1か

月 間行 ってい た)

。期 間 半 日×5回 。当 初 は,暫 定 的 にQC,IE,OR初 級 程

。受講者 約20人/回 度 の知 識 習得 に絞 った

。講 師 社内

。期 間2泊3日 。PRIDEに よ るシ ステ ム設 計 演 習

。受講者 約30人/回 (基 本設計段階)
。講 師 当初社 外,後 社内

・プ ラ ン教 育

。期 間2泊3日 。デ ータ ベ ー ス の 設 計 演 習

当初は,本 社 主催 DBMSの 機 能に影響 を受 けない範囲 の

昭和57年 か ら水島独 自で 概 念 デ ー タ ベ ース,論 理 デ ー タ ベ ー ス

開催 の設計演 習を利用部門 プロ ジェク ト専

。講 師 社外講師 任者を交えて実施

。期 間2か 月 具 体的テ ーマ に よる問題解決演習

(2泊3日,3泊4日 の合 。演繹的 システ ム設計技法 に よる問題解決

宿研修含む) 演習

システ ム的

.問題解決 購座

。受講者20人/回

。講 師 社 外

。発 表 と討 議

櫻 §門向}

。新 規 プ ロ ジ ェク トが発 足 し

た 時,プ ロ ジ ェ ク トの要 請

プ ロ ジェ ク トの実 テ ー マ に よ る実 践 教育or

モ デ ル テ ー マ に よる シス テ ム 設計 演 習

に応 して 開催 。演繹的 システ ム設計技法に よる問題解決
・

。講 師 社外 実践
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1.3.3.2金 融 業(D生 命)

(1)要 員 育成 の方 針 と体 系

① 育 成 方針

(a)男 子 シス テ ム ・アナ リス トの早 期 育 成

(b)女 子 プ ログ ラ マの計 画的 育 成

(c)総 合 的 事 務分 析 ・企 画能 力 の養 成

(d)一 般職 員 と して の人 材育 成

② 育成 体 系

(a)育 成 経 路

(年 次)<新 入職 員>

1～2年 く プ ログ ラ マ>

3～4年 く シス テム ・デザ イナ>

5～6年 く システ ム ・ア ナ リス ト>

7年 目 く シス テ ム ・アナ リス ト(係 担 当 副長)〉

(b)教 育体 系

1～2年 く プ ログ ラ マ教 育、 オ ペ レー シ ョン教 育>

3年 目 〈 デザ イ ナ教 育>

5年 目 〈 ア ナ リス ト教 育〉

〈 諸 研修 会〉

③ 教 育方 針

(a)実 務的 ・実 戦的 な教 育

(b)当 社 の実 情 に マ ッチ した内容

(c)演 習;グ ル_プ ・ワー ク中心

(d)相 互研 鎮

④ 教 育 方法

(a)部 内 シ ス テ ム研修 室 主 管

(b)講 師 は部 内実務 担 当 者 中心

(c)テ キス トは 原 則 と して 自主 作 成

(2}SEの 職務 と必要 能 力

① シス テ ム ・デ ザ イナ

(a)職 務;既 存 シス テ ムをベ ース の シス テ ム分 析 ・設計 を担 当 し次 の作 業 を行 う。

① 既 存 業 務 改善 の可能 性 の判 断
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② シス テ ム設 計 ・プログ ラ ム仕様 作 成

③ プ ログ ラ ミン グ ・テ ス ト 他

(b)必 要 知 識 ・技 術

① ユー ザ業 務 ・現 行 システ ム知 識

② システ ム分 析 ・設 計技 法

③ プ ログ ラ ミング関 連技 術

④ コ ミュ ニケ ー シ ョン技 法 他

(c)必 要 能 力 ・適 性

① 分 析 力、 ② 論 理 怯 ③ 緻 密 性 ④ 正 確性 、 ⑤ 理 解 力、

⑥ 実 行 力、 ⑦ 積 極性 、 他

② シ ステ ム ・ア ナ リス ト

(a)職 務;高 度 な総 合 シス テ ムの 分析 ・設計 を担 当 し、 次 の 作業 を行 う。 また 副長 を 補佐 す

る。

① ユ ーザ部 門 との折 衝 ・調 整

② 総 合 シ ス テ ムの分 析 ・計 画 ・設計

③ プ ロジ ェク ト管 理

④ シス テ ム ・テス ト 他

(b)必 要 知 識 ・技 術

① ユ ーザ部 門 の業 務 知 識 ・諸 問題 の理 解

② プ ロ ジ ェク ト ・マネ ジメ ン ト技 法

③ シス テ ムの分 析 ・設 計技 法

④ コ ミュニケ ー シ ョン技 法

⑤ コン ピ ュー タ技 術動 向 他

(c)必 要能 力 ・適 性

① 企画 力 ・計 画 力、 ② 分 析 力、 ③ 独 創性 ④ 指導 力 ・統 率 力、

⑤ 説得 力 ・表 現 力 他

(3)SEの 教 育 コー ス と内容

① シス テ ム研 修 室 の コー ス

(a)シ ステ ム ・デ ザ イナ 向 け コ ース

① シス テ ム分 析 ・設 計 コー ス(5日)

開発標 準 工 程 と具 体 的 シス テ ム設計 作業 法の 習得

② コ ミュニ ケー シ ・ン技 法(o・5日)
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③ 当 社 シス テ ム ・コース(4日)

既 存 システ ムを実 例 と して設計 の ポイ ン トを紹介 す る。

④ シ ステ ム監 査 コース(1日)

監査 の概 要 を説 明 し、 開 発ル ール遵 守 を強調 してい る。

(b)シ ス テ ム ・ア ナ リス ト向け コース

① 事 務管理 論 コー ス(4日)

事 務効 率 、事 務 改 善 か らシス テム化 の あ り方 を理 解 させ る。

② プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジ メン ト ・コー ス(2日)

メ ー カ講 習 を モ デ ル と し、 開 発 管理 、 プ ロジ ェク ト運営 につ い て演 習 を含め て 教 え

る。

③ 文書 の書 き 方 コー ス(1.5日)

会社 文 書規 程 に則 って教 えて い る。

④ ユー ザ部 門 との交 流(適 宜)

ユ ーザ部 門 か ら講 師 を迎 え、 諸 問 題等 につい て講 話 、討 議 を行 う。

⑤ コンピ ュー タ技 術 動 向(o.5日)

メー カの講 師 に依 頼 してい る。

② その他 の教 育

(a)社 外講 習会 高 度 技 術あ るい は新 シス テ ム開発 等 で 必要 な場 合 に受講 させ る。

(b)職 場 教 育 小 集団 活動 で の リーダ体験 をつ ませ る・

(c)人 事 研 修3年 生以上 が6ケ 月 の販売教 育 の中 での業 務 体験 を 活用 で き る。

(d)論 文 制 度

③ シス テ ム研修 室 コー ス の 内容 例

図 表40シ ス テ ムの分 析 と設計

第1日 1.シ ス テ ム 計 画

システ ム計 画 の 周辺 、 シス テ ム化 とは

システ ム調査 とは、 事 務 の 流 れ

システ ム分析、 機械 化 の効果

第2日 2.シ ス テ ム 設 計

シス テ ム設計
コー ド設計、 入 力 設計 、 出 力設計

フ ァイル設計 、 プ ロセ ス設 計

第3日 3.シ ステ ム設 計 演 習

小グループでの討議方式

第4日 演習続き

第5日 演習続き
4.演 習結果 の発表

5.テ ス ト
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図 表41 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン技 法

第1日

(半 日)

L

2

3

4

5

コ ミ ュニケー シ ョンのあ り方

情報 収 集、 問題 発見 のた め の調 査 技法

文 書化

プレゼ ンテ ー シ ョン技法

効 果 的 会議 の進 め方

図表42事 務 管 理 論
'

第1日 1.事 務 管理 総論

2.事 務 改 善 とOA機 器

第2日 3.事 務 長 測定 と事務 コス トの把 握

4.帳 票 設 計 と フ ァ イ リン グ ・シ ス テ ム

第3日 5.演 習(事 例研究)

設定 され た事務 手続 急 フロ ー チ ャー ト等 を

もとにグループ討議 改善案を策定

第4日 6.演 習結 果 の発 表

7ま とめ

事業費効率と事務改善

1.3.3.3サ ー ビス業(N航 空)

(1)要 員 育成 の方 針 と体 系

① 育成方 針

(a)上 級 要 員 業 務 システ ム ・ア ナ リス トへ の転 換 育成

(b)中 級 要 員 ①EDPシ ス テ ム ・デザ イナ として の育 成

② 外 注 を含 め た開 発 ・運 用 の管 理 者 と して の 育成

② 体 系

(a)育 成経 路

全 社 的採 用 減 から年 数 名 の新 人 につ い て の基 幹要 員 と して の育 成体 系 。

1～2年 く プ ログ ラ マ>

3年 目 〈 ユ ーザ 業 務体 験>

4～5年 〈EDPデ ザ イナ>

6～7年 く 海 外勤 務>

8～ 〈 業 務 アナ リス トまた は技 術 サ ポ ー ト〉

(d)教 育体系

1～2年 く プ ログ ラマ教 育 〉
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5年 く デ ザイナ教 育 〉

③ 教育 方 針 と方法

異 な る コ ンピ ューータ ・シ ステ ム、 異 な るOSを 持 ってい るので 次 の よ うに し てい る。

(a)個 有 シス テ ムにデ ペ ン ドす る知識 ・技 術 につい て は職場 内教 育 を主体 とす る。

(b)共 通 的 な新 人 受入Pt、SE教 育等 に つ いて は、 専任 の訓練 グル ー プが担 当 して コー スを

実 施 す る。講 師 は専 任 者 また は 部 内実 務 担 当 で、 教材 は 自作 す る。

(2)SEの 職務 と必 要 能 力

① 職 務

現在、 職 種 が 明確 に わ か れて はい ない が次 の よ うに育成 す るこ とが確認 され てい る。

(a)業 務 システ ム ・ア ナ リス ト

① 業 務 分析 、改 善 可能 性 の検討

② 情報 システ ム要件 の 設 定

③ シス テ ムの実行 性 検 討 ・評価

④ シス テ ムの概 要 設計

(b)EDPシ ステ ム ・デザ イ ナ

①EDPシ ステ ムの基 本 設 計

② 詳 細 設計 ～ テス トの評 価

③ システ ム ・テ ス トお よび 移行 の指 導

④ シ ステ ム の保 守

② 必要能 力

必 要 度 ◎ 大

○ 中

△ 小

ユー ザ業 務知 識

既 存 システ ム知 識

事 務管 理 ・改 善 技 法

業 務分 析 ・問 題解 決 技 法

システ ム開発 ・手 順 ・技 法

システ ム設 計技 法

プ ログ ラ ミン グ技 法

コ ミ ュニ ケ ー シ 日ン技 法

ハー ド ・ソフ ト通 信 知 識

業務 システ ム

ア ナ リス ト

◎

○

○

◎

○

○

△

◎

△

EDPシ ス テ ム

デ ザ イ ナ

○

◎

△

○

◎

◎

○

○

○

プログラマ

△

○

△

△

○

○

◎

△

〇
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論 理 性

柔 軟 性

創 造 性

企画 ・計画力

説得 ・表現力

分 析 力

△

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

○

◎

◎

△

△

△

△

○

③SEの 教 育 コー ス と内容

① 部 内で実 施 してい る コー ス 等

現 在は、 特 に職 種 別 に設 定 して い ない が、 上級 要 員向 け には 、 次 の コー ス を実 施 してい る。

(a)問 題 解 決 訓 練 コース(2泊3日)

業 務上 の 問 題 発掘 か ら解 決案 策 定、 実 行計 画 作 成 ま で、KT法 や ワー クデザ イ ン法 を主

体 と して演 習 中心 で実 施 してい る。

(b)創 造性 開 発 コー ス(2泊3日)

問題解 決 におけ る解 決 策 創案 や システ ム設計 等 におけ る柔軟 思考 養成 の ため、 ブ レー ン

ス トー ミン グ、NM法 等 各 種創 造 性技 法 の 実習 を中心 と して い る。

(c)EDPシ ステ ム設計 演 習 コー ス(2泊3日)

業 務 の中 で若 干 の システ ム設計 経 験を持 つ 者 を対 象 と し、 技 術 ・技 法 の体系 化 を演 習を

とお して 身 につ け る。

(d)シ ス テ ム企 画訓 練 コー ス(5泊7日)

利 用部 門 担 当 者対 象 コー スだ が、 その 中 に入 り、 利 用 部 門 の 問題 点 や担 当者 の考 え 方 を

把 握 す ると と もに、 コ ミュニケ ー シ ョン能 力の 向 上 をは か る。

(e)コ ミュニ ク ー シ ョン技 法 自習 コー ス

① 文書 の書 き方;通 信 教 育方 式 で文 書作 成 の添 作等 を 行 う。

② 話 し 方;話 し方 教 室 のテ ー プを貸 出 し、 随 時 テス トを行 う。

(な お、 この コー スは 、2日 間 の実 習 コ ー スを実 施す べ く準備 中)

(f)情 シセ ミナ ー(月1回 、0.5日)

新 規 開発 ・計 画 シス テ ムの概要 説 明や部 ・社 外 の トピ ックス をテ ー マ と して、 部 内外 の

講 師 に よ り2～3時 間 の講 演会 を開 き、 職 員の 見 識 を広 め る。

② 部 外 で 実 施 す る教 育へ の参 加

(a)業 務 教 育 ユ ー ザ各 部 門の専 門 教 育 コース に参 加 させ る。

(b)社 外 教 育 高 度 ・専 門技 術 等 につい て は社外 のメ ー カ や 団 体 主 催 の 講 習会 に
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参 加 さ せ る。

1.3,4企 業 内SE教 育 の問 題 点

(DSE教 育 の困 難 性

①SE教 育 の立遅 れ

まず 、要 員教育 の 満 足 度 はす で に図表13で み た よ うに、 他 の職 種 に比 しSEの 場 合は、

一 段 と満 足 度が 低 くな っ てい る
。 こ の よ うに 実施 した時 の評価 だけ で な く、 実施 その もの に

つい て も、 図表12の 修 得 方 法 でみ た よ うに、 企 業 が主体 的 に実 施 してい る こ とが少 な く、

総 合的 にみ れば 他職 種 の教 育 との比 較 におい て相 当立 遅 れ てい るといえ る。

②SE教 育 の難 しさ

立 遅 れ の理 由 を企 業 内 での 教 育 とい う範 囲 ではあ るが、 図表43で み る と、 「教 育 内容 が

広範 囲 ・高度 で カ リキ ュ ラム ・テキ ス ト、 資料 の作 成、 実 施 が困難 」 につ き てい る。 これ は

前述 の とお り、SEの 必要 とす る能 力 が、 他職 種 に比 較 す る と広 く高 い もの で あ ると 同時 に

情 報 システ ム要 員 か らは 、 や や異質 の ものが要 求 され てい るか らとい え る。

②SE教 育 の 目標 不 明 確

①SEの 必 要能 力の変 化

本 来、 教育 は 持 つべ き望 ま しい能 力 と現有 能 力 を埋 め る活動 で あ るが、SEの 場合 は近 年

持つ べ き能 力 の変 化 が生 じた とい え る。 い わ ゆ る 「情報 システ ム部 門 」 の企 業 内 にお け る役

割 そ の ものの変 化が 求 め られ た こ とに伴 い、 従 来 のEDP志 向のSEの 役割 が 利用部 門業 務

志 向 とな ってき た。 当 然 の ことなが ら持 つ べ き能 力の 変化 も要 求 され て きた。 この役 割 ・能

力は利 用部 門 を含 め た中 で の確 定 が必 要 な ものだ が、 まだ それが 安 定 的 に固 ってい な いのが

現 状 とい え る。

② 現 有 資質 ・能 力 の みな お し

現 実的 には 、 伝 統 的な キ ャ リア ・パ ス で あ る 「オ ペ レ ー タ 」 → 「プ ロ グ ラ マ 」→ 「S

E」 とい う形 で企 業 内 で の要 員 育成 が行 わPtて い る ことが 多い。 こ の 場 合 、 プ ロ グ ラ マ か

らSEへ の移行 が 前述 の 資質 ・能力 が 異質 であ るため に、 表 面 的 な教 育 だけ では真 に必 要 な

能 力を もった 形 で実 施 しに くい面が あ る。 従 って、 白紙 の者 にSEの 能 力を 付 加す るとい う

形 で な く、 現 有要 員の 資 質 ・能 力 を意 識 した教 育 が必 要 であ ろ う。

(3)SE教 育 実施 上 の 問題 点

① 体 系 化 の不 足

前述 の 目標 に沿 ったSEの 育成 体系 が 必要 で あ るが、 多 くの 企業 で は この 辺 りを 模 索 中 と

い え る。 世 でい う一般 的 なSE教 育 を 単 発的 に実 施 してい るの が現 状 で あ る。

また逆 に言 うと、 新 人 に プ ログ ラマ 教 育 を す る よ う に画一 的 な面 もあ るが 、SEの 場合
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す で に、 い ろい ろな 資質 能力 を もつ経 験者 を対 象 とす るため、 本来 は個 月1関応 が必 要 といえ

る。 教 育 もいわ ゆ る カフテ リア方式、 い ろい ろな内 容 ・方法 を考 え る必 要 が あ る。

② 実務 経験 ・OJTへ の偏重

SE教 育 の場 合、 実 務 経 験 ・OJTは 不可 欠 で あ るが、 単 に数 多 くの 仕事 を こなす とい う

だ け では教 育 とは い えな い。 計 画的 教 育 炉困 難 で あ るた め に、OJTに 重 点 を おか ざ るを得

な い面 もあ るが、 こ こに も 目標 と計 画 が充 分 で ない とい え る。

③ 企 業 内教 育 体 制 の不 備

(a)専 任体 制 と講 師

実 務担 当者 が教 え る こ とが 良 い とい う名 目の下 で専 任 者 を お か な い た め 、 カ リキ ュ ラ

ム、 テ キ ス ト等 も不満 な もの に終 って い る。

(b)完 全体 制志 向

「教 育 の あ り方 」 の考 え方 が 浸透 す ると 「あ るべ き役割 → 必 要能 力 」 とい う体 系 的 ア プ

ロー チ で取 組 む と、SE教 育 の場合 には計 画 策定 段 階 で 困 難 に直面 し、 具 体 的実 施 まで到

達 しない 企業 があ る。 特 に 大規模 要 員 の場 合 にはこのアプローチは 必要 では あ るが、 一 般 的

に は メ ー カ教 育 を 活 用す るな ど現 実 的計 画 も必要 で あ ろ う。

図 表43 自 社 内SE教 育 実 施 上 の 阻 害 要 因
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2.利 用 部 門 教 育

2.1コ ン ピュ ータ利 用 をめ ぐ る新 しい動 き 一 利用 部門 志向 一

最 近 の コン ピュー タ利 用は 、 社 会 環 境 の変 化 とシス テ ム技 術 の進 歩 を うけ て著 し く変化 を示 して

い る。 その 変 化は、 ひ とこ とで言 え ば、〈 利 用部 門志 向〉 で あ る。 従来 の情 報 シス テ ム部 門主 導 に

よる システ ム開 発と 利用 では 、 今 日の 社会 環 境 下 におい て、 企 業 お よび経営 が 必要 とす るニ ー ズ に

迅速 か つ十 分 には応 え るこ とが 出来 な くな っ て きた こ と、 お よび、 コン ピュー タ利 用 面 での システ

ム技 術 の著 しい進歩 が利 用 部 門 自身 に よ る システ ムの 開発 と活用 を可能 な ら しめ て きた こ とが あげ

られ る。

2.1.1利 用 部 門 志向 の社会的 背景

利 用部 門 志 向が強 ま って きた社 会 的 ・経 済 的 な環 境諸 要 因 の うち主要 な ものを あ げ ると、 次 の

とお りであ る。

(1}資 源 の節 減 と安 定 成長 型 の経 済 社 会

(2)不 確実 性 激動 社 会 と経 営 を め ぐる リス ク の 多様 化

(3)企 業 の国 際 化 と地 方 の時 代

(4)人 口構 造 の変化(高 齢 化 と高学 歴 化)と 日本的 経 営 の変 容

こ うした諸 要 因 か ら、 コ ン ピュー タ活用 の新 たな ニー ズが 発 生 して き てい る。 その主 流が 利 用

部 門志 向 で あ る。 一方 、 これ ら環境 諸 要因 の ニーズ に応 え るため の シス テ ム技 術 の進 歩 に も 目を

み は る ものが あ る。 こ の両 者が あい ま って真 の利 用部 門 志向 が めば え てい るの で あ る。 この 利 用

部 門志 向 の 内容 は、 現 在 の と ころ次 の傾 向 に まとめ る こ とが で きる。

(1)広 域 分散 化 と現地 主義 に も とつ い た シス テム開発 と シス テ ムの活 用

(2)主 体 的 ・個 別 的 コン ピ ュー タ利用 に よる問題解 決 ない し意 思決 定

(3)開 放 的 な コン ビ=一 夕利用 とシステ ム開 発 への利 用 部 門 の積極 的参 画

(4)オ フ ィス業 務 の 自動 化 に よ る トー タ ルな オ フィス ・シス テ ムの推 進

2.1.2ト ップ ・マ ネジ メ ン トと利 用部 門 の 関心

(1)ト ップ ・マ ネ ジメ ン トの関 心

前 項 で述べ た よ うな企 業 を と り ま く環 境 の変 化 の 中 にあ っ て、 企 業 の トッ プは、 情報 シス テ

ムに 関連 してい か な る関 心 を 払 ってい るの であ ろ うか。

a.経 営 の 意思 決 定 に役 立 つ、企 業 内外 の有用 な情 報 を迅 速 に入手 したい 。

b.激 動 す る環 境変 化 に即 応 で き るに 十 分 な最 新の 情報 を入 手 したい 。

c.全 社 的va-一元 化 され た、 正 確 で タ イム リな 情報 が欲 しい。

d.経 費節減 、 生 産 性 向上 の ため に、 全 社的 な シス テ ム化 推進 をは か りたい 。
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e.減 量経 営 をは か り生産 性 向 上 を持 続 させ るには 、何 と して も人材 を 活性 化 し、 人 間性 の回

復 に意 を 払 わね ばな ら ない 。

f.多 大 な 投 資 を して い る情報 システ ム部 門 自体 の効率 的運 営 を行い たい。

以上 の よ うな ことを通 して経 営 体質 強 化 と経 営 効率 化 へ と発展 させ て ゆ きた い とい うの が ト

ップの願 い であ り関 心事 であ る。

これ ら トップの 願い に対 し、 情報 シス テ ム部 門 と しては 、 利用 部門 志向 で もっ て、 これ に可

能 な か ぎ り応 えて い かな け れば な らない 。

(2)利 用部 門 の 関心

トップの 目標 や 関心 は、 企業 を構成 す る各部 門 に対 し、 よ り具 体 的課題 と して、 急激 な環境

変 化 に対 す る敏 感 な対 応力 を要求 してい る。利 用 部 門 と しては、 こ うした要 請 に応 え る有 力な

手 段 の一 つ として、 情 報 シ ス テ ムの有効 活用 を期 待 して い る。 しか し、 現実 には、 シス テム開

発 の遅 れ、 シス テ ムの柔 軟性 の 欠 如、 不適 切 な 情報 の提 供 な ど、情 報 シス テ ムや情報 シ ステ ム

部 門 に対 す る不満 が 出 て きてい る。そ こで、 利 用 部門 と しては 、 次 の よ うな関 心 を示 さ ざるを

得 な くな ってい る。

a.そ れ ぞnの 利 用 部 門で 必 要 とす る情報、 と りわ け ス ケ ジ ュール 化 で きない 不定期 で 非定 型

的 な 情報 を タ イ ム リに入 手 で き る方 法は な い か

b.利 用 部 門 の誰 で もが 簡単 に 活 用 で きる シス テ ムの 導 入 は で きな い も のであ ろ うか'

c.大 が か りで複 雑 な適 用 業務 や シス テ ムで あ って も、 今 よ りも っ と迅 速 に シス テ ム開 発す る

方法 は な い も の か

d.未 然醐 題の発生を発見でき・迅速に騨 解決ができる情報の入手ができないものだろう

か

e.急 激 な 変 化 に即 応 して 将 来 を予 測 し た り、 見 直 す た め の 多角的 な分 析 が で きる情報 や手法

を提 供 して もらえ な い もの であ ろ うか

f.時 々信 頼 で きな い よ うな情報 や最 新 でな い情 報 が提 供 され る ことが あ り困 っ てい る。 もっ

と信 頼 性 のあ るシス テ ムに な らな い もので あ ろ うか

こ うい っ た利 用部 門 の関 心 と期 待 は、必 然 的 に 「自らの手 に よ る システ ム化 と問題 解決 を 」

と い っ た 利用 部 門 志向 を強 め る傾 向 とな ってあ らわ れて きてい る。

(3)情 報 シス テ ム部 門 の悩 み と利 用 部 門 志 向へ の対応

情 報 シス テム部 門 も悩 み多 き部門 で あ る。 情報 シス テ ム部 門 も他 の部 門 と同様 の課 題 や 要 請

が トップか らお りて きて い る とと もに、 情報 シス テ ム部 門 固有 ともい うべ き 問題 を抱 えてい る。

a.開 発、 運 用 す べ き適 用業 務は 広 範 かつ 多様 化 し、 それ らの シス テム化は 複雑 かつ 高 度化 し

て きてい る。 この ため業 務 処理 量 の増 大 と保 守業務 の急 増 を きた してい る。
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b.そ のた め新 規 開 発業 務 へ の要 員投 入 が思 うよ うにな らず、 開発待 ち 業務 が増 大 してい る。

c.一 方 、適 用 業務 シス テ ムの複 雑化 ・高度 化 は シス テ ム開 発期 間 を長 期 化 さ せ て い る(2

～3年 かか る プ ロジ ェク トも多 くな ってい る)。

d.ま た業 務 の専 門家 でない と手 にお えな い利 用部 門主 導 型 の プ ロジ ェ ク トが 増 えて い る。

e.以 上 の悩 み に加 えて、 人 件 費 の増 大 と生産 性向 上 な どの理 由 に よ り開 発要 員 の増 加 抑制は

日に 日に強 ま ってい る。

f.こ うした要 員不 足 に あえ ぎなが ら も、変 化 の激 しい システ ム技 術 に対 応 す るため の要 員の

知 識 ・技 術の 更新 と向上 にせ まら れ てい る。

こ うし た環 境下 にあ って、 情 報 シス テ ム部門 と して は、 部 門 自身 の効 率 向上 、 生産 性 向上 の

工 夫 と努 力を 行い 自部 門 の効 率 化 を追 求 して い る。 一方 、 か か る問題 は 、 情報 シス テ ム部 門 に

と って も利 用 部 門志 向 の要 請 を強 め てい る。 利用部 門で 手が けた 方 が よい 業 務、 偶 発的 ・非定

型 的 な業務 や シス テ ムに関 す る仕 事 は 、 で き るだ け利用部 門 自身 で遂行 し て欲 しい とい う願 い

が 必 然的 に高 ま ってお り、 これ もコ ン ピュー タの開 放的 利 用 の強力 な 推 進剤 とな ってい る。 と

は い うもの の、 利 用部 門 で効 果 的 に遂行 して もら うには、 情報 シス テ ム部 門が 専 門技 術 剰団 と

して、 利 用 部 門 に協 力 し指 導 ・援助 を積 極的 に行 っ てい くこ とが 必要 で あ る。

2.2利 用 部 門教 育 の実施 状 況 と教 育 内容

利 用部 門 教 育 の実態 を 本 格的 に調 査 したデ ー タは ほ とん どない 。 そ のほ とん どが 他 の調査 目的 の

一 部 に組 み込 まnて 実施 さnて い る にす ぎな い。 昭 和58年 度の 「IBM研 究 会 ア ンケ ー ト」 と昭

和58年9月 の 「第8回 教 育 シ ンポ ジ ウム(日 本IBM主 催)の ア ンケー ト」 に 貴重 なデ ー タが収

録 され てい るので、 これ らの デ ー タを もと に展開 す る こと に したい。

2.2.1利 用部 門 教育 の対 象老

昭和58年9月 の 「第8回 教 育 シン ポ ジウ ム(日 本IBM主 催)の ア ン ケ ー ト」 によれば ・教

育 の実 施状況 及び 実施 方法 は次 の とお りで あ る(図 表44)。

企 業 内の対 象者 と しては 、 トップ ・マネ ジメ ン トか ら新 入 社 員 にい た る まで約半 数以 上 の 企業

で利 用 部 門教 育が 実施 され て い る。 特 に実 務担 当者、 係 長 ・リー ダ ・レベル、 部課 長 レベ ル の教

育 が60%以 上 の会社 で実 施 され て お り、 トップ ・マネ ジ メ ン トに対 す る教 育は43.5%と 一 番

低 い 水 準 にあ る。 実 施 を予定 して い るの を み て もほ ぼ 同様 の傾 向 に あ る。 関 連 会 社 に対す る教 育

は17.4%と 非 常 に低 い。 まだ 自社 の教 育 に追 わ れて 関連 会社 まで面 倒 見 きれ ていな いの が実態

であ ろ う。

教 育実 施 の方 法は 、 や は り、 情 報 システ ム部 門で実 施が 一 番多 く、 研 修 部 門 と情報 シス テ ム部

門の共 催 お よび外部 の研 修 会 に派遣 が それ に続い て い る。 利 用部 門 教 育が まだ情報 シス テ ム部 門

主 導 で実 施 され てい る実 態 が は っ き りと出 て いる。 しか し、 トップ ・マネ ジメ ン トや 部課 長 レベ
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図表44利 用部門教育の実施状況および実施方法
(46社)

対象者

実 施 状 況 教 育 実 施 方 法

A B C A B C D E

ト ッ プ ・ マ ネ ジ メ ン ト
20

(433%)

4
(8.7)

22
(478)

2 1 7 14 3

利

用

部

門

部 課 長 レ ベ ル
29

(63.0)
5

(10.9)
12

(26.1)
5 10 14 14 5

係 長 ・ リ ー ダ ・ レ ベ ル
28

(60.9)
7

(152)
11

(239) 6 11 19 8 5

実 務 担 当 者
36

(78.3)
7

(15.2)
3

(65) 6 10 26 10 10

新 人 社 員
26

(565)
6

(13ユ)

14
(30.4) 6 14 11 3 4

関 連 会 社
8

(174)
2

(4.3)

36
(78.3)

1 1 5 0 1

そ の 他
1

(2.2)
1

(22)

44
(95.6)

0 2 0 0 0

L{謙 欝:;1

教育実施方法の記号

A:研 修部門主催で実施

B:研 修部門と情報システム部門の共催

C:情 報システム部門主催で実施

D:外 部の研修会に派遣

E:そ の他(通 信教育、情報システム部門の共催など)

ノレに な る と外 部 の 研 修会 に派 遣が かな り多 い。上 層部 の教 育 には 外 部 の力 を利 用 して い るこ とが

わ か る。

2.2.2利 用部 門 教育 の 教 育 内容

同 じ く 「第8回 教 育 シンポ ジ ウムの ア ンケー ト」 で の実 施 中 また は実 施 を予 定 してい る階 層 別

の教 育内容 は 、 図 表45の とお りであ る。

一516一



図表45 実施中または実施予定の教育内容

対』象 者

教育 内 容

トププ
マ ネ ジ

メ ソ ト

部 課長

レベル

係 長

り一ダー

実 務

担当者

新 入

社 員

関 連

会 社
その他

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
シ
ス
テ
ム

化
推

進

関
連

教

育

ハ ー ドクェアの 基礎知 識 6 11 10 16 19 5 2

ソフ トク ェアの 基礎知 識 7 13 11 20 17 5 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 1 3 5 22 10 1 3

レ ス テ ム 分 析 と 設 計

に 関 す る知 識 ・ 技 術
2 7 11 18 5 4 1

問 題 発 掘 ・ 問 題

形 成.法 の 知 識
2 10 8 12 1 1 0

コ ン ピ ュ ー タ ー 利 用

法.適 用 業 務 の 知 識
13 20 16 23 9

「

4 0

経営管理に関す る如法 16 11 2 1 0 3 0

そ の 他 4 5 3 3 2 2 0

O

A

関

連

教

育

OAの 基 礎 知 識 10 15 15 18 8 2 0

オ ーフ ィ ス 診 断

と 設 計 技.法
0 3 6 8 0 0 0

パ ソ
.コ ソ 4 16 21 30 10 3 2

簡 易 言 語 ま た は
バ プ ケ ー ジ ・ ソ フ ト 4 14 17 29 14 2 0

OA抱 器(フ ァク《ノミ リ,
ワープ ロな ど)の 活 用法

2 , 8 9 21 10 2 0

書 類 作 成 お よ び
フ7イ リ ン グ 技 法

0 4 6 10 3 0 0

会 埴 の 進 め 方 1 2 4 3 0 1 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 1

トップ ・マネ ジ メ ン トに対 して は、 「経 営管 理 に関 す る知 識」、 「コン ピ ュー タ利 用 法、 適 用

業務 の知 識」 お よび 「OAの 基 礎 知 識 」な ど コン ピ ュー タ ・ア レル ギ ー の解 消 や啓 蒙 を主体 と し

た 内容 とな ってい る。 部 課 長 レベ ルは、 「コン ピュ ー タ利 用法 、 適 用業 務 の 知 識」 をは じめ 「ハ

ー ドウ ェア、 ソ フ トウ ェア、OA等 の基 礎 知 識 」、 「パ ソ コ ン、 簡 易言 語 また は パ ッケ ー ジ ・ソ

フ ト」お よび 「問題 発 掘 ・問題 形 成法 の知 識 」、 「シ ステ ム分 析 と設 計 に関 す る知 識 ・技 術 」 な

ど啓蒙 教 育 か ら シス テ ム開 発 に参 画 させ るた め の内 容 とな っ てい る。 係 長 ・ リーダ ・レベ ルお よ

び 実務 担 当者 に対 しては、 「パ ソ コ ン、 簡易 言 語 または パ ッケ ー ジ ・ソ フ ト」、 「コン ピ ュー タ

利 用法、 適 用業務 の知 識」、 「シス テ ムの分 析 と設 計 に 関す る知 識 ・技 術」 お よび 「ハ ー ドウェ

ア、 ソ フ トウ ェア、OA等 の基 礎 知 識 」、 「プ ログ ラ ミング」な ど コン ピ ュー タ ・ア レ ル ギ ー の

解 消 ・啓蒙 の ため の教 育 か ら正 し くコ ン ピュ ー タを使 うため の教 育、 シス テ ム開 発 に参 画 させ る

た めの教 育、 当事 者 によ る問題 解決 のた め の教 育な ど多 くの 目的 を もつ 内 容 で実 施 され てい る。

新 入 社 員 に対 して は、 「ハ ー ドウ ェア、 ソフ トウ ェア の基 礎 知識 」をは じめ、 「プ ログラ ミング]、

「パ ソ コン 」、 「簡 易 言語 また は パ ッケ ー ジ ・ソ フ ト」、 「OA機 器 の活 用 法 」な ど コン ピュー

タ ・ア レル ギー の解 消 ・啓 蒙 の ため の教 育お よび コ ン ピュー タを 正 し く使 うため の 教 育 の内 容 と
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な って い る。 関 連会 社 に対 しては 「・・一 ドウ ェア、 ソフ トウ ェア の基礎 知 識」・ 「システ ム分

析 と設計 に 関す る知 識 ・技 術 」、 「コン ピュー タ利 用 法、 適 用 業 務 の知識 」・ 「パ ソ コン」 等の

教 育 内容 が件 数 は 少 な い が実 施 され てい る。

(1)企 業 別 の具 体 的 事 例(A社 ～E社 は 「第8回 教 育 シ ンポ ジウ ムのア ンケ ー ト」 よ り)

a.A社

年 間 平 均 コ ー ス 当 り 主 要 な 受 講
コ ー ス 名 開 催 日 数

開 催 回 数 平 均 受 講 人数 対 象 グ ル ー プ*

EDP入 門 1日 8回 20人 ③④

TSO入 門 1日 10回 20人 ④

TSO中 級 1日 6回 20人 ④

ンステム設計 3日 10回 10人

、

④

OA概 説 1日 10回 20人 ②⑨ ④

OA実 践 3日 20回 5人 ④

BASIC入 門 3日 12回 20人 ④

BASIC中 級 3日 8回 20人 ④

FORTRAN入 門 2.5日 8回 20人 ④

FOCUS入 門 L5日 10回 20人 ③④

FOCUS中 級 1.5日 8回 20人 ④

W/P入 門 1.5日 30回 4人 ②③④

IBMセ ミナ
① ②

言語説明会
① ②

X主 要 な受 講 グ ルー プ(A社 ～E社 共 通)

関連会社

顧 客

① トップ ・マネ ジ メ ン ト

③ 係 長 、 リーダ ・レベル

⑤ 新入 社 員

:⑦ トップ ・マ ネ ジメ ン ト

⑨ 実 務担 当者

:⑪

② 部課長レベル

④ 実務担当者

⑥.そ の他

⑧ 管理者レベル

⑩ その他
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b.B社

コ ー ス 名 開 催 日 数
年 間 平 均

開 催 回 数

コ ー ス 当 り

平 均 受 講 人数

主 要 な 受 講*

対 象 グ ル ー プ

情報 シ ステム概説 3～4日 2回 1人 ①

管理者講座 2日 1回 45人 ② ⑧

電子計算機資格認定制度 2～4日 20回 10～20人 ③④⑤⑨

技術計算応用 コー ス 2～6日 3回 20人 ③④⑨

システム担当研修 2日 1回 50人 ④

パ ソコ ン教育 2日 18回 10～20人 ③④⑨

パ ソコン管理者教 育 2日 8回 10人 ②⑧

通信教育 6ケ 月 1回 10人 ③④⑤⑧⑨

トププ ・マ ネ ジ メ ン トセ ミナ 2日 α5回 15人

,

① ②

課長 コ ンピュータ研修 2日 4回 12人 ②

課長代 理 ・書記研修 3.5日 12回 24人 ③④

新入社員研修 0.5日 1回 40人 ⑤

関係会社 トププ セ ミナ 2日 0.5回 15人 ⑦③

パ ソコ ン教育入門 10日
57/11～

4回
6人 ③④

パ ソコ ン教育中級 10日
58/2～

3回
2人 ③④

コ ン ピ ュ ー タ入 門 6日
5φ ～

7回
8～10人 ③ ④

新入社員教育 33日 の 中で 2回 ⑤

主事補昇格者教育 3日 の中で 2～3回 ③

研修会(部 長以上) 1日 ス ボ ブ ト 40人 ①②
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c.C社

コ ー ス 名 開 催 日 数
年 間 平 均

開 催 回 数

コ ー ス 当 り

平 均 受 講 人 数

主 要 な 受 講*

対 象 グ ル ー プ

初級職員研修 2日 10回 20人 ⑤ 新入社員

中級職員研修1 3日 8回 25人 ④ 実務担当者

中級職員研修 ロ 3B 7回 25人 ③ 情シ化を担当する職員

初級管理職研修 3.4時 間 5回 15人 ③ 初級管理職

中級管理職研修 1日 6回 20人 本所 ・課長②
支所 ・部長

上級管理職研修 4日 1回 15人
本所 ・室 ・部 長 ・次長②
支所 ・部長 ・次長

パソコ ン入門研修 1日 15回 20人 ⑥ 希望者

3日 1回

・

40人 ⑤ 技術系学卒

システム初級 コー ス

3日 2回 10人 ⑤ 事務系学卒

システム設計基礎講座 2泊3日 2回 20人 ③④

課長 システム研修
半B×3

十3泊4日
2回 10人 ②(課 長)

部長 システ ム研修 2～3日 3回 20人 ②(部 長)

天城 セ ミナ 3日 1回 10～15人 ①
、

新任部長研修 2日 4回 20人 ②

新任課長研修 2日 4回 20人 ②

ブ リー フ ィ ング セ ミナ 半 日 10回 20人 ②

自己研修 コース 随時 500人 ③ ④⑤
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d,D社

コ ー ス 名 開 催 日 数
年 間 平 均

開 催 回 数

コ ー ス 当 り

平 均 受 講 人 数

主 要 な 受 講*

対 象 グ ル ー プ

1.本 店総局課 長
マネ ジノ ン トコース(EDP)

3日 1回 30人 ②

2.部 長EDPマ ネ ジ メ ン トコ ー ス 3日 1回 10人 ②

3.役 員EDPマ ネ ジ メ ン トコー ス 3日 1回 5～6人 ①

4.コ ン ピ ュ ー タ入 門 コ ー ス 3日 6回 30人 ③④

5.APL基 礎 コー ス 3日 3回 15人 ④

6.APL応 用 コ ー ス1 0.5日 3回 10人 ④

7.APL応 用 コ ー ス0 1日 3回 10人 ④

8.MATE実 務 コ ー ス 2日 3回 25人 ④

Oオ ンライ ン説明会 0.5日 2回 5人 ①

。 オンライ ン移行説明 会 1B 4回 7人 ②

O担 当者実務研修 4日 4回 10人 ④ ③

。 管理者研修会 0.5日 3回 7人 ②③

。 オペ レー タ研 修会 5日 5回 10人 ④ ③

o新 人研修 会 1日 1回 15人 ⑤

新入社員研修 1日 1回 80人 ⑤
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e。E社

コ ー ス 名 開 、催 日 数

年 間 平 均

開 催 回 数

コ ー ス 当 り

平 均 受 講 人 数

主 要 な 受 講*

対 象 グ ル ー プ

デー タ処理 入門 6H×2日 4回 15人 ④ ⑤

TSS入 門 6H×1B 5回 25人 ④

パ ソコン入門 6H×1日 6回 10人 ②④

パ ソコ ン簡易言語基礎 6H×2日 12回 10人 ④

パ ソコ ン簡 易言語 応用 6H×2日 12回 10人 ④

パ ソコ ンBASIC言 語 6H×2日 12回 10人 ④

CAD入 門 2.5H×2日 4回 15人 ③④

シ
コ ン ピ ュ ー タ 利 用 手 順 2.5H×1日 5回 ・10人 ④

TSSデ ー タ編 集 2.5H×1日 4回 15人 ④

プ ログラ ミング基礎 6H×2日 4回 10人 ④ ⑤

FORTRAN基 礎 2.5H×5日 2回 15人 ④
.

LIBRARIAN 2.5H×1日 4回 12人 ④

デー タベー ス概論 3H×2日 3回 12人 ④

システム開発 手順 2.5H×1日 1回 15人 ④ ②

JCL 2.5H×3日 4回 15人 ④

デ ー タベ ー ス設 計
4.5H×1日 1回

竃10人
. ④

図形処理プ ・グラム 2.5H×1日 2回 10人 ④

日本語処理 プ ログラム 2.5H×2日 2回 10人 ④

そ の他各種コ ース有 り

販 社EDP担 当者教育

初級編 3日 6回 15人 ④⑨

中級編 4日 2回 10人 ④ ⑨

販社DDP運 営連絡会
2日 2回 パ 人 ⑧

オンライ ン利用説明会 1日 都度 10人 ③ ④

SAコ ー ス(ス トアオー トメー シ ョン)
3日 12回 20人 ⑪
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f.F社

コ ー ス 名 対 象 期 間 概 要

情報 シス テ ム概 説 役 員,部 長 3～4日

・ メ ー カ 主 催 セ ミナ に 参 加

・情 報 シ ス テ ム概 説

・ア プ リ ケ ー シ ョ ン 紹 介

管 理 者 講 座 部 課 長 2日

・最 近 の コ ン ピ ュー ター利 用 技 術 の動

向,社 内外 の事例 紹 介 等

シ ステ ムに対 す る啓 蒙

電 子 計 算 機

資 格 認 定 制 度

新 入 社 員

及 び 一 般
2～4日

・事 務 と技 術 に 分け,各 々5段 階

(5級 は共 通)

・電子 計 算機 入 門,プ ログ ラ ミング,

シス テ ム設 計等 段 階 的 に 資格 取 得 を

促 進

技術 計算応用 コース 技術系社員 2～4日

・汎 用 性 の 高 い ア ブ リケ ー シgン プ ロ

グ ラ ム の 利 用 教 育

・構 造 解 析,統 計 解 析 ・CADの 基 礎

シス テ ム担 当 研 修 システム担 当 2日

・ ライン化 制 度 に基 く シス テ ム担 当者

を対象 に,技 術動 向,社 内 外事 例,

運 営改 善 等 レベ ル ア ップ教 育

パ ソ コ ン 教 育
課 長

及 び 一 般
2～3日

・管 理 者 コー ス,初 級 ベ ー シ ッ ク,中

級 ベ ー シ ッ ク 等 に 分 け,演 習 中 心 の

教 育

通 信 教 育 一 般 3～6ケ 月

・教 育部 主 催

・電 子計 算 機 基 礎 中 心
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② パ ター ン別 の 具体 的 実 施例

a.コ ン ピュー タ啓 蒙 の た めの 利 用部 門教 育

(a)電 力A社

「コン ピ ュー タ基 礎 コー ス」
(5日)

項 目 内 容

1.コ ン ピ ュ ー タ 入 門

o

－ コ ン ピ ュ ー タ と は

一

一 プ ロ グ ラ ム と は

一 記憶 とは

_コ ン ピ ュー タ の 仕 組

一 当社 の システ ム

一 技術動向

2.シ ステ ム設計 の基 礎
一 設計と情報の概念

一 電 算化 推 進 の ス テ ップ

一 システ ム分 析

一 シス テ ム設計

一 コ ー ド設 計

一 入出力設計

一 プ アイル設計

3.フ ロ ー チ ャ ー ト
一 フ ロー チ ャ ー トと は

、

一 プ ロ グ ラ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト

一 コ ン ピ ュ ー タ と フ ロ ー チ ャ ー ト

一 基 本 型(1) 、 ②

演習問題

b.シ ステム化推進のための利用部門教育

(a)鉄 鋼B社

ア.教 育体系

利用部門に対するシステム教育を、管理技術教育体系の中に位置づけし実施している

(図 表49)・
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図表46 全社の管理技術教育体系

体 系 教 育 プ ロジェクト

導 入教 育QC系 列 IE・OR系 列 シ ス テ ム系 列

初 級
学卒新人
0.5年

A

学 卒

厘 初級一 ・
IE・OR初 級 コース システム初 級 コース

中 級
(3年 目～〕

.

シ
ス

テ
ム

的
問
題
解
決
講
座

QC基 礎 講 座 IE基 礎 胡 座OR基 礎 講 座

1

上 級

(5年 目→

L

QC← シ・クコ一具1

ゴ..一.一,.±1

;IEセ ミ ナ ーlIORセ ミ ナ ー1
システム設計基膨 筒座'¶

1.一

'、

1実 験 計 画 法1'
L_一 一 」

'

」■_」L-

r-一 一ーーーーー一一、

1多 変量解析セ ミナー1,
L--」

謀 長

r-一 「、

iQ議 長ζ=。i
-一 」 [管 理者の㌫ 。。・ナコ

謀長玖 テム研修

1

部 長

`

妄
践
演

三

'「

違 編;一.i__-」

部長システム研修

重 役

'、

{QCセ ミナー1
`重 役特別 コース1
L____● 一 ● 一 一__」

口 社内コース

[二]社 外 ・一ス

QC:QvalityContrel
OR:OperatiansResearch

lE:IndustrislEngineerirg

イ。教育概要と実施状況

講 座 名 開 催 要 領 内 容 ・ ね ら い 実 施 状 況

.

。期 間3日 間 コン ピュータをB常 業務の道具 と して使え 。昭和54年 開設

・受露者 学卒新人 る能力の養成 。延べ4回 開催

(技 術系対象) Oコ ン ピュー タ システム概要 。延べMO人 受講

。購 師 社内 。技術8七算概要,代 表的解析事例紹介

。エ ン ドユーザ ランゲー ジ(端 末利 用演習

を含む)
システ ム

初級 コース

。技術計算汎用パプケージ紹介

(FORTRAN通 信教育)

。期 間3日 間 コン ピュー タを 日常業務 の道具 と して使え 。昭和54年 開設

。受再考 拝 新人 る能力の養成 ・廷 ぺ9回 開催

(事 務系対象) 。コンピュータ システ ムの概要 ・延べ90人 受講

。閉 師 社内 ・エン ドユーザランゲージ(端 末利用含む)

C具 体的テ ーマに よる剰 浅演習

。期 間2泊3日 演緯 的 システ ム設計技法を使 って,あ るモ 。昭和55年 開設

システム 。受講者20人/回 デル会社の システ ム設計演習を行 う。・ 。延べ8回 開催

設計基礎講座 。鮪 師 社外 この演習の体験から問題の とらえ方.目 的 。延べ174人 受開(内 システ

志 向,シ ステム的考え方を習 得させ る。 ム室 プランナ83人)

・期 間2か 月 具体的テーマによる問題解決演習 。昭和53年 開設

(2泊3日,3泊4日 の合
Q演 緯的システム設計技法による問題解決 。延べ4回 開催

宿研修含む)
'

演習 。延べ94人 受講(内 システ

。愛情者20人/回 。発表と肘騒 ム室 プランナ30人)

システム的 。講 師 社外 (昭和56年 から下記開座に

問題解決胸座 吸収)

。新規 プ ロジェク トが発足 し プロジ.エク トの実 テーマ 民よる実践 教育or 。昭和54年 開設

t時,プ ロジェク トの要請 モデ ルテーマに よるシステ ム設計 演習 o延 べ3プ ロ ジェク トについ

に応 じて開催 。演鐸的システム設計技法による問題解決 て実施
。関 節 社外 実践 。延べ48人 受講(内 システ

ム室 プ ランナ13人)
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事業所 講 座 名 開 催 要 領 内 容 ・ ね ら い ・ テ ー マ ー 実 施 状 況

。期 間2泊3日 システム作 りに 必要な環境 ・風土 の醸成 っ昭和55年 度 開設

。対 象 全社の部長 oシ ステ ム思考一 般論(社 外講師 講演) 。延べ10回 開催

本

社

部 長

シ ステ ム研修

(法 王).

。摺 師 社外

。手 法NUPS,

C-NAP

。コンピュ ータの 現状 と将来 展望(社 外講

師講演)
・システ ム設 計技法 κ よる ミニ演習

。当社 システ ム化の現状紹 介 と問題 点ディ

。延べ約180人 受講

ス カ ッ シ ・ン

。期 間 半 日×3+3泊 課長 ク ラスの シス テムに対す る理解度 ・認 。昭和57年 度開設

製

鉄

所

籏長

システ ム研修

(注1)

4日

。対 象 製鉄所課長

。講 師 社 外

識の 向上

〈 テーマ〉

。一 貫品質管理 システ ムの基本構想 立案

。延べ2回 実施

。延べ16人 受講

。手 法CPS 。大形 システム リフレクシュの 〃

(注1)

NUPS… … …NipPonUnivacP|anningSystem

C-NAP… …Customer-NeedsAnalysisProcedure

CPSCustomersPlanningSystern

c。 問 題 解 決 と シ ス テ ム 活 用 の た め の 利 用 部 門 教 育

(a)ガ スC社

ア.シ ス テ ム 活 用.の た め の 教 育

昭和58年7月 末現在

コ ー ス 名 対 象 者 ね ら い、 内 容

需 要家サ ー ビス ・営 業所の需要家サ ー ビ ・需要 家サー ビス業 務 におけ る管理 ポイ ン トの

業務定期保安巡 ス業務に携わる監督職 習得

回 コー ス もし くは、そ れに準ず ・イ ン プ ッ ト ・エ ラー 訂 正 の ポ イ ン トの 習得

' る者 '端末機器操作および需要家照会の習得

・需要家情報 とその活用方 法の習得

機器販売業務 ・営業所 の ・機 器販売 業務 におけ る精算 諸表 にもとつ く、

販売店との精算 縫理業務に携わる者 販売店との精算の仕組を習得

コー ス 販売業務に携わる者 ・イン プ ッ ト ・エ ラ ー 訂正 の ポ イ ン トの 習 得

・関連 する シス テムの理解

イ.事 務合理化のための小規模 システム開発教育

コ ー ス 名 対 象 者 ね ら い 、 内 容

TSS-PL/1 ・各事 業所の ・事業 所事務 合理化、 省 力化 をね らい とした小

教育 事務 ・技術系社員 規模 システム設計 の習得

・事業所 の端末 機か らのPL/1言 語 によるブ

ログ ラム作成

・プ ログ ラムの維 持管 理

・プログ ラムの実行 とデ ータの保存

TSS-APL ・本社各 部門の管理職、 ・事務 合理 化、省力 化をね らい と した小規模 シ

教育
一般担 当者 ス テ ム設計の 習得

・端末機 か らのAPL言 語 に よるプ ログラム作

成

・プ ログ ラムの実行 とデータの保存
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d.OA推 進 のた め の利 用部 門教 育

(a)商 社D社

コ ー ス 期 間 ね ら い 、 内 容

トップ に対 す る教 育 1泊2日 ・全員参加型開発体制の必要性(1H)

(14～18時 間) ・コン ピ ュー タ のあ ら ま し(6～8H)

・当 社 システ ムの現 況(3～4H)

・進 み ゆ く情 報 化 社 会 につい て(4～5H')

ミ ドル に対 す る教 育 1泊2日 〈ねらい〉

・利用 部 門 と システ ム部 門 の位 置 づ けの理解

・OA推 進に対する主体的な問題意識をもつ

・現 状 の技 術 レベル で どの よ うな ものが どの程度

利用できるか

〈内 容〉

・ コ ン ピ ュ ー タ の 歴 史

・現 在 の システ ム部 門 が 泡え る問題 点

・今 後 の システ ム部 門 と利 用部 門 との関 係

・第5世 代 コ ン ピ ュ ー タ

・通信技術

・パ ソ コ ン、 ワ ー プ ロ実 習

現業部門に対する教 Xパ ソ コ ン研 修 を中心 に

育

(Dパ ソ コ ン 入 門 コー 2H/日 ×4日 間, ・CBEシ ス テ ム利用 に よるBASIC基 礎

ス

(2)ビ ジ ネ ス コー スA 2H/日 ×4日 間 ・MICRO-REPOの 基 礎 と応 用

③ ビ ジネ ス コースB 2H/日 ×4日 間 ・BUSINSS-PACKHの 基 礎 と応 用
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(b)生 命保険E社

コ ー ス 名 内 容

入 門 コ ー ス (1)コ ン ピュ ー タの基 本 的 仕様

(2)パ ー ソナ ル コ ン ピ ュ ー タ 解 説

(3)パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ を 使 う

(簡単な計算、文字の表示)

(4)プ ロ グ ラ ム とは

㈲ 基本的文法

(6)論 理的 判 断 とプ ログ ラムの流 れ

σ}く りかえ しの処 理

(8)配 列
1

(9)デ ー タを読 む

㈹ 練習問題

ア ドバ ンス ・コー ス (1)BASIC言 語 の復 習

② データ処理の基本的考え方

{3)統 計 事務 の プ ログ ラ ム作 成

一計算して度数分布グラフを作成する

(4)画 面 の表 示 方法

㈲ 練習問題

(c)鉄 工F社

」

コ ー ス 名 概 要

初 級
・ パ ソ コン操 作 法

・ ベ ー シ ックの基 本 的 命 令 の演 習

中 級 ・ デ ィス ク ベ ー シ ック(フ ァ イ ル 処 理)の 演 習

管 理 者OA
・ 簡 易 作表 言 語 の演 習

・ ベ ー シ ック の基 本 的 命令 の演 習

管 理 者EA
・ 簡 易 作表 言語 の 演 習

・ プ ロ ッタ,計 測 制 御等 の演 習
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2.3利 用部 門教 育 の評価 と今後 の方 向

2.3.1利 用 部 門教 育 の 問題点

昭和58年 度 の 「IBM研 究 会 の ア ンケ ー ト」結 果 に よれ ば 、 利用 部 門教 育 の 問題点 は 次 の と

お りに な って い る(図 表47)。

大 ・中型 機 種利 用企 業 に おい ては、 「教 育実 施の 方針 ・規定 が 確 立 してお らず、 場当 り的 にな

りが ち であ る」、 「教 育対 象者 が忙 が し く、 教 育 のた め の時 間 が とれ ない 」お よび 「教 育実 施後

の フォ ロー がむず か しい」 がい ず れ も47%～46%の 企業 で問 題 と感 じて お り、 こPtら が 利 用

部門輔 実施の三大阻譲 国 とな・ている・一五 小型機 利用企業において}已 「教醐 象者

が忙 が し く、教 育 の ため の時間 が とれな い」 が79.8%と8割 近 い企業 で 問題 と感 じて お り、 利

用部 門 教育 実 施 の最 大 の阻 害要 因 とな ってい る。 この他 、 「利 用部 門 の関 心 が高 くな い 」、 「教

図 表47利 用 部門 教 育の 問題 点 につい て(そ の1)

1)大 ・中型機種利用企業(回 答会社数:249社)

教育 実施の方針 ・規定が確立 して

おらず,場 当 り的にな りがちでらる

教育対象者が忙 が し く,教 育 のた

めの時間が とれ ない

実施 する対象 グ ループが多 く,か

つ教 育ニーズが多様 である

教 育内容 や カ リキュ ラムの設定が

むずか しい

教育を担当す る講師の確保手配が

むずかしい

教 育実施 にあた って,ト ップ ・マ
ネジ メン トや利用部 門長の協力が

得 られない
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図表47利 用 部 門教 育 の問題 点 につい て(そ の2)

2)小 型機種利用企業 (回 答会社数:94社)

パ ーセ ン ト

問 題 点
20406080

教 育対 象者 が忙 が しく,教 育の ための時

間が とれない

lIl `

79.8%75社

利用部門の関心が高 くない
54 57.4

教育実施 の方針 ・規 定が確立 されてお ら

尤 場 当 り的 にな りが ちで ある
4952.1

教育 実施後の フ ォローがむずか しい 34 36.2

教育実施 にあた って,ト ッ プ ・マネ ジメ

ン トや利用部 長の協 力が得 られない
27 28.7

教育 を担 当す る講師の確保 ・手 配 がむず

か しい
25

実施 す る対象 グルー プが多 く,か つ教 育
ニーズが 多様 である 24

266

25.5

25.5教 育内容や カリキュ ラムの 設定がむずか

しい
24

施設 ・機会 がない 16 170

教育効果 に疑問がある 12 12.8

教育対象の人数が多すぎる 10 10.6

〆そ の 他

育実 施 の方 針 ・規 定 が確 立 され てお らず 、 場当 り的 にな りが ち で あ る」 等 が50%以 上 で問題 と

され て お り、 情報 シ ステ ム化 が 余 り進展 してい な い企 業 におけ る悩 み が明 確 に出 てい る。

以上 を総 括 す る と、利 用部 門 に対 す る情報 処理 教 育は 各 企業 の努 力 に よ りかな り実 施 され るよ

うにな って きた もの の、 教育 実 施 上 の 問題 点 は まだ まだ残 ってい る のが実 態 で あ る。

2.3.2'利 用部 門教 育 の評 価 と今 後 の方 向

昭 和58年 度 の 「IBM研 究 会 ア ンケ ー ト」 に よれ ば、 利用 部 門 教育 の評 価 は次 の とお りであ

る(図 表48)。

全般 的 に言 え るこ とは、 ト ップ ・マ ネ ジメ ン トか ら実 務担 当 者 にいた る全 て の階 層 の教 育 に お

い て利 用部 門 の満 足 度は まだ まだ 低い 。 一番 高 い 実 務 担当 者 におい て も54%に す ぎず、部 課 長

レ ベル に おい ては38.9%で しか ない 。
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図表48利 用 部 門教 育 の実 施 内容 の現 状 と将 来

一利 用 部 門 よ りの 回 答 一

対 象 者

現状

満足度

→←1

教 育 内 容

0.5(1)

〆

ト ッ プ

マネ ジメン ト
441%

39ユ%

(86件)

68

:15)

4ξ86

(10P(19)

40.5

(89)
● 一一現 状

～ 一一 将来

、 ミA、 、 、 、 、

＼ ＼ こ＼ 、＼ べ

48」

(162)

14.1:
(55)(

3

∋

45

(18)

24.9

(97)

123

(48)
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24.3

(87)

23.5

(84)

5.9

:21〕

9.5

(M)

173
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(200)
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係 長 ・ リー ダ
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23.2

(138)

17.3

(103)

25.2

(150)

18.0

(107) 画
/＼ ＼ ＼ ＼1

52

49

32.5
}(305)

224
(221)

18.6

(175)

19.7
(185)

イll、
'

、 ノ!1
,

'

実 務 担 当 者 54.0

、/'〆'
`〆 〆

/

)
7.8

(64)

14.4
(119)

20.1
(166)

36.6
(301)

1763ξ

(145)(偽

'

'
'

、＼

1＼' ＼
、 M

＼ ＼こべ ＼
、 、 、＼ 、 、

、、
L、 、

4ε

臼

19.5

(210)

25.9

(280)

271

(293)

1.720
.9

(225)(18)
、 、 、、

＼ 、＼ ＼ 、、 、、 、、 、 ＼ 、

対 象 者

教 育 内容

祈1

十 分満足

まあまあ満

足 している

場 合

`コン ピュータ

アレルギーの

解消や啓蒙の

ための教育

システム開発

に参画 させる

ための教育

(シス九 分析

設計な ど)

当事者による

問題解決のた

めの教育

(APLBASI

Cな ど簡易織 方など)

正 しくコンピ

ュータを使う教

育(出力テLタ

の活用やデー

タの入力の 仕

情報(データく

一ス)活用のた

めの教育

(情 報倹素,

照合.リ ス ト

など)

その他

階 層 別 に教 育 内容 の現 状 と将来 を展望 して み る と、 まず トップ ・マネ ジ メン トに おい ては、 現

状は 「コン ピ ュー タ ・ア レル ギー の解 消 ・啓蒙 のた め の教 育 」が39.1%と 一 番 高い 割 合 を 占め

てい る。 将 来 は こ の啓 蒙 の た めの教 育 が さ ら に増 え る と とも に、 「情 報 活 用 の ため の教 育 」、「シ

ステ ム開 発 に 参 画 させ るた めの 教育 」 とい っ た内容 が よ り必 要 だ と見 て い る。

部 課長 レベ ル におい ては 、現 状 は 「コン ピ ュー タ ・アレ ルギ ー解 消 ・啓 蒙の ため の教 育⊥ 「シ

ステ ム 開 発 に参 画 させ るた め の教 育」 が それ ぞれ20%以 上 の 割 合 を 占めてい る。将来は 「ア レル

ギ ー解 消 ・啓蒙 のための教 育」内容は減 らして、 「シス テ ム開 発 へ の参 画 」お よび 「情 報 活用 」の

ため の教 育内容 を増 やす こと を要 望 してい る。
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係 長 ・リーダ ・レベ ル に おい ては、 現 状 は 「正 し くコ ン ピュ ータを使 う教 育」、 「シス テ ム開

発 に参 画 さ せるた め の教 育 」が20%台 、 「情報 活 用 の ため の教 育 」、 「当事 者 に よ る問題 解 決

の た めの教 育 」が18～17%台 を 占め て お り、 啓 蒙的 教 育 よ りもむ しろ実 践的 な教 育内 容 に な

って い る。 将来 は 「正 し くコ ン ピュー タを 使 う教 育 」は 減 ら して、 「シス テ ム開発 の参 画 ⊥ 「当

事者 に よ る問 題解決 」 、 「情 報 活 用 」 の ため の教 育 内容 を増 やす こと を要望 して い る。

実 務 担 当者 におい ては 、現 状は 「正 し くコ ン ピ ュー タ を使 う教 育 」が36.6%と 一 番 高 い割 合

を 占め、 「当事者 に よ る問 題解 決 の ため の教 育 」、 「情報 活 用 の ための 教 育 」、 「シス テ ム開発

に参 画 させ るた め の教 育」 内 容が これ に続 いてい る。 将来 は係 長 ・リーダ ・レベル と同様 に、「正

し くコン ピ ュータ を使 う教 育 」 は少 し減 ら して 、 「当事 者 に よ る問題 解 決 」 、 「情報 活用 」、「シ

ステ ムに参 画 させ る」 た め の教育 内容 を増 や す こ とを 要望 して い る。

以上 を総 括す ると、 利 用部 門 と しては 、 トップ ・マ ネ ジメ ン トを除 いて 「コン ピュ ー タ.・ア レ

ル ギ ー ・啓 蒙 のため の 教育 」 は も う減 ら して 十分 と見 てお り、 む しろ 「シス テ ム開 発 に参 画 させ

るため の教 育 」、 「情報 活用 のた め の教 育」 お よび 「当事 者 に よる問題解 決 のた め の教 育 」 とい

った内 容 の充 実 を要望 してい るとい え よ う。

一 方
、 情報 システ ム部 門か ら見 た利 用部 門教 育 の評 価 は い った い どの よ うにな っ てい る ので あ

ろ うか。

昭 和58年 度 のrIBM研 究 会 の ア ンケー ト」 をもとに そ の実態 を分 析 し てみ る と次の とお りで

あ る(図 表49)。

情 報 シス テ ム部 門 よ り見 た利 用部 門教 育 の実 態 の現 状 評価 は 、 全般 的 ・総 合 的 に言 えば、 そ の

教 育 の 必要度 に比 べ 充足 度 と しては まだ まだ不十 分 だ と見 てい る。

まず、 ト ップ ・マ ネ ジメ ン トに おい て は、 利用 部 門 の評 価 と同 じ く、 「コ ン ピュー タ ・ア レル

ギ ー の解 消 ・啓 蒙 の た め の教 育 」 の必 要 性 を感 じてい る会 社が91.7%と 多い が、 その充 足 度 は

30%の 企業 で しか 満 足 で き る状 態 にな い。

部 課 長 レベル にお い ては、 「当 事 者 に よ る問 題 解決 のた め の教 育 」の43.7%を 除 いて 、 「コ

ン ピ ュー タ ・ア レル ギ ー の解 消」 を筆 頭 に 、 「情 報 活用 」、 「シス テ ム開 発 に参 画 さ せ る⊥ 「正

し くコン ピ ュー タを使 う」 た めの 教 育 の必 要 性を60%以 上 の企 業 が感 じて い る。 しか し、 そ の

現 状 と しての 充足 度 は10～20%台 であ り、 まだ まだ不 十分 と言 え る。

係 長 ・リー ダ ・レベ ルお よび実 務担 当 者 にお い ては、 全 て の教 育内容 につ い て90%以 上 の企

業 でそ の必 要 性 を感 じて い る。 しか し、 現 状 と して の充 足度は 、 係 長 ・リー ダ ・レベ ル では、「コ

ン ピ ュータ ・アレ ル ギー の解 消 ・啓 蒙 の た めの 教 育 」(37.1%)、 「正 し く コン ピ ュー タを使

う教 育」(36.4%)で さえ36～37%で あ り、 他の教 育 内容 で は10～2090台 と非 常 に低

い 水準 にあ る。 実 務担 当者 では 、 「正 し くコン ピュー タを使 う教 育 」(54.3%)、 「コン ビ ュ
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一 夕 ・ア レル ギー の解 消 ・啓 蒙 のため の教 育」(47 .9%)は まあ まあ の水準 にあ るが、 「シス

テ ム開発 に参 画 させ る」 、 「当事 者 に よる問題 解決 」、 「情 報 活用 」 の ため の教 育 は10～20

%台 で まだ まだ十 分 には 実 施 され て ない 企 業が 多 い。

以 上 を総括 す る と、 情 報 シス テ ム部門 から見 た 利用部 門教 育 の 評価 も利 用部 門側 から の見 解 と

ほ ぼ同 様 の 内容 とな って い る といえ る。 ただ、 「コン ピュ ー タ ・ア レル ギ ー解 消 ・啓蒙 の ため の

教 育 」 お よび 「正し くコ ン ピュー タ を使 う教育 」 につ い ては、 情報 シス テム 部 門側 では 充 足 度 は

まだ まだ不 十分 だ と見て い るの に対 し、 利用 部 門側 では 階層 に よっては減 ら して もよい とみ て お

り、 これ らの点 に関 して 多少 両 者 の見解 の相 違 を見 る こ とが で き よ う。

図表49利 用部 門教 育の 必要 性 と充 足 度

一情報 システム部門よりの回答一

教育内容

対 象 者

コ ン ビ'ユ 一 夕 ・ア

レ ル ギ ー の 解 消 や

啓 蒙 の た め の 教 育

システム開発に参

画 させ るための教

育

(、システム分析 ・

設計な ど)

当事 者に・よる問題

解決の ための教育

(APL,BASIC

など)

正 しくコ ンピュー

タを使 う教育

(出 力デ ータの活

用やデー タの入

力の仕方 など)

情報(デ ータベース)

活 用の ための教 育

(情 報検 索、照 会、

リス トな ど)

必
要
度粥

充
足
度嬬

必
要
度

充
足
度

必
要
度

充
足
度

必
要
度

充
足
度

必
要
度

充
足
度

ト ップ

マ ネ ジ メ ン ト

91.芦

(16錺

3。.き

(,あ

284

(50)

272

(20)

10.9

(19)

144

(15)

23.8

(42)

,19.8

(22)

5L7

(91)

12.0

(16)

部 課 長 レ ベ ル

93.9

(169)

25.3

(43)

.75.2

(134)

16.1

(24)

43.7

(77)

10.3

(13)

62.0

(109)

16.6

(63)

778

(137)

5.3

(8)

係 長 、 リー ダ

レ ベ ル

90.5

(162)

37.1

(62)

97.2

(174)

16.9

(29)

89.8

(159)

10.5

(17)

97.7

(179)

36.4

(63)

96.6

(171)

20.3

(35)

実 務 担 当 者

87.6

(156)

47.9

(78)

93.9

(169)

94.4

(169)

94.4

(169)

22.6

(38)

98.4

(177)

54.3

(95)

97.2

(174)

33.6

(57)

注)X1「 必須 であ る」、 または 「望 ましい」 と回答 した会社 の割合

芥2「 十分満 されてい る」、 または 「満 され てい る」 と回答 した会社 の割合
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2.4利 用 部門教 育 推進 の た め の新 しい組 織体 制 の動 き

利 用部 門主 導 の もとに、 シス テ ム開 発 や プ ログ ラム開 発 を行 うに しろ、 シス テ ム の運 用 や 活用 を

行 うに しろ、 あ るいは 情 報 を活 用 した り問 題解 決 をす るに しろ、 利 用 部門 自 身が完 全 に独 力 で 自律

的 に行 え るわ け ではな い 。

利 用部 門の人 達 は担 当 業務 には 詳 しいが、 シ ス テ ムの固 有技 術 の専 門 家 では な い 。彼 等 にそ こ迄

要 求 す るのは 難 か しい。彼 等 が シ ス テ ムの 固有 技 術 を余 り意 識 す る こ と な く、 業務 が ス ムー ス に遂

行 で き るよ うな コン ピ ュー タの利 用環 境 を整備 して や る必 要が あ る。

そ のた め には、 コン ピ ュー タに 関す る専 門技 術集 団 た る情報 シス テ ム部 門 が 適切 に機 能 す る必要

があ る。 情報 シス テ ム部 門は 、 この 利 用部 門 志向 に よる コン ピ ュー タ活 用推 進 の た め の仲 立 ち と強

力 な指 導 ・援 助を果 さね ば な らな い 。 そ のた め の役 割 ・機 能 を果 す 組 織 と して、 最 近、 「情 報 セ ン

タ ー」 、 「OA推 進センター」、 「システ ム支 援 センター」などとよばnる もの が、 企 業 の 中の新 しい

組 織 と して形 成 さ れは じめ て い る。

この組 織は 、利 用部 門 自 身の 手 に よる システ ム化 推 進 のた めの 種 々の環 境 作 りの役 割 を果た す 。

また、 シス テ ム開発 や プ ロ グ ラ ム開 発、 情 報 シス テ ム やデー タ ・ベ ー スの 活用・ あ るい は各 種 ユ ー

ザ 製 品 の利用 にあ た っての 技 術上 の指 導 や援 助 の機 能 を果 たす 。 技 術 指 導 に先立 っ て の教 育研修 や

広 報 ・啓 蒙 活動 も大 き な役 割 りで あ る。 さ ら には 、 利用 部 門 の人達 が 困 った り・悩 ん だ り・ 問題 を

感 じた とき に気軽 に相 談 に応 じ るこ との で き るく よろず相談 窓 口〉 と して、 利用部 門 に対 して開 か

れ た一 本化 され た窓 口 と して の役 割 も次第 に持 ち は じめ てい る。

この新 しい 組 織体 制 の動 きを、 「第8回 教 育 シン ポ ジ ウム」(日 本IBM主 催)の ア ンケ ー トよ

り拾 ってみ ると次 の とお りであ る。

(1)利 用 部 門 に よる シス テ ム化 推進 またはOAを 推進 ・援 助 す るた め の特 別 な組 織(情 報 セ ンタやO

A推 進 セ ンター的 な もの)設 置 してい る企 業は45.7%、 設 置 を検 討 中 の もの を含 め ると、 実 に

65,3%に 達す る見 込 で あ る。

A.設 置 して い る 21社 45.7%

B.設 置 を検討 中 で あ る 9 19.6

C。 設置 してい な い 16 34.7
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② 設 置 して い る場 合 の組 織名 とス タ ッ フ数 は 次 の とお りであ る(図 表50)。

図表50シ ステ ム化 推進 のた め の組 織 名 と スタッフ数

OA推 進 セ ン タ ー

OA推 進 事 務 局

OA推 進 委 員 会

OA推 進 委 員 会

OA推 進 チ ー ム

OA推 進 チ ー ム

OA相 談 セ ンタ ー

OA分 科 会

OA検 討部 会

OA課

中小 型 チ ー ム

シス テ ム支 援 セ ン タ ー

シ ステ ム相 談 室

シス テ ム委 員 会

情 報 セ ンタ ー

推 進 課

総務部 業務 効 率 化 推 進 班

情 報 処 理効 率 化 グ ル ープ

教育 ・効率 化 グ ル ープ

事務 企 画 グル ー プ

事務 管 理 担 当課

電子 計 算部

(6

0

1

F◎

50

15

10

13'

11

③ 具体的組織体制

以上のうちの組織体制の姿を具体的実例で示すと次のとお りである。

0
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A社 の場合

o

o

シス テ ム開発 部 内 の1グ ル ープ と してOA推 進 セ ン タ ー を設 置(た てわ り組 織 内の1グ

ル ー プ)

構 成(6人)

。 課 長(全 銀)

:1:㌔:1,.プ 。関係)}大 型・ンピ・一・…

;1㌶}… ン関係

女性(事 務処理)

B社 の場合

A相 談

ン.タ

O
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－
C社 の場合

効 率 化委 員 会(2年 間 の 臨 時組 織,

委 員 長:社 長,事 務 局:効 率化 推

進 室)の .下部 組織:情 報 化 分 科 会

にお い て,社 内効 率 化推 進 計 画 の

答 申 が 出 され,そ の推 進 母 体 と し

て右 図 シス テ ム推 進 諮 問 委 員 会 が

設 置 され た.本 委 員会 は テ ー マ毎

に下 継 目織(ワ ーキ ング コ ミテ ィ)

を持 ち,OA関 係 に つ い ては 第 二

ワー キ ソグ コ ミテ ィで 実 行 計 画 の

立案 等 を行 い,事 務 局 お よ び実 動

部 隊 と して,情 報 シス テ ム部OA

推 進 チー ムが 当 って い る.

シス テム担 当 役員

シ ス テム推 進

諮 問委 員 会

(委 員 長:情 報 シ ス テ ム部 長)

情 報 シ ス テム 部

12人

OA推 進 チーム

5人

10人

第
一

ワ

コ1

ミ キ

テ ン

ィグ

第

三

ワ

コ1

ミキ

テ ン

ィグ

コ第

ミニ

テ ワ

ィ1

(キ

Oソ

さグ

D社 の場合

業務 プ ロ ジ ェ ク ト
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日本 ア イ ・ピー ・エ ム㈱ 情報 処 理研 修

「第8回 教 育 シン ポ ジ ウム報 告 集1

日本 ア イ ・ピー ・エ ム㈱ 情 報処 理 研 修

「コン ピュー タ部 門 と実務 担 当 者 の実 態 と意 識 に関 す る調 査 研究 報 告 書 」

昭 和59年

昭 和58年

昭 和57年

1984年

月

月

月

月

1

3

3

1

昭和55年10月

昭 和56年

昭 和57年

昭 和58年

月

月

月

9

9

9
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o

第3章 情報処理産業における企業内教育

1.実 態調 査 の 概要

1.tは じめ に

一般に組織体においで情報処理を行 う場合でも、組織形態や業種に関係なく成否が情報処理技術者の力

量に依存する度合いが大きい。とりわけ情報処理産業は情報が商品でありぐその商品には、開発を

担当する技術者の技術力が直接反映するため、業績に大きく影響するといえよう。そのため、情報

処理産業ではどの企業においても、技術者教育に対する熱意は高 く、 トップをはじめ企業全体が大

いに努力を払っているといわれている。

しかし、それが実際にどのような形で実施されているかという内容については、事例の発表など

が過去に行われていないため、実態がつかめない状況にあった。 しかし、通商産業省では、この実

態を把握 し、情報処理振興施策に反映させるという行政上の目的から、情報処理産業を対象に昭和

57年11月 に情報処理技術者問題総合的調査において、技術者の教育実態を把握 した。その結果

は す で に取 りま とめ られ、 内部 資料 と して各 種施 策 に着 々生 か さ れつ つ あ るが、 本調 査委 員 会 が 資

料 と しての提 供 を 申 し出 た ところ、 本報告 書 に紹介 す るこ とに つ いて了解 が 得 られた ので、 そ れに

つ い て以 下 で分析 を加 え るこ と とす る。

1.2調 査 の 方 法

通 商産 業 省 は昭和57年11月 ～12月 に、情報処 理産業(ソ フ トウェア業 、情 報 処理 サ ー ビス業

等)に 属 す る企 業 を対 象 と して約250社 に対 す るア ンケー ト調 査 を実 施 して、148社 か らの 回

答 が 得 られ た。 そ の うち技 術者 の教 育 に関 す る項 目につ い て回答 の あ った125社 の調 査 結果 の集

計 を行 った。

1.3調 査 結 果

1.3.1新 入 社 員教 育

急 成長 を遂げつ つ ある情 報処 理 産業 に おい ては 、 いか に優 秀 な人材 を多数 集 め るか とい うこ と

と、 そ れ らの人 々を いか に早 く戦力化 す るか とい う.ことが大 きな課 題 で ある。特 に人材 の 確 保 を

大 部分 新 規卒 業 老 に よって まか な う現状 で は、 新 入 社員 教育 が重要 な意 味 を持 って くる。 調 査 の

集 計 結果 が 示す よ うに、125社 全 部 が新 入 社 員教 育 を行 っ てお り、す べ て の企業 が そ の な かに

コ ン ピュー タに関連 す る基 礎 知 識 の修 得 を盛 り込 ん でい る こ とは 当然 とい え よ う。 そ れ らの中 味

は、 ハ ー ドウ ェア と ソフ トウ ェアの基 礎 的教 育 を行 って い る と ころ45%、 言 語教 育 を行 っ て い

る と ころ46%、OS、 社 内標 準化 について9%と 、基礎 また は言 語 に中心 をおい て い る と ころが

圧 倒 的 に 多 い こ と が わか る。 これ は即戦 力化 の た め に当然 とい え よ う。

そ のほ かに は、 企業 人 と しての態 度 を身 につ け させ る内 容や 自社の経 営 方針 お よび業 務 内容 に
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重 点 をお い てい る と ころ も、 そ れぞ れ45%、32%と 高 い の が注 目され る。

つ ぎに実 施 方法 で あるが、44%が 自社集 合教 育、18%が メ ーカ での集 合教 育 で行 って い る

が、 これは 独立 系 、 メー カ系 な どそ れぞ れ の企業 の性格 の 相 違 に よ る もの と思 わ れ る。合宿 教 育

は10%と な って い るのは、 あ との面 接調 査 の項 で もふ れ るが、 情 報処理 技 術教 育が 長 期 間 に わ

た るた め 、合 宿 で行 うの は費 用 的 な 面 や 運 営 の 面 で問題 が あ り、通 勤 に よる集 合教 育 の形 式 を

とる ところが 大部 分 の ため と考 え られ る。 そ れ を裏書 きす る よ うに、 期 間 につ い て30日 を超 え

る ところ が66%を 占 めてne・り、2ヵ 月～3ヵ 月 とい う長 期vak・ よぶ ところ も少 な くない もの と

推測 され る。

o

図表1<新 入社員教育>125社 の回答の集計

A.内 容

1.企 業 人 と して の態度 を身 につ け る45%

2.自 社 の経 営方 針 お よび業 務 内 容 の理 解

(就 業規 則、 社 内規 定 、業 界 動 向、工 場 見学 等)… … …32%

コ ン ピュー タに関連 す る基礎 知識 の修得

(1)ハ ー ド&ノ フ トの基礎 的 教 育

(2)言 語 教 育

(3)OS社 内標 準化

(4)

基礎的な問題解決能力

試験(二 種)

英会話

B.方 法

自社集 合教 育

2、 自学 ・自習

メー カ集 合教 育

教 育機 関(メ ー カ とは表 現 され て い ない もの)

(a)

45%

46%

9%

2%

1%

4%

1%

44%

6%

18%

6%

10%

50%

(c)
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1.3.2情 報 処 理技 術 者 に対 す る再 教育

成長 の著 しい情 報 処理 産業 に おい ては、 現 有技術 者 の技 術 レベ ル を技 術進 歩 の歩調 に合 わせ て、

向上 させ て い くとい う ことが最 低限 必要 とされ るの は当然 で あ るが、 さらにそれを追 い越 す た めの

努 力が、 企 業 の存 立 と成 長 の た めに不 可欠 で あ る。 図 表2で み る よ うに、 大 多数 の 企業 で再 教 育

が実 施 さ れ てい る の も、 この よ うな事 情 を反映 して い る もの と思 われ る。

図表2再 教育の実施企業

無 回答 又 は

未実 施

18.2%

図表3再 教育の実施年令

50才 前後
定 年 の
2～3年 前

45才 前後

30才 前後

49%

35才 前後

36%

40才 前後

9%

、

＼ ' /

1∠/2%

再教 育 の 実 施年 令 をみ る と、 図表3の 通b30～35才 前後 を中心 に活 発に 実施 さ れて い る。

しか し、40才 以 上 に対 しては 少 ない こ とがわ か る。 これ は、 情報 処理 産業 自体 が若 く、 年 令 構

成 も35才 以 下 が ほ とん ど を占 めてい る ことを反 映 してい るた めで あろ うと考 え られ る。

再教 育 を実 施 してい る と回答 して い る企 業 にっいて図表4の 内容を分析 してみ ると、関 連 分野 技 術

37%、 新技 術 研 修13%と い った と ころが高 い数字 を 占め て いる。 しか し、 この よ うな技 術 的

な面 より も、 中堅 社 員教 育 とか管理 者教 育 、幹 部教 育 とい った 管理 能 力 をつけ る こ とを 目的 と し

た教 育 の比 率 が高 い こ とに注 目す る必 要 が ある。情 報 処理 技 術 者 も、 この あた りの年 令 に な る と

組 織 の 中 で技 術 者 を管理 しつつ 計画通 りに 仕事 を進 め る とい う役割 が期待 され、 そ れ に応 じた能

力 を養 成 す るこ とが 重要 とな る ためで あろ う。試 験形 式 の もの も29%と かな り多い 。教 育 実 施

の方法 と して は、 社 内研 修(50%)、 社外 研 修(72%)と 両 方 を併用 す る ところが 多 い よ う

に 見 られ る。 期 間 は10日 以 内 が圧倒 的 であ る。(70%)
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図表4<再 教育>121社 の回答集計

A.内 容

L欝::=二 三
ー)}・ ・%

2.新 技 術 研 修

創造性開発訓練

関連分野技術

最新製品関連技術

標準化教育

文章能力

3.試 験

4.海 外 研修(国 際 的 視野 の修得)

B.方 法

1.社 内研 修(合 宿.

2・ 社外 研 修 倖 ミナ・ 講 習 会

社 外講 師 の招 待.模 試)

メー カ.学 会

ユ ー ザ 団体 で の研 究活 動)

13%

2%

37%

2%

2%

2%

29%

17%

50%

3・ 檸 移動(現 糠 務 ・図書マニー㍗ の整備

読書命令制度.自 己啓発の援助)

72%

4.通 信 教 育

5.

6.サ ー ク ル 活 動

7.英 会 話

8.

9.OJT

10.VTR

C.期 間

大学留学(研 究機関.各 種教育機関)

プ ロ ジェク ト発 表 会

4%

9%

7%

1%

1%

5%

21%

5%

(a)10日 以 内70%、(b)30日 以 内18%、(c)そ れ 以 上12%

1.3.3企 業 の高 令化 問 題 に対 す る対 策 と教 育

急速に社会の齢 化繊 みつつあるのを反映して、 どの企業でも論 化が勘 つつある・さき

に再 教 育 の と ころで触 れ た よ うに、 情 報 処理 産業 は比較 的 若 い産 業 で ある た め、 それ ほ どこの間
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題 が切実 で ある とは 見受 け られ ないが、 企 業 では、高 令化 は企 業 の成 熟化 と共 に進 む 問題 であ る

の で、 将 来 には 解決 を必 要 とす る問 題 の一 つ と して 認識 され て い る。現在 、 その中では、 「能 力再

開発 の た めの教 育 」とい う対 策 が最 も多 く採 用 され て いる。 しか し、 成 長 の カー ブが急 で あれ ば

あるほ ど、 将来 大 きな問題 とな る こ とが予 想 さ れ、 今 か ら そ の 対 策 を さ らに強化 す る 必要 が あ

ろ う。 なお 現在 、 図表5に 見 られ るよ うない くつか の対 策 が推 進 され て い る。

図表5企 業の高令化問題に対する対策

能

力

再

開

発

の

た

め

の

教

育

専

門

職

制

の

導

入

賃

金

・
給

与

体

系

の
見

直

し

職

位

と

処

遇

の
分

離

中

高
年
向

適
職

開

発

受

皿
会

社

の
設

立

無 回 答(%)

実 施 困難(%)

検 討 中(%)

実 施 中(%)
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2.ヒ ヤ リ ン グ 調 査

2.1は じ め に

情 報 処理 産業 の企業 に対 す る調 査 の一 環 と して、技 術 者 に対 す る技術 教 育 の具 体 的 な内容 や実 施

方法 を把握 す るため、企 業 の教 育 担 当責 任者 と面談 し、 ヒヤ リング を行 った。

ヒヤ リン グの対 象 と した企業 の選 定方 法 は、情 報 処理 産業 の 企業 の性格 と、 主 な業 務 内容 か ら次

の4グ ルー プに 分け、

(1)独 立 系 ソ フ トウ ェア輸 入 ・販 売 企 業

② 独立 系 ソ フ トウ ェア 開発 企業

(3)コ ンピ ュー タ ・メー カ系 の ソフ トウ ェア開発 企業

(4)コ ン ピュー タ ・メー カ系 の情報 処 理 サ ー ビス企業

各 々の グ ルー プ ご とに任 意 の数 社 を選 定 した。 そ の 中か ら、 図表6に 示 す企 業 に協 力を求 め て調 査

を行 った。

図表6ヒ ヤ リン グを 行 った4社 の概 略

区 別 A社 B社 C社 D社

業務内容
メー カ系

ソ フ トウ ェ ア 開 発

メー カ系

受 託 計 算

独立 系

ソフトウェア輸入 ・販 売

独 立 系

ソ フ トウェア開発

資 本 金

200～400百 万 円

ク ラス

400～500百 万 円

ク ラス

50～100百 万円

クラス

100～200百 万 円

ク ラス

設 立 年 昭和40年 代 昭和50年 代 昭和40年 代 昭和40年 代

売 上 高 100億 以上 100億 以 上 50億 未満 100億 未満

従業員数 2000人 以 上

'

1000人 以 上 500人 未満 1000人 未満

調 査 の 方法 と、 そ の と りま とめ につ い て は、あ らか じめア ンケー ト用紙 を送 付 し、 そ れ に基 づ く

詳 細 な事 項 の ヒヤ リ ングを行 い 、 その結 果 を検 討、 整理 して と りま とめ た。
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3.調 査 内 容

調 査 の内容 は、 可能 な限 り、情 報 処理 教 育 に絞 った。 したが って、 企業 に お い ては、 新 入社 員教 育

にお け る社会 人、 企業 人 と して の一 般 的教 育 や、 管理 者教 育 な どの広 範 な 教 育 の な か で 技 術 教 育 が

行 わ れて い るが、 それ らを可 能 な限 り分離 し、 情報 処理技 術者 教 育 の内容 に主 眼 を置 いた。

3.1制 度 化さ れて い る情報 処理 技術 者 教育 と その 内容

情 報処理 技 術者 に対 す る教 育 は、制 度 化 され てい る教 育 と制 度化 されて い な い教 育 に分 け る こ と

が 出来 る。 制 度化 され て い な くて も、 た とえ ば 日常 の業 務 遂行 中 でさえ絶 え ず教 育 は行 わ れ てい る。

しか し、 それ らを実 際 に把握 す る のは 困難 で あ るの で、 こ こでは、 あ くま で も制 度化 され てい る も

の のみ を対 象 と した。

制 度化 され てい る教 育 と して は、 新 入社 員研 修 、 中堅 層研 修 、 管理職 研修 の3つ を あげ るこ とが

で きる。

3.1.1新 入社 員研 修

新入 社員 研 修 の うち、技 術 教 育 の期 間 に つ い ては、長 い と ころで3ケ 月(う ち、10日 は一 般

研 修)短 か い と ころで1ケ 月行 われ て い る。2社 が2～2.5ケ 月 となってk・り、 この あ たbが 平

均 的期 間 に な ってい る もの と考 え られ る。 目的 ・ね らい と して は、企 業人 と して の態 度 や心構 え

を養 ったb、 企 業 の 方針 な どを徹底 させ る いわ ゆ る新人 教 育 を盛b込 ん で い る と ころが2社 あb、

営 業教 育 を行 ってい る ところ も一 社 あ る。4社 の いず れ も技 術 教育 を新 入 社員 教 育 の中 心 として

い る点 は疑 い ないが、 それ をOJTで 行 って い る ところが1社 ある。研 修 方 法 に つ いて は、OJ

Tの ほ か一 部 を合 宿形 式 で行 っ てい る と ころが ある ものの、 大 部分 は通常 勤 務 時 間 内集合教 育 で

行 われ て い る。 長 期 間 にわ た るため、 費 用 的 な点 と運 営 上 の都 合か らも、 全 部 合 宿形 式 で行 うの

は 適 当 でな いた めで あ ろ う。

3.1.2中 堅 層研修

中堅 層 に対 す る研 修 は 、新 入 社 員 教 育 とそ の後 のOJT等 に よる教育 の フ ォ ロー ・ア ップの

意 味 で行 われ てtsb、 そ の 期 間 を大体6年 位 ま で と してい る。

入社後2年k－ きに論 文 を提 出 させ た り、 会 社 が指 定す るテ ー マで受 講 を義 務 づ け てい るAな

か には 社外 研修 を これ に あて て い る と ころ(D社)も あ る。

3.1.3管 理 職研 修

管 理職 へ の登 用 に 当 っ ては、 なん らか の 試験 や特 別 な審査 を行 ってい る とこ ろが 多い。 この 試

験 や審査 の前段 と して、通 信講 座 を受 講 させた り、論 文 を書 か せ た りす る例 が多 い。 しか し、 管

理 職へ の登 用 に 当た っては技 術 能 力 では な く管 理能 力が これ らの方法 を通 じて 審査 され て い る。

管 理職 と して必 要 な技術 能 力 につ いて は、 ここに至 るま でに 考課 などに よ って評 価 されて い る

の が実情 で ある。
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図表7制 度化されている情報処理技術者教育とその内容

A社 B社 C社 D社

コ ン ピ ュー タ基 礎 技術教育2カ 月 ・集 合教 育3カ 月

・

・新 入教 育1カ 月

2.5ヵ 月 (う ち10日 は ・技 術教 育 は すべ て

新 言 語 は ア セ ン ブ ラ
一般研修) OJTで 行 って い

入 と も う一つ 仕 事 に ア ル ゴ リズ ム中心 る

関連 の ある もの を
・営 業教 育1ヵ 月

社
選ぶ ・見 習 い教 育1ヵ 月

口
貝

・OJT6カ 月

研,

.セ ン シ ビ テ ィ ・

修
ト レー ニ ン グ

(5泊5日 …

外部委託)

・論 文 を2年 お きに 対象は入社後2～ 対象は入社後4～ 社外研修を活用 し

提出させる 4年 の社員 5年 の社員 て い る

中
大学卒は3回 58年 度 は5講 座 テ ー マ は

堅 高校卒は4回 テ ー マは会社 が 指 (1)リ ー ダ シ ッ プ
1

層 内容は職場で指導 定 す る テ ー マ 、 ハ ② トピ ック的 な技

研
・語学 、 希 望 者 に週

一 ド
、 ソ フ ト、 術

修
2～3回 DB/DC (3)イ ン ハ ウ ス で 行

社内で検定実施 うセ ミナ

管
・マ ネ ジ メ ン ト知 識 管理職は審査によ 社外教育を活用 し.

理 ・論 文、 通 信教 育刑 り昇格 て いる

職
研 用の昇格試験にょ

修 り昇格

3.2教 育 形 態 .

教 育 形態 としては、 講 義形 式、OJT、 合宿形 式 が典 型 で あ る。 講 義形 式 で は広 く全 員 に知 らせ

たい知 識 と して た とえ ば ソ フ トウェア工 学、 基礎 技 術、 最新 技 術 な どが と り上 げ られ てい る。 また

A社 で挙 げ てい る よ うに、 自己 啓発 の助け とな る よ うな もの を取 り上 げて い る のは、 教 育 の中 心 を

あ くま で 自己学 習 に お き、講 義 はそ のキ ッカケ を与 える もの とい う位 置 付 け が な さ れ てい る こと
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に よる もの と考 え られ る。

OJTで は、 研 究論 文 の指 導 や仕事 の進 め方 な どを行 って い る と ころが 多 い。 しか し、OJTは

あ くまで も 日常 の業 務 遂行 の なか で行 われ る もの であ るか ら、 業 務処理 を中 心 にす るか教 育 的 内容

に主 眼 をお くかは 、 各 ラ イ ン部 門 の管理 者 の考 え に委 ね られる部 分 が多 い。

合宿形 式 の研 修 にお いては 、 オ リエ ンテ ー シ ョン的 な ものやKJ法 の訓練 な ど短 期 的 な合宿 で 目

的 が達 成 し易 い もの が行 われ てい る。

図表8教 育形態

A社 B社 C社 D社

講の 自己啓発の援助とな 実習の必要があるも ・ソ フ トウ ェ ア工 学 な し

義テ
形1 る もの の以外のすべて ・基 礎 技 術

式 マ A

で ・最 新技 術

0 ・研 究 論文 当面役立つ知識や ・設計方法論 技 術 テ ー マ全 般

J

T
・仕事 の進 め方 テ ー マ ・開発環 境論

向対
き象

・ ソ フ ト ウ ェ ア ・ソ

の テ 一 ノレ

↓ ・デ ー タ ・ペ ー ス

合 ・新 人教 育 開催せず 開催せず 開催せず

宿 (2泊3日) た だ し

形
式

・2年 目 ソ フ ト協 ワ ー クシ

の (2泊3日) ヨ ップに は参加

テ

|

・KJ法

マ (2泊3日)

3.3教 育 手 段 と方 法

教 育 に用 い られ る手 段、 方法 としては、講 義 形 式 の採 用 や社外 セ ミナの活 用 な どがあ げ られ る。

講 義 を社 内 で行 う場 合、教 材 の準備 や必要 なイ ンス トラ ク タの確保 が重要 とな る。

3.3.1使 用 教材

教 育 に使 用す る教 材 と しては、 図書 や マ ニ ュア ル類 が あげ られ るのは 当然 で あ るが、 そ の ほか

VTRが か な り用 い られ てい る ことが わ か った。VTRに は 自社 製の もの と して、 社 内講 習会 や
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発表 会 を録画 した もの、 放送 な どで放映 され た技術 解 説 を録 画 ・編 集 して使 用 す る もの、 コ ンピ

ュー タ ・メー カで作 成 した ものを使 用 す る ケース な どが ある。 本報告 書 第W編 第3章 で述 べ る市

販 ビデ オ もか な り使 用 されて い る こ とが わか った。

3.3.2イ ンス トラク タ

講 義 形 式 の教 育 を行 う場 合、 イ ンス トラク タの 配置 が 重要 と なっ てい る。 専任 の イ ンス トラク

タ を若 干 名配置 してい る ところが 多 いが、 そ れ で全部 の研修 を まか な うこ とが で きない場 合 もあ

る こ とか ら、 講義 の テー マ と規 模 に よっては、 ライ ン部 門 の応援 を求 め て まか なわれ る ことが多

し(o

また、 イ ンス トラク タを社外 に依 頼 す る ケー ス も希 に あ る。

3.3.3社 外 セ ミナ等 の活 用

A社 の場 合 は、 海 外 留学 、 国 内留学 を含 む外部 機 関 への 派遣 を本格 的 に実施 して い る。 他 の3

社 では 半 日～4日 間の セ ミナ へ の 参 加 や 学 会 へ の参 加が 広 く行 わ れて い る。

独 立 系 の ソフ トウェア企業 では、業 界 団体(ソ フ トウェア 産業 振興 協会)の 主 催 す る集 中 セ ミ

ナを 広 く活 用 してい る ことが注 目 され る。

海 外研 修 もさか ん に行 わ れ てい るが、 これ は 自己啓 発意 欲 促進 や、 語学 力の 向上 、国 際 的視 野

の かん養 等 を狙 って い る面が 大 きい よ うで ある。
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図表9教 育手段と方法

A社 B社 C社 D社

使
種
類

VTR、 図書 VTR、 図書 VTR、 図書 VTR、 図書

用
・自社製(技 術講習会 ・放送 の録画

市販 の もの(日 本 コ 自社製のもの

制 論文発表会の録画) ・ コ ン ピ
ュ ー タ ・ メ ン ピ ュ 一 夕 、 ト ッ パ

教 作 ・市 販(日 刊 工 業 新聞 一 力作成 の もの ン ム ア デ ル タ ック)

材
者 社 、 日 本 コ ン ピ ュ

一 夕)

イ 大部分社内のライン 原則として社内 社内の技術者が当 原則として社内の技

二 部 門、 若 干 の イ ンス 技 術者 が 当 た る。 たるが 、特 定 テー 術 者が 行 う。

ト トラク タ専任 者 を お 一部 は専任 イ ンス マに つい ては社 外

ラ

ク
い て い る。 必 要 に よ トラク タが 当た ゑ に依 頼 す るこ と も

タ り社外に依頼する。 (5名) あ る 。

(社外 セミナにつ い て) (社 内 セ ミナ につ い (学 会など) (社 外 セ ミナ))

・年間80～100名 て) ・(社)ソフ ト ウ ェア 産 ・(社)ソ フ ト ウ ェ ア 産

が受講してい為 ・半 日～4日 間 の セ 業振興協会の春秋 業振興協会セミナ

社 (1～3日 の コー ス) ミナ に参 加 させ て 集 中 セ ミナ に参 加 に参 加 させ て い る

外
セ (海 外留学)・ 毎年数 い る。 さ せ て い る。 る

ミ 名 を米国の コンビュー ・学会の研究発表大 ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ メ

ナ タ'留 (海 外研修) 会へ参加させる( 一 力主催 の セ ミナ
、

研 学 させてい る。 ・海外研修機関へ半 情報処理学会) に参加 させ る。

究 (国内留学について) 年程度毎年2名 位 (社 外 セ ミナ)) (海 外研修)

会 ・学卒者2～3名 を毎
参加 させ てい る。 ・社外 の セ ミナに参 ・行 わ な い。

海 年大学院に進学させ 加 させ る)

外
研

ている (海 外研修)

修 ・高専卒業者を学部 ・ コ ン ピ
ュ ー タ ・ メ

な

ど
(3・4年)に 編入 一 力主 催 お よび 自

の させている(長 岡、 社主催の海外セミ
利
用 豊橋) ナへ、 自社 か らも

(
・10人 弱の高校卒者 参 加 させ てい る。

実
績

を15ヵ 月国立高専

お に入学 させている。
よ

び
(受験指導を行ってい

計 る)

哩
『'w－ 工老 は さ

らに国内大学の研究生

として1～2年 研修 さ

せ る。
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3.4教 育 研 修 時間、 費用 と負担 方 法

教 育 が どの位 行 われ てい るか を定 量 的 に測 る方法 として、 研修 費用 や時 間 で比 較 す る こ とが考 え

られ る。

3.4.1教 育研 修時 間

教育 研 修 に充て られ る時 間 を、 作業 時 間 との対 比 でみ る と0.5%～1.5%が 現 状 であ った。 こ

れは年 間 の1人 の 作業 時 間 を約2,000時 間 として 推計 す る と、年 間1人 当 た りの教 育 研 修時 間

は10時 間 ～30時 間 とい うこ とに な る。 しか し、 各社 と も将来、 教 育 に要 す る時 間を さ らに拡

大 す る よ う考 えてい るのが 実情 であ る。

教 育研 修 時 間の取 扱 い につ い ては、 義 務 制 の研 修は勤 務 時 間内 とL任 意 参 加の 研修 は勤 務 時

間外 に行 う(A社)と い う企業 や、 教 育 は原 則的 に執務 時 間 内(B社)と い う企業 な どいろ いろ

で あ る。 一般 的 には執 務時 間内 で あれ ば、 任 意参 加 の研修 で あ って も有給 と され て い る。 問題 と

なるのは 時 間外 や休 日の場 合 で ある。

A社 の例 では、 業 務命 令 に よる参 加 では 、残 業、 休 日手 当 を支給 し、B社 では 、 原則 と して時

間外 には行 わ な いA行 うと きには 勤務 とみ な し所定 の手 当 を支給 して い る。 また、C社 の場合

には、 残業 手 当 の半額 程度 を研 修手 当 と して 支給 して い る。 この よ うに各 社 の取 り扱 いが 区 々で

あ る瓜 研修 を義務 と見 るか、 自己 の能 力増 進 に な るか ら部 分的 に 受講 者 め負 担 が あ って もよい

と考 え るかにつ い ては、 次 の項 目 と と もに、今 後 の企 業で の取 り扱 い が注 目され る。
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図表10教 育 ・研修時間の取扱い

A社 B社 C社 D社

・義 務 づ け られ た コ 原則的に執務時間 時 間 内、時 間外 と 時間内、時間外と

一スは勤務時間内 内で実施している もに実 施 して い る もに実 施 して い る

実 で行 う。

施 ・本人希 望 の ものは

時 勤務時間内で行 う

間 ・休 日の研 修 は 原則

帯 と して行 わ ない。

行 った と きは休 日

を振 替 え る。
`

残 業 ・休 日手 当は、 ・執務時間内は有給 時間外に実施した ・残業 ・休 日手 当は

手 ・業 務 命令 に よる参 で あ る 。 と きには、残 業 手 支給していない

当
加 の場 合 には 、 支 ・時間外 や休 日に行 当の代 り と して、 ・時間 内 は勤務 とみ

と
給 す る。 った場 合 には、 所 研修手当を出す。 なすi

の

関
・本 人 希 望 に よる参 定の割増で手当を ただ し、金 額は 残 ・社 外 セ ミナ は手 当

係 加 の場 合に は、 支 支給 す る。 業手当の50%以 当を支給 している

'
給 しない。 下 で あ る。

上記の条件で合意が 教育全般について事 特に話 し合いは 特に話 し合いは

組 成立 して い る。 前に説明 している し ていな い し てい ない

合

と

の

関

係

3、4.2教 育研 修 費 用 と負担 方 法

教 育 研修 の ため に投 じて いる 費用 は、 売上 高 に対 して0.7%～1%程 度 で各 社 と もほ ぼ同 率 で

あ った。 しか し、教 育研修 費 の 負担 に つ いて の考 え方 が企 業 に より区 々で ある ため、 内 容 につ い

ては機 械 的 に費 用 の 絶 対 額 で 論 じ ら れない面 があ る。例 えば教 育研 修期 間 中の 人件 費 の取 り扱

い で は、 教 育研 修 費 と して予 算措 置 されて い る企業 とそ うでは ない企業 が あ る。 この点、 今 後 の

各 社 の経 理 上 で の取 り扱 いや、 所属 部 門負 担 と企 業 負担 の取 り扱 い等 が 注 目 され る。
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図表11教 育 ・研修 の費 用 ・時 間 と負 担 方法

A社 B社 C社 D社

・売 上 の0 .7% 売上の1%強 ・売上 の1%未 満 売上の1%

対
・1人 当た り年 間 教育研修期間中の ・1人 当 た り年 間 に

売 1万 円位 人件費を含む 10万 円 位 、

上

比
た だ し、教 材 ・器 ただ し、 参 加料、

金 材 ・消耗 品費、 合 交通費、宿泊費の

額
宿 費 の みで、 人件 みで、人件費は含

費は含 ま ない。
ーま な い

・現在ゴ%弱(1人 ・0 .5%程 度 で あ る 現 在1.5%に な つ 現在1人 当たり年

対 当たり年間20時 ・2～3%に した い ている(新 人教育 間20H～30H

作 間)で ある。 と思 って い る を含む) で ある が、1人 当

業
時

ただし新入社員教 ただ し、 各 ライ ン 100H人/年 を

間 育は含まない 部門での教育は含 目標 に して いる

比 ・3年 後 は2 .5%に まない

した い

各部門で平等に負 各人の所属部門に 教育部門で一部負 すべて所属部門が

費 担 して い る 振替え、負担させ 担する 負担する
用

負
(共 通経費として) て い る

担
の

方
・法

3.5教 育 研 修 の 主管 と ラ イ ン部 門と の 関係

ヒヤ リング した4社 の うち、2社 が総 務 部 、2社 が教 育部の主 管 とな って い る。 総 務 部 が主 管 して

い る とこ ろは、一 般社 員研修 とのつ なが りを 重視 してい る もの と考 え られ る が、 実際 には技 術 教育

で あ るた め総 務部 だけ で は遂 行 が不 充分 なた めか技 術教 育 セ ンタや プロジ ェク ト管理 部 と共 同 また

は協 力 に よって行 わ れて い る。(A、D社)し か し、教 育部 を設 け て い る会社(B、C社)で は、

教 育 部 が独 自性 を も って 行 って い るの が現 状 であ る。 どち らが よい かは一 概 に い え ない 炎 教 育 ・

研修 を人事 や昇 進 に ど う結 びつ け る か とい う企業 の考 え方 の ちが いに よ り、 そ の よ うな担 当 の違 い

が生 じて い る もの と考 え られ る。
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教 育 ・研 修 につ い て の ライ ン部 門の役 割 の一つ と して、 必要 なイ ンス トラク タを出 して協 力す る こ

とが いず れ の企 業 で も行 われ て い るが、そ の ほ か に、 ラ イン部 門が カ リキ ュラム に対 して希 望 を述

べた り、教 育部 門 と連 絡 を と り合 い各 人 の学 習計 画 に援 助 を与 えて いる と ころが多 い。

図表12教 育 ・研 修 の主 管 とライ ン部 門 との関係

A社 B社 C社 D社

担

当

部

門

は

ど
こ

か

総 務部(教 育係3

名)

実 施 に当 って は、技

術 教 育 セン タ(7名

)が 協 力 して いる

教 育部

専任 イ ンス トラク

タ5名 を置 い てい

る

教 育部 専任 イ ン

ス トラ クタ2名

必要 に応 じライ ン

部 門が協 力 す る

総務 部 お よび プ ロ

ジ ェ ッ ト管 理部 が

担 当 してい る

教 ラ

育 イ
● ン

研部
修門
にの
対役
す割
る

・講 師 を 出 して協 力

す る

・カ リキ ュラム検 討

会 へ 参加 す る

・各 人 の学 習計 画 に

ラ インの長 が助 言

指導 を与 える

・講 師 を出 して協 力

す る

・OJTを 各部 門 で

行 う

・フ ォ ローア ップを

行 い教 育 部 門に提

出す る

・教 育 に つ いての要

求 を提 出 す る

・独 自に 各部 門 内で

教 育 を行 う

すべて現場の所属

長に委ねている

3.6教 育 ・研 修の 成 果 の 活用

教 育研 修 の成果 を どの よ うに活 用 してい る か とい う点 につい て は、人 事制 度 や資 格 ・給与 に関係

を もた せ てい な い企業 が 多 い。 しか し、A社 の よ うに論 文 を全 員 に必須 に し、 これが ない場 合に は

マ イ ナス評価 とされ る とい う企業 もある。そ の意味 で は昇格 昇進 と リンク してい ると も云 え よ う。

ただ 、公 式 に教 育研 修 の成 果 を活 用 してい な くて も、 実 際上 人 事考課 や昇進 の参考 に してい る様

子は 見 受 け られ る。 ジ ョブ ローテ ー シ ョンとの関 係 につ いて も同様 で ある。

教 育研 修 実 績 に つい て は、 デ ー タベー ス化 してい る ところが2社(A、C社)あ った。 これ は全

社的 技術 者 育 成 計画 と結 びつ けて い るた め と考 え られ る。 研 修 に よって レベル ア ップ した はず の知

識能 力は、 本 来 的 に は 業 務 に 反 映 さ せ て 活 用 す べ き も の で あ る が 、フ ォロー ・ア ップの一 つ

と して上 司へ 報 告 させ た り、感 想 文 を求 め た り、 所属 部 課 内で 説 明会 や報告 会 を行 わ せた りす る こ

とは(B社)お お いに有効 とい え よ う。
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受講 の義 務 づけ につ いては 、現 状 で も一部 の研 修 はす で に義務 制 に な って い る。

また今 後 さらに義務 制 の研 修 を増 加 させ る方 向 で検 討 してい る企業 もあ る。(A社)

全 くの任意 申込 み制 が 少 な いの は教 育 研 修 へ の参 加 に強制 力 を持 たせ る こ とに より、 教 育 研 修 の

必 要 が あ る もの が、業 務 の 多忙等 の理 由 で受講 機 会 を失 うことの ない よ うな配慮 が なされ てい るた

めで あ ろ う。
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図表13教 育 ・研修の成果の活用

A社 B社 C社 D社

社制

内皮

・論文発表は全員に

必須である

特 に ない 特にない 特にない

資と

格関

係

・主 任昇 格 に は特 定

コース の受 講 が必

須

待 研修の有無で区別 特にない 特にない 将来階層別にカリ

週給 しな いが、 人 事考 キ ュ ラ ム を 作 成 し、

(尊
貴)
格と

慮の参考にしている

4

資格制度 とリンク

させる計画である

・の

関

係

ジ シ

ヨ ヨ

ブ ン

上 と同 じ く、 参 考 に

してい る

特 に ジ ョ ブ ロー テ

ー シ ョ ン は 行 っ て

い な し(

ジ ョ ブ ・ロ ー テ シ

。ン は 行 っ て い な

い

主 任 ・課長 へ の昇

進 のた めの研 修 を

行 って いる

・ と ただし異なる仕事
ロの に配転するときに
|関

テ係

|

は、管理職の指示

で社内、社外の講

習を受けさせる

・個 人情 報 の デ ー タ ・上 司へ 受講 状況 の ・教育部で個人別研修 自由 申告 に よ り

教の ペ ー ス 化 報告 を行 わせ、 台帳を管理している フ ォ ロー す る

育記 受講感想文を求め (ラ インでの教 育は含

・録
・一 括管 理 して人 材 ている(教 育企画 まない)

研'
の有効活用の推進

を行っている

の参考にする)
・各部課内で説明会

・テーマごとに教育ス

タ ッフを意識 的に養

修活 を行わせる 成している

実用 ・本人の 自己 申告に基

績 づき個人別技別目標

管理を実施している

「

・義務 コー ス を定 め 指 名す る。 この場 入社後1～2年 の社
一部義務づけてい

てあ る 合には、所属長が 員に対 しては、義務 る

受 ・将 来 は増 加 させ る 人選 す る こと もあ づけている

講 方向で検討中であ る1 そめ内容は

の る 欠席は事後に自己 テ クニ カ ル ・デ ィス

・欠 席老 は 次 回 に出 学習させる カ ッシ 。ンに 出席 さ

義
席させる せる(毎 年12月)

務 1日 、1人45分 で

づ 発表する。

け テ ー マは4～5テ ー

マあり、年 初 に登録

させる
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図表14情 報処理技術者試験について

A社 B社 C社 D社

受 合格目標として 1～3年 目に2種 特 に会社 で指示 は しカい、 積極的に勧めている

験
の

大学 ・高専卒 高校卒 2～6年 目に1種 しか し、70%は 合格 済み 大学 短大卒 高卒

勧 2種3年 以内5年 以内 4～10年 目(25才 以上) である 2種1卸 ヨ1年p勺3年 ヲヨ

奨
に 1種5年 目位8年 目位 に特種に合格するよう積 準備は自主勉強にまかせて 1種4年 内5年 内5年 内

三 特種8年 目位12年 目位 極的に指導 している いる 特種 特に基準は左い

て を与 えてい る

勧
・会社の実力の尺度 となる 自己啓発を促進するため 自己啓発を促進するため 自己啓発を促進ナる

奨 ・取引先か ら技術、信頼 の ■

す

る
尺度 とされ る

理 ・目標 を与 えることに より

由 自己啓発が促進される

・模擬試験 を年4回 行 う ・社内講座 を開催 する ・特に講 習会等は行 ってい ・VTRの 各職場への配置

受
・VTRを 購入、貸 出 しす ・社内模試を行 う ない ・本試験受験料の補助

験
る (特 種 ・一 種) .

・IITの 通信教育 費用 の

・各職場で勉強会を開催 ・試 験 ニ ュー ス発 行 一部 を補助す る

対
・セ ミナー受講は個人 に委 (対 策 、 ス ケ ジ ュー ル

・本試験 申込 みを代行 す る

策
ねる 体験等) 受験料は個人負担

援 ・IITの 通 信講座 に全

助 額補助

・本試験の受験料半額補助

・図書券 で賞金 を出す ・昇進 の参考にす る ・一時金 を支給 する 特に 左い

合 ・特種 ・一種 の合格者は ・図書券で賞金を出す 特種200,000円 ソ フ ト ウ ェア ・ハ ウス と

格

者 考課の参考とする 特種20,000円 1種100,000円 して合格は当然である

の 1種10,000円 2種50,000円

処

遇
2種5,000円 ・社長表彰 をする(毎 年 ,

4月)

採の 公式には合格老でも特別 合格老については考慮す
・特種 ・1種 合格老 は優先 考慮はするが優先的では

用考
の慮 考慮 しないが、参考に は るが優先 ではない 的に採用す る. ない

際 する
・2種 は考慮 しない
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3.7情 報処理技術者試験について

情報処理技術者試験については、

① 各社 ともか な り強 力 な受験 対策 指導 や 援助 を行 って いる こと。

② 合格 年 次 の基 準 をつ くってい る こと。(A、B、D社)

③ 合 格老 の処 遇 につ い て一 時金(B、C社)や 特 別の 名誉(社 長 表 彰…C社)を 与 えて い る こ と。

④ 合 格後 の人事考 課 、昇 進 の参 考 と して い る(A、B社)こ と。

な どか ら、 受験 に対 す る態 度 と して は 、実 質 的 にはか な り積極 的 に受 験 を奨 め、 ま た、 活 用 もされ

てい る ことが うか が えた。

採 用時 にお ける試 験 の合格 状 況 の考 慮 度合 い に つい て も同様 で ある。

合 格者 とい うだけ で優 先的 に採 用 とい うこ とは ないが、相 当程 度参 考 に され て い る よ うにみ える。
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3.8教 育 ・研修 と査 定の 関係 等

教 育研 修 と査 定 の 関係、 お よび教 育研 修 と自己啓 発 につ い て と くに ヒヤ リ ング を行 った ところ、

A社 の よ うに査 定 との関 係 を明 確 に してい る ところ もあ った が、 他は教育研修を人事考課や昇進 のた

め の査定 に結 びつ け てい なか った 。む しろ、 教 育研 修 の結果 が業 務上 の成果 に反映 し、 そ れが 間接

的 に考課 や査定 に 影響 す る とい う間接性 を強 調 して いる。

この よ うな傾 向 は、教 育 や研 修 の 本質 にふ れ る問題 で あるが、 そ もそ も教 育 や研 修 が企業 の業 績

面 で 直 ち に成 果 を 生 む 面 とそ うで は な い 面 が あ る こ と、受講 す る側 の意欲 も教 育効果 を決 定

す る重要 な要 素 で あ る こ と、 ま た、教 育 や研 修 の成果 が業績 を生 む とい う メカニ ズムの解 明が必 ず

しも十 分 に行 われ て い ない こ と等 に よる もの と考 え られ る。

そ の意 味 か ら、 当 面、 各 社 と も自己 啓発 自主 向上 の意 欲 を重視 して い る。

図表15教 育研修 と査定の関係等について

A社 B社 C社 D社

影響させている 具体的には反映さ 無関係である 無関係である

教査 せて い ない

育 定

・と

研の

修関

と係

一貫 して自己啓発 ・情報処理技術者 ・自己啓 発 、 自主 勉 情報処理技術者試

を指導 し、 重視 し 試験の受験気運を 強を中心にしてい 験 と自己申告を通

教

育
てい る 高める る じて自己啓発を助

● その中に研修を位 ・教 育 の中 で、勉 強 ・制 度 と して 長 して いる

研
修

置づけている の必要性、重要性 ・ シ ン ポ ジ ウ ム ・

と を強調 して い る 学会発表

自 ・自己 申告

己

啓
・海外 派 遣

発
・補 助(通 信 教 育

図書購入、資料

購入)
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情報処理教育実態調査項 目

＼

1.教 育 、 研 修 の 体 系に つい て

社 員 が入 社 して管 理 職 にな る までの教 育 体 系 が あ り ました らお聞 かせ 下 さい 。

(つ ぎ の2項 以 降 は情 報処 理 教 育 に しぼ って お伺い い た します 。)

2.教 育 、 研 修 な どの 手段 につい て

(1}教 育 ・研修 な どの手 段 に つい て 、 つ ぎの各 項 をお 伺 い いた し ます 。

① どの よ うな内 容 の教 育 を、 い わ ゆ る"座 学 袖で実施 してい ます か 。

② 教 育 ・研 修 の 中 でOJTを 、 どの程度 取 り入れ て い ます か 。 また 、 どの よ うな研 修 テ ー マが

OJTに 向い て い る と考 え られ ます か 。

③ 合宿形式の教育 ・研修を実施 していますか。実施 している場合は、その内容、1回 の参加人員、

実施方法等について'`'1「

(2)使 用 教 材 につい て

① 情 報 処理 教 育 ・研修 に使 用す るテ キス ト、VTRな どの教 材 には どの よ うな種 類 が あ ります か 。

また それ ぞ れ は どの よ うな 内容 の もの ですか 。

② 前項 ① の教 材 は どこ で作 成 した もの で し ょ うか(自 社 開発 、 メー カの教 材 、情 報処 理 研修 セ ン

ターIIT等)

(3)講 師 ・イ ン ス トラ ク タ の 手 配 に つ い て

情 報 処 理 教 育 ・研 修 の た め の 講 師 ・イ ン ス ト ラ ク タ は 社 内 の 要 員 で す か 、 そ れ と も社

外 に依 頼 してい ます か 。
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(4)社 外 の セ ミナ、研究 会 の活 用 、海 外 研修 な どにつ い て 、実績 あ るいは 計画 が あ ります か 。 あ りま

した ら、 そ の内容 、期 間等 につい てお伺 い します 。

3.教 育 ・研 修へ の投 資に つい て

(1)教 育 ・研 修 へ の投資 につ い て

① 対 売上 高 比 で どの程 度 教育 ・研修 へ 投 資 してい ます か 。

② 従業員の作業時間全体に対して教育 ・研修のために、どの程度の比率の時間をかけていますか。

③ 教育 ・研修に要した費用はどの部門で負担 していますか。負担方法についてご回答下さい。

4.教 育 ・研 修の 主管 部 門に つい て

(1}社 内の教 育 ・研修 は どの部 門 の担 当 とな って い ます か 。(た とえば総 務 部 門 、人事 部 門 、 ライ ン

部 門 な ど 。)

② 社 内 の教 育 ・研修 に対 して 、 ライン部 門(た とえば シス テ ム部 門 、情 報処 理 部 門 、 プ ログ ラ ム開

発部 門 な ど)は どの よ うな役 割 を もって い ます か 。

5.教 育 ・研 修の 効果 に つい て

(1)社 内資格 制 度 との関係

社 内の 資格 制度 と教 育 ・研 修 との関 係 づ けが あ ります か 。(た とえば昇 格 す るには 特 定 の教 育 ・

研 修 コー スを受 講 して い る こ とを条件 とす る とい うよ うな 。)
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(2)待 遇 との関 係

教 育 ・研修 コース の受 講 の有 無 が 社 内の待 遇(資 格 ・給 与 な どの)と 関 連 が あ りますか 。

(3)社 員の キ ャ リア ・パ ス 、 ジ ョブ ・ローテ ー シ ョンを実施 す る ときに 、教 育 ・研修 を 実施 します か 。

実 施 す る場合 は どの よ うな内 容 で何 日程 度 か 、 ご回答 下 さい 。

働 社 員 の個 人 別 の教 育 ・研修 の実績 を どの よ うな方 向 で フ ォ ロ ー ・ア ップ してい ます か 。

(5)教 育 ・研修 の 義 務 づ け

教 育 ・研修 の受 講 を社 員 に義 務 づけ てい ます か 。 多忙 を理 由 に欠席 した よ うな場 合 どの よ うな対

処 を してい ます か 。

6.教 育 ・研 修 時間 の扱 い 方 に つい て

(1)教 育 ・研 修 の実 施 時 間 帯 につ い て

教 育 ・研 修 は執 務 時 間 内 で実 施 してい ます か 。それ と も執 務 時 間外 、休 日等 で実施 します か 。

(2)手 当 との関 係

教 育 ・研 修 を執 務時 間 内 に実施 して い る場 合 、そ のた め の時 間 に対 す る給 与 の支 払 は ど う扱 い ま

す か 。

また、 残業 時 間 、休 日に実施 した場合 手 当 を支 給 してい ます か 。

(3)組 合 との 関係

貴 社 に労働 組合 があ る場 合 にお 尋ね し ます 。教育 ・研 修 につ い て労働 組 合 と、実施 時 間 、受 講手

当 な どの取 りきめ が あ りますか 。あ る場合 はそ の内 容 を お教 え下 さい 。
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7.情 報処理技術者試験の扱いについて

(1)社 員の技術力評価のために情報処理技術者試験をどのように活用してるかについてお伺い致しま

す。

① 社員に情報処理試険を受講するように積極的に指導していますか。もし、積極的に指導 してい

る場合、つぎの各種の試験を、入社後およそ何年目程度を目安に合格させるよう指導 しています

か。

第2種 情報処理技術者

第1種 情報処理技術者

特種情報処理技術者

② も し積 極 的 に指導 してい ない 場合 、 そ の理 由 をお聞 か せ下 さい 。 また 、 も し積極 的 に指 導 して

い る場 合は 、指 導 す る こ とに よ り、 どの よ うな効 果 を期 待 してい るか お 聞 かせ 下 さい 。

(2)受 験対策について

① 情報処理技術者試験受験者に対 して特別に講習会を実施するなどの対策を実施 していますか。

その内容はどのようなものですか。

② 受験 者 に対 して外 部 の セ ミナ ーを受 講 させ るとか 、 費用 の補 助 をす る とい うよ うな こ とを して

い ます か 。

(3)合 格者 の処 遇 につ い て

合 格 者 に対 して 、職 能給 を上積 みす る とか 、資 格 上 の優 遇 処 置 を とる とい うよ うな配慮 を して お

ります か 。 も ししてお りま した ら、 そ の内 容 に つい て おた つ ね致 します 。 また 、 も し配慮 してい な

い場合 は そ の理 由 をお 聞 かせ 下 さい 。

(4)採 用試験について

社員の採用試験の際、情報処理技術者試験合格者を優先的に採用するなどの配慮をしていますか。
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8.そ の 他

(1)査 定 との関 係

教 育 ・研修 の受 講 の有無 、受 講効 果 な どを、昇 給 、 中元 ・年末 手 当等 に反映 して い ます か 。 も し

反映するとすれば、その方法を具体的にお教え下さい。

(2)自 己啓 発 との 関係

社 員 の 自 己啓発 に対 して、会 社 と して どの よ うな 指 導 を して い ます か 。 また そ の指 導 の 中 で教 育

・研 修 に つ いて どの よ うに扱 っ てい ます か 。
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第N編 社会人 を対象 と した情報処 理教育 および啓蒙活動

第1章 職 業 訓 練 校

1職 業訓 練 行 政 につ い て

職業訓練そのものは、古 くは徒弟制度として存在 していたが、昭和33年 に職業訓練法として法制

化された。その後、社会情勢の変化等により何回か改正されており、現在は生涯訓練体制の整備に向

けられている。

1.1目 的と し くみ

職業訓練行政は職業訓練法にもとづき、労働者やこれから労働者になろうとする人達に対し、職

業上必要な技能や知識を習得させ、労働者の職業の安定と社会的 ・経済的地位の向上をはかり、ひ

いては社会の発展に寄与することを目的としている。職業訓練法では、この目的により実施される

職業訓練と技能検定(職 業に必要な技能や知識を一定の基準によって公証する制度)は 相互に関連

して行わなければならないとしている。 このような職業訓練行政のしくみを図表1に 示す。

職業訓:練を行 う施設 としては国、都道府県等が行 う公共職業訓練施設、民間企業の行 う認定職業

訓練施設があり、また民間における職業訓練の拡充と技能検定の普及指導を行 うため、職業能力開

発協会が設立されている。その概要を説明すると次のようになる。

図表1 職 業 訓 練 行 政 の し く み

管 理 課

訓練政策艮

指 導 縁

技能検定謀

⌒ 力皇

1城裏訓鮭 青虫1'
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1.1.1公 共職業訓練施設

(1)職 業訓練校、職業訓練短期大学校

各種の訓練課程(後 述)か らなる職業訓練の実施、事業主等が行 う職業訓練に対する援助。

(2)技 能開発センター

各種の訓練課程の実施、および事業主等が行 う職業訓練や技能検定に対する援助。

(3)身 体障害者職業訓練校

身体の不自由な人たちを対象とした職業訓練の実施。

(4)職 業訓練大学校

職業訓練指導員の養成、職業訓練に関する調査 ・研究。

昭和58年 度における職業訓練施設の数および訓練規模を示すと図表2の ようになる。

図表2 昭和58年 度公共職業訓練施設の施設数および訓練規模

施設 数 年間訓練人員

職 業 訓 練 校

(都 道 府 県 設 置)
274校 145,919人

認 可 技 能 開 発 セ ン タ ー 1 100

6 340

高 等 職 業 訓 練 校

(雇 用 促 進 事 業 団 設 置)
62 116,710

職 業 訓 練 短 期 大 学 校 9 1,800

技 能 開 発 セ ン タ ー 20 62,120

中 央 身 体 障 害 者 職 業 訓 練 校

(国 立 ・身体障害者雇用促進協会営)
1 200

身 体 障 害 者 職 業 訓 練 校

(国 立 ・ 県 営)
11 2,090

認 可 公 共 職 業 訓 練 施 設

(市 町 村 設 置)
3 630

合 計 387 329,909

1.1.2認 定職 業 訓練 施 設

労 働省 で は、職 業 訓 練 が適 切 に 行 わ れ る よ う訓 練基 準を定 め てお り、事 業主 等が この基 準 に従

って訓練 を行 う場 合 、都 道 府 県知 事 の 認定 を 受 け、 各 種の 援助 が 受 け られ る よ うに な っ てい る。
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現在、単独事業所は305ケ 所、共同訓練団体は812(職 業訓練法人391)ケ 所となってい

る。

1,2職 業訓練の内容

1.2.1各 種の訓練課程

職業訓練の訓練課程は、その内容や対象者により図表3の ようになる。

(1)養 成 訓 練

主として新規学校卒業者に対して、職業に必要な基礎的な技能 ・知識を与える。

② 向 上 訓 練

養成訓練等を受けた者や職業に必要な相当程度の技能 ・知識をもつ人に対し、必要な程度に

応じて更に必要な技能 ・知識を追加習得させるために行う訓練。

㈲ 能力再開発訓練

職業転換を必要とする人に対し、新たな職業に必要な技能 ・知識を習得させ、再就職を容易

にするために行 う訓練。

(4}指 導 員 訓 練

職業指導訓練員に対する訓練。

1.2.2職 業訓練科目の種類

添付資料に示すように191職 種にものぼる多様な職種が展開されており、それぞれの科目の

教科目、訓練時間、設備等が法令により定められている。

1.3入 校・就職および費用等について

職業訓練を受講するには、職種や課程により、年齢や入校選考等が異なるため、職業訓練校や公

共職業安定所に問合せる必要がある。就職は、公共職業安定所があっせん している。

費用については養成訓練、能力再開発訓練および身体障害者訓練で、求職者に対 して行 うものは

授業料等は無料で、工具や材料は貸与される。また訓練生に対 し、学生割引き、寄宿舎制などの利

便もはかられている。

さらに、雇用保険法にもとづき、雇用保険失業給付受給資格者に対 しては、基本手当の支給や給

付期間の延長措置がとられる他、技能習得手当が支給される。受給資格者以外の人の うち、中高齢

者で一定所得以下の人に対しては訓練手当の支給もされる。以上の他に養成訓練、能力再開発訓練

等を受ける人で経済的理由で職業訓練を受講することが困難な人に対 しては、技能者育成資金が無

利子で貸付けられる。

以上のように職業訓練受講者には種々の特典があり、職業を学び就職 しようと考える人にとり、

職業訓練は極めて恵まれた制度といえよう。訓練校への入校動機も図表4に 示すように 「就職のた

め」が圧倒的に高いのも当然 といえる。(東 京都の例)
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図 表3

1、 準 貝IJ汐ll練

職 業 訓 練 の 種 類 と 内 容

職業訓練の種類 訓 練 課 程 訓 練 の 概 要
訓練方法 および
一般的訓練期間 職業訓練施設

養 成 訓 練

専 修 訓 練 課 程 技能労働者の素地の付与 ①1年 『 ②6月

職 業 訓 練 校

普 通 訓 練 課 程 多能工的技能工 の素地の付与 ①2年 ②1年

専 門 訓 練 課 程 高度技能労働者 の養成 ②2年 職業訓練短期大学校

向 上 訓 練

1級技能士訓練課程 1級 技能士 としてふさわしい知識の付与

1月 ～6月

通信制1年

職 業 訓 練 校

技能 開発 セン タ ー

職 業 訓 練 大 学 校

2級 技能士訓練課程 2級 技能士 としてふさわしい知識の付与

単一等級技能士訓練

課程

単一等級技能士 としてふさわしい知識の

付与

監督者訓練 課程 監督者の能力の向上 5日 ～11日

技能向上訓練課程
主 として在職労働者に対し,そ の技能に

応じて,技 能 を追加して習得させ る
12時 間以上

能力再開発訓練 職業転換訓練課程

主 として離転職者に対 し,そ の再就職を

容易にす るため必要な知識,技 能を習得

させ る

6月
職 業 訓 練 校

技 能開 発 セ ンター

(注)1.訓 練方法および訓練期間の欄中① は中学校卒業者等,② は高等学校卒業者等 を対象として訓練を行 う場合 です。

2.養 成訓練の うち専修訓練課程 は暫定的 に設けられてい るものです。

2.指 導 員 訓 練

職業訓練の種類 訓 練 課 程 訓 練 の 概 要
訓練方法および
訓 練 期 間

職業訓練融

指 導 員 訓 練

長期指導員訓練課程 職業訓練指導員の養成

(主 として新 規学卒者)
4年

職業訓練大 学校

認定職業訓練施設等
短期指導員訓練課程

◆

職業訓練指導 員の養成

(主 として実務経験を有する者)
6月

指 導 員 研 修 課 程 職業訓練指導員の資質の向上 12時 間以上
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一
図表4 訓 練 校 へ の 入 校 動 機

驚
・鞠 ミ蕪

、
職安

先生 すすめ

知人のすすめ

就 職 の た め

763%

S57、58「 開発と研修」修了生実態調査

東京都総合技能開発研修所

2職 業 訓 練校 に おけ る情 報 処 理 技 術 者 教 育'

職業訓練に電子計算機(情 報処理)科 が登場したのは昭和46年4月 、東京都、神奈川県、大阪府

であ る。 現在 は 図表5に 示 す よ うに8都 道 府 県11校 が あb、 昼 間 部 の み の定 員 は400名 で あtる。

職 業 訓練校 で 訓練 を行 う場合 、 電子計 算機 科に か か わ らず、 前述 の よ うに法 令 に よ り科 目の 内容 や

時間を定めた職業訓練基準(以 下、 「国基準」と呼ぶ)が あり、教科編成指導要領(以 下、 「指導要

領」 と呼 ぶ)も あ る。 しか し、 各地 域 の ニ ーズ に対 応 した 有効 な訓練 を展 開す るた めに 、 各都道 府 県

ご とに訓練 目標 、 訓練 内容 、 訓練 時間 等 につい て適 宜基 準 の整備 が行 われ て い る。

以上 の よ うな理 由か ら、全 国 の職 業訓 練校 にお け る情 報処 理 技 術 者 教育 は必 ず しも一 律 の内 容 で実

施 され て い る とは 言 えない が 、 お お むね 次の よ うな 内容 で あ る。

2.1訓 練 目 標

訓 練 目標 は、 各訓練 校 の 表 現 で 若干 異 な るが 「上 級 プ ロ グ ラ マ お よび初級 シス テ ム エンジニア」

の養 成 を 目標 と してい る。

2.2期 間 お よび 時間

国基 準 に よれ ば、 情 報処 理 科 の訓 練 期間 は2年 間 で3200時 間、 電 子計 算 機科 は期 間1年 で

1600時 間 を基 準 と して い る。

この訓練 時 間 は正 味 の 訓 練時 間 で あ り、職 員会 議 の よ うに直 接 訓練 に 関 係 しない 時 間 は 含 まれ て

い ない。 夏休 み は一 般 に2週 間 、 冬休 みは10日 程 度 で あるが 、 地 方 に よ っては 冬休 み を長 くして
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図表5 電子計算機科(情 報処理科)が ある職業訓練校

名 称 所 在 地 科 目 名 定 員 期 間 創 設
本 文 中 で

用いる略称

宮城 県立 塩 釜 高 等 技 術専 門校 〒985宮 城 県塩釜 市 新 浜 町2-3-3 電子計算機科 60 1年 S.49.4 塩 釜 校

一

長 野 県立 上 田 技 術 専 門 校 〒386長 野 県 上 田市 常磐 城1-3-20
電子計算機科 30 1年 S.53.4 上 田 校

東京 都立 亀 戸 高 等職 業訓 練校 〒136東 京都 江 東区 亀戸9-6-27
`

電子計算機科 60 1年 S.46.4

東 京 都

東 京都立 中野 高 等職 業 訓練 校 〒164東 京 都 中野 区弥生 町2-41-17 電子計算機科 60 1年 S.49.4

露 盤 神奈川編 等艦 蹴 〒241横 浜市旭区南希望ケ丘78 電子計算機科 30 1年 S.46.4 神奈川総訓

神奈川県立 藤 沢 高 等 職 業 訓 練 校 〒251神 奈川 県藤 沢 市川 名290-2 電子計算機科 10 1年 S.48.4 藤 沢 校

静 岡 県立 沼 津 高 等 職 業 訓 練 校 〒410-03静 岡県 沼 津市 東 椎 路1742-1 電子計算機科 20 1年 S.584 沼 津 校

雇 用 促進 大阪総合高等職業訓練校
事 業 団立

〒577大 阪府東大阪市新上小阪5-86 電子計算機科 30 1年 S.46.4 大阪 総 訓

豊 岡 高等 職 業 訓 練校兵庫 県立

(但 馬 技 術 大 学 校)

兵庫 県 豊 岡 市九 日市 上 ノ町〒668

字サ ク ラ661-5
電子計算機科 30 1年 S.58.4 但 馬技大

兵 庫 県立 身体障害者職業訓練校 〒673兵 庫県神戸市西区曙町1070 電子計算機科 10

国 立 中央身体障害者職業訓練校 〒354埼 玉 県所 沢 市 並木4-2 電子計算機科 20

神奈川県立 藤 沢 高 等職 業 訓 練 校 〒251神 奈 川 県藤 沢 市川 名290-2 情報処理科 40 2年 S.55.4 藤 沢 校

合 計
400



電 子 計 算 機 の 国 基 準図表6
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第
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類
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設

備

種
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い る とこ ろ もあ る。

2.3訓 練 教 科 目と その 概要

電 子計 算機 科(1年)の 国基 準 を図表6に 示 す 。 訓練 教 科 目は学 科が 普 通 と専 門 に、実 技が 基 本

と応 用 に 分類 され る。 学 科 と実 技 の時 間数 を比 べ る と図表7の よ うに実 技 時間 が 多 くな ってい る。

しか し、 地 方 に よ って は学 科の 比 重 を高 め てい る ところ もあ る。

図表7 学 科 と 実 技 の 割 合

学科(時 間) 実技(時 間)

指 導 要 領 740 860

'

塩 釜 校 915 692

上 出 校 740 860

.東 京 都
800 1000

神 奈 川 総 訓 735 865

沼 津 校 605 717

大 阪 総 訓 920 726

但 馬 技 大 900 705

藤沢校(2年) 1541 1687

注)東 京 は1時 限=45分 、 他校 は1時 限=50分 の数 字

2.3.1普 通 学 科

「社 会 」 ・ 「体育 」 は ほ とん どの 職 業訓 練校 で40～50時 間実 施 され てい る。 「数 学」 ・

「英 語 」 を取 り入 れ た り、 人 文科学 と して 「国 語」 や 「心理 学 」 、社 会 科学 と して 「法 学 」・

「経 済学 」 を と り入 れ 、 それ ぞれの 特 色 を出 してい る とこ ろ もあ る。

2.3.2専 門 学 科

専 門 学 科 の合 計 時 間は 国基 準に よ り、1年 期 間 は700時 間 、2年 期 間 は1400時 間 とな っ

てい る.職 業 訓徽 では 図表5va示 した よ うに ・年 制が 多 い の で・1年 制 の主 要 轍 科 目につ い

て触 れ て い く。

(1)電 子 計算 機 概 論

「電 子計 算機 」 、 「・ン ピ ・一 概 論 」 、 「・・一 ドウ ・ア」 等の 表 現 もあ るが ・ 内容 ㌘ ン

ピ。一 夕の発 展 過程 、 シス テ ム構成 と機 能論 理 回 路 、 デー タ伝送 等 ・'ン ピ・ 一 躍 関 す る・

.、一 ドウ.ア 、 ソフ トウ.ア の基 本 繊 を 中 心 と した も のに なってい る・ ・の講 座 は100時

間 程 度 で あ るが 、 これ よ り少 ない ところ もあ る。
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② 経 営 管理 概論

企 業 の経 営 組織 や 形 態、 生 産 ・販 売 管理 、 財務会 計 等 の 内容 で80～140時 間 の講 座 で あ

る。

(3}シ ス テ ム設 計 概 論

主 と して 、事 務処 理 を対 象 と した シス テ ム設 計 を 内容 と してお り、EDPSシ ステ ムの設 計

手順 、調 査 分 析や プ ロセス 、 コ ー ド、入 出力帳 票 ・デ ータ、 フ ァイル 等 の設 計 と評 価、 シス テ

ム設 計 に伴 う文書 化 技 法等 、60時 間 の講 座 であ る。

(4)プ ログ ラ ミン グ論

流 れ 図、 プロ グ ラ ムの設 計 、 プ ログ ラムの効 率等 、30～50時 間 で講 義 してい る校 が多い。

中に は プ ログ ラム作 成 の 手 順 、 プ ログ ラム言語 の種類 、 プ ログ ラ ミング技 法 、 フ ァ イル 、 デ ー

タ構造 、 情報 検 索 、 ソフ トウ ェア工 学 等の 内容 で92時 間 と多い と ころ もあ る。 そ の理 由 と し

て他 教科 目の内 容 と一 部 重 複 も考 え られ るが、 この 科 目 を重視 して い るた め で あろ う。

㈲ プ ログ ラム 言語

指 導要 領 ではFORTRANCOBOL、 ア セ ンブ リ、PL/1の 言語 種類 を あげ ている。

図 表8に 各職 業訓 練 校 で講 義 してい る 言語 と時 間を 示す 。COBOLを 主 力 言語 と して い るが

そ の他 の 言語 は 多 少の 相 異が み られ る。

図表8プ ログ ラム 言語(学 科)の 種類 と時 間

COBOL FQRTRAN ア センブラ PL/1 BASIC そ の 他 合計時間

指 導 要 領 120 80 80 40 300

塩 釜 校 130 70 (就職先に応じて訓練) 200

上 田 校 120 80 40 40 ,
40

(PASCAL)
320

東 京 都 56 56 64 24 200

神 奈 川 総 訓 102
82

(PL/1含 む)
80 264

沼 津 校 100 70 20 190

大 阪 総 訓 80 40 40 40
120

倦666i)
320

但 馬 技 大 120 80 40 240

藤沢校(2年) 200 200 80 480

注)図 表7と 同 じ
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㈲ オペ レ ーテ ィング シス テ ム

訓 練 時間40～50時 間 の講座 で、 オ ペ レーテ ィング シス テ ムの 目的 と変 遷 、主 要 管理 プ ロ

グ ラムの構 成 と役割 、 通信 ・障 害管理 、 お よびオ ペ レーテ ィング シス テ ムの適 用 事例 等 を内 容

と してい る。

(7)経 営 数 学

数 値 計 算 、統 計 解析 、 シ ュ ミレーシ ョン、線 形 計 画、 ネ ッ トワーク 分析 等60～100時 間

の講座 であ る。

2.3.3基 本 実 技

国基 準 では基 本 実技400時 間 とな ってい るが 、 ほ とん ど500～800時 間 で実 施 され てい

る。 しか し、 訓練 校 に よ っては363時 間 と少 な く してい る ところ もあ る。 主 な教 科 を図表6の

順 に従 って説 明 してい く。

(1)プ ログ ラム作 成基 本練 習

「プ ロ グ ラム作 成 」 等、 い くつ か の名称 で実 施 され てい るが 図表9の よ うに学 科 と同 じ く

COBOLが 主 要 な言語 と な ってい る。

図表9 プ ログ ラ ム作 成(実 技)の 言 語 種類 と時間

COBOL FORTRAN アセンブラ PL/1 BASIC そ の 他 合計時間

指 導 要 領 160 120 120 50 440

塩 釜 校 200 50 250

上 田 校 160 120 70 50
50

(PASCAL)
450

東 京 都 180 140 140 60 520

神 奈 川 総 訓 141
129

(PL乃 含む)
133 403

沼 津 校 290 197 30 517

大 阪 総 訓 80
80

(技術計 算)
40 40

160

¢636D
400

但 馬 技 大 120 80 40 240

藤沢校(2年) 160 170 100 20 450

注)図 表7と 同 じ
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② 入 力媒 体作 成 基 本練 習

指 導要 領で は20時 間 とな ってい るが 、 実態 は20～60時 間 と各校 間 の バ ラ ツキが 大 きい。

地域 に よ って は、㈲ 機 械操 作 と一 緒 に してあ る と ころ もあ り、使用 シス テ ムや入 力 方式 す時 間

も内容 も異 な る こ とはや む を得 ない もの と考 え られ る。

③ デ ー タ処 理 シス テ ム設 計

指 導 要 領 では80時 間 と な ってい るが50～150時 間 と校 に よ り相 異が あ り、 中 に は応 用

実 技 と して まとめ てい ると ころ もあ る。 これ は実 習 課題 の違 いに よ る もの と考 え られ る。 内 容

的 には、 シス テ ム分 析 より も入 出 力設 計 、 プ ロセス や フ ァイル設 計 、 プ ログ ラム定 義書 の作 成

が 中心 とな って い る。

(4)機 械 操 作基 本 作 業

中央処 理 装 置 や周 辺装 置類 の 操作 を 訓練 す る内 容 で あ る。 指 導要 領 では40時 間 とな って お

り、各職 業 訓練校 で は30～50時 間 で実 施 され てい る。

2.3.4応 用 実 技

指 導要 領上 では 、 応用 実 技 は260時 間 で あ り、そ の 教科 名 は 図表6に 示 され た よ うに基 本実

技 の 「～基 本練 習」 が 「～実 習 」 とな ってい る。 指 導 上 の留 意 点 と して 『実 習 課題 は具 体 的 な も

の の中 か ら選 択 させ るか 、訓 練生 白 ら設 定 させ る ことに も配 慮す るこ と 』と な ってお り、図表10

に各職 業訓 練 校 で実 施 され てい る 内容 を示 す。 実 習 内 容 の表 現 には相 違 は あ って も 、実 際 に訓 練

してい る内容 に 大 きな違 いは ない もの と考 え られ る。

図表10 応 用 実 技 の 内 容 と 時 間

内 容 時間

指導導 要 領 プ ログ ラム作 成 、入 力媒体 作 成 、 デ ー タ処 理 シス テム設 計 、機 械 操 作 260

塩 釜 校 同 上 192

上 田 校 同 上 260

東 京 都 研 究 課 題(班 別) 200

神 奈 川 総 訓 デ ー タ処 理 実 習 298

沼 津 校 各 自テ ーマ に よ り、入 力媒 体作 成 、 シス テ ム設 計 、機械 操作 283

大 阪 総 訓 応用 研 究(シ ス テ ム分析 、 フ ァイル設 計 等)、 自主研 究 、情 報処 理 226

但 馬 技 大 指 導 要 領 と 同 じ 342

藤沢校(2年) プ ログ ラ ム 作 成 、 シ ス テ ム設 計 、 オ ペ レ ー シ ョ ン 886

注)図 表6と 同 じ
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2.3.5技 能 照 査

以上述べてきた内容で職業訓練校で情報処理技術者教育が行われているが、この他に卒業試験

ともい うべき、技能照査と呼ばれる制度がある。技能照査は訓練修了者に対する社会的評価の確

立と訓練生の技能修得意欲の向上を図ることを目的とし、修了時における訓練生の修得技能が職

業訓練基準に適合 しているか判定し、公証する制度である。合格者には技能士補の称号が与えら

れる。

技能照査は養成訓練のように1年 課程の訓練職種すべてに義務づけられており、1年 間訓練 し

た学科、実技内容を対象とした試験で、両方が基準点に達しなければ合格できない。

なお、職業訓練校では修了証書と技能照査合格証とは別であり、修了判定にあたっては各教科

目ごとの試験や出席率の総合判断によって決められている。

図表11 使 用 シ ス テ ム と 指 導 体 制

使 用 シ ス テ ム
指 導 体 制 ひ)

}'

指 導 員 非常勤講師

塩 釜 校 H-8150 2 2

上 田 校
F-230-10

F-230-15
2 5

東

京

都

亀 戸 M-150F 3 11

中 野 M-150F 3 11

神 奈 川 総 訓 M-150F 3 1

藤 沢 校 ACOS-350 3 5

沼 津 校 V-830

.

2 4

大 阪 総 訓
M-150F

シ ス テ ム80

3 4

但 馬 技 大 V-830 2 15

2.3.6訓 練設 備 と指 導員

職 業 訓練校 では 前 述 の よ うな 目標 と内容 で情 報 処理 技 術 者 の養 成 を行 ってい るが 、 そ れ を実 現

す るた め の設備 や縫 員は ど うな って い るの で あ ろ うカ㌔ 職 業 訓練校 で使 用 し てい る コ ン ビ・ 一
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タ ・シス テ ム と指 導員、 非 常勤 講師 数 は 図表11の とお りであ る。

訓 練 内 容が 事 務処 理 か ら技 術 計 算 まで お よぶ ため 、 各校 とも中小 規模 の汎 用 コン ピ ュー タを備

え 、多 種類 の周 辺 装 置 を配置 してい る。 規模 の 大小 に 差 は あ って も1校 当 りの定 員は30～60

名 で あ り、 十 分 な訓 練 を実 施 で きる もの と考 え られ る。

使用 コ ン ピュ ー タに は外 国製 は 見 当 らず、 国 産 の コ ン ピュ ータで 占め られ てい る。 また汎 用 コ

ン ピュ,一夕以外 にオ フ ィス コン ピ ュー タ、 パ ー ソナル コ ン ピュー タを配 置 してい る訓練 校 もある。

指 導態勢 に つい て は、 定 員10名 につ き1人 の割 合 で 配置 されてい るが 、 非 常勤 講 師数 も多い。

非 常 勤 講師 の担 当教 科 目や時 間 数が 不 明 なの で一 概 には い え ないが 、 単純 計 算 を すれ ば訓 練 生 数

人 に1名 程 度 の割 合 で先 生が 指 導す る こ とに な り、 か な りきめ細 かい 指 導が 行 わ れて い る。

なお 、職 業 訓 練 に 関す るわが 国唯 一 の 教育 機 関で あ る職 業 訓練 大学校 は、 技 術 ・技 能 に熟 達 し

た実践 的技 術者 お よび職 業訓 練 指 導員 を養 成 す る こ とを 目的 に昭和36年 に 設 立 され 、雇 用 促進

事 業団 に よ って運 営 され てい る労働 省所 管 の4年 制 の 大学 校 で あ る。 当校 には機 械 、 電 気 を は じ

め とす る11科 目、年 間 定員240名 の 規模 で あ るが 、情 報処 理 系 の科 目は まだ ない。 卒業 生 は

各 職 種 の指 導員 免 許 お よび一 般 大学 とほ ぼ同 等 の資 格 を取 得 で き、約4割(昭 和52～56年 平

均)が 職 業 訓 練校 指 導員 とな ってい る。 職 業 訓練 大 学校 では この 他 に職 業訓 練校 に在籍 す る指 導

員 を対 象 と した 短 期訓 練(6ケ 月)も 実 施 してい る。

3東 京 都 に おけ る事 例

東京都で電子計算機科を設置 しているのは亀戸と中野の両高等職業訓練校である。電子計算機科で

は高卒程度の学力を有する人(お おむね30才 以下)を 対象に、養成訓練の普通課程(期 間1年 、

1800時 限)で 実施している。

訓練基準総括表を図表12に 示す。入校は4月 初旬で修了は翌年の3月 末である。1日 の訓練時間

は次のとおりである。

1・2時 限 8時50分 ～10時30分

3・4時 限 … … …10時30分 ～12時00分

5・6時 限 … … …13時00分 ～14時30分

7・8時 限 … … …14時45分 ～16時15分

但 し、土 曜 日は午 前 中 の4時 限 で 、隔 週 休み で あ る。 な お、 在職 者 を対象 と した定 時 訓練 課 程(夜

間6ケ 月)も 実 施 して い る。

職 業 訓練 は実技 に ウ ェイ トが 置 か れ るた め、 実 技 の流 れ を中 心 に説 明 して い く。
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訓 練 教 程 総 括 表図表12

区 分 教 科 名 基 準 時 限

学

科

普

通

学
科

1 社 会 64

2 体 育 42

小 計 106

専

門

学

科

1 安 全 衛 生 4

2 ハ ー ド ウ エ ア 52

3 プ ロ グ ラ ミ ン グ 論 92

4 プ ロ グ ラ ム 言 語 200

5 オペ レーテ ィ ング シ ス テ ム 52

6 サ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム 40

7 シ ス テ ム 設 計 概 論 64

8 基 礎 数 学 40

9 数 理 計 画 法 60

10 経 営 管 理1 40

11 経 営 管 理 皿 50

小 計 694

学 科 の 計 800

実

技

1 安 全 衛 生 作 業 16

2 オ ペ レ ー シ ョ ン 44

3 プ ロ グ ラ ム 作 成 520

4 サ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム 100

5 シ ス テ ム 設 計 120

小 計 800

応実

用技

1 研 究 課 題 200

小 計 200

実 技 の 計 1,000

合 計 1,800
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3.1訓 練 の 流 れ

〔1)4月 ～5月 中 旬(ア セ ンブ ラ前 半)

入 校2週 間 後に は 「プ ログ ラム作 成(ア セ ン ブ ラ)」 の実 習が 開 始 され るた め 、 「ハ ー ドウェ

ア」 、 「プ ログ ラ ミング論 」、 「プ ログ ラム 言語(ア セ ン ブ ラ)」 の講 義 と併 行 して実 技 「オ ペ

レー シ ョン」 で パ ンチ ン グ マ シンの操 作 練 習 を行 う。 アセ ン ブ ラの学 科 、実 技 は 前半 と後 半 に分

か れ て お り、 この時 期 は、 コ ン ピュ ータ内 で の デ ー タ形 式、表 現、 コン ピュー タの 動 き を中 心 と

した 課題 を3問 、48時 限 で行 う。 コン ピュー タの 操作 は、 まだ訓 練生 には 無理 で 指 導員 や 講師

が 行 う。

(2)5月 中旬 ～7月 中旬(FORTRAN)

必 修 問題5問 、選 択 問題9問 で構 成 され、 演 算、 配 列 、ペ ー ジ コン トロール 、 サ ブル ーチ ン、

誤 差 等の 内 容 を必 修 と し、行 列 演 算、 ニ ュ ー トン 法、 シン プ リン法 等、 各種 数 値計 算 、 シ ュ ミレ

ー シ ョン、 図形処 理(グ ラフ ィ ック デ ィス プ レイ)等 は選択 となっ てい る。 す べ て の問 題 を こ な

す 者 は数名 であ るが 、 最 低 で も7問 は完 成 させ る。 この時 期 に な る と、 コン ピュ ー タ操 作 は訓 練

生 が行 い 、 毎 日オペ レ ータ当番 が2人 ずつ 交替 で実 施 す る。 関連 学科 と して は 「プ ログ ラム言語

(FORTRAN)」 、 「基 礎 数 学 」、 「数 理 計 画 法」 であ るが 、情 報 処理 技 術 者試 験 を あ る程

度 考慮 した ものに な ってい る。

(3)7月 中旬 ～10月 初旬(COBOL)

必修 問題5問 で、 ペ ージ コ ン トロ ール、 デ ー タチ ェ ック、 マ ッチン グ、 コ ン トロ ール プ レイ久

テ ー ブルサ ーチ 等COBOL文 法 の理 解 と事 務 処理 のパ ター ン理 解 を 中心 と してい る。 選 択 問題

は4問 で、 数 本 の プ ログ ラムの 連続処 理 、販売 管 理 、DB、DCプ ログ ラムか ら で きてい る。 最

低 で も6問 、 で きる者 で は十 数 本 の プ ログ ラ ムを作 成す る。 関連 学 科 と しては 「プ ロ グ ラム言 語

(COBOL)」 、 「経 営管 理 」、 「プ ログ ラ ミング論 」 で、 プ ログ ラム の構 造化 、 事務 処 理 シ

ス テ ムの基 本 とな る講 義 が行 われ る。

(4)10月 初 旬 ～11月 初 旬(PL/1)

配 列 、 コン トロール ブ レイ ク、 文 字処 理 等 必須 問 題 は3問 、 選択 問 題 は関 数、 フ ァイル処 理 等

2問 で、 プ ログ ラ ムの構 造化 、 文字 列処理 、 入 出 力処理 を内容 と してい る。 将 来 は リス ト構造 の

問題 も作 る 予定 で あ る。

(5)11月 初 旬～12月 中 旬(ア セ ンブ ラ後 半)

2進10進 変 換 、40桁 の4則 演 算 、 πの計 算(1000桁)、EXCP等5問 か ら構 成 され

最 低 で も3本 、 十数 名 は全 問 実行 す る。 関連 学 科 と しては 「プ ログ ラム 言語(ア セ ン ブ ラ)」 、

「ハ ー ドウ ェア」 、 「オペ レー テ ィング シス テ ム」 等 であ る。
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(6)12月 中旬 ～1月 中旬(サ ー ビス プ ログ ラム)

LIBE、LIED、SORT/MERGE、 各 種 コンバ ー ト、 シス テ ム ジ ェネ レー シ ョン等

メー カ提供 の ユ ーテ ィ リテ ィ、JCL、 コマン ド類 を マス タ させ る。 問 題 と して は10問 で全 問

必 修 で あ り、 マ ニ ュ アル を 自力 で読 む くせ をつ け るの に役 立 って い る。

(7)1月 中旬 ～2月 中旬(シ ス テ ム設 計)'

この 実技 は 、今 まで の個 人単位 の 実 技 と異 な り、5～6名 を1グ ル ー プ と して行 われ る。 テ ー

マ と して は霊 園管 理 、 住民 台 帳 、財 務 会 計 等、今 まで種 々試 み られ て き たが 、 現在 は販 売 管理 を

テ ー マ と して行 わ れ てい る。10本 程 度 の プ ログ ラムを結 合す るバ ッチ処理 シス テ ムで、EDP

Sの 詳細設 計 を 中 心 と した ファ イル 、 コ ー ド、 入 出 力の設 計 、 プ ログ ラム仕 様書 の作成 等か らな

る。

この実 習 で ドキュ メ ンテ ー シ ョン、 チ ー ム ワーク、 プ ログ ラム 以外 に シス テ ム開発 に 必 要 とな.

る種 々 の事項 を学 ぶ こ とが で き る。 テ ー マそ の もの は、 関連 学 科 で あ る 「シス テ ム設 計」 、 「経

営 管理 」 等 の学 科 とと もに11月 頃 には 与 え られ、 問題 の検 討 は早 めに行 わ れ る。

(8)2月 中旬 ～3月 末(研 究 課題)

この実 技 もグル ープ単 位 で行 われ る。 事 前 に説 明を受 け 冬休 み に 各 自 希望す るテ ー マ を考 え、

2～6人 程 度 を1グ ル ープ と して十 数班 の グル ー プが で き る。 昭 和57年 度 、中 野訓 練校 で は約

半数 の グル ー プが オ ン ライ ンデ ー タベ ース シス テ ムの設 計 を 希望 し、 「料理 の献 立 」、 「交通 シ

ス テ ム」、 「販 売 管理 」 等 それ ぞれ 好 み の テ ーマ で実 習 した。 また 、 マ イ コ ン用 のク ロス アセ ン

ブ ラ開 発 、 独 自 の オ ペ レーテ ィン グ シス テ ムの 開発 、'オー トフ ロー チ ャ ー トの作 成 等、 各 グル

ープの テ ー マは 種 々雑 多 で あ るが 、 今 まで の訓 練 の総 ま とめ で熱 が 入 る。 この実 技 で は工 程管 理

連絡 打 合 せ、 発表 等 の 時間 も入 るた め、 訓練 時 間 は不 足が ちで あ る。

この 他 に、 実 習 の合 間 に 「体 育 」、5月 の レク リエ ー シ ョン、11月 に は技 能祭 もあ り、 厳 し

い けれ ども有 意 義 な1年 間 を過 してい る。 また就職 経 験 者、 未経 験 者が 一緒 に訓 練 を受 け るこ と

で 、情 報処 理 技 術 以外 に も人間 関係 等 も勉 強 で き る とい う声 もあ り、 訓 練生 それ ぞれ の個 性が生

か され る反 面、 就職 後 も仲 間 意識 が 強 く、助 け合 うこ とも職 業 訓 練校 生 の 特 徴 の一 つ で あろ う。

3.2入 校 と 就 職

東 京 都 に おけ る 電子 計算 機 科 の 応募 ・入 校 修 了状 況を 図 表13に 示 す。 応 募 は 毎年1月 の 初旬 か

ら始 ま り、入 校 選 考は2月 中旬 頃 実施 され る。 選 考 内容 は職 業 適 性検 査 、数 学 、 国語 、 面接 の総 合

評 価 で判 定 され る。 応 募 者数 は 、 定 員120名 のほ ぼ倍 近 い状 態 で あ る。 応募 資 格 は 高校 卒業 程 度

の学 力 を有す る者 とな っ てお り、 最 近 は 高卒 女 子 の 占め る割合 が 上 昇傾 向に あ る。 また、短 大卒 以

.上も2割 程 在校 す る。 年 令構 成 は年 度 に よっ て異 な るが 、 や は り17～25才 が 約8割 と多 く、26

～34才 は2割 程度 で あ る。

一580一



求 人件 数 も年 々上昇 して お り、昭 和57年 度 は283件 であ り、職 業 安定 所 の求 人開 拓 も さ る こ

となが ら、 修 了生 の実 績 評価 に 負 うと ころが 大 きい。

修 了生 の 賃 金 は図表14に 示 す基 本 給 と な ってお り、 また 就職 先 は 図表15に 示 す よ うに大 半 が

ソフ トウ ェア ハ ウス に就職 してい る。 企 業 規模 は平均 従 業員 数82.2人(昭 和57年 度、但 し1000

人以 上 の企 業 を除 く)と 中小 企 業 が多 い。 中小 企 業 の 多い理 由 と して は大企 業 か らの求 人が 少 ない

こ ともあ るが 、 自分 の 能力 を存 分 に生 か せ る長所 もあ る。 また 卒業 数年 後 、独 立 して企 業 を経 営す

る 修 了生 もい る。

図表13

(定員

電子計算機科 の応募 ・入校 ・修了状況(東 京都)

募

図表14

,一,"ムム
r'

54555657

電 子 計 算 機 科 修 了 生 の 初 給 賃 金(東 京 都)

53年 度 54年 度 55年 度 56年 度 57年 度

平 均 107(108) 101(100) 126(107) 122(118) 137(122)

最 高 150(124) 150(130) 205(140) 205(140) 184(200)

最 低 80(83) 75(85) 85(83) 83(96) 100(82)

注)()内 女性 、 単位 千円
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図表15 修 了 生 の 就 職 先(昭 和53～57年 度 累計)

計 算 セ ンター

128%

ソ フ トウ エア ハ ウス

6&7%

3.3技 能 照査 の合 格 率

東京 都 にお け る技能 照 査 は職 業 訓練基 準 の教科 目、技 能 標 準 、時 限 数 に合 せ学 科 問題 が 作成 され

プ ール され 、 出題 され る仕 組 み に な ってい る。実 技 問 題 は プ ロ グ ラム作 成が 出 題 され 、 ドキ ュメ ン

ト、 デ バ ッグ経 過 、 出 力 リス ト、実 行 結果 等 を提 出 させ る。 コ ン ピュ ー タ使 用 回数 は5回 である。

学 科 、実 技 と も減 点法 で採 点 され、 両 方が 基 準 点(60点)に 達 し なけ れ ば不 合格 にな る。 最近 に

お け る技 能照 査 の合 格 率 を 図表16に 示 す 。

図表16 都 に お け る技 能 照 査 の 合 格 率

年 度(昭 和) 53年 54年 55年 56年 57年

合格率(%) 21.8 58.4 678 50.9 41.8

3.4指 導員研修と訓練ニーズの把握

東京都の職業訓練指導員の研修はコンピュータ・メーカの講習会や情報処理研修センター、その

他の講習会等に派遣し、新技術の習得に努めている。

また訓練校修了生に対しては毎年、訓練課程別 ・科目別にアンケート調査(全 数)を 実施し、 よ

り効果的な訓練の実現、向上訓練に対するニーズの把握等の資料収集も行われている。さらに地域

別に職業訓練推進懇談会(事 業主部会、訓練生部会等)も 開催され、地域業界のニーズ、修了生の

意見を訓練行政に反映させるよう常に努力が払われている。

なお、時代の変化に対応させるため職業訓練基準の改善、開発等も実施 している。
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4そ の 他 の 事 例

4.1藤 沢高 等 職 業 訓練 校(神 奈 川県)

藤 沢 高 等職 業 訓 練校 は、 昭和22年2月 、 婦 人職 業 補 導所 と して開設 された が、 昭 和48年4月

電 子計 算 機科 を増 設 し、情報 処理 教育 を始 めた 。 その 後 、昭 和55年4月 に情 報処 理 科 を増 設 、 現

在 に至 って い る。

内容 は 次 の通 りで あ る。

(1)情 報処 理 科(2年 課 程)

情 報処 理 科 では 、 プ ログ ラムの設 計 、 高度 なプ ログ ラム作 成、 ジュ ニア プ ログ ラマの指 導等 に

従事 す る国家 試 験1種 の シニ ア プ ログ ラマの養 成 を 目標 に してい る。

〔訓 練 時 間 〕

定

(学

外

計

ラ

営

営

テ

グ

エ

工

全

用

子

ス

。

報

子

体

実

数

経

電

経

シ

ブ

情

電

安

科)

育

国 語

学

ム

員20名

数 学

算 機

管 理

工 学

ム 言 語

学 概 論

学 概 論

衛 生

60時 間

35

40

160

100

210

190

490

175

70

5(1,535)

(実

プログラム作成基本練習

システム設計基 本練習

機 械 操 作 基 本 練 習

入 力媒体 作成基本練習

統 計 処 理 実 習

事 務 分 析 実 習

安 全 衛 生 作 業 法

プ ログ ラム作 成 実 習

シ ス テ ム設 計 実 習

機 械 操 作 作 業

技)

450時 間

40

60

60

85

90

1.5

400

400

65

(1,665)

② 電子計算機科(1年 課程)

電子計算機科では、プログラムの設計に基づ くプログラムの作成に主として従事する国家試験

2種 の一般的なプログラマの養成を目指している。
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〔訓 練 時 間 〕

(学

体 育

経 営 数 学

電 子 計 算 機 概 論

プ ロ グ ラ ミ ン グ 論

経 営 管 理 概 論

シ ス テ ム 設 計 概 論

オペレーティングシステム

プ ロ グ ラ ム 言 語

安 全 衛 生

定 員10名

科)

30時 間

120

70

30

110

70

50

235

5(720)

(実 技)

プログラム作成基本練習

機 械 操 作 基 本 練 習

入 力媒体作成 基本練習

安 全 衛 生 作 業 法

プ ログ ラム作 成実 習

490時 間

60

60

10

260

(880)

(3)教 育用 コン ピ ュー タ シス テ ムは 下 図 の通 りで あ る。

中 央 処 理 装 置6MB

1 1
1

(中央処理装置に内蔵)

1 1

[元㌫ ド
ユニヅトL'ニー ド

処 理装 置磁気デ ィスク

処理装 置

磁気 ディスク

処 理 装 置

ll

200MB60KB/S(ス テップ)

フロ噌ビィ

デ ィス プ レイ ディスク

装 置
'

一㊨

,

.

磁気 テープ装 置

<・ プ・〕
キ ー ポ ・一 ド

一

ディスク キー ホー

装 置
＼.ノ シ リア ル

プ リンタ

125字/秒

IMB×2台

～ ・・台

、
デ ィス プレイ

ノ
磁 気
ディスク

装

60KB/S(.ス テップ〕

磁気 テ ープ装置
フロヴピィ

デ ィスク

装 置

キ ー ボー ド

声当 ライン
スプリソグ

ー

317KB×2ス ピン トル

243KB(ス タック式)
120枚/行

ディスク
装 置

☆
ディスク

装 置

一
/カ_ド

読 取 装 置

一

一

190行/分

ノ(

」惣/
A3段

一

1050枚/版

一プ

疎取装置

630字/秒

ライソ
スプ.リング

♂

190行/分

1」本語
ディスプレイ

一

x2台
ディスプレイ …司

×10台

) 一 」、一
・

一 一

キー ボ ー ド

200MB

カードせん孔機

一
ニアックライサ

s

ラインプ リンタ
デュアルデータエン トリ

N6300/50(F-3) n本 語

ンリアルゲ バソタ・
一

70字/秒
500/IOOO行/分

一
瓢 ∫
装 置 麹
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結

O
ー

(4)就 職 の状況 は下 図 の通 りであ る。 就職 先別就職状 況(訓 練科基準) 藤沢高等職業訓練校 58年1月13日

年度

項 目 科名

48 49 50 51 52 53 54 55 56 合 計

備 考

電子計算 電子計算 電子計算 電子計算
第1

電子計算

第2

電子計算

第1

電子計算

第2

電子計算

第1

電子計算

第2

電子計算
電子計算 情報処理' 電子計算 情報処理 人 数 割 合

定 員 30 30 30 30 30
2年 のみ

10
30

2年のみ

10
30

2年のみ

10

1年10

2年10

1年 のみ

20
10

1年20

2年20

修 了 者 21 27 32 31 33 7 30 8 28 10
1年10

2年12
0 13 2年17 27♂

%
100

就

職

内

容

他 人 に 雇 用

さ れ た 者
20 21 29 23 24 7 19 8 16 10

1年8

2年12

一 13 17 227 81

自 営 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1年1 一 0 0 2 1

未就 職 その他 1 5' 3 ・纏 ・
9

(2電 へ進級)
0

11

(2電へ進級)
0

12

(2電へ働
0 1年1 一 0 0 50 18

進 級39人(14%)

その他11人(4%)

他

人

に

雇

用

さ
れ

た

者
の

就

職

先

ソフトウェア会社 0 2 14 9 13 1 9 4 10 3
1年3

2生4
一 10 5 87 38

電 子 計 算

セ ン タ ー
8 2 5 4 3 2 3 1 0 3

0

2
一 0 4 37 16

電 子 計 算 機

製 造 業
2 0 0 0 0 0 0 0 0 1

1

0

一 0 0 4 2

一 般 製 造 業 4 5 6 5 4 3 5 1 4 3
3

4

一 1 6 54 24

卸 ・ 販 売 業 0 7 4 2 1 0 1 0 0 0 0 一 2 0 17 7

官 公 庁 2 2 0 0 3 1 0 2 0 O
F

0

1
一 0 1 12 5

協会 ・組合 等 4 0『 0 1 0 0 0 0 1 0
1

0

一 0 1 8 4

そ の 他 0 3 0 2 0 0 1 0 1 0
0

1
一 0 0 8 4

小 計 20 21 29 23 24 7 19 8 16 10
8

12

一 13 17 227 100

自

営

内

容

ソフトウェア関係 0

1

0

一 1

卸 ・販売 関係 1 1

小 計 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0'
1

0

一 0 0 2

一

合 計 20 22 29 23 24 7 19
.

8 16 10
9

12

一 13 17 2乞9



㈲ 情報処理技術者検定試験の受験者、合格者の実状は下図の通 りである。

検 定 試 験 等 受 験 状 況
藤沢 高等職業訓練校

年

度

辞 別

徽 理技術繊(第2種:無 印第1種:〔 〕印) 燃 唖(3級:無 印2級:〔〕印)

受験数 合格数 合格率
全 国
合格率 備 考 受験数 合格数 合格率 備 考

48 電 子 計 算 21 4
%19

.0
% 今井、前 場、 殿畑

広西
一 一 一

49 〃 27 2 74 笠原、佐藤(学) 一 一 一

50
〃 32 1 3.1 2L1 新保 一 一 一

51 〃 31 5 16.1 204 志水、角臥 長沢
松本、岩瀬

6 6
%

100.0 当年 より受験

52

第1電 子 計 算

(1年 コース)
23 4 174 19.5

浅臥 四条、師橋
渡辺(雅)

13 10 76.9

〃

(2年コ⊇ の1年)
10 0 0 〃 6 2 33.3

第2電 子 計 算

(2年 生)

6

〔o〕
0 0 〃 一 一 一

53

第1電 子 計 算

(1年 コース)
20 5 25.0 19.6

林田、添 田、市原

橋 本、北見
19 15 78.9

〃

(2年 コースの1年)

第2電 子 計 算

(2年 生)

10

8

0

2

0

25.0

〃

〃 亀井 、岡野

6

5

5

5

83.3

100.0

54

第1電 子 計 算

(1年 コース)
17 2 11.8 20.0 浜本 、渡辺(哲) 14 13 92.9

〃

(2年 コース の1年)
12 1 8.3 〃 本沢 7 5 7L4

第2電 子 計 算

(2年 生)

10

〔1〕

3

〔o〕

30.0

〔o〕
〃 猪狩、磯 崎、岡部 3 1 33.3

55

電 子 計 算

(1年 コ ース)
10 2 20.0 18.4 飯田、下 山 10 9 90.0

〃

(2年 生)

11

〔1〕

5

〔o〕

45.5

〔o〕

〃

〔10.8〕

木村、古根村、釘 本
塚越、渡辺(典)

1 1 100.0

情 報 処 理

(1年 生 のみ)
20 1 5.0 〃 谷川 20 19 95.0

56

電 子 計 算 13 0 0 15.4 13 13 100.0

情 報 処 理
(1年 生)

20 0 0 〃 22 21 95.5

〃

(2年 生)

19

〔1〕

3

〔o〕

15.8

〔o〕

〃

〔13.7〕
小川、山 本、白野

2

〔14〕

0

〔5〕

0

〔357〕

57

電 子 計 算 14 12 12 100.0

情 報 処 理

(1年 生)
19 15 15 100.0

〃

(2年 生)
20

〔20〕 〔10〕 〔500〕
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■

4.2大 阪総合高等職業訓練校

雇用促進事業団により運営されている大阪総合高等職業訓練校は、電子計算機科にて情報処理技

術者育成のため、1年 間の訓練を実施 している。

訓練内容、設備等は次の通りである。

定 員30名

教育期間1年

電 子 計 算 機 科 の 学 科 お よ び 実 技

科 目 内 容

普

通

学

科

社'会 学 労働の価値、技能開発、職業選択、政 治、経 済'

数 学 行列 、行列式 微分学、積分学、微 分方程式

体 育 保健衛生、体育実技

専

門

学

科

会 計 学 簿 記の構造、会計処理 、財務 諸表 、原価計算

経 営 管 理 企 業経 営、経営の機能 、事務管理 、事務の機械化

生.産 管 理 工場組織 、工程管理、作 業管理 、設備管理、品質 管理

経 営 ・ 数 学 情報 処理 用数学、経営 科学、数学 モデル、OR手 法

数 値 計 算 誤差論 、統計解析 、確立 分布、数値計算手法

情 報 処 理 概 論 コ ン ピュ ータの役割、情報処理論、情報産業、システ ム論

ハ ー ド ・ ウ ェ ア シス テ ム構成、各種機能、処理 方式、 信頼性 と評価

デ ー タ 通 信 デ ー タ 通 信 装 置 、 セ ン タ ー シス テ ム 、 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム

プ ロ グ ラ ミ ン グ 論 プログ ラム開発、 プログラム構造、 デ ータ構造、 流れ図、 文書 化

コ ボ ル 言 語 コボル 文法、表操作、併合機能、 フ ァイルの仕組 、報告書機能

オ ン ラ イ ン プ ロ グ ラ ム プログ ラム連絡機能、通 信機能 、オンラインデー タベ ース

フ ォ ー ト ラ ン 言 語 フォー トラン文 法、線形計算処理 、OR手 法解析 、 シ ミュ レー ション

PL/1言 語 PL/1文 法、 データ処理、PL/1プ ログラム構 造

ア セ ン ブ リ 言 語 アセンブ ラ言語の構成、 プログラム分割、 マクロ言語

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シス テ ム オペ レーテ ィングシス テムの概 念、管理手法、TSSシ ス テム

シ ス テ ム 工 学 シス テム設 計vシ ス テム管理、 システムの信頼性

実

技

プ ロ グ ラ ム 作 成 実 習 コ ボル 、 フ ォ ー ト ラン、PL/1、 ア セ ン ブ リ語 の プ ロ グ ラ ミ ング 作 業

オペレーティング システム設計 ソ7ト ウェア シス テム編 集、各種 ユーティ リテ ィの利用手 法

機 械 操 作 実 習 オペ レー タ作業、 各種装 置の取扱い 方、オ フィス コン ピュー タ処理

パ ン チ 学 習 入 力 媒 体(紙 カ ー ド、紙 テ ー プ、 フ ロ ッピ ー デ ィ ス ク)作 成

安 全 衛 生 作 業 法 安全衛生作業、機械室管理、安全衛生点検作業

応 用 研 究
卒業論 文に相当す るもの で、1年 間の総仕上 げを、各 自テ ーマを決め 、

システム分析か らプ ログ ラム完成 までを行 う。
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CPU

M-150F
MEM2MB

メイン
コンソール

電 子 計 算 機 構 成 図

IFP MTA MXC

磁 気 デ ィス ク

135MB3

67MB1

AB

プ一
台

テ

2

気磁

IOC

カー ドリーダ」

OMR光 学

プロ可ピー

ディスク

ライ ン

プ リンター'

WSA

テ ープ
リ「ダ=

一ブ

'ン 乏

X-Y

プロッター

「

1
!

l

l

l

-

i
-

ー

1
-

l

I
l

ー

、

1電 子tt算e室
l
Iチ ャネル
`
1装 置

ノ

CRT
サブコソソ

CRT
T8S

CRT

TSS端 末

タイプライター

TSS実 習室

`

。 そ の 他 の 主 な 実 習 装 置

・オ フ ィス コン ピュー タ

日本 語
プ リンター

CPU

SYSTEM80

MEM256KB

チャネル装置

フロッピー
デ ィスク

・カー ドせ ん孔 機(80欄 用)

・カー ド検孔機(80欄 用)

・紙 テー プせ ん孔機(CRT付)

・フロッピーデータエ ン トリ装置

・マイ コン実 習装置

台01

台1

台21

台2

台3
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4.3兵 庫県立身体障害者職業訓練校

兵庫県立身体障害者職業訓練校は、身体の不自由な人たちを対象とした職業訓練校で、全寮制の

もと、各種の職業訓練が行われている。

ここに於ける情報処理教育の内容は下記の通 りである。

定 員10名

教育期間1年

設備、訓練予定等は下図の通 りである。

コン ソール(F5465A)

.C㌢ 斑 雪,把 聯。入力e) 中央処理装置
(F546DK)

FACOM

電算機械 室 一一一

内部記憶装置

M-140Fコ ン ピ ュー タ シス テ ム

CSL CPU
2MB

MTAFAAMXC

MT

磁気 テー プ装置

F614A

転送速 度43.2KB/秒

記憶密 度1600rpt

(ξ妻認 二∫えり

記憶容量

DCUfi7MB

ディスクカー トリ7ジ

F6417A

DKU

DKU

DKU

135MB

135MB

磁気ディスク装置

F64111VX3

135MB

O

碗

F6292A

ディスプレイ

制御装置

ぱ 雰 ㌍鷺 「て朋)

フロッピィディスク装置

F5470A(内 蔵室)

記憶容 量242.9KB

LP

ラインプリンタ装置

F6733A

速 度67e?i/rナ62字 零皇

390行/"109=ま 零豆

印 字行 数136行

(カ タカナ,英 数字記憶出力装置)

← プログラム室

.

ζ=:潔1::1;2K'X10(1霊 示)1・,スプ・・プ・.樋.・

.

.

(濃 ㌫ ㌫ 《㌶ こ三の作う

D葺u

DSU

DSU

DSU

DSU

DSU

DSU

DSU

DSU

DSU

F6286B180字 ノ/秒

?R

PR

F6850x2

フロプピィデー'
■

エン トリーシステム
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月 週 週 間 行 事 記 事

訓 練 科 目

普通 学科 専 門 学 科 基 本 実 技 応 用 突 技

訓 練

時 間 数

(日数)

社

会

体

育

保

健

衛

生

普

通

学

科

週

計

電

子

計

算

機

概

論

F

O

R

T

R

A

N

C

O

B

O

L

B

A

S

l

C

A

S

S

E

M

B

L

E

R

竺
レ

|

テ

膓
グ

ニ

z

シ

ス

テ

ム

設

計

概

論

デ

|

タ

管

理

マ

ク

ロ

1

P

F

A
I

¥
D

,

;

《

;

A
I

n
D

9

;

き

;

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

論

経

営

管

理

丁
)

経1

営

管

理

工
)

専

門

学

科

週

計

機

械

操

作

,く

享
プ

;
ラ
ム

基
本
作
成

I

P

E

ブ

,

三
基
本
作
成

争り

8

{

竃
成

基

本

実

技

週

計

,く

ニ
プ

ロ

グ

ラ

ム

作

成

I

P

F

プ

ロ

グ

ラ

ム

作

成

A

1

¥
D

C

z
グ

z
作
成

シ

ス

テ

ム

設

計

応

用

実

技

週

計

4

1 12～16 28
108

(16)

4/12入 校 式

4/22防 災 訓 練

4レr29天 皇 誕 生 日

8 2 12 12 6 6

2 17～23 44 2 2 1 5 19 4 23 16 16

3 24～30 36 16 4 20 16 16

4 1～7 28

176

(24)

L

5/3憲 法 記 念 日

5/5子 供 の 日

5/17社 会 見 学

2 1 3 11 4 15 10 10

5 8～14 44 2 2 20 4 24 18 18

5
6 15～21 44 8 2 1 15 4 19 14 14

7 22～28 44 2 2 20 4 24 18 18

6

8 29～4 44

(26)

' 2 1 3 12 7 4 23 18 18

9 5～11 44 2 2 20 4 24 18 18

10 12～18 44 2 1 3 16 3 4 23 18 18

11 19～25 44 2 2 16 4 4 24 18 18

7

12 26～2 44

144

(20)
7/24～8/15

一

夏 期 休 暇

2 1 3 16 3 4 23 18 18

2 2 16 4 4 24 18 18
13 3～9 44

2 1 3 16 3 4 23 18 18
14 10～16 44

15 17～23 44 2 1 3 16 3 4 23 18 18

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /
16 24～30 0

8

i7 31～6 0

96

(13) →

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /
18 7～13 0

2 1 3 7 4 4 15 10 10
19 14～20 28

2 、2 12 8 4 24 18 18
20 21～27 44

9

21 28～3 44

176

(24) 9/15敬 老 の 日

S/23秒 分 の 日

2 1 3 11 8 4 23 18 18
.

22 4～10 44 2 2 12 8 4 24 18 18

2 1 3 7 8 4 19 14 14
23 11～17 36

8 8 4 20 16 16
24 18～24 36

10

25 25～1 44

(25)
1(/10体 育 の 日

10/12訓 練生 体育大会

10/セ ンター体育大会

2 1 3 11 8 4 23 18 18

2 2 12 8 4 24 18 18
26 2～8 44

8 1 9 15 15 12 12
27 9～15 36

2 2 20 4 24 18 18
28 16～22 44

2 1 3 19 4 23 18 18
29 23～29 44

11

30 30～5 36

176

(24)

11/3文 化 の 日

ll/11防 災 訓 練

11/23勤 労 感 謝 の 日

2 2 16 4 20 14 14

2 2 1 5 23 23 16 16
31 6～12 44

32 13～19 44 2 2 24 24 18 18

2 1 3 19 19 14 14
33 20～26 36

34 27～3 44 2 2 24 24 18 18

12

35 4～10 44 152

(21)
一

2 1 3 23 23 18 18

2 2 24 2 24 18 18
36 11～17 44

1 1 24 19 19
37 18～24 44

/ / // / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /
38 25～31 0 12/25～1/7

1

39 1～7 0

140

(11)

一

/ / // / / / / / / / / / / / / / // / / / / / / / / /

1 1
Q 43

40 8～14 44

冬 期 休 暇

1/16成 人 の日 振 替

1/25.26技 能 照 査

36 36
41 15～21 36

1 1
43 43

42 22～28 44

2

43 29～4 44

180

(24)

2/11建 国 記 念 日

2/13就 職 前 講 話

4444

40 40
44 5～11 40

4 1 5
39 39

45 12～18 44

1 1
43 43

46 19～25 44

3
47 26～3 44 44

(7) 3/8修 了 式

44 44

1 1
23 23

48 4～8 24

合 計
1764H

(243)

24 68 23一 58 67 口 31 67 50 43 47 35 58 24 36 56 44一 48 窃 66 105 一 辺 79 UO 44一

115 739 555 355
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5問 題 点 と 今後 の 課題

職業訓練校における情報処理技術者養成は、対象とする生徒数が少ないため、きめ細かな指導が行

える半面、次のような問題点もある。

第1に 職業訓練行政の性格上、より実務的な内容を求められるが、それに適 した学科 ・実技訓練用

の教材が不足 している。そのため、教材作成に相当な負担がかか っている。

第2に 指導体制であるが、訓練指導と実務両面を兼ねそなえた優秀なシステムエンジニアは極めて

多忙で、優れた講師を確保することは容易でない状態である。

第3に 、職業訓練は一般に社会的評価の確立 している資格は、就職に有利と判断する傾向がある。

従って地方により、多少の差はあっても通商産業省の実施している情報処理技術者第1種 、第2種 資

格に関心を持たない校は少ないと考えられる。 しか し、職業訓練は実技中心のため資格取得をねらう

にはどうしても学科時間の不足を生ずる。

その他、システム更新に対する指導員研修の時間的余裕が少なく、新技術習得に追われる等の悩み

があげられる。

これらの問題点を解決してい くには、国の指導援助に依存するだけでなく、各自治体自らが、地域

ニーズを充分把握 し、職業訓練法の本旨にのっとり、訓練施策の推進拡充に努めるべきである。それ

には各地域の業界団体や情報処理技術者との連携、情報交換や各自治体の情報処理技術者養成にたず

さわる職員の連絡 ・協力体制の確立が今後ますます重要になるものと考えられる。
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添付資料1職 業 訓練 の訓 練 科一 覧

1.準 則 訓 練

(1)養 成訓練および能力再開発訓練

① 普通訓練課程および職業転換訓練課程

普 通 訓 練 課 程 職 業 転 換 訓 練 課 程 公共 認定

区 分
訓練課程

第 一 類 第 二 類
1年 6月 3月 2月

訓練 訓練
訓 練 科

3年 2年 6月 2年 1年 6月 施設 施設

農 林 園 芸 科 ○ ○ ○ ○ ○

造 園 科 ○ ○ ○ ○ ○

採 鉱 採 鉱 科 ○ ○ ○

鉱 山 測 量 科 ○ ○ ○

鉱 山 機 電 科 ○ ○ ○

金 属 材 料 製 造 鉄 鋼 科 ○ ○ ○ ○

非 鉄 金 属 科 ○ ○ ○

鋳 造 科 ○ ○ ○ ○ ○

鍛 造 科 ○ ○ ○ ○ ○

熱 処 理 科 ○ ○ ○ ○

粉 末 冶 金 科 ○ ○ ○

金 属 加 工 機 械 科 ○ ○ ○ ○ ○

金 型 科 ○ ○ ○ ○ ○

金 属 プ レ ス 科 ○ ○ ○ ○ ○

熔 接 科 ○ ○ ○ ○ ○

製 罐 科 ○ ○ ○ ○ ○

構 造 物 鉄 工 科 ○ ○ ○ ○ ○

板 金 科 ○ ○ ○ ○ ○

金 属 彫 型 科 ○ ○ ○ ○

め っ き 科 ○ ○ ○ ○ ○
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普 通 訓 練 課 程 職 業 転 換 訓 練 課 程 公 共 認定

区 分
訓練課程

第 一 類 第 二 類
1年 6月 3月 2月

訓練 訓練
訓 練 課

3年 2年 6月 2年 1年 6月 施設 施 設

金 属 加 工 陽極酸化処理 科 ○ ○ ○ ○

パ フ 研 摩 科 ○

機械部品検査科 ○ ○

電 気 機 械 製 造 電 子 機 器 科 ○ ○ ○ ○ ○

お よび電気工 事 電 気 機 器 科 ○ ○ ○ ○ ○

電気制御回路組立て科 ○ ○ ○ ○

電 子 管 製 造 科 ○ ○ ○

電 線 被 装 科 ○ ○ ○

半導体製品製造科 ○ ○ ○ ○

蓄 電 池 製 造 科 ○ ○ ○

乾 電 池 製 造 科 ○ ○ ○

家庭用電気機器サービヌ科 ○ ○

発 変 電 科 ○ ○ ○ ○

送 配 電 科 ○ ○ ○ ○ ○

電 気 工 事 科 ○ ○ ○ ○ ○

輸 送 機 械 製 造 自 動 車 製 造 科 ○ ○ ○ ○

自 動 車 整 備 科 ○ ○ ○ ○ ○

航 空 機 製 造 科 ○ ○ ○

航 空 機 整 備 科 ○ ○ ○ ○

鉄道車両製造科 ○ ○ ○ ○

鉄道車両整備科 ○ ○ ○ ○

自 転 車 科 ○ ○ ○

造 船 科 ○ ○ ○

舟 艇 科 ○ ○ ○

計 器 お よ び 時 計 修 理 科 ○ ○ ○

光 学 機 械 製 造 時 計 修 理 科 ○ ○ ○ ○ ○
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普 通 訓 練 課 程 職 業 転 換 訓 練 課 程 公共 認定
訓練課程

区 分 第 一 類 第 二 類 訓練 訓練
訓 練 科

3年 2年 6月 2年 1年 6月
1年 6月 3月 2月

施設 施設

計 器 お よ び 光学 ガラス加工科 ○ ○ ○ ○

光 学 機 械 製 造 光学機器製造科 ○ ○ ○ ○ ○

計測機器製造科 ○ ○ ○ ○

理化学器械製造科 ○ ○ ○

その他の機械製造 機 械 組 立 て 科 ○ ○ ○ ○ ○

製材機械整備 科 ○ ○ ○ ○ ○

内 燃 機 関 科 ○ ○ ○ ○

縫製機械整備 科 ○ ○ ○ ○

建設機械設備 科 ○ ○ ○ ○

農業機械整備 科 ○ ○ ○ ○

冷凍空気調和機器設備科 ○ ○ ○ ○

製 糸 お よび紡 績 紡 機 調 整 科 ○ ○ ○

織 機 調 整 科 ○ ○ ○ ○ ○

織 布 科 ○ ○ ○ ○ ○

染 色 科 ○ ○ ○ ○ ○

染 色 補 正 科 ○ ○ ○

メ リ ヤ ス 科 ○ ○ ○ ○

編 物 科 ○ ○ ○ ○

裁断 お よび縫製 洋 裁 科 ○ ○ ○ ○ ○

洋 服 科 ○ ○ ○ ○ ○

和 裁 科 ○ ○ ○ ○ ○

刺 し ゅ う 科 ○ ○ ○

寝 具 科 ○ ○ ○ △ ○

帆布製 品製造科 ○ ○ ○

縫 製 科 ○ ○ ○ ○ ○
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普 通 訓 練 課 程 職 業 転 換 訓 練 課 程 公 共 認定

区 分
訓練課程

第 一 類 第 二 類 訓練 訓練
訓 練 科

3年 2年 6月 2年 1年 6月
1年 6月 3月 2月

施設 施設

木 、 竹 、 草 、 つ る 等 製 材 科 ○ ○ ○ △ ○

の製品製造 合 板 製 造 科 ○ ○ ○

特殊合 板製造科 ○ ○ ○

木 型 科. ○ ○ ○ ○

木 工 科 ○ ○ ○ ○ ○

木 材 工 芸 科 ○ ○ ○ ○ ○

竹 工 芸 科 ○ ○ ○ ○
パ ルプ、紙、紙製 品 パ ル プ 製 造 科 ○ ○ ○

等の製造 製 紙 科 ○ ○ ○ ○

紙 器 製 造 科 ○ ○

印 刷お よび製 本 製 版 ・ 印 刷 科 ○ ○ ○ ○ ○

製 本 科 ○ ○ ○ ○ ○

軽 印 刷 科 ○ ○ ○ ○

ゴム ・可 塑 物 製 品 ゴ ム製 品製 造 科 ○ ○ ○

の製造 更生 タイヤ製造科 ○ ○ ○

プラスチック製品成形科 ○ ○ ○ ○ ○

皮 革 ・皮製 品 の 製 革 科 ○ ○ ○

製造 裂 く つ 科 ○ ○ ○ ○

皮革製品製造科 ○ ○ ○ O

窯業および土石製品 ガラス製品製 造科 ○ ○ ○

の製造 ほ うろう製品製造科 ○ ○ ○

窯 業 焼 成 科 ○ ○ ○ ○

陶 磁 器 科 ○ ○ ○ ○ ○

コン ク リー ト製 品製 造 科 ○

石 材 科 ○ ○ ○ ○ ○

七 宝 科 ○ ○ ○ △



普 通 訓 練 課 程 職 業 転 換 訓 練 課 程 公共 認定

区 分
訓練課程

第 一 類 第 二 類 訓練 訓練
訓 練 科

3年 2年 6月 2年 1年 6月
1年 6月 3月 2月

施設 施設

飲 食 料 品 製 造 菓 子 製 造 科 ○ ○ ○ ○

食 肉加工製造科 ○ ○ ○ △ ○

水産加工 製造科 .○ ○ ○ △

発酵製品製造科 ○ ○ ○ ○

冷凍食品製造科 ○ ○ ○

化 学 製 品 製 造
一 般 化 学 科 ○ ○ ○

高 圧 合 成 科 ○ ○ ○

電 気 化 学 科 ○ ○ ○

ガ ス 化 学 科 ○ ○ ○ ○

石 油 精 製 科 ○ ○ ○

化 繊 製 造 科 ○ ○ ○

火 薬 類 製 造 科 ○ ○ ○

建 設 建 築 科 ○ ○ ○ ○ ○

家 屋 営 繕 科 ○ ○

屋 根 施 工 科 ○ ○ ○ △ ○

と び 科 ○ ○ ○ ○

左 官 科 ○ ○ ○ ○ ○

築 炉 科 ○ ○ ○ ○

ブ ロ ッ ク 建 築 科 ○ ○ ○ ○ ○

タ イ ル 施 工 科 ○ ○ ○ ○ ○

豊 科 ○ ○ ○ ○ ○

配 管 科 ○ ○ ○ ○ ○

住宅設備機器施工科 ○ ○ ○ ○

さ く'井 科 ○ ○ ○ ○ ○

建 設 科 ○ ○ ○ ○ ○
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普 通 訓 練 課 程 職 業 転 換 訓 練 課 程 公 共 認定

区 分
訓練課程

第 一 類 第 二 類
1年 6月 3月 2月

訓練 訓練

訓 練 科
3年 2年 6月 2年 1年 6月 施設 施設

建 設 プ レハ ブ建 築 科 ○ ○ ○

ス レ ー ト施 工 科 ○ ○ ○

防 水 施 工 科 ○ ○ ○

イ ン テ リ ア ・サ ー ビ ス 科 ○ ○ 01 ○ ○

床 仕 上 げ 施工 科 ○ ○ ○ △ ○

熱 絶 縁 施 工 科 ○ ○ ○ △

サ ッ シ 施 工 科 ○ ○ ○

ガ ラ ス 施 工 科 ○ ○ ○ ○ ○

土 木 科 ○ ○ ○ ○ ○

地 質 調 査 科 ○ ○ ○

測 量 科 ○ ○ ○ ○ ○

すえ付け機関および ボ イ ラ ー 運 転 科 ○ ○ ○ ○

建設機械の運転 ク レ ー ン 運 転 科 ○ ○ ○ ○ ○

機 械 運 転 科 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ⇔建設機械 運転科

製 図 ・試 験 お よび 建 設 製 図 科 ○ ○ ○ ○ ○

検査 機 械 製 図 科 ○ ○ ○ ○ ○

電 気 製 図 科 ○ ○ ○ ○

造 船 製 図 科 ○ ○ ○

航 空 機 製 図 科 ○ ○ ○

ト レ ー ス 科 ○ ○ ○

構 造 物 製 図 科 ○ ○ ○
]

○

化 学 分 析 科 ○ ○ ○ ○

金属材料試験科 ○ ○
'

○ ○

公 害 検 査 科 ○ ○ ○
÷
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普 通 訓 練 課 程 職 業 転 換 訓 練 課 程 公 共 認定
訓練課程

区 分 第 一 類 第 二 類 訓練 訓練
訓 練 科

3年 2年 6月 2年 1年 6月
1年 6月 3月 2月

施設 施設

各 種 製 造 が ん 具 科 ○ ○ ○

漆 器 科 ○ ○ ○ △ ○

鋳 金 科 ○ ○ ○ ○

金 属 工 芸 科 ○ ○ ○ ○ ○

宝 石 科 ○ ○ ○

印 章 彫 刻 科 ○ ○ ○ ○ ○

内 張 り 科 ○ ○ ○ ○

表 具 科 ○ ○ ○ ○ ○ 。

塗 装 科 ○ ○ ○ ○ ○

広 告 美 術 科 ○ ○ ○ ○ ○

義 肢 ・装 具 科 ○ ○ ○ ○

運 輸 ・通 信 お よび 自 動 車 運 転 科 ○ ○

公益供給 フ ォー ク リフ ト運転 科 ○ ○

無 線 通 信 料 ○ ○ ○ ○

無 線 技 術 科 ○

構 内電話交換科 ○ ○

港 湾 荷 役 科 ○ ○ ○ ○

玉 掛 け 科 ○ ○

工 業 包 装 科 ○ ○ ○

荷 扱 い 科 ○

事 務 経 理 事 務 科 ○ ○ ○ ○ ○

経 営 実 務 科 ○ ○

和 文 タ イ プ 科 ○ ○ ○ ○

英 文 タ イ プ 科 ○ ○ ○

秘 書 事 務 科 ○ ○ ○ .○



訓練課程
普 通 訓 練 課 程 職 業 転 換 訓 練 課 程 公 共 認定

区 分 第 一 類 第 二 類 訓練 訓練
訓 練 科 1年 6月 3月 2月

3年 2年 6月 2年 1年 6月 施設 施 設

事 務 一 般 事 務 科 ○ ○ ○ ○ ○

工 場 管 理 科 ○ ○ ○ ○

販 売 販 売 科 ○ ○ ○ ○ ○

不 動 産 実 務 科 ○ ○

サ ー ビ ス 家 政 科 ○ ○

写 真 科 ○ ○ ○ ○

理 容 科 ○ ○ ○ ○

美 容 科 ○ ○ ・○ ○

旅 館 科 ○ ○ ○ △ ○

建築物衛生管理科 ○ ○ ○

建築物設備管理科 ○ ○

調 理 科 ○ ○ ○ ○ ○

給 食 科 ○ ○

ク リ ー ニ ン グ 科 ○ ○ ○ △

そ の 他 臨 床 検 査 科 ○ ○

デ ザ イ ン 科 ○ ○ ○ ○ ○

フ ラ ワ ー 装 飾 科 ○ ○ ○ ○

情 報 処 理 科 ○ ○

電 子 計 算 機 科 ○ ○ ○

原 子 力 科 ○ ○

6
157

6
9

158 2 11
168

5 3

計(191) 169 169

177 187

(注)普 通訓練課程の第1類 は中学校卒業者、第2類 は高等学校卒業者を主たる対象としています。
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第2章 大 学 の 公 開 講 座

1は じ め に

社 会 にお け る新技 術 へ の関 心 の 高 ま りや生 涯 教育 に対 す る要望 な どに よ って、 一般 社 会 人 の 大 学 に

対 す る期 待 は増 大 しつつ あ る。大 学 側 にお い て も、 この よ うな社会 的 役割 の遂 行 と開 かれ た 大学 へ の

脱 皮 を 目ざ して、各 種 の公 開 講座 の開設 を盛 ん に行 い っ つあ る。 この よ うな公 開 講座 は各 年 度 ごと に

文 部省 に報 告 され、 と り まとめ られ た の ちに 発表 され てい るが 、 そ れ らの内 容は ① ス ポ ー ツ(実

技 指 導 を中心 とす る もの)、 ② 趣 味(美 術 、工 芸 、 園芸 、書 道 、音 楽等)、 ③ 語 学 、 ④ 郷土(地

域 をテ ー マ に した もの)、 ⑤ 家庭生 活 、⑥ 健 康 ・保健 、⑦ 教養(④ ～⑥ 以 外 の もの、 文学 、 教

育 、 経 済 、科 学 等)、 ⑧ 専 門 ・職 業 に分類 され て お り、情 報処 理 教育 は⑧ に該 当す る。

入 手 で きた資 料 は昭和56年 度 中に おい て 、短 期 大学 を除 く国公 私立 大学 にお い て 開設 され た公 開

講座 の 内容 一 覧 であ った。 そ れ に よ ると、 まず全 般 的 な状 況 はつ ぎの通 りとな っ てい る。

図表1 大 学公 開講 座 の 開設 状 況(昭 和56年 度)

全 大

学 数

開 設

大学数

開 設

講座数
開設時 間数

受 講 者 数

男 女

一

計

国 立

公 立

私 立

校

95

34

324

校

78

19

162

講 座

429

67

983

時 間(1講 座 当)

1

1
10358124・1

1

1
1,220118・2

1
14,899115.9

1
1

人

15,933

2,835

41,260

人

14,532

4,014

42,484

人(1講 座 当)

1

1

30,515171.1

1

1

11,6441173.8

;
168,1061171.0

l

l
計 453 259 1,479

1
26.4771185

1

60,023 61,080
1210

,2651142.2
∫

注1.資 格 取 得 に関 す るこ とを 主た る 目的 とす る もの 、学 内 者 を対 象 とす る もの は除 い て あ る。

2.開 設 時間 数 に つい て は、 回答 不能 とした 大学(私 立1校 、45講 座)分 は 、除 外 して計 算

して あ る。

3.男 女 別受 講 者数 は、 回 答 のあ った大 学 に つい て合 計 した もの であ る。

一601一



この うち 、情 報処 理 関 係 の公 開講 座 を ピ ック ア ップす れば 、 つ ぎの よ うに な る。

図表2 情 報 処 理 関 係 の 公 開 講 座

全大学数
開 設

大学数

開 設

講座数

開設時 間数 受 講 者 数
1

時 間11講 座当り 男 女 計

国 立 95 9 14

i
332123.7

1
889 115 1,004

公 立 34 2 2

1

40120
1

35 13 48

私 立 324 8 18
1

459125・5

1

689 128
*8

60

計 453 19 34
1

831124・4

1

1,613 256 1,912

*男 女別不明43人 を含む

この図表2の 示す通b、 国立大学では全体の9.4%の 大学が情報処理の公開講座を開設 しているが、

公立大学では5.8%、 私立は2.5%の 大学しか開設 していない。これは自立大学は各地方に平均的に

存在するに対し、公立、私立大学は比較的大都市圏に偏在しているため、教育機会が多い大都市圏で

は、かならずしも大学に依存しなくてもよいとい う事情にあるためと思われる。

2講 座 の 内 容

公 開講 座 の テ ー マは、 情 報化 社 会や そ こにお け る コ ン ピュ ー タの 問題 を社 会 的 な問題 として と りあ

げ てい る もの と、 コ ン ピュ ー タの 概説 あ るい は プ ログ ラ ミング関 係 とい った情 報処理 技 術関 係 を扱 っ

てい る もの に分 け る こ とが で きる。 講座 数 と しては 後者 が 多い 。 特 に マ イク ロコ ン ピュ ータを テ ー マ

と した ものが 多 い こ とは、 社 会的 な要 求 に マ ッチ し てい るた め と思 わ れ る。
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図表3大 学公開講座の概要(昭 和56年 度情報処理関係のみ)

大 学 名 講 座 等 の 名 称
開 設 幾

時 間 数
受 講 対 象

受 講 者 数

男 女 計'

図書館情報大学(国)・ 情報化社会に生きる 10H 一 般 12 17 29

〃 デ ータベ ースの有効利用 をめ ざ して 20 学術研究機関

等において学

術研究情報活

動に従事する

職員、研究員

など

29 17 46

山 梨 大 学(国) 高校生のための電子計算機入門講座 30 高 校 生 10 1 11

信 州 大 学(国) 電 子計 算機 とプ ログ ラミング 20 成 人 一 般 60 3 63

島 根 大 学(国) コ ン ピ ュ ー タ入 門 24 成 人 一 般 17 0 17

広 島 大 学(国) 情報 化社会 と コン ピュータ 24 成 人 一 般 181 19 200

九 州工 業大学(国) プ ログ ラミング入 門講座 21 成 人 一 般 48 11 59

長 崎 大 学(国) コ ン ピ ュ ー タ入 門 20 成 人 一 般 41 6 47

鹿 児 島 大 学(国) 電子計算機入門 30
成 人 一 般

学 生
94 12 106

名古屋市立大学(公) 碁 ら しの中の コン ピュータ 25 成 人 一 般 17 10 27

神戸 商 科大学(公) 実 習に よるコン ピュータ入 門 15 兵庫一般 県民 18 3 21

上 智 大 学(私) コン ピュータ入 門 21 成 人 一 般 一 一 43

専 修 大 学(私) プ ライバ シー と情報公開 2.5 成 人 一 般 4 1 5

武蔵 工 業大学(私) 高校 生 のための コン ピュータ入門 25 高 校 生 16 27 43

岡 山理 科大学(私) 電子計算機入門講座 5 社会 人一 般 53 3 56

〃(〃) COBOL講 座 68 〃 22 4 2』

〃(〃) FORTRAN講 座 56 〃
43 3 46'

〃(〃) FORTRAN77講 座 56 〃 42 1 43

福 岡工 業 大学(私) コ ン ピ ュ ータ入 門 18
高 校 生 以上

一 般
40 15 55

〃(〃) コ ボ ル 入 門 30 〃 18 12 30

〃(〃) フォー トラン入 門 30 〃 26 11 37
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図表4大 学公開講座の概要(昭 和56年 度マイコン関係)

大 学 名 講 座 等 の 名 称
開 設 総

時 間 数
受 講 対 象

受 講 者 数

男 女 計

秋 田 大 学(国) マイクロコンピュータ応用技術の基礎 30H 成 人 一 般 58 3 61

図書館情報大学(国) マイコンの世界 10 一 般 23 17 40

山 梨 大 学(国)
マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の ソ フ トと ハ

ー ド
30 一 般 39 1 40

静 岡 大 学(国) マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ入 門 コ ース 21 高校 卒 程度 125 5 130

〃(〃) マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ上 級 コー ス 21
入 門 コ ー ス

終 了 程 度
132 3 135

〃(〃) マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ試 作 コー ス 21
上 級 コ ー ス

終 了
20 0 20

日本工 業 大 学(私) マイク ロコ ンピュータ実 務講座 28 成 人 一 般 80 0 80

大 阪 電気通信(私)

大 学
マイコン講 座 9 高 校 教 諭 75 4 79

久留米工業大学(私) マイ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ講 習 会 16 成 人 一 般 68 2『 70

福 岡工 業大学(私) 〔イコン入 門 18 小 中 学 生 77 15 92

〃(〃) マイコン初級 18 〃 37 7 44

〃(〃) マイコ ン プ ログ ラ ミング入 門 36
高 校生 以上

一 般
56 18 74

〃(〃) マイ コン プ ログ ラ ミング応用 18 ! 32 5 、
37

/
、/

/
/
'
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第3章 通 信教育 および ビデ オ教材

1.通 信 教 育

通 信教 育 は、2つ の カ テ ゴ リー に分 け る こ とが で き る。 第1は 大 学 また は短 期 大学 の卒業 資格 が賦

与 され る もの で あ る。 こ の講 座 に対 して は文部 省 が認 可 を与 え てい る。 現 在20の 大 学(含 短大)が

資格 賦与 の通信 講座 を開 設 して い るが、 情 報処 理 の分 野 は1短 大 が 行 な って い るの み で あ る。 つ ぎは

資格 取得 な ど とは 関係 な く、能 力開 発等 を 目的 とす る講 座 であ る。 この なか には情 報処 理 入門 的 な も

の、 コン ピュ ータの概 要 を 扱 った もの、 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン、 パ ソ コン ・ワー プ ロな どに ま

で内容 を拡 大 した もの な どい ろ い ろ あ る。 これ ら の講座 を受講 す る目的 と しては 、情 報 化時 代 に対 処

で き るよ う知識 修 得 を め ざ した 自己啓 発、 中 高年 齢 者 の キ ャ リア ・デペ ロブ メ ン ト、転 職 や 退職 に備

えて の準備 、企 業 が社 内昇 進 、昇 格 試験 の代 行的 機 能 を果 た させ る もの な ど多 目的 の よ うで あ る。

1.1実 施 団 体 お よび コー スの 概 要

1.L1卒 業 資格 賦 与 の通 信 教 育

・主 催 者

産業 能 率 短期 大学

通 信 教育 部 情 報 処 理 コース

修 業年 限2年

・教 育 の内 容 と受講 シス テ ム

入学 許 可 は高校 卒 業 証 明書 、成 績 証 明書等 を添 付 した入学 申込 書 に対 す る書類 審査 に よ り出 さ

れ る。 入学 手 続終 了後 にテ キ ス トが配 布 され 、学 習 を開 始 す る。 単位 修 得 には い くつか の方 法

が あ り、 そ の うち の いず れ か に よ り単 位 が認 定 され る。 規定 の年 限 で単 位 を修 了 す る と、 卒 業

資 格 が与 え ら れ る。

、

～

.
＼
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図 表 一1単 位 認 定 の シ ス テ ム

リポー ト提 出

60点 以 上 と

れば科 目修得

試験 の受 験 資

格が得 られ る。

科 目修 得 試験

試 験 場 にお いて

受験 し、60点 以

上 とる と、 単 位

が賦 与 され る。

『

ス ク ー リング

1科 目3日 間 の集 中講 義 方 式 の ス ク ー

リングを 受 け、 最終 日の試 験 に60点

以 上 とる と単位 が賦 与 され る。

一

一

卒

業

テ キス ト

配 布

論 文 試 験

出題された題目について自宅で論文を

作成し、審査を受ける。合格すると単

位が賦与される。

一

特 別 指 導講 座

科 目修 得試 験 とス ク ー リングを ミ ック

ス した特 別講 座 を受 講 す る と、 単位 が

賦 与 され る。

一

入学 案 内資料 に よ る と在学 生 の年令 構 成 は、30才 ～34才 が23.9%と 最 も多 く、つ い で25～29

才が18.1%、33～39才 が17.7%の 順 とな って い る。男女 比は 男 が76.4%、 女23.6%、 入学 前

の学 歴は 高校 卒75・5%、 短 大 、4年 制大 学 卒18.7%、 その他5.8%と な ってい る。 学 生 の59.8

%は 会 社 員、 つ いで公務 員17.1%、 無職9.8%、 そ の他13.3%の 順 とな ってい る。一 般教 養 科

目のほ か主 な専 門科 目 として は、 電子 計 算機 概 論 、 ソフ トウ ェア概 論 、FORTRAN、COBOL

(IX(llXシ ス テ ム設 計 、マネ ジ メン トとEDPSな どが あ る。

1.1.2能 力 開発 のた め の通 信講 座

この カテ ゴ リに 入 る情報 処 理関 係通 信講 座 は 、 大別 す る と基 礎 または概 論 的 な もの、 プ ログ ラ

ミング お よび言語 に関す る もの、 シス テ ム ・プ ランニ ング、 シス テ ム設 計 に関 す る もの、パ ソコ

ン関 係 な どに分 け る こ とが で き る。

(注)以 下 の内容 、 受 講 料 等 は、 昭和58年 度 の資 料 によ った もので あ る。
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(1)コ ンピュータ または情 報 処 理 の基 礎 または概 論 的 な もの

主 催 者 コ ー ス 名 対 象 期 間 受 講 料

日 本 経 営 協 会 電子計算機基礎 コース

新 入社 員

中 堅社 員

管 理 者

6カ 月

18,000円

20名 以 上

()

17,000円

日 本 能 率 協 会 〃 〃 3カ 月 15,000円

電子計算機通信学院
コ ン ピ ュー タ入門 講座

経 営 シス テ ム基 礎 講座

初 心 者

中堅管理者実務者

4カ 月

6カ 月

12,000円

25,000円

情報処理教育協会 情報処理技術者通信講座 実 務 者 不 明 22,000円

② プ ログ ラ ミング能 力 の養 成 を 目的 とす る もの

主 催 者 コ ー ス 名 対 象 期 間 受 講 料

情報処理研修センター 上級情報処理技術者養成 シ ニ ア プ ロ グ ラ マ 6カ 月 29,000円

日 本 能 率 協 会 コボル基 礎 コース プ ログ ラマ志望 者 2カ 月 20,000円

〃 フォー トラン基 礎 コ ー ス 〃 2カ 月 20,000円

〃 PL/1基 礎 コース 〃 2カ 月 20,000円

日 本 経 営 協 会

電 子 計 算 機

プ ログ ラ ミン グ コース

コボル お よび

1()
フ ォ ー トラ ン

プ ログ ラマ 志 望 者 、

オ ペ レ ー タ、 コ ン

ピ ュー タ要 員 、 そ

'

の他

全科10カ 月

専 攻 科

6カ 月

全 科

35,000円

20名 以 上

()

33,000円

専 攻 科

23,000円

20名 以 上

()

22,000円

電子計算機通信学院

FORTRANコ ー ス プ ログ ラマ志 望者 4カ 月 12,000円

COBOLコ ー ス 〃 4カ 月 12,000円

BASICコ ー ス 〃 4カ 月 12,000円

上 記3コ ー ス 同時 履修 〃 8カ 月 24,000円

ソフ ト工学研究所 」鵬 報処理技術者養成 シ ニ ア プ ログ ラ マ 6カ 月 30,000円

一607一



主 催 者 コ ー ス 名 対 象 期 間 受 講 料

情報 処 理 技 術 者
教 育 セ ン タ ー

第2種 技 術 者
試 験 受 験 講 座

第2種 受験者 6カ 月 25,000円

産 業 能 率 大 学 〃 〃 6カ 月 21,000円

日 本 マ ン パ ワ ー 〃 〃 6カ 月 38,000円

企業経営通信学院 〃 〃 6～8カ 月
34,000円
～42 ,000円

怒口 盲教 育センター 〃 〃 8カ 月 32,500円

駿台電算専門学校 〃 〃 6カ 月 32,000円

実務教育研究所 〃 〃 4カ 月 32,600円

森 谷 学 園 〃 〃 6カ 月 38,000円

ソフ ト工 学 研 究 所 〃 〃 6カ 月 25,000円

{3}シ ステムプ ランニング能 力 の養 成 を 目的 とす る もの

主 催 者 コ ー ス 名 期 間 費 用 備 考

情 報 処 理

研 修 セ ン タ ー

上級情報処理技術者養
プ

成 講 座(SEコ ース)

6カ 月 32,000円 4月 開講

日 本 経 営 協 会
シ ス テ ム

プ ラ ン ニ ン グ コ ー ス

6カ 月 20,000円
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通 信 教 育 主 催 者

団 体 名 住 所 電 話 番 号

情 報 処 理 研修 セ ン タ ー 〒・・5鯨 搬 区浜松町・一・一・聲 聾L 03-435-6511

産業能率短期大学通信教育部 〒158東 京都 世 田谷 区等 々力6-39 03-704-1111

日 本 能 率 協 会 〒108東 京都 港 区 芝 公園3一 仁22
、

03-434-6211

日 本 経 営 協 会 〒151東 京 都渋 谷 区 千駄 ケ谷4-1-13 03-403-1331

情報処理技術者教育センター 〒104東 京都 中央 区 銀座8-10-17 03-573-7735

日 本 マ ン パ ワ ー 〒107東 京都 港 区赤 坂4-8-14 03-470-3111

企 業 経 営 通 信 学 院 〒151東 京都 渋 谷 区代 々木1-38 03-379-2671

総 合 通 信 教 育 セ ン タ 〒131東 京 都 文 京 区本 駒込6-24-3 03-947-7721

電 子 計 算 機 通 信 学 院 〒105東 京都 港区虎 ノ門1-11-11虎 一 ビル 03-508-1591

実 務 教 育 研 究 所 〒160東 京 都 新 宿区 大京 町4-6 03-357-8153

森 谷9学 園 〒164東 京 都 中 野 区東 中 野4-6-6 03-371-2241

ソ フ ト 工 学 研 究 所 〒101東 京 都千 代 田区 外神 田3-11-2 03-251-1195

情 報 処 理 教 育 協 会 〒28{神 奈川県横浜港郵便局私書箱258 045-622-4529

、

＼

、
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2.ビ デ オ 教 材

2.1ビ デオ 教材 の 目 的

情報 処 理教 育 は、最 初は ク ラス ル ー ムに おけ る講 義形 式 の ものが ほ とん どであ っ た。 しか し、 キ

ャ リア デベ ロプ メン トの 必要性 や 情 報 処理 技 術者 に対 す る需 要 の増 加等 に よ り大量 の要 員育成 が 必

要 とな った 。 また コン ピ ュータ の適 用 範 囲 の拡 大 と共 に エ ン ドユ ーザ に対 す る教 育 も必 要 とされ る

よ うにな る につれ、 よ り効 率 的 な教 育 手法 の開 発が 続 け られ て きた 。 その1つ が 、 か な り広 く採 用

され て い る ビデオ 教材 に よ るマル チ ・メデ ィア 教 育 シス テ ムで あ る。 この方 式 につ いて は、 企 業内

情 報処 理 教 育 に関 す る実態 報 告 書 の海 外調 査 編 で報 告 されて い る が、 そ の後 わが 国 で も利用 す るユ

ー ザが ふ え
、今 日で は後 記 す るい くつか の教材 が 日本 語 に翻 訳 され国 内 で利用 可 能 とな っ てい る。

ビデオ教 材 を使 用 す る教 育は、 つ ぎの よ うな点 で メ リ ッ トが あ る とい われ てい る。

・専任 の教 育担 当者 や 教 育推 進部 門 を持 た な くて も 、 要 員 教 育 を 行 う ことが で き る。

・時 間 の都合 な どで外部 の コー ス に参 加 させ る こ とが で きない 事情 にあ って も、 小 間切 れに発 生

す る空 き時 間 を 活 用 して 教 育 を 行 うこ とが で き る。

・中途採 用 や 不定 期 の異 動 が頻発 す る場 合 で も、 少人数 を対 象 に 体系的 な教 育 を実 施 で き る。

教 材 は ビデオ テ ー プ、 テ キス ト、 必要 に応 じて音 声 の み のテ ー プな どか ら成 って い る。 テ キス ト

には学 習 の方法 や順序 が示 され てお り、 習 得度 をチ ェ ックす る練 習 問題 な どが載 ってい る。 しか し、

た だ教 材 を買 い揃 え、 受講 者 に委 ね てお くだけ では 充 分 とは い えな い。 受講 者 一 人一 人 の技 術 レベ

ル や学 習 を 必要 とす る範 囲 や学 習 の進度 を把 握 し、 ア ドバ イス を与 え るコーデ ィネ ー タが 必要 とさ

れ る。 コ ーデ ィネ ー タ自身 が 教 育 を行 う必 要 は な い が、 そ の役 割 は不 可 欠 と され てい る。

2.2ビ デ オ教 材の 種 類

ビデ オ教材 を ユー ザ 自 身が制 作 す るこ と も不 可 能 とはい え ない が、 相 当 の費用 、 時 間、 専 門 ス タ

ッフを 必要 とす るか ら、例 外 を除 き市 販 の ものが 使用 され る。現 在 わ が国 で利用 可 能 な もの とし て

は 、 米 国 で 開発 され た ものを 日本 語 版 に編集 した もの と、 わ が国 で 開発 さ れ た もの と二 つ に大別 す

る こ とが で き る。

内容 的 に分類 す る と、(1情 報 処理 技 術 者 試 験 の受験 準備 を 内容 とす る もの、(2最 終 利 用 者、一 般

管理 者等 に情 報処 理 につ いて の入 門的 知 識 を与 え るも の、(3)プログ ラマやSEに 対 し、 新 しい知 識

や 技法 を 学習 させ る ことを 目的 とす る も の三 つ に分 け るこ とが で き る。

(注)な お以 下 の 内容 、価 格 は 昭和59年1月 現 在 の もの であ る。

2.3発 行 元 およ び講 座 名

2.3.1情 報 処理 技 術者 試験 を対 象 とす る もの

・発 売者

日本 コン ピュー タ株 式会 社
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・講座 名 情 報処 理技 術 者試 験 講 座

・内 容

(1}総 集 編(2巻)

情 報処 理技 術 試 験 の意 義 、構 成 、 受験手 続 、試 験 の内容 と受験 準 備、 勉 強 の仕 方な ど

② 特種 情 報 処理 技 術 者編(3巻)

特種 試 験 の内容 と対策 、 論 文 の書 き方 、 シス テ ム評価 と改善 な ど

{3)第1種 情報 処 理技 術者 編(3巻)

第1種 試験 の内容 と対 策 、 プ ログ ラム設計 、 プ ログ ラム作成 な ど

(4)第2種 情 報処 理 技 術者 編(3巻)

第2種 試験 の 内容 と対策 、 プ ログ ラ ム流れ 図、 プ ログ ラム作成 な ど

{5)関 連 知識 編(7巻)

簿 記会計 の基 礎 知 識(財 務 会 計 と管 理 会計)、 管 理技 法 の基礎(確 率 と期 待 値、 日程計 画法 、

在庫 管 理 と信頼 性 の評価 、 待 ち行列 、 シ ミ ュレー シ ョン、線 型計 画法)

2.3,2情 報 処 理 の一 般 的 知 識 を 内容 とす るもの

発 売 者
O内 は製作者

コ ー ス 名 カセ ッ ト巻数 価 格

日 本 コ ン ピ ュ ー タ

(日 本ASI)

コ ン ピ ュー タ と デ ー タ処 理 4 、誘 口

〃 計算機の知識 12 2,750

日 本 コ ン ピ ュ ー タ

(Edutronics)

コ ン ピ ュ ー タ の 基 礎 4 800

日 本 工 業 新 聞 社

(日立製作所)

情報 システム入門 4 300

〃 シス テ ム入門 6 300

〃 フ ロ ー チ ャ ー ト入 門 4 220

トツパ ン ・ムーア ・

デ ル タ ック

(デ ル タ ック)

㈱ 価 格 は レ ンタル価 格

利用 規模 に よ り変 動 、

各 巻 の レン タル期 間 は

1カ 月

デ ー タ処 理 入門 5 95～170

コ ン ピ ュ ー タ入 門 3 57～102

分散データ処理 4 76～136

一611一



発 売 者
()内 は制 作 者

コ ー ス 名 カセ ッ ト巻数 価 格

トッパ ン・ムーア ・デルタ ック

(デ ル タ ック)
情報資源管理 4

千 円76
～136

〃 企 業 内 ネ ッ トワーク構想 3 57～102

〃 デ ー タ ・ペ ー ス 3 57～102

〃 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン の 概 念 3 57～102

2・3・3プ ロ グ ラ マ 、SEな ど の教 育 を 目 的 と した も の

発 売 者O
内は制作者

コ ー ス 名 カセ ット巻 数 価 格

日 本 コ ン ピ ュ ー タ

(ASI)
構造化COBOL 8

千 円

2,000

〃 MVSの 概念と機能 6 1,500

〃 デ ー タベ ース の基 礎 6 1,500

〃 デ ー タベ ー ス論 理設計 の構 築 3 780

〃 オ ン ライ ンシス テ ム入 門 3 780

〃 VSAMの 基礎 1 240

〃 VSAMと アクセス方式サー ビスプログラム 7 1,750

〃 構 造 化分 析 へ の アプ ローチ 1 250

〃 構造化分析と設計 10 2,650

〃 構 造化 設 計 へ の ア プ ローチ 1 250

〃 構造化設計 6 1,450

〃 HIPO設 計 と文書化手法 1 250

〃 コーディングの仕方 と構造化 ウォークスルー 1 250

〃 構造化プログラミングの管理と組織 1 250

〃
(Edutronics)

プ ログ ラ ミン グ 2 300

〃 COBOLの 基 礎 1 240

〃 構造化PL/1 6 1,200

〃 デ ー タ処 理 の基礎(フ ァイル処 理) 1 240

〃 順 次ア ク セス ・フ ァイ ル 2 480

〃 直 接 ア ク セス ・フ ァイル 2 480

〃 デ ー タベ ー ス編成 3 720
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発 売 者
O内 は製作者

コ ー ス 名 カセ ッ ト巻 数 価 格

日 本 コ ン ピ ュ ー タ(
Edutronics)

OS360/370の 概 要 2・ 謂
〃 仮想記憶の基礎 2 200

〃 OSジ ョブ制 御言 語. 10 1,000

〃 MVSJES2ジ ョブ制 御言 語 9 1,600

〃 シス テ ム分析 と設計 4 640

〃 デ ー タ通 信
2 320

〃 EDP組 織の管理 1 100

〃 プ ロジ ェク ト管 理 3 400

〃 構 造 化 プ ログ ラ ミング の概 要 6 600

日 刊 工 業 新 聞 社
(日 立製作所)

COBOLプ ログ ラム 基本プ ログラミング編 6 324

〃 COBOLプ ログラム プログラミングテクニ ック編 6 324

〃
COBOLプ ログラム

ISAMフ ァイル プ ログ ラ ミン グ編
4 300

〃
COBOLプ ログラム

VSAMフ ァイル プ ログ ラ ミング編
4 300

〃 構造 化 コボル プ ログ ラミン グ1 4 300

〃 構造 化 コボル プ ログ ラ ミングH
4 300

.〃
構造 化 コボルVSAMプ ログ ラ ミング 6 300

〃 ア セ ン ブ ラ入 門 7 420

〃 PL/1入 門 5 360

〃 PL/1プ ログラム フbグ ラミシグ ・テクニック 編 7 480

〃
PL/1デ ィスクフ ァイル

ISAMフ ァイル プ ログ ラ ミン グ編
4 240

〃
PL/1デ ィス クフ ァイル

VSAMフ ァイル プ ログ ラ ミン グ編
4 240

〃
FORTRANプ ログ ラ ミングl

FORTRAN入 門
7 420

〃 FORTRANプ ロ グ ラ ミ ン グ'皿 7 420

〃 NHELP 6 360

トプシ ・ムーア・デルタック

θ 価格 は レン タル価 格

利 用規 模 に よ り変 動、

各 巻 の レンタ ル期 間 は

1カ 月

PL/1 15 285～510

`
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発 売 者
O内 は 制作 者

コ ー ス 名 カセ ッ ト巻 数 価 格

●

ト ッハ ン ・ ム ー ア ・

デ ル タ ヅク
構造化ANSCOBOL 23 437～ 組

〃 IBM汎 用 コンピュータシステムの基本概念 5 95～170

〃
・ 一

ア セ ン フ フ 10 190～340

〃 FORTRAN 10 190～340

〃 MVSジ ョブ制御 言語 8 152～272

〃 VSリ ン ケ ー ジ エ デ ィタ 2 38～68

〃 VSAM 5 95～170

〃 MVSJES2/JES2デ バ ッグ 4 7(シ～136

〃 VSAMデ バ ッグ 1 19～34

〃 TOS/SPF 7 133～238

〃 TOS入 門 1 19～34

〃
●

仮想記憶装置 2 38～68

〃 MVSエ ン バ イ ア メ ン ト 2 38～68

〃 MVSエ ンバ イア メン ト 1 19～34

〃 ア プ リケ ー シ ョン プ ログ ラマのVSE 10 190～340

〃 ACF/VTAMお よびVTAMネ ットワーク制御 3 57～102

〃 構造化技法 3 57～102

〃
プ ログ ラマ とアナ リス トのた めの構 造 化

プ ログ ラ ミン グ
12 228～408

〃 構造化設計 10 190～340

〃 構造化分析 7 133～238

〃 シス テ ム開発 8 152～272

〃 費用対収益分析 4 76～136

〃 フ ァイル設 計 ・レ コー ド設計 4 76～136

〃 プ ロ ジ ェク ト管 理 8 152～272

〃 分散データ処理 3 57～102

〃 情報資源管理 4 76～136

〃 企業 内 ネ ッ トワーク構 想 3・ 57～102

〃 デ ー タ ベ ー ス 3 57～102

〃 企業 の コン ピュー タ保 護 対策 3 57～102
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発 売 者
O内 は制作者

コ ー ス 名 カセ ッ ト巻数 価 格

ト ッパ ン ・ ム ー ア ・

デ ル タ ツク
オ フ ィス オ ー トメ ー シ ョン の概 念 3

千 円

57～102

〃 シス テ ム監 査 6 114～204

〃 デ ー タベ ース 論理 設計 5 95～170

〃 デー タベ ース 入門 3 57～102

〃 IMS/VS概 念と機能 2 38～68

〃 PL/1コ ー デ ィ ン グ 7 133～238

〃 CICSの 概 念 と機能 5 95～170

〃 CICS/VSコ マンドレ⇒ レのプログラム作 成 5 95～170

〃
拡張CICS/VSコ マン ド ・レベ ル ・プ
ログ ラム作成

5 95～170

〃 オ ン ラ イン シス テムの設 計 概念 4 76～136

〃 データ通信の原理 4 76～136

〃 通 信 の ネ ッ トワーク技 法 4 76～136

〃 デ ー タ ベ ー ス ・ シス テ ム の 原 理 5 95～170

、

＼

＼

＼

＼
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、
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＼
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第4章 情 報 化 月 間

1.は じ め に

コン ピ ュー タの利 用 を 中心 とした情 報処 理 の飛 躍 的 な発 展 と と もに企業 経営 を は じめ、 社会 や 個人

生 活 の 分 野 に まで情 報 化 が急 速 に 進展 しつ つあ る。 こ の よ うな情 報化 の進展 は今 後 、 そ の対 象、 地 域

を問 わず 急速 に拡 大 してい くことが 予想 され る。 この よ うな、 いわ ゆ る情 報 社 会 の健 全 な発 展 を進 め

て い くため には、一 般 市 民 の間 に情報 化 に対 す る正 しい認 識 と理 解 を醸成 してい くこ とが是 非 と も必

要 で あ る。

こ うした 観点 か ら昭和47年 以 来 毎年10月 第1週 を情報 化期 間 と定 め、 そ の期 間 を 中心 として一

般 市民 を対象 とした情 報 化 に関 す る各種 行 事 を全 国的 か つ集 中的 に実施 し てき たが 、昭 和57年 度 か

らは名 称 を 情 報 化 月間 」 と改 め、 一 層 の充 実 を は か り実 施 され てい る。

＼

＼
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2.昭 和58年 度 情 報 化 月 間 行 事 に つ い て

昭 和58年 度 の情 報 化 月間 は、 「生 活 と情 報 化」 をテ ーマ に各種 の行事 が 全国 的 に開催 され た。

10月3日 のホ テル ニ ューオ ー タニ にお け る記 念 式典 を は じめ 、生活 と情 報 化展 、講 演 会、 セ ミナ

等 の べ232行 事 が 、北 海 道 か ら沖 縄 まで44都 道 府 県 、95都 ・市 ・町 で開催 され参 加団 体 の政 府

関係 、 民 間団 体等 のべ556、 参 加 者数 は のべ1,162,911人 を数 え、 盛 況 の うち に終 了 した。

また、広 報 関係 につ いては 、高 校生 、 高専生 を対 象 と した コン ピ ェータ ・プロ グ ラム コ ンテス トの

募集 要領 、 ポ スタ ー、 行事 案 内等 の 作 成 ・配 布 、 テ レ ビキ ャンペ ー ンの実 施等 、総 合的 かつ広 範囲

なPR活 動 を実 施 した。

主 な行 事 の実 施 状 況 は以 下 の とお りであ る。

行 事 名 期 日 会 場 主催または問合せ先 摘 要
.

1.式 典 行 事

.

情報化月間記念式典 1(ン3 ホ テル ・ニ ューオ 一 夕ニ 情報化月間推進会議

(千代田区紀尾井町) 通商産業省情報処理振興課

霊 舌03-501-1511(3331)

2.展 示 会

電気 通 信 展183 1γ18→20 霞が関電々展示 センター 日本電信電話公社データ

(千代田区霞ウ潤 ビル 通信本部

30階) 電話03-509-4806

月～ 金

展 示 会 1()/1へ31 国鉄 本 社PRコ ーナー 日本国有鉄道 9:00～17:00

土

「旅 と コン ピ ュータ」 (千代田区丸の内) 電言舌03-212-6311(1-5183) 9:00～12:00

日 休 み

183生 活 と情 報化 展
㌢29 翻日本情報処理開発協会

「エレク トロニクス ・アー ト
～1(ン4 西武百貨店渋谷店 電 話03-434-8211(535)

&コ ミュニケーシ ョン展 」
B館 催事場

鋤 央像情報システム開発協会
(渋谷区宇田川町) 劒医療情報システム

開発 セ ン ター

デ ー タ シ ョ ウ183 1(レ∠18～21 東 京 国際 貿易 セ ン ター θ 日本電子工業振興協会 一般公開

(中 央区晴海) 電 話03-434-8211(352) 1(レ20～21

通信機械工業会
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行 事 名 期 日 会 場 主催または問合せ先 摘 要

医療情報システム展 1q/20一22 ㈱ 医療情報システム開発 ㈲ 医療 情報 シス テ ム ,
一"

センター メァ ィス ・ルーム 開発 セ ンター

(港 区赤坂) 電話03-586-6321(51)

ソフ トウ ェア シ 。ウ183 1q/3～5 新宿NSビ ルイベントホール ソフ トウェア流通促進センター 一般公開

(地 下1階) 電 話03-436-4774

(新 宿区西新宿)

国 際 通 信 展 19/3～8 KDD東 京営業部展示ノレーム 国際電信電話㈱

(千代田区丸≡ 井ビル) 電話03-240-8407・8458

ニューメデ ィア関連機 器の 1(ン/17～19 東商ビル第1～3会 議 東京商工会議所

展示 ・実 演 (千代田区丸の内 電話03-283-7590

東商ビル)

183国 際 放 送機 器 展 1(ン25～27 東 京 流通 セ ン ター θ 日本電子機械工業会

(大 田区平和島) 電 話03-211-2765

データベース ・フェア183 1(ン25⇒27 霞 が関 プ ラザ ホ ール θ 日本 トソメンテーション協 会

(東 京) (霞 が関ビル1階) 電話03-813-3791

i83特 許 情 報 フ ェア 11/8ト12 科学技術館 θ発明協会 同時開催

(千 代田区北の丸公園) 電 話03-502-0511 テクノ183東 京

札幌183生 活 と情 報 ξレ22→25 道立産業共進会場 飼)日本情報処理開発協会

化展 (札幌市豊平区月寒) 電話03-434-8211(535)

札幌商工会議所

電 話011-231-1122

私たちの未来通信展 1〔ン/7～9 岐阜産業会館 日本電信電話公社

(岐 阜市藪田) 岐阜電気通信部
爲

電 話0582-69-9306

テレコムシ ョウナゴヤ183 1↓/3～9 名鉄百貨店 日本電信電話公社

(名古屋市中村区名駅) 東海電気通信局

電話052-291-2971
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行 事 名 期 日 会 場 主催または問合せ先 摘 要

展示会
183電 気通 信展 1(〃12ぺ24 大 阪 寛 々展 示 セン タ ー 日本電信電話公社

一未 来 を育 むINS (大 阪市北区中之島) 近畿電気通信局

(高度 情報 通 信システム)一
電話06-446-0401

183生 活 と情報 化 展 1()/14～18 な んばCITY ㈱ 関西情報センター

商館 地 階 シテ ィホール 電話06-448-6630

(大 阪市南区難波)

エレク トロニクスシ ョー|83 19/6～11 大阪国際見本市港会場 θ 日本電子機械工業会

(大 阪市港区田中) 電話03-211-2765

大阪 ビジネスフェア183 19/19～21 却姻 際跡 市・港会場 関西事務機産業協会

2,3,4号 館 電 話06-538-0763

(大阪市港区田中)
一

データベース ・フェア183 U/16～17 大阪電 々展示 センター 肇D日本 トソメンテーション協会

(大 阪) (中 之島 センタービル 電 話03-813-3791

13階)

OAシ 。一 1()/26～28層 姫路商工会議所 姫路商工会議所 定員50名

(姫 路市下寺町) 電 話0792-22-6001
'

電信電話展 1(ン2←23 大丸新居浜店 日本電信電話公社愛媛電気

(新 居浜市西原) 通信部新居浜電報電話局

電 話0899-36-2551
`

〃 1γ7～10 スーパ ーフジ宇和 島店 日本竜 ム

(宇和島市恵美寿町) 通信部宇和島電報電話局

電話0899-36-2551

通信機器に関する展示会 19/13～15 長崎商工会議所 長崎商工会議所

(長崎市大黒町) 電 話0958-22-0111
←

昧 電信電話公社長崎電報
電話局

`

大分|83生 活 と情報化展 1(ン/13～18 第1会 場 ⑰ 日本情報処理開発協会

おおいた183マ イコンフェア 大分県立荷揚町体育館 電話03-434-8211(535)

第2会 場 ㈱ 「『 セ ン ター

トキハ百貨店8階 崔事場 電 話0975-33-0220
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行 事 名 期 日 会 場 主催または問合せ先 摘 要

熊 本183生 活 と情報化展 10/30 熊本市立体育館 ㈲ 日本情報処理開発協会

くまもとテクノポ リス
～1↓/3

(熊本市水前寺公園) 電話03-434-8211(535)

フ ェア183 熊本県情報産業振興協議会

電 話0963-81-8212

183南 日本 1(ン25ぺ27 鹿児島県体育館 南日本新聞社

オフィスオー トメーシ ョン展 (鹿 児島市下荒田) 電 話0992-26-4111

南日本放送

鹿児島県事務機産業協会

3.講 演 会,セ ミナ,

シ ンポ ジ ウム

パネル討論会 1(〆17 郵政省11階 講堂 郵政省 定員150名

rOAと 電 気通 信」 (千 代田区霞が関) 飼 日本ITU協 会

電 話03-502-0393

講演会 10/12 運輸省会議室
一

運輸省情報管理部 定員60名

[OAと 行政 への適用U (千代田区霞が関) 電 言舌03-580-3111(3543)

シン ポ ジ ウム 1(ン/7 日本学術会議会議講堂 行政管理庁 定員250名

「行政 と情報 システム」 (港 区六本木) 電 …舌03-581-6361(4234)

講演会 1Q/6 国鉄本曲日館6鰍 写室 日本国有鉄道 定員200名

rCATVの 現 状と将来1 (千 代田区丸の内) 電話03-212-6311(1-5183)

「エ レク トロニ ック ㈲交通統計研究所
バンキング」 θ鉄道通信協会

電話03-432-7551

中小企業のための 1(ン/12～14
'

すみだ産業会館内 東京商工会議所
定 員
糊1]講演会

OA機 器展示 とセミナ (墨 田区江東橋) 墨田支部、江東支部 150名

実務講習会
電 話03-635-4343 各70名

システム監査講演会 1(ン25 イ イ ノ ホ ー ル EDPユ ーザー団体連合会 定員700名

(千 代田区内幸町) 電 話03-507-6572 参加費300(円

シ ンポ ジ ウム 1Q/17 東商 ホール 東京商工会議所

「高度情報化社会と企 (千代田区丸の内 電 話03-283-7590

業 へのインパク トを 東商ビル4階)

探 ぐる」
、
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行 事 名 期 日 会 場 主催または問合せ先 摘 要

OAセ ミナ 1〔)/15 青梅商工会館・3階会議室 青梅商工会議所 定員50名

(青 梅市青梅) 電 話0428-23-0111

マイクロコンピュータ に よ る 1(ρ0～21 八王子商工会議所 八王子商工会議所 定員30名

オ ー トメー シ ョン 第1会 議室 電 話0426-23-6311

(八 王子市大横町)

講演会 シ28 経団連会館ホール ㈲ 日本 オ ー トメ ー シ ョン 定員400名

「オフ ィスオー トメーシ ョン (千 代田区大手町) 協会 参加料

を取 り巻 く 電話03-434-6677 会 員10ρ00円

諸問題の探究」 会員外15POO円

講演会 19/13 北 海 道経 済 セ ンタ ー 肋 日本情報処理開発協会

rINSと 産業社会への (札幌市中央区北づ条) 電話03-434-8211(535)

イ ンパク ト」 北海道情報調査会

馳域生活高度情…』 テ勾 電話011-241-8591

「北海道の情報化1
.

移動教室 1(卿 ～8 盛岡商工会議所 勧 日本情報処理開発協会

「OA時 代における (盛 岡市大通) 情報処理研修センター

コンピュータ(麟1[用1 電 話03-435-6514

オフコン月 『セ ミナ 10/25 日立商工会議所 日立商工会議所 定員40名

(日 立市幸町) 電話0294-22-0128 参加費1,000円

マイコン講 座(初 級講座)

(中級講座)

初9/26

中、冴 γ19
1レな0

国立茨城工業高等

専門学校

勝 田商 工会 議所

電話0292-73-1371

定員各40名

参加費2,000円

情報化国祭講演・討論会 19/13 ヤ ク ル トホ ー ル 飼)日本情報処理開発協会 定員400名

日米 を結 ぶ テ レコ ン (港 区東新橋) 電 話03-434-8211(538) 参加費15POO円
、

フ ァ レ ン ス θ 日本情報センター協会

デ ー タ シ ョウ183 1〔レ/19⇒20 プ レス セ ンタ ーホ ール θ 日本電子工業振興協会 定員200名

国際 シンポ ジウ ム (千代田区内幸町) 電話03-434-8211(354) 参加費20ρ00円

通信機械工業会

ソフトウェァコヂ ンシ ョン183 京 王 プ ラザ ホテ ル θ ソフ トウェア産業振興協会

「ソフ トウェフ産 業基盤の コ ン コー ドホール ル ー ム 電 話03-436-3938

強化とその戦略」 (新 宿区西新宿)
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行 事 名
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期 日 会 場 主催または問合せ先 摘 要

中小企業OAシ ステム

講演会

10/5 東京農林年金会館

(港 区虎の門)

中小企業 事業 団

電話03-433-8877

講演会

高度情報社会の展望と

企業戦略

1()/3 東海大学校友会館

(千 代田区霞が関ビル

33階)

勧 電 気通信 総 合 研 究所

電話03-490-2211

定 員150名

講演会

「衛生通信時代の幕あけ」

1q/7 〃 θ 日本 コンピュータユーテ ィリ

テ ィ協 会

電 話03-509-5525

定 員150名

講演会

「高度情報社会と

電気通信」

1q/4

「

日経ホール

(千 代田区大手町)

㊥ 日本 デ ータ通 信 協 会

電話03-586-1621

定員680名

183デ ータ ・プロセシング

特 別 集 会

.

1()/28

、

霞が関東海倶楽部

(千 代田区霞が関ビル

33階)

θ 日本 デー タ ・プ ロセシ ン

グ協 会

電 …舌03-402-3843・345-0361

定員100名

参加費 未定

講 演 会

「コンピュータ・時 ユリテd

「INSと ニ ューメデ ィア」

1(/14 日本船舶振興会ビノレ

(港 区虎ノ門)

㈲ 運 輸経 済研 究 セ ン ター

電話03-504-0571

定 員100名

講演会の開催 1〔)/28 倉庫会館3階 会議室

(江 東区永代)

θ 日本 倉庫協 会

電話03-643-1221

定員80名

シンポ ジウム

「物流情 報システムの

事 例研 究」

10/21 東 京 都 トラ ック 会 館

トラ ック会 館

(新 宿 区 四谷)

θ 全 日本 トラ ック協 会

電話03-357-6271(36)

定員80名

SHIPNETS実 演

及び 講演 会

1()/5 海運 ビル2階 大ホール

(千 代田区平河町)

牡畑 本 船 主協 会 ・

電話03-264-7171

日本 海 運貨物 取 扱 業会

定員200名

メディメル マイコン ・セ ミナ 1(ン16 全共連ビル大会議室

(千 代田区平河町)

㈲ 医療 情報 シス テ ム 開発

セ ンタ ー ・メデ ィ カル ・マ イ

ク ロコン ピュー タ ・ク ラブ

電 話03-586-6321(51)

定員180名

参加費4,000円
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行 事 名

シ ン ポ ジ ウ ム

「人 間 ・情 報 ・

コ ミ ュニケ ー シ ョン」

中学 生 コンピュータ教 室

コンビ亡 タなんで も相 談

シンポジウム

「商工会議所の

情報化推進事業」

FA講 習会

OAシ ョウ

OA講 習会

移 動教 室

「OA時 代におけ る

コンピュータ(囎1用 」

●ターユピンコ

ナ

生

ミ

校

セ

高

講 演会

「INSと 企業 の生き方」

行政管理セ ミナ

期 日

1(レ26

19/8～9

10/17～18

19/13～14

1(ン21

1()/13～15

10/15

1(ン2ト22

1(ン28

1(ン26

1レi15～16

会 場

日本交通協会大会議室

(千代田区丸の内

新国際 ビル9階)

奈井江商業高等学校

臼

チャシュナイ)

松本商工会館

(松 本市中央)

足利商工会議所

(足 利市有楽町)

〃

〃

〃

新潟商工会議所

(新 潟市上大川前通)

伏木高等学校

(高 岡市伏木一宮)

岐阜商工会議所

(岐 阜市神田町)

名古屋市合同庁舎第2

別館共用大会議室

(名古屋市中区三の丸)

主催または問合せ先

㈲ 情 報処 理教 育 研修 助成

財 団

電言舌03-215-2450

㈲ 日本情 報 処 理 開発 協 会

情 報 処 理研 修 セ ンタ ー

電言舌03-435-6514

松 本 商 工会 議所

電言舌0263-32-5355

日本 商工 会 議所

電言舌03-283-7710

足 利 商 工会 議 所

電言舌0284-41-1354

足 利 商工 会議 所

電言舌0284-41-1354

〃

〃

㈲ 日本 情 報処 理 開発 協 会

情 報 処 理研 修 セ ンタ ー

電き舌03-435-6514

飼)日本 情報 処 理 開発 協 会

情 報 処 理研 修 セ ンタ ー

電着舌03-435-6514

㈲ 日本 情 報処 理 開発 協 会

重言舌03-434-8211(535)

岐阜 商 工 会議 所

重言舌0582-64-・2131

行 政 管 理庁

信宣言舌03-581-6361(4234)

中部 管 区行 政 監 察局

摘 要

定 員180名

定 員100名

参加費8,000円
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行 事 名 期 日 会 場 主催 または問合せ先 備 考

パ ソ コン フ ェア183 1Q/1～2 シ ョッピングダウン ・ピァ 福井商工会議所

電 話0776-23-8111

セ ミナ lQ/12 福井商工会館 〃

「OAの 現状 と将来」 (福井市大手)

中学生 コンピュータ教室 1(ン22 静岡県立情報処理 静岡県立情報処理教育 定員90名

教 育 セ ン タ ー セ ン タ ー

電話0542-62-2281

講 演 会 1(ン14 滋賀県琵琶湖研究所 θ システム科学研究所 定員90名

口Lタ ベースシステムを (大津市打出浜) 電 話075-221-3022

考え る」

中学 生 マ イ コ ン教 室 8/7 京都府中小企業会館 勧 関西情報センター 定員40名

(右 京区西大路五条) 電話06-448-6630

京 都 マイ コ ンク ラブ

シ ンポ ジ ウム 旦/17～18 大阪府立労働センター 行政管理庁

「行 政 と情報 システ ム」 (大 阪市東区京橋) 電 話03-581-6361(4234)

近畿管区行政監察局

講演会 19/12 国鉄大阪鉄道管理局 日本国有 定 員150名

「OAの 進め方と事例 第1会 議室 電話06-372-1241

(大阪市北区大深町) θ鉄道通信協会

勧交通統計研究所

情 報 化 シ ンポ ジ ウム 1()/19 大阪倶楽部 ㊥ 関西情報センター

(大阪市東区今橋) 電 話06-448-6630

情報化市民講演会 19/28 大阪府立文化情報 ㊥ 関西庸報センター

セ ン タ ー 電話06-448-6630

中学 生 マイ コ ン教 室 9/4 ㊥ 関西情報センター ㈲ 関 西情 報 セ ン タ ー 定員40名

(大 阪市北区中之島) 電話06-448-6630

大阪国際貿易 センタービル 関西 マイコンクラブ

高度情報化時代と 1(ン25～29 大 阪科 学 技 術 セ ンター ㈲大阪科学技術センター 定 員150名

企 業 へ の インパク ト (大阪市西区靭本町) 電 話06-443-5321 有 料
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行 事 名 期 日 会 場 主催または問合せ先 備 考

シンポ ジ ウム 10/22 大学科学技術センター θ 日本技術士会近畿支部 定 員100名

「情報化時代の 小 ホ ール 電 話06-443-5321 参加費5,000円

犯 罪 とセ キ ュ リテ ィ」 (大阪市四区靱本町)

医療 用 マイコン ・プログラム 1(↓/29 大阪駅前第4ビ ル ㈲ 医療情報システム開発 セ ミナー定員

の実 演 と小 セ ミナ 実演:5階OAS大 阪 センター ・メデ ィカル ・マイクロ 100名

マイ コン教 室 コ ン ピ ュー タ ・ク ラブ

セミナー:23階NHK大 阪 電話03-586-6321

文化 センター第2大 教室

中学 生 マ イ コ ン教 室 8/4 兵庫県産業情報センター 勧関西情報センター 定員40名

コ ン ピ ュータ プ ラザ. 電 話06-448-6630

(神戸市中央区雲井通 兵庫県産業情報センター ・

サ ンバル ビル) 関西電力神戸支店

情報化セ ミナ 1(ン28 芦屋 市民 ホ ール ㊥ 関西}吉報 セ ンタ ー 定 員120名

「遊 芸 空 間 と して の 電 話06-448-6630

阪神間」 ㊥社会システム研究所

電話078-251-0512

コン ピュータセ ミナー 1(ン27 姫路商工会議所 姫路商工会議所 定員50名

「中小企業向け (姫路市本町) 電 話0792-22-6001

コン ピ ュー タ セ ミナ」

移動教室 1(/18～19 岡山商工会議所 ㈲ 日本情報処理開発協会

「OA時 代におけ る (岡 山市厚生町) 情 報 処 理研修 セ ン ター

コンピュータの経営利用 19/18～19 岡山商工会議所 電 話03-435-6514

(岡 山市厚生町)

講演会 19/19 広島商工会議所 ㈲ 日本情報処理開発協会

「情報化社会における (広島市中区基町) 電話03-434-8211(535)

企業経営」 ㈲ 中国工業技術協会

電 話0823-24-4201

中学生 コンピュータ教 室 1(γ15～16 市 ㈲ 日本情報処理開発協会

(広島市南区東本浦町) 情 報 処理 研 修 セ ン ター

電話03-435-6514
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行 事 名 期 日 会 場 主催または問合せ先 備 考

広 島 マ イ コン研修 会 シ35.10.24 広島市工芸指導所 広島マイコン研修会実施委員会 定員30名
26及 び

19/5.7.11. (広島市南区東本浦町) 電 話082-281-7146 受講料20,000円

13.17

OAセ ミナ 1(〃12 三次商工会議所 三次商工会議所 定員20名

情報処理センター会議室 情 報 処理 セ ンタ ー

電 話08246-3-1141

シ ンポ ジ ウ ム 19/27 高松総合福祉会館 行政管理庁

「行政と情報システム」 (高 松市観光通) 電 話03-581-6361(4234)

中国四国管区行政監察局

四国行政監察局

中小企業者向け 10/27 高松商工会議所 高松商工会議所 定員80名
、

コ ン ピュータ セ ミナ (高 松市番町) 電 話0878-51-9057

移動教室 1γ13～14 高知商工会議所 ㈲ 日本情報処理開発協会

「OA時 代におけ る (高 知市本町) 情報処理研修センター

コンピュータの経営刃鵬 」 電話03-435-6514

高 校生 コンピュータセ ミナ 1()/27 東予工業高等学校 ㈲ 日本情報処理開発協会

rl襯 ヒ社会における (東 予市 布) 情報処理研修センター

技術者の役割」 電 話03-435-6514

講演 会 1γ1 熊本市役所14階 大ホール ㈲ 日本情報処理開発協会

(熊本市手取本町) 電話0年434-8211

蹴
電話0963-81-8212

先端技術に関する 10/22.29 長崎市民会館 長崎商工会議所 定員500名

公開講演会 U/5,12 (長 崎市魚の町) 電話0958-22-0111

西 日本 フ ォー ラム183 1Q/2ト22 ホテル ニ ューオータニ博 多 西日本新聞社

高度情報社会への対応 電話092-711-5555

講 演会 10/11 大分県庁正庁 ホール 飼)日本情報処理開発協会

「高度情報化社会 と (大 分市大手町) θ大分県地域経済情報

INS」 セ ン タ ー

電話0975-33-0220
、

θ九州産業技術連盟

一627一



行 事 名 期 日 会 場 主催または問合せ先 備 考

講演会 1(ン31 那覇商工会議所 助 日本情報処理開発協会

「企 業 に とって (那 覇市久米) 電 話03-434-8211(535)

情報とは何か」 那覇商工会議所連合会

電話0988-68-3759

4.研 究 会,映 画会,

デモ,表 彰 等

電子計算機利用に関する 1(/3～4 機械振興会館研彦2号室 工業技術院総務部電子計算 無 料

技術研究会研究発表会 (港 区芝公園) 機利用技術開発室

電 話03-501-1511(4598・
4599)

実務者のための特許情報 1()/19 発 明会 館 ホ ール 細発明協会 定 員300名

および情報管理説明会 (港 区虎 ノ門) 電 話03-502-0511

㈲ 日本特許情報センター

電 話03-503-6181

定 員200名 .
ローカル ・エ リア ・ネ ッ トワ γ1iト21 都道府県全館本館602号 θ 日本 オフ ィスオー トメー シ 参加料
一ク特別研究会 室(千 代田区平河町) 。ン協 会

会 員1600(円

会員舛4000円

電 話03-434-6677

マル チ・ワークステーシ ョン 1(ン5～7 麹 町 会 館 ホ ール 〃 参繍200名

特別研究会 (千 代田区平河町)
会 員16000円会 員外

2400(円

IPA技 術センター発表会 1(ン25, 東京農林年金会館 情報処理振興事業協会 定 員190名

「招待講演 と研究成果 (港 区虎ノ門) 電話03-437-2301(76)

発表」

優秀保守技術者の表彰 1()/6 θ 日本倶楽部大会議室 日本電子計算機㈱

(千 代田区丸の内)

地方公共団体電算職員 1Q/6 全国町村議員会館講堂 財)地方 自治情 報 セ ンタ ー

等表彰 (千代田区一番町) 電 話03-264-0691

情報管理講習会 1(ン6～7 ホテル信濃路 日本 科 学 技術 情 報センター 定員40名

(長 野市岡田町) 長野県 参加費15000円

㈲長野県中!」企 業振興公社中

・j企業情報 センター

v

電 話0262-26-4560
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行 事 名

実務者のための特許情

報説明会

導機関

コンピ ュータ応用事例研

究発表 会

実務者のための特許情

報説明会

科学技術情報流通技術

基準(SIST)普 及

説明会

実務者のため(粥許情報

説明会

実務老のための特許情報

説明会

5.施 設 公 開

郵便局の施設公開

期 日

19/7

1〔〕/5

1()/11

1Q/18

1(Y3

1〔ン28

会 場

高岡商工会議所

(高 岡市丸の内)

名古屋市工業研究所

(名古屋市熱田区六番)

名古屋商工会議所

(名 古屋市中区栄)

大 阪科学技術センター401

号室

(大 阪 市 西 区靱本 町)

大 阪科 学技 術 セ ンタ ー

ポ ー ル

(大 阪 市西 区靱 町)

RCC文 化 セン タ ー

(広 島 市 中区本 町)

東京中央局他111局

主催または問合せ先

㈹ 発 明協 会

電 言舌03-502-0511

㊥ 日本 特 許 情 報 セ ン タ ー

電i舌03-503-6181

コンピュータ応用 技術 協 会

電言舌052-661-3161

θ 発 明 協 会

電言舌03-502-0511

財)日 本 特 許 情 報 セ ン タ ー

霊 舌03-503-6181

科 学技 術庁

日本科 学技 術情 報 セ ンタ ー

乍葺言舌03-581-6411(432)

θ 発 明協 会

霊 舌03-502-0511

㈲ 日本特 許 情報 セ ン タ ー

電言舌03-503-6181

θ 発明協 会

葡 舌03502-0511

肋 日本特許情報センター

篭 舌03-503-6181

郵 政 省

冒巨篇舌03-504-4782

備 考

定 員100名

定員100名

定 員150名

定 員100名

定員350名

定 員100名

合 計 行事数232
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日響;離 情報化 月間行事

● 行事開催地

○ 郵便局施設公開(全 国112局)

展示 会'83電 気 通 信 展 「未 来 を育 むINS(高 度 情 報 通 信 シ.ろ互 ム)」

(10/12～14)'

'83生 活 と情 報 化展(10/14～18)

エ レ ク トロニ ク ス シ ョー'83(10/6～11)

シ ン ポ ジ ウ ム 「行 政 と情 報 シ ス テ ム」(11/17～18)

講 演 会 「OAの 進 め 方 と事 例 」(10/12)

情 報 化 シ ン ポ ジ ウ ム(10/19)

情報 化市 民 講 演会1(10/28)

中学 生 マ イ コン教 室(9/4)

高度 情 報 化 時 代 と企 業 へ の イ ンパ ク ト(10/25～29)

シ ン ポ ジ ウ ム 「情 報 化 時 代 の犯 罪 とセ キ ュ リテ ィ」(10/22)

医療 用 マ イ コン ・プ ロ グ ラム の実 演 と小 セ ミナ(10/29)

大 阪 ビ ジネ ス フ ェア'83(10/19～21)

デ ー タベ ー スフ ェア'83(11/16～17)

科 学 技 術 情 報 流 通 技 術 基 準(SIST)普 及 説 明 会(10/18)

実 務 者 の た め の 特 許 情 報 説 明会(10/3)

移動教室 「OA時 代におけ るコンピュータの

経営 利用」(10/18～19)

情報管理講習会

(10/6～7)

コンピュー タなんで も相談

(10/17～18)

高校 生コン1ロー外 セミナ(]0/28)

実務者のための特許情報説 明会

(10/7)

パ ソ コン フ ェア'83(10/1～2)

セ ミナ

OAの 現 状 と将 来(10/12)

中学 生 マ イ コ ン教 室(8/7)

移動教室 「OA時 代 におけ るコン ピュー タの

経営 利用」(10/7～8) 竃O
/

o
小
樽

＼

o青 森

卿

。

釧路
o

盛岡
o

移動教室

「OA時 代 におけ るコンピュータの 山形

経営利用」(10/21～22)O

福 島 仙台
o

郡山'o

日立

新潟 勝 田o

長榊 ㌣ 都毫。炉

オ フ コ ン 入門 セ ミナ

幽(10/25)

マ イ コ ン 講座

(9/26～10/19.11/7～11/30)

(10/12)

讃:鱗蕪1∴ユ
西 日本 フォーラム'83高 度情報社会へ の対応(10/21～22)

羅欝 ㍉
熊本'83生 活 と情報化展

〆
講演会(11/1)

講演会 「企業に とって情報 とは何か」

(10/31)
'83南 日本 オ フ ィ スオ ー トメー シ ョン展

(10/25～27)

本態ぎ

鹿
児
島

報化セ ミナー「遊芸 空間

と しての阪趣 固」(10/28)中学
生マイ コン教室.

(8/4)

三次 岡山

広島 福山

電信電話展

(10/7～10)

大 分'83生 活 と情 報 化 展

お お い た'83マ イ コンフ ェア

(10/13～18)

(10/11)

東予 高松o

新井浜 徳

o
鳥取
●芦

議
毎 ・守

京都
o

o奈
崎(ゾ

o布 施

高岡

。 金沢 富山 。
福井 長野

大垣 岐阜 ◎松本

蕪 紫毅

OAシ ョー(10/26～28)

コン ピュ ー タセ ミナ(10/27)

シ ン ポ ジ ウム 「行 政 と情 報 シス テ ム」

(10/27).

中小 企 業 者向 け コ ン ピ ュー タセ ミナ

(10/27)

移動教室

「OA時 代における コン ピュータの

経営 利用」(10/13～14)

電信電話展(10/21～23)

'(
10/27)

藤沢
小田 原O

川崎o市 川
　

横光 浮葉

!シ ンポ ジ ウム

「商 工 会 議 所 の 情 報 化 推 進事 業 」

(10/13～14)

FA講 習会(10/21』

OAシ ョウ(10/13～15)

OA講 習会(10/15)

中学 生 コ ン ピ ュー タ教 室(10/8～9)

札幌'83生 活 と情報化展(9/22～25)

講演会 「INSと 産業社会への イ.ンパ ク ト」「地域生活高度情報 システム」

「北海道の情報化」(10/ユ3)

情 報 化 月 間 記 念 式 典.(10/3)

電 気 通 信 展,83(10/18～20)

展 示 会 「旅 と コ ン ピ ュー タ.J(10/1～31)

'83生 活 と情 報 化 展

「エ レ ク トロニ ク ス ・アー ト&コ ミュニ ケー シ ョ ン展 」(9/29～10/4)

デ ー タ シ ョ ウ'83(10/18～21)

医 療 情 報 シ ス テ ム展'(10/20～22)

ソ フ トウ ェ ア シ ョウ'83(10/3～5)

国際 通 信 展(10/3～8)

ニ ュー メデ ィ ア 関連 機 器 の展 示 ・実 演(10/17～19)

中小 企 業 の た め のOA機 器 展 示 とセ ミナ(10/12～14)
'83国 際 放 送 機 器 展(10/25～27)

パ ネ ル討 論 会 「OAと 電 気 通 信 」(10/17)

講 演会 「OAと 行 政 へ の適 用 」(10/12)

シ ン ポ ジ ウ ム 「行 政 と情 報 シス テ ム 」(10/7)

講 演会 「CATVの 現 状 と将 来 」 「エ レ ク トロニ ッ クバ ン キ ン グ」(10/6)

情 報化 国 際 講 演 ・討 論 会 日米 を結 ぶ テ レ コ ンフ ァ レン ス(10/13)

デ ー タシ ョ ウ'83国 際 シ ンポ ジ ウ ム(10/19～20)

ソフ トウ ェ ア コ ンベ シ ョ ン'83

「ソフ トウ ェア 産 業 基 盤 の 強 化 とそ の 戦 略 」(10/4～5)

中 小 企 業OAシ ス テ ム 講 演会(10/5)

講 演 会 高 度 情 報 社 会 の展 望 と企 業 戦 略(10/3)

講 演 会 「衛 星 通 信 時 代 の 幕 あけ 」(10/7)

講 演 会 「高 度 情 報 社 会 と電 気 通 信 」(10/4)

'83デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ特 別 集 会(10/28)

中学 生 コンピュー タ教室(10/22)

私た ちの未来通信展(10/7～9)

!講 演会 「INSと 企業の生 き方」(10/26)

行政管理セ ミナ

中部地域 公設試験研 究指導機 関

コンピュー タ応用事例研究発表会(10/5)

実務者のための特許情報

説明会(10/11)

講 演 会 「デ ー タベ ー ス シス テ ム を考 え る 」(10/14)

講 演 会 「コ ン ピ ュー タ ・セ キ ュ リテ ね 「INSと ニ ュー メデ ィ ア 」(10/14)

シ ン ポ ジウ ム 講 演 会 の 開催(10/28)

シ ン ポ ジ ウ ム 「物 流 情報 シス テ ム の事 例 研究 」(10/21)

SHIPNETS実 演 及 び 講 演 会(10/5)

メデ ィ カ ル マ イ コン ・セ ミナ(10/16)

シ ン ポ ジ ウ ム 「人 間 ・情 報 ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョン」(10/26)

シ ス テ ム監 査 講 演 会(10/25)

シ ン ポ ジ ウ ム 「高 度 情 報 化 社 会 と企 業 へ の イ ン パ ク トを探 ぐ る」(10/17)

OAセ ミナ ー(10/15)

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タに よる オ フ ィス オ ー トメー シ ョン(10/20～21)

講 演会 「オ フ ィス オ ー トメー シ ョ ン を取 り巻 く諸 問 題 の 探 求 」(9/28)

電子 計 算 機 利 用 に 関 す る技 術 研 究 会 研 究 発 表 会(10/3～4)

実務 者 の た め の 特 許 情 報 お よび 情 報 管 理 説 明 会(10/19)
'83特 許 情 報 フ

ェ ア(11/8～12)

ロ ー カ ル ・エ リア ・ネ ッ トワ ー ク特 別 研 究 会(9/19～21)

マ ル チ ・ワ ー クス テー シ ョン特 別 研 究 会(10/5～7)

デ ー タベ ー ス ・フ ェ ア'83(10/25～27)

IPA技 術 セ ン ター 発 表 会 「招 待 講 演 と研 究 成果 発表 」(10/25)

k
優秀保 守技術者の表彰(10/6)

地方 公共 団体電算職 員等表彰(10/6)
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昭和59年3月 発 行

財団法人 日本情 報 処 理 開 発協 会

情 報処 理 研 修 セ ンタ ー

東京都港区浜松町2-4-1

世界貿易センタービル内

TEL(435)6511(代 表)

山 陽 株 式 会 社

TEL(591)0248
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